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ⅠⅠ 「「保保険険者者とと介介護護支支援援専専門門員員がが共共にに行行ううケケアアママネネジジメメンントトのの質質のの

向向上上ガガイイドドラライインン」」ににおおけけるる自自立立支支援援のの定定義義

ケアマネジメントの質を向上させる目的は、「自立支援に資するケアマネジ

メント」の達成である。本ガイドラインでは「「自自立立支支援援」」を次のとおり定義す

る。

本ガイドラインでは、効果的にケアマネジメントの質の向上を図るため、

点検前に介護支援専門員がアセスメントとケアプランを自己点検する方法を

採用している。 

要支援・要介護の状態になっても「可能な限りできる範囲で、可能な限り

自分らしい生活を営むこと、自分の人生に主体的・積極的に参画し自分の人

生を自分自身で創っていくこと」に対する支援 

ⅡⅡ 「「リリ・・アアセセススメメンントト支支援援シシーートト」」ととはは

「リ・アセスメント支援シート」の構造 
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介護支援専門員の行うアセスメント

働きかけ 働きかけ

リ・アセスメント支援シートは、介護支援専門員が把握している情報から適切に

ニーズを導き出せるように、上記の構造に合わせて作成している。

把握し見通す

合
致
・
一
致

③ 介護支援専門員の考える利用者の問題

利用者の生活上の支障

（～で困っているのではないか）

（～で困っていると考えて欲しい）
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（介護支援専門員の役割）

利用者又は家族が問題を認識していない

ときは、認識するように働きかける。

利用者又は家族の意向が表明されていな

いときや、低いときは意向を向上させる

ように働きかける。的外れのときは、修

正する働きかけを行う。

⑤ 医師・専門職等意見

ⅠⅠ  「「保保険険者者とと介介護護支支援援専専門門員員がが共共にに行行ううケケアアママネネジジメメンントトのの質質のの

向向上上ガガイイドドラライインン」」ににおおけけるる自自立立支支援援のの定定義義  

ケアマネジメントの質を向上させる目的は、「自立支援に資するケアマネジ

メント」の達成である。本ガイドラインでは「「自自立立支支援援」」を次のとおり定義する。 

 

 

 

 

 

本ガイドラインでは、効果的にケアマネジメントの質の向上を図るため、

点検前に介護支援専門員がアセスメントとケアプランを自己点検する方法を

採用している。 
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自分らしい生活を営むこと、自分の人生に主体的・積極的に参画し自分の人

生を自分自身で創っていくこと」に対する支援 
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向向上上ガガイイドドラライインン」」ににおおけけるる自自立立支支援援のの定定義義

ケアマネジメントの質を向上させる目的は、「自立支援に資するケアマネジ 

メント」の達成である。本ガイドラインでは「「自自立立支支援援」」を次のとおり定義する。

本ガイドラインでは、効果的にケアマネジメントの質の向上を図るため、

点検前に介護支援専門員がアセスメントとケアプランを自己点検する方法を

採用している。 

要支援・要介護の状態になっても「可能な限りできる範囲で、可能な限り

自分らしい生活を営むこと、自分の人生に主体的・積極的に参画し自分の人

生を自分自身で創っていくこと」に対する支援 
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ⅢⅢ  リリ・・アアセセススメメンントト支支援援シシーートト  記記入入要要領領  
 

１ 「利用者名」 

  利用者名を記入する。 

 

２ 「作成日」 

  リ・アセスメント支援シートを作成した日を記入する。 

 

３ 「作成者」 

  リ・アセスメント支援シートを作成した介護支援専門員の氏名を記入する。 

 

４ 「状態」 

⑴ 「コミュニケーション」 

ア 「視力」から「活用しているコミュニケーション機器」まで、それぞれ該

当する状態に○をつける。 
イ 各項目の特記事項は、必要に応じて項目ごとの余白に記入する。 

ウ 「維持・改善の要素、利点」は、利用者が楽しみのある幸せな生活を送れ

るように、利用者の生活を活性化させるような現在の状態に対する利用者

や家族の良いところ、優れているところ、魅力的なところを具体的に記入

する（11 頁参照）。 

⑵ 「認知と行動」 

ア 「認知障害」から「精神症状」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。 

イ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」は、⑴「コミュニケー

ション」イ及びウと同様に記入する。  

⑶ 「家族・知人等の状況」 

ア 「介護提供」から「介護者の負担感」まで、それぞれ該当する状態に○を

つける。 

イ 「介護者の就労・就学状況」については、状況に応じて特記する。 
ウ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」は、⑴「コミュニケー

ション」イ及びウと同様に記入する。 

⑷ 「健康状態」 

ア 「主疾病（症状痛み等）」は、主な疾病とその症状を記入する。 

イ 「薬」で「有」に○をつけた場合は、項目余白にどの疾病に対し処方され

ているか等を記入する。必要に応じて、「薬剤情報提供書」の写し等を添付

する。 

ウ 「口腔内の状況」については、口腔衛生状態や咬み合わせ、歯の本数など

について特記する。 

エ 「義歯の有無等」、「食事摂取」は、該当する状態に○をつける 

オ 「食事量」は、該当する状態に〇をつけ、１日の食事回数を記入する。 

カ 「食事摂取形態」で「経管摂取」に○をつけた場合は、余白に「栄養剤の

カロリー・１日の回数・摂取時間等を記入する。 

キ 「食事形態（主食）」、「食事形態（副食）」で「他」に○をつけた場合は、

余白に具体的な内容を記入する。 

  

ク 「飲水」は、該当する状態に○をつけ、医師の指示している量と実際の飲

水量を具体的に記入する。 

ケ 「栄養状態」は、医師の意見をもとに記入する。 

コ 「身長・体重」は、該当する数値を記入する。過去６か月間で２～３キロ

グラム以上の体重の増減がある場合にはその状況を記載する。 

サ 「血圧」は、体調に異常・変調がない時点で直近の数値を記入する。 

本人・家族が測定した数値や本人が利用している医療または介護のサービス

等での測定値を記載する。血圧の変動状況についても把握した場合には記載

する。 

シ 「麻痺・拘縮」「じょく瘡・皮膚・爪の問題」は、該当する状態に○をつける。 

ス 「入浴」は、該当する回数を記入する。 

セ 排泄（便）」は、該当する回数を記入し、便秘・下痢、便意の有無について

該当する状態に○をつける。 

ソ 排泄（尿）」は、該当する回数を記入し、尿意の有無について該当する状態

に〇をつける。 

タ 「生活リズム」については、該当する睡眠時間帯の睡眠開始時間と終了時

間を矢印で結ぶ。必要に応じて、日常的な活動の内容・時間、休息・睡眠

に係る特記事項（中途覚醒等）を次の記号を用いて記入する。また、１週

間の状況についても記載する。 

  【記号凡例】睡眠⇔、中途覚醒〇、食事☆、入浴◇ 

チ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミ

ュニケーション」イ及びウと同様に記入する。 

⑸ 「ＡＤＬ」 

ア 「食事」は、該当する状態に○をつける。 

イ 「食事場所」で「他」に○をつけた場合は、具体的な食事場所を記入する。 

ウ 「排泄（排便）」から「排泄（失禁）」まで、それぞれ該当する状態に○を

つける。 

エ 「入浴」は、該当する状態に○をつけ、余白に入浴場所、入浴方法、介助

者等について記入する。 

オ 「更衣・整容」から「階段昇降」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。 
カ 「使用機器」で「その他」に○をつけた場合は、使用機器名を具体的に記

入する。 

キ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミ

ュニケーション」イ及びウと同様に記入する。 

⑹ 「ＩＡＤＬ」 

ア 「買物」から「服薬状況」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。特

記事項には、現在、一部介助又は全介助の状態である場合に、介助をして

いる家族やサービス等を記入する。また、実際は利用者ができる力を有し

ていると判断した場合は、「実際にはできる」という主旨を記入する。 

イ 「住環境」は、該当する状態に○をつけ、余白に特記事項を記入する。 

ウ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと

同様に記入する。  
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する。 
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について特記する。 
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キ 「食事形態（主食）」、「食事形態（副食）」で「他」に○をつけた場合は、

余白に具体的な内容を記入する。 

  

ク 「飲水」は、該当する状態に○をつけ、医師の指示している量と実際の飲

水量を具体的に記入する。 

ケ 「栄養状態」は、医師の意見をもとに記入する。 

コ 「身長・体重」は、該当する数値を記入する。過去６か月間で２～３キロ

グラム以上の体重の増減がある場合にはその状況を記載する。 

サ 「血圧」は、体調に異常・変調がない時点で直近の数値を記入する。 

本人・家族が測定した数値や本人が利用している医療または介護のサービス

等での測定値を記載する。血圧の変動状況についても把握した場合には記載

する。 

シ 「麻痺・拘縮」「じょく瘡・皮膚・爪の問題」は、該当する状態に○をつける。 

ス 「入浴」は、該当する回数を記入する。 

セ 排泄（便）」は、該当する回数を記入し、便秘・下痢、便意の有無について

該当する状態に○をつける。 

ソ 排泄（尿）」は、該当する回数を記入し、尿意の有無について該当する状態

に〇をつける。 

タ 「生活リズム」については、該当する睡眠時間帯の睡眠開始時間と終了時

間を矢印で結ぶ。必要に応じて、日常的な活動の内容・時間、休息・睡眠

に係る特記事項（中途覚醒等）を次の記号を用いて記入する。また、１週

間の状況についても記載する。 

  【記号凡例】睡眠⇔、中途覚醒〇、食事☆、入浴◇ 

チ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミ

ュニケーション」イ及びウと同様に記入する。 

⑸ 「ＡＤＬ」 

ア 「食事」は、該当する状態に○をつける。 

イ 「食事場所」で「他」に○をつけた場合は、具体的な食事場所を記入する。 

ウ 「排泄（排便）」から「排泄（失禁）」まで、それぞれ該当する状態に○を

つける。 

エ 「入浴」は、該当する状態に○をつけ、余白に入浴場所、入浴方法、介助

者等について記入する。 

オ 「更衣・整容」から「階段昇降」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。 
カ 「使用機器」で「その他」に○をつけた場合は、使用機器名を具体的に記

入する。 

キ 各項目の特記事項及び「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミ

ュニケーション」イ及びウと同様に記入する。 

⑹ 「ＩＡＤＬ」 

ア 「買物」から「服薬状況」まで、それぞれ該当する状態に○をつける。特

記事項には、現在、一部介助又は全介助の状態である場合に、介助をして

いる家族やサービス等を記入する。また、実際は利用者ができる力を有し

ていると判断した場合は、「実際にはできる」という主旨を記入する。 

イ 「住環境」は、該当する状態に○をつけ、余白に特記事項を記入する。 

ウ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと

同様に記入する。  
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カ 「食事摂取形態」で「経管摂取」に○をつけた場合は、余白に「栄養剤の
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ケ 「栄養状態」は、医師の意見をもとに記入する。 
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間を矢印で結ぶ。必要に応じて、日常的な活動の内容・時間、休息・睡眠

に係る特記事項（中途覚醒等）を次の記号を用いて記入する。また、１週

間の状況についても記載する。 
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⑺ 「社会交流」

ア 「社会参加」、「対人交流」は、それぞれ該当する状態に○をつけ、項目ご

との余白に特記事項を記入する。

イ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと

同様に記入する。

⑻ 「その他留意すべき事項・状況」

ア 利用者のその他留意すべき状況（虐待、経済的困窮、身寄りのない方、外

国人の方、医療依存度の高い状況、看取り、生活上のこだわり、趣味、得

意なこと、他制度との連携等）について記入する。また、家族などとのか

かわりの状況（家庭内での役割など）について記入する。

イ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと

同様に記入する。

５ 「問題（困りごと）」 

⑴ 「利用者」

ア 左側の「状態」に対応して、利用者が表明した「困る」という主旨の発言をその

まま「～で困る」等と記入する。

【図１】（※）

イ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。

ウ 認知症等で利用者が困りごとを表明できない場合は、利用者の立場に立った家族

等の発言を記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記す

る（例：（長女代弁））。

⑵ 「家族」

ア 利用者と同様に、左側の「状態」に対応して、家族が表明した「困る」という主

旨の発言をそのまま「～で困る」等と記入する。

イ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。

※出典：「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版 2008 年、80.81 頁、一部改変
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⑺ 「社会交流」
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状態

（〇〇の状態）

問題

（～で困る）
転換

（だから）

⑺ 「社会交流」

ア 「社会参加」、「対人交流」は、それぞれ該当する状態に○をつけ、項目ご

との余白に特記事項を記入する。

イ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと

同様に記入する。

⑻ 「その他留意すべき事項・状況」

ア 利用者のその他留意すべき状況（虐待、経済的困窮、身寄りのない方、外

国人の方、医療依存度の高い状況、看取り、生活上のこだわり、趣味、得

意なこと、他制度との連携等）について記入する。また、家族などとのか

かわりの状況（家庭内での役割など）について記入する。

イ 「維持・改善の要素、利点」については、⑴「コミュニケーション」ウと

同様に記入する。

５ 「問題（困りごと）」 

⑴ 「利用者」

ア 左側の「状態」に対応して、利用者が表明した「困る」という主旨の発言をその

まま「～で困る」等と記入する。

【図１】（※） 

イ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。

ウ 認知症等で利用者が困りごとを表明できない場合は、利用者の立場に立った家族

等の発言を記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記す

る（例：（長女代弁））。

⑵ 「家族」

ア 利用者と同様に、左側の「状態」に対応して、家族が表明した「困る」という主

旨の発言をそのまま「～で困る」等と記入する。

イ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。

※出典：「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版 2008 年、80.81 頁、一部改変

状態

（〇〇の状態）

問題

（～で困る）
転換

（だから）
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６ 「意向・意見・判断」 

⑴ 「利用者意向（生活への意欲を含む）」

ア 「問題（困りごと）」に対応する、利用者が表明した「～したい」「～する」「～

してみる」等、肯定的な主旨の発言をそのまま記入する。

【図２】（※）

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、利用者から状態に対して「～したい」「～

する」「～してみる」等、肯定的な主旨の発言があった場合には、そのまま記入

する。

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。

エ 認知症等で利用者が意向を表明できない場合は、利用者の立場に立った家族等の

発言を記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記する

（例：（長女代弁））。

オ 利用者の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。

・高：利用者の意向が高い場合

・中：利用者の意向がそれほど高くもなく低くもない場合

・低：利用者の意向が低い場合

・失：「利用者意向」欄に「なし」と記入した場合で、利用者が病気や喪失体

験などにより本来は「意向」があるはずだが表明ができない場合 

カ 利用者の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。

・阻：「利用者意向」欄に記入した利用者の意向が、家族関係や経済状況等諸

事情により、利用者が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっ

ている場合 

※出典：「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版 2008 年、80.81 頁、一部改変

問題

・（〇〇できずに困る）

・（〇〇までしかできずに

困る）

転換

（だから） 

意向（肯定的な主旨の発言） 
・（〇〇したい）

・（〇〇までできるようになり

たい）

⑵ 「家族意向（生活への意欲を含む）」 

ア 「問題（困りごと）」に対応する、家族が表明した「～になってほしい」という

主旨の発言をそのまま記入する。 

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、家族から状態に対して「～になってほし

い」という主旨の発言があった場合には、そのまま記入する。 

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。 

エ 家族の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。 

・高：家族の意向が高い場合 

・中：家族の意向がそれほど高くもなく低くもない場合 

・低：家族の意向が低い場合 

・失：「家族意向」欄に「なし」と記入した場合で、家族が病気や喪失体験な

どにより本来「意向」があるはずだが、表明ができない場合 

オ 家族の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。 

・阻：「家族意向」欄に記入した家族の意向が、利用者との関係や経済状況等

諸事情により、家族が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっ

ている場合 

⑶ 「医師・専門職等意見」 

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の決定に影響がありそうな「状態」に対

しての、利用者を支えるためにチームとして機能している他の医師・専門職等の意

見を記入する。意見を述べた者の所属及び職名をカッコ書きにより明記する（例：

Ａ診療所Ｂ医師））。

⑷ 「ＣＭ判断」 

「状態」、「問題（困りごと）」、「利用者意向」、「家族意向」、「医師・専門職等意

見」から、利用者が楽しみのある幸せな生活を送れるよう利用者の生活を活性化さ

せるために、介護支援専門員が必要だと判断したことを「○○が必要」と記入す

る。 

⑸ 「ＣＭの利用者・家族の意向への働きかけ」 

ア 「状態」欄に記入した「維持・改善の要素、利点」等を活用し、介護支援専門員

が、利用者や家族の「問題（困りごと）」について「利用者意向」「家族意向」に

転換するための働きかけをしているかを記入する。また、意向があっても、利用

者や家族の「意向の度合」が低い場合は、高めるよう介護支援専門員が利用者や

家族に働きかけをしているかを、記入する。 

・実施中：意向へ働きかけをしている場合 

・検討中：意向へ働きかけるかどうかを検討している場合 

・未検討：意向へ働きかけるかどうかを検討していない場合 

・不 要：意向へ働きかける必要がない場合 

（例）既に意向が高い、「問題（困りごと）」がない場合等 

イ 「対応難度」は、意向への働きかけが困難である場合に○をつける。 

8

６ 「意向・意見・判断」 

⑴ 「利用者意向（生活への意欲を含む）」 

ア 「問題（困りごと）」に対応する、利用者が表明した「～したい」「～する」「～

してみる」等、肯定的な主旨の発言をそのまま記入する。 

【図２】（※）

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、利用者から状態に対して「～したい」「～

する」「～してみる」等、肯定的な主旨の発言があった場合には、そのまま記入

する。 

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。 

エ 認知症等で利用者が意向を表明できない場合は、利用者の立場に立った家族等の

発言を記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記する

（例：（長女代弁））。 

オ 利用者の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。 

・高：利用者の意向が高い場合 

・中：利用者の意向がそれほど高くもなく低くもない場合 

・低：利用者の意向が低い場合 

・失：「利用者意向」欄に「なし」と記入した場合で、利用者が病気や喪失体

験などにより本来は「意向」があるはずだが表明ができない場合 

カ 利用者の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。 

・阻：「利用者意向」欄に記入した利用者の意向が、家族関係や経済状況等諸

事情により、利用者が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっ

ている場合 

※出典：「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版 2008 年、80.81 頁、一部改変 

問題

・（〇〇できずに困る）

・（〇〇までしかできずに

困る）

転換

（だから）

意向（肯定的な主旨の発言）

・（〇〇したい）

・（〇〇までできるようになり

たい）

⑵ 「家族意向（生活への意欲を含む）」

ア 「問題（困りごと）」に対応する、家族が表明した「～になってほしい」という

主旨の発言をそのまま記入する。

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、家族から状態に対して「～になってほし

い」という主旨の発言があった場合には、そのまま記入する。

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。

エ 家族の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。

・高：家族の意向が高い場合

・中：家族の意向がそれほど高くもなく低くもない場合

・低：家族の意向が低い場合

・失：「家族意向」欄に「なし」と記入した場合で、家族が病気や喪失体験な

どにより本来「意向」があるはずだが、表明ができない場合 

オ 家族の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。

・阻：「家族意向」欄に記入した家族の意向が、利用者との関係や経済状況等

諸事情により、家族が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっ

ている場合 

⑶ 「医師・専門職等意見」

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の決定に影響がありそうな「状態」に対

しての、利用者を支えるためにチームとして機能している他の医師・専門職等の意

見を記入する。意見を述べた者の所属及び職名をカッコ書きにより明記する（例：

Ａ診療所Ｂ医師））。

⑷ 「ＣＭ判断」

「状態」、「問題（困りごと）」、「利用者意向」、「家族意向」、「医師・専門職等意

見」から、利用者が楽しみのある幸せな生活を送れるよう利用者の生活を活性化さ

せるために、介護支援専門員が必要だと判断したことを「○○が必要」と記入す

る。

⑸ 「ＣＭの利用者・家族の意向への働きかけ」

ア 「状態」欄に記入した「維持・改善の要素、利点」等を活用し、介護支援専門員

が、利用者や家族の「問題（困りごと）」について「利用者意向」「家族意向」に

転換するための働きかけをしているかを記入する。また、意向があっても、利用

者や家族の「意向の度合」が低い場合は、高めるよう介護支援専門員が利用者や

家族に働きかけをしているかを、記入する。

・実施中：意向へ働きかけをしている場合

・検討中：意向へ働きかけるかどうかを検討している場合

・未検討：意向へ働きかけるかどうかを検討していない場合

・不 要：意向へ働きかける必要がない場合

（例）既に意向が高い、「問題（困りごと）」がない場合等 

イ 「対応難度」は、意向への働きかけが困難である場合に○をつける。
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６ 「意向・意見・判断」 

⑴ 「利用者意向（生活への意欲を含む）」

ア 「問題（困りごと）」に対応する、利用者が表明した「～したい」「～する」「～

してみる」等、肯定的な主旨の発言をそのまま記入する。

【図２】（※）

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、利用者から状態に対して「～したい」「～

する」「～してみる」等、肯定的な主旨の発言があった場合には、そのまま記入

する。

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。

エ 認知症等で利用者が意向を表明できない場合は、利用者の立場に立った家族等の

発言を記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記する

（例：（長女代弁））。

オ 利用者の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。

・高：利用者の意向が高い場合

・中：利用者の意向がそれほど高くもなく低くもない場合

・低：利用者の意向が低い場合

・失：「利用者意向」欄に「なし」と記入した場合で、利用者が病気や喪失体

験などにより本来は「意向」があるはずだが表明ができない場合 

カ 利用者の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。

・阻：「利用者意向」欄に記入した利用者の意向が、家族関係や経済状況等諸

事情により、利用者が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっ

ている場合 

※出典：「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版 2008 年、80.81 頁、一部改変

問題

・（〇〇できずに困る）

・（〇〇までしかできずに

困る）

転換

（だから） 

意向（肯定的な主旨の発言） 
・（〇〇したい）

・（〇〇までできるようになり

たい）

⑵ 「家族意向（生活への意欲を含む）」 

ア 「問題（困りごと）」に対応する、家族が表明した「～になってほしい」という

主旨の発言をそのまま記入する。 

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、家族から状態に対して「～になってほし

い」という主旨の発言があった場合には、そのまま記入する。 

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。 

エ 家族の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。 

・高：家族の意向が高い場合 

・中：家族の意向がそれほど高くもなく低くもない場合 

・低：家族の意向が低い場合 

・失：「家族意向」欄に「なし」と記入した場合で、家族が病気や喪失体験な

どにより本来「意向」があるはずだが、表明ができない場合 

オ 家族の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。 

・阻：「家族意向」欄に記入した家族の意向が、利用者との関係や経済状況等

諸事情により、家族が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっ

ている場合 

⑶ 「医師・専門職等意見」 

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の決定に影響がありそうな「状態」に対

しての、利用者を支えるためにチームとして機能している他の医師・専門職等の意

見を記入する。意見を述べた者の所属及び職名をカッコ書きにより明記する（例：

Ａ診療所Ｂ医師））。

⑷ 「ＣＭ判断」 

「状態」、「問題（困りごと）」、「利用者意向」、「家族意向」、「医師・専門職等意

見」から、利用者が楽しみのある幸せな生活を送れるよう利用者の生活を活性化さ

せるために、介護支援専門員が必要だと判断したことを「○○が必要」と記入す

る。 

⑸ 「ＣＭの利用者・家族の意向への働きかけ」 

ア 「状態」欄に記入した「維持・改善の要素、利点」等を活用し、介護支援専門員

が、利用者や家族の「問題（困りごと）」について「利用者意向」「家族意向」に

転換するための働きかけをしているかを記入する。また、意向があっても、利用

者や家族の「意向の度合」が低い場合は、高めるよう介護支援専門員が利用者や

家族に働きかけをしているかを、記入する。 

・実施中：意向へ働きかけをしている場合 

・検討中：意向へ働きかけるかどうかを検討している場合 

・未検討：意向へ働きかけるかどうかを検討していない場合 

・不 要：意向へ働きかける必要がない場合 

（例）既に意向が高い、「問題（困りごと）」がない場合等 

イ 「対応難度」は、意向への働きかけが困難である場合に○をつける。 

8

６ 「意向・意見・判断」 

⑴ 「利用者意向（生活への意欲を含む）」 

ア 「問題（困りごと）」に対応する、利用者が表明した「～したい」「～する」「～

してみる」等、肯定的な主旨の発言をそのまま記入する。 

【図２】（※）

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、利用者から状態に対して「～したい」「～

する」「～してみる」等、肯定的な主旨の発言があった場合には、そのまま記入

する。 

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。 

エ 認知症等で利用者が意向を表明できない場合は、利用者の立場に立った家族等の

発言を記入する。その場合は、文末に代弁した者をカッコ書きにより明記する

（例：（長女代弁））。 

オ 利用者の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。 

・高：利用者の意向が高い場合 

・中：利用者の意向がそれほど高くもなく低くもない場合 

・低：利用者の意向が低い場合 

・失：「利用者意向」欄に「なし」と記入した場合で、利用者が病気や喪失体

験などにより本来は「意向」があるはずだが表明ができない場合 

カ 利用者の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。 

・阻：「利用者意向」欄に記入した利用者の意向が、家族関係や経済状況等諸

事情により、利用者が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっ

ている場合 

※出典：「ケアプラン作成の基本的考え方」佐藤信人著 中央法規出版 2008 年、80.81 頁、一部改変 

問題

・（〇〇できずに困る）

・（〇〇までしかできずに

困る）

転換

（だから）

意向（肯定的な主旨の発言）

・（〇〇したい）

・（〇〇までできるようになり

たい）

⑵ 「家族意向（生活への意欲を含む）」

ア 「問題（困りごと）」に対応する、家族が表明した「～になってほしい」という

主旨の発言をそのまま記入する。

イ 「問題（困りごと）」が無い場合でも、家族から状態に対して「～になってほし

い」という主旨の発言があった場合には、そのまま記入する。

ウ 「なし」と言った場合は、「なし」と記入し、介護支援専門員が確認していない

場合は、空欄にする。

エ 家族の「意向の度合」は、該当する度合に○をつける。

・高：家族の意向が高い場合

・中：家族の意向がそれほど高くもなく低くもない場合

・低：家族の意向が低い場合

・失：「家族意向」欄に「なし」と記入した場合で、家族が病気や喪失体験な

どにより本来「意向」があるはずだが、表明ができない場合 

オ 家族の「意向の表明」は、下記に該当する場合に「阻」に〇をつける。

・阻：「家族意向」欄に記入した家族の意向が、利用者との関係や経済状況等

諸事情により、家族が真の意向を表明することが阻まれ相違してしまっ

ている場合 

⑶ 「医師・専門職等意見」

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の決定に影響がありそうな「状態」に対

しての、利用者を支えるためにチームとして機能している他の医師・専門職等の意

見を記入する。意見を述べた者の所属及び職名をカッコ書きにより明記する（例：

Ａ診療所Ｂ医師））。

⑷ 「ＣＭ判断」

「状態」、「問題（困りごと）」、「利用者意向」、「家族意向」、「医師・専門職等意

見」から、利用者が楽しみのある幸せな生活を送れるよう利用者の生活を活性化さ

せるために、介護支援専門員が必要だと判断したことを「○○が必要」と記入す

る。

⑸ 「ＣＭの利用者・家族の意向への働きかけ」

ア 「状態」欄に記入した「維持・改善の要素、利点」等を活用し、介護支援専門員

が、利用者や家族の「問題（困りごと）」について「利用者意向」「家族意向」に

転換するための働きかけをしているかを記入する。また、意向があっても、利用

者や家族の「意向の度合」が低い場合は、高めるよう介護支援専門員が利用者や

家族に働きかけをしているかを、記入する。

・実施中：意向へ働きかけをしている場合

・検討中：意向へ働きかけるかどうかを検討している場合

・未検討：意向へ働きかけるかどうかを検討していない場合

・不 要：意向へ働きかける必要がない場合

（例）既に意向が高い、「問題（困りごと）」がない場合等 

イ 「対応難度」は、意向への働きかけが困難である場合に○をつける。
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７７  「「生生活活全全般般のの解解決決すすべべきき課課題題（（ニニーーズズ））」」  

⑴⑴  「「整整理理前前」」  

ア 「利用者意向」と「ＣＭ判断」が一致した内容を記入する。意向が高い場合は文

末を「～したい」等とし、意向が低い場合は文末を「～する」等とする。 

イ 「利用者意向」欄に「なし」と記入し、利用者の意向が実際になく、「家族意

向」と「ＣＭ判断」が一致しており、利用者に提案可能な内容である場合は、そ

のニーズを記入する。その場合は、文末に家族の誰であるかをカッコ書きにより

明記する（例：（妻））。 

ウ 「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しない場合は、何も記入

しない。 

エ 先頭の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」から順番に番号をつける。 

 

⑵ 「「関関連連」」 

 「整理前」の｢生活全般の解決すべき課題（ニーズ）｣の中で、互いに関連している

ニーズがあれば、当該ニーズの番号を記入する。 

 

⑶ 「「整整理理後後」」（（統統合合）） 

関連しているニーズを比較し、最も利用者の生活を活性化させるニーズを「整理

後」欄に記入する。統合されたニーズについては、「整理後」欄に「（統合先のニー

ズ番号）へ統合」と記入する。 

 

 

８８ 「「優優先先順順位位」」 

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の中で利用者が楽しみのある幸せな生活を

送るために、最も利用者の生活を活性化させると考えられるニーズから優先順位をつ

ける。ただし、生命が脅かされるような緊急性の高いニーズがある場合には、それが

上位にくる。 

 

 

９９ 「「意意向向とと判判断断がが一一致致ししななかかっったたたためめ、、ニニーーズズににななららななかかっったた理理由由」」 

「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しなかった内容の項目につい

ては、その理由を記入する。 

 

 

1100  「「リリ・・アアセセススメメンントト支支援援シシーートト」」をを作作成成ししてて気気がが付付いいたたこことと」」  

「リ・アセスメント支援シート」を記入したことにより、ケアマネジメントに関して

気が付いたことを記入する。

７ 「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」 

⑴ 「整理前」

ア 「利用者意向」と「ＣＭ判断」が一致した内容を記入する。意向が高い場合は文

末を「～したい」等とし、意向が低い場合は文末を「～する」等とする。

イ 「利用者意向」欄に「なし」と記入し、利用者の意向が実際になく、「家族意

向」と「ＣＭ判断」が一致しており、利用者に提案可能な内容である場合は、そ

のニーズを記入する。その場合は、文末に家族の誰であるかをカッコ書きにより

明記する（例：（妻））。

ウ 「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しない場合は、何も記入

しない。

エ 先頭の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」から順番に番号をつける。

⑵ 「関連」

「整理前」の｢生活全般の解決すべき課題（ニーズ）｣の中で、互いに関連している

ニーズがあれば、当該ニーズの番号を記入する。

⑶ 「整理後」

関連しているニーズを比較し、最も利用者の生活を活性化させるニーズを「整理

後」欄に記入する。統合されたニーズについては、「整理後」欄に「（統合先のニー

ズ番号）へ統合」と記入する。

８ 「優先順位」 

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の中で利用者が楽しみのある幸せな生活を

送るために、最も利用者の生活を活性化させると考えられるニーズから優先順位をつ

ける。ただし、生命が脅かされるような緊急性の高いニーズがある場合には、それが

上位にくる。 

９ 「意向と判断が一致しなかったため、ニーズにならなかった理由」 

「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しなかった内容の項目につい

ては、その理由を記入する。 

10 「リ・アセスメント支援シート」を作成して気が付いたこと」 

「リ・アセスメント支援シート」を記入したことにより、ケアマネジメントに関して

気が付いたことを記入する。

「「維維持持・・改改善善のの要要素素、、利利点点」」のの具具体体例例

「維持・改善の要素、利点」は、介護支援専門員が利用者を全人的かつ専門的にどう捉えているかを示

す重要な項目です。

維持・改善の要素（可能性）については具体的に記述してください。

利点（ストレングス・強み）については、利用者が力を発揮できる要素として下記のような事柄を具体

的に捉えることが重要です。

状態項目 具 体 的 な 例

コミュニケーション ・リハビリで教わった発語の訓練に取組んで意思を伝えようとする。

・難聴であるが相手の話を理解しようとする。

・少しでも言いたいことを伝えようと努めている。

認知と行動 ・家族や専門職の促しや誘導を穏やかに受け入れる。

・自分が認知症であることを受入れ、周囲の人にそのことを伝えている。

・理解力は低下しているが、リハビリテーションの指示は伝わる。

家族・知人等の状況 ・家族は本人の言動の原因は、病気によるものであることを理解している。

・高齢だが足腰が丈夫で介護を担える妻がいる。

・主介護者を気遣い気晴らしのために外食に誘う別居の長女がいる。

健康状態 ・医師の指示を守って服薬や食事管理をしている。

・血圧の記録をとり、健康管理に気をつけて暮らしている。

・自分の体調の不調や症状を正しく医師に伝えられる。

ＡＤＬ ・左手しか使えないが、トイレだけは人の世話になりたくないと思っている。

・利き手ではない左手を使って着替えを自分で行おうとする。

・寝たきりにならないよう、日中は椅子に座って過ごしている。

ＩＡＤＬ ・お洒落好きで、ＴＰＯを考えた服装で外出したいと考えている。

・妻が疲れていると、自分でできる家事を行っている。

・買い物に行き、自分の好きなものを選んで買いたいと思っている。

社会交流 ・自分からは話しかけないが、気の合う人とは話掛けて会話を楽しんでいる。

・集団の中ではその場の雰囲気を壊さないよう相手に配慮することができる。

・自分と同じような病気や症状の方との交流を希望している。

その他留意すべき

事項・状況

・家族に得意な料理の腕を振るい、家族に喜んでもらいたいと思っている。

・知的障害がある長男の世話を最後まで自分でやろうとしている。

・本人も家族も延命治療を希望しておらず、そのことを家族に伝えている。

「「維維持持・・改改善善のの要要素素、、利利点点」」のの具具体体例例  

「維持・改善の要素、利点」は、介護支援専門員が利用者を全人的かつ専門的にどう捉えているかを示

す重要な項目です。 

維持・改善の要素（可能性）については具体的に記述してください。 

 利点（ストレングス・強み）については、利用者が力を発揮できる要素として下記のような事柄を具体

的に捉えることが重要です。 

状態項目 具 体 的 な 例 

コミュニケーション ・リハビリで教わった発語の訓練に取組んで意思を伝えようとする。

・難聴であるが相手の話を理解しようとする。

・少しでも言いたいことを伝えようと努めている。

認知と行動 ・家族や専門職の促しや誘導を穏やかに受け入れる。

・自分が認知症であることを受入れ、周囲の人にそのことを伝えている。

・理解力は低下しているが、リハビリテーションの指示は伝わる。

家族・知人等の状況 ・家族は本人の言動の原因は、病気によるものであることを理解している。

・高齢だが足腰が丈夫で介護を担える妻がいる。

・主介護者を気遣い気晴らしのために外食に誘う別居の長女がいる。

健康状態 ・医師の指示を守って服薬や食事管理をしている。

・血圧の記録をとり、健康管理に気をつけて暮らしている。

・自分の体調の不調や症状を正しく医師に伝えられる。

ＡＤＬ ・左手しか使えないが、トイレだけは人の世話になりたくないと思っている。 

・利き手ではない左手を使って着替えを自分で行おうとする。

・寝たきりにならないよう、日中は椅子に座って過ごしている。

ＩＡＤＬ ・お洒落好きで、ＴＰＯを考えた服装で外出したいと考えている。

・妻が疲れていると、自分でできる家事を行っている。

・買い物に行き、自分の好きなものを選んで買いたいと思っている。

社会交流 ・自分からは話しかけないが、気の合う人とは話掛けて会話を楽しんでいる。 

・集団の中ではその場の雰囲気を壊さないよう相手に配慮することができる。 

・自分と同じような病気や症状の方との交流を希望している。

その他留意すべき 

事項・状況 

・家族に得意な料理の腕を振るい、家族に喜んでもらいたいと思っている。

・知的障害がある長男の世話を最後まで自分でやろうとしている。

・本人も家族も延命治療を希望しておらず、そのことを家族に伝えている。

1110



  

 

７７  「「生生活活全全般般のの解解決決すすべべきき課課題題（（ニニーーズズ））」」  

⑴⑴  「「整整理理前前」」  

ア 「利用者意向」と「ＣＭ判断」が一致した内容を記入する。意向が高い場合は文

末を「～したい」等とし、意向が低い場合は文末を「～する」等とする。 

イ 「利用者意向」欄に「なし」と記入し、利用者の意向が実際になく、「家族意

向」と「ＣＭ判断」が一致しており、利用者に提案可能な内容である場合は、そ

のニーズを記入する。その場合は、文末に家族の誰であるかをカッコ書きにより

明記する（例：（妻））。 

ウ 「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しない場合は、何も記入

しない。 

エ 先頭の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」から順番に番号をつける。 

 

⑵ 「「関関連連」」 

 「整理前」の｢生活全般の解決すべき課題（ニーズ）｣の中で、互いに関連している

ニーズがあれば、当該ニーズの番号を記入する。 

 

⑶ 「「整整理理後後」」（（統統合合）） 

関連しているニーズを比較し、最も利用者の生活を活性化させるニーズを「整理

後」欄に記入する。統合されたニーズについては、「整理後」欄に「（統合先のニー

ズ番号）へ統合」と記入する。 

 

 

８８ 「「優優先先順順位位」」 

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の中で利用者が楽しみのある幸せな生活を

送るために、最も利用者の生活を活性化させると考えられるニーズから優先順位をつ

ける。ただし、生命が脅かされるような緊急性の高いニーズがある場合には、それが

上位にくる。 

 

 

９９ 「「意意向向とと判判断断がが一一致致ししななかかっったたたためめ、、ニニーーズズににななららななかかっったた理理由由」」 

「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しなかった内容の項目につい

ては、その理由を記入する。 

 

 

1100  「「リリ・・アアセセススメメンントト支支援援シシーートト」」をを作作成成ししてて気気がが付付いいたたこことと」」  

「リ・アセスメント支援シート」を記入したことにより、ケアマネジメントに関して

気が付いたことを記入する。

７ 「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」 

⑴ 「整理前」

ア 「利用者意向」と「ＣＭ判断」が一致した内容を記入する。意向が高い場合は文

末を「～したい」等とし、意向が低い場合は文末を「～する」等とする。

イ 「利用者意向」欄に「なし」と記入し、利用者の意向が実際になく、「家族意

向」と「ＣＭ判断」が一致しており、利用者に提案可能な内容である場合は、そ

のニーズを記入する。その場合は、文末に家族の誰であるかをカッコ書きにより

明記する（例：（妻））。

ウ 「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しない場合は、何も記入

しない。

エ 先頭の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」から順番に番号をつける。

⑵ 「関連」

「整理前」の｢生活全般の解決すべき課題（ニーズ）｣の中で、互いに関連している

ニーズがあれば、当該ニーズの番号を記入する。

⑶ 「整理後」

関連しているニーズを比較し、最も利用者の生活を活性化させるニーズを「整理

後」欄に記入する。統合されたニーズについては、「整理後」欄に「（統合先のニー

ズ番号）へ統合」と記入する。

８ 「優先順位」 

「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」の中で利用者が楽しみのある幸せな生活を

送るために、最も利用者の生活を活性化させると考えられるニーズから優先順位をつ

ける。ただし、生命が脅かされるような緊急性の高いニーズがある場合には、それが

上位にくる。 

９ 「意向と判断が一致しなかったため、ニーズにならなかった理由」 

「利用者意向」又は「家族意向」と「ＣＭ判断」が一致しなかった内容の項目につい

ては、その理由を記入する。 

10 「リ・アセスメント支援シート」を作成して気が付いたこと」 

「リ・アセスメント支援シート」を記入したことにより、ケアマネジメントに関して

気が付いたことを記入する。

「「維維持持・・改改善善のの要要素素、、利利点点」」のの具具体体例例

「維持・改善の要素、利点」は、介護支援専門員が利用者を全人的かつ専門的にどう捉えているかを示

す重要な項目です。

維持・改善の要素（可能性）については具体的に記述してください。

利点（ストレングス・強み）については、利用者が力を発揮できる要素として下記のような事柄を具体

的に捉えることが重要です。

状態項目 具 体 的 な 例

コミュニケーション ・リハビリで教わった発語の訓練に取組んで意思を伝えようとする。

・難聴であるが相手の話を理解しようとする。

・少しでも言いたいことを伝えようと努めている。

認知と行動 ・家族や専門職の促しや誘導を穏やかに受け入れる。

・自分が認知症であることを受入れ、周囲の人にそのことを伝えている。

・理解力は低下しているが、リハビリテーションの指示は伝わる。

家族・知人等の状況 ・家族は本人の言動の原因は、病気によるものであることを理解している。

・高齢だが足腰が丈夫で介護を担える妻がいる。

・主介護者を気遣い気晴らしのために外食に誘う別居の長女がいる。

健康状態 ・医師の指示を守って服薬や食事管理をしている。

・血圧の記録をとり、健康管理に気をつけて暮らしている。

・自分の体調の不調や症状を正しく医師に伝えられる。

ＡＤＬ ・左手しか使えないが、トイレだけは人の世話になりたくないと思っている。

・利き手ではない左手を使って着替えを自分で行おうとする。

・寝たきりにならないよう、日中は椅子に座って過ごしている。

ＩＡＤＬ ・お洒落好きで、ＴＰＯを考えた服装で外出したいと考えている。

・妻が疲れていると、自分でできる家事を行っている。

・買い物に行き、自分の好きなものを選んで買いたいと思っている。

社会交流 ・自分からは話しかけないが、気の合う人とは話掛けて会話を楽しんでいる。

・集団の中ではその場の雰囲気を壊さないよう相手に配慮することができる。

・自分と同じような病気や症状の方との交流を希望している。

その他留意すべき

事項・状況

・家族に得意な料理の腕を振るい、家族に喜んでもらいたいと思っている。

・知的障害がある長男の世話を最後まで自分でやろうとしている。

・本人も家族も延命治療を希望しておらず、そのことを家族に伝えている。

「「維維持持・・改改善善のの要要素素、、利利点点」」のの具具体体例例  
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・知的障害がある長男の世話を最後まで自分でやろうとしている。

・本人も家族も延命治療を希望しておらず、そのことを家族に伝えている。
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別紙 
 

整理前ニーズの相互関連を検討し、整理後ニーズに統合するときの基本的手法 
(一つの考え方) 

 

ケアプランは利用者に「尊厳ある自立生活」を実現するための支援計画であり、これを作成する

ためには、要介護状態により損なわれたが「実現したい生活」を明らかにし、対応する必要な支援

内容を具体的に決定する必要がある。 

 

(1) その際、利用者の全体を一見することで必要な支援を具体的に明らかにすることは困難である。

このため生活の構成要素ごとに分割（アセスメント項目）し詳細な分析が行われる。それがリ・

アセスメント支援シートであり、分析の結果、アセスメント項目ごとに整理前ニーズが立つこ

ととなる。 

(2) この整理前ニーズを出すときには、意向を確認する際に、これまで利用者と介護支援専門員が

語り合う中で明らかになった目的である目指す生活とそれを実現するための手段の両方を含

むことが多いため、これを目的と手段として書き分け、手段を整理前ニーズとする。（下図参

照） 

(3) しかし、この「整理前ニーズ」は、それぞれ目指す生活（目的）に属するため、目的別にまと

める必要がある。これが「関連」を探す手順である。 

(4) この「関連」した「整理前ニーズ」の中から、楽しみのある幸せな生活の実現のために、最も

利用者の心身を活性化させるものを一つ選択して「整理後ニーズ」とする。これが「統合」の

手順である。 

(5) なお、点検時点での利用者・家族の実情、介護支援専門員との援助関係の醸成度合い等によ

り表出される利用者の心情は異なるため、点検ではこの基本手法を理解し利用者と共に目指

しているかを問うものであり、この手法を押し付けてはならない。 
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障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）�

��� 判定の基準

調査対象者について、調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつけること。

なお、全く障害等を有しない者については、自立に○をつけること。

生

活

自

立

ランクＪ

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する

1. 交通機関等を利用して外出する

2. 隣近所へなら外出する

準

寝

た

き

り

ランクＡ

屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない

1. 介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する

2. 外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

寝

た

き

り

ランクＢ

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であ

るが、座位を保つ

1. 車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う

2. 介助により車いすに移乗する

ランクＣ

1 日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する

1. 自力で寝返りをうつ

2. 自力では寝返りもうてない

※判定に当たっては、補装具や自助具等の器具を使用した状態であっても差し支えない。

��� 判定にあたっての留意事項

この判定基準は、地域や施設等の現場において、保健師等が何らかの障害を有する高齢者の日常生

活自立度を客観的かつ短時間に判定することを目的として作成したものである。

判定に際しては「～をすることができる」といった「能力」の評価ではなく「状態」、特に『移動』

に関わる状態像に着目して、日常生活の自立の程度を 4 段階にランク分けすることで評価するものと

する。なお、本基準においては何ら障害を持たない、いわゆる健常高齢者は対象としていない。

4 段階の各ランクに関する留意点は以下のとおりである。

�朝昼夜等の時間帯や体調等によって能力の程度が異なる場合�

一定期間（調査日より概ね過去 1 週間）の状況において、より頻回に見られる状況や日頃の状況で

選択する。

その場合、その日頃の状況等について、具体的な内容を「特記事項」に記載する。

認知症高齢者の日常生活自立度�

��� 判定の基準

調査対象者について、訪問調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつ

けること。

なお、まったく認知症を有しない者については、自立に○印をつけること。

【参考】

ラ

ン

ク

判� 断� 基� 準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は

家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが多少見られて

も、誰かが注意していれば自立できる。

Ⅱ

ａ
家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。

たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理

などそれまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ

ｂ
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との

対応など一人で留守番ができない等

Ⅲ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが見られ、介護を

必要とする。

Ⅲ

ａ

日中を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。

着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、

時間がかかる。

やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘

徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、

不潔行為、性的異常行為等

Ⅲ

ｂ

夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。
ランクⅢａに同じ

Ⅳ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、

常に介護を必要とする。

ランクⅢに同じ

Ｍ

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤

な身体疾患が見られ、専門医療を必要と

する。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状

や精神症状に起因する問題行動が継続する状態

等

��� 判定にあたっての留意事項

認定調査項目に含まれていない認知症に関連する症状のうち、「幻視・幻聴」、「暴言・暴行」、

「不潔行為」、「異食行動」等については、関連する項目の特記事項に記載するか、認知症高齢者

の日常生活自立度の特記事項に記載すること。また、「火の不始末」は、「�����ひどい物忘れ」で

評価されるので適切な選択肢を選び、特記事項に具体的な状況を記載する。
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【参考】

ラ

ン

ク

判� 断� 基� 準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は

家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが多少見られて

も、誰かが注意していれば自立できる。

Ⅱ

ａ
家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。

たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理

などそれまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ

ｂ
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との

対応など一人で留守番ができない等

Ⅲ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが見られ、介護を

必要とする。

Ⅲ

ａ

日中を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。

着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、

時間がかかる。

やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘

徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、

不潔行為、性的異常行為等

Ⅲ

ｂ

夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。
ランクⅢａに同じ

Ⅳ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、

常に介護を必要とする。

ランクⅢに同じ

Ｍ

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤

な身体疾患が見られ、専門医療を必要と

する。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状

や精神症状に起因する問題行動が継続する状態

等

��� 判定にあたっての留意事項

認定調査項目に含まれていない認知症に関連する症状のうち、「幻視・幻聴」、「暴言・暴行」、

「不潔行為」、「異食行動」等については、関連する項目の特記事項に記載するか、認知症高齢者

の日常生活自立度の特記事項に記載すること。また、「火の不始末」は、「�����ひどい物忘れ」で

評価されるので適切な選択肢を選び、特記事項に具体的な状況を記載する。

障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）�

��� 判定の基準

調査対象者について、調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつけること。

なお、全く障害等を有しない者については、自立に○をつけること。

生

活

自

立

ランクＪ

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する

1. 交通機関等を利用して外出する

2. 隣近所へなら外出する

準

寝

た

き

り

ランクＡ

屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない

1. 介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する

2. 外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

寝

た

き

り

ランクＢ

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であ

るが、座位を保つ

1. 車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う

2. 介助により車いすに移乗する

ランクＣ

1 日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する

1. 自力で寝返りをうつ

2. 自力では寝返りもうてない

※判定に当たっては、補装具や自助具等の器具を使用した状態であっても差し支えない。

��� 判定にあたっての留意事項

この判定基準は、地域や施設等の現場において、保健師等が何らかの障害を有する高齢者の日常生

活自立度を客観的かつ短時間に判定することを目的として作成したものである。

判定に際しては「～をすることができる」といった「能力」の評価ではなく「状態」、特に『移動』

に関わる状態像に着目して、日常生活の自立の程度を 4 段階にランク分けすることで評価するものと

する。なお、本基準においては何ら障害を持たない、いわゆる健常高齢者は対象としていない。

4 段階の各ランクに関する留意点は以下のとおりである。

�朝昼夜等の時間帯や体調等によって能力の程度が異なる場合�

一定期間（調査日より概ね過去 1 週間）の状況において、より頻回に見られる状況や日頃の状況で

選択する。

その場合、その日頃の状況等について、具体的な内容を「特記事項」に記載する。

認知症高齢者の日常生活自立度�

��� 判定の基準

調査対象者について、訪問調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつ

けること。

なお、まったく認知症を有しない者については、自立に○印をつけること。

【参考】

ラ

ン

ク

判� 断� 基� 準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は

家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが多少見られて

も、誰かが注意していれば自立できる。

Ⅱ

ａ
家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。

たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理

などそれまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ

ｂ
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との

対応など一人で留守番ができない等

Ⅲ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが見られ、介護を

必要とする。

Ⅲ

ａ

日中を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。

着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、

時間がかかる。

やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘

徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、

不潔行為、性的異常行為等

Ⅲ

ｂ

夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。
ランクⅢａに同じ

Ⅳ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、

常に介護を必要とする。

ランクⅢに同じ

Ｍ

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤

な身体疾患が見られ、専門医療を必要と

する。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状

や精神症状に起因する問題行動が継続する状態

等

��� 判定にあたっての留意事項

認定調査項目に含まれていない認知症に関連する症状のうち、「幻視・幻聴」、「暴言・暴行」、

「不潔行為」、「異食行動」等については、関連する項目の特記事項に記載するか、認知症高齢者

の日常生活自立度の特記事項に記載すること。また、「火の不始末」は、「�����ひどい物忘れ」で

評価されるので適切な選択肢を選び、特記事項に具体的な状況を記載する。
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障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）�

��� 判定の基準

調査対象者について、調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつけること。

なお、全く障害等を有しない者については、自立に○をつけること。

生

活

自

立

ランクＪ

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する

1. 交通機関等を利用して外出する

2. 隣近所へなら外出する

準

寝

た

き

り

ランクＡ

屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない

1. 介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する

2. 外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

寝

た

き

り

ランクＢ

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であ

るが、座位を保つ

1. 車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う

2. 介助により車いすに移乗する

ランクＣ

1 日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する

1. 自力で寝返りをうつ

2. 自力では寝返りもうてない

※判定に当たっては、補装具や自助具等の器具を使用した状態であっても差し支えない。

��� 判定にあたっての留意事項

この判定基準は、地域や施設等の現場において、保健師等が何らかの障害を有する高齢者の日常生

活自立度を客観的かつ短時間に判定することを目的として作成したものである。

判定に際しては「～をすることができる」といった「能力」の評価ではなく「状態」、特に『移動』

に関わる状態像に着目して、日常生活の自立の程度を 4 段階にランク分けすることで評価するものと

する。なお、本基準においては何ら障害を持たない、いわゆる健常高齢者は対象としていない。

4 段階の各ランクに関する留意点は以下のとおりである。

�朝昼夜等の時間帯や体調等によって能力の程度が異なる場合�

一定期間（調査日より概ね過去 1 週間）の状況において、より頻回に見られる状況や日頃の状況で

選択する。

その場合、その日頃の状況等について、具体的な内容を「特記事項」に記載する。

認知症高齢者の日常生活自立度�

��� 判定の基準

調査対象者について、訪問調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつ

けること。

なお、まったく認知症を有しない者については、自立に○印をつけること。

【参考】

ラ

ン

ク

判� 断� 基� 準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は

家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが多少見られて

も、誰かが注意していれば自立できる。

Ⅱ

ａ
家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。

たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理

などそれまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ

ｂ
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との

対応など一人で留守番ができない等

Ⅲ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが見られ、介護を

必要とする。

Ⅲ

ａ

日中を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。

着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、

時間がかかる。

やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘

徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、

不潔行為、性的異常行為等

Ⅲ

ｂ

夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。
ランクⅢａに同じ

Ⅳ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、

常に介護を必要とする。

ランクⅢに同じ

Ｍ

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤

な身体疾患が見られ、専門医療を必要と

する。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状

や精神症状に起因する問題行動が継続する状態

等

��� 判定にあたっての留意事項

認定調査項目に含まれていない認知症に関連する症状のうち、「幻視・幻聴」、「暴言・暴行」、

「不潔行為」、「異食行動」等については、関連する項目の特記事項に記載するか、認知症高齢者

の日常生活自立度の特記事項に記載すること。また、「火の不始末」は、「�����ひどい物忘れ」で

評価されるので適切な選択肢を選び、特記事項に具体的な状況を記載する。

障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）�

��� 判定の基準

調査対象者について、調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつけること。

なお、全く障害等を有しない者については、自立に○をつけること。

生

活

自

立

ランクＪ

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する

1. 交通機関等を利用して外出する

2. 隣近所へなら外出する

準

寝

た

き

り

ランクＡ

屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない

1. 介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する

2. 外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

寝

た

き

り

ランクＢ

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であ

るが、座位を保つ

1. 車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う

2. 介助により車いすに移乗する

ランクＣ

1 日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する

1. 自力で寝返りをうつ

2. 自力では寝返りもうてない

※判定に当たっては、補装具や自助具等の器具を使用した状態であっても差し支えない。

��� 判定にあたっての留意事項

この判定基準は、地域や施設等の現場において、保健師等が何らかの障害を有する高齢者の日常生

活自立度を客観的かつ短時間に判定することを目的として作成したものである。

判定に際しては「～をすることができる」といった「能力」の評価ではなく「状態」、特に『移動』

に関わる状態像に着目して、日常生活の自立の程度を 4 段階にランク分けすることで評価するものと

する。なお、本基準においては何ら障害を持たない、いわゆる健常高齢者は対象としていない。

4 段階の各ランクに関する留意点は以下のとおりである。

�朝昼夜等の時間帯や体調等によって能力の程度が異なる場合�

一定期間（調査日より概ね過去 1 週間）の状況において、より頻回に見られる状況や日頃の状況で

選択する。

その場合、その日頃の状況等について、具体的な内容を「特記事項」に記載する。

認知症高齢者の日常生活自立度�

��� 判定の基準

調査対象者について、訪問調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつ

けること。

なお、まったく認知症を有しない者については、自立に○印をつけること。

【参考】

ラ

ン

ク

判� 断� 基� 準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は

家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが多少見られて

も、誰かが注意していれば自立できる。

Ⅱ

ａ
家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。

たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理

などそれまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ

ｂ
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との

対応など一人で留守番ができない等

Ⅲ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが見られ、介護を

必要とする。

Ⅲ

ａ

日中を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。

着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、

時間がかかる。

やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘

徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、

不潔行為、性的異常行為等

Ⅲ

ｂ

夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。
ランクⅢａに同じ

Ⅳ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、

常に介護を必要とする。

ランクⅢに同じ

Ｍ

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤

な身体疾患が見られ、専門医療を必要と

する。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状

や精神症状に起因する問題行動が継続する状態

等

��� 判定にあたっての留意事項

認定調査項目に含まれていない認知症に関連する症状のうち、「幻視・幻聴」、「暴言・暴行」、

「不潔行為」、「異食行動」等については、関連する項目の特記事項に記載するか、認知症高齢者

の日常生活自立度の特記事項に記載すること。また、「火の不始末」は、「�����ひどい物忘れ」で

評価されるので適切な選択肢を選び、特記事項に具体的な状況を記載する。
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障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）�

��� 判定の基準

調査対象者について、調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつけること。

なお、全く障害等を有しない者については、自立に○をつけること。

生

活

自

立

ランクＪ

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する

1. 交通機関等を利用して外出する

2. 隣近所へなら外出する

準

寝

た

き

り

ランクＡ

屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない

1. 介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する

2. 外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

寝

た

き

り

ランクＢ

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であ

るが、座位を保つ

1. 車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う

2. 介助により車いすに移乗する

ランクＣ

1 日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する 

1. 自力で寝返りをうつ

2. 自力では寝返りもうてない

※判定に当たっては、補装具や自助具等の器具を使用した状態であっても差し支えない。

��� 判定にあたっての留意事項

この判定基準は、地域や施設等の現場において、保健師等が何らかの障害を有する高齢者の日常生

活自立度を客観的かつ短時間に判定することを目的として作成したものである。

判定に際しては「～をすることができる」といった「能力」の評価ではなく「状態」、特に『移動』

に関わる状態像に着目して、日常生活の自立の程度を 4 段階にランク分けすることで評価するものと

する。なお、本基準においては何ら障害を持たない、いわゆる健常高齢者は対象としていない。

4 段階の各ランクに関する留意点は以下のとおりである。

�朝昼夜等の時間帯や体調等によって能力の程度が異なる場合�

一定期間（調査日より概ね過去 1 週間）の状況において、より頻回に見られる状況や日頃の状況で

選択する。

その場合、その日頃の状況等について、具体的な内容を「特記事項」に記載する。

認知症高齢者の日常生活自立度�

��� 判定の基準

調査対象者について、訪問調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつ

けること。

なお、まったく認知症を有しない者については、自立に○印をつけること。

【参考】

ラ

ン

ク

判� 断� 基� 準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は

家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが多少見られて

も、誰かが注意していれば自立できる。

Ⅱ

ａ
家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。

たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理

などそれまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ

ｂ
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との

対応など一人で留守番ができない等

Ⅲ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが見られ、介護を

必要とする。

Ⅲ

ａ

日中を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。

着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、

時間がかかる。

やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘

徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、

不潔行為、性的異常行為等

Ⅲ

ｂ

夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。
ランクⅢａに同じ

Ⅳ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、

常に介護を必要とする。

ランクⅢに同じ

Ｍ

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤

な身体疾患が見られ、専門医療を必要と

する。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状

や精神症状に起因する問題行動が継続する状態

等

��� 判定にあたっての留意事項

認定調査項目に含まれていない認知症に関連する症状のうち、「幻視・幻聴」、「暴言・暴行」、

「不潔行為」、「異食行動」等については、関連する項目の特記事項に記載するか、認知症高齢者

の日常生活自立度の特記事項に記載すること。また、「火の不始末」は、「�����ひどい物忘れ」で

評価されるので適切な選択肢を選び、特記事項に具体的な状況を記載する。

障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）�

��� 判定の基準

調査対象者について、調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつけること。

なお、全く障害等を有しない者については、自立に○をつけること。

生

活

自

立

ランクＪ

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する

1. 交通機関等を利用して外出する

2. 隣近所へなら外出する

準

寝

た

き

り

ランクＡ

屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない

1. 介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する

2. 外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

寝

た

き

り

ランクＢ
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るが、座位を保つ

1. 車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う

2. 介助により車いすに移乗する

ランクＣ

1 日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する

1. 自力で寝返りをうつ

2. 自力では寝返りもうてない

※判定に当たっては、補装具や自助具等の器具を使用した状態であっても差し支えない。

��� 判定にあたっての留意事項

この判定基準は、地域や施設等の現場において、保健師等が何らかの障害を有する高齢者の日常生

活自立度を客観的かつ短時間に判定することを目的として作成したものである。

判定に際しては「～をすることができる」といった「能力」の評価ではなく「状態」、特に『移動』

に関わる状態像に着目して、日常生活の自立の程度を 4 段階にランク分けすることで評価するものと

する。なお、本基準においては何ら障害を持たない、いわゆる健常高齢者は対象としていない。

4 段階の各ランクに関する留意点は以下のとおりである。

�朝昼夜等の時間帯や体調等によって能力の程度が異なる場合�

一定期間（調査日より概ね過去 1 週間）の状況において、より頻回に見られる状況や日頃の状況で

選択する。

その場合、その日頃の状況等について、具体的な内容を「特記事項」に記載する。

認知症高齢者の日常生活自立度�

��� 判定の基準

調査対象者について、訪問調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつ

けること。

なお、まったく認知症を有しない者については、自立に○印をつけること。

【参考】

ラ

ン

ク

判� 断� 基� 準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は

家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが多少見られて

も、誰かが注意していれば自立できる。

Ⅱ

ａ
家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。

たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理

などそれまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ

ｂ
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との

対応など一人で留守番ができない等

Ⅲ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが見られ、介護を

必要とする。

Ⅲ

ａ

日中を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。

着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、

時間がかかる。

やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘

徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、

不潔行為、性的異常行為等

Ⅲ

ｂ

夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られ

る。
ランクⅢａに同じ

Ⅳ

日常生活に支障を来たすような症状・行

動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、

常に介護を必要とする。

ランクⅢに同じ

Ｍ

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤

な身体疾患が見られ、専門医療を必要と

する。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状

や精神症状に起因する問題行動が継続する状態

等

��� 判定にあたっての留意事項

認定調査項目に含まれていない認知症に関連する症状のうち、「幻視・幻聴」、「暴言・暴行」、

「不潔行為」、「異食行動」等については、関連する項目の特記事項に記載するか、認知症高齢者

の日常生活自立度の特記事項に記載すること。また、「火の不始末」は、「�����ひどい物忘れ」で

評価されるので適切な選択肢を選び、特記事項に具体的な状況を記載する。
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、
室
温
に
つ
い
て
等
リ
ス
ク
に
な
り

う
る
事
項
や
説
明
を
要
す
る
事
項
を
記
載

・
自
宅
周
辺
の
環
境
や
そ
の
利
便
性
等

に
つ
い
て
記
載

有
無
に
○
を
し
、
有
の
場
合
は
空
欄
に

理
由
を
記
載

相
談
に
至
る
ま
で
の
生
活
歴

出
身
地
、
転
居
の
履
歴
、
家

族
環
境
、
仕
事
、
ど
ん
な
生
活

を
送
っ
て
き
た
か
等
を
記
載

・
続
け
て
い
る
（
続

け
て
い
た
）
趣
味
や
、

好
き
な
こ
と
を
記
載

・
現
在
だ
け
で
な
く

過
去
に
お
い
て
も
記

載

「
情
報
を
収
集
し
、
活
用
す
る
力
」
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
世
の
中
の
動
き
や
身
の

回
り
の
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
関
心
を
持
ち
、
獲
得
し
た
情
報
を
ど
う
自
分
の
生
活
に

活
か
し
て
い
る
か
を
記
載
（
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
で
買
い
物
す
る
商
品
を
選
ん
で
い

る
、
友
人
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
役
所
に
相
談
す
る
等
）

住 居 の 状 況

生 活 状 況

有
無
に
○
を
し
、
有
の
場
合
は
空
欄
に

理
由
を
記
載

活
か
し
て
い
る
か
を
記
載
（
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
で
買
い
物
す
る
商
品
を
選
ん
で
い

る
、
友
人
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
役
所
に
相
談
す
る
等
）
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431

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2
）

利
用

者
氏

名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

か
か

り
つ

け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
　

）

担
当

者
名

無

Ⅳ

精
神

（
　

　
級

）
療

育
（

　
　

　
度

）
身

障
（

　
　

種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

自
立

自
立

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
割

）

Ⅳ

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
円

／
月

）
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

）
家

族
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

他
　

（
　

　
　

　
　

　
）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

他
（

）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

直
近
の
意
見
書
・
調
査
票
か
ら
転
記
。
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
見
た
現

在
の
自
立
度
を
選
択

病
名
を
記
載視
覚
障
害
、
肢
体
不
自

由
両
下
肢
等
を
記
載

現
在
の
負
担
割
合
を
記
載

現
在
の
担
当
者
を
記
載

概
算
で
も
可
。
支
出
可
能
な
介
護
費
用
月
額
で
も
可

（
薬
局
名
）

処
方
薬
を
複
数
の
薬
局
か

ら
受
け
取
っ
て
い
る
場
合

は
全
て
の
薬
局
名
を
記
載

（
か
か
り
つ
け
）

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
居
る
場
合

は
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
る

（
特
記
事
項
）

・
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
居
る
場
合

は
薬
剤
師
の
氏
名
を
記
載

・
病
歴
や
治
療
、
薬
剤
情
報
等
に
つ

い
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な

事
項
を
記
載

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
自

治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
地
域
団
体
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
等

に
つ
い
て
記
載

主
治
医
意
見

書
を
作
成
し

た
医
師
が
解

る
よ
う
に
〇

を
つ
け
る

受
診
の
頻
度
を
記
載

定
期
通
院
、
訪
問
診
療
等

の
受
診
方
法
を
記
載

・
具
体
的
な
相
談
内
容
を
記
載

・
文
末
に
相
談
者
が
誰
か
記
載

例
：
～
し
て
ほ
し
い
（
夫
）

利
用
者
の
現
状
の
受
止
め
や
望
む
暮
ら
し

や
支
援
に
対
す
る
考
え
、
気
持
ち
を
記
載

・
家
族
が
考
え
る
今
後
の
望
む
暮
ら
し
や
支
援
に
対
す
る
考
え
、

気
持
ち
等
を
記
載

・
文
末
に
家
族
の
誰
の
要
望
か
記
載

例
：
～
し
て
ほ
し
い
（
長
女
）

主
訴
は
す
べ
て
、

利
用
者
、
家
族
が

発
言
し
た
内
容
を

要
約
せ
ず
に
、
そ

の
ま
ま
記
載

14

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
　

　
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
）

階
・

他
（

 
 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の
連

絡
先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

 
 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

　
　

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/
2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

 　
　

年
　

　
月

　
　

日

（
住

宅
間

取
図

）

要
介

護
１

等
記

入

事
業

所
が

初
め

て
利

用
者

の
情

報
を

取
得

し
た

日
。

【
介

護
者

欄
】

主
介

護
者

は
「

主
」

、
副

介
護

者
は

「
副

」
と

記
載

【
緊

急
連

絡
先

】
連

絡
の

順
位

を
数

字
で

記
載

利
用

者
の

属
す

る
【

世
帯

】
を

○
で

囲
み

、
ジ

ェ
ノ

グ
ラ

ム
（

利
用

者
の

家
族

関
係

）
を

図
で

記
入

同
居

・
別

居
に

よ
ら

ず
家

族
に

つ
い

て
(支

援
頻

度
や

関
係

性
等

)特
に

着
目

す
る

点
が

あ
れ

ば
記

載

男
性

□
女

性
○

本
人

は
二

重
（

◎
）

死
亡

は
■

、
年

齢
を

表
記

・
住

宅
の

間
取

り
を

平
面

図
に

し
て

作
成

す
る

・
「

施
設

」
の

場
合

は
居

住
ス

ペ
ー

ス
及

び
ベ

ッ
ド

周
り

等
の

活
動

の
範

囲
を

作
成

す
る

・
間

取
図

で
表

現
で

き
な

い
住

環
境

に
お

い
て

、
危

険
個

所
の

状
況

、
整

理
・

清
掃

状
況

、
室

温
に

つ
い

て
等

リ
ス

ク
に

な
り

う
る

事
項

や
説

明
を

要
す

る
事

項
を

記
載

・
自

宅
周

辺
の

環
境

や
そ

の
利

便
性

等
に

つ
い

て
記

載

有
無

に
○

を
し

、
有

の
場

合
は

空
欄

に
理

由
を

記
載

相
談

に
至

る
ま

で
の

生
活

歴
(出

身
地

、
転

居
の

履
歴

、
家

族
環

境
、

仕
事

、
ど

ん
な

生
活

を
送

っ
て

き
た

か
等

)を
記

載

・
続

け
て

い
る

（
続

け
て

い
た

）
趣

味
や

、
好

き
な

こ
と

を
記

載

・
現

在
だ

け
で

な
く

過
去

に
お

い
て

も
記

載

「
情

報
を

収
集

し
、

活
用

す
る

力
」

に
つ

い
て

、
利

用
者

が
世

の
中

の
動

き
や

身
の

回
り

の
こ

と
に

ど
の

よ
う

な
関

心
を

も
ち

、
獲

得
し

た
情

報
を

ど
う

自
分

の
生

活
に

活
か

し
て

い
る

か
を

記
載

（
ス

ー
パ

ー
の

チ
ラ

シ
で

買
い

物
す

る
商

品
を

選
ん

で
い

る
、

友
人

か
ら

の
情

報
を

も
と

に
役

所
に

相
談

す
る

等
）
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趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
）

階
・

他
（

  
 

 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居
氏

名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先
住

所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
 

）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/
2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

 　
　

年
　

　
月

　
　

日

（
住

宅
間

取
図

）

要
介
護
１
等
記
入

事
業
所
が
初
め
て
利
用
者
の
情
報
を

取
得
し
た
日

【
介
護
者
欄
】

主
介
護
者
は
「
主
」
、
副
介
護
者
は
「
副
」
と
記
載

【
緊
急
連
絡
先
】

連
絡
の
順
位
を
数
字
で
記
載

利
用
者
の
属
す
る
【
世
帯
】
を
○
で
囲
み
、
ジ
ェ
ノ

グ
ラ
ム
（
利
用
者
の
家
族
関
係
）
を
図
で
記
入

同
居
・
別
居
に
よ
ら
ず
家
族
に
つ
い
て
支
援
頻
度

や
関
係
性
等
特
に
着
目
す
る
点
が
あ
れ
ば
記
載

男
性
□
女
性
○
本
人
は
二
重
（
◎
）

死
亡
は
■
、
年
齢
を
表
記

・
住
宅
の
間
取
り
を
平
面
図
に
し
て
作
成
す
る

・
「
施
設
」
の
場
合
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
及
び
ベ
ッ
ド
周

り
等
の
活
動
の
範
囲
を
作
成
す
る

・
間
取
図
で
表
現
で
き
な
い
住
環
境
に
お

い
て
、
危
険
個
所
の
状
況
、
整
理
・
清
掃

状
況
、
室
温
に
つ
い
て
等
リ
ス
ク
に
な
り

う
る
事
項
や
説
明
を
要
す
る
事
項
を
記
載

・
自
宅
周
辺
の
環
境
や
そ
の
利
便
性
等

に
つ
い
て
記
載

有
無
に
○
を
し
、
有
の
場
合
は
空
欄
に

理
由
を
記
載

相
談
に
至
る
ま
で
の
生
活
歴

出
身
地
、
転
居
の
履
歴
、
家

族
環
境
、
仕
事
、
ど
ん
な
生
活

を
送
っ
て
き
た
か
等
を
記
載

・
続
け
て
い
る
（
続

け
て
い
た
）
趣
味
や
、

好
き
な
こ
と
を
記
載

・
現
在
だ
け
で
な
く

過
去
に
お
い
て
も
記

載

「
情
報
を
収
集
し
、
活
用
す
る
力
」
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
世
の
中
の
動
き
や
身
の

回
り
の
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
関
心
を
持
ち
、
獲
得
し
た
情
報
を
ど
う
自
分
の
生
活
に

活
か
し
て
い
る
か
を
記
載
（
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
で
買
い
物
す
る
商
品
を
選
ん
で
い

る
、
友
人
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
役
所
に
相
談
す
る
等
）

住 居 の 状 況

生 活 状 況

有
無
に
○
を
し
、
有
の
場
合
は
空
欄
に

理
由
を
記
載

活
か
し
て
い
る
か
を
記
載
（
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
で
買
い
物
す
る
商
品
を
選
ん
で
い

る
、
友
人
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
役
所
に
相
談
す
る
等
）

第16_29章.indd   430第16_29章.indd   430 2024/05/23   17:232024/05/23   17:23

第
第
第

実
習
の
内
容

17

431

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2
）

利
用

者
氏

名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

か
か

り
つ

け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
　

）

担
当

者
名

無

Ⅳ

精
神

（
　

　
 級

）
療

育
（

　
　

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

自
立

自
立

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 割

）

Ⅳ

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
円

／
月

）
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

 ）
家

族
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

他
　

（
　

　
　

　
　

　
  
）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

他
（

 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

直
近
の
意
見
書
・
調
査
票
か
ら
転
記
。
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
見
た
現

在
の
自
立
度
を
選
択

病
名
を
記
載視
覚
障
害
、
肢
体
不
自

由
両
下
肢
等
を
記
載

現
在
の
負
担
割
合
を
記
載

現
在
の
担
当
者
を
記
載

概
算
で
も
可
。
支
出
可
能
な
介
護
費
用
月
額
で
も
可

（
薬
局
名
）

処
方
薬
を
複
数
の
薬
局
か

ら
受
け
取
っ
て
い
る
場
合

は
全
て
の
薬
局
名
を
記
載

（
か
か
り
つ
け
）

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
居
る
場
合

は
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
る

（
特
記
事
項
）

・
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
居
る
場
合

は
薬
剤
師
の
氏
名
を
記
載

・
病
歴
や
治
療
、
薬
剤
情
報
等
に
つ

い
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な

事
項
を
記
載

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
自

治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
地
域
団
体
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
等

に
つ
い
て
記
載

主
治
医
意
見

書
を
作
成
し

た
医
師
が
解

る
よ
う
に
〇

を
つ
け
る

受
診
の
頻
度
を
記
載

定
期
通
院
、
訪
問
診
療
等

の
受
診
方
法
を
記
載

・
具
体
的
な
相
談
内
容
を
記
載

・
文
末
に
相
談
者
が
誰
か
記
載

例
：
～
し
て
ほ
し
い
（
夫
）

利
用
者
の
現
状
の
受
止
め
や
望
む
暮
ら
し

や
支
援
に
対
す
る
考
え
、
気
持
ち
を
記
載

・
家
族
が
考
え
る
今
後
の
望
む
暮
ら
し
や
支
援
に
対
す
る
考
え
、

気
持
ち
等
を
記
載

・
文
末
に
家
族
の
誰
の
要
望
か
記
載

例
：
～
し
て
ほ
し
い
（
長
女
）

主
訴
は
す
べ
て
、

利
用
者
、
家
族
が

発
言
し
た
内
容
を

要
約
せ
ず
に
、
そ

の
ま
ま
記
載

1514



趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
有

　
）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
　

　
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
）

階
・

他
（

 
 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の
連

絡
先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

 
 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

　
　

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/
2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

 　
　

年
　

　
月

　
　

日

（
住

宅
間

取
図

）

要
介

護
１

等
記

入

事
業

所
が

初
め

て
利

用
者

の
情

報
を

取
得

し
た

日
。

【
介

護
者

欄
】

主
介

護
者

は
「

主
」

、
副

介
護

者
は

「
副

」
と

記
載

【
緊

急
連

絡
先

】
連

絡
の

順
位

を
数

字
で

記
載

利
用

者
の

属
す

る
【

世
帯

】
を

○
で

囲
み

、
ジ

ェ
ノ

グ
ラ

ム
（

利
用

者
の

家
族

関
係

）
を

図
で

記
入

同
居

・
別

居
に

よ
ら

ず
家

族
に

つ
い

て
(支

援
頻

度
や

関
係

性
等

)特
に

着
目

す
る

点
が

あ
れ

ば
記

載

男
性

□
女

性
○

本
人

は
二

重
（

◎
）

死
亡

は
■

、
年

齢
を

表
記

・
住

宅
の

間
取

り
を

平
面

図
に

し
て

作
成

す
る

・
「

施
設

」
の

場
合

は
居

住
ス

ペ
ー

ス
及

び
ベ

ッ
ド

周
り

等
の

活
動

の
範

囲
を

作
成

す
る

・
間

取
図

で
表

現
で

き
な

い
住

環
境

に
お

い
て

、
危

険
個

所
の

状
況

、
整

理
・

清
掃

状
況

、
室

温
に

つ
い

て
等

リ
ス

ク
に

な
り

う
る

事
項

や
説

明
を

要
す

る
事

項
を

記
載

・
自

宅
周

辺
の

環
境

や
そ

の
利

便
性

等
に

つ
い

て
記

載

有
無

に
○

を
し

、
有

の
場

合
は

空
欄

に
理

由
を

記
載

相
談

に
至

る
ま

で
の

生
活

歴
(出

身
地

、
転

居
の

履
歴

、
家

族
環

境
、

仕
事

、
ど

ん
な

生
活

を
送

っ
て

き
た

か
等

)を
記

載

・
続

け
て

い
る

（
続

け
て

い
た

）
趣

味
や

、
好

き
な

こ
と

を
記

載

・
現

在
だ

け
で

な
く

過
去

に
お

い
て

も
記

載

「
情

報
を

収
集

し
、

活
用

す
る

力
」

に
つ

い
て

、
利

用
者

が
世

の
中

の
動

き
や

身
の

回
り

の
こ

と
に

ど
の

よ
う

な
関

心
を

も
ち

、
獲

得
し

た
情

報
を

ど
う

自
分

の
生

活
に

活
か

し
て

い
る

か
を

記
載

（
ス

ー
パ

ー
の

チ
ラ

シ
で

買
い

物
す

る
商

品
を

選
ん

で
い

る
、

友
人

か
ら

の
情

報
を

も
と

に
役

所
に

相
談

す
る

等
）
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趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
）

階
・

他
（

  
 

 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居
氏

名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先
住

所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
 

）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/
2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

 　
　

年
　

　
月

　
　

日

（
住

宅
間

取
図

）

要
介
護
１
等
記
入

事
業
所
が
初
め
て
利
用
者
の
情
報
を

取
得
し
た
日

【
介
護
者
欄
】

主
介
護
者
は
「
主
」
、
副
介
護
者
は
「
副
」
と
記
載

【
緊
急
連
絡
先
】

連
絡
の
順
位
を
数
字
で
記
載

利
用
者
の
属
す
る
【
世
帯
】
を
○
で
囲
み
、
ジ
ェ
ノ

グ
ラ
ム
（
利
用
者
の
家
族
関
係
）
を
図
で
記
入

同
居
・
別
居
に
よ
ら
ず
家
族
に
つ
い
て
支
援
頻
度

や
関
係
性
等
特
に
着
目
す
る
点
が
あ
れ
ば
記
載

男
性
□
女
性
○
本
人
は
二
重
（
◎
）

死
亡
は
■
、
年
齢
を
表
記

・
住
宅
の
間
取
り
を
平
面
図
に
し
て
作
成
す
る

・
「
施
設
」
の
場
合
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
及
び
ベ
ッ
ド
周

り
等
の
活
動
の
範
囲
を
作
成
す
る

・
間
取
図
で
表
現
で
き
な
い
住
環
境
に
お

い
て
、
危
険
個
所
の
状
況
、
整
理
・
清
掃

状
況
、
室
温
に
つ
い
て
等
リ
ス
ク
に
な
り

う
る
事
項
や
説
明
を
要
す
る
事
項
を
記
載

・
自
宅
周
辺
の
環
境
や
そ
の
利
便
性
等

に
つ
い
て
記
載

有
無
に
○
を
し
、
有
の
場
合
は
空
欄
に

理
由
を
記
載

相
談
に
至
る
ま
で
の
生
活
歴

出
身
地
、
転
居
の
履
歴
、
家

族
環
境
、
仕
事
、
ど
ん
な
生
活

を
送
っ
て
き
た
か
等
を
記
載

・
続
け
て
い
る
（
続

け
て
い
た
）
趣
味
や
、

好
き
な
こ
と
を
記
載

・
現
在
だ
け
で
な
く

過
去
に
お
い
て
も
記

載

「
情
報
を
収
集
し
、
活
用
す
る
力
」
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
世
の
中
の
動
き
や
身
の

回
り
の
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
関
心
を
持
ち
、
獲
得
し
た
情
報
を
ど
う
自
分
の
生
活
に

活
か
し
て
い
る
か
を
記
載
（
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
で
買
い
物
す
る
商
品
を
選
ん
で
い

る
、
友
人
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
役
所
に
相
談
す
る
等
）

住 居 の 状 況

生 活 状 況

有
無
に
○
を
し
、
有
の
場
合
は
空
欄
に

理
由
を
記
載

活
か
し
て
い
る
か
を
記
載
（
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
で
買
い
物
す
る
商
品
を
選
ん
で
い

る
、
友
人
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
役
所
に
相
談
す
る
等
）
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431

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2
）

利
用

者
氏

名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

か
か

り
つ

け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
　

）

担
当

者
名

無

Ⅳ

精
神

（
　

　
級

）
療

育
（

　
　

　
度

）
身

障
（

　
　

種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

自
立

自
立

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
割

）

Ⅳ

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
円

／
月

）
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

）
家

族
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

他
　

（
　

　
　

　
　

　
）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

他
（

）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

直
近
の
意
見
書
・
調
査
票
か
ら
転
記
。
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
見
た
現

在
の
自
立
度
を
選
択

病
名
を
記
載視
覚
障
害
、
肢
体
不
自

由
両
下
肢
等
を
記
載

現
在
の
負
担
割
合
を
記
載

現
在
の
担
当
者
を
記
載

概
算
で
も
可
。
支
出
可
能
な
介
護
費
用
月
額
で
も
可

（
薬
局
名
）

処
方
薬
を
複
数
の
薬
局
か

ら
受
け
取
っ
て
い
る
場
合

は
全
て
の
薬
局
名
を
記
載

（
か
か
り
つ
け
）

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
居
る
場
合

は
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
る

（
特
記
事
項
）

・
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
居
る
場
合

は
薬
剤
師
の
氏
名
を
記
載

・
病
歴
や
治
療
、
薬
剤
情
報
等
に
つ

い
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な

事
項
を
記
載

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
自

治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
地
域
団
体
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
等

に
つ
い
て
記
載

主
治
医
意
見

書
を
作
成
し

た
医
師
が
解

る
よ
う
に
〇

を
つ
け
る

受
診
の
頻
度
を
記
載

定
期
通
院
、
訪
問
診
療
等

の
受
診
方
法
を
記
載

・
具
体
的
な
相
談
内
容
を
記
載

・
文
末
に
相
談
者
が
誰
か
記
載

例
：
～
し
て
ほ
し
い
（
夫
）

利
用
者
の
現
状
の
受
止
め
や
望
む
暮
ら
し

や
支
援
に
対
す
る
考
え
、
気
持
ち
を
記
載

・
家
族
が
考
え
る
今
後
の
望
む
暮
ら
し
や
支
援
に
対
す
る
考
え
、

気
持
ち
等
を
記
載

・
文
末
に
家
族
の
誰
の
要
望
か
記
載

例
：
～
し
て
ほ
し
い
（
長
女
）

主
訴
は
す
べ
て
、

利
用
者
、
家
族
が

発
言
し
た
内
容
を

要
約
せ
ず
に
、
そ

の
ま
ま
記
載

14

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
　

　
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
）

階
・

他
（

 
 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の
連

絡
先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

 
 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

　
　

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/
2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

 　
　

年
　

　
月

　
　

日

（
住

宅
間

取
図

）

要
介

護
１

等
記

入

事
業

所
が

初
め

て
利

用
者

の
情

報
を

取
得

し
た

日
。

【
介

護
者

欄
】

主
介

護
者

は
「

主
」

、
副

介
護

者
は

「
副

」
と

記
載

【
緊

急
連

絡
先

】
連

絡
の

順
位

を
数

字
で

記
載

利
用

者
の

属
す

る
【

世
帯

】
を

○
で

囲
み

、
ジ

ェ
ノ

グ
ラ

ム
（

利
用

者
の

家
族

関
係

）
を

図
で

記
入

同
居

・
別

居
に

よ
ら

ず
家

族
に

つ
い

て
(支

援
頻

度
や

関
係

性
等

)特
に

着
目

す
る

点
が

あ
れ

ば
記

載

男
性

□
女

性
○

本
人

は
二

重
（

◎
）

死
亡

は
■

、
年

齢
を

表
記

・
住

宅
の

間
取

り
を

平
面

図
に

し
て

作
成

す
る

・
「

施
設

」
の

場
合

は
居

住
ス

ペ
ー

ス
及

び
ベ

ッ
ド

周
り

等
の

活
動

の
範

囲
を

作
成

す
る

・
間

取
図

で
表

現
で

き
な

い
住

環
境

に
お

い
て

、
危

険
個

所
の

状
況

、
整

理
・

清
掃

状
況

、
室

温
に

つ
い

て
等

リ
ス

ク
に

な
り

う
る

事
項

や
説

明
を

要
す

る
事

項
を

記
載

・
自

宅
周

辺
の

環
境

や
そ

の
利

便
性

等
に

つ
い

て
記

載

有
無

に
○

を
し

、
有

の
場

合
は

空
欄

に
理

由
を

記
載

相
談

に
至

る
ま

で
の

生
活

歴
(出

身
地

、
転

居
の

履
歴

、
家

族
環

境
、

仕
事

、
ど

ん
な

生
活

を
送

っ
て

き
た

か
等

)を
記

載

・
続

け
て

い
る

（
続

け
て

い
た

）
趣

味
や

、
好

き
な

こ
と

を
記

載

・
現

在
だ

け
で

な
く

過
去

に
お

い
て

も
記

載

「
情

報
を

収
集

し
、

活
用

す
る

力
」

に
つ

い
て

、
利

用
者

が
世

の
中

の
動

き
や

身
の

回
り

の
こ

と
に

ど
の

よ
う

な
関

心
を

も
ち

、
獲

得
し

た
情

報
を

ど
う

自
分

の
生

活
に

活
か

し
て

い
る

か
を

記
載

（
ス

ー
パ

ー
の

チ
ラ

シ
で

買
い

物
す

る
商

品
を

選
ん

で
い

る
、

友
人

か
ら

の
情

報
を

も
と

に
役

所
に

相
談

す
る

等
）
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趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
）

階
・

他
（

  
 

 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居
氏

名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先
住

所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
 

）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/
2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

 　
　

年
　

　
月

　
　

日

（
住

宅
間

取
図

）

要
介
護
１
等
記
入

事
業
所
が
初
め
て
利
用
者
の
情
報
を

取
得
し
た
日

【
介
護
者
欄
】

主
介
護
者
は
「
主
」
、
副
介
護
者
は
「
副
」
と
記
載

【
緊
急
連
絡
先
】

連
絡
の
順
位
を
数
字
で
記
載

利
用
者
の
属
す
る
【
世
帯
】
を
○
で
囲
み
、
ジ
ェ
ノ

グ
ラ
ム
（
利
用
者
の
家
族
関
係
）
を
図
で
記
入

同
居
・
別
居
に
よ
ら
ず
家
族
に
つ
い
て
支
援
頻
度

や
関
係
性
等
特
に
着
目
す
る
点
が
あ
れ
ば
記
載

男
性
□
女
性
○
本
人
は
二
重
（
◎
）

死
亡
は
■
、
年
齢
を
表
記

・
住
宅
の
間
取
り
を
平
面
図
に
し
て
作
成
す
る

・
「
施
設
」
の
場
合
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
及
び
ベ
ッ
ド
周

り
等
の
活
動
の
範
囲
を
作
成
す
る

・
間
取
図
で
表
現
で
き
な
い
住
環
境
に
お

い
て
、
危
険
個
所
の
状
況
、
整
理
・
清
掃

状
況
、
室
温
に
つ
い
て
等
リ
ス
ク
に
な
り

う
る
事
項
や
説
明
を
要
す
る
事
項
を
記
載

・
自
宅
周
辺
の
環
境
や
そ
の
利
便
性
等

に
つ
い
て
記
載

有
無
に
○
を
し
、
有
の
場
合
は
空
欄
に

理
由
を
記
載

相
談
に
至
る
ま
で
の
生
活
歴

出
身
地
、
転
居
の
履
歴
、
家

族
環
境
、
仕
事
、
ど
ん
な
生
活

を
送
っ
て
き
た
か
等
を
記
載

・
続
け
て
い
る
（
続

け
て
い
た
）
趣
味
や
、

好
き
な
こ
と
を
記
載

・
現
在
だ
け
で
な
く

過
去
に
お
い
て
も
記

載

「
情
報
を
収
集
し
、
活
用
す
る
力
」
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
世
の
中
の
動
き
や
身
の

回
り
の
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
関
心
を
持
ち
、
獲
得
し
た
情
報
を
ど
う
自
分
の
生
活
に

活
か
し
て
い
る
か
を
記
載
（
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
で
買
い
物
す
る
商
品
を
選
ん
で
い

る
、
友
人
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
役
所
に
相
談
す
る
等
）

住 居 の 状 況

生 活 状 況

有
無
に
○
を
し
、
有
の
場
合
は
空
欄
に

理
由
を
記
載

活
か
し
て
い
る
か
を
記
載
（
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
で
買
い
物
す
る
商
品
を
選
ん
で
い

る
、
友
人
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
役
所
に
相
談
す
る
等
）
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℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2
）

利
用

者
氏

名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

か
か

り
つ

け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
　

）

担
当

者
名

無

Ⅳ

精
神

（
　

　
 級

）
療

育
（

　
　

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

自
立

自
立

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 割

）

Ⅳ

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
円

／
月

）
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

 ）
家

族
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

他
　

（
　

　
　

　
　

　
  
）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

他
（

 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

直
近
の
意
見
書
・
調
査
票
か
ら
転
記
。
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
見
た
現

在
の
自
立
度
を
選
択

病
名
を
記
載視
覚
障
害
、
肢
体
不
自

由
両
下
肢
等
を
記
載

現
在
の
負
担
割
合
を
記
載

現
在
の
担
当
者
を
記
載

概
算
で
も
可
。
支
出
可
能
な
介
護
費
用
月
額
で
も
可

（
薬
局
名
）

処
方
薬
を
複
数
の
薬
局
か

ら
受
け
取
っ
て
い
る
場
合

は
全
て
の
薬
局
名
を
記
載

（
か
か
り
つ
け
）

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
居
る
場
合

は
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
る

（
特
記
事
項
）

・
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
居
る
場
合

は
薬
剤
師
の
氏
名
を
記
載

・
病
歴
や
治
療
、
薬
剤
情
報
等
に
つ

い
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な

事
項
を
記
載

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
自

治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
地
域
団
体
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
等

に
つ
い
て
記
載

主
治
医
意
見

書
を
作
成
し

た
医
師
が
解

る
よ
う
に
〇

を
つ
け
る

受
診
の
頻
度
を
記
載

定
期
通
院
、
訪
問
診
療
等

の
受
診
方
法
を
記
載

・
具
体
的
な
相
談
内
容
を
記
載

・
文
末
に
相
談
者
が
誰
か
記
載

例
：
～
し
て
ほ
し
い
（
夫
）

利
用
者
の
現
状
の
受
止
め
や
望
む
暮
ら
し

や
支
援
に
対
す
る
考
え
、
気
持
ち
を
記
載

・
家
族
が
考
え
る
今
後
の
望
む
暮
ら
し
や
支
援
に
対
す
る
考
え
、

気
持
ち
等
を
記
載

・
文
末
に
家
族
の
誰
の
要
望
か
記
載

例
：
～
し
て
ほ
し
い
（
長
女
）

主
訴
は
す
べ
て
、

利
用
者
、
家
族
が

発
言
し
た
内
容
を

要
約
せ
ず
に
、
そ

の
ま
ま
記
載

1515
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維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

（
例
）
「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F
A

X
P

C
ス

マ
ホ

そ
の

他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ニ ケ シ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

（
例
)
左
目
白
内
障
手
術
済

例 ○
○
で
困
る
。

○
○
で
困
る
。
（
長
男
代
弁
）

利 用 者 家 族
例 ○
○
で
困
る
。

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後
優

先
順

位
整

理
前

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4
）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

構
音
障
害
で
聞
き
取
り
難
さ
が
あ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

話
す
と
意
思
伝
達
で
き
る

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／
優

先
順

位

第16_29章.indd   432第16_29章.indd   432 2024/05/23   17:232024/05/23   17:23

第
17
章

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
技
術
に
関
す
る
実
習

432

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

（
例
）
「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F
A

X
P

C
ス

マ
ホ

そ
の

他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ニ ケ シ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

（
例
)
左
目
白
内
障
手
術
済

例 ○
○
で
困
る
。

○
○
で
困
る
。
（
長
男
代
弁
）

利 用 者 家 族
例 ○
○
で
困
る
。

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後
優

先
順

位
整

理
前

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4
）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

構
音
障
害
で
聞
き
取
り
難
さ
が
あ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

話
す
と
意
思
伝
達
で
き
る

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／
優

先
順

位
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433

♦
各

項
目

の
該

当
す

る
状

態
に

○
を

付
け

る
。（

例
示

あ
り

）

♦
右

側
の

余
白

に
は

、
特

記
事

項
を

必
要

に
応

じ
て

記
入

す
る

。（
例

示
あ

り
）

♦
「

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
」

に
は

、
こ

れ
ま

で
の

人
生

に
お

い
て

問
題

（
困

り
ご

と
）

を

乗
り

越
え

て
き

た
力

や
、

他
者

と
の

関
係

の
築

き
方

な
ど

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生

活
を

送
る

た
め

の
要

素
や

利
点

と
し

て
、

良
い

と
こ

ろ
、

優
れ

て
い

る
と

こ
ろ

、
魅

力
を

感
じ

る

と
こ

ろ
を

具
体

的
に

記
入

す
る

。（
例

示
あ

り
）

♦
確

認
が

困
難

な
場

合
は

「
空

欄
」

に
し

て
機

会
を

み
て

情
報

収
集

を
行

う
。

各
シ

ー
ト

「
状

態
」

欄
共

通
事

項

※
「

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
記

入
要

領
（
「

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
」

の
具

体
例

含
む

）
」

と
合

わ
せ

て
確

認
し

て
く

だ
さ

い
）

…
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

（
1

/
4
）

～
（

４
/
4
）

の
「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

「
意

向
・

意
見

・
判

断
」

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

／
優

先
順

位
」

に
つ

い
て

は
、

各
シ

ー
ト

共
通

事
項

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

認
知

と
行

動

家
族

・
知

人
等

の
状

況

記
入

要
領

・
「

な
し

」
と

発
言

→
「

な
し

」
と

記
入

・
介

護
支

援
専

門
員

が
確

認
し

て
い

な
い

場
合

→
空

欄

＜
利

用
者

欄
の

み
＞

認
知

症
等

で
利

用
者

が
困

り
ご

と
を

表
明

で
き

な
い

場
合

は
、
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
家

族

等
の

発
言

を
記

入
す

る
。

そ
の

場
合

は
、

文
末

に
代

弁
し

た
者

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る
（

例
：（

長
女

代
弁

））
。

補
足

説
明

・
問

題
（

困
り

ご
と

）
の

表
明

が
難

し
い

場
合

は
、

状
態

の
8

項
目

を
捉

え
て

い
く

過
程

で
推

測
し

た

「
～

に
困

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

」
を

本
人

・
家

族
に

確
認

し
て

記
入

す
る

。

・
問

題
（

困
り

ご
と

）
は

「
生

活
上

の
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

を
捉

え
る

。

例 「
歩

け
な

く
て

困
る

」
→

「
歩

け
な

く
て

ト
イ

レ
に

行
け

な
く

て
困

る
」

・
生

活
上

の
困

り
ご

と
を

明
ら

か
に

認
識

で
き

る
よ

う
に

語
尾

は
「

～
で

困
る

」
で

記
入

す
る

。

問
題

（
困

り
ご

と
）

補
足

説
明

・
意

思
を

伝
え

る
た

め
に

必
要

な
機

能
や

状
況

を
確

認
す

る
た

め
に

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
か

ら
把

握
す

る
。

補
足

説
明

・
認

知
機

能
障

害
と

行
動

障
害

の
状

況
を

把
握

す
る

。

・
生

活
上

の
支

障
が

あ
る

場
合

は
そ

の
状

況
を

特
記

事
項

に
記

入
す

る
。

補
足

説
明

・
介

護
に

参
加

し
て

い
る

家
族

や
知

人
等

の
状

況
に

加
え

介
護

に
参

加
し

て
い

な
い

状
況

も
把

握
す

る
。
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維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

（
例
）
「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F
A

X
P

C
ス

マ
ホ

そ
の

他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ニ ケ シ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

（
例
)
左
目
白
内
障
手
術
済

例 ○
○
で
困
る
。

○
○
で
困
る
。
（
長
男
代
弁
）

利 用 者 家 族
例 ○
○
で
困
る
。

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後
優

先
順

位
整

理
前

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4
）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

構
音
障
害
で
聞
き
取
り
難
さ
が
あ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

話
す
と
意
思
伝
達
で
き
る

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／
優

先
順

位

第16_29章.indd   432第16_29章.indd   432 2024/05/23   17:232024/05/23   17:23

第
17
章

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
技
術
に
関
す
る
実
習

432

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

（
例
）
「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F
A

X
P

C
ス

マ
ホ

そ
の

他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ニ ケ シ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

（
例
)
左
目
白
内
障
手
術
済

例 ○
○
で
困
る
。

○
○
で
困
る
。
（
長
男
代
弁
）

利 用 者 家 族
例 ○
○
で
困
る
。

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後
優

先
順

位
整

理
前

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4
）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

構
音
障
害
で
聞
き
取
り
難
さ
が
あ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

話
す
と
意
思
伝
達
で
き
る

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／
優

先
順

位
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♦
各

項
目

の
該

当
す

る
状

態
に

○
を

付
け

る
。（

例
示

あ
り

）

♦
右

側
の

余
白

に
は

、
特

記
事

項
を

必
要

に
応

じ
て

記
入

す
る

。（
例

示
あ

り
）

♦
「

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
」

に
は

、
こ

れ
ま

で
の

人
生

に
お

い
て

問
題

（
困

り
ご

と
）

を

乗
り

越
え

て
き

た
力

や
、

他
者

と
の

関
係

の
築

き
方

な
ど

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生

活
を

送
る

た
め

の
要

素
や

利
点

と
し

て
、

良
い

と
こ

ろ
、

優
れ

て
い

る
と

こ
ろ

、
魅

力
を

感
じ

る

と
こ

ろ
を

具
体

的
に

記
入

す
る

。（
例

示
あ

り
）

♦
確

認
が

困
難

な
場

合
は

「
空

欄
」

に
し

て
機

会
を

み
て

情
報

収
集

を
行

う
。

各
シ

ー
ト

「
状

態
」

欄
共

通
事

項

※
「

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
記

入
要

領
（
「

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
」

の
具

体
例

含
む

）
」

と
合

わ
せ

て
確

認
し

て
く

だ
さ

い
）

…
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

（
1

/
4
）

～
（

４
/
4
）

の
「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

「
意

向
・

意
見

・
判

断
」

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

／
優

先
順

位
」

に
つ

い
て

は
、

各
シ

ー
ト

共
通

事
項

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

認
知

と
行

動

家
族

・
知

人
等

の
状

況

記
入

要
領

・
「

な
し

」
と

発
言

→
「

な
し

」
と

記
入

・
介

護
支

援
専

門
員

が
確

認
し

て
い

な
い

場
合

→
空

欄

＜
利

用
者

欄
の

み
＞

認
知

症
等

で
利

用
者

が
困

り
ご

と
を

表
明

で
き

な
い

場
合

は
、
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
家

族

等
の

発
言

を
記

入
す

る
。

そ
の

場
合

は
、

文
末

に
代

弁
し

た
者

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る
（

例
：（

長
女

代
弁

））
。

補
足

説
明

・
問

題
（

困
り

ご
と

）
の

表
明

が
難

し
い

場
合

は
、

状
態

の
8

項
目

を
捉

え
て

い
く

過
程

で
推

測
し

た

「
～

に
困

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

」
を

本
人

・
家

族
に

確
認

し
て

記
入

す
る

。

・
問

題
（

困
り

ご
と

）
は

「
生

活
上

の
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

を
捉

え
る

。

例 「
歩

け
な

く
て

困
る

」
→

「
歩

け
な

く
て

ト
イ

レ
に

行
け

な
く

て
困

る
」

・
生

活
上

の
困

り
ご

と
を

明
ら

か
に

認
識

で
き

る
よ

う
に

語
尾

は
「

～
で

困
る

」
で

記
入

す
る

。

問
題

（
困

り
ご

と
）

補
足

説
明

・
意

思
を

伝
え

る
た

め
に

必
要

な
機

能
や

状
況

を
確

認
す

る
た

め
に

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
か

ら
把

握
す

る
。

補
足

説
明

・
認

知
機

能
障

害
と

行
動

障
害

の
状

況
を

把
握

す
る

。

・
生

活
上

の
支

障
が

あ
る

場
合

は
そ

の
状

況
を

特
記

事
項

に
記

入
す

る
。

補
足

説
明

・
介

護
に

参
加

し
て

い
る

家
族

や
知

人
等

の
状

況
に

加
え

介
護

に
参

加
し

て
い

な
い

状
況

も
把

握
す

る
。
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維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

（
例
）
「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F
A

X
P

C
ス

マ
ホ

そ
の

他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ニ ケ シ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

（
例
)
左
目
白
内
障
手
術
済

例 ○
○
で
困
る
。

○
○
で
困
る
。
（
長
男
代
弁
）

利 用 者 家 族
例 ○
○
で
困
る
。

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後
優

先
順

位
整

理
前

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4
）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

構
音
障
害
で
聞
き
取
り
難
さ
が
あ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

話
す
と
意
思
伝
達
で
き
る

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／
優

先
順

位
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維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

（
例
）
「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F
A

X
P

C
ス

マ
ホ

そ
の

他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ニ ケ シ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

（
例
)
左
目
白
内
障
手
術
済

例 ○
○
で
困
る
。

○
○
で
困
る
。
（
長
男
代
弁
）

利 用 者 家 族
例 ○
○
で
困
る
。

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後
優

先
順

位
整

理
前

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4
）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

構
音
障
害
で
聞
き
取
り
難
さ
が
あ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

話
す
と
意
思
伝
達
で
き
る

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／
優

先
順

位
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♦
各

項
目

の
該

当
す

る
状

態
に

○
を

付
け

る
。（

例
示

あ
り

）

♦
右

側
の

余
白

に
は

、
特

記
事

項
を

必
要

に
応

じ
て

記
入

す
る

。（
例

示
あ

り
）

♦
「

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
」

に
は

、
こ

れ
ま

で
の

人
生

に
お

い
て

問
題

（
困

り
ご

と
）

を

乗
り

越
え

て
き

た
力

や
、

他
者

と
の

関
係

の
築

き
方

な
ど

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生

活
を

送
る

た
め

の
要

素
や

利
点

と
し

て
、

良
い

と
こ

ろ
、

優
れ

て
い

る
と

こ
ろ

、
魅

力
を

感
じ

る

と
こ

ろ
を

具
体

的
に

記
入

す
る

。（
例

示
あ

り
）

♦
確

認
が

困
難

な
場

合
は

「
空

欄
」

に
し

て
機

会
を

み
て

情
報

収
集

を
行

う
。

各
シ

ー
ト

「
状

態
」

欄
共

通
事

項

※
「

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
記

入
要

領
（
「

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
」

の
具

体
例

含
む

）
」

と
合

わ
せ

て
確

認
し

て
く

だ
さ

い
）

…
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

（
1

/
4
）

～
（

４
/
4
）

の
「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

「
意

向
・

意
見

・
判

断
」

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

／
優

先
順

位
」

に
つ

い
て

は
、

各
シ

ー
ト

共
通

事
項

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

認
知

と
行

動

家
族

・
知

人
等

の
状

況

記
入

要
領

・
「

な
し

」
と

発
言

→
「

な
し

」
と

記
入

・
介

護
支

援
専

門
員

が
確

認
し

て
い

な
い

場
合

→
空

欄

＜
利

用
者

欄
の

み
＞

認
知

症
等

で
利

用
者

が
困

り
ご

と
を

表
明

で
き

な
い

場
合

は
、
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
家

族

等
の

発
言

を
記

入
す

る
。

そ
の

場
合

は
、

文
末

に
代

弁
し

た
者

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る
（

例
：（

長
女

代
弁

））
。

補
足

説
明

・
問

題
（

困
り

ご
と

）
の

表
明

が
難

し
い

場
合

は
、

状
態

の
8

項
目

を
捉

え
て

い
く

過
程

で
推

測
し

た

「
～

に
困

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

」
を

本
人

・
家

族
に

確
認

し
て

記
入

す
る

。

・
問

題
（

困
り

ご
と

）
は

「
生

活
上

の
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

を
捉

え
る

。

例 「
歩

け
な

く
て

困
る

」
→

「
歩

け
な

く
て

ト
イ

レ
に

行
け

な
く

て
困

る
」

・
生

活
上

の
困

り
ご

と
を

明
ら

か
に

認
識

で
き

る
よ

う
に

語
尾

は
「

～
で

困
る

」
で

記
入

す
る

。

問
題

（
困

り
ご

と
）

補
足

説
明

・
意

思
を

伝
え

る
た

め
に

必
要

な
機

能
や

状
況

を
確

認
す

る
た

め
に

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
か

ら
把

握
す

る
。

補
足

説
明

・
認

知
機

能
障

害
と

行
動

障
害

の
状

況
を

把
握

す
る

。

・
生

活
上

の
支

障
が

あ
る

場
合

は
そ

の
状

況
を

特
記

事
項

に
記

入
す

る
。

補
足

説
明

・
介

護
に

参
加

し
て

い
る

家
族

や
知

人
等

の
状

況
に

加
え

介
護

に
参

加
し

て
い

な
い

状
況

も
把

握
す

る
。
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維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

（
例
）
「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F
A

X
P

C
ス

マ
ホ

そ
の

他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ニ ケ シ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

（
例
)
左
目
白
内
障
手
術
済

例 ○
○
で
困
る
。

○
○
で
困
る
。
（
長
男
代
弁
）

利 用 者 家 族
例 ○
○
で
困
る
。

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後
優

先
順

位
整

理
前

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4
）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

構
音
障
害
で
聞
き
取
り
難
さ
が
あ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

話
す
と
意
思
伝
達
で
き
る

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／
優

先
順

位
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維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

（
例
）
「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F
A

X
P

C
ス

マ
ホ

そ
の

他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ニ ケ シ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

（
例
)
左
目
白
内
障
手
術
済

例 ○
○
で
困
る
。

○
○
で
困
る
。
（
長
男
代
弁
）

利 用 者 家 族
例 ○
○
で
困
る
。

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後
優

先
順

位
整

理
前

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4
）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

構
音
障
害
で
聞
き
取
り
難
さ
が
あ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り

話
す
と
意
思
伝
達
で
き
る

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／
優

先
順

位
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♦
各

項
目

の
該

当
す

る
状

態
に

○
を

付
け

る
。（

例
示

あ
り

）

♦
右

側
の

余
白

に
は

、
特

記
事

項
を

必
要

に
応

じ
て

記
入

す
る

。（
例

示
あ

り
）

♦
「

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
」

に
は

、
こ

れ
ま

で
の

人
生

に
お

い
て

問
題

（
困

り
ご

と
）

を

乗
り

越
え

て
き

た
力

や
、

他
者

と
の

関
係

の
築

き
方

な
ど

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生

活
を

送
る

た
め

の
要

素
や

利
点

と
し

て
、

良
い

と
こ

ろ
、

優
れ

て
い

る
と

こ
ろ

、
魅

力
を

感
じ

る

と
こ

ろ
を

具
体

的
に

記
入

す
る

。（
例

示
あ

り
）

♦
確

認
が

困
難

な
場

合
は

「
空

欄
」

に
し

て
機

会
を

み
て

情
報

収
集

を
行

う
。

各
シ

ー
ト

「
状

態
」

欄
共

通
事

項

※
「

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
記

入
要

領
（
「

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
」

の
具

体
例

含
む

）
」

と
合

わ
せ

て
確

認
し

て
く

だ
さ

い
）

…
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

（
1

/
4
）

～
（

４
/
4
）

の
「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

「
意

向
・

意
見

・
判

断
」

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

／
優

先
順

位
」

に
つ

い
て

は
、

各
シ

ー
ト

共
通

事
項

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

認
知

と
行

動

家
族

・
知

人
等

の
状

況

記
入

要
領

・
「

な
し

」
と

発
言

→
「

な
し

」
と

記
入

・
介

護
支

援
専

門
員

が
確

認
し

て
い

な
い

場
合

→
空

欄

＜
利

用
者

欄
の

み
＞

認
知

症
等

で
利

用
者

が
困

り
ご

と
を

表
明

で
き

な
い

場
合

は
、
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
家

族

等
の

発
言

を
記

入
す

る
。

そ
の

場
合

は
、

文
末

に
代

弁
し

た
者

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る
（

例
：（

長
女

代
弁

））
。

補
足

説
明

・
問

題
（

困
り

ご
と

）
の

表
明

が
難

し
い

場
合

は
、

状
態

の
8

項
目

を
捉

え
て

い
く

過
程

で
推

測
し

た

「
～

に
困

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

」
を

本
人

・
家

族
に

確
認

し
て

記
入

す
る

。

・
問

題
（

困
り

ご
と

）
は

「
生

活
上

の
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

を
捉

え
る

。

例 「
歩

け
な

く
て

困
る

」
→

「
歩

け
な

く
て

ト
イ

レ
に

行
け

な
く

て
困

る
」

・
生

活
上

の
困

り
ご

と
を

明
ら

か
に

認
識

で
き

る
よ

う
に

語
尾

は
「

～
で

困
る

」
で

記
入

す
る

。

問
題

（
困

り
ご

と
）

補
足

説
明

・
意

思
を

伝
え

る
た

め
に

必
要

な
機

能
や

状
況

を
確

認
す

る
た

め
に

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
か

ら
把

握
す

る
。

補
足

説
明

・
認

知
機

能
障

害
と

行
動

障
害

の
状

況
を

把
握

す
る

。

・
生

活
上

の
支

障
が

あ
る

場
合

は
そ

の
状

況
を

特
記

事
項

に
記

入
す

る
。

補
足

説
明

・
介

護
に

参
加

し
て

い
る

家
族

や
知

人
等

の
状

況
に

加
え

介
護

に
参

加
し

て
い

な
い

状
況

も
把

握
す

る
。
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/

無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意 無

尿 意 有便 意 無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 
　

回
 ・

夜
：

　
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況主

疾
病

（
症

状
痛

み
等

）

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
日

 　
回

便
秘 無

便
秘 有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便 意 有

（
　

　
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢 無

下
痢 有

高

6
1

8

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

問問
題題

（（
困困

りり
ごご

とと
）

状状
態態

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題題

（（
ニニ

ーー
ズズ

））

／／
優優

先先
順順

位位

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
））））））

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

  
記

入
要

領
 

表
明

し
た

意
向

に
つ

い
て

、
介

護
支

援
専

門
員

が
捉

え
た

度
合

い
に

○
を

付
け

る
。

 

・
高

：
利

用
者

の
意

向
が

高
い

場
合

・
中

：
利

用
者

の
意

向
が

そ
れ

ほ
ど

高
く

も
な

く
低

く
も

な
い

場
合

・
低

：
利

用
者

の
意

向
が

低
い

場
合

・
失

：「
利

用
者

意
向

」
欄

に
「

な
し

」
と

記
入

し
た

場
合

で
、

利
用

者
が

病
気

や
喪

失
体

験
な

ど
に

よ
り

本
来

は
「

意
向

」
が

あ
る

は
ず

だ
が

表
明

が
で

き
な

い
場

合

補
足

説
明

 

・
「

失
」

は
、

球
麻

痺
な

ど
意

思
を

伝
え

る
こ

と
が

困
難

な
状

態
や

病
気

、
喪

失
体

験
に

よ

り
意

向
が

「
な

し
」

の
場

合
で

意
向

を
表

明
で

き
な

い
場

合
に

○
を

付
け

る
。

 

記
入

要
領

 

・
「

利
用

者
（

家
族

）
意

向
」

欄
に

記
入

し
た

利
用

者
（

家
族

）
の

意
向

が
、

家
族

関
係

や

経
済

状
況

等
諸

事
情

に
よ

り
、

利
用

者
（

家
族

）
が

真
の

意
向

を
表

明
す

る
こ

と
が

阻
ま

れ

相
違

し
て

し
ま

っ
て

い
る

場
合

に
○

を
付

け
る

。
 

記
入

要
領

 

・
「

な
し

」
と

発
言

→
「

な
し

」
と

記
入

 

・
介

護
支

援
専

門
員

が
確

認
し

て
い

な
い

場
合

→
空

欄

・
別

紙
「

整
理

前
ニ

ー
ズ

の
相

互
関

連
を

検
討

し
、

整
理

後
ニ

ー
ズ

に
統

合
す

る
と

き
の

基
本

的

手
法

」
参

照

＜
利

用
者

欄
の

み
＞

 

認
知

症
等

で
利

用
者

が
意

向
を

表
明

で
き

な
い

場
合

は
、

利
用

者
の

立
場

に
立

っ
た

家
族

等
の

発
言

を
記

入
す

る
。

 

そ
の

場
合

は
、

文
末

に
代

弁
し

た
者

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る
（

例
：（

長
女

代
弁

）
）。

 

補
足

説
明

 

・
意

向
と

は
、

問
題

（
困

り
ご

と
）

で
捉

え
た

「
諦

め
や

哀
し

み
等

」
に

対
し

て
介

護
支

援
専

門

員
が

行
う

「
働

き
か

け
」

は
利

用
者

が
意

欲
を

獲
得

す
る

重
要

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

過
程

。
こ

の

過
程

を
経

て
表

明
し

た
「

意
向

（
＝

希
望

）
」

の
語

尾
は

、
意

向
の

度
合

い
に

合
わ

せ
て

「
～

し
た

い
」
「

～
す

る
」
「

～
し

て
み

る
」

等
で

記
入

す
る

。

・
家

族
の

意
向

に
つ

い
て

は
、「

～
に

な
っ

て
ほ

し
い

」
と

い
う

主
旨

の
発

言
を

記
入

す
る

。

記
入

要
領

 

薬
 

「
薬

」
で

「
有

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
項

目
余

白
に

ど
の

疾
病

に
対

し
処

方
さ

れ
て

い
る

か

等
を

記
入

す
る

。
必

要
に

応
じ

て
、
「

薬
剤

情
報

提
供

書
」

の
写

し
等

を
添

付
す

る
。

 

 食
事

量
 

余
白

に
１

日
の

食
事

回
数

を
記

入
す

る
。

 

食
事

摂
取

形
態

 

「
経

管
摂

取
」

に
○

を
つ

け
た

場
合

は
、

余
白

に
「

1
日

の
摂

取
カ

ロ
リ

ー
・

１
日

の
回

数
・

 

摂
取

時
間

等
」

を
記

入
す

る
。

 

飲
水

 

医
師

か
ら

の
指

示
量

と
実

際
の

飲
水

量
を

記
入

す
る

。
 

栄
養

状
態

  

医
師

の
意

見
を

も
と

に
記

入
す

る
。

 

「
身

長
・

体
重

」
 

過
去

６
か

月
間

で
２

～
３

㎏
以

上
の

体
重

の
増

減
が

あ
る

場
合

に
は

そ
の

状
況

を
記

載
す

る
。

 

補
足

説
明

 

・
健

康
状

態
の

「
入

浴
」

と
A

D
L

の
「

入
浴

」
は

区
別

し
て

把
握

す
る

。
特

記
事

項
の

記
載

は
各

項
目

に
沿

っ
た

内
容

を
記

入
す

る
。

例
 

「
入

浴
後

は
胃

ろ
う

部
の

処
置

を
行

っ
て

い
る

」
←

健
康

状
態

の
入

浴
特

記
事

項
 

「
自

宅
の

浴
槽

の
ま

た
ぎ

は
介

助
や

道
具

が
あ

っ
て

も
困

難
」

←
A

D
L

の
入

浴
特

記
事

項
 

「
血

圧
」

 

体
調

に
異

常
・

変
調

が
な

い
時

点
で

直
近

の
数

値
を

記
入

す
る

。
 

本
人

・
家

族
が

測
定

し
た

数
値

や
本

人
が

利
用

し
て

い
る

医
療

ま
た

は
介

護
の

サ
ー

ビ
ス

等
で

の
測

定

値
を

記
載

す
る

。
血

圧
の

変
動

状
況

に
つ

い
て

も
把

握
し

た
場

合
に

は
記

載
す

る
。

 

 
  

生
活

リ
ズ

ム
 

日
常

的
な

活
動

の
内

容
は

記
号

を
用

い
て

記
入

す
る

。
下

段
に

1
週

間
の

状
況

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
。 

【
記

号
凡

例
】

睡
眠

⇔
  

中
途

覚
醒

〇
  

食
事

☆
  

入
浴

◇
（

具
体

的
な

記
載

方
法

は
記

入
要

領
参

照
）
 

状状
  

態態
  

健
康

状
態

 

意意
向向

  

意意
向向

のの
  

度度
合合

  

意意
向向

のの
  

表表
明明

  
補

足
説

明
 

・
「

真
の

意
向

」
＝

「
し

た
い

こ
と

」
や

「
し

て
み

た
い

こ
と

」
な

ど
 

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

１
７

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。
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/

無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意 無

尿 意 有便 意 無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 
　

回
 ・

夜
：

　
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況主

疾
病

（
症

状
痛

み
等

）

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
日

 　
回

便
秘 無

便
秘 有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便 意 有

（
　

　
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢 無

下
痢 有

高

6
1

8

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

問問
題題

（（
困困

りり
ごご

とと
））

状状
態態

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題題

（（
ニニ

ーー
ズズ

））

／／
優優

先先
順順

位位

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

  
記

入
要

領
 

表
明

し
た

意
向

に
つ

い
て

、
介

護
支

援
専

門
員

が
捉

え
た

度
合

い
に

○
を

付
け

る
。

 

・
高

：
利

用
者

の
意

向
が

高
い

場
合

・
中

：
利

用
者

の
意

向
が

そ
れ

ほ
ど

高
く

も
な

く
低

く
も

な
い

場
合

・
低

：
利

用
者

の
意

向
が

低
い

場
合

・
失

：「
利

用
者

意
向

」
欄

に
「

な
し

」
と

記
入

し
た

場
合

で
、

利
用

者
が

病
気

や
喪

失
体

験
な

ど
に

よ
り

本
来

は
「

意
向

」
が

あ
る

は
ず

だ
が

表
明

が
で

き
な

い
場

合

補
足

説
明

 

・
「

失
」

は
、

球
麻

痺
な

ど
意

思
を

伝
え

る
こ

と
が

困
難

な
状

態
や

病
気

、
喪

失
体

験
に

よ

り
意

向
が

「
な

し
」

の
場

合
で

意
向

を
表

明
で

き
な

い
場

合
に

○
を

付
け

る
。

 

記
入

要
領

 

・
「

利
用

者
（

家
族

）
意

向
」

欄
に

記
入

し
た

利
用

者
（

家
族

）
の

意
向

が
、

家
族

関
係

や

経
済

状
況

等
諸

事
情

に
よ

り
、

利
用

者
（

家
族

）
が

真
の

意
向

を
表

明
す

る
こ

と
が

阻
ま

れ

相
違

し
て

し
ま

っ
て

い
る

場
合

に
○

を
付

け
る

。
 

記
入

要
領

 

・
「

な
し

」
と

発
言

→
「

な
し

」
と

記
入

 

・
介

護
支

援
専

門
員

が
確

認
し

て
い

な
い

場
合

→
空

欄

・
別

紙
「

整
理

前
ニ

ー
ズ

の
相

互
関

連
を

検
討

し
、

整
理

後
ニ

ー
ズ

に
統

合
す

る
と

き
の

基
本

的

手
法

」
参

照

＜
利

用
者

欄
の

み
＞

 

認
知

症
等

で
利

用
者

が
意

向
を

表
明

で
き

な
い

場
合

は
、

利
用

者
の

立
場

に
立

っ
た

家
族

等
の

発
言

を
記

入
す

る
。

 

そ
の

場
合

は
、

文
末

に
代

弁
し

た
者

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る
（

例
：（

長
女

代
弁

）
）。

 

補
足

説
明

 

・
意

向
と

は
、

問
題

（
困

り
ご

と
）

で
捉

え
た

「
諦

め
や

哀
し

み
等

」
に

対
し

て
介

護
支

援
専

門

員
が

行
う

「
働

き
か

け
」

は
利

用
者

が
意

欲
を

獲
得

す
る

重
要

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

過
程

。
こ

の

過
程

を
経

て
表

明
し

た
「

意
向

（
＝

希
望

）
」

の
語

尾
は

、
意

向
の

度
合

い
に

合
わ

せ
て

「
～

し
た

い
」
「

～
す

る
」
「

～
し

て
み

る
」

等
で

記
入

す
る

。

・
家

族
の

意
向

に
つ

い
て

は
、「

～
に

な
っ

て
ほ

し
い

」
と

い
う

主
旨

の
発

言
を

記
入

す
る

。

記
入

要
領

 

薬
 

「
薬

」
で

「
有

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
項

目
余

白
に

ど
の

疾
病

に
対

し
処

方
さ

れ
て

い
る

か

等
を

記
入

す
る

。
必

要
に

応
じ

て
、
「

薬
剤

情
報

提
供

書
」

の
写

し
等

を
添

付
す

る
。

 

 食
事

量
 

余
白

に
１

日
の

食
事

回
数

を
記

入
す

る
。

 

食
事

摂
取

形
態

 

「
経

管
摂

取
」

に
○

を
つ

け
た

場
合

は
、

余
白

に
「

1
日

の
摂

取
カ

ロ
リ

ー
・

１
日

の
回

数
・

 

摂
取

時
間

等
」

を
記

入
す

る
。

 

飲
水

 

医
師

か
ら

の
指

示
量

と
実

際
の

飲
水

量
を

記
入

す
る

。
 

栄
養

状
態

  

医
師

の
意

見
を

も
と

に
記

入
す

る
。

 

「
身

長
・

体
重

」
 

過
去

６
か

月
間

で
２

～
３

㎏
以

上
の

体
重

の
増

減
が

あ
る

場
合

に
は

そ
の

状
況

を
記

載
す

る
。

 

補
足

説
明

 

・
健

康
状

態
の

「
入

浴
」

と
A

D
L

の
「

入
浴

」
は

区
別

し
て

把
握

す
る

。
特

記
事

項
の

記
載

は
各

項
目

に
沿

っ
た

内
容

を
記

入
す

る
。

例
 

「
入

浴
後

は
胃

ろ
う

部
の

処
置

を
行

っ
て

い
る

」
←

健
康

状
態

の
入

浴
特

記
事

項
 

「
自

宅
の

浴
槽

の
ま

た
ぎ

は
介

助
や

道
具

が
あ

っ
て

も
困

難
」

←
A

D
L

の
入

浴
特

記
事

項
 

「
血

圧
」

 

体
調

に
異

常
・

変
調

が
な

い
時

点
で

直
近

の
数

値
を

記
入

す
る

。
 

本
人

・
家

族
が

測
定

し
た

数
値

や
本

人
が

利
用

し
て

い
る

医
療

ま
た

は
介

護
の

サ
ー

ビ
ス

等
で

の
測

定

値
を

記
載

す
る

。
血

圧
の

変
動

状
況

に
つ

い
て

も
把

握
し

た
場

合
に

は
記

載
す

る
。

 

 
  

生
活

リ
ズ

ム
 

日
常

的
な

活
動

の
内

容
は

記
号

を
用

い
て

記
入

す
る

。
下

段
に

1
週

間
の

状
況

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
。 

【
記

号
凡

例
】

睡
眠

⇔
  

中
途

覚
醒

〇
  

食
事

☆
  

入
浴

◇
（

具
体

的
な

記
載

方
法

は
記

入
要

領
参

照
）
 

状状
  

態態
  

健
康

状
態

 

意意
向向

  

意意
向向

のの
  

度度
合合

  

意意
向向

のの
  

表表
明明

  
補

足
説

明
 

・
「

真
の

意
向

」
＝

「
し

た
い

こ
と

」
や

「
し

て
み

た
い

こ
と

」
な

ど
 

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

１
７

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。
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一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要

失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

問問
題題

（（
困困

りり
ごご

とと
）

状状
態態

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題

（
ニニ

ーー
ズ

）

／／
優優

先先
順順

位位

自
立

自
立

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
）））））））））

題
（（

ズズズ
））
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437

状
態

意
向

・
意

見
・

判
断

A
D

L

記
入

要
領

食
事

場
所

「
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
具

体
的

な
食

事
場

所
を

記
入

す
る

。

入
浴

余
白

に
入

浴
場

所
、

入
浴

方
法

、
介

助
状

況
、

介
助

者
等

に
つ

い
て

記
入

す
る

。

使
用

機
器

「
そ

の
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
使

用
機

器
等

を
具

体
的

に
記

入
す

る
。

補
足

説
明

・
生

活
を

送
る

う
え

で
の

動
作

に
つ

い
て

把
握

す
る

。

IA
D

L

記
入

要
領

「
買

物
」

か
ら

「
服

薬
状

況
」

ま
で

の
特

記
事

項
（

車
の

運
転

除
く

）

特
記

事
項

に
は

、
現

在
、

一
部

介
助

又
は

全
介

助
の

状
態

で
あ

る
場

合
に

、
介

助
を

し
て

い

る
家

族
や

サ
ー

ビ
ス

等
を

記
入

す
る

。
た

だ
し

、
実

際
は

利
用

者
が

で
き

る
力

を
有

し
て

い

る
と

判
断

し
た

場
合

は
、
「

実
際

に
は

で
き

る
」

と
い

う
主

旨
を

記
入

す
る

。

補
足

説
明

・
「

一
部

介
助

」
や

「
全

介
助

」
を

選
択

し
た

場
合

は
【

介
助

の
状

況
】

や
【

誰
が

担
っ

て

い
る

か
】

を
把

握
す

る
。

・
「

自
立

」
や

「
一

部
介

助
」

を
選

択
し

た
場

合
、

本
人

が
行

っ
て

い
る

様
子

が
解

る
よ

う

に
把

握
し

た
事

を
特

記
事

項
に

記
入

す
る

。

記
入

要
領

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）」

の
決

定
に

影
響

が
あ

り
そ

う
な

「
状

態
」

に
対

し
て

の
、

利
用

者
を

支
え

る
た

め
に

チ
ー

ム
と

し
て

機
能

し
て

い
る

他
の

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

を
記

入
す

る
。

意
見

を
述

べ
た

者
の

所
属

及
び

職
名

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る

（
例

：
Ａ

診
療

所
Ｂ

医
師

））
。

医
師

・

専
門

職
等

の
意

見
補

足
説

明

・
生

活
を

送
る

上
で

の
留

意
点

を
医

師
・

専
門

職
等

か
ら

聴
取

し
た

内
容

を
意

見
と

し
て

「
～

に
留

意
す

る
こ

と
が

必
要

」
と

い
う

主
旨

で
記

入
す

る
。

記
入

要
領

「
状

態
」
、「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

、「
利

用
者

意
向

」、
「

家
族

意
向

」、
「

医
師

・
専

門
職

等
意

見
」

か
ら

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
に

、
介

護
支

援
専

門
員

が
必

要
だ

と
判

断
し

た
こ

と
を

「
○

○
が

必
要

」
と

記
入

す
る

。

補
足

説
明

・「
状

態
」

～
「

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

」
を

総
合

的
に

捉
え

て
、

利
用

者
が

楽
し

み
の

あ
る

幸
せ

な
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
と

判
断

し
た

こ
と

を
記

入
す

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
名

を
入

れ
て

、
そ

の
必

要
性

の
判

断
を

記
入

す
る

欄
で

は
な

い
事

に
留

意
す

る
。

例

「
賞

味
期

限
切

れ
の

物
を

食
べ

な
い

よ
う

に
食

品
管

理
を

す
る

訪
問

介
護

が
必

要
」

→
「

体
調

を
崩

さ
な

い
よ

う
に

食
品

の
「

賞
味

期
限

管
理

が
必

要
」

C
M

判
断

記
入

要
領

「
状

態
」

欄
に

記
入

し
た

「
維

持
・

改
善

の
要

素
、

利
点

」
等

を
活

用
し

、
介

護
支

援

専
門

員
が

、
利

用
者

や
家

族
の

「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

に
つ

い
て

「
利

用
者

意
向

」

「
家

族
意

向
」

に
転

換
す

る
た

め
の

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

ま
た

、

意
向

が
あ

っ
て

も
、

利
用

者
や

家
族

の
「

意
向

の
度

合
」

が
低

い
場

合
は

、
高

め
る

よ

う
介

護
支

援
専

門
員

が
利

用
者

や
家

族
に

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

・
実

施
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

を
し

て
い

る
場

合

・
検

討
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
る

場
合

・
未

検
討

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
な

い
場

合

・
不

要
：

意
向

へ
働

き
か

け
る

必
要

が
な

い
場

合

（
例

）
既

に
意

向
が

高
い

、「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」
が

な
い

場
合

等
。

補
足

説
明

・
上

記
の

内
、

❷
と
➏

が
一

致
し

て
い

る
場

合
は

「
不

要
」

に
〇

を
付

け
る

。
❷

と
➏

が
一

致
し

て
い

な
い
（

意
向

の
表

明
が

困
難

な
場

合
を

含
む

）
場

合
の

働
き

か
け

に
つ

い
て

、
中

」「
検

討
中

」「
未

検
討

」
の

い
ず

れ
か

に
〇

を
付

け
る

。

・
意

向
へ

の
働

き
か

け
は

、
利

用
者

が
意

欲
を

獲
得

す
る

と
い

う
自

立
支

援
の

土
台

作

り
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
選

択
す

る
。

C
M

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

記
入

要
領

意
向

へ
の

働
き

か
け

が
困

難
で

あ
る

場
合

に
は

、
対

応
難

度
の

「
困

難
」

の
欄

に
○

を

付
け

る
。

補
足

説
明

・
「

働
き

か
け

が
困

難
な

場
合

」
＝

援
助

関
係

を
築

く
の

に
時

間
を

要
す

る
場

合
な

ど

対
応

難
度

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

4
3

3
ペ

ー
ジ

を
参

照
く

だ
さ

い
。

「
実

施

第
17
章
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一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
　

　
　

態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要

失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

問問
題題

（（
困困

りり
ごご

とと
）

状状
態態

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題

（
ニニ

ーー
ズ

）

／／
優優

先先
順順

位位

自
立

自
立

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
）））））））））

題
（（

ズズズ
））
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437

状
態

意
向

・
意

見
・

判
断

A
D

L

記
入

要
領

食
事

場
所

「
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
具

体
的

な
食

事
場

所
を

記
入

す
る

。

入
浴

余
白

に
入

浴
場

所
、

入
浴

方
法

、
介

助
状

況
、

介
助

者
等

に
つ

い
て

記
入

す
る

。

使
用

機
器

「
そ

の
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
使

用
機

器
等

を
具

体
的

に
記

入
す

る
。

補
足

説
明

・
生

活
を

送
る

う
え

で
の

動
作

に
つ

い
て

把
握

す
る

。

IA
D

L

記
入

要
領

「
買

物
」

か
ら

「
服

薬
状

況
」

ま
で

の
特

記
事

項
（

車
の

運
転

除
く

）

特
記

事
項

に
は

、
現

在
、

一
部

介
助

又
は

全
介

助
の

状
態

で
あ

る
場

合
に

、
介

助
を

し
て

い

る
家

族
や

サ
ー

ビ
ス

等
を

記
入

す
る

。
た

だ
し

、
実

際
は

利
用

者
が

で
き

る
力

を
有

し
て

い

る
と

判
断

し
た

場
合

は
、
「

実
際

に
は

で
き

る
」

と
い

う
主

旨
を

記
入

す
る

。

補
足

説
明

・
「

一
部

介
助

」
や

「
全

介
助

」
を

選
択

し
た

場
合

は
【

介
助

の
状

況
】

や
【

誰
が

担
っ

て

い
る

か
】

を
把

握
す

る
。

・
「

自
立

」
や

「
一

部
介

助
」

を
選

択
し

た
場

合
、

本
人

が
行

っ
て

い
る

様
子

が
解

る
よ

う

に
把

握
し

た
事

を
特

記
事

項
に

記
入

す
る

。

記
入

要
領

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）」

の
決

定
に

影
響

が
あ

り
そ

う
な

「
状

態
」

に
対

し
て

の
、

利
用

者
を

支
え

る
た

め
に

チ
ー

ム
と

し
て

機
能

し
て

い
る

他
の

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

を
記

入
す

る
。

意
見

を
述

べ
た

者
の

所
属

及
び

職
名

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る

（
例

：
Ａ

診
療

所
Ｂ

医
師

））
。

医
師

・

専
門

職
等

の
意

見
補

足
説

明

・
生

活
を

送
る

上
で

の
留

意
点

を
医

師
・

専
門

職
等

か
ら

聴
取

し
た

内
容

を
意

見
と

し
て

「
～

に
留

意
す

る
こ

と
が

必
要

」
と

い
う

主
旨

で
記

入
す

る
。

記
入

要
領

「
状

態
」
、「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

、「
利

用
者

意
向

」、
「

家
族

意
向

」、
「

医
師

・
専

門
職

等
意

見
」

か
ら

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
に

、
介

護
支

援
専

門
員

が
必

要
だ

と
判

断
し

た
こ

と
を

「
○

○
が

必
要

」
と

記
入

す
る

。

補
足

説
明

・「
状

態
」

～
「

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

」
を

総
合

的
に

捉
え

て
、

利
用

者
が

楽
し

み
の

あ
る

幸
せ

な
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
と

判
断

し
た

こ
と

を
記

入
す

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
名

を
入

れ
て

、
そ

の
必

要
性

の
判

断
を

記
入

す
る

欄
で

は
な

い
事

に
留

意
す

る
。

例

「
賞

味
期

限
切

れ
の

物
を

食
べ

な
い

よ
う

に
食

品
管

理
を

す
る

訪
問

介
護

が
必

要
」

→
「

体
調

を
崩

さ
な

い
よ

う
に

食
品

の
「

賞
味

期
限

管
理

が
必

要
」

C
M

判
断

記
入

要
領

「
状

態
」

欄
に

記
入

し
た

「
維

持
・

改
善

の
要

素
、

利
点

」
等

を
活

用
し

、
介

護
支

援

専
門

員
が

、
利

用
者

や
家

族
の

「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

に
つ

い
て

「
利

用
者

意
向

」

「
家

族
意

向
」

に
転

換
す

る
た

め
の

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

ま
た

、

意
向

が
あ

っ
て

も
、

利
用

者
や

家
族

の
「

意
向

の
度

合
」

が
低

い
場

合
は

、
高

め
る

よ

う
介

護
支

援
専

門
員

が
利

用
者

や
家

族
に

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

・
実

施
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

を
し

て
い

る
場

合

・
検

討
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
る

場
合

・
未

検
討

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
な

い
場

合

・
不

要
：

意
向

へ
働

き
か

け
る

必
要

が
な

い
場

合

（
例

）
既

に
意

向
が

高
い

、「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」
が

な
い

場
合

等
。

補
足

説
明

・
上

記
の

内
、

❷
と
➏

が
一

致
し

て
い

る
場

合
は

「
不

要
」

に
〇

を
付

け
る

。
❷

と
➏

が
一

致
し

て
い

な
い
（

意
向

の
表

明
が

困
難

な
場

合
を

含
む

）
場

合
の

働
き

か
け

に
つ

い
て

、
中

」「
検

討
中

」「
未

検
討

」
の

い
ず

れ
か

に
〇

を
付

け
る

。

・
意

向
へ

の
働

き
か

け
は

、
利

用
者

が
意

欲
を

獲
得

す
る

と
い

う
自

立
支

援
の

土
台

作

り
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
選

択
す

る
。

C
M

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

記
入

要
領

意
向

へ
の

働
き

か
け

が
困

難
で

あ
る

場
合

に
は

、
対

応
難

度
の

「
困

難
」

の
欄

に
○

を

付
け

る
。

補
足

説
明

・
「

働
き

か
け

が
困

難
な

場
合

」
＝

援
助

関
係

を
築

く
の

に
時

間
を

要
す

る
場

合
な

ど

対
応

難
度

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

4
3

3
ペ

ー
ジ

を
参

照
く

だ
さ

い
。

「
実

施

1
7

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。

20

状状
  

態態
  

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

  

A
D

L
 

記
入

要
領

 

食
事

場
所

 

「
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
具

体
的

な
食

事
場

所
を

記
入

す
る

。
 

入
浴

 

余
白

に
入

浴
場

所
、

入
浴

方
法

、
介

助
状

況
、

介
助

者
等

に
つ

い
て

記
入

す
る

。
 

使
用

機
器

 

「
そ

の
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
使

用
機

器
等

を
具

体
的

に
記

入
す

る
。

 

補
足

説
明

 

・
生

活
を

送
る

う
え

で
の

動
作

に
つ

い
て

把
握

す
る

。

IA
D

L
 

記
入

要
領

 

「
買

物
」

か
ら

「
服

薬
状

況
」

ま
で

の
特

記
事

項
（

車
の

運
転

除
く

）
 

特
記

事
項

に
は

、
現

在
、

一
部

介
助

又
は

全
介

助
の

状
態

で
あ

る
場

合
に

、
介

助
を

し
て

い

る
家

族
や

サ
ー

ビ
ス

等
を

記
入

す
る

。
た

だ
し

、
実

際
は

利
用

者
が

で
き

る
力

を
有

し
て

い

る
と

判
断

し
た

場
合

は
、
「

実
際

に
は

で
き

る
」

と
い

う
主

旨
を

記
入

す
る

。
 

補
足

説
明

 

・
「

一
部

介
助

」
や

「
全

介
助

」
を

選
択

し
た

場
合

は
【

介
助

の
状

況
】

や
【

誰
が

担
っ

て

い
る

か
】

を
把

握
す

る
。

 

・
「

自
立

」
や

「
一

部
介

助
」

を
選

択
し

た
場

合
、

本
人

が
行

っ
て

い
る

様
子

が
解

る
よ

う

に
把

握
し

た
事

を
特

記
事

項
に

記
入

す
る

。
 

記
入

要
領

 

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）」

の
決

定
に

影
響

が
あ

り
そ

う
な

「
状

態
」

に
対

し
て

の
、

利
用

者
を

支
え

る
た

め
に

チ
ー

ム
と

し
て

機
能

し
て

い
る

他
の

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

を
記

入
す

る
。

意
見

を
述

べ
た

者
の

所
属

及
び

職
名

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る

（
例

：
Ａ

診
療

所
Ｂ

医
師

）
。

 
医医

師師
・・

  

専専
門門

職職
等等

  

のの
意意

見見
  

補
足

説
明

 

・
生

活
を

送
る

上
で

の
留

意
点

を
医

師
・

専
門

職
等

か
ら

聴
取

し
た

内
容

を
意

見
と

し
て

「
～

に
留

意
す

る
こ

と
が

必
要

」
と

い
う

主
旨

で
記

入
す

る
。

記
入

要
領

 

「
状

態
」
、「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

、「
利

用
者

意
向

」、
「

家
族

意
向

」、
「

医
師

・
専

門
職

等
意

見
」

か
ら

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
に

、
介

護
支

援
専

門
員

が
必

要
だ

と
判

断
し

た
こ

と
を

「
○

○
が

必
要

」
と

記
入

す
る

。  

補
足

説
明

 

・「
状

態
」

～
「

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

」
を

総
合

的
に

捉
え

て
、

利
用

者
が

楽
し

み
の

あ
る

幸
せ

な
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
と

判
断

し
た

こ
と

を
記

入
す

る
。

 

・
サ

ー
ビ

ス
名

を
入

れ
て

、
そ

の
必

要
性

の
判

断
を

記
入

す
る

欄
で

は
な

い
事

に
留

意
す

る
。

例

「
賞

味
期

限
切

れ
の

物
を

食
べ

な
い

よ
う

に
食

品
管

理
を

す
る

訪
問

介
護

が
必

要
」

 

→
「

体
調

を
崩

さ
な

い
よ

う
に

食
品

の
賞

味
期

限
管

理
が

必
要

」

CC
MM

判判
断断

  

記
入

要
領

 

「
状

態
」

欄
に

記
入

し
た

「
維

持
・

改
善

の
要

素
、

利
点

」
等

を
活

用
し

、
介

護
支

援

専
門

員
が

、
利

用
者

や
家

族
の

「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

に
つ

い
て

「
利

用
者

意
向

」

「
家

族
意

向
」

に
転

換
す

る
た

め
の

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

ま
た

、

意
向

が
あ

っ
て

も
、

利
用

者
や

家
族

の
「

意
向

の
度

合
」

が
低

い
場

合
は

、
高

め
る

よ

う
介

護
支

援
専

門
員

が
利

用
者

や
家

族
に

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

 

・
実

施
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

を
し

て
い

る
場

合

・
検

討
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
る

場
合

・
未

検
討

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
な

い
場

合

・
不

 
要

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
必

要
が

な
い

場
合

 （
例

）
既

に
意

向
が

高
い

、「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

が
な

い
場

合
等

。 
補

足
説

明
 

・
意

向
の

度
合

い
が

高
く

意
向

と
 C

M
 
判

断
が

一
致

し
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

そ
の

意
向

の
度

合
い

を
維

持
し

て
い

く
よ

う
働

き
か

け
が

必
要

な
場

合
は

「
実

施
中

」

「
検

討
中

」
「

未
検

討
」

に
〇

を
付

け
る

。

・
意

向
へ

の
働

き
か

け
は

、
利

用
者

が
意

欲
を

獲
得

す
る

と
い

う
自

立
支

援
の

土
台

作

り
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
選

択
す

る
。

CC
MM

のの
利利

用用
者者

  

・・
家家

族族
のの

意意
向向

へへ
のの

働働
きき

かか
けけ

記
入

要
領

 

意
向

へ
の

働
き

か
け

が
困

難
で

あ
る

場
合

に
は

、
対

応
難

度
の

「
困

難
」

の
欄

に
○

を

付
け

る
。

 

補
足

説
明

 

・
「

働
き

か
け

が
困

難
な

場
合

」
＝

援
助

関
係

を
築

く
の

に
時

間
を

要
す

る
場

合
な

ど
 

対対
応応

難難
度度

  

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

１
７

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。
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一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要

失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

問問
題題

（（
困困

りり
ごご

とと
）

状状
態態

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題

（
ニニ

ーー
ズ

）

／／
優優

先先
順順

位位

自
立

自
立

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
）））））））））

題
（（

ズズズ
））
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437

状
態

意
向

・
意

見
・

判
断

A
D

L

記
入

要
領

食
事

場
所

「
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
具

体
的

な
食

事
場

所
を

記
入

す
る

。

入
浴

余
白

に
入

浴
場

所
、

入
浴

方
法

、
介

助
状

況
、

介
助

者
等

に
つ

い
て

記
入

す
る

。

使
用

機
器

「
そ

の
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
使

用
機

器
等

を
具

体
的

に
記

入
す

る
。

補
足

説
明

・
生

活
を

送
る

う
え

で
の

動
作

に
つ

い
て

把
握

す
る

。

IA
D

L

記
入

要
領

「
買

物
」

か
ら

「
服

薬
状

況
」

ま
で

の
特

記
事

項
（

車
の

運
転

除
く

）

特
記

事
項

に
は

、
現

在
、

一
部

介
助

又
は

全
介

助
の

状
態

で
あ

る
場

合
に

、
介

助
を

し
て

い

る
家

族
や

サ
ー

ビ
ス

等
を

記
入

す
る

。
た

だ
し

、
実

際
は

利
用

者
が

で
き

る
力

を
有

し
て

い

る
と

判
断

し
た

場
合

は
、
「

実
際

に
は

で
き

る
」

と
い

う
主

旨
を

記
入

す
る

。

補
足

説
明

・
「

一
部

介
助

」
や

「
全

介
助

」
を

選
択

し
た

場
合

は
【

介
助

の
状

況
】

や
【

誰
が

担
っ

て

い
る

か
】

を
把

握
す

る
。

・
「

自
立

」
や

「
一

部
介

助
」

を
選

択
し

た
場

合
、

本
人

が
行

っ
て

い
る

様
子

が
解

る
よ

う

に
把

握
し

た
事

を
特

記
事

項
に

記
入

す
る

。

記
入

要
領

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）」

の
決

定
に

影
響

が
あ

り
そ

う
な

「
状

態
」

に
対

し
て

の
、

利
用

者
を

支
え

る
た

め
に

チ
ー

ム
と

し
て

機
能

し
て

い
る

他
の

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

を
記

入
す

る
。

意
見

を
述

べ
た

者
の

所
属

及
び

職
名

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る

（
例

：
Ａ

診
療

所
Ｂ

医
師

））
。

医
師

・

専
門

職
等

の
意

見
補

足
説

明

・
生

活
を

送
る

上
で

の
留

意
点

を
医

師
・

専
門

職
等

か
ら

聴
取

し
た

内
容

を
意

見
と

し
て

「
～

に
留

意
す

る
こ

と
が

必
要

」
と

い
う

主
旨

で
記

入
す

る
。

記
入

要
領

「
状

態
」
、「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

、「
利

用
者

意
向

」、
「

家
族

意
向

」、
「

医
師

・
専

門
職

等
意

見
」

か
ら

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
に

、
介

護
支

援
専

門
員

が
必

要
だ

と
判

断
し

た
こ

と
を

「
○

○
が

必
要

」
と

記
入

す
る

。

補
足

説
明

・「
状

態
」

～
「

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

」
を

総
合

的
に

捉
え

て
、

利
用

者
が

楽
し

み
の

あ
る

幸
せ

な
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
と

判
断

し
た

こ
と

を
記

入
す

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
名

を
入

れ
て

、
そ

の
必

要
性

の
判

断
を

記
入

す
る

欄
で

は
な

い
事

に
留

意
す

る
。

例

「
賞

味
期

限
切

れ
の

物
を

食
べ

な
い

よ
う

に
食

品
管

理
を

す
る

訪
問

介
護

が
必

要
」

→
「

体
調

を
崩

さ
な

い
よ

う
に

食
品

の
「

賞
味

期
限

管
理

が
必

要
」

C
M

判
断

記
入

要
領

「
状

態
」

欄
に

記
入

し
た

「
維

持
・

改
善

の
要

素
、

利
点

」
等

を
活

用
し

、
介

護
支

援

専
門

員
が

、
利

用
者

や
家

族
の

「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

に
つ

い
て

「
利

用
者

意
向

」

「
家

族
意

向
」

に
転

換
す

る
た

め
の

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

ま
た

、

意
向

が
あ

っ
て

も
、

利
用

者
や

家
族

の
「

意
向

の
度

合
」

が
低

い
場

合
は

、
高

め
る

よ

う
介

護
支

援
専

門
員

が
利

用
者

や
家

族
に

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

・
実

施
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

を
し

て
い

る
場

合

・
検

討
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
る

場
合

・
未

検
討

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
な

い
場

合

・
不

要
：

意
向

へ
働

き
か

け
る

必
要

が
な

い
場

合

（
例

）
既

に
意

向
が

高
い

、「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」
が

な
い

場
合

等
。

補
足

説
明

・
上

記
の

内
、

❷
と
➏

が
一

致
し

て
い

る
場

合
は

「
不

要
」

に
〇

を
付

け
る

。
❷

と
➏

が
一

致
し

て
い

な
い
（

意
向

の
表

明
が

困
難

な
場

合
を

含
む

）
場

合
の

働
き

か
け

に
つ

い
て

、
中

」「
検

討
中

」「
未

検
討

」
の

い
ず

れ
か

に
〇

を
付

け
る

。

・
意

向
へ

の
働

き
か

け
は

、
利

用
者

が
意

欲
を

獲
得

す
る

と
い

う
自

立
支

援
の

土
台

作

り
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
選

択
す

る
。

C
M

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

記
入

要
領

意
向

へ
の

働
き

か
け

が
困

難
で

あ
る

場
合

に
は

、
対

応
難

度
の

「
困

難
」

の
欄

に
○

を

付
け

る
。

補
足

説
明

・
「

働
き

か
け

が
困

難
な

場
合

」
＝

援
助

関
係

を
築

く
の

に
時

間
を

要
す

る
場

合
な

ど

対
応

難
度

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

4
3

3
ペ

ー
ジ

を
参

照
く

だ
さ

い
。

「
実

施
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一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
　

　
　

態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要

失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

問問
題題

（（
困困

りり
ごご

とと
）

状状
態態

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題

（
ニニ

ーー
ズ

）

／／
優優

先先
順順

位位

自
立

自
立

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
）））））））））

題
（（

ズズズ
））
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状
態

意
向

・
意

見
・

判
断

A
D

L

記
入

要
領

食
事

場
所

「
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
具

体
的

な
食

事
場

所
を

記
入

す
る

。

入
浴

余
白

に
入

浴
場

所
、

入
浴

方
法

、
介

助
状

況
、

介
助

者
等

に
つ

い
て

記
入

す
る

。

使
用

機
器

「
そ

の
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
使

用
機

器
等

を
具

体
的

に
記

入
す

る
。

補
足

説
明

・
生

活
を

送
る

う
え

で
の

動
作

に
つ

い
て

把
握

す
る

。

IA
D

L

記
入

要
領

「
買

物
」

か
ら

「
服

薬
状

況
」

ま
で

の
特

記
事

項
（

車
の

運
転

除
く

）

特
記

事
項

に
は

、
現

在
、

一
部

介
助

又
は

全
介

助
の

状
態

で
あ

る
場

合
に

、
介

助
を

し
て

い

る
家

族
や

サ
ー

ビ
ス

等
を

記
入

す
る

。
た

だ
し

、
実

際
は

利
用

者
が

で
き

る
力

を
有

し
て

い

る
と

判
断

し
た

場
合

は
、
「

実
際

に
は

で
き

る
」

と
い

う
主

旨
を

記
入

す
る

。

補
足

説
明

・
「

一
部

介
助

」
や

「
全

介
助

」
を

選
択

し
た

場
合

は
【

介
助

の
状

況
】

や
【

誰
が

担
っ

て

い
る

か
】

を
把

握
す

る
。

・
「

自
立

」
や

「
一

部
介

助
」

を
選

択
し

た
場

合
、

本
人

が
行

っ
て

い
る

様
子

が
解

る
よ

う

に
把

握
し

た
事

を
特

記
事

項
に

記
入

す
る

。

記
入

要
領

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）」

の
決

定
に

影
響

が
あ

り
そ

う
な

「
状

態
」

に
対

し
て

の
、

利
用

者
を

支
え

る
た

め
に

チ
ー

ム
と

し
て

機
能

し
て

い
る

他
の

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

を
記

入
す

る
。

意
見

を
述

べ
た

者
の

所
属

及
び

職
名

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る

（
例

：
Ａ

診
療

所
Ｂ

医
師

））
。

医
師

・

専
門

職
等

の
意

見
補

足
説

明

・
生

活
を

送
る

上
で

の
留

意
点

を
医

師
・

専
門

職
等

か
ら

聴
取

し
た

内
容

を
意

見
と

し
て

「
～

に
留

意
す

る
こ

と
が

必
要

」
と

い
う

主
旨

で
記

入
す

る
。

記
入

要
領

「
状

態
」
、「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

、「
利

用
者

意
向

」、
「

家
族

意
向

」、
「

医
師

・
専

門
職

等
意

見
」

か
ら

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
に

、
介

護
支

援
専

門
員

が
必

要
だ

と
判

断
し

た
こ

と
を

「
○

○
が

必
要

」
と

記
入

す
る

。

補
足

説
明

・「
状

態
」

～
「

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

」
を

総
合

的
に

捉
え

て
、

利
用

者
が

楽
し

み
の

あ
る

幸
せ

な
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
と

判
断

し
た

こ
と

を
記

入
す

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
名

を
入

れ
て

、
そ

の
必

要
性

の
判

断
を

記
入

す
る

欄
で

は
な

い
事

に
留

意
す

る
。

例

「
賞

味
期

限
切

れ
の

物
を

食
べ

な
い

よ
う

に
食

品
管

理
を

す
る

訪
問

介
護

が
必

要
」

→
「

体
調

を
崩

さ
な

い
よ

う
に

食
品

の
「

賞
味

期
限

管
理

が
必

要
」

C
M

判
断

記
入

要
領

「
状

態
」

欄
に

記
入

し
た

「
維

持
・

改
善

の
要

素
、

利
点

」
等

を
活

用
し

、
介

護
支

援

専
門

員
が

、
利

用
者

や
家

族
の

「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

に
つ

い
て

「
利

用
者

意
向

」

「
家

族
意

向
」

に
転

換
す

る
た

め
の

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

ま
た

、

意
向

が
あ

っ
て

も
、

利
用

者
や

家
族

の
「

意
向

の
度

合
」

が
低

い
場

合
は

、
高

め
る

よ

う
介

護
支

援
専

門
員

が
利

用
者

や
家

族
に

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

・
実

施
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

を
し

て
い

る
場

合

・
検

討
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
る

場
合

・
未

検
討

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
な

い
場

合

・
不

要
：

意
向

へ
働

き
か

け
る

必
要

が
な

い
場

合

（
例

）
既

に
意

向
が

高
い

、「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」
が

な
い

場
合

等
。

補
足

説
明

・
上

記
の

内
、

❷
と
➏

が
一

致
し

て
い

る
場

合
は

「
不

要
」

に
〇

を
付

け
る

。
❷

と
➏

が
一

致
し

て
い

な
い
（

意
向

の
表

明
が

困
難

な
場

合
を

含
む

）
場

合
の

働
き

か
け

に
つ

い
て

、
中

」「
検

討
中

」「
未

検
討

」
の

い
ず

れ
か

に
〇

を
付

け
る

。

・
意

向
へ

の
働

き
か

け
は

、
利

用
者

が
意

欲
を

獲
得

す
る

と
い

う
自

立
支

援
の

土
台

作

り
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
選

択
す

る
。

C
M

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

記
入

要
領

意
向

へ
の

働
き

か
け

が
困

難
で

あ
る

場
合

に
は

、
対

応
難

度
の

「
困

難
」

の
欄

に
○

を

付
け

る
。

補
足

説
明

・
「

働
き

か
け

が
困

難
な

場
合

」
＝

援
助

関
係

を
築

く
の

に
時

間
を

要
す

る
場

合
な

ど

対
応

難
度

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

4
3

3
ペ

ー
ジ

を
参

照
く

だ
さ

い
。

「
実

施

1
7

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。

20

状状
  

態態
  

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

  

A
D

L
 

記
入

要
領

 

食
事

場
所

 

「
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
具

体
的

な
食

事
場

所
を

記
入

す
る

。
 

入
浴

 

余
白

に
入

浴
場

所
、

入
浴

方
法

、
介

助
状

況
、

介
助

者
等

に
つ

い
て

記
入

す
る

。
 

使
用

機
器

 

「
そ

の
他

」
に

○
を

つ
け

た
場

合
は

、
使

用
機

器
等

を
具

体
的

に
記

入
す

る
。

 

補
足

説
明

 

・
生

活
を

送
る

う
え

で
の

動
作

に
つ

い
て

把
握

す
る

。

IA
D

L
 

記
入

要
領

 

「
買

物
」

か
ら

「
服

薬
状

況
」

ま
で

の
特

記
事

項
（

車
の

運
転

除
く

）
 

特
記

事
項

に
は

、
現

在
、

一
部

介
助

又
は

全
介

助
の

状
態

で
あ

る
場

合
に

、
介

助
を

し
て

い

る
家

族
や

サ
ー

ビ
ス

等
を

記
入

す
る

。
た

だ
し

、
実

際
は

利
用

者
が

で
き

る
力

を
有

し
て

い

る
と

判
断

し
た

場
合

は
、
「

実
際

に
は

で
き

る
」

と
い

う
主

旨
を

記
入

す
る

。
 

補
足

説
明

 

・
「

一
部

介
助

」
や

「
全

介
助

」
を

選
択

し
た

場
合

は
【

介
助

の
状

況
】

や
【

誰
が

担
っ

て

い
る

か
】

を
把

握
す

る
。

 

・
「

自
立

」
や

「
一

部
介

助
」

を
選

択
し

た
場

合
、

本
人

が
行

っ
て

い
る

様
子

が
解

る
よ

う

に
把

握
し

た
事

を
特

記
事

項
に

記
入

す
る

。
 

記
入

要
領

 

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）」

の
決

定
に

影
響

が
あ

り
そ

う
な

「
状

態
」

に
対

し
て

の
、

利
用

者
を

支
え

る
た

め
に

チ
ー

ム
と

し
て

機
能

し
て

い
る

他
の

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

を
記

入
す

る
。

意
見

を
述

べ
た

者
の

所
属

及
び

職
名

を
カ

ッ
コ

書
き

に
よ

り
明

記
す

る

（
例

：
Ａ

診
療

所
Ｂ

医
師

）
。

 
医医

師師
・・

  

専専
門門

職職
等等

  

のの
意意

見見
  

補
足

説
明

 

・
生

活
を

送
る

上
で

の
留

意
点

を
医

師
・

専
門

職
等

か
ら

聴
取

し
た

内
容

を
意

見
と

し
て

「
～

に
留

意
す

る
こ

と
が

必
要

」
と

い
う

主
旨

で
記

入
す

る
。

記
入

要
領

 

「
状

態
」
、「

問
題

（
困

り
ご

と
）」

、「
利

用
者

意
向

」、
「

家
族

意
向

」、
「

医
師

・
専

門
職

等
意

見
」

か
ら

、
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
に

、
介

護
支

援
専

門
員

が
必

要
だ

と
判

断
し

た
こ

と
を

「
○

○
が

必
要

」
と

記
入

す
る

。  

補
足

説
明

 

・「
状

態
」

～
「

医
師

・
専

門
職

等
の

意
見

」
を

総
合

的
に

捉
え

て
、

利
用

者
が

楽
し

み
の

あ
る

幸
せ

な
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
と

判
断

し
た

こ
と

を
記

入
す

る
。

 

・
サ

ー
ビ

ス
名

を
入

れ
て

、
そ

の
必

要
性

の
判

断
を

記
入

す
る

欄
で

は
な

い
事

に
留

意
す

る
。

例

「
賞

味
期

限
切

れ
の

物
を

食
べ

な
い

よ
う

に
食

品
管

理
を

す
る

訪
問

介
護

が
必

要
」

 

→
「

体
調

を
崩

さ
な

い
よ

う
に

食
品

の
賞

味
期

限
管

理
が

必
要

」

CC
MM

判判
断断

  

記
入

要
領

 

「
状

態
」

欄
に

記
入

し
た

「
維

持
・

改
善

の
要

素
、

利
点

」
等

を
活

用
し

、
介

護
支

援

専
門

員
が

、
利

用
者

や
家

族
の

「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

に
つ

い
て

「
利

用
者

意
向

」

「
家

族
意

向
」

に
転

換
す

る
た

め
の

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

ま
た

、

意
向

が
あ

っ
て

も
、

利
用

者
や

家
族

の
「

意
向

の
度

合
」

が
低

い
場

合
は

、
高

め
る

よ

う
介

護
支

援
専

門
員

が
利

用
者

や
家

族
に

働
き

か
け

を
し

て
い

る
か

を
記

入
す

る
。

 

・
実

施
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

を
し

て
い

る
場

合

・
検

討
中

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
る

場
合

・
未

検
討

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
て

い
な

い
場

合

・
不

 
要

：
意

向
へ

働
き

か
け

る
必

要
が

な
い

場
合

 （
例

）
既

に
意

向
が

高
い

、「
問

題
（

困
り

ご
と

）
」

が
な

い
場

合
等

。 
補

足
説

明
 

・
意

向
の

度
合

い
が

高
く

意
向

と
 C

M
 
判

断
が

一
致

し
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

そ
の

意
向

の
度

合
い

を
維

持
し

て
い

く
よ

う
働

き
か

け
が

必
要

な
場

合
は

「
実

施
中

」

「
検

討
中

」
「

未
検

討
」

に
〇

を
付

け
る

。

・
意

向
へ

の
働

き
か

け
は

、
利

用
者

が
意

欲
を

獲
得

す
る

と
い

う
自

立
支

援
の

土
台

作

り
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
選

択
す

る
。

CC
MM

のの
利利

用用
者者

  

・・
家家

族族
のの

意意
向向

へへ
のの

働働
きき

かか
けけ

記
入

要
領

 

意
向

へ
の

働
き

か
け

が
困

難
で

あ
る

場
合

に
は

、
対

応
難

度
の

「
困

難
」

の
欄

に
○

を

付
け

る
。

 

補
足

説
明

 

・
「

働
き

か
け

が
困

難
な

場
合

」
＝

援
助

関
係

を
築

く
の

に
時

間
を

要
す

る
場

合
な

ど
 

対対
応応

難難
度度

  

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

１
７

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。
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⑦
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

③ ⑦

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

③
へ

統
合

1

不
要

実
施

中

阻

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

⑧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

⑥ ⑧
⑥

へ
統

合

阻
中

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

⑥
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

⑥ ⑧

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
　

　
　

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断

問問
題題

（（
困困

りり
ごご

とと
）

状状
態態

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

／／
優優

先先
順順

位位

そ

記
入

要
領

 

補
足

説
明

 

・
「

利
用

者
意

向
」

又
は

「
家

族
意

向
」

と
「

Ｃ
Ｍ

判
断

」
が

一
致

し
な

か
っ

た
内

容
の

項
目

に
つ

い
て

、

そ
の

理
由

を
記

入
す

る
。

・
意

向
の

表
明

が
「

な
し

」
の

場
合

や
、

「
何

も
困

っ
て

い
な

い
し

、
し

た
い

こ
と

も
な

い
」

等
の

場
合

で

あ
っ

て
、

「
CM

判
断

」
に

「
～

す
る

こ
と

は
出

来
る

は
ず

だ
か

ら
〇

〇
が

必
要

等
」

と
記

入
し

た
場

合
、

一
致

し
な

か
っ

た
理

由
を

記
入

。

記
入

要
領

 

補
足

説
明

 

・
「

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
」

を
記

入
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
し

て
気

が

付
い

た
こ

と
を

記
入

す
る

。

・
利

用
者

・
家

族
と

対
話

を
通

じ
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

や
多

職
種

等
か

ら
の

意
見

聴
取

を
行

っ
て

気
付

い
た

こ

と
を

記
入

。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 

））））

作
成

日

作
成

者
（

ズ
）

東
京

都
福

祉
保

健
財

団
 

「
３

訂
版

 
介

護
支

援
専

門
員

実
務

研
修

テ
キ

ス
ト

」
P

4
3

0
～

4
3

9
 

2
0

2
4

年
 

一
部

改
変

 

状状
  

態態
  

社
会

交
流

 
そ

の
他

留
意

 

す
べ

き
事

項
・

 

状
況

 

記
入

要
領

 

そ
の

他
留

意
す

べ
き

事
項

・
状

況
 

利
用

者
の

特
別

な
状

況
（

虐
待

・
経

済
的

困
窮

、
身

寄
り

の
な

い
方

、
外

国
人

の
方

、
医

療
依

存
度

の
高

い
状

況
、

看
取

り
、

生
活

上
の

こ
だ

わ
り

、
趣

味
、

得
意

な
こ

と
、

他
制

度
と

の
連

携
等

）
に

つ
い

て
記

入
す

る
。

ま
た

、
家

族
な

ど
と

の
か

か
わ

り
の

状
況

（
家

庭
内

で
の

役
割

）
等

に
つ

い
て

記
入

す
る

。
 

補
足

説
明

 

・「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
～

「
社

会
交

流
」

ま
で

の
7

項
目

で
表

せ
な

か
っ

た
留

意
す

べ
き

こ

と
や

状
況

を
記

入
す

る
。

 

補
足

説
明

 

・
「

社
会

参
加

」
と

「
対

人
交

流
」

を
区

別
し

て
記

入
す

る
。

 

・
現

在
の

参
加

や
交

流
だ

け
で

な
く

過
去

の
参

加
や

交
流

に
つ

い
て

も
記

入
し

て
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

把
握

す
る

。

例
 

社
会

参
加

：「
以

前
は

町
会

の
手

伝
い

を
行

っ
て

い
た

が
、

今
は

行
っ

 

 
て

い
な

い
」

 

対
人

交
流

：
「

月
に

1
回

程
度

友
人

と
電

話
で

話
す

」
 

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題題

（（
ニニ

ーー
ズズ

））
／／

優優
先先

順順
位位

  

記
入

要
領

 

・「
利

用
者

意
向

」
と

「
Ｃ

Ｍ
判

断
」

が
一

致
し

た
内

容
を

記
入

す
る

。
意

向
が

高
い

場
合

は
文

末
を

「
～

し
た

い
」

等
と

し
、

意
向

が
低

い
場

合
は

文
末

を
「

～
す

る
」

等
と

す
る

。
 

・「
利

用
者

意
向

」
欄

に
「

な
し

」
と

記
入

し
、

利
用

者
の

意
向

が
実

際
に

な
く

、「
家

族
意

向
」

と
「

Ｃ
Ｍ

判
断

」
が

一
致

し
て

お
り

、
利

用
者

に
提

案
可

能
な

内
容

で
あ

る
場

合
は

、
そ

の
ニ

ー
ズ

を
記

入
す

る
。

そ
の

場
合

は
、

文
末

に
家

族
の

誰
で

あ
る

か
を

カ
ッ

コ
書

き
に

よ
り

明
記

す
る

（
例

：
（

妻
））

。
 

・「
利

用
者

意
向

」
又

は
「

家
族

意
向

」
と

「
Ｃ

Ｍ
判

断
」

が
一

致
し

な
い

場
合

は
、

何
も

記
入

し
な

い
。

 

・
先

頭
の

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）
」

か
ら

順
番

に
番

号
を

付
け

る
。

補
足

説
明

 

・
「

利
用

者
の

意
向

」
と

「
C

M
の

判
断

」
が

一
致

し
た

場
合

、
整

理
前

ニ
ー

ズ
に

記

載
す

る
こ

と
に

な
る

が
、

表
明

さ
れ

た
意

向
の

中
で

核
心

と
な

る
内

容
を

記
入

す
る

。 

例
 

意
 

向
 

：「
想

い
出

の
調

度
品

が
あ

る
こ

の
家

で
一

人
暮

ら
し

を
続

け
た

い
の

で
、

今
で

き
て

い
る

ト
イ

レ
へ

1
人

で
行

っ
て

用
を

済
ま

せ
る

こ
と

を
続

け
た

い
」

 

整
理

前
ニ

ー
ズ

：「
ト

イ
レ

へ
一

人
で

行
っ

て
用

を
済

ま
せ

続
け

た
い

」
 

・
整

理
前

ニ
ー

ズ
は

各
項

目
１

つ
と

は
限

ら
な

い
た

め
、
複

数
の

整
理

前
ニ

ー
ズ

を
そ

れ
ぞ

れ
区

別
し

て
記

入
す

る
。（

上
記

例
示

参
照

）
 

・
す

べ
て

の
項

目
つ

い
て

整
理

前
ニ

ー
ズ

が
出

揃
っ

た
ら

、「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」

に
も

っ
と

も
近

い
整

理
前

ニ
ー

ズ
を

「
①

」
と

し
、

以
降

通
し

番
号

を
付

け
る

。
 

記
入

要
領

 

「
整

理
前

」
の

｢
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

｣
の

中
で

、
互

い
に

関
連

し
て

い
る

ニ
ー

ズ
が

あ

れ
ば

、
当

該
ニ

ー
ズ

の
番

号
を

記
入

す
る

。
 

補
足

説
明

 

・
4

枚
の

シ
ー

ト
を

並
べ

て
、

各
整

理
前

ニ
ー

ズ
の

内
容

を
俯

瞰
的

に
捉

え
て

、
関

連
す

る
整

理
前

ニ
ー

ズ
を

記
入

す
る

。
 

例
 

社
会

交
流

の
整

理
前

ニ
ー

ズ
⑥

と
、

そ
の

他
の

留
意

す
べ

き
事

項
・

状
況

の
整

理
前

ニ
ー

ズ
⑧

が
関

連
す

る

場
合

 

⑥
の

整
理

前
ニ

ー
ズ

の
関

連
の

欄
に

「
⑥

⑧
」

と
記

入
し

、

⑧
の

整
理

前
ニ

ー
ズ

の
関

連
の

欄
に

も
「

⑥
⑧

」
と

記
入

す
る

。
（

上
記

例
示

参
照

）

記
入

要
領

 

関
連

し
て

い
る

ニ
ー

ズ
を

比
較

し
、

最
も

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
ニ

ー
ズ

を
「

整
理

後
」

欄
に

記

入
す

る
。

統
合

さ
れ

た
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

は
、
「

整
理

後
」

欄
に

「
（

統
合

先
の

ニ
ー

ズ
番

号
）

へ
統

合
。
」

と
記

入
す

る
。
（

別
紙

「
整

理
前

ニ
ー

ズ
の

相
互

関
連

を
検

討
し

、
整

理
後

ニ
ー

ズ
に

統
合

す
る

と
き

の
基

本
的

手
法

」
及

び
上

記
例

示
参

照
）

 

補
足

説
明

 

・
関

連
し

て
い

る
整

理
前

ニ
ー

ズ
を

俯
瞰

的
に

捉
え

て
、

利
用

者
の

生
活

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

暮
ら

し

の
た

め
に

、
今

の
生

活
が

活
性

化
す

る
ニ

ー
ズ

を
選

択
す

る
。

整整
理理

前前
  

ニニ
ーー

ズズ❾
 

記
入

要
領

 

・「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）
」

の
中

で
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生
活

を
送

る
た

め

に
、

最
も

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
と

考
え

ら
れ

る
ニ

ー
ズ

か
ら

優
先

順
位

を
付

け
る

。
 

た
だ

し
、

生
命

が
脅

か
さ

れ
る

よ
う

な
緊

急
性

の
高

い
ニ

ー
ズ

が
あ

る
場

合
に

は
、

そ
れ

が
上

位
に

く
る

。
 

優優
先先

  

順順
位位

  

❿
 

関関
連連

  

⓫
 

整整
理理

後後
  

ニニ
ーー

ズズ

((統統
合合

))

⓬
 

 

 

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

１
７

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。
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⑦
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

③ ⑦

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

③
へ

統
合

1

不
要

実
施

中

阻

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

⑧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

⑥ ⑧
⑥

へ
統

合

阻
中

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

⑥
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

 ⑥ ⑧

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
　

　
　

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意意
向向

・・
意意

見見
・・

判判
断断

問問
題題

（（
困困

りり
ごご

とと
））

状状
態態

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題題

（（
ニニ

ーー
ズズ

））

／／
優優

先先
順順

位位

記
入

要
領

 

補
足

説
明

 

・
「

利
用

者
意

向
」

又
は

「
家

族
意

向
」

と
「

Ｃ
Ｍ

判
断

」
が

一
致

し
な

か
っ

た
内

容
の

項
目

に
つ

い
て

、

そ
の

理
由

を
記

入
す

る
。

・
意

向
の

表
明

が
「

な
し

」
の

場
合

や
、

「
何

も
困

っ
て

い
な

い
し

、
し

た
い

こ
と

も
な

い
」

等
の

場
合

で

あ
っ

て
、

「
CM

判
断

」
に

「
～

す
る

こ
と

は
出

来
る

は
ず

だ
か

ら
〇

〇
が

必
要

等
」

と
記

入
し

た
場

合
、

一
致

し
な

か
っ

た
理

由
を

記
入

。

記
入

要
領

 

補
足

説
明

 

・
「

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
」

を
記

入
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
し

て
気

が

付
い

た
こ

と
を

記
入

す
る

。

・
利

用
者

・
家

族
と

対
話

を
通

じ
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

や
多

職
種

等
か

ら
の

意
見

聴
取

を
行

っ
て

気
付

い
た

こ

と
を

記
入

。

東
京

都
福

祉
保

健
財

団
 

「
３

訂
版

 
介

護
支

援
専

門
員

実
務

研
修

テ
キ

ス
ト

」
P

4
3

0
～

4
3

9
 

2
0

2
4

年
 

一
部

改
変

 

状状
  

態態
  

社
会

交
流

 
そ

の
他

留
意

 

す
べ

き
事

項
・

 

状
況

 

記
入

要
領

 

そ
の

他
留

意
す

べ
き

事
項

・
状

況
 

利
用

者
の

特
別

な
状

況
（

虐
待

・
経

済
的

困
窮

、
身

寄
り

の
な

い
方

、
外

国
人

の
方

、
医

療
依

存
度

の
高

い
状

況
、

看
取

り
、

生
活

上
の

こ
だ

わ
り

、
趣

味
、

得
意

な
こ

と
、

他
制

度
と

の
連

携
等

）
に

つ
い

て
記

入
す

る
。

ま
た

、
家

族
な

ど
と

の
か

か
わ

り
の

状
況

（
家

庭
内

で
の

役
割

）
等

に
つ

い
て

記
入

す
る

。
 

補
足

説
明

 

・「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
～

「
社

会
交

流
」

ま
で

の
7

項
目

で
表

せ
な

か
っ

た
留

意
す

べ
き

こ

と
や

状
況

を
記

入
す

る
。

 

補
足

説
明

 

・
「

社
会

参
加

」
と

「
対

人
交

流
」

を
区

別
し

て
記

入
す

る
。

 

・
現

在
の

参
加

や
交

流
だ

け
で

な
く

過
去

の
参

加
や

交
流

に
つ

い
て

も
記

入
し

て
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

把
握

す
る

。

例
 

社
会

参
加

：「
以

前
は

町
会

の
手

伝
い

を
行

っ
て

い
た

が
、

今
は

行
っ

 

 
て

い
な

い
」

 

対
人

交
流

：
「

月
に

1
回

程
度

友
人

と
電

話
で

話
す

」
 

生生
活活

全全
般般

のの
解解

決決
すす

べべ
きき

課課
題題

（（
ニニ

ーー
ズズ

））
／／

優優
先先

順順
位位

  

記
入

要
領

 

・「
利

用
者

意
向

」
と

「
Ｃ

Ｍ
判

断
」

が
一

致
し

た
内

容
を

記
入

す
る

。
意

向
が

高
い

場
合

は
文

末
を

「
～

し
た

い
」

等
と

し
、

意
向

が
低

い
場

合
は

文
末

を
「

～
す

る
」

等
と

す
る

。
 

・「
利

用
者

意
向

」
欄

に
「

な
し

」
と

記
入

し
、

利
用

者
の

意
向

が
実

際
に

な
く

、「
家

族
意

向
」

と
「

Ｃ
Ｍ

判
断

」
が

一
致

し
て

お
り

、
利

用
者

に
提

案
可

能
な

内
容

で
あ

る
場

合
は

、
そ

の
ニ

ー
ズ

を
記

入
す

る
。

そ
の

場
合

は
、

文
末

に
家

族
の

誰
で

あ
る

か
を

カ
ッ

コ
書

き
に

よ
り

明
記

す
る

（
例

：
（

妻
））

。
 

・「
利

用
者

意
向

」
又

は
「

家
族

意
向

」
と

「
Ｃ

Ｍ
判

断
」

が
一

致
し

な
い

場
合

は
、

何
も

記
入

し
な

い
。

 

・
先

頭
の

「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）
」

か
ら

順
番

に
番

号
を

付
け

る
。

補
足

説
明

 

・
「

利
用

者
の

意
向

」
と

「
C

M
の

判
断

」
が

一
致

し
た

場
合

、
整

理
前

ニ
ー

ズ
に

記

載
す

る
こ

と
に

な
る

が
、

表
明

さ
れ

た
意

向
の

中
で

核
心

と
な

る
内

容
を

記
入

す
る

。 

例
 

意
 

向
 

：「
想

い
出

の
調

度
品

が
あ

る
こ

の
家

で
一

人
暮

ら
し

を
続

け
た

い
の

で
、

今
で

き
て

い
る

ト
イ

レ
へ

1
人

で
行

っ
て

用
を

済
ま

せ
る

こ
と

を
続

け
た

い
」

 

整
理

前
ニ

ー
ズ

：「
ト

イ
レ

へ
一

人
で

行
っ

て
用

を
済

ま
せ

続
け

た
い

」
 

・
整

理
前

ニ
ー

ズ
は

各
項

目
１

つ
と

は
限

ら
な

い
た

め
、
複

数
の

整
理

前
ニ

ー
ズ

を
そ

れ
ぞ

れ
区

別
し

て
記

入
す

る
。（

上
記

例
示

参
照

）
 

・
す

べ
て

の
項

目
つ

い
て

整
理

前
ニ

ー
ズ

が
出

揃
っ

た
ら

、「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」

に
も

っ
と

も
近

い
整

理
前

ニ
ー

ズ
を

「
①

」
と

し
、

以
降

通
し

番
号

を
付

け
る

。
 

記
入

要
領

 

「
整

理
前

」
の

｢
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

｣
の

中
で

、
互

い
に

関
連

し
て

い
る

ニ
ー

ズ
が

あ

れ
ば

、
当

該
ニ

ー
ズ

の
番

号
を

記
入

す
る

。
 

補
足

説
明

 

・
4

枚
の

シ
ー

ト
を

並
べ

て
、

各
整

理
前

ニ
ー

ズ
の

内
容

を
俯

瞰
的

に
捉

え
て

、
関

連
す

る
整

理
前

ニ
ー

ズ
を

記
入

す
る

。
 

例
 

社
会

交
流

の
整

理
前

ニ
ー

ズ
⑥

と
、

そ
の

他
の

留
意

す
べ

き
事

項
・

状
況

の
整

理
前

ニ
ー

ズ
⑧

が
関

連
す

る

場
合

 

⑥
の

整
理

前
ニ

ー
ズ

の
関

連
の

欄
に

「
⑥

⑧
」

と
記

入
し

、

⑧
の

整
理

前
ニ

ー
ズ

の
関

連
の

欄
に

も
「

⑥
⑧

」
と

記
入

す
る

。
（

上
記

例
示

参
照

）

記
入

要
領

 

関
連

し
て

い
る

ニ
ー

ズ
を

比
較

し
、

最
も

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
ニ

ー
ズ

を
「

整
理

後
」

欄
に

記

入
す

る
。

統
合

さ
れ

た
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

は
、
「

整
理

後
」

欄
に

「
（

統
合

先
の

ニ
ー

ズ
番

号
）

へ
統

合
。
」

と
記

入
す

る
。
（

別
紙

「
整

理
前

ニ
ー

ズ
の

相
互

関
連

を
検

討
し

、
整

理
後

ニ
ー

ズ
に

統
合

す
る

と
き

の
基

本
的

手
法

」
及

び
上

記
例

示
参

照
）

 

補
足

説
明

 

・
関

連
し

て
い

る
整

理
前

ニ
ー

ズ
を

俯
瞰

的
に

捉
え

て
、

利
用

者
の

生
活

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

暮
ら

し

の
た

め
に

、
今

の
生

活
が

活
性

化
す

る
ニ

ー
ズ

を
選

択
す

る
。

整整
理理

前前
  

ニニ
ーー

ズズ❾
 

記
入

要
領

 

・「
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）
」

の
中

で
利

用
者

が
楽

し
み

の
あ

る
幸

せ
な

生
活

を
送

る
た

め

に
、

最
も

利
用

者
の

生
活

を
活

性
化

さ
せ

る
と

考
え

ら
れ

る
ニ

ー
ズ

か
ら

優
先

順
位

を
付

け
る

。
 

た
だ

し
、

生
命

が
脅

か
さ

れ
る

よ
う

な
緊

急
性

の
高

い
ニ

ー
ズ

が
あ

る
場

合
に

は
、

そ
れ

が
上

位
に

く
る

。
 

優優
先先

  

順順
位位

  

❿
 

関関
連連

  

⓫
 

整整
理理

後後
  

ニニ
ーー

ズズ

((統統
合合

))

⓬
 

 

 

※
「

状
態

」
欄

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
は

１
７

ペ
ー

ジ
を

参
照

く
だ

さ
い

。
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ⅣⅣ ケアプラン確認シート

⑴ ケアプラン確認シートとは

「ケアプラン確認シート」は、「リ・アセスメント支援シート」と「ケ

アプラン第２表」との関係及び「ケアプラン第２表」の構造を示している。

⑵ ケアプラン確認シートで確認できること

シート右側の利用者・家族と共に検討するケアプラン第２表を活用して

「ケアプラン第２表」が適切に作成されているかを確認することができ

る。

状
態

問
題
（
困
り
ご
と
）

意
向
・
意
見
・
判
断

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

優
先

順
位

整
理
前
 

関
連

整
理
後
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

・

認
知

と
行

動
・

家
族

・

知
人

等
の

介

護
力

・
健

康

状
態

・
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

Ｉ
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

社
会

交

流
・

特
別

な

状
態

利
用
者

利
用
者

○
○
し
た
い
。

す
る
よ
う
に
な
る
。

サ
ー

ビ
ス

の
根

拠
と

な
る

ニ
ー

ズ
 

家
 
族

家
 
族

○
○
さ
せ
た
い
。

し
て
ほ
し
い
。

医
師
・

専
門
職
等

意
見

○
○
が
必
要
。

○
○
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

Ｃ
Ｍ

判
断

○
○
が
必
要
。

【
出
典
：
『
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
基
本
的
考
え
方
』
佐
藤
信
人
Ｐ
８
５
一
部
改
変
】

利
用
者

( a
nd

･o
r)

 家
族
の
意
向

「
○
○
し
た
い
」

「
○
○
さ
せ
た
い
」

Ｃ
Ｍ
の
判
断

「
○
○
が
必
要
」

合
意
・
一
致

（
利
用
者
側
）

（
サ
ー
ビ
ス
側
）

サ
ー
ビ
ス
の
根
拠
と
な
る
ニ
ー
ズ

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）

��

生
活
全

般
の
解
決

す
べ

き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

目
 
標

援
 

助
 

内
容
 

長
期
目
標

(期
間
)

短
期
目
標

(期
間
)

サ
ー
ビ
ス
内
容

※
1

サ
ー
ビ
ス
種
別

※
２

頻
度

期
間

利 用 者 の 回 答

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
。
 

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
。

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
私
は
、
○
○

し
て
暮
ら
す
ん
だ
。

そ
れ

が
私

の
望

み
だ
。
 

そ
の

た
め

に
、

私
は

、
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

る
。

こ
う

す
れ

ば
う

ま
く

い
く

の
で

は
な

い
か
。
 

○
○

が
必

要
で

は

な
い
か
。

自
分
で
や
る
。

家
族

が
し

て
く

れ
る
。

友
人

が
し

て
く

れ
る
。

外
の

力
を

利
用

す
る
。
そ
の
場
合
は
、

サ
ー

ビ
ス

は
こ

れ
を

活
用

す
る

の
が

一
番

良
い

の
で

は
な
い
か
。

＜
施
設
の
場
合
＞

施
設

専
門

職
が

し
て

く
れ

る
（

各
機

能
）

家 族 等 に よ る 代 弁

認
知

症
の

ケ
ー

ス
等

で
利

用
者

の
発

し
た

言
葉

な
ど

を
 

そ
の

ま
ま

書
く

こ
と

が
で

き
な

い
場

合

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
の
で
は

な
い
か
。
（
長
女
代
弁
）

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
の
で
は
な

い
か
。
（
長
女
代
弁
）

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
本
人
は
、
○

○
な
ど
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
本
人
は

そ
れ
を
望
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。

そ
の

た
め

に
、

本
人

は
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

て
は
ど
う
か
。

ケ ア プ ラ ン

記 入 の 留 意 点

※
意
向
の
高
さ
に
応
じ
て

表
現
が
変
わ
る
。
 

※
こ

の
欄

が
最

も
そ

の
人
ら
し
さ
を
表
す
。

※
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
段
取
り
。

※
短
期

目
標
を

達
成

す
る
た
め
の
段
取
り
。

※
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
に
と
ら
わ
れ
な

い
。
 

※
家
族
等
が
代
弁
す
る
場

合
、誰

の
意
見
か
を
末
尾
に

括
弧
書
き
で
明
記
。

※
必
要
に
応
じ
て
、

段
階
的
に
目
標
を
設

定
す
る
。
 

合
致
・
一
致

ケ
ア

プ
ラ

ン
確

認
シ

ー
ト

注
意

）
利

用
者

を
誘

導
し

よ
う

、
管

理
し

よ
う

と
考

え
る

こ
と

は
厳

禁
。

利
用

者
・

家
族

と
共

に
検

討
す

る
。

認
知

症
の

人
の

と
き

も
、

ニ
ー

ズ
、

長
期

目
標

、
短

期
目

標
は

利
用

者
本

人
の

視
点

・
立

場
で

検
討

し
記

載
す

る
。

Ｎ
．

Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ

モ
デ

ル
一

部
改

変

転
換

転
換

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
利

用
者

・
家

族
と

共
に

検
討

す
る

ケ
ア

プ
ラ

ン
第

２
表

 

１１
３３

５５
７７

・
誰

が
す

る
の

で
す

か
？

・
そ
れ
は
何
故
で
す
か
？

・
ニ
ー
ズ
が
実
現
し
た
ら
、
あ
な

た
（
本
人
）
に
は
ど
ん
な
生
活
が

拡
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

・
あ
な
た
（
本
人
）
は
ど
ん
な
生

活
が
し
た
く
て
、
そ
う
思
う
の
で

す
か
？

W
h
y？

 

な
ぜ

？
 

・
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
あ
な
た

(本
人

)は
ど
う
す
る

の
で
す
か
？

・
短
期
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
（
本
人

に
）
は
具
体
的
に
は
、
何

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か
？

W
h
a
t？

 

何
を

？
 

H
o
w

？

ど
う

す
る

？

W
h
o
？

 

誰
が

？

２２
４４

６６
８８

Ｃ Ｍ に よ る 働 き か け

９９

そ
の

ま
ま

記
載

す
る

。

ⅣⅣ ケアプラン確認シート

⑴ ケアプラン確認シートとは

「ケアプラン確認シート」は、「リ・アセスメント支援シート」と「ケ

アプラン第２表」との関係及び「ケアプラン第２表」の構造を示している。

⑵ ケアプラン確認シートで確認できること

シート右側の利用者・家族と共に検討するケアプラン第２表を活用して

「ケアプラン第２表」が適切に作成されているかを確認することができ

る。

状
態

問
題
（
困
り
ご
と
）

意
向
・
意
見
・
判
断

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

優
先

順
位

整
理
前
 

関
連

整
理
後
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

・

認
知

と
行

動
・

家
族

・

知
人

等
の

介

護
力

・
健

康

状
態

・
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

Ｉ
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

社
会

交

流
・

特
別

な

状
態

利
用
者

利
用
者

○
○
し
た
い
。

す
る
よ
う
に
な
る
。

サ
ー

ビ
ス

の
根

拠
と

な
る

ニ
ー

ズ
家
 
族

家
 
族

○
○
さ
せ
た
い
。

し
て
ほ
し
い
。

医
師
・

専
門
職
等

意
見

○
○
が
必
要
。

○
○
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

Ｃ
Ｍ

判
断

○
○
が
必
要
。

【
出
典
：
『
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
基
本
的
考
え
方
』
佐
藤
信
人
Ｐ
８
５
一
部
改
変
】

利
用
者

( a
nd

･o
r)

 家
族
の
意
向

「
○
○
し
た
い
」

「
○
○
さ
せ
た
い
」

Ｃ
Ｍ
の
判
断

「
○
○
が
必
要
」

合
意
・
一
致

（
利
用
者
側
）

（
サ
ー
ビ
ス
側
）

サ
ー
ビ
ス
の
根
拠
と
な
る
ニ
ー
ズ

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）

��

生
活
全

般
の
解
決

す
べ

き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

目
 
標

援
 

助
 

内
容
 

長
期
目
標

(期
間
)

短
期
目
標

(期
間
)

サ
ー
ビ
ス
内
容

※
1

サ
ー
ビ
ス
種
別

※
２

頻
度

期
間

利 用 者 の 回 答

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
。
 

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
。

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
私
は
、
○
○

し
て
暮
ら
す
ん
だ
。

そ
れ

が
私

の
望

み
だ
。

そ
の

た
め

に
、

私
は

、
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

る
。

こ
う

す
れ

ば
う

ま
く

い
く

の
で

は
な

い
か
。
 

○
○

が
必

要
で

は

な
い
か
。

自
分
で
や
る
。

家
族

が
し

て
く

れ
る
。

友
人

が
し

て
く

れ
る
。

外
の

力
を

利
用

す
る
。
そ
の
場
合
は
、

サ
ー

ビ
ス

は
こ

れ
を

活
用

す
る

の
が

一
番

良
い

の
で

は
な
い
か
。

＜
施
設
の
場
合
＞

施
設

専
門

職
が

し
て

く
れ

る
（

各
機

能
）

家 族 等 に よ る 代 弁

認
知

症
の

ケ
ー

ス
等

で
利

用
者

の
発

し
た

言
葉

な
ど

を
 

そ
の

ま
ま

書
く

こ
と

が
で

き
な

い
場

合

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
の
で
は

な
い
か
。
（
長
女
代
弁
）

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
の
で
は
な

い
か
。
（
長
女
代
弁
）

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
本
人
は
、
○

○
な
ど
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
本
人
は

そ
れ
を
望
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。

そ
の

た
め

に
、

本
人

は
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

て
は
ど
う
か
。

ケ ア プ ラ ン

記 入 の 留 意 点

※
意
向
の
高
さ
に
応
じ
て

表
現
が
変
わ
る
。

※
こ

の
欄

が
最

も
そ

の
人
ら
し
さ
を
表
す
。

※
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
段
取
り
。

※
短
期

目
標
を

達
成

す
る
た
め
の
段
取
り
。

※
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
に
と
ら
わ
れ
な

い
。

※
家
族
等
が
代
弁
す
る
場

合
、誰

の
意
見
か
を
末
尾
に

括
弧
書
き
で
明
記
。

※
必
要
に
応
じ
て
、

段
階
的
に
目
標
を
設

定
す
る
。

合
致
・
一
致

ケ
ア

プ
ラ

ン
確

認
シ

ー
ト

注
意

）
利

用
者

を
誘

導
し

よ
う

、
管

理
し

よ
う

と
考

え
る

こ
と

は
厳

禁
。

利
用

者
・

家
族

と
共

に
検

討
す

る
。

認
知

症
の

人
の

と
き

も
、

ニ
ー

ズ
、

長
期

目
標

、
短

期
目

標
は

利
用

者
本

人
の

視
点

・
立

場
で

検
討

し
記

載
す

る
。

Ｎ
．

Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ

モ
デ

ル
一

部
改

変

転
換

転
換

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
利

用
者

・
家

族
と

共
に

検
討

す
る

ケ
ア

プ
ラ

ン
第

２
表

 

１１
 

３３
 

５５
 

７７
 

・
誰

が
す

る
の

で
す

か
？

・
そ
れ
は
何
故
で
す
か
？

・
ニ
ー
ズ
が
実
現
し
た
ら
、
あ
な

た
（
本
人
）
に
は
ど
ん
な
生
活
が

拡
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

・
あ
な
た
（
本
人
）
は
ど
ん
な
生

活
が
し
た
く
て
、
そ
う
思
う
の
で

す
か
？

W
h
y？

 

な
ぜ

？
 

・
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
あ
な
た

(本
人

)は
ど
う
す
る

の
で
す
か
？

・
短
期
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
（
本
人

に
）
は
具
体
的
に
は
、
何

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か
？

W
h
a
t？

 

何
を

？
 

H
o
w

？

ど
う

す
る

？

W
h
o
？

 

誰
が

？

２２
 

４４
 

６６
 

８８
 

Ｃ Ｍ に よ る 働 き か け

９９
 

そ
の

ま
ま

記
載

す
る

。
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状
態

 
問
題
（
困
り
ご
と
） 

意
向
・
意
見
・
判
断

 
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
(ニ

ー
ズ
) 

優
先

順
位
 

整
理
前
 

関
連
 

整
理
後
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

・

認
知

と
行

動
・

家
族

・

知
人

等
の

状

況
・

健
康

状

態
・

Ａ
Ｄ

Ｌ
・

Ｉ
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

社
会

交

流
・

そ
の

他

留
意

す
べ

き

事
項
・
状
況

 

利
用
者

 
利
用
者

 
○
○
し
た
い
。

す
る
よ
う
に
な
る
。

サ
ー

ビ
ス

の
根

拠
と

な
る

ニ
ー

ズ
家
 
族

 
家
 
族

 
○
○
さ
せ
た
い
。

し
て
ほ
し
い
。

医
師
・

 
専
門
職
等

 
意
見

 

○
○
が
必
要
。

○
○
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

Ｃ
Ｍ

 
判
断

 
○
○
が
必
要
。

【
出
典
：
『
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
基
本
的
考
え
方
』
佐
藤
信
人
Ｐ
８
５
一
部
改
変
】

 

利
用
者

 (
 a

nd
･o

r )
 家

族
の
意
向

 
「
○
○
し
た
い
」

 
「
○
○
さ
せ
た
い
」

 

Ｃ
Ｍ
の
判
断

 
「
○
○
が
必
要
」

 
 

合
意
・
一
致

 

（
利
用
者
側
）

 
（
サ
ー
ビ
ス
側
）

 

サ
ー
ビ
ス
の
根
拠
と
な
る
ニ
ー
ズ

 

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）

 

��

生
活
全
般
の
解
決
す
べ

き
課
題
(ニ

ー
ズ
) 

目
 
標
 

援
 

助
 

内
 

容
 

長
期
目
標
 

(期
間
) 

短
期
目
標
 

(期
間
) 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

※
1

サ
ー
ビ
ス
種
別
 

※
２
 
頻
度
 期

間
 

利 用 者 の 回 答  

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
。
 

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
。
 

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
私
は
、
○
○

し
て
暮
ら
す
ん
だ
。

そ
れ

が
私

の
望

み
だ
。
 

そ
の

た
め

に
、

私
は

、
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

る
。
 

こ
う

す
れ

ば
う

ま
く

い
く

の
で

は
な

い
か
。
 

○
○

が
必

要
で

は

な
い
か
。

自
分
で
や
る
。
 

家
族

が
し

て
く

れ
る
。
 

友
人

が
し

て
く

れ
る
。
 

外
の

力
を

利
用

す
る
。
そ
の
場
合
は
、

サ
ー

ビ
ス

は
こ

れ
を

活
用

す
る

の
が

一
番

良
い

の
で

は
な
い
か
。

＜
施
設
の
場
合
＞
 

施
設

専
門

職
が

し
て

く
れ

る
（

各
機

能
）
 

家 族 等 に よ る 代 弁  

認
知

症
の

ケ
ー

ス
等

で
利

用
者

の
発

し
た

言
葉

な
ど

を
 

そ
の

ま
ま

書
く

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
 

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
の
で
は

な
い
か
。
（
長
女
代
弁
）
 

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
の
で
は
な

い
か
。
（
長
女
代
弁
）
 

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
本
人
は
、
○

○
な
ど
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
本
人
は

そ
れ
を
望
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。
 

そ
の

た
め

に
、

本
人

は
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

て
は
ど
う
か
。

 

ケ ア プ ラ ン  

記 入 の 留 意 点 

※
意
向
の
高
さ
に
応
じ
て

表
現
が
変
わ
る
。

※
こ

の
欄

が
最

も
そ

の
人
ら
し
さ
を
表
す
。

※
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
段
取
り
。

※
短

期
目

標
を

達
成

す
る
た
め
の
段
取
り
。  

※
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
に
と
ら
わ
れ
な

い
。

※
家
族
等
が
代
弁
す
る
場

合
、誰

の
意
見
か
を
末
尾
に

括
弧
書
き
で
明
記
。

※
必
要
に
応
じ
て
、

段
階
的
に
目
標
を
設

定
す
る
。

合
致
・
一
致

 

ケ
ア

プ
ラ

ン
確

認
シ

ー
ト

 

注
意

）
利

用
者

を
誘

導
し

よ
う

、
管

理
し

よ
う

と
考

え
る

こ
と

は
厳

禁
。

利
用

者
・

家
族

と
共

に
検

討
す

る
。

 
認

知
症

の
人

の
と

き
も

、
ニ

ー
ズ

、
長

期
目

標
、

短
期

目
標

は
利

用
者

本
人

の
視

点
・

立
場

で
検

討
し

記
載

す
る

。
 

Ｎ
．

Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ

モ
デ

ル
一

部
改

変
 

転
換

 
転
換

 

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 

利
用

者
・

家
族

と
共

に
検

討
す

る
ケ

ア
プ

ラ
ン

第
２

表
 

１１
  

３３
  

５５
  

７７
  

・
誰

が
す

る
の

で
す

か
？

 
・
そ
れ
は
何
故
で
す
か
？

 

・
ニ
ー
ズ
が
実
現
し
た
ら
、
あ
な

た
（
本
人
）
に
は
ど
ん
な
生
活
が

拡
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

 

・
あ
な
た
（
本
人
）
は
ど
ん
な
生

活
が
し
た
く
て
、
そ
う
思
う
の
で

す
か
？

W
h
y？

 

な
ぜ

？
 

・
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
あ
な
た

(本
人

)は
い
つ
ま
で

に
、
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す

か
？

 

・
短
期
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
（
本
人

に
）
は
具
体
的
に
は
、
何

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か
？

 

W
h
a
t？

 

何
を

？
 

H
o
w

？
 

ど
う

す
る

？
 

W
h
o
？

 

誰
が

？
 

２２
  

４４
  

６６
  

８８
  

Ｃ Ｍ に よ る 働 き か け  

９９
  

そ
の

ま
ま

記
載

す
る

。
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ⅣⅣ ケアプラン確認シート

⑴ ケアプラン確認シートとは

「ケアプラン確認シート」は、「リ・アセスメント支援シート」と「ケ

アプラン第２表」との関係及び「ケアプラン第２表」の構造を示している。

⑵ ケアプラン確認シートで確認できること

シート右側の利用者・家族と共に検討するケアプラン第２表を活用して

「ケアプラン第２表」が適切に作成されているかを確認することができ

る。

状
態

問
題
（
困
り
ご
と
）

意
向
・
意
見
・
判
断

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

優
先

順
位

整
理
前
 

関
連

整
理
後
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

・

認
知

と
行

動
・

家
族

・

知
人

等
の

介

護
力

・
健

康

状
態

・
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

Ｉ
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

社
会

交

流
・

特
別

な

状
態

利
用
者

利
用
者

○
○
し
た
い
。

す
る
よ
う
に
な
る
。

サ
ー

ビ
ス

の
根

拠
と

な
る

ニ
ー

ズ
 

家
 
族

家
 
族

○
○
さ
せ
た
い
。

し
て
ほ
し
い
。

医
師
・

専
門
職
等

意
見

○
○
が
必
要
。

○
○
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

Ｃ
Ｍ

判
断

○
○
が
必
要
。

【
出
典
：
『
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
基
本
的
考
え
方
』
佐
藤
信
人
Ｐ
８
５
一
部
改
変
】

利
用
者

( a
nd

･o
r)

 家
族
の
意
向

「
○
○
し
た
い
」

「
○
○
さ
せ
た
い
」

Ｃ
Ｍ
の
判
断

「
○
○
が
必
要
」

合
意
・
一
致

（
利
用
者
側
）

（
サ
ー
ビ
ス
側
）

サ
ー
ビ
ス
の
根
拠
と
な
る
ニ
ー
ズ

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）

��

生
活
全

般
の
解
決

す
べ

き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

目
 
標

援
 

助
 

内
容
 

長
期
目
標

(期
間
)

短
期
目
標

(期
間
)

サ
ー
ビ
ス
内
容

※
1

サ
ー
ビ
ス
種
別

※
２

頻
度

期
間

利 用 者 の 回 答

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
。
 

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
。

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
私
は
、
○
○

し
て
暮
ら
す
ん
だ
。

そ
れ

が
私

の
望

み
だ
。
 

そ
の

た
め

に
、

私
は

、
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

る
。

こ
う

す
れ

ば
う

ま
く

い
く

の
で

は
な

い
か
。
 

○
○

が
必

要
で

は

な
い
か
。

自
分
で
や
る
。

家
族

が
し

て
く

れ
る
。

友
人

が
し

て
く

れ
る
。

外
の

力
を

利
用

す
る
。
そ
の
場
合
は
、

サ
ー

ビ
ス

は
こ

れ
を

活
用

す
る

の
が

一
番

良
い

の
で

は
な
い
か
。

＜
施
設
の
場
合
＞

施
設

専
門

職
が

し
て

く
れ

る
（

各
機

能
）

家 族 等 に よ る 代 弁

認
知

症
の

ケ
ー

ス
等

で
利

用
者

の
発

し
た

言
葉

な
ど

を
 

そ
の

ま
ま

書
く

こ
と

が
で

き
な

い
場

合

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
の
で
は

な
い
か
。
（
長
女
代
弁
）

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
の
で
は
な

い
か
。
（
長
女
代
弁
）

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
本
人
は
、
○

○
な
ど
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
本
人
は

そ
れ
を
望
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。

そ
の

た
め

に
、

本
人

は
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

て
は
ど
う
か
。

ケ ア プ ラ ン

記 入 の 留 意 点

※
意
向
の
高
さ
に
応
じ
て

表
現
が
変
わ
る
。
 

※
こ

の
欄

が
最

も
そ

の
人
ら
し
さ
を
表
す
。

※
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
段
取
り
。

※
短
期

目
標
を

達
成

す
る
た
め
の
段
取
り
。

※
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
に
と
ら
わ
れ
な

い
。
 

※
家
族
等
が
代
弁
す
る
場

合
、誰

の
意
見
か
を
末
尾
に

括
弧
書
き
で
明
記
。

※
必
要
に
応
じ
て
、

段
階
的
に
目
標
を
設

定
す
る
。
 

合
致
・
一
致

ケ
ア

プ
ラ

ン
確

認
シ

ー
ト

注
意

）
利

用
者

を
誘

導
し

よ
う

、
管

理
し

よ
う

と
考

え
る

こ
と

は
厳

禁
。

利
用

者
・

家
族

と
共

に
検

討
す

る
。

認
知

症
の

人
の

と
き

も
、

ニ
ー

ズ
、

長
期

目
標

、
短

期
目

標
は

利
用

者
本

人
の

視
点

・
立

場
で

検
討

し
記

載
す

る
。

Ｎ
．

Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ

モ
デ

ル
一

部
改

変

転
換

転
換

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
利

用
者

・
家

族
と

共
に

検
討

す
る

ケ
ア

プ
ラ

ン
第

２
表

 

１１
３３

５５
７７

・
誰

が
す

る
の

で
す

か
？

・
そ
れ
は
何
故
で
す
か
？

・
ニ
ー
ズ
が
実
現
し
た
ら
、
あ
な

た
（
本
人
）
に
は
ど
ん
な
生
活
が

拡
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

・
あ
な
た
（
本
人
）
は
ど
ん
な
生

活
が
し
た
く
て
、
そ
う
思
う
の
で

す
か
？

W
h
y？

 

な
ぜ

？
 

・
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
あ
な
た

(本
人

)は
ど
う
す
る

の
で
す
か
？

・
短
期
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
（
本
人

に
）
は
具
体
的
に
は
、
何

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か
？

W
h
a
t？

 

何
を

？
 

H
o
w

？

ど
う

す
る

？

W
h
o
？

 

誰
が

？

２２
４４

６６
８８

Ｃ Ｍ に よ る 働 き か け

９９

そ
の

ま
ま

記
載

す
る

。
ⅣⅣ ケアプラン確認シート

⑴ ケアプラン確認シートとは

「ケアプラン確認シート」は、「リ・アセスメント支援シート」と「ケ

アプラン第２表」との関係及び「ケアプラン第２表」の構造を示している。

⑵ ケアプラン確認シートで確認できること

シート右側の利用者・家族と共に検討するケアプラン第２表を活用して

「ケアプラン第２表」が適切に作成されているかを確認することができ

る。

状
態

問
題
（
困
り
ご
と
）

意
向
・
意
見
・
判
断

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

優
先

順
位

整
理
前
 

関
連

整
理
後
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

・

認
知

と
行

動
・

家
族

・

知
人

等
の

介

護
力

・
健

康

状
態

・
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

Ｉ
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

社
会

交

流
・

特
別

な

状
態

利
用
者

利
用
者

○
○
し
た
い
。

す
る
よ
う
に
な
る
。

サ
ー

ビ
ス

の
根

拠
と

な
る

ニ
ー

ズ
家
 
族

家
 
族

○
○
さ
せ
た
い
。

し
て
ほ
し
い
。

医
師
・

専
門
職
等

意
見

○
○
が
必
要
。

○
○
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

Ｃ
Ｍ

判
断

○
○
が
必
要
。

【
出
典
：
『
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
基
本
的
考
え
方
』
佐
藤
信
人
Ｐ
８
５
一
部
改
変
】

利
用
者

( a
nd

･o
r)

 家
族
の
意
向

「
○
○
し
た
い
」

「
○
○
さ
せ
た
い
」

Ｃ
Ｍ
の
判
断

「
○
○
が
必
要
」

合
意
・
一
致

（
利
用
者
側
）

（
サ
ー
ビ
ス
側
）

サ
ー
ビ
ス
の
根
拠
と
な
る
ニ
ー
ズ

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）

��

生
活
全

般
の
解
決

す
べ

き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

目
 
標

援
 

助
 

内
容
 

長
期
目
標

(期
間
)

短
期
目
標

(期
間
)

サ
ー
ビ
ス
内
容

※
1

サ
ー
ビ
ス
種
別

※
２

頻
度

期
間

利 用 者 の 回 答

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
。
 

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
。

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
私
は
、
○
○

し
て
暮
ら
す
ん
だ
。

そ
れ

が
私

の
望

み
だ
。

そ
の

た
め

に
、

私
は

、
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

る
。

こ
う

す
れ

ば
う

ま
く

い
く

の
で

は
な

い
か
。
 

○
○

が
必

要
で

は

な
い
か
。

自
分
で
や
る
。

家
族

が
し

て
く

れ
る
。

友
人

が
し

て
く

れ
る
。

外
の

力
を

利
用

す
る
。
そ
の
場
合
は
、

サ
ー

ビ
ス

は
こ

れ
を

活
用

す
る

の
が

一
番

良
い

の
で

は
な
い
か
。

＜
施
設
の
場
合
＞

施
設

専
門

職
が

し
て

く
れ

る
（

各
機

能
）

家 族 等 に よ る 代 弁

認
知

症
の

ケ
ー

ス
等

で
利

用
者

の
発

し
た

言
葉

な
ど

を
 

そ
の

ま
ま

書
く

こ
と

が
で

き
な

い
場

合

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
の
で
は

な
い
か
。
（
長
女
代
弁
）

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
の
で
は
な

い
か
。
（
長
女
代
弁
）

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
本
人
は
、
○

○
な
ど
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
本
人
は

そ
れ
を
望
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。

そ
の

た
め

に
、

本
人

は
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

て
は
ど
う
か
。

ケ ア プ ラ ン

記 入 の 留 意 点

※
意
向
の
高
さ
に
応
じ
て

表
現
が
変
わ
る
。

※
こ

の
欄

が
最

も
そ

の
人
ら
し
さ
を
表
す
。

※
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
段
取
り
。

※
短
期

目
標
を

達
成

す
る
た
め
の
段
取
り
。

※
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
に
と
ら
わ
れ
な

い
。

※
家
族
等
が
代
弁
す
る
場

合
、誰

の
意
見
か
を
末
尾
に

括
弧
書
き
で
明
記
。

※
必
要
に
応
じ
て
、

段
階
的
に
目
標
を
設

定
す
る
。

合
致
・
一
致

ケ
ア

プ
ラ

ン
確

認
シ

ー
ト

注
意

）
利

用
者

を
誘

導
し

よ
う

、
管

理
し

よ
う

と
考

え
る

こ
と

は
厳

禁
。

利
用

者
・

家
族

と
共

に
検

討
す

る
。

認
知

症
の

人
の

と
き

も
、

ニ
ー

ズ
、

長
期

目
標

、
短

期
目

標
は

利
用

者
本

人
の

視
点

・
立

場
で

検
討

し
記

載
す

る
。

Ｎ
．

Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ

モ
デ

ル
一

部
改

変

転
換

転
換

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
利

用
者

・
家

族
と

共
に

検
討

す
る

ケ
ア

プ
ラ

ン
第

２
表

 

１１
 

３３
 

５５
 

７７
 

・
誰

が
す

る
の

で
す

か
？

・
そ
れ
は
何
故
で
す
か
？

・
ニ
ー
ズ
が
実
現
し
た
ら
、
あ
な

た
（
本
人
）
に
は
ど
ん
な
生
活
が

拡
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

・
あ
な
た
（
本
人
）
は
ど
ん
な
生

活
が
し
た
く
て
、
そ
う
思
う
の
で

す
か
？

W
h
y？

 

な
ぜ

？
 

・
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
あ
な
た

(本
人

)は
ど
う
す
る

の
で
す
か
？

・
短
期
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
（
本
人

に
）
は
具
体
的
に
は
、
何

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か
？

W
h
a
t？

 

何
を

？
 

H
o
w

？

ど
う

す
る

？

W
h
o
？

 

誰
が

？

２２
 

４４
 

６６
 

８８
 

Ｃ Ｍ に よ る 働 き か け

９９
 

そ
の

ま
ま

記
載

す
る

。
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状
態

問
題
（
困
り
ご
と
）

意
向
・
意
見
・
判
断

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
(ニ

ー
ズ
)

優
先

順
位

整
理
前
 

関
連

整
理
後
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

・

認
知

と
行

動
・

家
族

・

知
人

等
の

状

況
・

健
康

状

態
・

Ａ
Ｄ

Ｌ
・

Ｉ
Ａ

Ｄ

Ｌ
・

社
会

交

流
・

そ
の

他

留
意

す
べ

き

事
項
・
状
況

利
用
者

利
用
者

○
○
し
た
い
。

す
る
よ
う
に
な
る
。

サ
ー

ビ
ス

の
根

拠
と

な
る

ニ
ー

ズ
家
 
族

家
 
族

○
○
さ
せ
た
い
。

し
て
ほ
し
い
。

医
師
・

専
門
職
等

意
見

○
○
が
必
要
。

○
○
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

Ｃ
Ｍ

判
断

○
○
が
必
要
。

【
出
典
：
『
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
基
本
的
考
え
方
』
佐
藤
信
人
Ｐ
８
５
一
部
改
変
】

利
用
者

 (
 a

nd
･o

r )
 家

族
の
意
向

「
○
○
し
た
い
」

「
○
○
さ
せ
た
い
」

Ｃ
Ｍ
の
判
断

「
○
○
が
必
要
」

合
意
・
一
致

（
利
用
者
側
）

（
サ
ー
ビ
ス
側
）

サ
ー
ビ
ス
の
根
拠
と
な
る
ニ
ー
ズ

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）

��

生
活
全
般
の
解
決
す
べ

き
課
題
(ニ

ー
ズ
) 

目
 
標
 

援
 

助
 

内
 

容
 

長
期
目
標
 

(期
間
)

短
期
目
標
 

(期
間
)

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

※
1

サ
ー
ビ
ス
種
別
 

※
２

頻
度

期
間

利 用 者 の 回 答

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
。
 

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
。
 

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
私
は
、
○
○

し
て
暮
ら
す
ん
だ
。

そ
れ

が
私

の
望

み
だ
。
 

そ
の

た
め

に
、

私
は

、
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

る
。
 

こ
う

す
れ

ば
う

ま
く

い
く

の
で

は
な

い
か
。
 

○
○

が
必

要
で

は

な
い
か
。

自
分
で
や
る
。
 

家
族

が
し

て
く

れ
る
。
 

友
人

が
し

て
く

れ
る
。
 

外
の

力
を

利
用

す
る
。
そ
の
場
合
は
、

サ
ー

ビ
ス

は
こ

れ
を

活
用

す
る

の
が

一
番

良
い

の
で

は
な
い
か
。

＜
施
設
の
場
合
＞

施
設

専
門

職
が

し
て

く
れ

る
（

各
機

能
）
 

家 族 等 に よ る 代 弁

認
知

症
の

ケ
ー

ス
等

で
利

用
者

の
発

し
た

言
葉

な
ど

を
 

そ
の

ま
ま

書
く

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
 

＜
意
向
が
高
い
時
＞
 

例
：
○
○
し
た
い
の
で
は

な
い
か
。
（
長
女
代
弁
）

＜
意
向
が
低
い
時
＞
 

例
：
○
○
す
る
の
で
は
な

い
か
。
（
長
女
代
弁
）

（
ニ
ー
ズ
が
実
現
し

た
ら
）
本
人
は
、
○

○
な
ど
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
本
人
は

そ
れ
を
望
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。
 

そ
の

た
め

に
、

本
人

は
○

○
す

る
よ

う
に

や
っ

て
み

て
は
ど
う
か
。

ケ ア プ ラ ン

記 入 の 留 意 点

※
意
向
の
高
さ
に
応
じ
て

表
現
が
変
わ
る
。

※
こ

の
欄

が
最

も
そ

の
人
ら
し
さ
を
表
す
。

※
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
段
取
り
。

※
短

期
目

標
を

達
成

す
る
た
め
の
段
取
り
。

※
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
に
と
ら
わ
れ
な

い
。

※
家
族
等
が
代
弁
す
る
場

合
、誰

の
意
見
か
を
末
尾
に

括
弧
書
き
で
明
記
。

※
必
要
に
応
じ
て
、

段
階
的
に
目
標
を
設

定
す
る
。

合
致
・
一
致

ケ
ア

プ
ラ

ン
確

認
シ

ー
ト

 

注
意

）
利

用
者

を
誘

導
し

よ
う

、
管

理
し

よ
う

と
考

え
る

こ
と

は
厳

禁
。

利
用

者
・

家
族

と
共

に
検

討
す

る
。

 
認

知
症

の
人

の
と

き
も

、
ニ

ー
ズ

、
長

期
目

標
、

短
期

目
標

は
利

用
者

本
人

の
視

点
・

立
場

で
検

討
し

記
載

す
る

。
 

Ｎ
．

Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ

モ
デ

ル
一

部
改

変
 

転
換

転
換

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 

利
用

者
・

家
族

と
共

に
検

討
す

る
ケ

ア
プ

ラ
ン

第
２

表
 

１１
 

３３
 

５５
 

７７
 

・
誰

が
す

る
の

で
す

か
？

・
そ
れ
は
何
故
で
す
か
？

・
ニ
ー
ズ
が
実
現
し
た
ら
、
あ
な

た
（
本
人
）
に
は
ど
ん
な
生
活
が

拡
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

・
あ
な
た
（
本
人
）
は
ど
ん
な
生

活
が
し
た
く
て
、
そ
う
思
う
の
で

す
か
？

W
h
y？

 

な
ぜ

？
 

・
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

長
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
あ
な
た

(本
人

)は
い
つ
ま
で

に
、
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す

か
？

・
短
期
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
（
本
人

に
）
は
具
体
的
に
は
、
何

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か
？

W
h
a
t？

 

何
を

？
 

H
o
w

？
 

ど
う

す
る

？

W
h
o
？

 

誰
が

？
 

２２
 

４４
 

６６
 

８８
 

Ｃ Ｍ に よ る 働 き か け

９９
 

そ
の

ま
ま

記
載

す
る

。
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資料２

参参 考考 様様 式式

出典：保険者と介護支援専門員が共に行うケアマネジメントの質の向上ガイドライン 

平成２６年３月東京都発行 

資料２

参参 考考 様様 式式

出典：保険者と介護支援専門員が共に行うケアマネジメントの質の向上ガイドライン 

平成２６年３月東京都発行 
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資料２

参参 考考 様様 式式

出典：保険者と介護支援専門員が共に行うケアマネジメントの質の向上ガイドライン 

平成２６年３月東京都発行 

資料２ 

参参  考考  様様  式式  

出典：保険者と介護支援専門員が共に行うケアマネジメントの質の向上ガイドライン 

平成２６年３月東京都発行 
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参参 考考 様様 式式

出典：保険者と介護支援専門員が共に行うケアマネジメントの質の向上ガイドライン 

平成２６年３月東京都発行 

資料２

参参 考考 様様 式式
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平成２６年３月東京都発行 
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資料２

参参 考考 様様 式式

出典：保険者と介護支援専門員が共に行うケアマネジメントの質の向上ガイドライン 

平成２６年３月東京都発行 

資料２ 

参参  考考  様様  式式  

出典：保険者と介護支援専門員が共に行うケアマネジメントの質の向上ガイドライン 

平成２６年３月東京都発行 
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趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
　

　
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
）

階
・

他
（

 
  

 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
  

  
  

 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

　
　

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/2
）

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

　
年

　
　

月
　

　
日

（
住

宅
間

取
図

）

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

　
　

　
　

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

　
か

か
り

つ
け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

　
　

　
　

　
　

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
　

　
　

　
　

　
　

）

担
当

者
名

無

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

　
　

　
　

円
／

月
）

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

）
家

族
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

他
　

（
　

　
　

　
　

　
 

）
厚

生
年

金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
　

　
　

 
　

　
）

他
（

  
  

  
  

  
）

障
害

等
名

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
）

階
・

他
（

  
 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
　

）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

1
/2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

　
）

相
談

者
氏

名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

　
年

月
　

　
日

（
住

宅
間

取
図

）

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

か
か

り
つ

け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
）

担
当

者
名

無

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
円

／
月

）
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

 ）
家

族
（

）
　

他
　

（
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

他
（

　
 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

28

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
　

　
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
）

階
・

他
（

  
  

 
  

 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
  

  
  

 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

　
　

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/2
）

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

　
年

　
　

月
　

　
日

（
住

宅
間

取
図

）

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

　
　

　
　

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

　
か

か
り

つ
け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

　
　

　
　

　
　

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
　

　
　

　
　

　
　

）

担
当

者
名

無

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

　
　

　
　

円
／

月
）

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

）
家

族
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

他
　

（
　

　
　

　
　

　
 

）
厚

生
年

金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
　

　
　

 
　

　
）

他
（

  
  

  
  

  
）

障
害

等
名

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
）

階
・

他
（

  
 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
　

）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

1
/2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

　
）

相
談

者
氏

名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

　
年

月
　

　
日

（
住

宅
間

取
図

）

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

か
か

り
つ

け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
）

担
当

者
名

無

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

 級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

 割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
円

／
月

）
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

 ）
家

族
（

）
　

他
　

（
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

他
（

　
 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

2928



趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
　

　
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
）

階
・

他
（

 
  

 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
  

  
  

 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

　
　

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/2
）

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

　
年

　
　

月
　

　
日

（
住

宅
間

取
図

）

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

　
　

　
　

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

　
か

か
り

つ
け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

　
　

　
　

　
　

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
　

　
　

　
　

　
　

）

担
当

者
名

無

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

　
　

　
　

円
／

月
）

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

）
家

族
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

他
　

（
　

　
　

　
　

　
 

）
厚

生
年

金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
　

　
　

 
　

　
）

他
（

  
  

  
  

  
）

障
害

等
名

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
）

階
・

他
（

  
 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
　

）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

1
/2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

　
）

相
談

者
氏

名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

　
年

月
　

　
日

（
住

宅
間

取
図

）

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

か
か

り
つ

け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
）

担
当

者
名

無

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
円

／
月

）
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

 ）
家

族
（

）
　

他
　

（
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

他
（

　
 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

28

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
　

　
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
）

階
・

他
（

  
  

 
  

 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
  

  
  

 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

　
　

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/2
）

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

　
年

　
　

月
　

　
日

（
住

宅
間

取
図

）

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

　
　

　
　

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

　
か

か
り

つ
け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

　
　

　
　

　
　

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
　

　
　

　
　

　
　

）

担
当

者
名

無

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

　
　

　
　

円
／

月
）

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

）
家

族
（

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

他
　

（
　

　
　

　
　

　
 

）
厚

生
年

金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
　

　
　

 
　

　
）

他
（

  
  

  
  

  
）

障
害

等
名

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

続
柄

特
記

事
項

介
護

者

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
）

階
・

他
（

  
 ）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

同
・

別

連
絡

先

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

3

氏
名

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

1

住
所

受
付

方
法

実
施

年
月

日
更

新
状

態
の

変
化

男
・

女

初
回

理
由

他
（

  
 ）

歳
要

介
護

状
態

区
分

被
保

険
者

番
号

性
別

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
　

）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L
独

居
・

高
齢

者
の

み
・

他
（

人
暮

ら
し

）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

退
院

退
所 世

帯

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

1
/2

）

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

　
）

相
談

者
氏

名

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
2

利
用

者
氏

名

生
年

月
日

明
・

大
・

昭
　

　
年

月
　

　
日

（
住

宅
間

取
図

）

℡
　

特 記 事 項

ふ
り

が
な

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

主 訴 ・ 意 向

担
当

者

相 談 内 容

～

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

国
民

年
金

薬
局

名
□

か
か

り
つ

け

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

支
給

限
度

額
等

認
定

日

単
位

／
月

社
保

共
済

病
名

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

　
有

（
）

担
当

者
名

無

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

 級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

サ
ー

ビ
ス

種
別

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

℡
　

治
療

内
容

受
診

状
況

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

 割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
円

／
月

）
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

 ）
家

族
（

）
　

他
　

（
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

他
（

　
 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

℡
　

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

2929



維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

利 用 者 家 族 利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後

優
先

順
位

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・

就
学

状
況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

可

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

可

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

/

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

高

6
1

8
1

4
1

6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

（
　

　
　

k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
　

日
 　

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 　
　

回
 ・

夜
：

　
　

 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

Ｃ
Ｍ

判
断

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

利 用 者 家 族 利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後

優
先

順
位

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・

就
学

状
況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

可

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

可

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

/

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

高

6
1

8
1

4
1

6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

（
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
　

日
 　

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 　
　

回
 ・

夜
：

　
　

 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

Ｃ
Ｍ

判
断

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I

30

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

利 用 者 家 族 利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後

優
先

順
位

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・

就
学

状
況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

可

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

可

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

/

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

高

6
1

8
1

4
1

6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

（
　

　
　

k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
　

日
 　

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 　
　

回
 ・

夜
：

　
　

 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

Ｃ
Ｍ

判
断

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

利 用 者 家 族 利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後

優
先

順
位

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・

就
学

状
況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

可

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

可

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

/

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

高

6
1

8
1

4
1

6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

（
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
　

日
 　

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 　
　

回
 ・

夜
：

　
　

 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

Ｃ
Ｍ

判
断

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I
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維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

利 用 者 家 族 利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後

優
先

順
位

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・

就
学

状
況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

可

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

可

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

/

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

高

6
1

8
1

4
1

6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

（
　

　
　

k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
　

日
 　

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 　
　

回
 ・

夜
：

　
　

 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

Ｃ
Ｍ

判
断

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

利 用 者 家 族 利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後

優
先

順
位

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・

就
学

状
況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

可

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

可

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

/

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

高

6
1

8
1

4
1

6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

（
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
　

日
 　

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 　
　

回
 ・

夜
：

　
　

 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

Ｃ
Ｍ

判
断

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I

30

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

利 用 者 家 族 利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後

優
先

順
位

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・

就
学

状
況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

可

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

可

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

/

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

高

6
1

8
1

4
1

6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

（
　

　
　

k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
　

日
 　

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 　
　

回
 ・

夜
：

　
　

 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

Ｃ
Ｍ

判
断

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転

で
き

る

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

利 用 者 家 族 利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

関
連

整
理

後

優
先

順
位

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失
中

低
阻

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・

就
学

状
況

無

不
潔

行
為

無
関

心

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏

利
用

者
意

向

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

病
身

他

日
中

の
み

可

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明
阻

夜
間

の
み

可

中

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低
意

向
の

表
明

阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

検
討

中
不

要

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

/

利
用

者
名

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

高

6
1

8
1

4
1

6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

2
4

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

（
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

　
m

l／
日

飲
水

量

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断 不
要

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
　

日
 　

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

利 用 者

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

昼
：

 　
　

回
 ・

夜
：

　
　

 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

Ｃ
Ｍ

判
断

高

か
ゆ

失

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

家 族
他

有
無

普
通

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

m
l／

日

c
m

k
g

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
B

M
I
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一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
　

　
　

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
　

　
　

態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

32

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
　

　
　

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
　

　
　

態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

3332



一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
　

　
　

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
　

　
　

態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

32

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

全
介

助

全
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

対
応

難
度

困
難

優
先

順
位

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助
一

部
介

助

車
椅

子

全
介

助

一
部

介
助

利
用

者
意

向

中

阻

全
介

助

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
一

部
介

助

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

低

利
用

者
名

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

状
　

　
　

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

失

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

失
意

向
の

表
明

阻

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

自
立

問
題

無

見
守

り

状
　

　
　

態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

A D L

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

利
用

者
意

向
排

泄
（

排
尿

）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
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資料３

事事 例例（（居居宅宅））

出典：介護支援専門員実務研修テキスト 3 訂 令和６年 6 月 東京都福祉保健財団

居宅介護支援の事例

《氏名》 日本橋 みけ子 《年齢》 92 歳 《性別》 女性
《要介護状態区分》 要介護２
《事例の概要》
四人兄弟の⾧女。中学校卒業後、食料品店に勤めていた。結婚後〇〇市に在住。子は二人。専業主婦と

して子育てしてきた。手先が器用で裁縫や折り紙など、作り物をしたり、庭に季節の花を植えて楽しむ趣
味があった。

⾧女は 20 代後半に精神疾患を発病（精神障害者保健福祉手帳取得）。夫とともに⾧女の世話をしてきた
が、夫は 14 年前、本人 78 歳のときに他界、この頃から⾧女は障害者総合支援法によるサービス（居宅介
護による入浴介助）を開始。

88 歳のとき、腰椎症の悪化で歩行障害が現れ、徐々に好きな庭いじりからも遠ざかっていった。
90 歳のときに屋外で転倒し右上腕骨頸部を骨折したことで生活に不自由が生じ、要介護認定を申請。こ

の時、下肢筋力を強化するために通所サービスの利用を開始。同時に本人も訪問介護による入浴介助を利
用するようになったが「お姉ちゃん、お風呂に入っておいで」との声掛けを欠かさず続け、母としての役
割を果たしてきた。骨折が治癒したころには、本人が利用していた訪問介護は終了した。

92 歳の現在、洗濯物を取り込むときに庭で転倒し、右橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折をしたこ
とでさらに暮らしにくくなったが、次女は、母親がこれからも自宅で姉と一緒の暮らしを続けて欲しいと
願っている。本人も次女に負担をかけないで⾧女との暮らしを続けるために回復しようしており、その意
思を尊重しケアプランの見直しを開始した。

※本テキストで扱う事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令

和７年」等和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、）様式内は氏名（現在の年齢）

で表示しています。 
※本テキスト内の事例は医療職等による監修を受けています。
※本テキストの事例の居宅サービス計画書上には、サービス事業所における各種加算について記載し

ていません。 

71 歳の 

出典：3 訂版　介護支援専門員実務研修テキスト　令和６年６月　東京都福祉保健財団
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《要介護状態区分》 要介護２ 
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して子育てしてきた。手先が器用で裁縫や折り紙など、作り物をしたり、庭に季節の花を植えて楽しむ趣
味があった。 

⾧女は 20 代後半に精神疾患を発病（精神障害者保健福祉手帳取得）。夫とともに⾧女の世話をしてきた
が、夫は 14 年前、本人 78 歳のときに他界、この頃から⾧女は障害者総合支援法によるサービス（居宅介
護による入浴介助）を開始。 

88 歳のとき、腰椎症の悪化で歩行障害が現れ、徐々に好きな庭いじりからも遠ざかっていった。 
90 歳のときに屋外で転倒し右上腕骨頸部を骨折したことで生活に不自由が生じ、要介護認定を申請。こ

の時、下肢筋力を強化するために通所サービスの利用を開始。同時に本人も訪問介護による入浴介助を利
用するようになったが「お姉ちゃん、お風呂に入っておいで」との声掛けを欠かさず続け、母としての役
割を果たしてきた。骨折が治癒したころには、本人が利用していた訪問介護は終了した。 

92 歳の現在、洗濯物を取り込むときに庭で転倒し、右橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折をしたこ
とでさらに暮らしにくくなったが、次女は、母親がこれからも自宅で姉と一緒の暮らしを続けて欲しいと
願っている。本人も次女に負担をかけないで⾧女との暮らしを続けるために回復しようしており、その意
思を尊重しケアプランの見直しを開始した。 

※本テキストで扱う事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令

和７年」等和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、）様式内は氏名（現在の年齢）

で表示しています。 
※本テキスト内の事例は医療職等による監修を受けています。
※本テキストの事例の居宅サービス計画書上には、サービス事業所における各種加算について記載し
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居宅介護支援の事例

《氏名》 日本橋 みけ子 《年齢》 92 歳 《性別》 女性
《要介護状態区分》 要介護２
《事例の概要》
四人兄弟の⾧女。中学校卒業後、食料品店に勤めていた。結婚後〇〇市に在住。子は二人。専業主婦と

して子育てしてきた。手先が器用で裁縫や折り紙など、作り物をしたり、庭に季節の花を植えて楽しむ趣
味があった。

⾧女は 20 代後半に精神疾患を発病（精神障害者保健福祉手帳取得）。夫とともに⾧女の世話をしてきた
が、夫は 14 年前、本人 78 歳のときに他界、この頃から⾧女は障害者総合支援法によるサービス（居宅介
護による入浴介助）を開始。

88 歳のとき、腰椎症の悪化で歩行障害が現れ、徐々に好きな庭いじりからも遠ざかっていった。
90 歳のときに屋外で転倒し右上腕骨頸部を骨折したことで生活に不自由が生じ、要介護認定を申請。こ

の時、下肢筋力を強化するために通所サービスの利用を開始。同時に本人も訪問介護による入浴介助を利
用するようになったが「お姉ちゃん、お風呂に入っておいで」との声掛けを欠かさず続け、母としての役
割を果たしてきた。骨折が治癒したころには、本人が利用していた訪問介護は終了した。

92 歳の現在、洗濯物を取り込むときに庭で転倒し、右橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折をしたこ
とでさらに暮らしにくくなったが、次女は、母親がこれからも自宅で姉と一緒の暮らしを続けて欲しいと
願っている。本人も次女に負担をかけないで⾧女との暮らしを続けるために回復しようしており、その意
思を尊重しケアプランの見直しを開始した。

※本テキストで扱う事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令

和７年」等和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、）様式内は氏名（現在の年齢）

で表示しています。 
※本テキスト内の事例は医療職等による監修を受けています。
※本テキストの事例の居宅サービス計画書上には、サービス事業所における各種加算について記載し

ていません。 
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居宅介護支援の事例 

《氏名》 日本橋 みけ子  《年齢》 92 歳  《性別》 女性 
《要介護状態区分》 要介護２ 
《事例の概要》 
四人兄弟の⾧女。中学校卒業後、食料品店に勤めていた。結婚後〇〇市に在住。子は二人。専業主婦と

して子育てしてきた。手先が器用で裁縫や折り紙など、作り物をしたり、庭に季節の花を植えて楽しむ趣
味があった。 

⾧女は 20 代後半に精神疾患を発病（精神障害者保健福祉手帳取得）。夫とともに⾧女の世話をしてきた
が、夫は 14 年前、本人 78 歳のときに他界、この頃から⾧女は障害者総合支援法によるサービス（居宅介
護による入浴介助）を開始。 

88 歳のとき、腰椎症の悪化で歩行障害が現れ、徐々に好きな庭いじりからも遠ざかっていった。 
90 歳のときに屋外で転倒し右上腕骨頸部を骨折したことで生活に不自由が生じ、要介護認定を申請。こ

の時、下肢筋力を強化するために通所サービスの利用を開始。同時に本人も訪問介護による入浴介助を利
用するようになったが「お姉ちゃん、お風呂に入っておいで」との声掛けを欠かさず続け、母としての役
割を果たしてきた。骨折が治癒したころには、本人が利用していた訪問介護は終了した。 

92 歳の現在、洗濯物を取り込むときに庭で転倒し、右橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折をしたこ
とでさらに暮らしにくくなったが、次女は、母親がこれからも自宅で姉と一緒の暮らしを続けて欲しいと
願っている。本人も次女に負担をかけないで⾧女との暮らしを続けるために回復しようしており、その意
思を尊重しケアプランの見直しを開始した。 

※本テキストで扱う事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令

和７年」等和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、）様式内は氏名（現在の年齢）

で表示しています。 
※本テキスト内の事例は医療職等による監修を受けています。
※本テキストの事例の居宅サービス計画書上には、サービス事業所における各種加算について記載し

ていません。
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居宅介護支援の事例

《氏名》 日本橋 みけ子 《年齢》 92 歳 《性別》 女性
《要介護状態区分》 要介護２
《事例の概要》
四人兄弟の⾧女。中学校卒業後、食料品店に勤めていた。結婚後〇〇市に在住。子は二人。専業主婦と

して子育てしてきた。手先が器用で裁縫や折り紙など、作り物をしたり、庭に季節の花を植えて楽しむ趣
味があった。

⾧女は 20 代後半に精神疾患を発病（精神障害者保健福祉手帳取得）。夫とともに⾧女の世話をしてきた
が、夫は 14 年前、本人 78 歳のときに他界、この頃から⾧女は障害者総合支援法によるサービス（居宅介
護による入浴介助）を開始。

88 歳のとき、腰椎症の悪化で歩行障害が現れ、徐々に好きな庭いじりからも遠ざかっていった。
90 歳のときに屋外で転倒し右上腕骨頸部を骨折したことで生活に不自由が生じ、要介護認定を申請。こ

の時、下肢筋力を強化するために通所サービスの利用を開始。同時に本人も訪問介護による入浴介助を利
用するようになったが「お姉ちゃん、お風呂に入っておいで」との声掛けを欠かさず続け、母としての役
割を果たしてきた。骨折が治癒したころには、本人が利用していた訪問介護は終了した。

92 歳の現在、洗濯物を取り込むときに庭で転倒し、右橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折をしたこ
とでさらに暮らしにくくなったが、次女は、母親がこれからも自宅で姉と一緒の暮らしを続けて欲しいと
願っている。本人も次女に負担をかけないで⾧女との暮らしを続けるために回復しようしており、その意
思を尊重しケアプランの見直しを開始した。

※本テキストで扱う事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令

和７年」等和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、）様式内は氏名（現在の年齢）

で表示しています。 
※本テキスト内の事例は医療職等による監修を受けています。
※本テキストの事例の居宅サービス計画書上には、サービス事業所における各種加算について記載し

ていません。 
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居宅介護支援の事例 

《氏名》 日本橋 みけ子  《年齢》 92 歳  《性別》 女性 
《要介護状態区分》 要介護２ 
《事例の概要》 
四人兄弟の⾧女。中学校卒業後、食料品店に勤めていた。結婚後〇〇市に在住。子は二人。専業主婦と

して子育てしてきた。手先が器用で裁縫や折り紙など、作り物をしたり、庭に季節の花を植えて楽しむ趣
味があった。 

⾧女は 20 代後半に精神疾患を発病（精神障害者保健福祉手帳取得）。夫とともに⾧女の世話をしてきた
が、夫は 14 年前、本人 78 歳のときに他界、この頃から⾧女は障害者総合支援法によるサービス（居宅介
護による入浴介助）を開始。 

88 歳のとき、腰椎症の悪化で歩行障害が現れ、徐々に好きな庭いじりからも遠ざかっていった。 
90 歳のときに屋外で転倒し右上腕骨頸部を骨折したことで生活に不自由が生じ、要介護認定を申請。こ

の時、下肢筋力を強化するために通所サービスの利用を開始。同時に本人も訪問介護による入浴介助を利
用するようになったが「お姉ちゃん、お風呂に入っておいで」との声掛けを欠かさず続け、母としての役
割を果たしてきた。骨折が治癒したころには、本人が利用していた訪問介護は終了した。 

92 歳の現在、洗濯物を取り込むときに庭で転倒し、右橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折をしたこ
とでさらに暮らしにくくなったが、次女は、母親がこれからも自宅で姉と一緒の暮らしを続けて欲しいと
願っている。本人も次女に負担をかけないで⾧女との暮らしを続けるために回復しようしており、その意
思を尊重しケアプランの見直しを開始した。 

※本テキストで扱う事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令

和７年」等和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、）様式内は氏名（現在の年齢）

で表示しています。 
※本テキスト内の事例は医療職等による監修を受けています。
※本テキストの事例の居宅サービス計画書上には、サービス事業所における各種加算について記載し

ていません。
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資料３

事事 例例（（居居宅宅））

出典：介護支援専門員実務研修テキスト 3 訂 令和６年 6 月 東京都福祉保健財団

居宅介護支援の事例

《氏名》 日本橋 みけ子 《年齢》 92 歳 《性別》 女性
《要介護状態区分》 要介護２
《事例の概要》
四人兄弟の⾧女。中学校卒業後、食料品店に勤めていた。結婚後〇〇市に在住。子は二人。専業主婦と

して子育てしてきた。手先が器用で裁縫や折り紙など、作り物をしたり、庭に季節の花を植えて楽しむ趣
味があった。

⾧女は 20 代後半に精神疾患を発病（精神障害者保健福祉手帳取得）。夫とともに⾧女の世話をしてきた
が、夫は 14 年前、本人 78 歳のときに他界、この頃から⾧女は障害者総合支援法によるサービス（居宅介
護による入浴介助）を開始。

88 歳のとき、腰椎症の悪化で歩行障害が現れ、徐々に好きな庭いじりからも遠ざかっていった。
90 歳のときに屋外で転倒し右上腕骨頸部を骨折したことで生活に不自由が生じ、要介護認定を申請。こ

の時、下肢筋力を強化するために通所サービスの利用を開始。同時に本人も訪問介護による入浴介助を利
用するようになったが「お姉ちゃん、お風呂に入っておいで」との声掛けを欠かさず続け、母としての役
割を果たしてきた。骨折が治癒したころには、本人が利用していた訪問介護は終了した。

92 歳の現在、洗濯物を取り込むときに庭で転倒し、右橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折をしたこ
とでさらに暮らしにくくなったが、次女は、母親がこれからも自宅で姉と一緒の暮らしを続けて欲しいと
願っている。本人も次女に負担をかけないで⾧女との暮らしを続けるために回復しようしており、その意
思を尊重しケアプランの見直しを開始した。

※本テキストで扱う事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令

和７年」等和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、）様式内は氏名（現在の年齢）

で表示しています。 
※本テキスト内の事例は医療職等による監修を受けています。
※本テキストの事例の居宅サービス計画書上には、サービス事業所における各種加算について記載し

ていません。 
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して子育てしてきた。手先が器用で裁縫や折り紙など、作り物をしたり、庭に季節の花を植えて楽しむ趣
味があった。 

⾧女は 20 代後半に精神疾患を発病（精神障害者保健福祉手帳取得）。夫とともに⾧女の世話をしてきた
が、夫は 14 年前、本人 78 歳のときに他界、この頃から⾧女は障害者総合支援法によるサービス（居宅介
護による入浴介助）を開始。 

88 歳のとき、腰椎症の悪化で歩行障害が現れ、徐々に好きな庭いじりからも遠ざかっていった。 
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用するようになったが「お姉ちゃん、お風呂に入っておいで」との声掛けを欠かさず続け、母としての役
割を果たしてきた。骨折が治癒したころには、本人が利用していた訪問介護は終了した。 

92 歳の現在、洗濯物を取り込むときに庭で転倒し、右橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折をしたこ
とでさらに暮らしにくくなったが、次女は、母親がこれからも自宅で姉と一緒の暮らしを続けて欲しいと
願っている。本人も次女に負担をかけないで⾧女との暮らしを続けるために回復しようしており、その意
思を尊重しケアプランの見直しを開始した。 

※本テキストで扱う事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令

和７年」等和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、）様式内は氏名（現在の年齢）

で表示しています。 
※本テキスト内の事例は医療職等による監修を受けています。
※本テキストの事例の居宅サービス計画書上には、サービス事業所における各種加算について記載し
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資料−10

ジェノグラム・エコマップの作成方法

  【ジェノグラムの作成】

利用者の家族・親族の関係を図で表します。

①対象者

男性 女性 性別不明 利用者は二重  

②年齢 ○68  対象者の記号の中に年齢を記入します

③死亡 記号に×を入れる又は■●塗りつぶします 

④婚姻関係等

結婚 別居 離婚 内縁

⑤家族関係

子供 里親または養子 双子

⑥同居の状況  同居者は○で囲みます 

  【エコマップの作成】 

利用者の人間関係や地域の社会資源との関係性を図で表します。 

①関わりのある人、機関等を○で囲みます

  友人   地域包括支援センター 

②関係性

肯定的関係 関係の強さを線の太さで表します

ストレスのある関係  ストレスの強さを線の数で表します

希薄な関係 

関係性の方向

近隣住民
主治医

日日本本橋橋 みみけけ子子ささんん エエココママッッププ

長女

介護支援専門員

社協（車いす）

J 福祉用具

Ｆ整形

本本人人

K デイサービス

次女

孫

安心配食サービス

相談支援専門員

（障害福祉）

強い関係強い関係

強い関係 普通の関係 弱い関係 対立関係 働きかけの方向

E 医院

Ⅰ訪問介護

【事例の概要】 障害がある長女と二人暮らし。自宅で骨折をしたが、完治して「母とし

ての役割」を担いたいという想いを持っている事例

※このエコマップはケアプラン作成後の状況で作成しています。

近隣住民

居宅介護

（障害福祉）

訪問介護

（介護保険）

日日本本橋橋 みみけけ子子ささんん エエココママッッププ

長女

介護支援専門員

社協（車いす）

J 福祉用具

Ｆ整形

本本人人

K デイサービス

次女

孫

安心配食サービス

相談支援専門員

（障害福祉）

強い関係強い関係

強い関係 普通の関係 弱い関係 対立関係 働きかけの方向

E 医院

Ⅰ訪問介護

【事例の概要】 障害がある長女と二人暮らし。自宅で骨折をしたが、完治して「母とし

ての役割」を担いたいという想いを持っている事例

※このエコマップはケアプラン作成後の状況で作成しています。

近隣住民

居宅介護

（障害福祉）

訪問介護

（介護保険）
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  【ジェノグラムの作成】
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①対象者

男性 女性 性別不明 利用者は二重  

②年齢 ○68  対象者の記号の中に年齢を記入します

③死亡 記号に×を入れる又は■●塗りつぶします 

④婚姻関係等

結婚 別居 離婚 内縁

⑤家族関係

子供 里親または養子 双子

⑥同居の状況  同居者は○で囲みます 

  【エコマップの作成】 

利用者の人間関係や地域の社会資源との関係性を図で表します。 

①関わりのある人、機関等を○で囲みます

  友人   地域包括支援センター 

②関係性

肯定的関係 関係の強さを線の太さで表します

ストレスのある関係  ストレスの強さを線の数で表します

希薄な関係 

関係性の方向

近隣住民
主治医

日日本本橋橋 みみけけ子子ささんん エエココママッッププ

長女

介護支援専門員

社協（車いす）

J 福祉用具

Ｆ整形

本本人人

K デイサービス

次女

孫

安心配食サービス

相談支援専門員

（障害福祉）

強い関係強い関係

強い関係 普通の関係 弱い関係 対立関係 働きかけの方向

E 医院

Ⅰ訪問介護

【事例の概要】 障害がある長女と二人暮らし。自宅で骨折をしたが、完治して「母とし

ての役割」を担いたいという想いを持っている事例

※このエコマップはケアプラン作成後の状況で作成しています。

近隣住民

居宅介護

（障害福祉）

訪問介護

（介護保険）

日日本本橋橋 みみけけ子子ささんん エエココママッッププ

長女

介護支援専門員

社協（車いす）

J 福祉用具

Ｆ整形

本本人人

K デイサービス

次女

孫

安心配食サービス

相談支援専門員

（障害福祉）

強い関係強い関係

強い関係 普通の関係 弱い関係 対立関係 働きかけの方向

E 医院

Ⅰ訪問介護

【事例の概要】 障害がある長女と二人暮らし。自宅で骨折をしたが、完治して「母とし

ての役割」を担いたいという想いを持っている事例

※このエコマップはケアプラン作成後の状況で作成しています。

近隣住民

居宅介護

（障害福祉）

訪問介護

（介護保険）
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  【ジェノグラムの作成】

利用者の家族・親族の関係を図で表します。

①対象者

男性 女性 性別不明 利用者は二重  

②年齢 ○68  対象者の記号の中に年齢を記入します

③死亡 記号に×を入れる又は■●塗りつぶします 

④婚姻関係等

結婚 別居 離婚 内縁

⑤家族関係

子供 里親または養子 双子

⑥同居の状況  同居者は○で囲みます 

  【エコマップの作成】 

利用者の人間関係や地域の社会資源との関係性を図で表します。 

①関わりのある人、機関等を○で囲みます

  友人   地域包括支援センター 

②関係性

肯定的関係 関係の強さを線の太さで表します

ストレスのある関係  ストレスの強さを線の数で表します

希薄な関係 

関係性の方向

近隣住民
主治医

日日本本橋橋 みみけけ子子ささんん エエココママッッププ

長女

介護支援専門員

社協（車いす）

J 福祉用具

Ｆ整形

本本人人

K デイサービス

次女

孫

安心配食サービス

相談支援専門員

（障害福祉）
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強い関係 普通の関係 弱い関係 対立関係 働きかけの方向

E 医院

Ⅰ訪問介護

【事例の概要】 障害がある長女と二人暮らし。自宅で骨折をしたが、完治して「母とし

ての役割」を担いたいという想いを持っている事例

※このエコマップはケアプラン作成後の状況で作成しています。

近隣住民

居宅介護

（障害福祉）

訪問介護

（介護保険）
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強い関係 普通の関係 弱い関係 対立関係 働きかけの方向

E 医院

Ⅰ訪問介護

【事例の概要】 障害がある長女と二人暮らし。自宅で骨折をしたが、完治して「母とし

ての役割」を担いたいという想いを持っている事例

※このエコマップはケアプラン作成後の状況で作成しています。

近隣住民

居宅介護

（障害福祉）

訪問介護

（介護保険）
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②関係性

肯定的関係 関係の強さを線の太さで表します

ストレスのある関係  ストレスの強さを線の数で表します

希薄な関係 
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【事例の概要】 障害がある長女と二人暮らし。自宅で骨折をしたが、完治して「母とし

ての役割」を担いたいという想いを持っている事例

※このエコマップはケアプラン作成後の状況で作成しています。
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【事例の概要】 障害がある長女と二人暮らし。自宅で骨折をしたが、完治して「母とし

ての役割」を担いたいという想いを持っている事例

※このエコマップはケアプラン作成後の状況で作成しています。

近隣住民

居宅介護

（障害福祉）

訪問介護

（介護保険）
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）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 1

  
割

）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

固
定

術
・

処
方

骨
粗

し
ょ

う
症

・
変

形
性

膝
関

節
症

・
変

形
性

腰
椎

症
℡

　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

通
院

処
方

月
2

回

通
院

処
方

月
2

回
処

方

月
2

回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

　
ま

た
骨

折
し

て
し

ま
っ

た
の

で
、

何
で

も
か

ん
で

も
自

分
で

や
る

と
は

言
わ

な
く

な
り

ま
し

た
。

私
一

人
で

は
や

り
き

れ
な

い
の

で
、

お
風

呂
の

こ
と

や
家

事
の

手
助

け
を

し
て

も
ら

え
る

と
助

か
る

（
次

女
）

　
意

向
：

姉
と

母
が

こ
の

家
で

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

こ
と

が
私

の
願

い
で

す

　
長

女
の

こ
と

は
自

分
が

面
倒

を
見

る
と

思
っ

て
い

た
け

れ
ど

、
ま

た
自

分
が

世
話

を
受

け
る

よ
う

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

つ
ら

い
。

次
女

に
は

こ
れ

以
上

負
担

を
か

け
た

く
な

い
　

意
向

：
手

が
思

う
よ

う
に

動
か

な
い

の
で

、
（

ズ
ボ

ン
を

お
ろ

す
の

に
も

た
も

た
し

て
）

ト
イ

レ
に

間
に

合
わ

な
い

こ
と

が
あ

る
が

、
お

む
つ

だ
け

は
嫌

で
す

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

通
院

℡
　

令
和

元
年

令
和

３
年

Ｊ
福

祉
用

具
毎

日

K

サ
ー

ビ
ス

種
別

Ｋ
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
  
 級

）
療

育
（

　
　

  
 　

度
）

身
障

（
２

種
６

級
）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

4
年

1
月

1
0

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

　
　

　
　

　
　

1
9

,7
0

5
単

位
／

月

高
血

圧
症

平
成

2
5

年

社
保

共
済

病
名

特
に

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

令
和

4
年

2
月

1
日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

F
整

形

　
有

（
　

　
　

　
　

　
　

）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

F
整

形

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

週
２

回

（
　

９
万

　
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

Ｅ
医

院

国
民

年
金

薬
局

名
M

薬
局

■
　

か
か

り
つ

け

ふ
り

が
な

に
ほ

ん
ば

し
　

み
け

こ

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

主 訴 ・ 意 向

令
和

5
年

1
月

2
6

日

Ｅ
医

院

担
当

者

J

相 談 内 容

室
町

　
は

る
子 令

和
6

年
1

月
3

1
日

～

　
母

が
た

び
た

び
骨

折
を

し
て

、
ど

ん
ど

ん
家

の
中

の
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

、
私

が
毎

日
通

っ
て

い
ま

す
が

、
姉

の
こ

と
も

あ
る

の
で

気
が

重
い

毎
日

で
す

。
母

が
姉

を
思

う
気

持
ち

も
分

か
り

ま
す

が
、

ま
た

転
ん

で
手

首
を

骨
折

し
て

し
ま

い
着

替
え

や
お

風
呂

に
入

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
今

後
の

こ
と

を
相

談
し

た
い

。
疲

れ
て

し
ま

い
ま

し
た

（
次

女
）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

平
成

2
0

年

令
和

5
年

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

通
院

月
2

回

℡
　

福
祉

用
具

地
域

密
着

型
通

所
介

護

特 記 事 項

薬
剤

師
名

：
P

薬
剤

師
。

飲
み

忘
れ

や
飲

み
に

く
さ

が
出

て
き

た
ら

、
相

談
す

る
こ

と

92
歳
の

91
歳
の

91
歳
の

95
歳
の

92
歳
の

90
歳
の

88
歳
の

82
歳
の

78
歳
の

38



専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

501

縁 側

ベ
ッ

ド

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/
2

）

に
ほ

ん
ば

し
　

み
け

こ

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

東
京

都
・

・
・

東
京

都
・

・
・

長
女

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
次

女
2

日
本

橋
　

菊
子

次
女

の
子

利
用

者
氏

名
日

本
橋

　
み

け
子

（
9

2
歳

）

生
年

月
日

更
新

実
施

場
所

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L

室
町

　
は

る
子

独
居

・
高

齢
者

の
み

・
他

（
長

女
と

２
人

暮
ら

し
）

受
付

日
続

柄
受

付
対

応
者

受
付

方
法

実
施

年
月

日
令

和
4

年
1

月
1

5
日

令
和

5
年

1
月

2
6

日

室
町

　
は

る
子

9
2

歳
要

介
護

状
態

区
分

二
越

　
百

合
子

被
保

険
者

番
号

性
別

0
0

0
-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

令
和

3
年

  
2

月
6

日

退
院

退
所 世

帯

状
態

の
変

化

男
・

女

同
居

・
別

居

F
A

X

初
回

理
由

他
（

  
 

  
 ）

3

氏
名

二
越

　
百

合
子

同
・

別

緊
急

の
連

絡
先

1

住
所

二
越

　
蘭

東
京

都
・

・
・

特
記

事
項

明
・

大
・

昭
年

　
　

月
　

　
日

介
護

者

〇

現
住

所

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
2

階
建

て
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
）

階
・

他
（

  
  
 

  
）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

　
玄

関
、

ト
イ

レ
に

は
住

宅
改

修
で

手
す

り
取

り
付

け
済

。
玄

関
段

差
に

は
、

孫
が

踏
み

台
を

置
き

、
昇

降
を

楽
に

し
た

。
入

浴
時

は
購

入
し

た
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

を
使

用
し

て
い

る
。

　
２

度
屋

外
で

転
倒

骨
折

を
し

て
い

る
。

寝
起

き
は

市
販

の
ベ

ッ
ド

使
用

。
　

自
宅

す
ぐ

近
く

に
は

季
節

の
花

が
観

賞
で

き
る

大
き

な
公

園
が

あ
り

、
満

開
時

に
は

人
々

が
集

い
賑

わ
い

と
活

気
が

あ
る

。
歩

い
て

2
0

分
以

内
の

場
所

に
内

科
・

整
形

外
科

・
接

骨
院

・
ス

ー
パ

ー
が

あ
る

が
、

家
の

周
り

は
住

宅
街

で
小

売
店

は
な

い
。

同
・

別

連
絡

先

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

東
京

都
・

・
・

庭 段 差 ４ ５ ０

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

　
四

人
兄

弟
の

長
女

。
中

学
校

卒
業

後
、

食
料

精
神

疾
患

が
あ

る
長

女
と

２
人

暮
ら

し
で

、
長

女
は

障
害

者
総

合
支

援
法

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
を

受
給

中
。

次
女

は
１

日
１

回
訪

問
し

て
い

る
。

品
店

で
勤

め
、

結
婚

後
〇

〇
市

に
在

住
。

専
業

主
婦

と
し

て
二

人
の

子
育

て
を

し
て

き
た

。
裁

縫
や

折
り

紙
な

ど
手

先
が

器
用

で
、

作
り

物
を

し
た

り
、

庭
に

季
節

の
花

を
植

え
て

楽
し

む
趣

味
が

あ
っ

た
。

　
夫

は
1

4
年

前
に

他
界

。
　

長
女

は
2

0
代

後
半

に
精

神
疾

患
を

発
病

し
、

家
族

で
支

え
合

っ
て

暮
ら

し
て

き
た

が
、

夫
他

界
後

は
長

女
と

二
人

暮
ら

し
。

本
人

は
「

自
分

が
死

ぬ
と

き
は

長
女

も
連

れ
て

い
く

」
が

口
ぐ

せ
で

、
「

長
女

の
こ

と
は

自
分

が
面

倒
を

見
る

」
と

い
う

強
い

意
思

を
持

っ
て

生
活

し
て

き
た

。
　

8
8

歳
の

と
き

、
腰

椎
症

の
悪

化
で

歩
行

障
害

が
現

れ
、

庭
い

じ
り

か
ら

も
遠

ざ
か

っ
て

し
ま

っ
た

。
　

9
0

歳
の

と
き

に
は

、
右

上
腕

骨
頸

部
骨

折
。

ヘ
ル

パ
ー

に
よ

る
入

浴
介

助
を

本
人

・
長

女
と

も
に

受
け

る
よ

う
に

な
っ

た
が

、
本

人
へ

の
訪

問
介

護
の

提
供

は
半

年
で

終
了

し
、

長
女

は
継

続
中

。

情
報

収
集

源
・

テ
レ

ビ
（

情
報

番
組

）
・

介
護

職
と

の
会

話
情

報
活

用
状

況
・

娘
の

た
め

に
役

立
て

よ
う

と
し

て
い

る

情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

　
折

り
紙

を
使

っ
た

作
品

作
り

。
裁

縫
、

手
芸

、
家

の
庭

で
花

を
育

て
る

こ
と

が
趣

味
で

あ
っ

た
。

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

同
・

別

家 族 状 況 ジ ノ グ ラ ム

続
柄

（
住

宅
間

取
図

）

食
卓

娘
の

部
屋

本
人

の
部

屋

踏
台

二
階
へ

玄
関

△
は

段
差

□
は

敷
居

数
字

は
高

さ

（
㎜

）

30
0

15

現
在

は

２
階

は

使
用

し
て

い
な
い

15

92

35

63
61

92
歳
の

91
歳
の

90
歳
の

専門I校了0523.indb   501専門I校了0523.indb   501 2024/05/23   16:072024/05/23   16:07

参
考
資
料

502

他
（

 ）

障
害

等
名

（
聴

覚
障

害
、

感
音

性
難

聴
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

認
知

症
℡

　

右
上

腕
骨

頸
部

骨
折

F
整

形

右
橈

骨
遠

位
端

骨
折

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

　
1

6
万

円
／

月
）

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

障
害

年
金

他
（

  
 ）

家
族

　
　

（
）

　

他
（

長
女

は
障

害
年

金
あ

り
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 1

  
割

）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

固
定

術
・

処
方

骨
粗

し
ょ

う
症

・
変

形
性

膝
関

節
症

・
変

形
性

腰
椎

症
℡

　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

通
院

処
方

月
2

回

通
院

処
方

月
2

回
処

方

月
2

回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

　
ま

た
骨

折
し

て
し

ま
っ

た
の

で
、

何
で

も
か

ん
で

も
自

分
で

や
る

と
は

言
わ

な
く

な
り

ま
し

た
。

私
一

人
で

は
や

り
き

れ
な

い
の

で
、

お
風

呂
の

こ
と

や
家

事
の

手
助

け
を

し
て

も
ら

え
る

と
助

か
る

（
次

女
）

　
意

向
：

姉
と

母
が

こ
の

家
で

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

こ
と

が
私

の
願

い
で

す

　
長

女
の

こ
と

は
自

分
が

面
倒

を
見

る
と

思
っ

て
い

た
け

れ
ど

、
ま

た
自

分
が

世
話

を
受

け
る

よ
う

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

つ
ら

い
。

次
女

に
は

こ
れ

以
上

負
担

を
か

け
た

く
な

い
　

意
向

：
手

が
思

う
よ

う
に

動
か

な
い

の
で

、
（

ズ
ボ

ン
を

お
ろ

す
の

に
も

た
も

た
し

て
）

ト
イ

レ
に

間
に

合
わ

な
い

こ
と

が
あ

る
が

、
お

む
つ

だ
け

は
嫌

で
す

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

通
院

℡
　

令
和

元
年

令
和

３
年

Ｊ
福

祉
用

具
毎

日

K

サ
ー

ビ
ス

種
別

Ｋ
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
級

）
療

育
（

　
度

）
身

障
（

２
種

６
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利

用 情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

4
年

1
月

1
0

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

1
9

,7
0

5
単

位
／

月

高
血

圧
症

平
成

2
5

年

社
保

共
済

病
名

特
に

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

令
和

4
年

2
月

1
日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

F
整

形

　
有

（
）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

F
整

形

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

週
２

回

（
　

９
万

　
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

Ｅ
医

院

国
民

年
金

薬
局

名
M

薬
局

■
か

か
り

つ
け

ふ
り

が
な

に
ほ

ん
ば

し
　

み
け

こ

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

主 訴 ・ 意 向

1
月

3
1

日

Ｅ
医

院

担
当

者

J

相 談 内 容

室
町

　
は

る
子 令

和
6

年
1

月
3

1
日

～

　
母

が
た

び
た

び
骨

折
を

し
て

、
ど

ん
ど

ん
家

の
中

の
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

、
私

が
毎

日
通

っ
て

い
ま

す
が

、
姉

の
こ

と
も

あ
る

の
で

気
が

重
い

毎
日

で
す

。
母

が
姉

を
思

う
気

持
ち

も
分

か
り

ま
す

が
、

ま
た

転
ん

で
手

首
を

骨
折

し
て

し
ま

い
着

替
え

や
お

風
呂

に
入

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
今

後
の

こ
と

を
相

談
し

た
い

。
疲

れ
て

し
ま

い
ま

し
た

（
次

女
）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

平
成

2
0

年

令
和

5
年

利 用 し て い る サ ビ ス

作
成

日

通
院

月
2

回

℡
　

福
祉

用
具

地
域

密
着

型
通

所
介

護

特 記 事 項

薬
剤

師
名

：
P

薬
剤

師
。

飲
み

忘
れ

や
飲

み
に

く
さ

が
出

て
き

た
ら

、
相

談
す

る
こ

と

92
歳
の

91
歳
の

91
歳
の

93
歳
の

92
歳
の

90
歳
の

88
歳
の

82
歳
の

78
歳
の

専門I校了0523.indb   502専門I校了0523.indb   502 2024/05/23   16:072024/05/23   16:07

38

他
（

　
　

　
　

  
  

  
  
  

）

障
害

等
名

（
聴

覚
障

害
、

感
音

性
難

聴
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

認
知

症
℡

　

右
上

腕
骨

頸
部

骨
折

F
整

形

右
橈

骨
遠

位
端

骨
折

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

　
1

6
万

円
／

月
）

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  

  
  
 ）

家
族

　
　

（
　

　
　

　
）

　

他
（

長
女

は
障

害
年

金
あ

り
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
　

　
　

  
 　

　
）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 1

  
割

）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

固
定

術
・

処
方

骨
粗

し
ょ

う
症

・
変

形
性

膝
関

節
症

・
変

形
性

腰
椎

症
℡

　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

通
院

処
方

月
2

回

通
院

処
方

月
2

回
処

方

月
2

回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

　
ま

た
骨

折
し

て
し

ま
っ

た
の

で
、

何
で

も
か

ん
で

も
自

分
で

や
る

と
は

言
わ

な
く

な
り

ま
し

た
。

私
一

人
で

は
や

り
き

れ
な

い
の

で
、

お
風

呂
の

こ
と

や
家

事
の

手
助

け
を

し
て

も
ら

え
る

と
助

か
る

（
次

女
）

　
意

向
：

姉
と

母
が

こ
の

家
で

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

こ
と

が
私

の
願

い
で

す

　
長

女
の

こ
と

は
自

分
が

面
倒

を
見

る
と

思
っ

て
い

た
け

れ
ど

、
ま

た
自

分
が

世
話

を
受

け
る

よ
う

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

つ
ら

い
。

次
女

に
は

こ
れ

以
上

負
担

を
か

け
た

く
な

い
　

意
向

：
手

が
思

う
よ

う
に

動
か

な
い

の
で

、
（

ズ
ボ

ン
を

お
ろ

す
の

に
も

た
も

た
し

て
）

ト
イ

レ
に

間
に

合
わ

な
い

こ
と

が
あ

る
が

、
お

む
つ

だ
け

は
嫌

で
す

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

通
院

℡
　

令
和

元
年

令
和

３
年

Ｊ
福

祉
用

具
毎

日

K

サ
ー

ビ
ス

種
別

Ｋ
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
  
 級

）
療

育
（

　
　

  
 　

度
）

身
障

（
２

種
６

級
）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

4
年

1
月

1
0

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

　
　

　
　

　
　

1
9

,7
0

5
単

位
／

月

高
血

圧
症

平
成

2
5

年

社
保

共
済

病
名

特
に

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

令
和

4
年

2
月

1
日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

F
整

形

　
有

（
　

　
　

　
　

　
　

）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

F
整

形

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

週
２

回

（
　

９
万

　
円

／
月

）

連
絡

先
頻

度

Ｅ
医

院

国
民

年
金

薬
局

名
M

薬
局

■
　

か
か

り
つ

け

ふ
り

が
な

に
ほ

ん
ば

し
　

み
け

こ

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

主 訴 ・ 意 向

令
和

5
年

1
月

2
6

日

Ｅ
医

院

担
当

者

J

相 談 内 容

室
町

　
は

る
子 令

和
6

年
1

月
3

1
日

～

　
母

が
た

び
た

び
骨

折
を

し
て

、
ど

ん
ど

ん
家

の
中

の
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

、
私

が
毎

日
通

っ
て

い
ま

す
が

、
姉

の
こ

と
も

あ
る

の
で

気
が

重
い

毎
日

で
す

。
母

が
姉

を
思

う
気

持
ち

も
分

か
り

ま
す

が
、

ま
た

転
ん

で
手

首
を

骨
折

し
て

し
ま

い
着

替
え

や
お

風
呂

に
入

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
今

後
の

こ
と

を
相

談
し

た
い

。
疲

れ
て

し
ま

い
ま

し
た

（
次

女
）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

平
成

2
0

年

令
和

5
年

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

通
院

月
2

回

℡
　

福
祉

用
具

地
域

密
着

型
通

所
介

護

特 記 事 項

薬
剤

師
名

：
P

薬
剤

師
。

飲
み

忘
れ

や
飲

み
に

く
さ

が
出

て
き

た
ら

、
相

談
す

る
こ

と

92
歳
の

91
歳
の

91
歳
の

95
歳
の

92
歳
の

90
歳
の

88
歳
の

82
歳
の

78
歳
の
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専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

503

意
向

の
度

合

難
聴
が
原
因
で
、
日
常
生
活
に
影
響
が
あ
る
。
健
忘
症
・
軽
度
認
知
症

が
あ
る
（
Ｅ
医
院
　
Ｅ
医
師
）

中
度

異
食

行
為

大
声
で
話
し
た
り
筆
談
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
れ
ば

指
示
は
伝
わ
る

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

妄
想

見
当

識
医

師
・

専
門

職
等

意
見

で
き

る
相
手
の
話
が
聞
こ
え
れ
ば
で
き
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

見
た
い
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
は
自
分
で
選
ん
で
い
る

困
難

重
度

通
じ

な
い

時
々

で
き

る

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
母
と
し
て
、
「
〇
〇
し
な
さ
い
」
と
長
女
の
で
き
る
家
事
の
指
示
や
「
薬
飲
ん
だ
？
」
と
薬

の
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、
長
女
の
介
護

を
適
切
に
続
け
ら
れ
て
い
る

眼
鏡

問
題

有

年
相
応
の
物
忘
れ
は
あ
り
、
あ
れ
、
そ
れ
な
ど
の

言
葉
が
多
い

難
聴
で
は
あ
る
が
、
話
を
理
解
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

通
所
サ
ー
ビ
ス
で
は
筆
談
や
音
声
拡
大
器
具
を
使
い
工
夫
を
し
な
が
ら
会
話
を
し
て
く

れ
る
の
で
会
話
が
成
り
立
っ
て
い
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
ス

マ
ホ

そ
の

他

自
立

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

昼
夜

逆
転

軽
度

不
潔

行
為

難
聴
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
が
筆
談
等
に
よ
り
意
向
を

確
認
し
意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る

低
意

向
の

表
明

阻

高

⑤
に
統

合

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

視
力

補
聴

器

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無
小
さ
い
文
字
は
老
眼
鏡
使
用
。
テ
レ
ビ
は
裸
眼

老
眼
鏡
を
か
け
て
折
り
紙
を
す
る

無
有

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無
聴

覚
障

害
６
級

。
感

音
性

難
聴

。
左

耳
に
補

聴
器

使
用

。
右

耳
は
ほ
と
ん
ど
聞

こ
え
な
い

無
有

音
声

拡
大

器
具
も
併
用

問
題

無

不
要

失

筆
談
や
音
声
拡
大
器
具
を
使
い
工
夫
を
し
な
が
ら
会
話
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
が

必
要
（K

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
）

中中

聞
こ
え
て
い
な
く
て
も
返
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
聞
こ
え
た
と
き
だ
け
返
事

を
し
て
欲
し
い
（
次
女
）

実
施

中

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

対
応

難
度

困
難

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

利
用

者
意

向
相

手
の
声
が
聞
こ
え
て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

失
低

検
討

中

補
聴
器
を
左
耳
に
付
け
て
い
て
も
聞

こ
え
な
い
の
で
困
る
。
聞
こ
え
な
い
の

で
、
ご
め
ん
な
さ
い
と
い
つ
も
謝
っ
て
い

る

利 用 者 家 族

聞
こ
え
て
い
な
く
て
も
適
当
に
返
事
を

す
る
。
分
か
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
が

分
か
ら
な
い
の
で
困
る
(次

女
）

時
々
家
の
中
で
置
き
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
増
え
た
の
で
、
自
信
が
な
く
な
っ

て
困
る

利 用 者

意
向

の
度

合
高

置
き
忘
れ
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
し
た
い

低
阻

家
族

意
向

意
向

の
表

明
阻

意
向

の
度

合

未
検

討

大
事
な
も
の
は
同
じ
場
所
に
し
ま
っ
て
お
い
て
欲
し
い
（
次
女
）

1
月

2
6

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

室
町

　
は

る
子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

次
女

は
飲

食
店

で
週

５
日

パ
ー

ト
で

働
い

て
い

る
。

休
み

の
人

が
い

る
と

き
は

臨
時

で
就

労
を

頼
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
。

９
時

半
か

ら
1

6
時

ま
で

就
労

。

仕
事
を
続
け
な
が
ら
母
と
姉
の
介
護
を
続
け
た
い
（
次
女
）

阻

実
施

中
未

検
討

失

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無
無

関
心

こ
の
歳
だ
か
ら
仕
方
な
い
が
、
も
の
忘

れ
・
置
き
忘
れ
が
あ
っ
て
困
る
（
次
女
）

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏
暴

言
暴

行
多

動

問
題

無

困
難

対
応

難
度

置
き
忘
れ
や
話
し
た
こ
と
の
理
解
力
の
低
下
が
み
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
頻

度
や
状
況
等
を
把
握
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

検
討

中
不

要

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

次
女
は
飲
食
店
で
就
労
中
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
趣
味

が
あ
る
。

病
身

次
女
ば
か
り
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

母
と
姉
の
介
護
で
仕
事
を
辞
め
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
る
の
は
困
る
（
次
女
）

他

日
中

の
み

可
次
女
が
１
日
１
回
（
必
要
な
時
2
回
）
手

伝
い
に
来
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

次
女

は
2
5
年

前
に
夫

を
亡
く
し
、
子
育
て
と
就
労
を
し
て
き
た
。
父

親
が
他
界

し
た
後
は

姉
の
介

護
を
一

人
で
行

う
母

親
を
助

け
る
た
め
に
、
時

々
手
伝

い
に
来
て
い
た
程

度
だ
っ
た
が
、
今

は
次

女
が
中

心
と
な
り
、
仕
事

を
し
な
が
ら
母

と
姉

の
身

の
回

り
の
世
話

を
し
て
お
り
、
疲
れ
て
い
る
。

夜
間

の
み

可

毎
日
顔
を
出
し
て
、
家
事
と
世
話
を
し
て
く
れ
る
次
女
が
い
る

指
示
を
す
れ
ば
簡
単
な
家
事
が
で
き
る
長
女
が
い
る

不
定

期
常

時
可

意
向

の
度

合
高

で
き
れ
ば
、
次
女
に
は
元
気
で
仕
事
を
続
け
て
欲

し
い

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

2
➁ ➂ ➈

③
次

女
に

は
元

気
で

仕
事

を
続

け
て
欲

し
い

中
低

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

家
族

意
向

未
検

討

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

次
女

に
は

元
気

で
仕

事
を
続

け
て

欲
し
い

①
相

手
の

声
が
聞

こ
え

て
会

話
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い

③
へ
統

合

②
置

き
忘

れ
が
少

な
く

な
る
よ
う
に

し
た
い

➁ ➂ ➈

不
要

失
意

向
の

表
明

阻

対
応

難
度

通
院
の
付
き
添
い
な
ど
、
次
女
の
介
護
量
が
増
え
て
疲
れ
が
蓄
積
し
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
女
が
趣
味
を
楽
し
み
、
気
分
転
換

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ
る低

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

意
向

の
表

明

な
し

阻

歳
の
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参
考
資
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504

無

④
骨
折
前

⑤の
暮
ら
し
に

戻
れ
る
よ

う
、
早
く
治

し
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

➄
へ
統
合

も
う
転
び

た
く
な
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

も
う
転
び
た

く
な
い

1
痛
み
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
体
力
が
落
ち
な
い
よ
う
に
活

動
量
を
維
持
し
、
筋
力
低
下
防
止
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上

を
図
り
、
骨
折
前
の
よ
う
に
自

分
の
役

割
と
し
て
長

女
の
世

話
を
行

え
る
生
活
に
早
く
戻
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

医
師
か
ら
の
助
言
や
指
導
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
健
康
状

態
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

実
施

中

・
痛
み
が
あ
る
と
き
は
指
示
を
守
っ
て
鎮
痛
剤
を
飲
ん
で
く
だ

さ
い

・
固
定
し
て
い
る
右
手
は
動
か
さ
ず
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い

・
入
浴
時
は
固
定
部
を
保
護
し
て
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
手
指
は
き
れ
い
に
洗
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
安
静
に
し
す
ぎ
ず
、
で
き
る
だ
け
散
歩
し
た
り
日
光
浴
を
し

て
、
活
動
量
を
下
げ
ず
、
足
腰
の
筋
力
低
下
を
防
ぐ
必
要
が

あ
る
（
F
整
形
F
医
師
）

2
1

時
か

ら
6

時
ま

で
就

寝
。

次
女

訪
問

で
起

床
。

パ
ジ

ャ
マ

か
ら

服
に

着
替

え
て

排
泄

、
朝

食
、

内
服

す
る

。
1

9
時

夕
食

。
2

0
時

に
は

パ
ジ

ャ
マ

に
着

替
え

て
寝

る
準

備
を

す
る

。
痛

み
や

ト
イ

レ
に

行
き

た
く

て
目

が
覚

め
る

こ
と

が
あ

る

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

利
用

者
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

治
療

中

拘
縮

有
右

手
首
骨
折
後
の
た
め
固
定

少
な

い

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

令
和

5
年

1
月

2
6

日

ま
た
次
女
に
心
配
を
か
け
る
が
、
骨
折
前
の
暮
ら
し
に
戻
れ

る
よ
う
、
早
く
治
し
た
い

も
う
転
び
た
く
な
い

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

室
町

　
は

る
子

高
意

向
の

表
明

家
族

意
向

（
　

1
3

8
6

　
k
c
a
l／

日
・

　
３

　
回

／
日

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

爪
水
虫
あ
り

下
痢

無
下

痢
有

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断

経
口

摂
取

良
好

不
良

歯
は

な
い

。
総

義
歯

だ
が

か
み

合
わ

せ
に

問
題

は
な

い
。

歯
肉

・
口

内
炎

の
炎

症
は

な
い

。
食

後
、

自
分

で
簡

単
に

口
を

ゆ
す

ぎ
、

義
歯

を
洗

う
。

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

降
圧

薬
、
骨

粗
し
ょ
う
症

治
療

薬
、
痛

み
止

め
（
頓

服
）

高

ま
た
転
ん
で
し
ま
い
骨
折
し

た
。
不
自
由
だ
し
痛
く
て
困

る
。

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

家 族

高
血

圧
症

・
右

上
腕

骨
頸

部
骨
折
後
・
変
形
性
膝
関
節
症
、
変
形
性
腰
椎
症

（
歩

行
障

害
）
・
骨

粗
し
ょ
う
症

・
右
橈
骨
遠
位
端
骨
折

有

不
要

医
師

の
指

示
を
守

る
こ
と
が
で
き
て
い
る

骨
折

を
し
て
も
自

分
で
口

の
中

を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
１

日
１

回
便

秘
無

便
秘

有

検
討

中

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無

Ｃ
Ｍ

判
断

ま
た
転
ば
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
（
次
女
）

か
ゆ

失

気
を
付
け
て
と
言
っ
て
い
た
の

に
ま
た
転
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
、
次
に
足
を
骨
折
し
た
ら
寝

た
き
り
に
な
る
か
と
思
う
と
心

配
で
困
る
（
次
女
）

ソ
フ

ト
食

困
難

尿
意

有

便
意

無

利 用 者

総
義
歯

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0
-
1
5
1

5
6
-
7
8

骨
折

後
、
固

定
し
て
い
る
た
め
入
浴
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
回

の
骨

折
前

は
自
分
で
週
３
回
入
浴
し
て
い
た
。

昼
：

７
回

 ・
夜

：
２

 回

脈
数
　
5
9
-
7
5
　
　
S
P
O

2
　
9
8
％

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

他

普
通

普
通

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
2
4
.3

嚥
下

障
害

有

5
0

0
m

l／
日

1
3
3

4
3

適
正

体
重

3
8
.9

0
0

0
　

m
l

／
日

飲
水

量

歳
の
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40

ー

専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

503

意
向

の
度

合

難
聴
が
原
因
で
、
日
常
生
活
に
影
響
が
あ
る
。
健
忘
症
・
軽
度
認
知
症

が
あ
る
（
Ｅ
医
院
　
Ｅ
医
師
）

中
度

異
食

行
為

大
声
で
話
し
た
り
筆
談
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
れ
ば

指
示
は
伝
わ
る

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

妄
想

見
当

識
医

師
・

専
門

職
等

意
見

で
き

る
相
手
の
話
が
聞
こ
え
れ
ば
で
き
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

見
た
い
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
は
自
分
で
選
ん
で
い
る

困
難

重
度

通
じ

な
い

時
々

で
き

る

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
母
と
し
て
、
「
〇
〇
し
な
さ
い
」
と
長
女
の
で
き
る
家
事
の
指
示
や
「
薬
飲
ん
だ
？
」
と
薬

の
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、
長
女
の
介
護

を
適
切
に
続
け
ら
れ
て
い
る

眼
鏡

問
題

有

年
相
応
の
物
忘
れ
は
あ
り
、
あ
れ
、
そ
れ
な
ど
の

言
葉
が
多
い

難
聴
で
は
あ
る
が
、
話
を
理
解
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

通
所
サ
ー
ビ
ス
で
は
筆
談
や
音
声
拡
大
器
具
を
使
い
工
夫
を
し
な
が
ら
会
話
を
し
て
く

れ
る
の
で
会
話
が
成
り
立
っ
て
い
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
ス

マ
ホ

そ
の

他

自
立

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

昼
夜

逆
転

軽
度

不
潔

行
為

難
聴
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
が
筆
談
等
に
よ
り
意
向
を

確
認
し
意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る

低
意

向
の

表
明

阻

高

⑤
に
統

合

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

視
力

補
聴

器

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無
小
さ
い
文
字
は
老
眼
鏡
使
用
。
テ
レ
ビ
は
裸
眼

老
眼
鏡
を
か
け
て
折
り
紙
を
す
る

無
有

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無
聴

覚
障

害
６
級

。
感

音
性

難
聴

。
左

耳
に
補

聴
器

使
用

。
右

耳
は
ほ
と
ん
ど
聞

こ
え
な
い

無
有

音
声

拡
大

器
具
も
併
用

問
題

無

不
要

失

筆
談
や
音
声
拡
大
器
具
を
使
い
工
夫
を
し
な
が
ら
会
話
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
が

必
要
（K

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
）

中中

聞
こ
え
て
い
な
く
て
も
返
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
聞
こ
え
た
と
き
だ
け
返
事

を
し
て
欲
し
い
（
次
女
）

実
施

中

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

対
応

難
度

困
難

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

利
用

者
意

向
相

手
の
声
が
聞
こ
え
て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

失
低

検
討

中

補
聴
器
を
左
耳
に
付
け
て
い
て
も
聞

こ
え
な
い
の
で
困
る
。
聞
こ
え
な
い
の

で
、
ご
め
ん
な
さ
い
と
い
つ
も
謝
っ
て
い

る

利 用 者 家 族

聞
こ
え
て
い
な
く
て
も
適
当
に
返
事
を

す
る
。
分
か
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
が

分
か
ら
な
い
の
で
困
る
(次

女
）

時
々
家
の
中
で
置
き
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
増
え
た
の
で
、
自
信
が
な
く
な
っ

て
困
る

利 用 者

意
向

の
度

合
高

置
き
忘
れ
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
し
た
い

低
阻

家
族

意
向

意
向

の
表

明
阻

意
向

の
度

合

未
検

討

大
事
な
も
の
は
同
じ
場
所
に
し
ま
っ
て
お
い
て
欲
し
い
（
次
女
）

1
月

2
6

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

室
町

　
は

る
子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

次
女

は
飲

食
店

で
週

５
日

パ
ー

ト
で

働
い

て
い

る
。

休
み

の
人

が
い

る
と

き
は

臨
時

で
就

労
を

頼
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
。

９
時

半
か

ら
1

6
時

ま
で

就
労

。

仕
事
を
続
け
な
が
ら
母
と
姉
の
介
護
を
続
け
た
い
（
次
女
）

阻

実
施

中
未

検
討

失

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無
無

関
心

こ
の
歳
だ
か
ら
仕
方
な
い
が
、
も
の
忘

れ
・
置
き
忘
れ
が
あ
っ
て
困
る
（
次
女
）

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏
暴

言
暴

行
多

動

問
題

無

困
難

対
応

難
度

置
き
忘
れ
や
話
し
た
こ
と
の
理
解
力
の
低
下
が
み
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
頻

度
や
状
況
等
を
把
握
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

検
討

中
不

要

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

次
女
は
飲
食
店
で
就
労
中
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
趣
味

が
あ
る
。

病
身

次
女
ば
か
り
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

母
と
姉
の
介
護
で
仕
事
を
辞
め
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
る
の
は
困
る
（
次
女
）

他

日
中

の
み

可
次
女
が
１
日
１
回
（
必
要
な
時
2
回
）
手

伝
い
に
来
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

次
女

は
2
5
年

前
に
夫

を
亡
く
し
、
子
育
て
と
就
労
を
し
て
き
た
。
父

親
が
他
界

し
た
後
は

姉
の
介

護
を
一

人
で
行

う
母

親
を
助

け
る
た
め
に
、
時

々
手
伝

い
に
来
て
い
た
程

度
だ
っ
た
が
、
今

は
次

女
が
中

心
と
な
り
、
仕
事

を
し
な
が
ら
母

と
姉

の
身

の
回

り
の
世
話

を
し
て
お
り
、
疲
れ
て
い
る
。

夜
間

の
み

可

毎
日
顔
を
出
し
て
、
家
事
と
世
話
を
し
て
く
れ
る
次
女
が
い
る

指
示
を
す
れ
ば
簡
単
な
家
事
が
で
き
る
長
女
が
い
る

不
定

期
常

時
可

意
向

の
度

合
高

で
き
れ
ば
、
次
女
に
は
元
気
で
仕
事
を
続
け
て
欲

し
い

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

2
➁ ➂ ➈

③
次

女
に

は
元

気
で

仕
事

を
続

け
て
欲

し
い

中
低

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

家
族

意
向

未
検

討

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

次
女

に
は

元
気

で
仕

事
を
続

け
て

欲
し
い

①
相

手
の

声
が
聞

こ
え

て
会

話
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い

③
へ
統

合

②
置

き
忘

れ
が
少

な
く

な
る
よ
う
に

し
た
い

➁ ➂ ➈

不
要

失
意

向
の

表
明

阻

対
応

難
度

通
院
の
付
き
添
い
な
ど
、
次
女
の
介
護
量
が
増
え
て
疲
れ
が
蓄
積
し
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
女
が
趣
味
を
楽
し
み
、
気
分
転
換

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ
る低

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

意
向

の
表

明

な
し

阻

歳
の
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無

④
骨
折
前

⑤の
暮
ら
し
に

戻
れ
る
よ

う
、
早
く
治

し
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

➄
へ
統
合

も
う
転
び

た
く
な
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

も
う
転
び
た

く
な
い

1
痛
み
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
体
力
が
落
ち
な
い
よ
う
に
活

動
量
を
維
持
し
、
筋
力
低
下
防
止
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上

を
図
り
、
骨
折
前
の
よ
う
に
自

分
の
役

割
と
し
て
長

女
の
世

話
を
行

え
る
生
活
に
早
く
戻
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

医
師
か
ら
の
助
言
や
指
導
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
健
康
状

態
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

実
施

中

・
痛
み
が
あ
る
と
き
は
指
示
を
守
っ
て
鎮
痛
剤
を
飲
ん
で
く
だ

さ
い

・
固
定
し
て
い
る
右
手
は
動
か
さ
ず
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い

・
入
浴
時
は
固
定
部
を
保
護
し
て
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
手
指
は
き
れ
い
に
洗
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
安
静
に
し
す
ぎ
ず
、
で
き
る
だ
け
散
歩
し
た
り
日
光
浴
を
し

て
、
活
動
量
を
下
げ
ず
、
足
腰
の
筋
力
低
下
を
防
ぐ
必
要
が

あ
る
（
F
整
形
F
医
師
）

2
1

時
か

ら
6

時
ま

で
就

寝
。

次
女

訪
問

で
起

床
。

パ
ジ

ャ
マ

か
ら

服
に

着
替

え
て

排
泄

、
朝

食
、

内
服

す
る

。
1

9
時

夕
食

。
2

0
時

に
は

パ
ジ

ャ
マ

に
着

替
え

て
寝

る
準

備
を

す
る

。
痛

み
や

ト
イ

レ
に

行
き

た
く

て
目

が
覚

め
る

こ
と

が
あ

る

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

利
用

者
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

治
療

中

拘
縮

有
右

手
首
骨
折
後
の
た
め
固
定

少
な

い

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

令
和

5
年

1
月

2
6

日

ま
た
次
女
に
心
配
を
か
け
る
が
、
骨
折
前
の
暮
ら
し
に
戻
れ

る
よ
う
、
早
く
治
し
た
い

も
う
転
び
た
く
な
い

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

室
町

　
は

る
子

高
意

向
の

表
明

家
族

意
向

（
　

1
3

8
6

　
k
c
a
l／

日
・

　
３

　
回

／
日

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

爪
水
虫
あ
り

下
痢

無
下

痢
有

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断

経
口

摂
取

良
好

不
良

歯
は

な
い

。
総

義
歯

だ
が

か
み

合
わ

せ
に

問
題

は
な

い
。

歯
肉

・
口

内
炎

の
炎

症
は

な
い

。
食

後
、

自
分

で
簡

単
に

口
を

ゆ
す

ぎ
、

義
歯

を
洗

う
。

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

降
圧

薬
、
骨

粗
し
ょ
う
症

治
療

薬
、
痛

み
止

め
（
頓

服
）

高

ま
た
転
ん
で
し
ま
い
骨
折
し

た
。
不
自
由
だ
し
痛
く
て
困

る
。

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

家 族

高
血

圧
症

・
右

上
腕

骨
頸

部
骨
折
後
・
変
形
性
膝
関
節
症
、
変
形
性
腰
椎
症

（
歩

行
障

害
）
・
骨

粗
し
ょ
う
症

・
右
橈
骨
遠
位
端
骨
折

有

不
要

医
師

の
指

示
を
守

る
こ
と
が
で
き
て
い
る

骨
折

を
し
て
も
自

分
で
口

の
中

を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
１

日
１

回
便

秘
無

便
秘

有

検
討

中

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無

Ｃ
Ｍ

判
断

ま
た
転
ば
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
（
次
女
）

か
ゆ

失

気
を
付
け
て
と
言
っ
て
い
た
の

に
ま
た
転
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
、
次
に
足
を
骨
折
し
た
ら
寝

た
き
り
に
な
る
か
と
思
う
と
心

配
で
困
る
（
次
女
）

ソ
フ

ト
食

困
難

尿
意

有

便
意

無

利 用 者

総
義
歯

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0
-
1
5
1

5
6
-
7
8

骨
折

後
、
固

定
し
て
い
る
た
め
入
浴
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
回

の
骨

折
前

は
自
分
で
週
３
回
入
浴
し
て
い
た
。

昼
：

７
回

 ・
夜

：
２

 回

脈
数
　
5
9
-
7
5
　
　
S
P
O

2
　
9
8
％

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

他

普
通

普
通

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
2
4
.3

嚥
下

障
害

有

5
0

0
m

l／
日

1
3
3

4
3

適
正

体
重

3
8
.9

0
0

0
　

m
l

／
日

飲
水

量

歳
の

専門I校了0523.indb   504専門I校了0523.indb   504 2024/05/23   16:072024/05/23   16:07

4140



専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

503

意
向

の
度

合

難
聴
が
原
因
で
、
日
常
生
活
に
影
響
が
あ
る
。
健
忘
症
・
軽
度
認
知
症

が
あ
る
（
Ｅ
医
院
　
Ｅ
医
師
）

中
度

異
食

行
為

大
声
で
話
し
た
り
筆
談
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
れ
ば

指
示
は
伝
わ
る

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

妄
想

見
当

識
医

師
・

専
門

職
等

意
見

で
き

る
相
手
の
話
が
聞
こ
え
れ
ば
で
き
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

見
た
い
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
は
自
分
で
選
ん
で
い
る

困
難

重
度

通
じ

な
い

時
々

で
き

る

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
母
と
し
て
、
「
〇
〇
し
な
さ
い
」
と
長
女
の
で
き
る
家
事
の
指
示
や
「
薬
飲
ん
だ
？
」
と
薬

の
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、
長
女
の
介
護

を
適
切
に
続
け
ら
れ
て
い
る

眼
鏡

問
題

有

年
相
応
の
物
忘
れ
は
あ
り
、
あ
れ
、
そ
れ
な
ど
の

言
葉
が
多
い

難
聴
で
は
あ
る
が
、
話
を
理
解
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

通
所
サ
ー
ビ
ス
で
は
筆
談
や
音
声
拡
大
器
具
を
使
い
工
夫
を
し
な
が
ら
会
話
を
し
て
く

れ
る
の
で
会
話
が
成
り
立
っ
て
い
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
ス

マ
ホ

そ
の

他

自
立

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

昼
夜

逆
転

軽
度

不
潔

行
為

難
聴
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
が
筆
談
等
に
よ
り
意
向
を

確
認
し
意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る

低
意

向
の

表
明

阻

高

⑤
に
統

合

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

視
力

補
聴

器

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無
小
さ
い
文
字
は
老
眼
鏡
使
用
。
テ
レ
ビ
は
裸
眼

老
眼
鏡
を
か
け
て
折
り
紙
を
す
る

無
有

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無
聴

覚
障

害
６
級

。
感

音
性

難
聴

。
左

耳
に
補

聴
器

使
用

。
右

耳
は
ほ
と
ん
ど
聞

こ
え
な
い

無
有

音
声

拡
大

器
具
も
併
用

問
題

無

不
要

失

筆
談
や
音
声
拡
大
器
具
を
使
い
工
夫
を
し
な
が
ら
会
話
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
が

必
要
（K

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
）

中中

聞
こ
え
て
い
な
く
て
も
返
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
聞
こ
え
た
と
き
だ
け
返
事

を
し
て
欲
し
い
（
次
女
）

実
施

中

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

対
応

難
度

困
難

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

利
用

者
意

向
相

手
の
声
が
聞
こ
え
て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

失
低

検
討

中

補
聴
器
を
左
耳
に
付
け
て
い
て
も
聞

こ
え
な
い
の
で
困
る
。
聞
こ
え
な
い
の

で
、
ご
め
ん
な
さ
い
と
い
つ
も
謝
っ
て
い

る

利 用 者 家 族

聞
こ
え
て
い
な
く
て
も
適
当
に
返
事
を

す
る
。
分
か
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
が

分
か
ら
な
い
の
で
困
る
(次

女
）

時
々
家
の
中
で
置
き
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
増
え
た
の
で
、
自
信
が
な
く
な
っ

て
困
る

利 用 者

意
向

の
度

合
高

置
き
忘
れ
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
し
た
い

低
阻

家
族

意
向

意
向

の
表

明
阻

意
向

の
度

合

未
検

討

大
事
な
も
の
は
同
じ
場
所
に
し
ま
っ
て
お
い
て
欲
し
い
（
次
女
）

1
月

2
6

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

室
町

　
は

る
子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

次
女

は
飲

食
店

で
週

５
日

パ
ー

ト
で

働
い

て
い

る
。

休
み

の
人

が
い

る
と

き
は

臨
時

で
就

労
を

頼
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
。

９
時

半
か

ら
1

6
時

ま
で

就
労

。

仕
事
を
続
け
な
が
ら
母
と
姉
の
介
護
を
続
け
た
い
（
次
女
）

阻

実
施

中
未

検
討

失

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無
無

関
心

こ
の
歳
だ
か
ら
仕
方
な
い
が
、
も
の
忘

れ
・
置
き
忘
れ
が
あ
っ
て
困
る
（
次
女
）

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏
暴

言
暴

行
多

動

問
題

無

困
難

対
応

難
度

置
き
忘
れ
や
話
し
た
こ
と
の
理
解
力
の
低
下
が
み
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
頻

度
や
状
況
等
を
把
握
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

検
討

中
不

要

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

次
女
は
飲
食
店
で
就
労
中
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
趣
味

が
あ
る
。

病
身

次
女
ば
か
り
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

母
と
姉
の
介
護
で
仕
事
を
辞
め
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
る
の
は
困
る
（
次
女
）

他

日
中

の
み

可
次
女
が
１
日
１
回
（
必
要
な
時
2
回
）
手

伝
い
に
来
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

次
女

は
2
5
年

前
に
夫

を
亡
く
し
、
子
育
て
と
就
労
を
し
て
き
た
。
父

親
が
他
界

し
た
後
は

姉
の
介

護
を
一

人
で
行

う
母

親
を
助

け
る
た
め
に
、
時

々
手
伝

い
に
来
て
い
た
程

度
だ
っ
た
が
、
今

は
次

女
が
中

心
と
な
り
、
仕
事

を
し
な
が
ら
母

と
姉

の
身

の
回

り
の
世
話

を
し
て
お
り
、
疲
れ
て
い
る
。

夜
間

の
み

可

毎
日
顔
を
出
し
て
、
家
事
と
世
話
を
し
て
く
れ
る
次
女
が
い
る

指
示
を
す
れ
ば
簡
単
な
家
事
が
で
き
る
長
女
が
い
る

不
定

期
常

時
可

意
向

の
度

合
高

で
き
れ
ば
、
次
女
に
は
元
気
で
仕
事
を
続
け
て
欲

し
い

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

2
➁ ➂ ➈

③
次

女
に

は
元

気
で

仕
事

を
続

け
て
欲

し
い

中
低

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

家
族

意
向

未
検

討

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

次
女

に
は

元
気

で
仕

事
を
続

け
て

欲
し
い

①
相

手
の

声
が
聞

こ
え

て
会

話
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い

③
へ
統

合

②
置

き
忘

れ
が
少

な
く

な
る
よ
う
に

し
た
い

➁ ➂ ➈

不
要

失
意

向
の

表
明

阻

対
応

難
度

通
院
の
付
き
添
い
な
ど
、
次
女
の
介
護
量
が
増
え
て
疲
れ
が
蓄
積
し
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
女
が
趣
味
を
楽
し
み
、
気
分
転
換

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ
る低

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

意
向

の
表

明

な
し

阻

歳
の
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無

④
骨
折
前

⑤の
暮
ら
し
に

戻
れ
る
よ

う
、
早
く
治

し
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

➄
へ
統
合

も
う
転
び

た
く
な
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

も
う
転
び
た

く
な
い

1
痛
み
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
体
力
が
落
ち
な
い
よ
う
に
活

動
量
を
維
持
し
、
筋
力
低
下
防
止
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上

を
図
り
、
骨
折
前
の
よ
う
に
自

分
の
役

割
と
し
て
長

女
の
世

話
を
行

え
る
生
活
に
早
く
戻
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

医
師
か
ら
の
助
言
や
指
導
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
健
康
状

態
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

実
施

中

・
痛
み
が
あ
る
と
き
は
指
示
を
守
っ
て
鎮
痛
剤
を
飲
ん
で
く
だ

さ
い

・
固
定
し
て
い
る
右
手
は
動
か
さ
ず
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い

・
入
浴
時
は
固
定
部
を
保
護
し
て
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
手
指
は
き
れ
い
に
洗
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
安
静
に
し
す
ぎ
ず
、
で
き
る
だ
け
散
歩
し
た
り
日
光
浴
を
し

て
、
活
動
量
を
下
げ
ず
、
足
腰
の
筋
力
低
下
を
防
ぐ
必
要
が

あ
る
（
F
整
形
F
医
師
）

2
1

時
か

ら
6

時
ま

で
就

寝
。

次
女

訪
問

で
起

床
。

パ
ジ

ャ
マ

か
ら

服
に

着
替

え
て

排
泄

、
朝

食
、

内
服

す
る

。
1

9
時

夕
食

。
2

0
時

に
は

パ
ジ

ャ
マ

に
着

替
え

て
寝

る
準

備
を

す
る

。
痛

み
や

ト
イ

レ
に

行
き

た
く

て
目

が
覚

め
る

こ
と

が
あ

る

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

利
用

者
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

治
療

中

拘
縮

有
右

手
首
骨
折
後
の
た
め
固
定

少
な

い

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

令
和

5
年

1
月

2
6

日

ま
た
次
女
に
心
配
を
か
け
る
が
、
骨
折
前
の
暮
ら
し
に
戻
れ

る
よ
う
、
早
く
治
し
た
い

も
う
転
び
た
く
な
い

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

室
町

　
は

る
子

高
意

向
の

表
明

家
族

意
向

（
　

1
3

8
6

　
k
c
a
l／

日
・

　
３

　
回

／
日

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

爪
水
虫
あ
り

下
痢

無
下

痢
有

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断

経
口

摂
取

良
好

不
良

歯
は

な
い

。
総

義
歯

だ
が

か
み

合
わ

せ
に

問
題

は
な

い
。

歯
肉

・
口

内
炎

の
炎

症
は

な
い

。
食

後
、

自
分

で
簡

単
に

口
を

ゆ
す

ぎ
、

義
歯

を
洗

う
。

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

降
圧

薬
、
骨

粗
し
ょ
う
症

治
療

薬
、
痛

み
止

め
（
頓

服
）

高

ま
た
転
ん
で
し
ま
い
骨
折
し

た
。
不
自
由
だ
し
痛
く
て
困

る
。

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

家 族

高
血

圧
症

・
右

上
腕

骨
頸

部
骨
折
後
・
変
形
性
膝
関
節
症
、
変
形
性
腰
椎
症

（
歩

行
障

害
）
・
骨

粗
し
ょ
う
症

・
右
橈
骨
遠
位
端
骨
折

有

不
要

医
師

の
指

示
を
守

る
こ
と
が
で
き
て
い
る

骨
折

を
し
て
も
自

分
で
口

の
中

を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
１

日
１

回
便

秘
無

便
秘

有

検
討

中

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無

Ｃ
Ｍ

判
断

ま
た
転
ば
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
（
次
女
）

か
ゆ

失

気
を
付
け
て
と
言
っ
て
い
た
の

に
ま
た
転
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
、
次
に
足
を
骨
折
し
た
ら
寝

た
き
り
に
な
る
か
と
思
う
と
心

配
で
困
る
（
次
女
）

ソ
フ

ト
食

困
難

尿
意

有

便
意

無

利 用 者

総
義
歯

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0
-
1
5
1

5
6
-
7
8

骨
折

後
、
固

定
し
て
い
る
た
め
入
浴
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
回

の
骨

折
前

は
自
分
で
週
３
回
入
浴
し
て
い
た
。

昼
：

７
回

 ・
夜

：
２

 回

脈
数
　
5
9
-
7
5
　
　
S
P
O

2
　
9
8
％

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

他

普
通

普
通

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
2
4
.3

嚥
下

障
害

有

5
0

0
m

l／
日

1
3
3

4
3

適
正

体
重

3
8
.9

0
0

0
　

m
l

／
日

飲
水

量

歳
の
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40

ー

専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

503

意
向

の
度

合

難
聴
が
原
因
で
、
日
常
生
活
に
影
響
が
あ
る
。
健
忘
症
・
軽
度
認
知
症

が
あ
る
（
Ｅ
医
院
　
Ｅ
医
師
）

中
度

異
食

行
為

大
声
で
話
し
た
り
筆
談
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
れ
ば

指
示
は
伝
わ
る

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

妄
想

見
当

識
医

師
・

専
門

職
等

意
見

で
き

る
相
手
の
話
が
聞
こ
え
れ
ば
で
き
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

見
た
い
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
は
自
分
で
選
ん
で
い
る

困
難

重
度

通
じ

な
い

時
々

で
き

る

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
母
と
し
て
、
「
〇
〇
し
な
さ
い
」
と
長
女
の
で
き
る
家
事
の
指
示
や
「
薬
飲
ん
だ
？
」
と
薬

の
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、
長
女
の
介
護

を
適
切
に
続
け
ら
れ
て
い
る

眼
鏡

問
題

有

年
相
応
の
物
忘
れ
は
あ
り
、
あ
れ
、
そ
れ
な
ど
の

言
葉
が
多
い

難
聴
で
は
あ
る
が
、
話
を
理
解
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

通
所
サ
ー
ビ
ス
で
は
筆
談
や
音
声
拡
大
器
具
を
使
い
工
夫
を
し
な
が
ら
会
話
を
し
て
く

れ
る
の
で
会
話
が
成
り
立
っ
て
い
る

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
ス

マ
ホ

そ
の

他

自
立

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

昼
夜

逆
転

軽
度

不
潔

行
為

難
聴
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
が
筆
談
等
に
よ
り
意
向
を

確
認
し
意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る

低
意

向
の

表
明

阻

高

⑤
に
統

合

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

視
力

補
聴

器

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無
小
さ
い
文
字
は
老
眼
鏡
使
用
。
テ
レ
ビ
は
裸
眼

老
眼
鏡
を
か
け
て
折
り
紙
を
す
る

無
有

殆
ど

聞
こ

え
な

い
は

っ
き

り
聞

こ
え

な
い

問
題

無
聴

覚
障

害
６
級

。
感

音
性

難
聴

。
左

耳
に
補

聴
器

使
用

。
右

耳
は
ほ
と
ん
ど
聞

こ
え
な
い

無
有

音
声

拡
大

器
具
も
併
用

問
題

無

不
要

失

筆
談
や
音
声
拡
大
器
具
を
使
い
工
夫
を
し
な
が
ら
会
話
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
が

必
要
（K

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
）

中中

聞
こ
え
て
い
な
く
て
も
返
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
聞
こ
え
た
と
き
だ
け
返
事

を
し
て
欲
し
い
（
次
女
）

実
施

中

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

対
応

難
度

困
難

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

利
用

者
意

向
相

手
の
声
が
聞
こ
え
て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

失
低

検
討

中

補
聴
器
を
左
耳
に
付
け
て
い
て
も
聞

こ
え
な
い
の
で
困
る
。
聞
こ
え
な
い
の

で
、
ご
め
ん
な
さ
い
と
い
つ
も
謝
っ
て
い

る

利 用 者 家 族

聞
こ
え
て
い
な
く
て
も
適
当
に
返
事
を

す
る
。
分
か
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
が

分
か
ら
な
い
の
で
困
る
(次

女
）

時
々
家
の
中
で
置
き
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
増
え
た
の
で
、
自
信
が
な
く
な
っ

て
困
る

利 用 者

意
向

の
度

合
高

置
き
忘
れ
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
し
た
い

低
阻

家
族

意
向

意
向

の
表

明
阻

意
向

の
度

合

未
検

討

大
事
な
も
の
は
同
じ
場
所
に
し
ま
っ
て
お
い
て
欲
し
い
（
次
女
）

1
月

2
6

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

室
町

　
は

る
子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

次
女

は
飲

食
店

で
週

５
日

パ
ー

ト
で

働
い

て
い

る
。

休
み

の
人

が
い

る
と

き
は

臨
時

で
就

労
を

頼
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
。

９
時

半
か

ら
1

6
時

ま
で

就
労

。

仕
事
を
続
け
な
が
ら
母
と
姉
の
介
護
を
続
け
た
い
（
次
女
）

阻

実
施

中
未

検
討

失

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無
無

関
心

こ
の
歳
だ
か
ら
仕
方
な
い
が
、
も
の
忘

れ
・
置
き
忘
れ
が
あ
っ
て
困
る
（
次
女
）

家 族
介

護
抵

抗
夜

間
不

穏
暴

言
暴

行
多

動

問
題

無

困
難

対
応

難
度

置
き
忘
れ
や
話
し
た
こ
と
の
理
解
力
の
低
下
が
み
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
頻

度
や
状
況
等
を
把
握
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

検
討

中
不

要

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

次
女
は
飲
食
店
で
就
労
中
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
趣
味

が
あ
る
。

病
身

次
女
ば
か
り
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

母
と
姉
の
介
護
で
仕
事
を
辞
め
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
る
の
は
困
る
（
次
女
）

他

日
中

の
み

可
次
女
が
１
日
１
回
（
必
要
な
時
2
回
）
手

伝
い
に
来
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有

次
女

は
2
5
年

前
に
夫

を
亡
く
し
、
子
育
て
と
就
労
を
し
て
き
た
。
父

親
が
他
界

し
た
後
は

姉
の
介

護
を
一

人
で
行

う
母

親
を
助

け
る
た
め
に
、
時

々
手
伝

い
に
来
て
い
た
程

度
だ
っ
た
が
、
今

は
次

女
が
中

心
と
な
り
、
仕
事

を
し
な
が
ら
母

と
姉

の
身

の
回

り
の
世
話

を
し
て
お
り
、
疲
れ
て
い
る
。

夜
間

の
み

可

毎
日
顔
を
出
し
て
、
家
事
と
世
話
を
し
て
く
れ
る
次
女
が
い
る

指
示
を
す
れ
ば
簡
単
な
家
事
が
で
き
る
長
女
が
い
る

不
定

期
常

時
可

意
向

の
度

合
高

で
き
れ
ば
、
次
女
に
は
元
気
で
仕
事
を
続
け
て
欲

し
い

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

2
➁ ➂ ➈

③
次

女
に

は
元

気
で

仕
事

を
続

け
て
欲

し
い

中
低

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・
専

門
職

等

意
見

家
族

意
向

未
検

討

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

次
女

に
は

元
気

で
仕

事
を
続

け
て

欲
し
い

①
相

手
の

声
が
聞

こ
え

て
会

話
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い

③
へ
統

合

②
置

き
忘

れ
が
少

な
く

な
る
よ
う
に

し
た
い

➁ ➂ ➈

不
要

失
意

向
の

表
明

阻

対
応

難
度

通
院
の
付
き
添
い
な
ど
、
次
女
の
介
護
量
が
増
え
て
疲
れ
が
蓄
積
し
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
女
が
趣
味
を
楽
し
み
、
気
分
転
換

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ
る低

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

意
向

の
表

明

な
し

阻

歳
の
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504

無

④
骨
折
前

⑤の
暮
ら
し
に

戻
れ
る
よ

う
、
早
く
治

し
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

➄
へ
統
合

も
う
転
び

た
く
な
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

も
う
転
び
た

く
な
い

1
痛
み
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
体
力
が
落
ち
な
い
よ
う
に
活

動
量
を
維
持
し
、
筋
力
低
下
防
止
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上

を
図
り
、
骨
折
前
の
よ
う
に
自

分
の
役

割
と
し
て
長

女
の
世

話
を
行

え
る
生
活
に
早
く
戻
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

医
師
か
ら
の
助
言
や
指
導
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
健
康
状

態
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

実
施

中

・
痛
み
が
あ
る
と
き
は
指
示
を
守
っ
て
鎮
痛
剤
を
飲
ん
で
く
だ

さ
い

・
固
定
し
て
い
る
右
手
は
動
か
さ
ず
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い

・
入
浴
時
は
固
定
部
を
保
護
し
て
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
手
指
は
き
れ
い
に
洗
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
安
静
に
し
す
ぎ
ず
、
で
き
る
だ
け
散
歩
し
た
り
日
光
浴
を
し

て
、
活
動
量
を
下
げ
ず
、
足
腰
の
筋
力
低
下
を
防
ぐ
必
要
が

あ
る
（
F
整
形
F
医
師
）

2
1

時
か

ら
6

時
ま

で
就

寝
。

次
女

訪
問

で
起

床
。

パ
ジ

ャ
マ

か
ら

服
に

着
替

え
て

排
泄

、
朝

食
、

内
服

す
る

。
1

9
時

夕
食

。
2

0
時

に
は

パ
ジ

ャ
マ

に
着

替
え

て
寝

る
準

備
を

す
る

。
痛

み
や

ト
イ

レ
に

行
き

た
く

て
目

が
覚

め
る

こ
と

が
あ

る

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

利
用

者
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

治
療

中

拘
縮

有
右

手
首
骨
折
後
の
た
め
固
定

少
な

い

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

令
和

5
年

1
月

2
6

日

ま
た
次
女
に
心
配
を
か
け
る
が
、
骨
折
前
の
暮
ら
し
に
戻
れ

る
よ
う
、
早
く
治
し
た
い

も
う
転
び
た
く
な
い

優
先

順
位

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

医
師

指
示

量

室
町

　
は

る
子

高
意

向
の

表
明

家
族

意
向

（
　

1
3

8
6

　
k
c
a
l／

日
・

　
３

　
回

／
日

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

爪
水
虫
あ
り

下
痢

無
下

痢
有

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断

経
口

摂
取

良
好

不
良

歯
は

な
い

。
総

義
歯

だ
が

か
み

合
わ

せ
に

問
題

は
な

い
。

歯
肉

・
口

内
炎

の
炎

症
は

な
い

。
食

後
、

自
分

で
簡

単
に

口
を

ゆ
す

ぎ
、

義
歯

を
洗

う
。

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

降
圧

薬
、
骨

粗
し
ょ
う
症

治
療

薬
、
痛

み
止

め
（
頓

服
）

高

ま
た
転
ん
で
し
ま
い
骨
折
し

た
。
不
自
由
だ
し
痛
く
て
困

る
。

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

家 族

高
血

圧
症

・
右

上
腕

骨
頸

部
骨
折
後
・
変
形
性
膝
関
節
症
、
変
形
性
腰
椎
症

（
歩

行
障

害
）
・
骨

粗
し
ょ
う
症

・
右
橈
骨
遠
位
端
骨
折

有

不
要

医
師

の
指

示
を
守

る
こ
と
が
で
き
て
い
る

骨
折

を
し
て
も
自

分
で
口

の
中

を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

未
検

討
対

応
難

度

常

回
／

週
・

月

　
１

日
１

回
便

秘
無

便
秘

有

検
討

中

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無

Ｃ
Ｍ

判
断

ま
た
転
ば
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
（
次
女
）

か
ゆ

失

気
を
付
け
て
と
言
っ
て
い
た
の

に
ま
た
転
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
、
次
に
足
を
骨
折
し
た
ら
寝

た
き
り
に
な
る
か
と
思
う
と
心

配
で
困
る
（
次
女
）

ソ
フ

ト
食

困
難

尿
意

有

便
意

無

利 用 者

総
義
歯

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0
-
1
5
1

5
6
-
7
8

骨
折

後
、
固

定
し
て
い
る
た
め
入
浴
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
回

の
骨

折
前

は
自
分
で
週
３
回
入
浴
し
て
い
た
。

昼
：

７
回

 ・
夜

：
２

 回

脈
数
　
5
9
-
7
5
　
　
S
P
O

2
　
9
8
％

ペ
ー

ス
ト

状

少
な

い
多

い

普

他

普
通

普
通

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

身
長

・
体

重
無

有
体

重
変

動
2
4
.3

嚥
下

障
害

有

5
0

0
m

l／
日

1
3
3

4
3

適
正

体
重

3
8
.9

0
0

0
　

m
l

／
日

飲
水

量

歳
の
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専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

505

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

時
間
が
あ
れ
ば
近
所
の
公
園
に

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
が
、
家

事
や
介
護
が
優
先
し
、
散
歩
に
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
困
る

（
次
女
）

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

次
女
が
行
う

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助
受
診
時
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て

い
る

し
て

い
な

い

次
女

の
付

き
添

い
で
車

椅
子

を
使

っ
て
通

院
す
る

自
立

問
題

無

近
所

に
住

む
次

女
が
１
日

１
回

～
２
回
訪
問
し
支
援
し
て
く
れ
る

運
転

免
許

な
し

見
守

り状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助
現
在
２
階
は
使
用
し
て
い
な
い

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
き
、
ま
た
転
ん

で
骨
折
し
た
ら
困
る
（
次
女
）

他
（

  
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

ト
イ

レ

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

利
用

者
意

向

手
首
を
骨
折
し
て
、
今
使
っ
て
い

る
歩
行
器
（
歩
行
車
）
が
握
れ
な
く

て
歩
く
の
に
困
る

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

転
倒

骨
折

を
繰

り
返

し
て
い
る
。
両

膝
関

節
症

・
腰

痛
か
ら
歩

行
障

害
が
あ

る
。
外

出
時

は
介

助
が
必

要
（
Ｆ
整

形
　
Ｆ
医

師
）
。
日

光
に
浴
び
る
こ
と

は
、
骨

密
度

の
増

加
に
有

効
で
あ
る
。
デ
イ
の
花

壇
の
水

や
り
の
係

を
続

け
、
少

し
の
時

間
で
も
日

光
浴

が
必

要
（
Ｋ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
機

能
訓

練
指

導
員

）

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

右
手

首
を
固

定
し
て
い
る
た
め
、
今

利
用

し
て
い
る
歩

行
器

（
歩

行
車

）
は

握
り
に
く
く
、
安

全
に
使

用
で
き
な
い
。
立

位
は
で
き
て
い
る
の
で
、
前

の
め
り

転
倒

に
な
ら
な
い
よ
う
な
歩

行
器

（
歩

行
車

）
を
選

定
す
る
必

要
が
あ
る
（
Ｊ

福
祉

用
具

　
Ｊ
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

）
腰

か
ら
下

肢
に
か
け
て
の
筋

緊
張

が
強

い
。
足

関
節

の
動

き
に
も
制

限
が

あ
る
た
め
、
ま
ず
は
下

肢
筋

肉
の
柔

軟
と
両

肩
可

動
域

拡
大

の
施

術
お
よ

び
運

動
が
必

要
で
あ
る
（
K
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
機

能
訓

練
指

導
員

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

通
院
の
帰
り
に
金
融
機
関
に
寄
る

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助
塩

分
摂

取
に
配

慮
し
た
献

立
を
次

女
と
一

緒
に
考

え
て
い
る

お
日
様
に
当
た
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
困
る

骨
折

後
は
次

女
が
持

っ
て
き
た
お
か
ず
を
電

子
レ
ン

ジ
で
温

め
、
長

女
が
配

膳
下

膳
を
し
て
い
る

ゴ
ミ
の
日
は
次
女
が
来
て
捨
て
る

1
月

2
6

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要

失

手
す
り
の
な
い
と
こ
ろ
は
壁
な
ど
に
手
を
つ
き
な
が
ら
歩
い
て
い

る

全
介

助

全
介

助
次

女
が
お
薬

カ
レ
ン
ダ
ー
に
貼

り
付

け
、
自

分
で
飲

め
る

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

室
町

　
は

る
子

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

手
首
を
骨
折
し
て
い
て
も
歩
き
た
い
と
い
う
本
人
の
意
向
を
尊

重
し
、
歩
行
の
安
定
の
た
め
、
福
祉
用
具
の
見
直
し
と
、
歩
行

能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
運
動
等
が
必
要

⑦
お
日

様
に
あ

た
っ
て
花

壇
に
水
を

あ
げ
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

➄
に
統

合

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

通
院
だ
け
で
な
く
、
行
け
る
と
き
に
日
光
浴
し
な
が
ら
買
い
物

や
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
（
次
女
） 対

応
難

度
困

難

骨
密
度
に
良
い
と
さ
れ
る
日
光
を
浴
び
る
た
め
に
も
、
外
出
等

の
支
援
が
必
要

➄
に
統

合

⑥
家
の
中

は
不
自

由
な
く
歩

き
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

一
部

介
助

全
介

助

骨
折

後
は
火

気
は
使

わ
ず
電

子
レ
ン
ジ
で
温

め
て
い
る

全
介

助

移
動
に
時
間
が
か
か
り
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
交
換
は
自
立
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

歩
行
障
害
の
た
め
転
倒
危
険
あ
り

右
手

首
固

定
の
た
め
介

助
必

要
。

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
は
前

回
購

入
済

一
部

介
助

掃
除
は
次
女
が
行
う
、
洗
濯
は
本
人
の
指
示
で
長
女
が
行
う

利
用

者
意

向

お
日
様
に
あ
た
っ
て
庭
の
植
木
や
花
壇
に
水
を
あ
げ
た
い
。

中

阻

骨
折

後
固

定
さ
れ

て
い
る
が
、
左

手
で
食

べ
て
い
る

次
女
に
頼
ん
で
買
っ
て
き
て
も
ら
う

全
介

助

歩
行
器

（
歩
行
車
）
を
支
え
に
立
ち
上
が
る

全
介

助

全
介

助

屋
外
は
次
女
が
車
椅
子
を
押
し
て
通
院
す
る
。

骨
折

し
た
が
身

の
回

り
の
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る

左
手

し
か
使

え
な
い
が
、
ト
イ
レ
だ
け
は
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な
い
気
持
ち
が
強
い

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
右
手
首
固
定
の
た
め
手
助
け
が
必
要

一
部

介
助

通
院
時
に
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
借
り
る

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

母
が
転
ば
な
い
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。
（
次

女
）

低

手
首
を
骨
折
し
て
い
て
も
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
、
家
の
中
は
不
自

由
な
く
歩
き
た
い

全
介

助

全
介

助

全
介

助

実
施

中

意
向

の
度

合
高

意
向

の
度

合
高

実
施

中

歳
の

優
先

順
位
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506

利
用

者
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

仲
の
良

か
っ
た
友

人
が
入

所
し
て
し

ま
い
、
毎

日
の
話

し
相

手
が
い
な
く

て
困

る

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族
外

に
出

る
機

会
が
減

り
困

る
（
次

女
）

自
宅

の
近

く
に
あ
る
公

園
を
通

る
と
顔

見
知

り
の
人

と
会

い
、
「
元

気
だ
っ

た
？

」
と
声

掛
け
し
て
も
ら
え
る
。
長

年
住

ん
で
い
る
た
め
、
近

隣
住

人
と
の

関
係

性
は
良

い
。
自

宅
の
庭

に
実

（
梅

・
み
か
ん
・
柿

）
が
な
る
と
隣

近
所

に
配

っ
て
お
茶
飲

み
な
ど
を
し
て
い
る
。

通
所

先
で
は
折

り
紙

作
品

を
作

る
こ
と
が
楽

し
み
で
、
い
つ
も
感

謝
の
言

葉
を
ケ
ア
職

員
に
伝

え
、
誰

に
対

し
て
も
笑

顔
で
優

し
く
接

し
て
い
る
。

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

以
前

は
障

害
者

の
親

の
会

に
月

1
回

参
加

し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た

対
人

交
流

無
有

外
出

し
た
時

は
、
近

隣
者

と
挨

拶
を
す
る

難
聴

だ
が
通

所
先

で
は
顔

見
知

り
の
利

用
者

や
職

員
と

工
夫

し
な
が
ら
積

極
的

に
会

話
を
す
る

失

Ｃ
Ｍ

判
断

1
月

2
6

日

室
町

　
は

る
子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

➇
気

心
の

知
れ
た
人
と

話
し
た
い

近
所

の
人

に
来

て
も
ら
っ
て
、
気

心
の
知

れ
た
人

と
話

し
た
い

失
意

向
の

表
明

阻

話
し
相

手
が
減

っ
て
き
た
の
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
続

け
さ

せ
た
い
（
次

女
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

⑤
に
統
合

母
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
を
受
け
入
れ
て
欲
し
い
(次

女
)

折
り
紙

や
水

や
り
係

を
通

し
て
他

の
利

用
者

と
交

流
す
る

こ
と
が
多

い
た
め
、
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
相

談
員

）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
自
分
の
役
割
を
楽
し
み
な
が
ら
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
。
庭
の
果
実
が
実
っ
た
時
な
ど
に
近
所
の
友
人
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
、
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

実
施

中

母
と
し
て
長

女
、
次

女
を
守

り
た
い

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

難
聴

が
あ

り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

の
工

夫
が

必
要

だ
が

、
短

い
単

語
で

あ
れ

ば
通

じ
や

す
い

こ
と

が
分

か
っ

た
次

女
を

ケ
ア

ラ
ー

と
し

て
プ

ラ
ン

に
位

置
付

け
て

し
ま

う
こ

と
の

リ
ス

ク
に

気
が

付
く

こ
と

が
で

き
た

。
次

女
は

「
自

分
が

や
ら

ね
ば

」
と

の
考

え
で

頑
張

っ
て

い
る

が
、

次
女

の
限

界
を

知
る

こ
と

も
重

要
。

今
後

も
次

女
と

の
面

談
時

間
を

つ
く

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

た
母

と
し

て
長

女
の

世
話

を
し

た
い

気
持

ち
と

、
次

女
に

負
担

を
か

け
た

く
な

い
気

持
ち

と
、

加
齢

や
骨

折
に

よ
り

で
き

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

増
え

て
い

る
こ

と
の

現
実

を
介

護
支

援
専

門
員

と
し

て
上

手
に

つ
な

い
で

い
く

必
要

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

加
齢

に
伴

っ
て

自
信

を
失

っ
て

い
る

状
態

で
は

あ
る

が
、

近
隣

の
方

と
こ

れ
ま

で
暮

ら
し

の
中

で
し

て
き

た
こ

と
（

庭
の

果
実

の
お

す
そ

分
け

な
ど

）
を

再
開

す
る

こ
と

で
、

昔
馴

染
み

の
ご

近
所

さ
ん

と
交

流
す

る
こ

と
も

ご
本

人
の

楽
し

み
に

つ
な

が
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

長
女

が
自

分
の
こ
と
や
家

事
の
一

部
で
も
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
薬

飲
ん

だ
？

」「
風

呂
に
入

り
な
」「
洗

濯
物

を
取
り
込

ん
で
か
ら
畳

ん
で
」
と
声

掛
け
を

し
続

け
て
い
る

母
と
し
て
娘

を
守

る
こ
と
を
一

番
に
考

え
て
い
る

Ｃ
Ｍ

判
断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

母
が
姉
（長

女
）を

思
う
気
持
ち
は
わ
か
る

が
、
体
が
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
を
諦
め
き
れ
な

い
の
で
困
る
(次

女
)

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

相
談
支
援
専
門
員
と
協
力
し
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
が
届
き
、

安
心
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
で
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

不
要

長
女
を
自
分
だ
け
で
守
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
で
き
な
く
な
っ
て
困
る

だ
ん
だ
ん
と
足

腰
が
弱

く
な
っ
て
転

ん
だ
り
、
以

前
の
よ
う
に
家

事
や
長

女
の
世

話
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
災

害
時

な
ど
、
何

か
あ
っ
た
時

は
助

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
登

録
を
行

い
、
長

女
と
と
も
に
避

難
す
る
こ
と
を
考

え
て
指

定
さ
れ
た
避

難
所

ま
で

行
っ
て
確

認
を
し
て
き
た

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

長
女
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
母
と
し
て
の
想
い
を
尊
重
す
る
必
要

が
あ
る
（
長
女
の
相
談
支
援
専
門
員
）

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

⑨
母

と
し
て

長
女

・
次

女
を
守
り
た
い

➁ ➂ ➈
➂

に
統
合

阻
中

高

実
施

中

実
施

中

歳
の
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専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

505

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

時
間
が
あ
れ
ば
近
所
の
公
園
に

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
が
、
家

事
や
介
護
が
優
先
し
、
散
歩
に
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
困
る

（
次
女
）

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

次
女
が
行
う

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助
受
診
時
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て

い
る

し
て

い
な

い

次
女

の
付

き
添

い
で
車

椅
子

を
使

っ
て
通

院
す
る

自
立

問
題

無

近
所

に
住

む
次

女
が
１
日

１
回

～
２
回
訪
問
し
支
援
し
て
く
れ
る

運
転

免
許

な
し

見
守

り状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助
現
在
２
階
は
使
用
し
て
い
な
い

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
き
、
ま
た
転
ん

で
骨
折
し
た
ら
困
る
（
次
女
）

他
（

  
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

ト
イ

レ

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

利
用

者
意

向

手
首
を
骨
折
し
て
、
今
使
っ
て
い

る
歩
行
器
（
歩
行
車
）
が
握
れ
な
く

て
歩
く
の
に
困
る

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

転
倒

骨
折

を
繰

り
返

し
て
い
る
。
両

膝
関

節
症

・
腰

痛
か
ら
歩

行
障

害
が
あ

る
。
外

出
時

は
介

助
が
必

要
（
Ｆ
整

形
　
Ｆ
医

師
）
。
日

光
に
浴
び
る
こ
と

は
、
骨

密
度

の
増

加
に
有

効
で
あ
る
。
デ
イ
の
花

壇
の
水

や
り
の
係

を
続

け
、
少

し
の
時

間
で
も
日

光
浴

が
必

要
（
Ｋ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
機

能
訓

練
指

導
員

）

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

右
手

首
を
固

定
し
て
い
る
た
め
、
今

利
用

し
て
い
る
歩

行
器

（
歩

行
車

）
は

握
り
に
く
く
、
安

全
に
使

用
で
き
な
い
。
立

位
は
で
き
て
い
る
の
で
、
前

の
め
り

転
倒

に
な
ら
な
い
よ
う
な
歩

行
器

（
歩

行
車

）
を
選

定
す
る
必

要
が
あ
る
（
Ｊ

福
祉

用
具

　
Ｊ
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

）
腰

か
ら
下

肢
に
か
け
て
の
筋

緊
張

が
強

い
。
足

関
節

の
動

き
に
も
制

限
が

あ
る
た
め
、
ま
ず
は
下

肢
筋

肉
の
柔

軟
と
両

肩
可

動
域

拡
大

の
施

術
お
よ

び
運

動
が
必

要
で
あ
る
（
K
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
機

能
訓

練
指

導
員

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

通
院
の
帰
り
に
金
融
機
関
に
寄
る

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助
塩

分
摂

取
に
配

慮
し
た
献

立
を
次

女
と
一

緒
に
考

え
て
い
る

お
日
様
に
当
た
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
困
る

骨
折

後
は
次

女
が
持

っ
て
き
た
お
か
ず
を
電

子
レ
ン

ジ
で
温

め
、
長

女
が
配

膳
下

膳
を
し
て
い
る

ゴ
ミ
の
日
は
次
女
が
来
て
捨
て
る

1
月

2
6

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要

失

手
す
り
の
な
い
と
こ
ろ
は
壁
な
ど
に
手
を
つ
き
な
が
ら
歩
い
て
い

る

全
介

助

全
介

助
次

女
が
お
薬

カ
レ
ン
ダ
ー
に
貼

り
付

け
、
自

分
で
飲

め
る

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

室
町

　
は

る
子

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

手
首
を
骨
折
し
て
い
て
も
歩
き
た
い
と
い
う
本
人
の
意
向
を
尊

重
し
、
歩
行
の
安
定
の
た
め
、
福
祉
用
具
の
見
直
し
と
、
歩
行

能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
運
動
等
が
必
要

⑦
お
日

様
に
あ

た
っ
て
花

壇
に
水
を

あ
げ
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

➄
に
統

合

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

通
院
だ
け
で
な
く
、
行
け
る
と
き
に
日
光
浴
し
な
が
ら
買
い
物

や
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
（
次
女
） 対

応
難

度
困

難

骨
密
度
に
良
い
と
さ
れ
る
日
光
を
浴
び
る
た
め
に
も
、
外
出
等

の
支
援
が
必
要

➄
に
統

合

⑥
家
の
中

は
不
自

由
な
く
歩

き
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

一
部

介
助

全
介

助

骨
折

後
は
火

気
は
使

わ
ず
電

子
レ
ン
ジ
で
温

め
て
い
る

全
介

助

移
動
に
時
間
が
か
か
り
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
交
換
は
自
立
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

歩
行
障
害
の
た
め
転
倒
危
険
あ
り

右
手

首
固

定
の
た
め
介

助
必

要
。

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
は
前

回
購

入
済

一
部

介
助

掃
除
は
次
女
が
行
う
、
洗
濯
は
本
人
の
指
示
で
長
女
が
行
う

利
用

者
意

向

お
日
様
に
あ
た
っ
て
庭
の
植
木
や
花
壇
に
水
を
あ
げ
た
い
。

中

阻

骨
折

後
固

定
さ
れ

て
い
る
が
、
左

手
で
食

べ
て
い
る

次
女
に
頼
ん
で
買
っ
て
き
て
も
ら
う

全
介

助

歩
行
器

（
歩
行
車
）
を
支
え
に
立
ち
上
が
る

全
介

助

全
介

助

屋
外
は
次
女
が
車
椅
子
を
押
し
て
通
院
す
る
。

骨
折

し
た
が
身

の
回

り
の
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る

左
手

し
か
使

え
な
い
が
、
ト
イ
レ
だ
け
は
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な
い
気
持
ち
が
強
い

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
右
手
首
固
定
の
た
め
手
助
け
が
必
要

一
部

介
助

通
院
時
に
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
借
り
る

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

母
が
転
ば
な
い
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。
（
次

女
）

低

手
首
を
骨
折
し
て
い
て
も
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
、
家
の
中
は
不
自

由
な
く
歩
き
た
い

全
介

助

全
介

助

全
介

助

実
施

中

意
向

の
度

合
高

意
向

の
度

合
高

実
施

中

歳
の

優
先

順
位
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506

利
用

者
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

仲
の
良

か
っ
た
友

人
が
入

所
し
て
し

ま
い
、
毎

日
の
話

し
相

手
が
い
な
く

て
困

る

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族
外

に
出

る
機

会
が
減

り
困

る
（
次

女
）

自
宅

の
近

く
に
あ
る
公

園
を
通

る
と
顔

見
知

り
の
人

と
会

い
、
「
元

気
だ
っ

た
？

」
と
声

掛
け
し
て
も
ら
え
る
。
長

年
住

ん
で
い
る
た
め
、
近

隣
住

人
と
の

関
係

性
は
良

い
。
自

宅
の
庭

に
実

（
梅

・
み
か
ん
・
柿

）
が
な
る
と
隣

近
所

に
配

っ
て
お
茶
飲

み
な
ど
を
し
て
い
る
。

通
所

先
で
は
折

り
紙

作
品

を
作

る
こ
と
が
楽

し
み
で
、
い
つ
も
感

謝
の
言

葉
を
ケ
ア
職

員
に
伝

え
、
誰

に
対

し
て
も
笑

顔
で
優

し
く
接

し
て
い
る
。

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

以
前

は
障

害
者

の
親

の
会

に
月

1
回

参
加

し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た

対
人

交
流

無
有

外
出

し
た
時

は
、
近

隣
者

と
挨

拶
を
す
る

難
聴

だ
が
通

所
先

で
は
顔

見
知

り
の
利

用
者

や
職

員
と

工
夫

し
な
が
ら
積

極
的

に
会

話
を
す
る

失

Ｃ
Ｍ

判
断

1
月

2
6

日

室
町

　
は

る
子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

➇
気

心
の

知
れ
た
人
と

話
し
た
い

近
所

の
人

に
来

て
も
ら
っ
て
、
気

心
の
知

れ
た
人

と
話

し
た
い

失
意

向
の

表
明

阻

話
し
相

手
が
減

っ
て
き
た
の
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
続

け
さ

せ
た
い
（
次

女
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

⑤
に
統
合

母
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
を
受
け
入
れ
て
欲
し
い
(次

女
)

折
り
紙

や
水

や
り
係

を
通

し
て
他

の
利

用
者

と
交

流
す
る

こ
と
が
多

い
た
め
、
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
相

談
員

）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
自
分
の
役
割
を
楽
し
み
な
が
ら
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
。
庭
の
果
実
が
実
っ
た
時
な
ど
に
近
所
の
友
人
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
、
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

実
施

中

母
と
し
て
長

女
、
次

女
を
守

り
た
い

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

難
聴

が
あ

り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

の
工

夫
が

必
要

だ
が

、
短

い
単

語
で

あ
れ

ば
通

じ
や

す
い

こ
と

が
分

か
っ

た
次

女
を

ケ
ア

ラ
ー

と
し

て
プ

ラ
ン

に
位

置
付

け
て

し
ま

う
こ

と
の

リ
ス

ク
に

気
が

付
く

こ
と

が
で

き
た

。
次

女
は

「
自

分
が

や
ら

ね
ば

」
と

の
考

え
で

頑
張

っ
て

い
る

が
、

次
女

の
限

界
を

知
る

こ
と

も
重

要
。

今
後

も
次

女
と

の
面

談
時

間
を

つ
く

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

た
母

と
し

て
長

女
の

世
話

を
し

た
い

気
持

ち
と

、
次

女
に

負
担

を
か

け
た

く
な

い
気

持
ち

と
、

加
齢

や
骨

折
に

よ
り

で
き

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

増
え

て
い

る
こ

と
の

現
実

を
介

護
支

援
専

門
員

と
し

て
上

手
に

つ
な

い
で

い
く

必
要

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

加
齢

に
伴

っ
て

自
信

を
失

っ
て

い
る

状
態

で
は

あ
る

が
、

近
隣

の
方

と
こ

れ
ま

で
暮

ら
し

の
中

で
し

て
き

た
こ

と
（

庭
の

果
実

の
お

す
そ

分
け

な
ど

）
を

再
開

す
る

こ
と

で
、

昔
馴

染
み

の
ご

近
所

さ
ん

と
交

流
す

る
こ

と
も

ご
本

人
の

楽
し

み
に

つ
な

が
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

長
女

が
自

分
の
こ
と
や
家

事
の
一

部
で
も
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
薬

飲
ん

だ
？

」「
風

呂
に
入

り
な
」「
洗

濯
物

を
取
り
込

ん
で
か
ら
畳

ん
で
」
と
声

掛
け
を

し
続

け
て
い
る

母
と
し
て
娘

を
守

る
こ
と
を
一

番
に
考

え
て
い
る

Ｃ
Ｍ

判
断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

母
が
姉
（長

女
）を

思
う
気
持
ち
は
わ
か
る

が
、
体
が
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
を
諦
め
き
れ
な

い
の
で
困
る
(次

女
)

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

相
談
支
援
専
門
員
と
協
力
し
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
が
届
き
、

安
心
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
で
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

不
要

長
女
を
自
分
だ
け
で
守
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
で
き
な
く
な
っ
て
困
る

だ
ん
だ
ん
と
足

腰
が
弱

く
な
っ
て
転

ん
だ
り
、
以

前
の
よ
う
に
家

事
や
長

女
の
世

話
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
災

害
時

な
ど
、
何

か
あ
っ
た
時

は
助

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
登

録
を
行

い
、
長

女
と
と
も
に
避

難
す
る
こ
と
を
考

え
て
指

定
さ
れ
た
避

難
所

ま
で

行
っ
て
確

認
を
し
て
き
た

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

長
女
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
母
と
し
て
の
想
い
を
尊
重
す
る
必
要

が
あ
る
（
長
女
の
相
談
支
援
専
門
員
）

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

⑨
母

と
し
て

長
女

・
次

女
を
守
り
た
い

➁ ➂ ➈
➂

に
統
合

阻
中

高

実
施

中

実
施

中

歳
の
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専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

505

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

時
間
が
あ
れ
ば
近
所
の
公
園
に

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
が
、
家

事
や
介
護
が
優
先
し
、
散
歩
に
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
困
る

（
次
女
）

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

次
女
が
行
う

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助
受
診
時
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て

い
る

し
て

い
な

い

次
女

の
付

き
添

い
で
車

椅
子

を
使

っ
て
通

院
す
る

自
立

問
題

無

近
所

に
住

む
次

女
が
１
日

１
回

～
２
回
訪
問
し
支
援
し
て
く
れ
る

運
転

免
許

な
し

見
守

り状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助
現
在
２
階
は
使
用
し
て
い
な
い

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
き
、
ま
た
転
ん

で
骨
折
し
た
ら
困
る
（
次
女
）

他
（

  
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

ト
イ

レ

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

利
用

者
意

向

手
首
を
骨
折
し
て
、
今
使
っ
て
い

る
歩
行
器
（
歩
行
車
）
が
握
れ
な
く

て
歩
く
の
に
困
る

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

転
倒

骨
折

を
繰

り
返

し
て
い
る
。
両

膝
関

節
症

・
腰

痛
か
ら
歩

行
障

害
が
あ

る
。
外

出
時

は
介

助
が
必

要
（
Ｆ
整

形
　
Ｆ
医

師
）
。
日

光
に
浴
び
る
こ
と

は
、
骨

密
度

の
増

加
に
有

効
で
あ
る
。
デ
イ
の
花

壇
の
水

や
り
の
係

を
続

け
、
少

し
の
時

間
で
も
日

光
浴

が
必

要
（
Ｋ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
機

能
訓

練
指

導
員

）

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

右
手

首
を
固

定
し
て
い
る
た
め
、
今

利
用

し
て
い
る
歩

行
器

（
歩

行
車

）
は

握
り
に
く
く
、
安

全
に
使

用
で
き
な
い
。
立

位
は
で
き
て
い
る
の
で
、
前

の
め
り

転
倒

に
な
ら
な
い
よ
う
な
歩

行
器

（
歩

行
車

）
を
選

定
す
る
必

要
が
あ
る
（
Ｊ

福
祉

用
具

　
Ｊ
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

）
腰

か
ら
下

肢
に
か
け
て
の
筋

緊
張

が
強

い
。
足

関
節

の
動

き
に
も
制

限
が

あ
る
た
め
、
ま
ず
は
下

肢
筋

肉
の
柔

軟
と
両

肩
可

動
域

拡
大

の
施

術
お
よ

び
運

動
が
必

要
で
あ
る
（
K
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
機

能
訓

練
指

導
員

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

通
院
の
帰
り
に
金
融
機
関
に
寄
る

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助
塩

分
摂

取
に
配

慮
し
た
献

立
を
次

女
と
一

緒
に
考

え
て
い
る

お
日
様
に
当
た
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
困
る

骨
折

後
は
次

女
が
持

っ
て
き
た
お
か
ず
を
電

子
レ
ン

ジ
で
温

め
、
長

女
が
配

膳
下

膳
を
し
て
い
る

ゴ
ミ
の
日
は
次
女
が
来
て
捨
て
る

1
月

2
6

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要

失

手
す
り
の
な
い
と
こ
ろ
は
壁
な
ど
に
手
を
つ
き
な
が
ら
歩
い
て
い

る

全
介

助

全
介

助
次

女
が
お
薬

カ
レ
ン
ダ
ー
に
貼

り
付

け
、
自

分
で
飲

め
る

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

室
町

　
は

る
子

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

手
首
を
骨
折
し
て
い
て
も
歩
き
た
い
と
い
う
本
人
の
意
向
を
尊

重
し
、
歩
行
の
安
定
の
た
め
、
福
祉
用
具
の
見
直
し
と
、
歩
行

能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
運
動
等
が
必
要

⑦
お
日

様
に
あ

た
っ
て
花

壇
に
水
を

あ
げ
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

➄
に
統

合

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

通
院
だ
け
で
な
く
、
行
け
る
と
き
に
日
光
浴
し
な
が
ら
買
い
物

や
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
（
次
女
） 対

応
難

度
困

難

骨
密
度
に
良
い
と
さ
れ
る
日
光
を
浴
び
る
た
め
に
も
、
外
出
等

の
支
援
が
必
要

➄
に
統

合

⑥
家
の
中

は
不
自

由
な
く
歩

き
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

一
部

介
助

全
介

助

骨
折

後
は
火

気
は
使

わ
ず
電

子
レ
ン
ジ
で
温

め
て
い
る

全
介

助

移
動
に
時
間
が
か
か
り
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
交
換
は
自
立
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

歩
行
障
害
の
た
め
転
倒
危
険
あ
り

右
手

首
固

定
の
た
め
介

助
必

要
。

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
は
前

回
購

入
済

一
部

介
助

掃
除
は
次
女
が
行
う
、
洗
濯
は
本
人
の
指
示
で
長
女
が
行
う

利
用

者
意

向

お
日
様
に
あ
た
っ
て
庭
の
植
木
や
花
壇
に
水
を
あ
げ
た
い
。

中

阻

骨
折

後
固

定
さ
れ

て
い
る
が
、
左

手
で
食

べ
て
い
る

次
女
に
頼
ん
で
買
っ
て
き
て
も
ら
う

全
介

助

歩
行
器

（
歩
行
車
）
を
支
え
に
立
ち
上
が
る

全
介

助

全
介

助

屋
外
は
次
女
が
車
椅
子
を
押
し
て
通
院
す
る
。

骨
折

し
た
が
身

の
回

り
の
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る

左
手

し
か
使

え
な
い
が
、
ト
イ
レ
だ
け
は
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な
い
気
持
ち
が
強
い

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
右
手
首
固
定
の
た
め
手
助
け
が
必
要

一
部

介
助

通
院
時
に
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
借
り
る

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

母
が
転
ば
な
い
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。
（
次

女
）

低

手
首
を
骨
折
し
て
い
て
も
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
、
家
の
中
は
不
自

由
な
く
歩
き
た
い

全
介

助

全
介

助

全
介

助

実
施

中

意
向

の
度

合
高

意
向

の
度

合
高

実
施

中

歳
の

優
先

順
位
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参
考
資
料

506

利
用

者
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

仲
の
良

か
っ
た
友

人
が
入

所
し
て
し

ま
い
、
毎

日
の
話

し
相

手
が
い
な
く

て
困

る

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族
外

に
出

る
機

会
が
減

り
困

る
（
次

女
）

自
宅

の
近

く
に
あ
る
公

園
を
通

る
と
顔

見
知

り
の
人

と
会

い
、
「
元

気
だ
っ

た
？

」
と
声

掛
け
し
て
も
ら
え
る
。
長

年
住

ん
で
い
る
た
め
、
近

隣
住

人
と
の

関
係

性
は
良

い
。
自

宅
の
庭

に
実

（
梅

・
み
か
ん
・
柿

）
が
な
る
と
隣

近
所

に
配

っ
て
お
茶
飲

み
な
ど
を
し
て
い
る
。

通
所

先
で
は
折

り
紙

作
品

を
作

る
こ
と
が
楽

し
み
で
、
い
つ
も
感

謝
の
言

葉
を
ケ
ア
職

員
に
伝

え
、
誰

に
対

し
て
も
笑

顔
で
優

し
く
接

し
て
い
る
。

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

以
前

は
障

害
者

の
親

の
会

に
月

1
回

参
加

し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た

対
人

交
流

無
有

外
出

し
た
時

は
、
近

隣
者

と
挨

拶
を
す
る

難
聴

だ
が
通

所
先

で
は
顔

見
知

り
の
利

用
者

や
職

員
と

工
夫

し
な
が
ら
積

極
的

に
会

話
を
す
る

失

Ｃ
Ｍ

判
断

1
月

2
6

日

室
町

　
は

る
子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

➇
気

心
の

知
れ
た
人
と

話
し
た
い

近
所

の
人

に
来

て
も
ら
っ
て
、
気

心
の
知

れ
た
人

と
話

し
た
い

失
意

向
の

表
明

阻

話
し
相

手
が
減

っ
て
き
た
の
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
続

け
さ

せ
た
い
（
次

女
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

⑤
に
統
合

母
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
を
受
け
入
れ
て
欲
し
い
(次

女
)

折
り
紙

や
水

や
り
係

を
通

し
て
他

の
利

用
者

と
交

流
す
る

こ
と
が
多

い
た
め
、
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
相

談
員

）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
自
分
の
役
割
を
楽
し
み
な
が
ら
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
。
庭
の
果
実
が
実
っ
た
時
な
ど
に
近
所
の
友
人
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
、
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

実
施

中

母
と
し
て
長

女
、
次

女
を
守

り
た
い

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

難
聴

が
あ

り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

の
工

夫
が

必
要

だ
が

、
短

い
単

語
で

あ
れ

ば
通

じ
や

す
い

こ
と

が
分

か
っ

た
次

女
を

ケ
ア

ラ
ー

と
し

て
プ

ラ
ン

に
位

置
付

け
て

し
ま

う
こ

と
の

リ
ス

ク
に

気
が

付
く

こ
と

が
で

き
た

。
次

女
は

「
自

分
が

や
ら

ね
ば

」
と

の
考

え
で

頑
張

っ
て

い
る

が
、

次
女

の
限

界
を

知
る

こ
と

も
重

要
。

今
後

も
次

女
と

の
面

談
時

間
を

つ
く

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

た
母

と
し

て
長

女
の

世
話

を
し

た
い

気
持

ち
と

、
次

女
に

負
担

を
か

け
た

く
な

い
気

持
ち

と
、

加
齢

や
骨

折
に

よ
り

で
き

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

増
え

て
い

る
こ

と
の

現
実

を
介

護
支

援
専

門
員

と
し

て
上

手
に

つ
な

い
で

い
く

必
要

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

加
齢

に
伴

っ
て

自
信

を
失

っ
て

い
る

状
態

で
は

あ
る

が
、

近
隣

の
方

と
こ

れ
ま

で
暮

ら
し

の
中

で
し

て
き

た
こ

と
（

庭
の

果
実

の
お

す
そ

分
け

な
ど

）
を

再
開

す
る

こ
と

で
、

昔
馴

染
み

の
ご

近
所

さ
ん

と
交

流
す

る
こ

と
も

ご
本

人
の

楽
し

み
に

つ
な

が
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

長
女

が
自

分
の
こ
と
や
家

事
の
一

部
で
も
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
薬

飲
ん

だ
？

」「
風

呂
に
入

り
な
」「
洗

濯
物

を
取
り
込

ん
で
か
ら
畳

ん
で
」
と
声

掛
け
を

し
続

け
て
い
る

母
と
し
て
娘

を
守

る
こ
と
を
一

番
に
考

え
て
い
る

Ｃ
Ｍ

判
断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

母
が
姉
（長

女
）を

思
う
気
持
ち
は
わ
か
る

が
、
体
が
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
を
諦
め
き
れ
な

い
の
で
困
る
(次

女
)

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

相
談
支
援
専
門
員
と
協
力
し
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
が
届
き
、

安
心
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
で
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

不
要

長
女
を
自
分
だ
け
で
守
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
で
き
な
く
な
っ
て
困
る

だ
ん
だ
ん
と
足

腰
が
弱

く
な
っ
て
転

ん
だ
り
、
以

前
の
よ
う
に
家

事
や
長

女
の
世

話
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
災

害
時

な
ど
、
何

か
あ
っ
た
時

は
助

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
登

録
を
行

い
、
長

女
と
と
も
に
避

難
す
る
こ
と
を
考

え
て
指

定
さ
れ
た
避

難
所

ま
で

行
っ
て
確

認
を
し
て
き
た

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

長
女
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
母
と
し
て
の
想
い
を
尊
重
す
る
必
要

が
あ
る
（
長
女
の
相
談
支
援
専
門
員
）

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

⑨
母

と
し
て

長
女

・
次

女
を
守
り
た
い

➁ ➂ ➈
➂

に
統
合

阻
中

高

実
施

中

実
施

中

歳
の
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専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

505

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

座
位

時
間
が
あ
れ
ば
近
所
の
公
園
に

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
が
、
家

事
や
介
護
が
優
先
し
、
散
歩
に
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
困
る

（
次
女
）

家 族

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

次
女
が
行
う

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者
全

介
助

全
介

助

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助
受
診
時
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て

い
る

し
て

い
な

い

次
女

の
付

き
添

い
で
車

椅
子

を
使

っ
て
通

院
す
る

自
立

問
題

無

近
所

に
住

む
次

女
が
１
日

１
回

～
２
回
訪
問
し
支
援
し
て
く
れ
る

運
転

免
許

な
し

見
守

り状
態

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

無
有

尿
器

オ
ム

ツ
留

カ
テ

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

全
介

助
現
在
２
階
は
使
用
し
て
い
な
い

立
ち

上
が

り

自
立

歩
行

自
立

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
き
、
ま
た
転
ん

で
骨
折
し
た
ら
困
る
（
次
女
）

他
（

  
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

ト
イ

レ

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

利
用

者
意

向

手
首
を
骨
折
し
て
、
今
使
っ
て
い

る
歩
行
器
（
歩
行
車
）
が
握
れ
な
く

て
歩
く
の
に
困
る

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

検
討

中
未

検
討

不
要

医
師

・
専

門
職

等
意

見

転
倒

骨
折

を
繰

り
返

し
て
い
る
。
両

膝
関

節
症

・
腰

痛
か
ら
歩

行
障

害
が
あ

る
。
外

出
時

は
介

助
が
必

要
（
Ｆ
整

形
　
Ｆ
医

師
）
。
日

光
に
浴
び
る
こ
と

は
、
骨

密
度

の
増

加
に
有

効
で
あ
る
。
デ
イ
の
花

壇
の
水

や
り
の
係

を
続

け
、
少

し
の
時

間
で
も
日

光
浴

が
必

要
（
Ｋ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
機

能
訓

練
指

導
員

）

意
向

の
度

合
高

中

更
衣

・
整

容

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

右
手

首
を
固

定
し
て
い
る
た
め
、
今

利
用

し
て
い
る
歩

行
器

（
歩

行
車

）
は

握
り
に
く
く
、
安

全
に
使

用
で
き
な
い
。
立

位
は
で
き
て
い
る
の
で
、
前

の
め
り

転
倒

に
な
ら
な
い
よ
う
な
歩

行
器

（
歩

行
車

）
を
選

定
す
る
必

要
が
あ
る
（
Ｊ

福
祉

用
具

　
Ｊ
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

）
腰

か
ら
下

肢
に
か
け
て
の
筋

緊
張

が
強

い
。
足

関
節

の
動

き
に
も
制

限
が

あ
る
た
め
、
ま
ず
は
下

肢
筋

肉
の
柔

軟
と
両

肩
可

動
域

拡
大

の
施

術
お
よ

び
運

動
が
必

要
で
あ
る
（
K
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
機

能
訓

練
指

導
員

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

通
院
の
帰
り
に
金
融
機
関
に
寄
る

全
介

助

自
立

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助
塩

分
摂

取
に
配

慮
し
た
献

立
を
次

女
と
一

緒
に
考

え
て
い
る

お
日
様
に
当
た
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
困
る

骨
折

後
は
次

女
が
持

っ
て
き
た
お
か
ず
を
電

子
レ
ン

ジ
で
温

め
、
長

女
が
配

膳
下

膳
を
し
て
い
る

ゴ
ミ
の
日
は
次
女
が
来
て
捨
て
る

1
月

2
6

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要

失

手
す
り
の
な
い
と
こ
ろ
は
壁
な
ど
に
手
を
つ
き
な
が
ら
歩
い
て
い

る

全
介

助

全
介

助
次

女
が
お
薬

カ
レ
ン
ダ
ー
に
貼

り
付

け
、
自

分
で
飲

め
る

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

室
町

　
は

る
子

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

手
首
を
骨
折
し
て
い
て
も
歩
き
た
い
と
い
う
本
人
の
意
向
を
尊

重
し
、
歩
行
の
安
定
の
た
め
、
福
祉
用
具
の
見
直
し
と
、
歩
行

能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
運
動
等
が
必
要

⑦
お
日

様
に
あ

た
っ
て
花

壇
に
水
を

あ
げ
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

➄
に
統

合

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

家
族

意
向

通
院
だ
け
で
な
く
、
行
け
る
と
き
に
日
光
浴
し
な
が
ら
買
い
物

や
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
（
次
女
） 対

応
難

度
困

難

骨
密
度
に
良
い
と
さ
れ
る
日
光
を
浴
び
る
た
め
に
も
、
外
出
等

の
支
援
が
必
要

➄
に
統

合

⑥
家
の
中

は
不
自

由
な
く
歩

き
た
い

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

一
部

介
助

全
介

助

骨
折

後
は
火

気
は
使

わ
ず
電

子
レ
ン
ジ
で
温

め
て
い
る

全
介

助

移
動
に
時
間
が
か
か
り
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
交
換
は
自
立
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

歩
行
障
害
の
た
め
転
倒
危
険
あ
り

右
手

首
固

定
の
た
め
介

助
必

要
。

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
は
前

回
購

入
済

一
部

介
助

掃
除
は
次
女
が
行
う
、
洗
濯
は
本
人
の
指
示
で
長
女
が
行
う

利
用

者
意

向

お
日
様
に
あ
た
っ
て
庭
の
植
木
や
花
壇
に
水
を
あ
げ
た
い
。

中

阻

骨
折

後
固

定
さ
れ

て
い
る
が
、
左

手
で
食

べ
て
い
る

次
女
に
頼
ん
で
買
っ
て
き
て
も
ら
う

全
介

助

歩
行
器

（
歩
行
車
）
を
支
え
に
立
ち
上
が
る

全
介

助

全
介

助

屋
外
は
次
女
が
車
椅
子
を
押
し
て
通
院
す
る
。

骨
折

し
た
が
身

の
回

り
の
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る

左
手

し
か
使

え
な
い
が
、
ト
イ
レ
だ
け
は
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な
い
気
持
ち
が
強
い

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

自
立

一
部

介
助

全
介

助
右
手
首
固
定
の
た
め
手
助
け
が
必
要

一
部

介
助

通
院
時
に
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
借
り
る

全
介

助

歩
行

器
杖

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

母
が
転
ば
な
い
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。
（
次

女
）

低

手
首
を
骨
折
し
て
い
て
も
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
、
家
の
中
は
不
自

由
な
く
歩
き
た
い

全
介

助

全
介

助

全
介

助

実
施

中

意
向

の
度

合
高

意
向

の
度

合
高

実
施

中

歳
の

優
先

順
位
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506

利
用

者
名

日
本

橋
　

み
け

子
（

9
2

歳
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

4
/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

仲
の
良

か
っ
た
友

人
が
入

所
し
て
し

ま
い
、
毎

日
の
話

し
相

手
が
い
な
く

て
困

る

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族
外

に
出

る
機

会
が
減

り
困

る
（
次

女
）

自
宅

の
近

く
に
あ
る
公

園
を
通

る
と
顔

見
知

り
の
人

と
会

い
、
「
元

気
だ
っ

た
？

」
と
声

掛
け
し
て
も
ら
え
る
。
長

年
住

ん
で
い
る
た
め
、
近

隣
住

人
と
の

関
係

性
は
良

い
。
自

宅
の
庭

に
実

（
梅

・
み
か
ん
・
柿

）
が
な
る
と
隣

近
所

に
配

っ
て
お
茶
飲

み
な
ど
を
し
て
い
る
。

通
所

先
で
は
折

り
紙

作
品

を
作

る
こ
と
が
楽

し
み
で
、
い
つ
も
感

謝
の
言

葉
を
ケ
ア
職

員
に
伝

え
、
誰

に
対

し
て
も
笑

顔
で
優

し
く
接

し
て
い
る
。

状
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

以
前

は
障

害
者

の
親

の
会

に
月

1
回

参
加

し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た

対
人

交
流

無
有

外
出

し
た
時

は
、
近

隣
者

と
挨

拶
を
す
る

難
聴

だ
が
通

所
先

で
は
顔

見
知

り
の
利

用
者

や
職

員
と

工
夫

し
な
が
ら
積

極
的

に
会

話
を
す
る

失

Ｃ
Ｍ

判
断

1
月

2
6

日

室
町

　
は

る
子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

➇
気

心
の

知
れ
た
人
と

話
し
た
い

近
所

の
人

に
来

て
も
ら
っ
て
、
気

心
の
知

れ
た
人

と
話

し
た
い

失
意

向
の

表
明

阻

話
し
相

手
が
減

っ
て
き
た
の
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
続

け
さ

せ
た
い
（
次

女
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

➀ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ➇

⑤
に
統
合

母
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
を
受
け
入
れ
て
欲
し
い
(次

女
)

折
り
紙

や
水

や
り
係

を
通

し
て
他

の
利

用
者

と
交

流
す
る

こ
と
が
多

い
た
め
、
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
相

談
員

）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
自
分
の
役
割
を
楽
し
み
な
が
ら
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
。
庭
の
果
実
が
実
っ
た
時
な
ど
に
近
所
の
友
人
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
、
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

実
施

中

母
と
し
て
長

女
、
次

女
を
守

り
た
い

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

難
聴

が
あ

り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

の
工

夫
が

必
要

だ
が

、
短

い
単

語
で

あ
れ

ば
通

じ
や

す
い

こ
と

が
分

か
っ

た
次

女
を

ケ
ア

ラ
ー

と
し

て
プ

ラ
ン

に
位

置
付

け
て

し
ま

う
こ

と
の

リ
ス

ク
に

気
が

付
く

こ
と

が
で

き
た

。
次

女
は

「
自

分
が

や
ら

ね
ば

」
と

の
考

え
で

頑
張

っ
て

い
る

が
、

次
女

の
限

界
を

知
る

こ
と

も
重

要
。

今
後

も
次

女
と

の
面

談
時

間
を

つ
く

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

た
母

と
し

て
長

女
の

世
話

を
し

た
い

気
持

ち
と

、
次

女
に

負
担

を
か

け
た

く
な

い
気

持
ち

と
、

加
齢

や
骨

折
に

よ
り

で
き

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

増
え

て
い

る
こ

と
の

現
実

を
介

護
支

援
専

門
員

と
し

て
上

手
に

つ
な

い
で

い
く

必
要

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

加
齢

に
伴

っ
て

自
信

を
失

っ
て

い
る

状
態

で
は

あ
る

が
、

近
隣

の
方

と
こ

れ
ま

で
暮

ら
し

の
中

で
し

て
き

た
こ

と
（

庭
の

果
実

の
お

す
そ

分
け

な
ど

）
を

再
開

す
る

こ
と

で
、

昔
馴

染
み

の
ご

近
所

さ
ん

と
交

流
す

る
こ

と
も

ご
本

人
の

楽
し

み
に

つ
な

が
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

長
女

が
自

分
の
こ
と
や
家

事
の
一

部
で
も
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
薬

飲
ん

だ
？

」「
風

呂
に
入

り
な
」「
洗

濯
物

を
取
り
込

ん
で
か
ら
畳

ん
で
」
と
声

掛
け
を

し
続

け
て
い
る

母
と
し
て
娘

を
守

る
こ
と
を
一

番
に
考

え
て
い
る

Ｃ
Ｍ

判
断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

母
が
姉
（長

女
）を

思
う
気
持
ち
は
わ
か
る

が
、
体
が
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
を
諦
め
き
れ
な

い
の
で
困
る
(次

女
)

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

相
談
支
援
専
門
員
と
協
力
し
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
が
届
き
、

安
心
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
で
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

不
要

長
女
を
自
分
だ
け
で
守
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
で
き
な
く
な
っ
て
困
る

だ
ん
だ
ん
と
足

腰
が
弱

く
な
っ
て
転

ん
だ
り
、
以

前
の
よ
う
に
家

事
や
長

女
の
世

話
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
災

害
時

な
ど
、
何

か
あ
っ
た
時

は
助

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
登

録
を
行

い
、
長

女
と
と
も
に
避

難
す
る
こ
と
を
考

え
て
指

定
さ
れ
た
避

難
所

ま
で

行
っ
て
確

認
を
し
て
き
た

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

長
女
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
母
と
し
て
の
想
い
を
尊
重
す
る
必
要

が
あ
る
（
長
女
の
相
談
支
援
専
門
員
）

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

⑨
母

と
し
て

長
女

・
次

女
を
守
り
た
い

➁ ➂ ➈
➂

に
統
合

阻
中

高

実
施

中

実
施

中

歳
の
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専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

509

作
成

年
月

日
 
令

和
 

5
 
年

 
1
月

2
7
 
日

 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
１
）
 初

回
 
・
 紹

介
 
・
 
継
続

認
定
済
 
・
 
申
請
中
 

利
用

者
名

 
日

本
橋

 
み

け
子

（
92

歳
）

殿
 
 
 

生
年
月

日
 
0
0
年

0
0
月

00
日
 
 

住
所
 

東
京

都
・

・
・

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

者
氏

名
 
 

室
町

 
は

る
子

 
 

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
・

事
業

所
名
及

び
所

在
地
 
 

○
○

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
 

東
京
都

・
・

・

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

（
変

更
）
日

 
 
 

令
和

 
5
年

 
1
月

2
7
 
 

日
 
初

回
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作
成

日
 
 
令

和
 

3 
年

 
3
月

 
3
日
（

 
90

歳
）
 

認
定

日
 
 
令

和
 

4 
年
 
1
 

月
1
0
 日

 
 
 
認

定
の
有

効
期
間

 
 

令
和

 
4
 
年
 

2
月

1
日
 

～
 

令
和

8
年

 
1
月

31
日
 

要
介
護
状
態
区
分

 
 
 

要
介
護
１
 
・
 
要
介
護
２

 
・
 
要
介
護
３
 
・
 
要
介
護
４

 
・
 
要
介
護
５
 

利
用

者
及

び
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
の
結
果

 

本
人
：
ま

た
転

ん
で

し
ま
っ
た

の
で
家

の
こ

と
が

で
き

な
く

て
つ
ら

い
が

、
治

し
て
何
と

か
家
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な
り

た
い
。
長

女
の
こ
と

も
心
配
だ

し
、

次
女

が
疲

れ
す

ぎ
な

い
か

心
配
で

す
。
 

次
女

：
姉

の
こ

と
も

あ
り

、
母

が
家
を

空
け

る
こ

と
は

難
し

い
の
で

、
家

で
の

サ
ポ

ー
ト

を
一
緒

に
考

え
て

く
だ

さ
い

。
 

課
題

分
析

の
結

果
：

も
う

転
ば

な
い

よ
う

に
筋

力
低
下

防
止

や
バ

ラ
ン

ス
能

力
を
向

上
さ

せ
、

次
女

の
協

力
を

得
な

が
ら

自
分

の
役

割
と

し
て

長
女

の
世

話

 

介
護
認
定
審
査
会
の
 

意
見
及
び
サ
ー
ビ
ス
 

の
種

類
の

指
定

 

な
し
 

総
合
的
な
援
助
の
 

方
 
 

針
 

①
屋

内
外
で

転
倒

し
な

い
よ

う
に

、
運
動

や
日

光
浴

を
し

て
安

全
な
歩

行
を

目
指

し
ま

す

②
ご

家
族
ば

か
り

で
は

な
く

近
隣

の
方
々

と
の

会
話

の
機

会
を

持
て
る

よ
う

に
支

援
し

ま
す

③
次

女
が
介

護
だ

け
で

な
く

自
身

の
生
活

も
充

実
で

き
る

よ
う

に
支
援

し
ま

す

緊
急

時
：

転
倒

・
高

血
圧

・
活

気
が
な

い
と

き
は
受
診

す
る

 

緊
急

時
連

絡
先
：
次
女
 
二
越

 
百
合

子
 

0
00
-
0
00
0
-
00
0
0 

主
治

医
：
Ｅ

医
院

 
Ｅ
医

師
 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Ｆ

整
形
 
○

○
○

○
○

○
○
○

【
※

同
意

欄
は

省
略

し
て

い
ま

す
】

生
活
援
助
中
心
型
の
 

算
 

定
 
理
 
由

 
１
.
一
人
暮
ら
し

２
.家

族
等
が
障
害
、
疾
病
等

３
.
そ
の
他
（

）
 

第
１

表
92
歳
の
 

92
歳
の
 

90
歳
の
 

91
歳
の
 

91
歳
の
 

95
歳
の
 

を
行

え
る

生
活

に
戻

れ
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

専門I校了0523.indb   509専門I校了0523.indb   509 2024/05/23   16:072024/05/23   16:07

作
成
年
月
日
 
令
和

5
年
 
1

月
 
27

日
 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
２
）
 

利
用
者
名
 
 
 
日
本
橋

み
け
子
（
92

歳
）
 
 
殿

 
 
 
 
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
担
当
者

室
町
 
は
る
子

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
(ニ

ー
ズ
)

目
標

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容

長
期
目
標

(期
間
)

短
期
目
標

(期
間
)

サ
ー
ビ
ス
内
容

※
1

サ
ー
ビ
ス
種
別

※
２
 

頻
度

期
間
 

も
う
転
び
た
く
な
い

お
日
様
に
当
た
っ

て
庭
木
を
育
て
た

り
近
所
の
人
と
お

茶
飲
み
が
で
き
る

令
和

5.

1.
27
～

令
和

6.

1.
31
 

ト
イ

レ
ま

で
歩

い
て

行
っ
て
用
を
足
す

令
和

5.

1.
27
～

令
和

5
．

7.
31
 

・
鎮
痛
剤
（
頓
服
）
処
方

・
骨
粗
し
ょ
う
薬
等
処
方

・
血
圧
の
治
療
・
処
方

・
通
院
同
行

・
通
院
時
車
い
す
の
使
用

・
安
全
な
歩
行
の
た
め
の

歩
行
器
（
歩
行
車
）
利
用

・
筋
力
低
下
を
防
ぐ
運
動

・
日
常
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

作
成
・
実
施

・
日
常
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

の
実
施

・
塩
分
・
水
分
の
適
正
摂
取

〇
 

〇
 

医
療
保
険

家
族
 

車
い
す
（
保
険
外
）
利
用

福
祉
用
具
貸
与

地
域
密
着
型
通
所
介
護

本
人
 

本
人
 

Ｅ
医
院

次
女
 

社
協
 

Ｊ
福
祉
用
具

Ｋ
デ

イ
サ

ー

ビ
ス
 

本
人
 

本
人
 

月
２
回

月
２
回

月
２
回

毎
日
 

週
２
回

週
３
回

毎
日
 

令
和

5.

1.
27
～

令
和

5．

7.
31
 

週
に

３
回

以
上

は
日

光
浴
を
す
る

令
和

5.

1.
27
～

令
和

5
．

7.
31
 

・
縁
側
に
椅
子
の
準
備

・
縁
側
で

30
分
程
度
過
ご

す
 

・
花
壇
の
水
や
り
係
の
声

か
け
 

・
花
壇
の
水
や
り
を
す
る

○
 

家
族
 

本
人
 

地
域
密
着
型
通
所
介
護

本
人
 

長
女
 

本
人
 

Ｋ
デ

イ
サ

ー

ビ
ス
 

本
人
 

適
宜
 

適
宜
 

週
２
回

週
２
回

令
和

5.

1.
27
～

令
和

5．

7.
31
 

第
２
表

92
歳

の
 

92
歳

の

93
歳

の

92
歳

の

92
歳

の

92
歳

の

92
歳

の

92
歳

の

92
歳

の

92
歳

の

92
歳

の

44

専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

509

作
成

年
月

日
 
令

和
 

5
 
年

 
1
月

2
7
 
日

 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
１
）
 初

回
 
・
 紹

介
 
・
 
継
続

認
定
済
 
・
 
申
請
中
 

利
用

者
名

 
日

本
橋

 
み

け
子

（
92

歳
）

殿
 
 
 

生
年
月

日
 
0
0
年

0
0
月

00
日
 
 

住
所
 

東
京

都
・

・
・

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

者
氏

名
 
 

室
町

 
は

る
子

 
 

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
・

事
業

所
名
及

び
所

在
地
 
 

○
○

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
 

東
京
都

・
・

・

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

（
変

更
）
日

 
 
 

令
和

 
5
年

 
1
月

2
7
 
 

日
 

 
初

回
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作
成

日
 
 
令

和
 

3 
年

 
3
月

 
3
日
（

 
90

歳
）
 

認
定

日
 
 
令

和
 

4 
年
 
1
 

月
1
0
 日

 
 
 
認

定
の
有

効
期
間

 
 

令
和

 
4
 
年
 

2
月

1
日
 

～
 

令
和

8
年

 
1
月

31
日
 

要
介
護
状
態
区
分

 
 
 

要
介
護
１
 
・
 
要
介
護
２

 
・
 
要
介
護
３
 
・
 
要
介
護
４

 
・
 
要
介
護
５
 

利
用

者
及

び
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
の
結
果

 

本
人
：
ま

た
転

ん
で

し
ま
っ
た

の
で
家

の
こ

と
が

で
き

な
く

て
つ
ら

い
が

、
治

し
て
何
と

か
家
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な
り

た
い
。
長

女
の
こ
と

も
心
配
だ

し
、

次
女

が
疲

れ
す

ぎ
な

い
か

心
配
で

す
。
 

次
女

：
姉

の
こ

と
も

あ
り

、
母

が
家
を

空
け

る
こ

と
は

難
し

い
の
で

、
家

で
の

サ
ポ

ー
ト

を
一
緒

に
考

え
て

く
だ

さ
い

。
 

課
題

分
析

の
結

果
：

も
う

転
ば

な
い

よ
う

に
筋

力
低
下

防
止

や
バ

ラ
ン

ス
能

力
を
向

上
さ

せ
、

次
女

の
協

力
を

得
な

が
ら

自
分

の
役

割
と

し
て

長
女

の
世

話

 

介
護
認
定
審
査
会
の
 

意
見
及
び
サ
ー
ビ
ス
 

の
種

類
の

指
定

 

な
し
 

総
合
的
な
援
助
の
 

方
 
 

針
 

①
屋

内
外
で

転
倒

し
な

い
よ

う
に

、
運
動

や
日

光
浴

を
し

て
安

全
な
歩

行
を

目
指

し
ま

す

②
ご

家
族
ば

か
り

で
は

な
く

近
隣

の
方
々

と
の

会
話

の
機

会
を

持
て
る

よ
う

に
支

援
し

ま
す

③
次

女
が
介

護
だ

け
で

な
く

自
身

の
生
活

も
充

実
で

き
る

よ
う

に
支
援

し
ま

す

緊
急

時
：

転
倒

・
高

血
圧

・
活

気
が
な

い
と

き
は
受
診

す
る

 

緊
急

時
連

絡
先
：
次
女
 
二
越

 
百
合

子
 

0
00
-
0
00
0
-
00
0
0 

主
治

医
：
Ｅ

医
院

 
Ｅ
医

師
 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Ｆ

整
形
 
○

○
○

○
○

○
○
○

【
※

同
意

欄
は

省
略

し
て

い
ま

す
】

生
活
援
助
中
心
型
の
 

算
 

定
 
理
 
由

 
１
.
一
人
暮
ら
し

２
.家

族
等
が
障
害
、
疾
病
等

３
.
そ
の
他
（

 
）
 

第
１

表
92
歳
の
 

92
歳
の
 

90
歳
の
 

91
歳
の
 

91
歳
の
 

95
歳
の
 

を
行

え
る

生
活

に
戻

れ
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

専門I校了0523.indb   509専門I校了0523.indb   509 2024/05/23   16:072024/05/23   16:07

 

作
成
年
月
日
 
令
和
 
5
年
 
1 

月
 
27
 
日
 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
２
）
 

  
利
用
者
名
 
 
 
日
本
橋
 
み
け
子
（
92

歳
）
 
 
殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
担
当
者
 
室
町
 
は
る
子
 
 

 
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
(ニ

ー
ズ
) 

目
 
 
 
標
 

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容
 

長
期
目
標
 

(期
間
) 

短
期
目
標
 

(期
間
) 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

※
1 

サ
ー
ビ
ス
種
別
 

※
２
 

頻
度
 

期
間
 

も
う
転
び
た
く
な
い
 

                    

お
日
様
に
当
た
っ

て
庭
木
を
育
て
た

り
近
所
の
人
と
お

茶
飲
み
が
で
き
る
 

                 

令
和

5.
 

1.
27
～
 

令
和

6.
 

1.
31
 

ト
イ

レ
ま

で
歩

い
て

行
っ
て
用
を
足
す
 

     

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5
．

7.
31
 

 

・
鎮
痛
剤
（
頓
服
）
処
方
 

・
骨
粗
し
ょ
う
薬
等
処
方
 

・
血
圧
の
治
療
・
処
方
 

・
通
院
同
行
 

・
通
院
時
車
い
す
の
使
用
 

・
安
全
な
歩
行
の
た
め
の

歩
行
器
（
歩
行
車
）
利
用
 

・
筋
力
低
下
を
防
ぐ
運
動
 

・
日
常
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

作
成
・
実
施
 

・
日
常
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

の
実
施
 

・
塩
分
・
水
分
の
適
正
摂
取
 

   

  〇
  〇
     

医
療
保
険
 

  家
族
 

車
い
す
（
保
険
外
）
利
用
 

福
祉
用
具
貸
与
 

 地
域
密
着
型
通
所
介
護
 

  本
人
 

 本
人
 

Ｅ
医
院
 

  次
女
 

社
協
 

Ｊ
福
祉
用
具
 

 Ｋ
デ

イ
サ

ー

ビ
ス
 

 本
人
 

 本
人
 

月
２
回
 

  月
２
回
 

月
２
回
 

毎
日
 

 週
２
回
 

  週
３
回
 

 毎
日
 

 

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5．

7.
31
 

 

週
に

３
回

以
上

は
日

光
浴
を
す
る
 

   

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5
．

7.
31
 

 

・
縁
側
に
椅
子
の
準
備
 

・
縁
側
で

30
分
程
度
過
ご

す
 

 ・
花
壇
の
水
や
り
係
の
声

か
け
 

・
花
壇
の
水
や
り
を
す
る
 

 

    ○
 

家
族
 

本
人
 

  地
域
密
着
型
通
所
介
護
 

 本
人
 

長
女
 

本
人
 

  Ｋ
デ

イ
サ

ー

ビ
ス
 

本
人
 

適
宜
 

適
宜
 

  週
２
回
 

 週
２
回
 

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5．

7.
31
 

 

第
２
表
 

 
92

歳
の

 

92
歳

の
 

93
歳

の
 

92
歳

の
 

92
歳

の
 

92
歳

の
 

92
歳

の
 

92
歳

の
 

92
歳

の
 

92
歳

の
 

92
歳

の
 

4544



専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

509

作
成

年
月

日
 
令

和
 

5
 
年

 
1
月

2
7
 
日

 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
１
）
 初

回
 
・
 紹

介
 
・
 
継
続

認
定
済
 
・
 
申
請
中
 

利
用

者
名

 
日

本
橋

 
み

け
子

（
92

歳
）

殿
 
 
 

生
年
月

日
 
0
0
年

0
0
月

00
日
 
 

住
所
 

東
京

都
・

・
・

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

者
氏

名
 
 

室
町

 
は

る
子

 
 

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
・

事
業

所
名
及

び
所

在
地
 
 

○
○

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
 

東
京
都

・
・

・

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

（
変

更
）
日

 
 
 

令
和

 
5
年

 
1
月

2
7
 
 

日
 
初

回
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作
成

日
 
 
令

和
 

3 
年

 
3
月

 
3
日
（

 
90

歳
）
 

認
定

日
 
 
令

和
 

4 
年
 
1
 

月
1
0
 日

 
 
 
認

定
の
有

効
期
間

 
 

令
和

 
4
 
年
 

2
月

1
日
 

～
 

令
和

8
年

 
1
月

31
日
 

要
介
護
状
態
区
分

 
 
 

要
介
護
１
 
・
 
要
介
護
２

 
・
 
要
介
護
３
 
・
 
要
介
護
４

 
・
 
要
介
護
５
 

利
用

者
及

び
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
の
結
果

 

本
人
：
ま

た
転

ん
で

し
ま
っ
た

の
で
家

の
こ

と
が

で
き

な
く

て
つ
ら

い
が

、
治

し
て
何
と

か
家
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な
り

た
い
。
長

女
の
こ
と

も
心
配
だ

し
、

次
女

が
疲

れ
す

ぎ
な

い
か

心
配
で

す
。
 

次
女

：
姉

の
こ

と
も

あ
り

、
母

が
家
を

空
け

る
こ

と
は

難
し

い
の
で

、
家

で
の

サ
ポ

ー
ト

を
一
緒

に
考

え
て

く
だ

さ
い

。
 

課
題

分
析

の
結

果
：

も
う

転
ば

な
い

よ
う

に
筋

力
低
下

防
止

や
バ

ラ
ン

ス
能

力
を
向

上
さ

せ
、

次
女

の
協

力
を

得
な

が
ら

自
分

の
役

割
と

し
て

長
女

の
世

話

 

介
護
認
定
審
査
会
の
 

意
見
及
び
サ
ー
ビ
ス
 

の
種

類
の

指
定

 

な
し
 

総
合
的
な
援
助
の
 

方
 
 

針
 

①
屋

内
外
で

転
倒

し
な

い
よ

う
に

、
運
動

や
日

光
浴

を
し

て
安

全
な
歩

行
を

目
指

し
ま

す

②
ご

家
族
ば

か
り

で
は

な
く

近
隣

の
方
々

と
の

会
話

の
機

会
を

持
て
る

よ
う

に
支

援
し

ま
す

③
次

女
が
介

護
だ

け
で

な
く

自
身

の
生
活

も
充

実
で

き
る

よ
う

に
支
援

し
ま

す

緊
急

時
：

転
倒

・
高

血
圧

・
活

気
が
な

い
と

き
は
受
診

す
る

 

緊
急

時
連

絡
先
：
次
女
 
二
越

 
百
合

子
 

0
00
-
0
00
0
-
00
0
0 

主
治

医
：
Ｅ

医
院

 
Ｅ
医

師
 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Ｆ

整
形
 
○

○
○

○
○

○
○
○

【
※

同
意

欄
は

省
略

し
て

い
ま

す
】

生
活
援
助
中
心
型
の
 

算
 

定
 
理
 
由

 
１
.
一
人
暮
ら
し

２
.家

族
等
が
障
害
、
疾
病
等

３
.
そ
の
他
（

）
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の
 

92
歳
の
 

90
歳
の
 

91
歳
の
 

91
歳
の
 

95
歳
の
 

を
行

え
る

生
活

に
戻

れ
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う
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作
成
年
月
日
 
令
和

5
年
 
1

月
 
27

日
 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
２
）
 

利
用
者
名
 
 
 
日
本
橋

み
け
子
（
92

歳
）
 
 
殿

 
 
 
 
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
担
当
者

室
町
 
は
る
子

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
(ニ

ー
ズ
)

目
標

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容

長
期
目
標

(期
間
)

短
期
目
標

(期
間
)

サ
ー
ビ
ス
内
容

※
1

サ
ー
ビ
ス
種
別

※
２
 

頻
度

期
間
 

も
う
転
び
た
く
な
い

お
日
様
に
当
た
っ

て
庭
木
を
育
て
た

り
近
所
の
人
と
お

茶
飲
み
が
で
き
る

令
和

5.

1.
27
～

令
和

6.

1.
31
 

ト
イ

レ
ま

で
歩

い
て

行
っ
て
用
を
足
す

令
和

5.

1.
27
～

令
和

5
．

7.
31
 

・
鎮
痛
剤
（
頓
服
）
処
方

・
骨
粗
し
ょ
う
薬
等
処
方

・
血
圧
の
治
療
・
処
方

・
通
院
同
行

・
通
院
時
車
い
す
の
使
用

・
安
全
な
歩
行
の
た
め
の

歩
行
器
（
歩
行
車
）
利
用

・
筋
力
低
下
を
防
ぐ
運
動

・
日
常
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

作
成
・
実
施

・
日
常
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

の
実
施

・
塩
分
・
水
分
の
適
正
摂
取

〇
 

〇
 

医
療
保
険

家
族
 

車
い
す
（
保
険
外
）
利
用

福
祉
用
具
貸
与

地
域
密
着
型
通
所
介
護

本
人
 

本
人
 

Ｅ
医
院

次
女
 

社
協
 

Ｊ
福
祉
用
具

Ｋ
デ

イ
サ

ー

ビ
ス
 

本
人
 

本
人
 

月
２
回

月
２
回

月
２
回

毎
日
 

週
２
回

週
３
回

毎
日
 

令
和

5.

1.
27
～

令
和

5．

7.
31
 

週
に

３
回

以
上

は
日

光
浴
を
す
る

令
和

5.

1.
27
～

令
和

5
．

7.
31
 

・
縁
側
に
椅
子
の
準
備

・
縁
側
で

30
分
程
度
過
ご

す
 

・
花
壇
の
水
や
り
係
の
声

か
け
 

・
花
壇
の
水
や
り
を
す
る

○
 

家
族
 

本
人
 

地
域
密
着
型
通
所
介
護

本
人
 

長
女
 

本
人
 

Ｋ
デ

イ
サ

ー

ビ
ス
 

本
人
 

適
宜
 

適
宜
 

週
２
回

週
２
回

令
和

5.

1.
27
～

令
和

5．

7.
31
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の
 

92
歳

の
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歳

の
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歳

の
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歳

の
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歳

の
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歳

の

92
歳

の

92
歳

の

92
歳

の
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専
門
研
修
課
程
Ⅰ
・
更
新
研
修
演
習
事
例

509

作
成

年
月

日
 
令

和
 

5
 
年

 
1
月

2
7
 
日

 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
１
）
 初

回
 
・
 紹

介
 
・
 
継
続

認
定
済
 
・
 
申
請
中
 

利
用

者
名

 
日

本
橋

 
み

け
子

（
92

歳
）

殿
 
 
 

生
年
月

日
 
0
0
年

0
0
月

00
日
 
 

住
所
 

東
京

都
・

・
・

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

者
氏

名
 
 

室
町

 
は

る
子

 
 

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
・

事
業

所
名
及

び
所

在
地
 
 

○
○

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
 

東
京
都

・
・

・

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

（
変

更
）
日

 
 
 

令
和

 
5
年

 
1
月

2
7
 
 

日
 

 
初

回
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作
成

日
 
 
令

和
 

3 
年

 
3
月

 
3
日
（

 
90

歳
）
 

認
定

日
 
 
令

和
 

4 
年
 
1
 

月
1
0
 日

 
 
 
認

定
の
有

効
期
間

 
 

令
和

 
4
 
年
 

2
月

1
日
 

～
 

令
和

8
年

 
1
月

31
日
 

要
介
護
状
態
区
分

 
 
 

要
介
護
１
 
・
 
要
介
護
２

 
・
 
要
介
護
３
 
・
 
要
介
護
４

 
・
 
要
介
護
５
 

利
用

者
及

び
家

族
の

生
活

に
対

す
る

意
向

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
の
結
果

 

本
人
：
ま

た
転

ん
で

し
ま
っ
た

の
で
家

の
こ

と
が

で
き

な
く

て
つ
ら

い
が

、
治

し
て
何
と

か
家
の

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な
り

た
い
。
長

女
の
こ
と

も
心
配
だ

し
、

次
女

が
疲

れ
す

ぎ
な

い
か

心
配
で

す
。
 

次
女

：
姉

の
こ

と
も

あ
り

、
母

が
家
を

空
け

る
こ

と
は

難
し

い
の
で

、
家

で
の

サ
ポ

ー
ト

を
一
緒

に
考

え
て

く
だ

さ
い

。
 

課
題

分
析

の
結

果
：

も
う

転
ば

な
い

よ
う

に
筋

力
低
下

防
止

や
バ

ラ
ン

ス
能

力
を
向

上
さ

せ
、

次
女

の
協

力
を

得
な

が
ら

自
分

の
役

割
と

し
て

長
女

の
世

話

 

介
護
認
定
審
査
会
の
 

意
見
及
び
サ
ー
ビ
ス
 

の
種

類
の

指
定

 

な
し
 

総
合
的
な
援
助
の
 

方
 
 

針
 

①
屋

内
外
で

転
倒

し
な

い
よ

う
に

、
運
動

や
日

光
浴

を
し

て
安

全
な
歩

行
を

目
指

し
ま

す

②
ご

家
族
ば

か
り

で
は

な
く

近
隣

の
方
々

と
の

会
話

の
機

会
を

持
て
る

よ
う

に
支

援
し

ま
す

③
次

女
が
介

護
だ

け
で

な
く

自
身

の
生
活

も
充

実
で

き
る

よ
う

に
支
援

し
ま

す

緊
急

時
：

転
倒

・
高

血
圧

・
活

気
が
な

い
と

き
は
受
診

す
る

 

緊
急

時
連

絡
先
：
次
女
 
二
越

 
百
合

子
 

0
00
-
0
00
0
-
00
0
0 

主
治

医
：
Ｅ

医
院

 
Ｅ
医

師
 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Ｆ

整
形
 
○

○
○

○
○

○
○
○

【
※

同
意

欄
は

省
略

し
て

い
ま

す
】

生
活
援
助
中
心
型
の
 

算
 

定
 
理
 
由

 
１
.
一
人
暮
ら
し

２
.家

族
等
が
障
害
、
疾
病
等

３
.
そ
の
他
（

 
）
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の
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を
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生
活

に
戻
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る

よ
う

に
し

ま
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作
成
年
月
日
 
令
和
 
5
年
 
1 

月
 
27
 
日
 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
２
）
 

  
利
用
者
名
 
 
 
日
本
橋
 
み
け
子
（
92

歳
）
 
 
殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
担
当
者
 
室
町
 
は
る
子
 
 

 
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
(ニ

ー
ズ
) 

目
 
 
 
標
 

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容
 

長
期
目
標
 

(期
間
) 

短
期
目
標
 

(期
間
) 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

※
1 

サ
ー
ビ
ス
種
別
 

※
２
 

頻
度
 

期
間
 

も
う
転
び
た
く
な
い
 

                    

お
日
様
に
当
た
っ

て
庭
木
を
育
て
た

り
近
所
の
人
と
お

茶
飲
み
が
で
き
る
 

                 

令
和

5.
 

1.
27
～
 

令
和

6.
 

1.
31
 

ト
イ

レ
ま

で
歩

い
て

行
っ
て
用
を
足
す
 

     

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5
．

7.
31
 

 

・
鎮
痛
剤
（
頓
服
）
処
方
 

・
骨
粗
し
ょ
う
薬
等
処
方
 

・
血
圧
の
治
療
・
処
方
 

・
通
院
同
行
 

・
通
院
時
車
い
す
の
使
用
 

・
安
全
な
歩
行
の
た
め
の

歩
行
器
（
歩
行
車
）
利
用
 

・
筋
力
低
下
を
防
ぐ
運
動
 

・
日
常
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

作
成
・
実
施
 

・
日
常
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

の
実
施
 

・
塩
分
・
水
分
の
適
正
摂
取
 

   

  〇
  〇
     

医
療
保
険
 

  家
族
 

車
い
す
（
保
険
外
）
利
用
 

福
祉
用
具
貸
与
 

 地
域
密
着
型
通
所
介
護
 

  本
人
 

 本
人
 

Ｅ
医
院
 

  次
女
 

社
協
 

Ｊ
福
祉
用
具
 

 Ｋ
デ

イ
サ

ー

ビ
ス
 

 本
人
 

 本
人
 

月
２
回
 

  月
２
回
 

月
２
回
 

毎
日
 

 週
２
回
 

  週
３
回
 

 毎
日
 

 

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5．

7.
31
 

 

週
に

３
回

以
上

は
日

光
浴
を
す
る
 

   

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5
．

7.
31
 

 

・
縁
側
に
椅
子
の
準
備
 

・
縁
側
で

30
分
程
度
過
ご

す
 

 ・
花
壇
の
水
や
り
係
の
声

か
け
 

・
花
壇
の
水
や
り
を
す
る
 

 

    ○
 

家
族
 

本
人
 

  地
域
密
着
型
通
所
介
護
 

 本
人
 

長
女
 

本
人
 

  Ｋ
デ

イ
サ

ー

ビ
ス
 

本
人
 

適
宜
 

適
宜
 

  週
２
回
 

 週
２
回
 

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5．

7.
31
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の
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の
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歳

の
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歳

の
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歳
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歳

の
 

92
歳

の
 

92
歳
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92
歳
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92
歳

の
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参
考
資
料

512

作
成

年
月

日
 

令
和

5
年

1
月

2
7
日
 

週
間
サ

ー
ビ
ス
計
画
表

 

 
 
利
用
者
名
 
 

日
本
橋
 
み
け
子

 
殿
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

日
 

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

 

深 夜 早 朝

起
床

・
朝

食
・

内
服

次
女

訪
問
（
ゴ

ミ
の

日
）

午 前

地
域
密
着
型
 

地
域
密
着
型
 

訪
問
介
護
 

通
所
介
護
 

訪
問
介
護
 

通
所
介
護
 

訪
問
介
護
 

 
 （
入
浴
） 

（
入
浴
） 

（
入
浴
） 

午 後

 
配

食
サ
ー

ビ
ス

配
食

サ
ー

ビ
ス

配
食

サ
ー

ビ
ス

配
食

サ
ー

ビ
ス

配
食

サ
ー

ビ
ス

昼
食

：
配

食
サ

ー
ビ

ス

内
服

夜 間

次
女

訪
問
 
夕

食

内
服

就
寝

深 夜 週
単

位
以

外

の
サ

ー
ビ

ス

福
祉

用
具

貸
与
（
歩

行
器

(歩
行

車
)）

住
宅
改

修
済
（

玄
関
、
手

す
り

）
福
祉

用
具

購
入
済
（

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
）
配
食

サ
ー
ビ

ス
火
・
木

は
長

女
分

の
み
、
そ
れ

以
外

は
本

人
長

女
分

Ｅ
医
院

 
月

2
回
 

Ｆ
整
形
 

痛
み

に
よ
り
受

診
 

通
院

時
の
み

社
会

福
祉

協
議

会
よ

り
車
い

す
を

借
り

る
 

第
３

表 0:
00

 

10
:0

0 

12
:0

0 

14
:0

0 

2:
00

 

4:
00

 

8:
00

 

6:
00

 

20
:0

0 

22
:0

0 

24
:0

0 

16
:0

0 

18
:0

0 

※
保

険
者

ご
と

に
取

り
扱

い
が

異
な
る

た
め

、
加

算
に

つ
い

て
は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん

92
歳
の
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
(ニ

ー
ズ
) 

目
 
 
 
標
 

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容
 

長
期
目
標
 

(期
間
) 

短
期
目
標
 

(期
間
) 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

※
1 

サ
ー
ビ
ス
種
別
 

※
２
 

頻
度
 

期
間
 

 
 

 
気

心
の

知
れ

た
人

と

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
 

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5
．

7.
31
 

 

①
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
  

②
音
声
拡
大
器
の
使
用
や
筆

談
等
の
工
夫
 

③
庭
の
果
実
の
収
穫
時
期
に

近
所
の
人
に
来
て
も
ら
う
 

〇
 

①
②
地
域
密
着
型
通
所
介
護
 

 ①
本
人
 

 ②
③
家
族
・
近
所
の
人
 

Ｋ
通
所
介
護
 

 本
人
 

 次
女
・
近
所
の

人
 

週
２
回
 

 適
宜
 

 適
宜
 

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

5．

7.
31
 

 

手
首

が
治

る
ま

で
は

手
伝

っ
て

も
ら

っ
て

お
風
呂
に
入
る
 

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

6
．

5.
31
 

・
骨
折
に
配
慮
し
た
入
浴

介
助
 

・
入
浴
前
後
の
水
分
補
給
 

・
入
浴
後
に
声
掛
け
し
て

長
女
の
入
浴
を
促
す

 

○
  

訪
問
介
護
 

 本
人
 

本
人
 

Ｉ
訪
問
介
護
 

 本
人
 

本
人
 

週
３
回
 

 週
３
回
 

週
３
回
 

令
和

5.
  

1.
27
～
 

令
和

6．

5.
31
 

次
女
に
は
元
気
で
仕
事

を
続
け
て
欲
し
い
 

長
女
の
世
話
を
す

る
自
分
の
役
割
が
 

続
け
ら
れ
る
 

 

令
和

5.
 

1.
27
～
 

令
和

6.
 

1.
31
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資料４

事事 例例（（施施設設））

出典：リ・アセスメント力 令和２年１月東京都福祉保健財団 一部改変）

施設事例（特別養護老人ホーム）

＜氏名＞ 広井 うみ ＜年齢＞ 94 歳 ＜性別＞ 女性
＜要介護状態区分＞ 要介護 4
＜事例概要＞
糖尿病、骨粗鬆症、アルツハイマー型認知症、左上腕骨近位端骨折

広井さんは、長男夫婦と同居していましたが、アルツハイマー型認知症の発症と共に徘徊
が始まると、70 代の長男夫婦は体力もなく広井さんを追いかけることに疲れ果ててしまい、
94 歳で特別養護老人ホームに入居することになりました。元来、働き者で、人に好かれる広
井さんは、ホームでも周囲から声をかけられる人柄です。「簡単な会話しかできない。」「食事
に対する意欲が低下する。」など認知症の症状は進行しています。家族は、それを心配し、で
きるだけ面会に来ようと努力しています。また、面会の際に、広井さんがこれまでできてい
たことができなくなる様子を見て、「いずれ自分たちのことが分からなくなるのかも」と不安
を募らせています。

これは入所してから２か月目で、まだ施設に慣れていない時期の施設の事例です。介護支
援専門員が広井さんの人柄や家族にとってどのような存在なのかを理解していく中で、この
施設でのケアプランの方針を立てていきます。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。

（「令和７年」等和暦等で記入する部分に と本人の年齢を表示）94 歳の
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援専門員が広井さんの人柄や家族にとってどのような存在なのかを理解していく中で、この
施設でのケアプランの方針を立てていきます。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。

（「令和７年」等和暦等で記入する部分に と本人の年齢を表示）94 歳の

資料４

事事 例例（（施施設設））

出典：リ・アセスメント力 令和２年１月東京都福祉保健財団 一部改変）

施設事例（特別養護老人ホーム）

＜氏名＞ 広井 うみ  ＜年齢＞ 94 歳  ＜性別＞ 女性
＜要介護状態区分＞  要介護 4
＜事例概要＞
糖尿病、骨粗鬆症、アルツハイマー型認知症、左上腕骨近位端骨折

広井さんは、長男夫婦と同居していましたが、アルツハイマー型認知症の発症と共に徘徊
が始まると、70 代の長男夫婦は体力もなく広井さんを追いかけることに疲れ果ててしまい、
94 歳で特別養護老人ホームに入居することになりました。元来、働き者で、人に好かれる広
井さんは、ホームでも周囲から声をかけられる人柄です。「簡単な会話しかできない。」「食事
に対する意欲が低下する。」など認知症の症状は進行しています。家族は、それを心配し、で
きるだけ面会に来ようと努力しています。また、面会の際に、広井さんがこれまでできてい
たことができなくなる様子を見て、「いずれ自分たちのことが分からなくなるのかも」と不安
を募らせています。

これは入所してから２か月目で、まだ施設に慣れていない時期の施設の事例です。介護支
援専門員が広井さんの人柄や家族にとってどのような存在なのかを理解していく中で、この
施設でのケアプランの方針を立てていきます。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。

（「令和７年」等和暦等で記入する部分に と本人の年齢を表示）94 歳の
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上

〇
〇

区
〇

〇
町

〇
〇

区
〇

〇
町

長
男

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
長

男
妻

広
井

　
岩

男

長
女

利
用

者
氏

名

空
野

　
葵

海
外

居
住

明
・

大
・

昭
　

年
　

月
日

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

実
施

場
所

3

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
　

）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L

3

埼
玉

　
春

子

独
居

・
高

齢
者

の
み

・
他

（
人

暮
ら

し
）

受
付

対
応

者
平

成
3

1
年

2
月

1
日

退
所 世

帯

受
付

方
法

実
施

年
月

日
平

成
3

0
年

1
2

月
1

日

3

更
新

状
態

の
変

化

男
・

女
3

要
介

護
4

3
3

初
回

理
由

他
（

入
居

後
2

か
月

）

3
9

4
 歳

要
介

護
状

態
区

分

氏
名

広
井

　
砂

子

現
住

所

連
絡

先

〒
○

○
区

受
付

日
続

柄
広

井
　

う
み

生
年

月
日

退
院

同
・

別

続
柄

3
3

3

広
井

岩
男

・
砂

子

被
保

険
者

番
号

性
別

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
平

屋
・

2
階

建
以

上
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
　

）
階

・
他

（
 

ユ
ニ

ッ
ト

型
特

養
　

）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

浴
室

は
、

隣
の

ユ
ニ

ッ
ト

と
の

間
に

あ
る

。
夏

祭
り

、
餅

つ
き

な
ど

季
節

の
町

会
行

事
は

、
施

設
内

の
敷

地
で

行
わ

れ
る

た
め

、
家

族
と

と
も

に
参

加
で

き
る

施
設

の
近

隣
情

報
　

施
設

前
の

横
断

歩
道

を
わ

た
る

と
、

商
店

街
が

あ
る

た
め

、
息

子
夫

婦
の

体
調

が
い

い
と

き
は

、
車

椅
子

で
商

店
街

を
回

っ
て

楽
し

ん
で

い
る

。

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

○

住
所

介
護

者

長
男

夫
婦

は
、

施
設

と
同

じ
区

に
在

住
。

週
1

～
２

回
訪

問
。

長
女

は
年

に
1

回
帰

国
時

の
み

訪
問

。
特

記
事

項

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

○
○

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

―

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴

５
人

兄
弟

の
長

女
と

し
て

生
ま

れ
る

。
父

は
教

師
。

勤
め

て
い

た
小

さ
な

製
造

会
社

の
社

長
と

結
婚

。
夫

に
は

病
死

し
た

先
妻

と
の

間
に

1
2

歳
と

8
歳

の
子

ど
も

が
い

た
。

会
社

で
は

、
住

み
込

み
の

従
業

員
の

食
事

の
世

話
を

行
う

。
長

男
は

後
に

従
業

員
の

女
性

と
結

婚
し

父
親

の
後

を
継

い
だ

。
長

女
は

結
婚

し
て

海
外

に
居

住
し

、
時

折
日

本
に

帰
国

す
る

生
活

を
続

け
て

い
る

。
お

お
ら

か
な

性
格

の
広

井
さ

ん
は

、
今

で
も

子
ど

も
や

従
業

員
に

慕
わ

れ
、

家
族

の
中

心
的

な
存

在
。

夫
は

約
8

年
の

在
宅

介
護

の
後

、
1

4
年

前
に

亡
く

な
っ

た
。

そ
の

後
、

会
社

の
規

模
は

さ
ら

に
小

さ
く

な
っ

た
が

、
長

男
夫

妻
が

継
い

だ
会

社
を

手
伝

っ
た

り
、

家
事

を
助

け
た

り
、

地
域

で
は

町
会

役
員

を
し

た
り

と
、

元
気

に
暮

ら
し

て
い

る
。

４
年

前
か

ら
認

知
症

の
症

状
が

現
れ

始
め

る
。

徘
徊

が
続

く
と

、
7

0
代

に
な

っ
た

長
男

夫
妻

は
、

広
井

さ
ん

を
追

い
か

け
る

こ
と

に
疲

れ
果

て
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

入
所

す
る

こ
と

と
な

り
、

２
か

月
が

経
っ

た
。

な
し情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

本
を

読
む

こ
と

が
好

き
だ

っ
た

が
、

今
は

興
味

を
失

っ
て

し
ま

い
、

全
く

読
ん

で
い

な
い

。
人

と
話

し
た

り
、

世
話

を
す

る
こ

と
、

歌
を

歌
う

の
が

大
好

き
で

あ
る

。
好

き
な

食
べ

物
(ウ

ナ
ギ

、
寿

司
）

、
地

域
の

行
事

（
花

見
、

盆
踊

り
、

祭
り

な
ど

）

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

（
住

宅
間

取
図

）

居
室

入
口

テ
ー
ブ
ル

75
76

94

72

94
歳
の

94
歳
の

93
歳
の

他
（

　
 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
℡

　

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
▲

▲
整

形
外

科

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

円
／

月
）

　
　

７
万

円
／

月
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

 ）
家

族
（

不
足

分
は

預
貯

金
か

ら
の

支
出

）
　

他
　

（
　

　
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

 割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

保
存

療
法

骨
粗

鬆
症

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

定
期

受
診

服
薬

あ
り

　
月

に
２

回

定
期

受
診

服
薬

あ
り

　

月
に

２
回

服
薬

あ
り

　

月
に

１
回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

い
ま

ま
で

一
生

懸
命

働
い

て
く

れ
た

か
ら

、
ゆ

っ
く

り
し

て
ほ

し
い

け
れ

ど
、

生
来

、
世

話
好

き
な

の
で

、
皆

さ
ん

の
世

話
を

し
た

が
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
と

思
い

ま
す

が
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

お
頼

み
し

ま
す

よ
。

よ
ろ

し
く

ね
。

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

服
薬

な
し

定
期

受
診

月
に

２
回

℡
　

9
0

歳
～

9
4

歳

昭
和

の
歌

を
歌

う
会

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0
月

１
回

サ
ー

ビ
ス

種
別

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

 級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

1
年

1
2

月
1

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

3
0

8
0

6
単

位
／

月

糖
尿

病
Ⅱ

型

8
0

歳
頃

～

社
保

共
済

病
名

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

平
成

3
1

年
3

月
1

日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

施
設

の
医

師
（

内
科

）

　
有

（
）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

約
１

４
万

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

施
設

の
医

師
（

内
科

）

国
民

年
金

薬
局

名
施

設
管

理
□

か
か

り
つ

け

ふ
り

が
な

ひ
ろ

い
　

う
み

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

広
井

　
う

み

主 訴 ・ 意 向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

施
設

の
医

師
（

精
神

科
）

担
当

者

X
X

相 談 内 容

埼
玉

　
春

子

令
和

2
年

2
月

2
9

日
～

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

外
に

出
て

し
ま

い
歩

き
回

る
の

で
、

目
が

離
せ

な
く

な
り

、
私

た
ち

長
男

夫
婦

は
体

質
的

に
虚

弱
な

こ
と

も
あ

り
、

疲
れ

果
て

て
し

ま
い

ま
し

た
。

し
か

も
入

居
一

か
月

前
に

は
転

ん
で

骨
折

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
本

当
は

家
で

面
倒

を
み

て
あ

げ
た

い
け

ど
、

ち
ょ

う
ど

入
所

順
番

が
き

た
の

で
、

入
所

し
ま

し
た

。
施

設
の

方
に

は
ご

迷
惑

で
す

が
、

落
ち

着
い

て
い

ま
す

の
で

引
き

続
き

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

7
5

歳
頃

～

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

℡
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

特 記 事 項

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
は

入
所

前
糖

尿
病

は
、

家
に

い
る

頃
に

一
度

低
血

糖
発

作
を

起
こ

し
た

こ
と

が
あ

る
。

ダ
オ

ニ
ー

ル
内

服
1

.2
5

m
g
１

日
2

回
、

ボ
ナ

ロ
ン

週
１

回
、

ア
リ

セ
プ

ト
５

m
g
１

日
１

回

94
歳
の

94
歳
の

95
歳
の

94
歳
の

50

引
き

戸

ユ
ニ

ッ
ト

型

廊
下

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

キ ッ チ ン
T

V

戸
棚

窓
ト

イ
レ

ベ
ッ

ド

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/2
）

ひ
ろ

い
　

う
み

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

同
上

〇
〇

区
〇

〇
町

〇
〇

区
〇

〇
町

長
男

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
長

男
妻

広
井

　
岩

男

長
女

利
用

者
氏

名

空
野

　
葵

海
外

居
住

明
・

大
・

昭
　

 年
 

　
月

　
  

日

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

実
施

場
所

3

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L

3

埼
玉

　
春

子

独
居

・
高

齢
者

の
み

・
他

（
　

　
人

暮
ら

し
）

受
付

対
応

者
平

成
3

1
年

2
月

1
日

退
所 世

帯

受
付

方
法

実
施

年
月

日
平

成
3

0
年

1
2

月
1

日

3

更
新

状
態

の
変

化

男
・

女
3

要
介

護
4

3
3

初
回

理
由

他
（

入
居

後
2

か
月

）

3
9

4
 歳

要
介

護
状

態
区

分

氏
名

広
井

　
砂

子

現
住

所

連
絡

先

〒
　

　
○

○
区

受
付

日
続

柄
広

井
　

う
み

生
年

月
日

退
院

同
・

別

続
柄

3
3

3

広
井

岩
男

・
砂

子

被
保

険
者

番
号

性
別

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
平

屋
・

2
階

建
以

上
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
　

）
階

・
他

（
 　

ユ
ニ

ッ
ト

型
特

養
　

）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

浴
室

は
、

隣
の

ユ
ニ

ッ
ト

と
の

間
に

あ
る

。
夏

祭
り

、
餅

つ
き

な
ど

季
節

の
町

会
行

事
は

、
施

設
内

の
敷

地
で

行
わ

れ
る

た
め

、
家

族
と

と
も

に
参

加
で

き
る

施
設

の
近

隣
情

報
　

施
設

前
の

横
断

歩
道

を
わ

た
る

と
、

商
店

街
が

あ
る

た
め

、
息

子
夫

婦
の

体
調

が
い

い
と

き
は

、
車

椅
子

で
商

店
街

を
回

っ
て

楽
し

ん
で

い
る

。

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

○

住
所

介
護

者

長
男

夫
婦

は
、

施
設

と
同

じ
区

に
在

住
。

週
1

～
２

回
訪

問
。

長
女

は
年

に
1

回
帰

国
時

の
み

訪
問

。
特

記
事

項

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

○
○

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

―

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

５
人

兄
弟

の
長

女
と

し
て

生
ま

れ
る

。
父

は
教

師
。

勤
め

て
い

た
小

さ
な

製
造

会
社

の
社

長
と

結
婚

。
夫

に
は

病
死

し
た

先
妻

と
の

間
に

1
2

歳
と

8
歳

の
子

ど
も

が
い

た
。

会
社

で
は

、
住

み
込

み
の

従
業

員
の

食
事

の
世

話
を

行
う

。
長

男
は

後
に

従
業

員
の

女
性

と
結

婚
し

父
親

の
後

を
継

い
だ

。
長

女
は

結
婚

し
て

海
外

に
居

住
し

、
時

折
日

本
に

帰
国

す
る

生
活

を
続

け
て

い
る

。
お

お
ら

か
な

性
格

の
広

井
さ

ん
は

、
今

で
も

子
ど

も
や

従
業

員
に

慕
わ

れ
、

家
族

の
中

心
的

な
存

在
。

夫
は

約
8

年
の

在
宅

介
護

の
後

、
1

4
年

前
に

亡
く

な
っ

た
。

そ
の

後
、

会
社

の
規

模
は

さ
ら

に
小

さ
く

な
っ

た
が

、
長

男
夫

妻
が

継
い

だ
会

社
を

手
伝

っ
た

り
、

家
事

を
助

け
た

り
、

地
域

で
は

町
会

役
員

を
し

た
り

と
、

元
気

に
暮

ら
し

て
い

る
。

４
年

前
か

ら
認

知
症

の
症

状
が

現
れ

始
め

る
。

徘
徊

が
続

く
と

、
7

0
代

に
な

っ
た

長
男

夫
妻

は
、

広
井

さ
ん

を
追

い
か

け
る

こ
と

に
疲

れ
果

て
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

入
所

す
る

こ
と

と
な

り
、

２
か

月
が

経
っ

た
。

な
し情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

本
を

読
む

こ
と

が
好

き
だ

っ
た

が
、

今
は

興
味

を
失

っ
て

し
ま

い
、

全
く

読
ん

で
い

な
い

。
人

と
話

し
た

り
、

世
話

を
す

る
こ

と
、

歌
を

歌
う

の
が

大
好

き
で

あ
る

。
好

き
な

食
べ

物
(ウ

ナ
ギ

、
寿

司
）

、
地

域
の

行
事

（
花

見
、

盆
踊

り
、

祭
り

な
ど

）

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

（
住

宅
間

取
図

）

居
室

入
口

テ
ー
ブ
ル

75
76

94

72

94
歳
の

94
歳
の

93
歳
の

他
（

 ）

障
害

等
名

（
　

　
　

　
　

　
　

）

治
療

・
経

観
・

他

℡

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
℡

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
▲

▲
整

形
外

科

治
療

・
経

観
・

他
℡

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

円
／

月
）

　
　

７
万

円
／

月
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

　
）

家
族

（
不

足
分

は
預

貯
金

か
ら

の
支

出
）

他
　

（
　

　
）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
　

　
　

）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
割

）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

保
存

療
法

骨
粗

鬆
症

℡

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

定
期

受
診

服
薬

あ
り

月
に

２
回

定
期

受
診

服
薬

あ
り

月
に

２
回

服
薬

あ
り

月
に

１
回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

い
ま

ま
で

一
生

懸
命

働
い

て
く

れ
た

か
ら

、
ゆ

っ
く

り
し

て
ほ

し
い

け
れ

ど
、

生
来

、
世

話
好

き
な

の
で

、
皆

さ
ん

の
世

話
を

し
た

が
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
と

思
い

ま
す

が
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

お
頼

み
し

ま
す

よ
。

よ
ろ

し
く

ね
。

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

服
薬

な
し

定
期

受
診

月
に

２
回

℡

9
0

歳
～

9
4

歳

昭
和

の
歌

を
歌

う
会

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0
月

１
回

サ
ー

ビ
ス

種
別

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
級

）
療

育
（

　
　

 
　

度
）

身
障

（
　

種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

1
年

1
2

月
1

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

3
0

8
0

6
単

位
／

月

糖
尿

病
Ⅱ

型

8
0

歳
頃

～

社
保

共
済

病
名

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

平
成

3
1

年
3

月
1

日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

施
設

の
医

師
（

内
科

）

有
（

　
　

　
　

　
　

　
）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

約
１

４
万

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

施
設

の
医

師
（

内
科

）

国
民

年
金

薬
局

名
施

設
管

理
□

　
か

か
り

つ
け

ふ
り

が
な

ひ
ろ

い
う

み

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

2
/
2

）
利

用
者

氏
名

広
井

う
み

主 訴 ・ 意 向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

施
設

の
医

師
（

精
神

科
）

担
当

者

X
X

相 談 内 容

埼
玉

　
春

子

令
和

2
年

2
月

2
9

日
～

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

外
に

出
て

し
ま

い
歩

き
回

る
の

で
、

目
が

離
せ

な
く

な
り

、
私

た
ち

長
男

夫
婦

は
体

質
的

に
虚

弱
な

こ
と

も
あ

り
、

疲
れ

果
て

て
し

ま
い

ま
し

た
。

し
か

も
入

居
一

か
月

前
に

は
転

ん
で

骨
折

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
本

当
は

家
で

面
倒

を
み

て
あ

げ
た

い
け

ど
、

ち
ょ

う
ど

入
所

順
番

が
き

た
の

で
、

入
所

し
ま

し
た

。
施

設
の

方
に

は
ご

迷
惑

で
す

が
、

落
ち

着
い

て
い

ま
す

の
で

引
き

続
き

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

7
5

歳
頃

～

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

℡

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

特 記 事 項

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
は

入
所

前
糖

尿
病

は
、

家
に

い
る

頃
に

一
度

低
血

糖
発

作
を

起
こ

し
た

こ
と

が
あ

る
。

ダ
オ

ニ
ー

ル
内

服
1

.2
5

m
g
１

日
2

回
、

ボ
ナ

ロ
ン

週
１

回
、

ア
リ

セ
プ

ト
５

m
g
１

日
１

回

94
歳
の

94
歳
の

95
歳
の

94
歳
の

50

引
き

戸

ユ
ニ

ッ
ト

型

廊
下

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

キ ッ チ ン
T

V

戸
棚

窓
ト

イ
レ

ベ
ッ

ド

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

1
/2

）

ひ
ろ

い
　

う
み

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

　
）

相
談

者
氏

名

同
上

〇
〇

区
〇

〇
町

〇
〇

区
〇

〇
町

長
男

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
長

男
妻

広
井

　
岩

男

長
女

利
用

者
氏

名

空
野

　
葵

海
外

居
住

明
・

大
・

昭
　

年
　

月
日

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

実
施

場
所

3

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
　

）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L

3

埼
玉

　
春

子

独
居

・
高

齢
者

の
み

・
他

（
人

暮
ら

し
）

受
付

対
応

者
平

成
3

1
年

2
月

1
日

退
所 世

帯

受
付

方
法

実
施

年
月

日
平

成
3

0
年

1
2

月
1

日

3

更
新

状
態

の
変

化

男
・

女
3

要
介

護
4

3
3

初
回

理
由

他
（

入
居

後
2

か
月

）

3
9

4
 歳

要
介

護
状

態
区

分

氏
名

広
井

　
砂

子

現
住

所

連
絡

先

〒
○

○
区

受
付

日
続

柄
広

井
　

う
み

生
年

月
日

退
院

同
・

別

続
柄

3
3

3

広
井

岩
男

・
砂

子

被
保

険
者

番
号

性
別

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
平

屋
・

2
階

建
以

上
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
　

）
階

・
他

（
 

ユ
ニ

ッ
ト

型
特

養
　

）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

浴
室

は
、

隣
の

ユ
ニ

ッ
ト

と
の

間
に

あ
る

。
夏

祭
り

、
餅

つ
き

な
ど

季
節

の
町

会
行

事
は

、
施

設
内

の
敷

地
で

行
わ

れ
る

た
め

、
家

族
と

と
も

に
参

加
で

き
る

施
設

の
近

隣
情

報
　

施
設

前
の

横
断

歩
道

を
わ

た
る

と
、

商
店

街
が

あ
る

た
め

、
息

子
夫

婦
の

体
調

が
い

い
と

き
は

、
車

椅
子

で
商

店
街

を
回

っ
て

楽
し

ん
で

い
る

。

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

○

住
所

介
護

者

長
男

夫
婦

は
、

施
設

と
同

じ
区

に
在

住
。

週
1

～
２

回
訪

問
。

長
女

は
年

に
1

回
帰

国
時

の
み

訪
問

。
特

記
事

項

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

○
○

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

―

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴

５
人

兄
弟

の
長

女
と

し
て

生
ま

れ
る

。
父

は
教

師
。

勤
め

て
い

た
小

さ
な

製
造

会
社

の
社

長
と

結
婚

。
夫

に
は

病
死

し
た

先
妻

と
の

間
に

1
2

歳
と

8
歳

の
子

ど
も

が
い

た
。

会
社

で
は

、
住

み
込

み
の

従
業

員
の

食
事

の
世

話
を

行
う

。
長

男
は

後
に

従
業

員
の

女
性

と
結

婚
し

父
親

の
後

を
継

い
だ

。
長

女
は

結
婚

し
て

海
外

に
居

住
し

、
時

折
日

本
に

帰
国

す
る

生
活

を
続

け
て

い
る

。
お

お
ら

か
な

性
格

の
広

井
さ

ん
は

、
今

で
も

子
ど

も
や

従
業

員
に

慕
わ

れ
、

家
族

の
中

心
的

な
存

在
。

夫
は

約
8

年
の

在
宅

介
護

の
後

、
1

4
年

前
に

亡
く

な
っ

た
。

そ
の

後
、

会
社

の
規

模
は

さ
ら

に
小

さ
く

な
っ

た
が

、
長

男
夫

妻
が

継
い

だ
会

社
を

手
伝

っ
た

り
、

家
事

を
助

け
た

り
、

地
域

で
は

町
会

役
員

を
し

た
り

と
、

元
気

に
暮

ら
し

て
い

る
。

４
年

前
か

ら
認

知
症

の
症

状
が

現
れ

始
め

る
。

徘
徊

が
続

く
と

、
7

0
代

に
な

っ
た

長
男

夫
妻

は
、

広
井

さ
ん

を
追

い
か

け
る

こ
と

に
疲

れ
果

て
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

入
所

す
る

こ
と

と
な

り
、

２
か

月
が

経
っ

た
。

な
し情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

本
を

読
む

こ
と

が
好

き
だ

っ
た

が
、

今
は

興
味

を
失

っ
て

し
ま

い
、

全
く

読
ん

で
い

な
い

。
人

と
話

し
た

り
、

世
話

を
す

る
こ

と
、

歌
を

歌
う

の
が

大
好

き
で

あ
る

。
好

き
な

食
べ

物
(ウ

ナ
ギ

、
寿

司
）

、
地

域
の

行
事

（
花

見
、

盆
踊

り
、

祭
り

な
ど

）

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

（
住

宅
間

取
図

）

居
室

入
口

テ
ー
ブ
ル

75
76

94

72

94
歳
の

94
歳
の

93
歳
の

他
（

　
 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
℡

　

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
▲

▲
整

形
外

科

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

円
／

月
）

　
　

７
万

円
／

月
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

 ）
家

族
（

不
足

分
は

預
貯

金
か

ら
の

支
出

）
　

他
　

（
　

　
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

 割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

保
存

療
法

骨
粗

鬆
症

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

定
期

受
診

服
薬

あ
り

　
月

に
２

回

定
期

受
診

服
薬

あ
り

　

月
に

２
回

服
薬

あ
り

　

月
に

１
回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

い
ま

ま
で

一
生

懸
命

働
い

て
く

れ
た

か
ら

、
ゆ

っ
く

り
し

て
ほ

し
い

け
れ

ど
、

生
来

、
世

話
好

き
な

の
で

、
皆

さ
ん

の
世

話
を

し
た

が
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
と

思
い

ま
す

が
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

お
頼

み
し

ま
す

よ
。

よ
ろ

し
く

ね
。

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

服
薬

な
し

定
期

受
診

月
に

２
回

℡
　

9
0

歳
～

9
4

歳

昭
和

の
歌

を
歌

う
会

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0
月

１
回

サ
ー

ビ
ス

種
別

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

 級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

1
年

1
2

月
1

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

3
0

8
0

6
単

位
／

月

糖
尿

病
Ⅱ

型

8
0

歳
頃

～

社
保

共
済

病
名

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

平
成

3
1

年
3

月
1

日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

施
設

の
医

師
（

内
科

）

　
有

（
）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

約
１

４
万

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

施
設

の
医

師
（

内
科

）

国
民

年
金

薬
局

名
施

設
管

理
□

か
か

り
つ

け

ふ
り

が
な

ひ
ろ

い
　

う
み

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

広
井

　
う

み

主 訴 ・ 意 向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

施
設

の
医

師
（

精
神

科
）

担
当

者

X
X

相 談 内 容

埼
玉

　
春

子

令
和

2
年

2
月

2
9

日
～

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

外
に

出
て

し
ま

い
歩

き
回

る
の

で
、

目
が

離
せ

な
く

な
り

、
私

た
ち

長
男

夫
婦

は
体

質
的

に
虚

弱
な

こ
と

も
あ

り
、

疲
れ

果
て

て
し

ま
い

ま
し

た
。

し
か

も
入

居
一

か
月

前
に

は
転

ん
で

骨
折

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
本

当
は

家
で

面
倒

を
み

て
あ

げ
た

い
け

ど
、

ち
ょ

う
ど

入
所

順
番

が
き

た
の

で
、

入
所

し
ま

し
た

。
施

設
の

方
に

は
ご

迷
惑

で
す

が
、

落
ち

着
い

て
い

ま
す

の
で

引
き

続
き

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

7
5

歳
頃

～

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

℡
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

特 記 事 項

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
は

入
所

前
糖

尿
病

は
、

家
に

い
る

頃
に

一
度

低
血

糖
発

作
を

起
こ

し
た

こ
と

が
あ

る
。

ダ
オ

ニ
ー

ル
内

服
1

.2
5

m
g
１

日
2

回
、

ボ
ナ

ロ
ン

週
１

回
、

ア
リ

セ
プ

ト
５

m
g
１

日
１

回

94
歳
の

94
歳
の

95
歳
の

94
歳
の

5150



引
き

戸

ユ
ニ

ッ
ト

型

廊
下

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

キ ッ チ ン
T

V

戸
棚

窓
ト

イ
レ

ベ
ッ

ド

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/2
）

ひ
ろ

い
　

う
み

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

同
上

〇
〇

区
〇

〇
町

〇
〇

区
〇

〇
町

長
男

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
長

男
妻

広
井

　
岩

男

長
女

利
用

者
氏

名

空
野

　
葵

海
外

居
住

明
・

大
・

昭
　

 年
 

　
月

　
  

日

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

実
施

場
所

3

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L

3

埼
玉

　
春

子

独
居

・
高

齢
者

の
み

・
他

（
　

　
人

暮
ら

し
）

受
付

対
応

者
平

成
3

1
年

2
月

1
日

退
所 世

帯

受
付

方
法

実
施

年
月

日
平

成
3

0
年

1
2

月
1

日

3

更
新

状
態

の
変

化

男
・

女
3

要
介

護
4

3
3

初
回

理
由

他
（

入
居

後
2

か
月

）

3
9

4
 歳

要
介

護
状

態
区

分

氏
名

広
井

　
砂

子

現
住

所

連
絡

先

〒
　

　
○

○
区

受
付

日
続

柄
広

井
　

う
み

生
年

月
日

退
院

同
・

別

続
柄

3
3

3

広
井

岩
男

・
砂

子

被
保

険
者

番
号

性
別

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
平

屋
・

2
階

建
以

上
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
　

）
階

・
他

（
 　

ユ
ニ

ッ
ト

型
特

養
　

）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

浴
室

は
、

隣
の

ユ
ニ

ッ
ト

と
の

間
に

あ
る

。
夏

祭
り

、
餅

つ
き

な
ど

季
節

の
町

会
行

事
は

、
施

設
内

の
敷

地
で

行
わ

れ
る

た
め

、
家

族
と

と
も

に
参

加
で

き
る

施
設

の
近

隣
情

報
　

施
設

前
の

横
断

歩
道

を
わ

た
る

と
、

商
店

街
が

あ
る

た
め

、
息

子
夫

婦
の

体
調

が
い

い
と

き
は

、
車

椅
子

で
商

店
街

を
回

っ
て

楽
し

ん
で

い
る

。

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

○

住
所

介
護

者

長
男

夫
婦

は
、

施
設

と
同

じ
区

に
在

住
。

週
1

～
２

回
訪

問
。

長
女

は
年

に
1

回
帰

国
時

の
み

訪
問

。
特

記
事

項

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

○
○

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

―

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

５
人

兄
弟

の
長

女
と

し
て

生
ま

れ
る

。
父

は
教

師
。

勤
め

て
い

た
小

さ
な

製
造

会
社

の
社

長
と

結
婚

。
夫

に
は

病
死

し
た

先
妻

と
の

間
に

1
2

歳
と

8
歳

の
子

ど
も

が
い

た
。

会
社

で
は

、
住

み
込

み
の

従
業

員
の

食
事

の
世

話
を

行
う

。
長

男
は

後
に

従
業

員
の

女
性

と
結

婚
し

父
親

の
後

を
継

い
だ

。
長

女
は

結
婚

し
て

海
外

に
居

住
し

、
時

折
日

本
に

帰
国

す
る

生
活

を
続

け
て

い
る

。
お

お
ら

か
な

性
格

の
広

井
さ

ん
は

、
今

で
も

子
ど

も
や

従
業

員
に

慕
わ

れ
、

家
族

の
中

心
的

な
存

在
。

夫
は

約
8

年
の

在
宅

介
護

の
後

、
1

4
年

前
に

亡
く

な
っ

た
。

そ
の

後
、

会
社

の
規

模
は

さ
ら

に
小

さ
く

な
っ

た
が

、
長

男
夫

妻
が

継
い

だ
会

社
を

手
伝

っ
た

り
、

家
事

を
助

け
た

り
、

地
域

で
は

町
会

役
員

を
し

た
り

と
、

元
気

に
暮

ら
し

て
い

る
。

４
年

前
か

ら
認

知
症

の
症

状
が

現
れ

始
め

る
。

徘
徊

が
続

く
と

、
7

0
代

に
な

っ
た

長
男

夫
妻

は
、

広
井

さ
ん

を
追

い
か

け
る

こ
と

に
疲

れ
果

て
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

入
所

す
る

こ
と

と
な

り
、

２
か

月
が

経
っ

た
。

な
し情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

本
を

読
む

こ
と

が
好

き
だ

っ
た

が
、

今
は

興
味

を
失

っ
て

し
ま

い
、

全
く

読
ん

で
い

な
い

。
人

と
話

し
た

り
、

世
話

を
す

る
こ

と
、

歌
を

歌
う

の
が

大
好

き
で

あ
る

。
好

き
な

食
べ

物
(ウ

ナ
ギ

、
寿

司
）

、
地

域
の

行
事

（
花

見
、

盆
踊

り
、

祭
り

な
ど

）

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

（
住

宅
間

取
図

）

居
室

入
口

テ
ー
ブ
ル

75
76

94

72

94
歳
の

94
歳
の

93
歳
の

他
（

 ）

障
害

等
名

（
　

　
　

　
　

　
　

）

治
療

・
経

観
・

他

℡

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
℡

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
▲

▲
整

形
外

科

治
療

・
経

観
・

他
℡

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

円
／

月
）

　
　

７
万

円
／

月
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

　
）

家
族

（
不

足
分

は
預

貯
金

か
ら

の
支

出
）

他
　

（
　

　
）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
　

　
　

）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
割

）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

保
存

療
法

骨
粗

鬆
症

℡

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

定
期

受
診

服
薬

あ
り

月
に

２
回

定
期

受
診

服
薬

あ
り

月
に

２
回

服
薬

あ
り

月
に

１
回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

い
ま

ま
で

一
生

懸
命

働
い

て
く

れ
た

か
ら

、
ゆ

っ
く

り
し

て
ほ

し
い

け
れ

ど
、

生
来

、
世

話
好

き
な

の
で

、
皆

さ
ん

の
世

話
を

し
た

が
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
と

思
い

ま
す

が
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

お
頼

み
し

ま
す

よ
。

よ
ろ

し
く

ね
。

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

服
薬

な
し

定
期

受
診

月
に

２
回

℡

9
0

歳
～

9
4

歳

昭
和

の
歌

を
歌

う
会

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0
月

１
回

サ
ー

ビ
ス

種
別

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
級

）
療

育
（

　
　

 
　

度
）

身
障

（
　

種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

1
年

1
2

月
1

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

3
0

8
0

6
単

位
／

月

糖
尿

病
Ⅱ

型

8
0

歳
頃

～

社
保

共
済

病
名

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

平
成

3
1

年
3

月
1

日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

施
設

の
医

師
（

内
科

）

有
（

　
　

　
　

　
　

　
）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

約
１

４
万

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

施
設

の
医

師
（

内
科

）

国
民

年
金

薬
局

名
施

設
管

理
□

　
か

か
り

つ
け

ふ
り

が
な

ひ
ろ

い
う

み

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

2
/
2

）
利

用
者

氏
名

広
井

う
み

主 訴 ・ 意 向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

施
設

の
医

師
（

精
神

科
）

担
当

者

X
X

相 談 内 容

埼
玉

　
春

子

令
和

2
年

2
月

2
9

日
～

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

外
に

出
て

し
ま

い
歩

き
回

る
の

で
、

目
が

離
せ

な
く

な
り

、
私

た
ち

長
男

夫
婦

は
体

質
的

に
虚

弱
な

こ
と

も
あ

り
、

疲
れ

果
て

て
し

ま
い

ま
し

た
。

し
か

も
入

居
一

か
月

前
に

は
転

ん
で

骨
折

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
本

当
は

家
で

面
倒

を
み

て
あ

げ
た

い
け

ど
、

ち
ょ

う
ど

入
所

順
番

が
き

た
の

で
、

入
所

し
ま

し
た

。
施

設
の

方
に

は
ご

迷
惑

で
す

が
、

落
ち

着
い

て
い

ま
す

の
で

引
き

続
き

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

7
5

歳
頃

～

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

℡

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

特 記 事 項

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
は

入
所

前
糖

尿
病

は
、

家
に

い
る

頃
に

一
度

低
血

糖
発

作
を

起
こ

し
た

こ
と

が
あ

る
。

ダ
オ

ニ
ー

ル
内

服
1

.2
5

m
g
１

日
2

回
、

ボ
ナ

ロ
ン

週
１

回
、

ア
リ

セ
プ

ト
５

m
g
１

日
１

回

94
歳
の

94
歳
の

95
歳
の

94
歳
の

50

引
き

戸

ユ
ニ

ッ
ト

型

廊
下

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

キ ッ チ ン
T

V

戸
棚

窓
ト

イ
レ

ベ
ッ

ド

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

1
/2

）

ひ
ろ

い
　

う
み

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

　
）

相
談

者
氏

名

同
上

〇
〇

区
〇

〇
町

〇
〇

区
〇

〇
町

長
男

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
長

男
妻

広
井

　
岩

男

長
女

利
用

者
氏

名

空
野

　
葵

海
外

居
住

明
・

大
・

昭
　

年
　

月
日

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

実
施

場
所

3

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
　

）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L

3

埼
玉

　
春

子

独
居

・
高

齢
者

の
み

・
他

（
人

暮
ら

し
）

受
付

対
応

者
平

成
3

1
年

2
月

1
日

退
所 世

帯

受
付

方
法

実
施

年
月

日
平

成
3

0
年

1
2

月
1

日

3

更
新

状
態

の
変

化

男
・

女
3

要
介

護
4

3
3

初
回

理
由

他
（

入
居

後
2

か
月

）

3
9

4
 歳

要
介

護
状

態
区

分

氏
名

広
井

　
砂

子

現
住

所

連
絡

先

〒
○

○
区

受
付

日
続

柄
広

井
　

う
み

生
年

月
日

退
院

同
・

別

続
柄

3
3

3

広
井

岩
男

・
砂

子

被
保

険
者

番
号

性
別

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
平

屋
・

2
階

建
以

上
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
　

）
階

・
他

（
 

ユ
ニ

ッ
ト

型
特

養
　

）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

浴
室

は
、

隣
の

ユ
ニ

ッ
ト

と
の

間
に

あ
る

。
夏

祭
り

、
餅

つ
き

な
ど

季
節

の
町

会
行

事
は

、
施

設
内

の
敷

地
で

行
わ

れ
る

た
め

、
家

族
と

と
も

に
参

加
で

き
る

施
設

の
近

隣
情

報
　

施
設

前
の

横
断

歩
道

を
わ

た
る

と
、

商
店

街
が

あ
る

た
め

、
息

子
夫

婦
の

体
調

が
い

い
と

き
は

、
車

椅
子

で
商

店
街

を
回

っ
て

楽
し

ん
で

い
る

。

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

○

住
所

介
護

者

長
男

夫
婦

は
、

施
設

と
同

じ
区

に
在

住
。

週
1

～
２

回
訪

問
。

長
女

は
年

に
1

回
帰

国
時

の
み

訪
問

。
特

記
事

項

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

○
○

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

―

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴

５
人

兄
弟

の
長

女
と

し
て

生
ま

れ
る

。
父

は
教

師
。

勤
め

て
い

た
小

さ
な

製
造

会
社

の
社

長
と

結
婚

。
夫

に
は

病
死

し
た

先
妻

と
の

間
に

1
2

歳
と

8
歳

の
子

ど
も

が
い

た
。

会
社

で
は

、
住

み
込

み
の

従
業

員
の

食
事

の
世

話
を

行
う

。
長

男
は

後
に

従
業

員
の

女
性

と
結

婚
し

父
親

の
後

を
継

い
だ

。
長

女
は

結
婚

し
て

海
外

に
居

住
し

、
時

折
日

本
に

帰
国

す
る

生
活

を
続

け
て

い
る

。
お

お
ら

か
な

性
格

の
広

井
さ

ん
は

、
今

で
も

子
ど

も
や

従
業

員
に

慕
わ

れ
、

家
族

の
中

心
的

な
存

在
。

夫
は

約
8

年
の

在
宅

介
護

の
後

、
1

4
年

前
に

亡
く

な
っ

た
。

そ
の

後
、

会
社

の
規

模
は

さ
ら

に
小

さ
く

な
っ

た
が

、
長

男
夫

妻
が

継
い

だ
会

社
を

手
伝

っ
た

り
、

家
事

を
助

け
た

り
、

地
域

で
は

町
会

役
員

を
し

た
り

と
、

元
気

に
暮

ら
し

て
い

る
。

４
年

前
か

ら
認

知
症

の
症

状
が

現
れ

始
め

る
。

徘
徊

が
続

く
と

、
7

0
代

に
な

っ
た

長
男

夫
妻

は
、

広
井

さ
ん

を
追

い
か

け
る

こ
と

に
疲

れ
果

て
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

入
所

す
る

こ
と

と
な

り
、

２
か

月
が

経
っ

た
。

な
し情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

本
を

読
む

こ
と

が
好

き
だ

っ
た

が
、

今
は

興
味

を
失

っ
て

し
ま

い
、

全
く

読
ん

で
い

な
い

。
人

と
話

し
た

り
、

世
話

を
す

る
こ

と
、

歌
を

歌
う

の
が

大
好

き
で

あ
る

。
好

き
な

食
べ

物
(ウ

ナ
ギ

、
寿

司
）

、
地

域
の

行
事

（
花

見
、

盆
踊

り
、

祭
り

な
ど

）

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

（
住

宅
間

取
図

）

居
室

入
口

テ
ー
ブ
ル

75
76

94

72

94
歳
の

94
歳
の

93
歳
の

他
（

　
 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
℡

　

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
▲

▲
整

形
外

科

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

円
／

月
）

　
　

７
万

円
／

月
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

 ）
家

族
（

不
足

分
は

預
貯

金
か

ら
の

支
出

）
　

他
　

（
　

　
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

 割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

保
存

療
法

骨
粗

鬆
症

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

定
期

受
診

服
薬

あ
り

　
月

に
２

回

定
期

受
診

服
薬

あ
り

　

月
に

２
回

服
薬

あ
り

　

月
に

１
回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

い
ま

ま
で

一
生

懸
命

働
い

て
く

れ
た

か
ら

、
ゆ

っ
く

り
し

て
ほ

し
い

け
れ

ど
、

生
来

、
世

話
好

き
な

の
で

、
皆

さ
ん

の
世

話
を

し
た

が
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
と

思
い

ま
す

が
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

お
頼

み
し

ま
す

よ
。

よ
ろ

し
く

ね
。

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

服
薬

な
し

定
期

受
診

月
に

２
回

℡
　

9
0

歳
～

9
4

歳

昭
和

の
歌

を
歌

う
会

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0
月

１
回

サ
ー

ビ
ス

種
別

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

 級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

1
年

1
2

月
1

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

3
0

8
0

6
単

位
／

月

糖
尿

病
Ⅱ

型

8
0

歳
頃

～

社
保

共
済

病
名

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

平
成

3
1

年
3

月
1

日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

施
設

の
医

師
（

内
科

）

　
有

（
）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

約
１

４
万

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

施
設

の
医

師
（

内
科

）

国
民

年
金

薬
局

名
施

設
管

理
□

か
か

り
つ

け

ふ
り

が
な

ひ
ろ

い
　

う
み

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

広
井

　
う

み

主 訴 ・ 意 向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

施
設

の
医

師
（

精
神

科
）

担
当

者

X
X

相 談 内 容

埼
玉

　
春

子

令
和

2
年

2
月

2
9

日
～

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

外
に

出
て

し
ま

い
歩

き
回

る
の

で
、

目
が

離
せ

な
く

な
り

、
私

た
ち

長
男

夫
婦

は
体

質
的

に
虚

弱
な

こ
と

も
あ

り
、

疲
れ

果
て

て
し

ま
い

ま
し

た
。

し
か

も
入

居
一

か
月

前
に

は
転

ん
で

骨
折

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
本

当
は

家
で

面
倒

を
み

て
あ

げ
た

い
け

ど
、

ち
ょ

う
ど

入
所

順
番

が
き

た
の

で
、

入
所

し
ま

し
た

。
施

設
の

方
に

は
ご

迷
惑

で
す

が
、

落
ち

着
い

て
い

ま
す

の
で

引
き

続
き

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

7
5

歳
頃

～

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

℡
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

特 記 事 項

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
は

入
所

前
糖

尿
病

は
、

家
に

い
る

頃
に

一
度

低
血

糖
発

作
を

起
こ

し
た

こ
と

が
あ

る
。

ダ
オ

ニ
ー

ル
内

服
1

.2
5

m
g
１

日
2

回
、

ボ
ナ

ロ
ン

週
１

回
、

ア
リ

セ
プ

ト
５

m
g
１

日
１

回

94
歳
の

94
歳
の

95
歳
の

94
歳
の

50

引
き

戸

ユ
ニ

ッ
ト

型

廊
下

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

キ ッ チ ン
T

V

戸
棚

窓
ト

イ
レ

ベ
ッ

ド

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
1

/2
）

ひ
ろ

い
　

う
み

本
人

・
家

族
・

他
（

）
相

談
者

氏
名

同
上

〇
〇

区
〇

〇
町

〇
〇

区
〇

〇
町

長
男

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
長

男
妻

広
井

　
岩

男

長
女

利
用

者
氏

名

空
野

　
葵

海
外

居
住

明
・

大
・

昭
　

 年
 

　
月

　
  

日

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

実
施

場
所

3

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L

3

埼
玉

　
春

子

独
居

・
高

齢
者

の
み

・
他

（
　

　
人

暮
ら

し
）

受
付

対
応

者
平

成
3

1
年

2
月

1
日

退
所 世

帯

受
付

方
法

実
施

年
月

日
平

成
3

0
年

1
2

月
1

日

3

更
新

状
態

の
変

化

男
・

女
3

要
介

護
4

3
3

初
回

理
由

他
（

入
居

後
2

か
月

）

3
9

4
 歳

要
介

護
状

態
区

分

氏
名

広
井

　
砂

子

現
住

所

連
絡

先

〒
　

　
○

○
区

受
付

日
続

柄
広

井
　

う
み

生
年

月
日

退
院

同
・

別

続
柄

3
3

3

広
井

岩
男

・
砂

子

被
保

険
者

番
号

性
別

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
平

屋
・

2
階

建
以

上
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
　

）
階

・
他

（
 　

ユ
ニ

ッ
ト

型
特

養
　

）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

浴
室

は
、

隣
の

ユ
ニ

ッ
ト

と
の

間
に

あ
る

。
夏

祭
り

、
餅

つ
き

な
ど

季
節

の
町

会
行

事
は

、
施

設
内

の
敷

地
で

行
わ

れ
る

た
め

、
家

族
と

と
も

に
参

加
で

き
る

施
設

の
近

隣
情

報
　

施
設

前
の

横
断

歩
道

を
わ

た
る

と
、

商
店

街
が

あ
る

た
め

、
息

子
夫

婦
の

体
調

が
い

い
と

き
は

、
車

椅
子

で
商

店
街

を
回

っ
て

楽
し

ん
で

い
る

。

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

○

住
所

介
護

者

長
男

夫
婦

は
、

施
設

と
同

じ
区

に
在

住
。

週
1

～
２

回
訪

問
。

長
女

は
年

に
1

回
帰

国
時

の
み

訪
問

。
特

記
事

項

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

○
○

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

―

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴
 

５
人

兄
弟

の
長

女
と

し
て

生
ま

れ
る

。
父

は
教

師
。

勤
め

て
い

た
小

さ
な

製
造

会
社

の
社

長
と

結
婚

。
夫

に
は

病
死

し
た

先
妻

と
の

間
に

1
2

歳
と

8
歳

の
子

ど
も

が
い

た
。

会
社

で
は

、
住

み
込

み
の

従
業

員
の

食
事

の
世

話
を

行
う

。
長

男
は

後
に

従
業

員
の

女
性

と
結

婚
し

父
親

の
後

を
継

い
だ

。
長

女
は

結
婚

し
て

海
外

に
居

住
し

、
時

折
日

本
に

帰
国

す
る

生
活

を
続

け
て

い
る

。
お

お
ら

か
な

性
格

の
広

井
さ

ん
は

、
今

で
も

子
ど

も
や

従
業

員
に

慕
わ

れ
、

家
族

の
中

心
的

な
存

在
。

夫
は

約
8

年
の

在
宅

介
護

の
後

、
1

4
年

前
に

亡
く

な
っ

た
。

そ
の

後
、

会
社

の
規

模
は

さ
ら

に
小

さ
く

な
っ

た
が

、
長

男
夫

妻
が

継
い

だ
会

社
を

手
伝

っ
た

り
、

家
事

を
助

け
た

り
、

地
域

で
は

町
会

役
員

を
し

た
り

と
、

元
気

に
暮

ら
し

て
い

る
。

４
年

前
か

ら
認

知
症

の
症

状
が

現
れ

始
め

る
。

徘
徊

が
続

く
と

、
7

0
代

に
な

っ
た

長
男

夫
妻

は
、

広
井

さ
ん

を
追

い
か

け
る

こ
と

に
疲

れ
果

て
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

入
所

す
る

こ
と

と
な

り
、

２
か

月
が

経
っ

た
。

な
し情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

本
を

読
む

こ
と

が
好

き
だ

っ
た

が
、

今
は

興
味

を
失

っ
て

し
ま

い
、

全
く

読
ん

で
い

な
い

。
人

と
話

し
た

り
、

世
話

を
す

る
こ

と
、

歌
を

歌
う

の
が

大
好

き
で

あ
る

。
好

き
な

食
べ

物
(ウ

ナ
ギ

、
寿

司
）

、
地

域
の

行
事

（
花

見
、

盆
踊

り
、

祭
り

な
ど

）

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

（
住

宅
間

取
図

）

居
室

入
口

テ
ー
ブ
ル

75
76

94

72

94
歳
の

94
歳
の

93
歳
の

他
（

 ）

障
害

等
名

（
　

　
　

　
　

　
　

）

治
療

・
経

観
・

他

℡

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
℡

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
▲

▲
整

形
外

科

治
療

・
経

観
・

他
℡

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

円
／

月
）

　
　

７
万

円
／

月
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

　
　

　
　

　
）

家
族

（
不

足
分

は
預

貯
金

か
ら

の
支

出
）

他
　

（
　

　
）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
　

　
　

）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
割

）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

保
存

療
法

骨
粗

鬆
症

℡

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

定
期

受
診

服
薬

あ
り

月
に

２
回

定
期

受
診

服
薬

あ
り

月
に

２
回

服
薬

あ
り

月
に

１
回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

い
ま

ま
で

一
生

懸
命

働
い

て
く

れ
た

か
ら

、
ゆ

っ
く

り
し

て
ほ

し
い

け
れ

ど
、

生
来

、
世

話
好

き
な

の
で

、
皆

さ
ん

の
世

話
を

し
た

が
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
と

思
い

ま
す

が
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

お
頼

み
し

ま
す

よ
。

よ
ろ

し
く

ね
。

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

服
薬

な
し

定
期

受
診

月
に

２
回

℡

9
0

歳
～

9
4

歳

昭
和

の
歌

を
歌

う
会

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0
月

１
回

サ
ー

ビ
ス

種
別

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
級

）
療

育
（

　
　

 
　

度
）

身
障

（
　

種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

　
　

　
　

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

1
年

1
2

月
1

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

3
0

8
0

6
単

位
／

月

糖
尿

病
Ⅱ

型

8
0

歳
頃

～

社
保

共
済

病
名

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

平
成

3
1

年
3

月
1

日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

施
設

の
医

師
（

内
科

）

有
（

　
　

　
　

　
　

　
）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

約
１

４
万

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

施
設

の
医

師
（

内
科

）

国
民

年
金

薬
局

名
施

設
管

理
□

　
か

か
り

つ
け

ふ
り

が
な

ひ
ろ

い
う

み

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

2
/
2

）
利

用
者

氏
名

広
井

う
み

主 訴 ・ 意 向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

施
設

の
医

師
（

精
神

科
）

担
当

者

X
X

相 談 内 容

埼
玉

　
春

子

令
和

2
年

2
月

2
9

日
～

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

外
に

出
て

し
ま

い
歩

き
回

る
の

で
、

目
が

離
せ

な
く

な
り

、
私

た
ち

長
男

夫
婦

は
体

質
的

に
虚

弱
な

こ
と

も
あ

り
、

疲
れ

果
て

て
し

ま
い

ま
し

た
。

し
か

も
入

居
一

か
月

前
に

は
転

ん
で

骨
折

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
本

当
は

家
で

面
倒

を
み

て
あ

げ
た

い
け

ど
、

ち
ょ

う
ど

入
所

順
番

が
き

た
の

で
、

入
所

し
ま

し
た

。
施

設
の

方
に

は
ご

迷
惑

で
す

が
、

落
ち

着
い

て
い

ま
す

の
で

引
き

続
き

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

7
5

歳
頃

～

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

℡

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

特 記 事 項

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
は

入
所

前
糖

尿
病

は
、

家
に

い
る

頃
に

一
度

低
血

糖
発

作
を

起
こ

し
た

こ
と

が
あ

る
。

ダ
オ

ニ
ー

ル
内

服
1

.2
5

m
g
１

日
2

回
、

ボ
ナ

ロ
ン

週
１

回
、

ア
リ

セ
プ

ト
５

m
g
１

日
１

回

94
歳
の

94
歳
の

95
歳
の

94
歳
の

50

引
き

戸

ユ
ニ

ッ
ト

型

廊
下

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

キ ッ チ ン
T

V

戸
棚

窓
ト

イ
レ

ベ
ッ

ド

ふ
り

が
な

E
-
m

a
il

基
本

情
報

シ
ー

ト
（

1
/2

）

ひ
ろ

い
　

う
み

本
人

・
家

族
・

他
（

　
　

　
）

相
談

者
氏

名

同
上

〇
〇

区
〇

〇
町

〇
〇

区
〇

〇
町

長
男

家 族 情 報 ・ 緊 急 連 絡 先

同
・

別
長

男
妻

広
井

　
岩

男

長
女

利
用

者
氏

名

空
野

　
葵

海
外

居
住

明
・

大
・

昭
　

年
　

月
日

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

実
施

場
所

3

前
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

状
況

自
宅

・
病

院
・

施
設

・
他

（
　

　
　

）

同
・

別

作
成

日

作
成

者

来
所

・
電

話
・

他
（

　
　

）

携
帯

T
E

L

自
宅

T
E

L

3

埼
玉

　
春

子

独
居

・
高

齢
者

の
み

・
他

（
人

暮
ら

し
）

受
付

対
応

者
平

成
3

1
年

2
月

1
日

退
所 世

帯

受
付

方
法

実
施

年
月

日
平

成
3

0
年

1
2

月
1

日

3

更
新

状
態

の
変

化

男
・

女
3

要
介

護
4

3
3

初
回

理
由

他
（

入
居

後
2

か
月

）

3
9

4
 歳

要
介

護
状

態
区

分

氏
名

広
井

　
砂

子

現
住

所

連
絡

先

〒
○

○
区

受
付

日
続

柄
広

井
　

う
み

生
年

月
日

退
院

同
・

別

続
柄

3
3

3

広
井

岩
男

・
砂

子

被
保

険
者

番
号

性
別

同
・

別

家 族 状 況 （ ジ ェ ノ グ ラ ム ）

住 居 の 状 況

住
居

戸
建

（
平

屋
・

2
階

建
以

上
）

・
ア

パ
ー

ト
・

マ
ン

シ
ョ

ン
・

公
営

住
宅

（
　

　
　

）
階

・
他

（
 

ユ
ニ

ッ
ト

型
特

養
　

）

和
式

・
洋

式
・

温
水

洗
浄

便
座

改
修

の
必

要
性

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

無
・

有
所

有
形

態

浴
室

は
、

隣
の

ユ
ニ

ッ
ト

と
の

間
に

あ
る

。
夏

祭
り

、
餅

つ
き

な
ど

季
節

の
町

会
行

事
は

、
施

設
内

の
敷

地
で

行
わ

れ
る

た
め

、
家

族
と

と
も

に
参

加
で

き
る

施
設

の
近

隣
情

報
　

施
設

前
の

横
断

歩
道

を
わ

た
る

と
、

商
店

街
が

あ
る

た
め

、
息

子
夫

婦
の

体
調

が
い

い
と

き
は

、
車

椅
子

で
商

店
街

を
回

っ
て

楽
し

ん
で

い
る

。

同
・

別

緊
急

の

連
絡

先

○

住
所

介
護

者

長
男

夫
婦

は
、

施
設

と
同

じ
区

に
在

住
。

週
1

～
２

回
訪

問
。

長
女

は
年

に
1

回
帰

国
時

の
み

訪
問

。
特

記
事

項

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

○
○

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

生 活 状 況

持
ち

家
・

貸
家

同
居

・
別

居

F
A

X

―

趣
味

・
好

き
な

こ
と

（
　

　
）

ト
イ

レ

生
活

歴

５
人

兄
弟

の
長

女
と

し
て

生
ま

れ
る

。
父

は
教

師
。

勤
め

て
い

た
小

さ
な

製
造

会
社

の
社

長
と

結
婚

。
夫

に
は

病
死

し
た

先
妻

と
の

間
に

1
2

歳
と

8
歳

の
子

ど
も

が
い

た
。

会
社

で
は

、
住

み
込

み
の

従
業

員
の

食
事

の
世

話
を

行
う

。
長

男
は

後
に

従
業

員
の

女
性

と
結

婚
し

父
親

の
後

を
継

い
だ

。
長

女
は

結
婚

し
て

海
外

に
居

住
し

、
時

折
日

本
に

帰
国

す
る

生
活

を
続

け
て

い
る

。
お

お
ら

か
な

性
格

の
広

井
さ

ん
は

、
今

で
も

子
ど

も
や

従
業

員
に

慕
わ

れ
、

家
族

の
中

心
的

な
存

在
。

夫
は

約
8

年
の

在
宅

介
護

の
後

、
1

4
年

前
に

亡
く

な
っ

た
。

そ
の

後
、

会
社

の
規

模
は

さ
ら

に
小

さ
く

な
っ

た
が

、
長

男
夫

妻
が

継
い

だ
会

社
を

手
伝

っ
た

り
、

家
事

を
助

け
た

り
、

地
域

で
は

町
会

役
員

を
し

た
り

と
、

元
気

に
暮

ら
し

て
い

る
。

４
年

前
か

ら
認

知
症

の
症

状
が

現
れ

始
め

る
。

徘
徊

が
続

く
と

、
7

0
代

に
な

っ
た

長
男

夫
妻

は
、

広
井

さ
ん

を
追

い
か

け
る

こ
と

に
疲

れ
果

て
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

入
所

す
る

こ
と

と
な

り
、

２
か

月
が

経
っ

た
。

な
し情
報

収
集

源
・

情
報

活
用

状
況

本
を

読
む

こ
と

が
好

き
だ

っ
た

が
、

今
は

興
味

を
失

っ
て

し
ま

い
、

全
く

読
ん

で
い

な
い

。
人

と
話

し
た

り
、

世
話

を
す

る
こ

と
、

歌
を

歌
う

の
が

大
好

き
で

あ
る

。
好

き
な

食
べ

物
(ウ

ナ
ギ

、
寿

司
）

、
地

域
の

行
事

（
花

見
、

盆
踊

り
、

祭
り

な
ど

）

自
宅

周
辺

の
環

境
や

住
居

に
対

す
る

特
記

事
項

（
　

無
　

・
　

有
　

）

（
住

宅
間

取
図

）

居
室

入
口

テ
ー
ブ
ル

75
76

94

72

94
歳
の

94
歳
の

93
歳
の

他
（

　
 ）

障
害

等
名

（
）

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
℡

　

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
▲

▲
整

形
外

科

治
療

・
経

観
・

他
℡

　

経
過

本
人

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

申
請

中 無

支
援

1
支

援
2

介
護

1

後
期

高
齢

収
入無

（
　

円
／

月
）

　
　

７
万

円
／

月
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

障
害

年
金

他
（

 ）
家

族
（

不
足

分
は

預
貯

金
か

ら
の

支
出

）
　

他
　

（
　

　
 ）

厚
生

年
金

国
保

障
害

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度

認 定 情 報 等
遺

族
年

金

支
出

難
病

（
　

　
）

介
護

支
援

専
門

員

介
護

2
介

護
3

介
護

4
介

護
5

負
担

割
合

（
　

　
 

 割
）

Ⅳ
M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b
Ⅳ

M

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a
Ⅱ

b
Ⅲ

a
Ⅲ

b

保
存

療
法

骨
粗

鬆
症

℡
　

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

自
立

J
1

J
2

A
1

A
2

B
1

B
2

C
1

C
2

A
1

J
1

J
2

自
立

A
2

治
療

内
容

受
診

状
況

定
期

受
診

服
薬

あ
り

　
月

に
２

回

定
期

受
診

服
薬

あ
り

　

月
に

２
回

服
薬

あ
り

　

月
に

１
回

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

治
療

・
経

観
・

他

℡
　

家 族 の

要 望

利 用 者 の

要 望

い
ま

ま
で

一
生

懸
命

働
い

て
く

れ
た

か
ら

、
ゆ

っ
く

り
し

て
ほ

し
い

け
れ

ど
、

生
来

、
世

話
好

き
な

の
で

、
皆

さ
ん

の
世

話
を

し
た

が
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
と

思
い

ま
す

が
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

お
頼

み
し

ま
す

よ
。

よ
ろ

し
く

ね
。

事
業

者
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等

服
薬

な
し

定
期

受
診

月
に

２
回

℡
　

9
0

歳
～

9
4

歳

昭
和

の
歌

を
歌

う
会

0
3

-
0

0
0

0
-
0

0
0

0
月

１
回

サ
ー

ビ
ス

種
別

B
2

C
1

C
2

Ⅳ
M

精
神

（
　

　
 

 級
）

療
育

（
　

　
 

　
度

）
身

障
（

　
　

 種
　

　
級

）

Ⅱ
b

Ⅲ
a

Ⅲ
b

B
1

自
立

Ⅰ
Ⅱ

a

自
立

J
1

J
2

A
1

有
（

　
　

）

主
治

医
意

見
書

認
定

調
査

票

介
護

支
援

専
門

員

病 歴

発
症

時
期

利 用 者 の 社 会 保 障 制 度 の 利 用

情 報 等

金
銭

管
理

者

令
和

1
年

1
2

月
1

日

支
給

限
度

額
等

認
定

日

3
0

8
0

6
単

位
／

月

糖
尿

病
Ⅱ

型

8
0

歳
頃

～

社
保

共
済

病
名

な
し

有
効

期
間

審
査

会
の

意
見

平
成

3
1

年
3

月
1

日

医
療

機
関

・
医

師
名

（
主

治
医

・
意

見
書

作
成

者
に

○
）

・
連

絡
先

施
設

の
医

師
（

内
科

）

　
有

（
）

担
当

者
名

無

公
費

医
療

等

生
活

保
護

収
入

額
・

支
出

額

経
済

状
況

障
害

等

（
　

約
１

４
万

円
／

月
）

連
絡

先
頻

度

施
設

の
医

師
（

内
科

）

国
民

年
金

薬
局

名
施

設
管

理
□

か
か

り
つ

け

ふ
り

が
な

ひ
ろ

い
　

う
み

基
本

情
報

シ
ー

ト
　

（
2

/
2

）
利

用
者

氏
名

広
井

　
う

み

主 訴 ・ 意 向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

施
設

の
医

師
（

精
神

科
）

担
当

者

X
X

相 談 内 容

埼
玉

　
春

子

令
和

2
年

2
月

2
9

日
～

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

外
に

出
て

し
ま

い
歩

き
回

る
の

で
、

目
が

離
せ

な
く

な
り

、
私

た
ち

長
男

夫
婦

は
体

質
的

に
虚

弱
な

こ
と

も
あ

り
、

疲
れ

果
て

て
し

ま
い

ま
し

た
。

し
か

も
入

居
一

か
月

前
に

は
転

ん
で

骨
折

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
本

当
は

家
で

面
倒

を
み

て
あ

げ
た

い
け

ど
、

ち
ょ

う
ど

入
所

順
番

が
き

た
の

で
、

入
所

し
ま

し
た

。
施

設
の

方
に

は
ご

迷
惑

で
す

が
、

落
ち

着
い

て
い

ま
す

の
で

引
き

続
き

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
（

長
男

夫
婦

）

医
療

保
険

介
護

保
険

作
成

者

7
5

歳
頃

～

利 用 し て い る サ ー ビ ス

作
成

日

℡
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

特 記 事 項

左
上

腕
骨

近
位

端
骨

折
は

入
所

前
糖

尿
病

は
、

家
に

い
る

頃
に

一
度

低
血

糖
発

作
を

起
こ

し
た

こ
と

が
あ

る
。

ダ
オ

ニ
ー

ル
内

服
1

.2
5

m
g
１

日
2

回
、

ボ
ナ

ロ
ン

週
１

回
、

ア
リ

セ
プ

ト
５

m
g
１

日
１

回

94
歳
の

94
歳
の

95
歳
の

94
歳
の

5151



意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

こ
の
親
子
の
い
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
長
男
夫
婦
へ
過
度

な
要
求

は
せ

ず
、
で
き
る
範
囲
の
関
わ
り
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
度
々

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
職
員
全
員
で
感
謝
の
気
持
ち
や
最
近
の
状

況
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

⑨
に
統

合

1
② ③

③
家

族
に

は
で
き
る
だ

け
面

会
に

来
て
ほ
し

い
。

① ④ ⑨

家
族

に
は
で

き
る
だ
け
面

会
に
来

て
ほ
し
い
。

①
み

ん
な
と

仲
良

く
話

し
た
い
。

②
変

な
も
の

を
食

べ
な
い

で
ほ
し
い
。

認
知

症
が

こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

② ③
③

に
統

合

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明

家
族
面
会
時
に
本
人

の
最
近
の
様
子
や
、
面
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員
）

阻

夜
間

の
み

可

中

皆
さ
ん
と
上

手
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

も
と
も
と
人

と
の
交

流
が
上

手
な
人

で
は
あ
る
が
、
単

純
な
会

話
し
か
し
な
い
と
、

双
方

向
の
会

話
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
施

設
職

員
や
家

族
が

意
識

し
て
会

話
を
促

す
必

要
が
あ
る
。
作

業
療

法
や
言

語
訓

練
の
場

で
専

門
的

な
働

き
か
け
を
行

う
必

要
が
あ
る
。低

意
向

の
表

明
阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

検
討

中
不

要

今
度

い
つ
来

る
の
。
ま
た
来

て
ほ
し
い
よ
。

利
用

者
意

向

普
通

に
会

話
で

き
る

が
、

自
分

か
ら

意
思

を
伝

え
る

わ
け

で
は

な
い

。

隣
の
部
屋
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
り
す
る
。

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
の
は
し

ん
ど
い
。

病
身

な
し

自
分

た
ち
は
、
母

が
父

の
介

護
を
し
て
い
た

年
な
の
に
、
虚

弱
な
た
め
疲

れ
て
し
ま
い
同

じ
こ
と
が
で
き
な
く
て
申

し
訳

な
い
。
毎

日
は

来
ら
れ

な
い
の
で
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

他

日
中

の
み

可
直
接
介
護

は
で
き
な
い
が
、
面
会
が
役

割
と
思
っ
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有
長
男
夫
妻
は
面
会
に
来
る
こ
と
を
役
割
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
力
的

に
や
っ
と
で
あ
る
。

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

隣
の
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
軟
膏
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
て
困
る
。
認
知

症
が
進
ん
で
自
分
た
ち
の
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

家 族

介
護

抵
抗

夜
間

不
穏

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
けみ
ん
な
が
い
る
こ
と
や
話

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ

し
い
よ

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失

会
話
す
る
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
な
会
話
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医

、
言
語
聴
覚
士
）

中

低
阻

自
宅

で
は
外
に
出
て
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
施
設
で
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

埼
玉

　
春

子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

変
な
も
の
を
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。
認

知
症

が
こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

家 族

人
の
世

話
が
大

好
き
な
の
で
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
介

護
職

員
に
嫌

わ
れ

た
ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

な
し

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

な
し

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

な
し

利 用 者

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

広
井

　
う

み

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転激
し
い
症
状
は
な
い
。

短
期
間
で
共
同
生
活

に
適
応
し
、
他
の
入
所
者
へ
の
拒
否
が
な
い
。き

れ
い

な
ケ

ー
ス

に
入

っ

た
軟

膏
を

開
け

て
な

め
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

で
き

る

母
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
面
会
に
来
た
い
。
（
長
男
夫
婦
）

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

簡
単

な
声

か
け
は
通

じ
る
が
、
す
べ
て
分

か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
必

要
に
応

じ
ス
タ
ッ
フ
が
声

か
け
し
て
い
る
。

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

「
食
べ
る
、
食
べ
な
い
」
な
ど
の
ご
く
簡
単

な
こ
と
は

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
見
当
識
障
害
や
異
食
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
が
安
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医
）

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員

）

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

な
し

。
直

接
会

話
の

み
可

。

規
模

は
縮

小
し

た
が

、
家

業
を

続
け

て
い

る
。

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

面
会

に
来
て
、
お
や
つ
な
ど
の
差

し
入
れ
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、

ひ
孫
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。
面
会
に
来
て
く
れ
る
か
つ
て
の
従
業
員
が

い
る
。
家
族
の
記
念
日
や
法
事

な
ど
に
連

れ
出
し
て
く
れ
る
孫
が
い
る
。

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

話
し
か
け
る
と
、
気

持
ち
の
よ
い
返

事
が
返

っ
て
く
る
た
め
、
回

り
の
人

が
話

か
け
る
こ
と
が
多

い
。

「
あ
ん
た
き
れ

い
だ
ね

。
」
「
お
い
し
い
よ
、
あ
り
が
た
い
ね

。
」
「
（
面

会
に
）
来

て
く
れ

る
と
う
れ

し
い

よ
。
」
「
あ
ん
た
が
言

う
な
ら
そ
う
す
る
よ
。
」
「
お
風

呂
気

持
ち
い
い
よ
。
」
「
あ
り
が
と
ね

。
」
な
ど
の
会

話
は
し
て
い
る
。

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い

は
っ

き
り

聞
こ

え
な

い
問

題
無

94
歳
の

/

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

8
0

0
 m

l／
日

や
や
や
せ

型
。
自

分
か
ら
飲

水
し
な
い
。

1
5
5

c
m

4
3

k
g

低
体

重
身

長
・

体
重

無
有

体
重

変
動

定
時
で
誘

導
す
る
が
、
間

に
合

わ
ず
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

高

医
師

の
指

示
を
守

り
、
何

と
か
健

康
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
も
そ
も
よ
く
動

く
人

な
の
で
ま
た
転

ん
で
骨

折
し
な
い
で

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

か
ゆ

失

な
し

高
齢

で
骨

粗
鬆

症
な
の

で
、
ま
た
転

ん
だ
ら
困

る
。

（
長

男
夫

婦
）

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

糖
尿

病
、
骨

粗
鬆

症
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認

知
症

、
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

入
所

直
後

に
低

血
糖

症
状

を
起

こ
し
た
こ
と
あ
り

少
な

い
多

い

普

家 族

無

普
通

有

利 用 者

歯
科

往
診

に
よ
る
調

整

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0

8
2

入
浴

は
火

・
金

昼
：

 ５
回

 ・
夜

：
　

１
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

乾
燥

は
な

い
。

か
み

合
わ

せ
問

題
な

し
。

上
左

前
歯

か
ら

連
続

４
本

、
下

右
前

歯
か

ら
連

続
５

本
残

歯

3
回

／
日

　
毎

回
６
割

程
度

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

B
M

I

ダ
オ
ニ
ー
ル
、
ボ
ナ
ロ
ン
、
ア
リ
セ
プ
ト

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

① ④ ⑨ ⑤ ⑥

④
転

ば
な

い
で
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

⑤
医

師
の

指
示

を
守

り
健

康
で
い
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

不
要

糖
尿

病
発

症
以

降
、
長

年
医

師
の
指

示
を
守

り
、
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
し
っ

か
り
続

け
て
き
た
。

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常 ２
回

／
週

・
月

　
２

日
 １

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

低
血

糖
に
は
十

分
に
気

を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）

（
　

　
　

k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他 他

1
7
.9

便
意
・
尿

意
あ
い
ま
い
。
定

時
で
誘

導
し
た

り
、
お
ち
つ
か
な
い
様

子
を
み
て
誘

導
し
て

い
る
。

2
4

眠
気

が
起

き
る

ま
で

ワ
ー

カ
ー

室
や

リ
ビ

ン
グ

で
見

守
り

、
タ

イ
ミ

ン
グ

を
み

て
ベ

ッ
ト

へ
お

連
れ

す
る

。

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

1
0

0
0

 m
l／

日
飲

水
量

平
成

3
1

年
2

月
1

日

な
し

優
先

順
位

⑨
に
統

合

医
師

の
指

示
を
守

り
健

康
で
い
て
ほ

し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

糖
尿

病
悪

化
を
防

ぐ
た
め
、
引

き
続

き
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
。

転
倒

骨
折

を
防

ぐ
た
め
機

能
訓

練
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

認
知

症
状

に
つ
い
て
よ
く
観

察
を
続

け
、
随

時
必

要
に

応
じ
て
医

師
に
報

告
す
る
。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

2
/
4

）
作

成
者

爪
の
状

態
に
問

題
は
な
く
正

常
。

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

埼
玉

　
春

子

4

高

6
1

8

利
用

者
名

広
井

　
う

み

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

後
、
可

動
域

制
限

あ
り

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

94
歳
の

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

こ
の
親
子
の
い
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
長
男
夫
婦
へ
過
度

な
要
求

は
せ

ず
、
で
き
る
範
囲
の
関
わ
り
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
度
々

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
職
員
全
員
で
感
謝
の
気
持
ち
や
最
近
の
状

況
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

⑨
に
統

合

1
② ③

③
家

族
に

は
で
き
る
だ

け
面

会
に

来
て
ほ
し

い
。

① ④ ⑨

家
族

に
は
で

き
る
だ
け
面

会
に
来

て
ほ
し
い
。

①
み

ん
な
と

仲
良

く
話

し
た
い
。

②
変

な
も
の

を
食

べ
な
い

で
ほ
し
い
。

認
知

症
が

こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

② ③
③

に
統

合

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明

家
族
面
会
時
に
本
人

の
最
近
の
様
子
や
、
面
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員
）

阻

夜
間

の
み

可

中

皆
さ
ん
と
上

手
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

も
と
も
と
人

と
の
交

流
が
上

手
な
人

で
は
あ
る
が
、
単

純
な
会

話
し
か
し
な
い
と
、

双
方

向
の
会

話
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
施

設
職

員
や
家

族
が

意
識

し
て
会

話
を
促

す
必

要
が
あ
る
。
作

業
療

法
や
言

語
訓

練
の
場

で
専

門
的

な
働

き
か
け
を
行

う
必

要
が
あ
る
。低

意
向

の
表

明
阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

検
討

中
不

要

今
度

い
つ
来

る
の
。
ま
た
来

て
ほ
し
い
よ
。

利
用

者
意

向

普
通

に
会

話
で

き
る

が
、

自
分

か
ら

意
思

を
伝

え
る

わ
け

で
は

な
い

。

隣
の
部
屋
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
り
す
る
。

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
の
は
し

ん
ど
い
。

病
身

な
し

自
分

た
ち
は
、
母

が
父

の
介

護
を
し
て
い
た

年
な
の
に
、
虚

弱
な
た
め
疲

れ
て
し
ま
い
同

じ
こ
と
が
で
き
な
く
て
申

し
訳

な
い
。
毎

日
は

来
ら
れ

な
い
の
で
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

他

日
中

の
み

可
直
接
介
護

は
で
き
な
い
が
、
面
会
が
役

割
と
思
っ
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有
長
男
夫
妻
は
面
会
に
来
る
こ
と
を
役
割
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
力
的

に
や
っ
と
で
あ
る
。

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

隣
の
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
軟
膏
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
て
困
る
。
認
知

症
が
進
ん
で
自
分
た
ち
の
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

家 族

介
護

抵
抗

夜
間

不
穏

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
けみ
ん
な
が
い
る
こ
と
や
話

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ

し
い
よ

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失

会
話
す
る
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
な
会
話
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医

、
言
語
聴
覚
士
）

中

低
阻

自
宅

で
は
外
に
出
て
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
施
設
で
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

埼
玉

　
春

子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

変
な
も
の
を
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。
認

知
症

が
こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

家 族

人
の
世

話
が
大

好
き
な
の
で
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
介

護
職

員
に
嫌

わ
れ

た
ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

な
し

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

な
し

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

な
し

利 用 者

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

広
井

　
う

み

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転激
し
い
症
状
は
な
い
。

短
期
間
で
共
同
生
活

に
適
応
し
、
他
の
入
所
者
へ
の
拒
否
が
な
い
。き

れ
い

な
ケ

ー
ス

に
入

っ

た
軟

膏
を

開
け

て
な

め
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

で
き

る

母
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
面
会
に
来
た
い
。
（
長
男
夫
婦
）

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

簡
単

な
声

か
け
は
通

じ
る
が
、
す
べ
て
分

か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
必

要
に
応

じ
ス
タ
ッ
フ
が
声

か
け
し
て
い
る
。

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

「
食
べ
る
、
食
べ
な
い
」
な
ど
の
ご
く
簡
単

な
こ
と
は

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
見
当
識
障
害
や
異
食
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
が
安
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医
）

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員

）

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

な
し

。
直

接
会

話
の

み
可

。

規
模

は
縮

小
し

た
が

、
家

業
を

続
け

て
い

る
。

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

面
会

に
来
て
、
お
や
つ
な
ど
の
差

し
入
れ
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、

ひ
孫
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。
面
会
に
来
て
く
れ
る
か
つ
て
の
従
業
員
が

い
る
。
家
族
の
記
念
日
や
法
事

な
ど
に
連

れ
出
し
て
く
れ
る
孫
が
い
る
。

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

話
し
か
け
る
と
、
気

持
ち
の
よ
い
返

事
が
返

っ
て
く
る
た
め
、
回

り
の
人

が
話

か
け
る
こ
と
が
多

い
。

「
あ
ん
た
き
れ

い
だ
ね

。
」
「
お
い
し
い
よ
、
あ
り
が
た
い
ね

。
」
「
（
面

会
に
）
来

て
く
れ

る
と
う
れ

し
い

よ
。
」
「
あ
ん
た
が
言

う
な
ら
そ
う
す
る
よ
。
」
「
お
風

呂
気

持
ち
い
い
よ
。
」
「
あ
り
が
と
ね

。
」
な
ど
の
会

話
は
し
て
い
る
。

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い

は
っ

き
り

聞
こ

え
な

い
問

題
無

94
歳
の

/

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

　
8

0
0

 m
l／

日

や
や
や
せ

型
。
自

分
か
ら
飲

水
し
な
い
。

1
5
5

c
m

4
3

k
g

低
体

重
身

長
・

体
重

無
有

体
重

変
動

定
時
で
誘

導
す
る
が
、
間

に
合

わ
ず
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

高

医
師

の
指

示
を
守

り
、
何

と
か
健

康
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
も
そ
も
よ
く
動

く
人

な
の
で
ま
た
転

ん
で
骨

折
し
な
い
で

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

か
ゆ

失

な
し

高
齢

で
骨

粗
鬆

症
な
の

で
、
ま
た
転

ん
だ
ら
困

る
。

（
長

男
夫

婦
）

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

糖
尿

病
、
骨

粗
鬆

症
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認

知
症

、
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

入
所

直
後

に
低

血
糖

症
状

を
起

こ
し
た
こ
と
あ
り

少
な

い
多

い

普

家 族

無

普
通

有

利 用 者

歯
科

往
診

に
よ
る
調

整

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0

8
2

入
浴

は
火

・
金

昼
：

 ５
回

 ・
夜

：
　

１
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

乾
燥

は
な

い
。

か
み

合
わ

せ
問

題
な

し
。

上
左

前
歯

か
ら

連
続

４
本

、
下

右
前

歯
か

ら
連

続
５

本
残

歯

3
回

／
日

　
毎

回
６
割

程
度

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

B
M

I

ダ
オ
ニ
ー
ル
、
ボ
ナ
ロ
ン
、
ア
リ
セ
プ
ト

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断

① ④ ⑨ ⑤ ⑥

④
転

ば
な

い
で
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

⑤
医

師
の

指
示

を
守

り
健

康
で
い
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

不
要

糖
尿

病
発

症
以

降
、
長

年
医

師
の
指

示
を
守

り
、
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
し
っ

か
り
続

け
て
き
た
。

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常 ２
回

／
週

・
月

　
２

日
 １

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

低
血

糖
に
は
十

分
に
気

を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）

（
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他 他

1
7
.9

便
意
・
尿

意
あ
い
ま
い
。
定

時
で
誘

導
し
た

り
、
お
ち
つ
か
な
い
様

子
を
み
て
誘

導
し
て

い
る
。

2
4

眠
気

が
起

き
る

ま
で

ワ
ー

カ
ー

室
や

リ
ビ

ン
グ

で
見

守
り

、
タ

イ
ミ

ン
グ

を
み

て
ベ

ッ
ト

へ
お

連
れ

す
る

。

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

 1
0

0
0

 m
l／

日
飲

水
量

平
成

3
1

年
2

月
1

日

な
し

優
先

順
位

⑨
に
統

合

医
師

の
指

示
を
守

り
健

康
で
い
て
ほ

し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

糖
尿

病
悪

化
を
防

ぐ
た
め
、
引

き
続

き
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
。

転
倒

骨
折

を
防

ぐ
た
め
機

能
訓

練
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

認
知

症
状

に
つ
い
て
よ
く
観

察
を
続

け
、
随

時
必

要
に

応
じ
て
医

師
に
報

告
す
る
。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

爪
の
状

態
に
問

題
は
な
く
正

常
。

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

埼
玉

　
春

子

4

高

6
1

8

利
用

者
名

広
井

　
う

み

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

後
、
可

動
域

制
限

あ
り

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

94
歳
の

52

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

こ
の
親
子
の
い
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
長
男
夫
婦
へ
過
度

な
要
求

は
せ

ず
、
で
き
る
範
囲
の
関
わ
り
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
度
々

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
職
員
全
員
で
感
謝
の
気
持
ち
や
最
近
の
状

況
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

⑨
に
統

合

1
② ③

③
家

族
に

は
で
き
る
だ

け
面

会
に

来
て
ほ
し

い
。

① ④ ⑨

家
族

に
は
で

き
る
だ
け
面

会
に
来

て
ほ
し
い
。

①
み

ん
な
と

仲
良

く
話

し
た
い
。

②
変

な
も
の

を
食

べ
な
い

で
ほ
し
い
。

認
知

症
が

こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

② ③
③

に
統

合

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明

家
族
面
会
時
に
本
人

の
最
近
の
様
子
や
、
面
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員
）

阻

夜
間

の
み

可

中

皆
さ
ん
と
上

手
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

も
と
も
と
人

と
の
交

流
が
上

手
な
人

で
は
あ
る
が
、
単

純
な
会

話
し
か
し
な
い
と
、

双
方

向
の
会

話
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
施

設
職

員
や
家

族
が

意
識

し
て
会

話
を
促

す
必

要
が
あ
る
。
作

業
療

法
や
言

語
訓

練
の
場

で
専

門
的

な
働

き
か
け
を
行

う
必

要
が
あ
る
。低

意
向

の
表

明
阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

検
討

中
不

要

今
度

い
つ
来

る
の
。
ま
た
来

て
ほ
し
い
よ
。

利
用

者
意

向

普
通

に
会

話
で

き
る

が
、

自
分

か
ら

意
思

を
伝

え
る

わ
け

で
は

な
い

。

隣
の
部
屋
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
り
す
る
。

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
の
は
し

ん
ど
い
。

病
身

な
し

自
分

た
ち
は
、
母

が
父

の
介

護
を
し
て
い
た

年
な
の
に
、
虚

弱
な
た
め
疲

れ
て
し
ま
い
同

じ
こ
と
が
で
き
な
く
て
申

し
訳

な
い
。
毎

日
は

来
ら
れ

な
い
の
で
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

他

日
中

の
み

可
直
接
介
護

は
で
き
な
い
が
、
面
会
が
役

割
と
思
っ
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有
長
男
夫
妻
は
面
会
に
来
る
こ
と
を
役
割
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
力
的

に
や
っ
と
で
あ
る
。

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

隣
の
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
軟
膏
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
て
困
る
。
認
知

症
が
進
ん
で
自
分
た
ち
の
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

家 族

介
護

抵
抗

夜
間

不
穏

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
けみ
ん
な
が
い
る
こ
と
や
話

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ

し
い
よ

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失

会
話
す
る
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
な
会
話
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医

、
言
語
聴
覚
士
）

中

低
阻

自
宅

で
は
外
に
出
て
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
施
設
で
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

埼
玉

　
春

子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

変
な
も
の
を
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。
認

知
症

が
こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

家 族

人
の
世

話
が
大

好
き
な
の
で
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
介

護
職

員
に
嫌

わ
れ

た
ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

な
し

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

な
し

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

な
し

利 用 者

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

広
井

　
う

み

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転激
し
い
症
状
は
な
い
。

短
期
間
で
共
同
生
活

に
適
応
し
、
他
の
入
所
者
へ
の
拒
否
が
な
い
。き

れ
い

な
ケ

ー
ス

に
入

っ

た
軟

膏
を

開
け

て
な

め
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

で
き

る

母
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
面
会
に
来
た
い
。
（
長
男
夫
婦
）

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

簡
単

な
声

か
け
は
通

じ
る
が
、
す
べ
て
分

か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
必

要
に
応

じ
ス
タ
ッ
フ
が
声

か
け
し
て
い
る
。

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

「
食
べ
る
、
食
べ
な
い
」
な
ど
の
ご
く
簡
単

な
こ
と
は

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
見
当
識
障
害
や
異
食
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
が
安
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医
）

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員

）

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

な
し

。
直

接
会

話
の

み
可

。

規
模

は
縮

小
し

た
が

、
家

業
を

続
け

て
い

る
。

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

面
会

に
来
て
、
お
や
つ
な
ど
の
差

し
入
れ
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、

ひ
孫
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。
面
会
に
来
て
く
れ
る
か
つ
て
の
従
業
員
が

い
る
。
家
族
の
記
念
日
や
法
事

な
ど
に
連

れ
出
し
て
く
れ
る
孫
が
い
る
。

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

話
し
か
け
る
と
、
気

持
ち
の
よ
い
返

事
が
返

っ
て
く
る
た
め
、
回

り
の
人

が
話

か
け
る
こ
と
が
多

い
。

「
あ
ん
た
き
れ

い
だ
ね

。
」
「
お
い
し
い
よ
、
あ
り
が
た
い
ね

。
」
「
（
面

会
に
）
来

て
く
れ

る
と
う
れ

し
い

よ
。
」
「
あ
ん
た
が
言

う
な
ら
そ
う
す
る
よ
。
」
「
お
風

呂
気

持
ち
い
い
よ
。
」
「
あ
り
が
と
ね

。
」
な
ど
の
会

話
は
し
て
い
る
。

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い

は
っ

き
り

聞
こ

え
な

い
問

題
無

94
歳
の

/

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

8
0

0
 m

l／
日

や
や
や
せ

型
。
自

分
か
ら
飲

水
し
な
い
。

1
5
5

c
m

4
3

k
g

低
体

重
身

長
・

体
重

無
有

体
重

変
動

定
時
で
誘

導
す
る
が
、
間

に
合

わ
ず
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

高

医
師

の
指

示
を
守

り
、
何

と
か
健

康
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
も
そ
も
よ
く
動

く
人

な
の
で
ま
た
転

ん
で
骨

折
し
な
い
で

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

か
ゆ

失

な
し

高
齢

で
骨

粗
鬆

症
な
の

で
、
ま
た
転

ん
だ
ら
困

る
。

（
長

男
夫

婦
）

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

糖
尿

病
、
骨

粗
鬆

症
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認

知
症

、
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

入
所

直
後

に
低

血
糖

症
状

を
起

こ
し
た
こ
と
あ
り

少
な

い
多

い

普

家 族

無

普
通

有

利 用 者

歯
科

往
診

に
よ
る
調

整

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0

8
2

入
浴

は
火

・
金

昼
：

 ５
回

 ・
夜

：
　

１
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

乾
燥

は
な

い
。

か
み

合
わ

せ
問

題
な

し
。

上
左

前
歯

か
ら

連
続

４
本

、
下

右
前

歯
か

ら
連

続
５

本
残

歯

3
回

／
日

　
毎

回
６
割

程
度

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

B
M

I

ダ
オ
ニ
ー
ル
、
ボ
ナ
ロ
ン
、
ア
リ
セ
プ
ト

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

① ④ ⑨ ⑤ ⑥

④
転

ば
な

い
で
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

⑤
医

師
の

指
示

を
守

り
健

康
で
い
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

不
要

糖
尿

病
発

症
以

降
、
長

年
医

師
の
指

示
を
守

り
、
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
し
っ

か
り
続

け
て
き
た
。

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常 ２
回

／
週

・
月

　
２

日
 １

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

低
血

糖
に
は
十

分
に
気

を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）

（
　

　
　

k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他 他

1
7
.9

便
意
・
尿

意
あ
い
ま
い
。
定

時
で
誘

導
し
た

り
、
お
ち
つ
か
な
い
様

子
を
み
て
誘

導
し
て

い
る
。

2
4

眠
気

が
起

き
る

ま
で

ワ
ー

カ
ー

室
や

リ
ビ

ン
グ

で
見

守
り

、
タ

イ
ミ

ン
グ

を
み

て
ベ

ッ
ト

へ
お

連
れ

す
る

。

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

1
0

0
0

 m
l／

日
飲

水
量

平
成

3
1

年
2

月
1

日

な
し

優
先

順
位

⑨
に
統

合

医
師

の
指

示
を
守

り
健

康
で
い
て
ほ

し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

糖
尿

病
悪

化
を
防

ぐ
た
め
、
引

き
続

き
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
。

転
倒

骨
折

を
防

ぐ
た
め
機

能
訓

練
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

認
知

症
状

に
つ
い
て
よ
く
観

察
を
続

け
、
随

時
必

要
に

応
じ
て
医

師
に
報

告
す
る
。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

2
/
4

）
作

成
者

爪
の
状

態
に
問

題
は
な
く
正

常
。

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

埼
玉

　
春

子

4

高

6
1

8

利
用

者
名

広
井

　
う

み

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

後
、
可

動
域

制
限

あ
り

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

94
歳
の

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

こ
の
親
子
の
い
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
長
男
夫
婦
へ
過
度

な
要
求

は
せ

ず
、
で
き
る
範
囲
の
関
わ
り
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
度
々

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
職
員
全
員
で
感
謝
の
気
持
ち
や
最
近
の
状

況
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

⑨
に
統

合

1
② ③

③
家

族
に

は
で
き
る
だ

け
面

会
に

来
て
ほ
し

い
。

① ④ ⑨

家
族

に
は
で

き
る
だ
け
面

会
に
来

て
ほ
し
い
。

①
み

ん
な
と

仲
良

く
話

し
た
い
。

②
変

な
も
の

を
食

べ
な
い

で
ほ
し
い
。

認
知

症
が

こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

② ③
③

に
統

合

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明

家
族
面
会
時
に
本
人

の
最
近
の
様
子
や
、
面
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員
）

阻

夜
間

の
み

可

中

皆
さ
ん
と
上

手
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

も
と
も
と
人

と
の
交

流
が
上

手
な
人

で
は
あ
る
が
、
単

純
な
会

話
し
か
し
な
い
と
、

双
方

向
の
会

話
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
施

設
職

員
や
家

族
が

意
識

し
て
会

話
を
促

す
必

要
が
あ
る
。
作

業
療

法
や
言

語
訓

練
の
場

で
専

門
的

な
働

き
か
け
を
行

う
必

要
が
あ
る
。低

意
向

の
表

明
阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

検
討

中
不

要

今
度

い
つ
来

る
の
。
ま
た
来

て
ほ
し
い
よ
。

利
用

者
意

向

普
通

に
会

話
で

き
る

が
、

自
分

か
ら

意
思

を
伝

え
る

わ
け

で
は

な
い

。

隣
の
部
屋
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
り
す
る
。

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
の
は
し

ん
ど
い
。

病
身

な
し

自
分

た
ち
は
、
母

が
父

の
介

護
を
し
て
い
た

年
な
の
に
、
虚

弱
な
た
め
疲

れ
て
し
ま
い
同

じ
こ
と
が
で
き
な
く
て
申

し
訳

な
い
。
毎

日
は

来
ら
れ

な
い
の
で
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

他

日
中

の
み

可
直
接
介
護

は
で
き
な
い
が
、
面
会
が
役

割
と
思
っ
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有
長
男
夫
妻
は
面
会
に
来
る
こ
と
を
役
割
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
力
的

に
や
っ
と
で
あ
る
。

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

隣
の
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
軟
膏
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
て
困
る
。
認
知

症
が
進
ん
で
自
分
た
ち
の
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

家 族

介
護

抵
抗

夜
間

不
穏

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
けみ
ん
な
が
い
る
こ
と
や
話

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ

し
い
よ

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失

会
話
す
る
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
な
会
話
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医

、
言
語
聴
覚
士
）

中

低
阻

自
宅

で
は
外
に
出
て
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
施
設
で
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

埼
玉

　
春

子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

変
な
も
の
を
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。
認

知
症

が
こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

家 族

人
の
世

話
が
大

好
き
な
の
で
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
介

護
職

員
に
嫌

わ
れ

た
ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

な
し

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

な
し

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

な
し

利 用 者

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

広
井

　
う

み

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転激
し
い
症
状
は
な
い
。

短
期
間
で
共
同
生
活

に
適
応
し
、
他
の
入
所
者
へ
の
拒
否
が
な
い
。き

れ
い

な
ケ

ー
ス

に
入

っ

た
軟

膏
を

開
け

て
な

め
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

で
き

る

母
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
面
会
に
来
た
い
。
（
長
男
夫
婦
）

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

簡
単

な
声

か
け
は
通

じ
る
が
、
す
べ
て
分

か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
必

要
に
応

じ
ス
タ
ッ
フ
が
声

か
け
し
て
い
る
。

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

「
食
べ
る
、
食
べ
な
い
」
な
ど
の
ご
く
簡
単

な
こ
と
は

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
見
当
識
障
害
や
異
食
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
が
安
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医
）

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員

）

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

な
し

。
直

接
会

話
の

み
可

。

規
模

は
縮

小
し

た
が

、
家

業
を

続
け

て
い

る
。

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

面
会

に
来
て
、
お
や
つ
な
ど
の
差

し
入
れ
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、

ひ
孫
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。
面
会
に
来
て
く
れ
る
か
つ
て
の
従
業
員
が

い
る
。
家
族
の
記
念
日
や
法
事

な
ど
に
連

れ
出
し
て
く
れ
る
孫
が
い
る
。

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

話
し
か
け
る
と
、
気

持
ち
の
よ
い
返

事
が
返

っ
て
く
る
た
め
、
回

り
の
人

が
話

か
け
る
こ
と
が
多

い
。

「
あ
ん
た
き
れ

い
だ
ね

。
」
「
お
い
し
い
よ
、
あ
り
が
た
い
ね

。
」
「
（
面

会
に
）
来

て
く
れ

る
と
う
れ

し
い

よ
。
」
「
あ
ん
た
が
言

う
な
ら
そ
う
す
る
よ
。
」
「
お
風

呂
気

持
ち
い
い
よ
。
」
「
あ
り
が
と
ね

。
」
な
ど
の
会

話
は
し
て
い
る
。

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い

は
っ

き
り

聞
こ

え
な

い
問

題
無

94
歳
の

/

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

　
8

0
0

 m
l／

日

や
や
や
せ

型
。
自

分
か
ら
飲

水
し
な
い
。

1
5
5

c
m

4
3

k
g

低
体

重
身

長
・

体
重

無
有

体
重

変
動

定
時
で
誘

導
す
る
が
、
間

に
合

わ
ず
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

高

医
師

の
指

示
を
守

り
、
何

と
か
健

康
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
も
そ
も
よ
く
動

く
人

な
の
で
ま
た
転

ん
で
骨

折
し
な
い
で

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

か
ゆ

失

な
し

高
齢

で
骨

粗
鬆

症
な
の

で
、
ま
た
転

ん
だ
ら
困

る
。

（
長

男
夫

婦
）

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

糖
尿

病
、
骨

粗
鬆

症
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認

知
症

、
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

入
所

直
後

に
低

血
糖

症
状

を
起

こ
し
た
こ
と
あ
り

少
な

い
多

い

普

家 族

無

普
通

有

利 用 者

歯
科

往
診

に
よ
る
調

整

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0

8
2

入
浴

は
火

・
金

昼
：

 ５
回

 ・
夜

：
　

１
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

乾
燥

は
な

い
。

か
み

合
わ

せ
問

題
な

し
。

上
左

前
歯

か
ら

連
続

４
本

、
下

右
前

歯
か

ら
連

続
５

本
残

歯

3
回

／
日

　
毎

回
６
割

程
度

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

B
M

I

ダ
オ
ニ
ー
ル
、
ボ
ナ
ロ
ン
、
ア
リ
セ
プ
ト

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断

① ④ ⑨ ⑤ ⑥

④
転

ば
な

い
で
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

⑤
医

師
の

指
示

を
守

り
健

康
で
い
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

不
要

糖
尿

病
発

症
以

降
、
長

年
医

師
の
指

示
を
守

り
、
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
し
っ

か
り
続

け
て
き
た
。

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常 ２
回

／
週

・
月

　
２

日
 １

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

低
血

糖
に
は
十

分
に
気

を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）

（
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他 他

1
7
.9

便
意
・
尿

意
あ
い
ま
い
。
定

時
で
誘

導
し
た

り
、
お
ち
つ
か
な
い
様

子
を
み
て
誘

導
し
て

い
る
。

2
4

眠
気

が
起

き
る

ま
で

ワ
ー

カ
ー

室
や

リ
ビ

ン
グ

で
見

守
り

、
タ

イ
ミ

ン
グ

を
み

て
ベ

ッ
ト

へ
お

連
れ

す
る

。

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

 1
0

0
0

 m
l／

日
飲

水
量

平
成

3
1

年
2

月
1

日

な
し

優
先

順
位

⑨
に
統

合

医
師

の
指

示
を
守

り
健

康
で
い
て
ほ

し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

糖
尿

病
悪

化
を
防

ぐ
た
め
、
引

き
続

き
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
。

転
倒

骨
折

を
防

ぐ
た
め
機

能
訓

練
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

認
知

症
状

に
つ
い
て
よ
く
観

察
を
続

け
、
随

時
必

要
に

応
じ
て
医

師
に
報

告
す
る
。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

爪
の
状

態
に
問

題
は
な
く
正

常
。

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

埼
玉

　
春

子

4

高

6
1

8

利
用

者
名

広
井

　
う

み

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

後
、
可

動
域

制
限

あ
り

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

94
歳
の

5352



意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

こ
の
親
子
の
い
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
長
男
夫
婦
へ
過
度

な
要
求

は
せ

ず
、
で
き
る
範
囲
の
関
わ
り
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
度
々

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
職
員
全
員
で
感
謝
の
気
持
ち
や
最
近
の
状

況
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

⑨
に
統

合

1
② ③

③
家

族
に

は
で
き
る
だ

け
面

会
に

来
て
ほ
し

い
。

① ④ ⑨

家
族

に
は
で

き
る
だ
け
面

会
に
来

て
ほ
し
い
。

①
み

ん
な
と

仲
良

く
話

し
た
い
。

②
変

な
も
の

を
食

べ
な
い

で
ほ
し
い
。

認
知

症
が

こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

② ③
③

に
統

合

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明

家
族
面
会
時
に
本
人

の
最
近
の
様
子
や
、
面
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員
）

阻

夜
間

の
み

可

中

皆
さ
ん
と
上

手
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

も
と
も
と
人

と
の
交

流
が
上

手
な
人

で
は
あ
る
が
、
単

純
な
会

話
し
か
し
な
い
と
、

双
方

向
の
会

話
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
施

設
職

員
や
家

族
が

意
識

し
て
会

話
を
促

す
必

要
が
あ
る
。
作

業
療

法
や
言

語
訓

練
の
場

で
専

門
的

な
働

き
か
け
を
行

う
必

要
が
あ
る
。低

意
向

の
表

明
阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

検
討

中
不

要

今
度

い
つ
来

る
の
。
ま
た
来

て
ほ
し
い
よ
。

利
用

者
意

向

普
通

に
会

話
で

き
る

が
、

自
分

か
ら

意
思

を
伝

え
る

わ
け

で
は

な
い

。

隣
の
部
屋
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
り
す
る
。

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
の
は
し

ん
ど
い
。

病
身

な
し

自
分

た
ち
は
、
母

が
父

の
介

護
を
し
て
い
た

年
な
の
に
、
虚

弱
な
た
め
疲

れ
て
し
ま
い
同

じ
こ
と
が
で
き
な
く
て
申

し
訳

な
い
。
毎

日
は

来
ら
れ

な
い
の
で
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

他

日
中

の
み

可
直
接
介
護

は
で
き
な
い
が
、
面
会
が
役

割
と
思
っ
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有
長
男
夫
妻
は
面
会
に
来
る
こ
と
を
役
割
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
力
的

に
や
っ
と
で
あ
る
。

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

隣
の
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
軟
膏
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
て
困
る
。
認
知

症
が
進
ん
で
自
分
た
ち
の
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

家 族

介
護

抵
抗

夜
間

不
穏

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
けみ
ん
な
が
い
る
こ
と
や
話

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ

し
い
よ

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失

会
話
す
る
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
な
会
話
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医

、
言
語
聴
覚
士
）

中

低
阻

自
宅

で
は
外
に
出
て
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
施
設
で
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

埼
玉

　
春

子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

変
な
も
の
を
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。
認

知
症

が
こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

家 族

人
の
世

話
が
大

好
き
な
の
で
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
介

護
職

員
に
嫌

わ
れ

た
ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

な
し

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

な
し

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

な
し

利 用 者

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

広
井

　
う

み

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転激
し
い
症
状
は
な
い
。

短
期
間
で
共
同
生
活

に
適
応
し
、
他
の
入
所
者
へ
の
拒
否
が
な
い
。き

れ
い

な
ケ

ー
ス

に
入

っ

た
軟

膏
を

開
け

て
な

め
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

で
き

る

母
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
面
会
に
来
た
い
。
（
長
男
夫
婦
）

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

簡
単

な
声

か
け
は
通

じ
る
が
、
す
べ
て
分

か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
必

要
に
応

じ
ス
タ
ッ
フ
が
声

か
け
し
て
い
る
。

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

「
食
べ
る
、
食
べ
な
い
」
な
ど
の
ご
く
簡
単

な
こ
と
は

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
見
当
識
障
害
や
異
食
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
が
安
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医
）

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員

）

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

な
し

。
直

接
会

話
の

み
可

。

規
模

は
縮

小
し

た
が

、
家

業
を

続
け

て
い

る
。

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

面
会

に
来
て
、
お
や
つ
な
ど
の
差

し
入
れ
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、

ひ
孫
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。
面
会
に
来
て
く
れ
る
か
つ
て
の
従
業
員
が

い
る
。
家
族
の
記
念
日
や
法
事

な
ど
に
連

れ
出
し
て
く
れ
る
孫
が
い
る
。

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

話
し
か
け
る
と
、
気

持
ち
の
よ
い
返

事
が
返

っ
て
く
る
た
め
、
回

り
の
人

が
話

か
け
る
こ
と
が
多

い
。

「
あ
ん
た
き
れ

い
だ
ね

。
」
「
お
い
し
い
よ
、
あ
り
が
た
い
ね

。
」
「
（
面

会
に
）
来

て
く
れ

る
と
う
れ

し
い

よ
。
」
「
あ
ん
た
が
言

う
な
ら
そ
う
す
る
よ
。
」
「
お
風

呂
気

持
ち
い
い
よ
。
」
「
あ
り
が
と
ね

。
」
な
ど
の
会

話
は
し
て
い
る
。

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い

は
っ

き
り

聞
こ

え
な

い
問

題
無

94
歳
の

/

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

8
0

0
 m

l／
日

や
や
や
せ

型
。
自

分
か
ら
飲

水
し
な
い
。

1
5
5

c
m

4
3

k
g

低
体

重
身

長
・

体
重

無
有

体
重

変
動

定
時
で
誘

導
す
る
が
、
間

に
合

わ
ず
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

高

医
師

の
指

示
を
守

り
、
何

と
か
健

康
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
も
そ
も
よ
く
動

く
人

な
の
で
ま
た
転

ん
で
骨

折
し
な
い
で

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

か
ゆ

失

な
し

高
齢

で
骨

粗
鬆

症
な
の

で
、
ま
た
転

ん
だ
ら
困

る
。

（
長

男
夫

婦
）

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

糖
尿

病
、
骨

粗
鬆

症
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認

知
症

、
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

入
所

直
後

に
低

血
糖

症
状

を
起

こ
し
た
こ
と
あ
り

少
な

い
多

い

普

家 族

無

普
通

有

利 用 者

歯
科

往
診

に
よ
る
調

整

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0

8
2

入
浴

は
火

・
金

昼
：

 ５
回

 ・
夜

：
　

１
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

乾
燥

は
な

い
。

か
み

合
わ

せ
問

題
な

し
。

上
左

前
歯

か
ら

連
続

４
本

、
下

右
前

歯
か

ら
連

続
５

本
残

歯

3
回

／
日

　
毎

回
６
割

程
度

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

B
M

I

ダ
オ
ニ
ー
ル
、
ボ
ナ
ロ
ン
、
ア
リ
セ
プ
ト

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

① ④ ⑨ ⑤ ⑥

④
転

ば
な

い
で
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

⑤
医

師
の

指
示

を
守

り
健

康
で
い
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

不
要

糖
尿

病
発

症
以

降
、
長

年
医

師
の
指

示
を
守

り
、
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
し
っ

か
り
続

け
て
き
た
。

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常 ２
回

／
週

・
月

　
２

日
 １

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

低
血

糖
に
は
十

分
に
気

を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）

（
　

　
　

k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他 他

1
7
.9

便
意
・
尿

意
あ
い
ま
い
。
定

時
で
誘

導
し
た

り
、
お
ち
つ
か
な
い
様

子
を
み
て
誘

導
し
て

い
る
。

2
4

眠
気

が
起

き
る

ま
で

ワ
ー

カ
ー

室
や

リ
ビ

ン
グ

で
見

守
り

、
タ

イ
ミ

ン
グ

を
み

て
ベ

ッ
ト

へ
お

連
れ

す
る

。

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

1
0

0
0

 m
l／

日
飲

水
量

平
成

3
1

年
2

月
1

日

な
し

優
先

順
位

⑨
に
統

合

医
師

の
指

示
を
守

り
健

康
で
い
て
ほ

し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

糖
尿

病
悪

化
を
防

ぐ
た
め
、
引

き
続

き
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
。

転
倒

骨
折

を
防

ぐ
た
め
機

能
訓

練
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

認
知

症
状

に
つ
い
て
よ
く
観

察
を
続

け
、
随

時
必

要
に

応
じ
て
医

師
に
報

告
す
る
。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

2
/
4

）
作

成
者

爪
の
状

態
に
問

題
は
な
く
正

常
。

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

埼
玉

　
春

子

4

高

6
1

8

利
用

者
名

広
井

　
う

み

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

後
、
可

動
域

制
限

あ
り

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

94
歳
の

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

こ
の
親
子
の
い
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
長
男
夫
婦
へ
過
度

な
要
求

は
せ

ず
、
で
き
る
範
囲
の
関
わ
り
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
度
々

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
職
員
全
員
で
感
謝
の
気
持
ち
や
最
近
の
状

況
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

⑨
に
統

合

1
② ③

③
家

族
に

は
で
き
る
だ

け
面

会
に

来
て
ほ
し

い
。

① ④ ⑨

家
族

に
は
で

き
る
だ
け
面

会
に
来

て
ほ
し
い
。

①
み

ん
な
と

仲
良

く
話

し
た
い
。

②
変

な
も
の

を
食

べ
な
い

で
ほ
し
い
。

認
知

症
が

こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

② ③
③

に
統

合

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明

家
族
面
会
時
に
本
人

の
最
近
の
様
子
や
、
面
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員
）

阻

夜
間

の
み

可

中

皆
さ
ん
と
上

手
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

も
と
も
と
人

と
の
交

流
が
上

手
な
人

で
は
あ
る
が
、
単

純
な
会

話
し
か
し
な
い
と
、

双
方

向
の
会

話
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
施

設
職

員
や
家

族
が

意
識

し
て
会

話
を
促

す
必

要
が
あ
る
。
作

業
療

法
や
言

語
訓

練
の
場

で
専

門
的

な
働

き
か
け
を
行

う
必

要
が
あ
る
。低

意
向

の
表

明
阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

検
討

中
不

要

今
度

い
つ
来

る
の
。
ま
た
来

て
ほ
し
い
よ
。

利
用

者
意

向

普
通

に
会

話
で

き
る

が
、

自
分

か
ら

意
思

を
伝

え
る

わ
け

で
は

な
い

。

隣
の
部
屋
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
り
す
る
。

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
の
は
し

ん
ど
い
。

病
身

な
し

自
分

た
ち
は
、
母

が
父

の
介

護
を
し
て
い
た

年
な
の
に
、
虚

弱
な
た
め
疲

れ
て
し
ま
い
同

じ
こ
と
が
で
き
な
く
て
申

し
訳

な
い
。
毎

日
は

来
ら
れ

な
い
の
で
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

他

日
中

の
み

可
直
接
介
護

は
で
き
な
い
が
、
面
会
が
役

割
と
思
っ
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有
長
男
夫
妻
は
面
会
に
来
る
こ
と
を
役
割
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
力
的

に
や
っ
と
で
あ
る
。

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

隣
の
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
軟
膏
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
て
困
る
。
認
知

症
が
進
ん
で
自
分
た
ち
の
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

家 族

介
護

抵
抗

夜
間

不
穏

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
けみ
ん
な
が
い
る
こ
と
や
話

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ

し
い
よ

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失

会
話
す
る
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
な
会
話
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医

、
言
語
聴
覚
士
）

中

低
阻

自
宅

で
は
外
に
出
て
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
施
設
で
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

埼
玉

　
春

子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

変
な
も
の
を
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。
認

知
症

が
こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

家 族

人
の
世

話
が
大

好
き
な
の
で
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
介

護
職

員
に
嫌

わ
れ

た
ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

な
し

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

な
し

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

な
し

利 用 者

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

広
井

　
う

み

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転激
し
い
症
状
は
な
い
。

短
期
間
で
共
同
生
活

に
適
応
し
、
他
の
入
所
者
へ
の
拒
否
が
な
い
。き

れ
い

な
ケ

ー
ス

に
入

っ

た
軟

膏
を

開
け

て
な

め
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

で
き

る

母
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
面
会
に
来
た
い
。
（
長
男
夫
婦
）

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

簡
単

な
声

か
け
は
通

じ
る
が
、
す
べ
て
分

か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
必

要
に
応

じ
ス
タ
ッ
フ
が
声

か
け
し
て
い
る
。

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

「
食
べ
る
、
食
べ
な
い
」
な
ど
の
ご
く
簡
単

な
こ
と
は

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
見
当
識
障
害
や
異
食
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
が
安
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医
）

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員

）

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

な
し

。
直

接
会

話
の

み
可

。

規
模

は
縮

小
し

た
が

、
家

業
を

続
け

て
い

る
。

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

面
会

に
来
て
、
お
や
つ
な
ど
の
差

し
入
れ
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、

ひ
孫
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。
面
会
に
来
て
く
れ
る
か
つ
て
の
従
業
員
が

い
る
。
家
族
の
記
念
日
や
法
事

な
ど
に
連

れ
出
し
て
く
れ
る
孫
が
い
る
。

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

話
し
か
け
る
と
、
気

持
ち
の
よ
い
返

事
が
返

っ
て
く
る
た
め
、
回

り
の
人

が
話

か
け
る
こ
と
が
多

い
。

「
あ
ん
た
き
れ

い
だ
ね

。
」
「
お
い
し
い
よ
、
あ
り
が
た
い
ね

。
」
「
（
面

会
に
）
来

て
く
れ

る
と
う
れ

し
い

よ
。
」
「
あ
ん
た
が
言

う
な
ら
そ
う
す
る
よ
。
」
「
お
風

呂
気

持
ち
い
い
よ
。
」
「
あ
り
が
と
ね

。
」
な
ど
の
会

話
は
し
て
い
る
。

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い

は
っ

き
り

聞
こ

え
な

い
問

題
無

94
歳
の

/

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

　
8

0
0

 m
l／

日

や
や
や
せ

型
。
自

分
か
ら
飲

水
し
な
い
。

1
5
5

c
m

4
3

k
g

低
体

重
身

長
・

体
重

無
有

体
重

変
動

定
時
で
誘

導
す
る
が
、
間

に
合

わ
ず
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

高

医
師

の
指

示
を
守

り
、
何

と
か
健

康
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
も
そ
も
よ
く
動

く
人

な
の
で
ま
た
転

ん
で
骨

折
し
な
い
で

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

か
ゆ

失

な
し

高
齢

で
骨

粗
鬆

症
な
の

で
、
ま
た
転

ん
だ
ら
困

る
。

（
長

男
夫

婦
）

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

糖
尿

病
、
骨

粗
鬆

症
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認

知
症

、
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

入
所

直
後

に
低

血
糖

症
状

を
起

こ
し
た
こ
と
あ
り

少
な

い
多

い

普

家 族

無

普
通

有

利 用 者

歯
科

往
診

に
よ
る
調

整

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0

8
2

入
浴

は
火

・
金

昼
：

 ５
回

 ・
夜

：
　

１
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

乾
燥

は
な

い
。

か
み

合
わ

せ
問

題
な

し
。

上
左

前
歯

か
ら

連
続

４
本

、
下

右
前

歯
か

ら
連

続
５

本
残

歯

3
回

／
日

　
毎

回
６
割

程
度

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

B
M

I

ダ
オ
ニ
ー
ル
、
ボ
ナ
ロ
ン
、
ア
リ
セ
プ
ト

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断

① ④ ⑨ ⑤ ⑥

④
転

ば
な

い
で
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

⑤
医

師
の

指
示

を
守

り
健

康
で
い
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

不
要

糖
尿

病
発

症
以

降
、
長

年
医

師
の
指

示
を
守

り
、
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
し
っ

か
り
続

け
て
き
た
。

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常 ２
回

／
週

・
月

　
２

日
 １

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

低
血

糖
に
は
十

分
に
気

を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）

（
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他 他

1
7
.9

便
意
・
尿

意
あ
い
ま
い
。
定

時
で
誘

導
し
た

り
、
お
ち
つ
か
な
い
様

子
を
み
て
誘

導
し
て

い
る
。

2
4

眠
気

が
起

き
る

ま
で

ワ
ー

カ
ー

室
や

リ
ビ

ン
グ

で
見

守
り

、
タ

イ
ミ

ン
グ

を
み

て
ベ

ッ
ト

へ
お

連
れ

す
る

。

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

 1
0

0
0

 m
l／

日
飲

水
量

平
成

3
1

年
2

月
1

日

な
し

優
先

順
位

⑨
に
統

合

医
師

の
指

示
を
守

り
健

康
で
い
て
ほ

し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

糖
尿

病
悪

化
を
防

ぐ
た
め
、
引

き
続

き
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
。

転
倒

骨
折

を
防

ぐ
た
め
機

能
訓

練
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

認
知

症
状

に
つ
い
て
よ
く
観

察
を
続

け
、
随

時
必

要
に

応
じ
て
医

師
に
報

告
す
る
。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

爪
の
状

態
に
問

題
は
な
く
正

常
。

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

埼
玉

　
春

子

4

高

6
1

8

利
用

者
名

広
井

　
う

み

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

後
、
可

動
域

制
限

あ
り

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

94
歳
の

52

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

こ
の
親
子
の
い
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
長
男
夫
婦
へ
過
度

な
要
求

は
せ

ず
、
で
き
る
範
囲
の
関
わ
り
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
度
々

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
職
員
全
員
で
感
謝
の
気
持
ち
や
最
近
の
状

況
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

⑨
に
統

合

1
② ③

③
家

族
に

は
で
き
る
だ

け
面

会
に

来
て
ほ
し

い
。

① ④ ⑨

家
族

に
は
で

き
る
だ
け
面

会
に
来

て
ほ
し
い
。

①
み

ん
な
と

仲
良

く
話

し
た
い
。

②
変

な
も
の

を
食

べ
な
い

で
ほ
し
い
。

認
知

症
が

こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

② ③
③

に
統

合

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明

家
族
面
会
時
に
本
人

の
最
近
の
様
子
や
、
面
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員
）

阻

夜
間

の
み

可

中

皆
さ
ん
と
上

手
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

も
と
も
と
人

と
の
交

流
が
上

手
な
人

で
は
あ
る
が
、
単

純
な
会

話
し
か
し
な
い
と
、

双
方

向
の
会

話
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
施

設
職

員
や
家

族
が

意
識

し
て
会

話
を
促

す
必

要
が
あ
る
。
作

業
療

法
や
言

語
訓

練
の
場

で
専

門
的

な
働

き
か
け
を
行

う
必

要
が
あ
る
。低

意
向

の
表

明
阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

検
討

中
不

要

今
度

い
つ
来

る
の
。
ま
た
来

て
ほ
し
い
よ
。

利
用

者
意

向

普
通

に
会

話
で

き
る

が
、

自
分

か
ら

意
思

を
伝

え
る

わ
け

で
は

な
い

。

隣
の
部
屋
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
り
す
る
。

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
の
は
し

ん
ど
い
。

病
身

な
し

自
分

た
ち
は
、
母

が
父

の
介

護
を
し
て
い
た

年
な
の
に
、
虚

弱
な
た
め
疲

れ
て
し
ま
い
同

じ
こ
と
が
で
き
な
く
て
申

し
訳

な
い
。
毎

日
は

来
ら
れ

な
い
の
で
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

他

日
中

の
み

可
直
接
介
護

は
で
き
な
い
が
、
面
会
が
役

割
と
思
っ
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有
長
男
夫
妻
は
面
会
に
来
る
こ
と
を
役
割
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
力
的

に
や
っ
と
で
あ
る
。

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

隣
の
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
軟
膏
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
て
困
る
。
認
知

症
が
進
ん
で
自
分
た
ち
の
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

家 族

介
護

抵
抗

夜
間

不
穏

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
けみ
ん
な
が
い
る
こ
と
や
話

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ

し
い
よ

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失

会
話
す
る
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
な
会
話
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医

、
言
語
聴
覚
士
）

中

低
阻

自
宅

で
は
外
に
出
て
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
施
設
で
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

埼
玉

　
春

子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

変
な
も
の
を
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。
認

知
症

が
こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

家 族

人
の
世

話
が
大

好
き
な
の
で
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
介

護
職

員
に
嫌

わ
れ

た
ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

な
し

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

な
し

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

な
し

利 用 者

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

広
井

　
う

み

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転激
し
い
症
状
は
な
い
。

短
期
間
で
共
同
生
活

に
適
応
し
、
他
の
入
所
者
へ
の
拒
否
が
な
い
。き

れ
い

な
ケ

ー
ス

に
入

っ

た
軟

膏
を

開
け

て
な

め
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

で
き

る

母
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
面
会
に
来
た
い
。
（
長
男
夫
婦
）

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

簡
単

な
声

か
け
は
通

じ
る
が
、
す
べ
て
分

か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
必

要
に
応

じ
ス
タ
ッ
フ
が
声

か
け
し
て
い
る
。

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

「
食
べ
る
、
食
べ
な
い
」
な
ど
の
ご
く
簡
単

な
こ
と
は

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
見
当
識
障
害
や
異
食
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
が
安
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医
）

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員

）

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

な
し

。
直

接
会

話
の

み
可

。

規
模

は
縮

小
し

た
が

、
家

業
を

続
け

て
い

る
。

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

面
会

に
来
て
、
お
や
つ
な
ど
の
差

し
入
れ
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、

ひ
孫
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。
面
会
に
来
て
く
れ
る
か
つ
て
の
従
業
員
が

い
る
。
家
族
の
記
念
日
や
法
事

な
ど
に
連

れ
出
し
て
く
れ
る
孫
が
い
る
。

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

話
し
か
け
る
と
、
気

持
ち
の
よ
い
返

事
が
返

っ
て
く
る
た
め
、
回

り
の
人

が
話

か
け
る
こ
と
が
多

い
。

「
あ
ん
た
き
れ

い
だ
ね

。
」
「
お
い
し
い
よ
、
あ
り
が
た
い
ね

。
」
「
（
面

会
に
）
来

て
く
れ

る
と
う
れ

し
い

よ
。
」
「
あ
ん
た
が
言

う
な
ら
そ
う
す
る
よ
。
」
「
お
風

呂
気

持
ち
い
い
よ
。
」
「
あ
り
が
と
ね

。
」
な
ど
の
会

話
は
し
て
い
る
。

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い

は
っ

き
り

聞
こ

え
な

い
問

題
無

94
歳
の

/

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

8
0

0
 m

l／
日

や
や
や
せ

型
。
自

分
か
ら
飲

水
し
な
い
。

1
5
5

c
m

4
3

k
g

低
体

重
身

長
・

体
重

無
有

体
重

変
動

定
時
で
誘

導
す
る
が
、
間

に
合

わ
ず
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

高

医
師

の
指

示
を
守

り
、
何

と
か
健

康
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
も
そ
も
よ
く
動

く
人

な
の
で
ま
た
転

ん
で
骨

折
し
な
い
で

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

か
ゆ

失

な
し

高
齢

で
骨

粗
鬆

症
な
の

で
、
ま
た
転

ん
だ
ら
困

る
。

（
長

男
夫

婦
）

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

糖
尿

病
、
骨

粗
鬆

症
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認

知
症

、
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

入
所

直
後

に
低

血
糖

症
状

を
起

こ
し
た
こ
と
あ
り

少
な

い
多

い

普

家 族

無

普
通

有

利 用 者

歯
科

往
診

に
よ
る
調

整

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0

8
2

入
浴

は
火

・
金

昼
：

 ５
回

 ・
夜

：
　

１
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

乾
燥

は
な

い
。

か
み

合
わ

せ
問

題
な

し
。

上
左

前
歯

か
ら

連
続

４
本

、
下

右
前

歯
か

ら
連

続
５

本
残

歯

3
回

／
日

　
毎

回
６
割

程
度

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

B
M

I

ダ
オ
ニ
ー
ル
、
ボ
ナ
ロ
ン
、
ア
リ
セ
プ
ト

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

① ④ ⑨ ⑤ ⑥

④
転

ば
な

い
で
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

⑤
医

師
の

指
示

を
守

り
健

康
で
い
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

不
要

糖
尿

病
発

症
以

降
、
長

年
医

師
の
指

示
を
守

り
、
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
し
っ

か
り
続

け
て
き
た
。

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常 ２
回

／
週

・
月

　
２

日
 １

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

低
血

糖
に
は
十

分
に
気

を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）

（
　

　
　

k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他 他

1
7
.9

便
意
・
尿

意
あ
い
ま
い
。
定

時
で
誘

導
し
た

り
、
お
ち
つ
か
な
い
様

子
を
み
て
誘

導
し
て

い
る
。

2
4

眠
気

が
起

き
る

ま
で

ワ
ー

カ
ー

室
や

リ
ビ

ン
グ

で
見

守
り

、
タ

イ
ミ

ン
グ

を
み

て
ベ

ッ
ト

へ
お

連
れ

す
る

。

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

1
0

0
0

 m
l／

日
飲

水
量

平
成

3
1

年
2

月
1

日

な
し

優
先

順
位

⑨
に
統

合

医
師

の
指

示
を
守

り
健

康
で
い
て
ほ

し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

糖
尿

病
悪

化
を
防

ぐ
た
め
、
引

き
続

き
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
。

転
倒

骨
折

を
防

ぐ
た
め
機

能
訓

練
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

認
知

症
状

に
つ
い
て
よ
く
観

察
を
続

け
、
随

時
必

要
に

応
じ
て
医

師
に
報

告
す
る
。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

2
/
4

）
作

成
者

爪
の
状

態
に
問

題
は
な
く
正

常
。

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

埼
玉

　
春

子

4

高

6
1

8

利
用

者
名

広
井

　
う

み

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

後
、
可

動
域

制
限

あ
り

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

94
歳
の

意
向

の
度

合
高

実
施

中

不
要

失
意

向
の

表
明

阻
中

低

対
応

難
度

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

Ｃ
Ｍ

判
断

医
師

・

専
門

職
等

意
見

こ
の
親
子
の
い
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
長
男
夫
婦
へ
過
度

な
要
求

は
せ

ず
、
で
き
る
範
囲
の
関
わ
り
で
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
度
々

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
職
員
全
員
で
感
謝
の
気
持
ち
や
最
近
の
状

況
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

低

家
族

意
向

失
意

向
の

度
合

高
中

困
難

実
施

中
検

討
中

未
検

討

⑨
に
統

合

1
② ③

③
家

族
に

は
で
き
る
だ

け
面

会
に

来
て
ほ
し

い
。

① ④ ⑨

家
族

に
は
で

き
る
だ
け
面

会
に
来

て
ほ
し
い
。

①
み

ん
な
と

仲
良

く
話

し
た
い
。

②
変

な
も
の

を
食

べ
な
い

で
ほ
し
い
。

認
知

症
が

こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

② ③
③

に
統

合

意
向

の
表

明

未
検

討

意
向

の
表

明

家
族
面
会
時
に
本
人

の
最
近
の
様
子
や
、
面
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員
）

阻

夜
間

の
み

可

中

皆
さ
ん
と
上

手
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

実
施

中
対

応
難

度
困

難
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

も
と
も
と
人

と
の
交

流
が
上

手
な
人

で
は
あ
る
が
、
単

純
な
会

話
し
か
し
な
い
と
、

双
方

向
の
会

話
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
施

設
職

員
や
家

族
が

意
識

し
て
会

話
を
促

す
必

要
が
あ
る
。
作

業
療

法
や
言

語
訓

練
の
場

で
専

門
的

な
働

き
か
け
を
行

う
必

要
が
あ
る
。低

意
向

の
表

明
阻

高

阻

困
難

対
応

難
度

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

検
討

中
不

要

今
度

い
つ
来

る
の
。
ま
た
来

て
ほ
し
い
よ
。

利
用

者
意

向

普
通

に
会

話
で

き
る

が
、

自
分

か
ら

意
思

を
伝

え
る

わ
け

で
は

な
い

。

隣
の
部
屋
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
り
す
る
。

家 族 ・ 知 人 等 の 状 況

介
護

者
の

健
康

介
護

提
供

利 用 者 家 族

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歩
く
の
は
し

ん
ど
い
。

病
身

な
し

自
分

た
ち
は
、
母

が
父

の
介

護
を
し
て
い
た

年
な
の
に
、
虚

弱
な
た
め
疲

れ
て
し
ま
い
同

じ
こ
と
が
で
き
な
く
て
申

し
訳

な
い
。
毎

日
は

来
ら
れ

な
い
の
で
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

他

日
中

の
み

可
直
接
介
護

は
で
き
な
い
が
、
面
会
が
役

割
と
思
っ
て
い
る
。

健
康

高
齢

無

介
護

者
の

負
担

感
無

有
長
男
夫
妻
は
面
会
に
来
る
こ
と
を
役
割
と
思
っ
て
い
る
が
、
体
力
的

に
や
っ
と
で
あ
る
。

不
定

期
常

時
可

介
護

者
の

就
労

・
就

学
状

況

無

不
潔

行
為

無
関

心

隣
の
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
軟
膏
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
て
困
る
。
認
知

症
が
進
ん
で
自
分
た
ち
の
こ
と
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

家 族

介
護

抵
抗

夜
間

不
穏

時
々

で
き

る

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

判
断

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
けみ
ん
な
が
い
る
こ
と
や
話

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ

し
い
よ

失
低

検
討

中

阻
意

向
の

度
合

未
検

討
不

要

失

会
話
す
る
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
な
会
話
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医

、
言
語
聴
覚
士
）

中

低
阻

自
宅

で
は
外
に
出
て
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
施
設
で
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

暴
言

暴
行

多
動

問
題

無

通
じ

な
い

家
族

意
向

平
成

3
1

年
2

月
1

日

関
連

整
理

後

優
先

順
位

埼
玉

　
春

子

整
理

前
意

向
・

意
見

・
判

断
生

活
全

般
の

解
決

す
べ

き
課

題
（

ニ
ー

ズ
）

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

1
/
4

）

問
題

（
困

り
ご

と
）

状
　

　
　

態

利
用

者
名

作
成

日

作
成

者

変
な
も
の
を
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。
認

知
症

が
こ
れ

以
上

進
ま
な
い
で
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

家
族

意
向

Ｃ
Ｍ

判
断

利
用

者
意

向

低

中 中

高

意
向

の
度

合
高

失

家 族

人
の
世

話
が
大

好
き
な
の
で
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
介

護
職

員
に
嫌

わ
れ

た
ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

な
し

利 用 者

意
向

の
度

合
高

失
意

向
の

表
明

な
し

殆
ど

見
え

な
い

は
っ

き
り

見
え

な
い

問
題

無

無
有

な
し

利 用 者

認 知 と 行 動

意
思

決
定

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
語

聴
力

精
神

症
状

行
動

障
害

広
井

　
う

み

無
有

視
力

補
聴

器

認
知

障
害

情
緒

・
情

動

指
示

反
応

興
奮

徘
徊

幻
覚

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

昼
夜

逆
転激
し
い
症
状
は
な
い
。

短
期
間
で
共
同
生
活

に
適
応
し
、
他
の
入
所
者
へ
の
拒
否
が
な
い
。き

れ
い

な
ケ

ー
ス

に
入

っ

た
軟

膏
を

開
け

て
な

め
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

で
き

る

母
が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
面
会
に
来
た
い
。
（
長
男
夫
婦
）

自
立

軽
度

中
度

異
食

行
為

簡
単

な
声

か
け
は
通

じ
る
が
、
す
べ
て
分

か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
必

要
に
応

じ
ス
タ
ッ
フ
が
声

か
け
し
て
い
る
。

せ
ん

妄

で
き

る

通
じ

る
時

々
通

じ
る

無

特
別

な
場

合
以

外
は

で
き

る

抑
う

つ
不

安

「
食
べ
る
、
食
べ
な
い
」
な
ど
の
ご
く
簡
単

な
こ
と
は

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

困
難

妄
想

見
当

識

重
度

意
向

の
度

合

認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
見
当
識
障
害
や
異
食
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
周
囲
が
安
全
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
精
神
科
医
）

口
に
入
れ
る
と
危
険
な
も
の
は
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
介
護
職
員

）

意
向

の
表

明

医
師

・

専
門

職
等

意
見

な
し

。
直

接
会

話
の

み
可

。

規
模

は
縮

小
し

た
が

、
家

業
を

続
け

て
い

る
。

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

面
会

に
来
て
、
お
や
つ
な
ど
の
差

し
入
れ
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
た
り
、

ひ
孫
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。
面
会
に
来
て
く
れ
る
か
つ
て
の
従
業
員
が

い
る
。
家
族
の
記
念
日
や
法
事

な
ど
に
連

れ
出
し
て
く
れ
る
孫
が
い
る
。

眼
鏡

問
題

無
問

題
有

話
し
か
け
る
と
、
気

持
ち
の
よ
い
返

事
が
返

っ
て
く
る
た
め
、
回

り
の
人

が
話

か
け
る
こ
と
が
多

い
。

「
あ
ん
た
き
れ

い
だ
ね

。
」
「
お
い
し
い
よ
、
あ
り
が
た
い
ね

。
」
「
（
面

会
に
）
来

て
く
れ

る
と
う
れ

し
い

よ
。
」
「
あ
ん
た
が
言

う
な
ら
そ
う
す
る
よ
。
」
「
お
風

呂
気

持
ち
い
い
よ
。
」
「
あ
り
が
と
ね

。
」
な
ど
の
会

話
は
し
て
い
る
。

困
難

意
思

伝
達

維
持

・
改

善
の

要

素
、

利
点

活
用

し
て

い
る

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
機

器
電

話
F

A
X

P
C

ス
マ

ホ
そ

の
他

殆
ど

聞
こ

え
な

い

は
っ

き
り

聞
こ

え
な

い
問

題
無

94
歳
の

/

普
通

経
口

摂
取

栄
養

状
態

飲
水

尿
意

無
尿

意
有

便
意

無

嚥
下

障
害

有

　
8

0
0

 m
l／

日

や
や
や
せ

型
。
自

分
か
ら
飲

水
し
な
い
。

1
5
5

c
m

4
3

k
g

低
体

重
身

長
・

体
重

無
有

体
重

変
動

定
時
で
誘

導
す
る
が
、
間

に
合

わ
ず
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

に
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

高

医
師

の
指

示
を
守

り
、
何

と
か
健

康
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
も
そ
も
よ
く
動

く
人

な
の
で
ま
た
転

ん
で
骨

折
し
な
い
で

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

か
ゆ

失

な
し

高
齢

で
骨

粗
鬆

症
な
の

で
、
ま
た
転

ん
だ
ら
困

る
。

（
長

男
夫

婦
）

ソ
フ

ト
食

阻
低

中

利
用

者
意

向

経
管

摂
取

不
良

咀
嚼

問
題

有

部
分

ペ
ー

ス
ト

状

糖
尿

病
、
骨

粗
鬆

症
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認

知
症

、
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

入
所

直
後

に
低

血
糖

症
状

を
起

こ
し
た
こ
と
あ
り

少
な

い
多

い

普

家 族

無

普
通

有

利 用 者

歯
科

往
診

に
よ
る
調

整

意
向

の
度

合

全
部

排
泄

（
尿

）

入
浴

麻
痺

・
拘

縮
無

じ
ょ

く
瘡

・
皮

膚
・

爪
の

問
題

麻
痺

有

血
圧

1
1
0

8
2

入
浴

は
火

・
金

昼
：

 ５
回

 ・
夜

：
　

１
 回

良
好

不
良

口
腔

内
の

乾
燥

は
な

い
。

か
み

合
わ

せ
問

題
な

し
。

上
左

前
歯

か
ら

連
続

４
本

、
下

右
前

歯
か

ら
連

続
５

本
残

歯

3
回

／
日

　
毎

回
６
割

程
度

口
腔

内
の

状
況

主
疾

病
（

症
状

痛
み

等
）

B
M

I

ダ
オ
ニ
ー
ル
、
ボ
ナ
ロ
ン
、
ア
リ
セ
プ
ト

Ｃ
Ｍ

判
断

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後
状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）
意

向
・

意
見

・
判

断

① ④ ⑨ ⑤ ⑥

④
転

ば
な

い
で
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

⑤
医

師
の

指
示

を
守

り
健

康
で
い
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

不
要

糖
尿

病
発

症
以

降
、
長

年
医

師
の
指

示
を
守

り
、
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
し
っ

か
り
続

け
て
き
た
。

2
2

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

無

1
0

未
検

討
対

応
難

度

常 ２
回

／
週

・
月

　
２

日
 １

回
便

秘
無

便
秘

有

1
2

検
討

中
困

難

1
4

1
6

実
施

中

意
向

の
表

明

家
族

意
向

低
血

糖
に
は
十

分
に
気

を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）

（
k
c
a
l／

日
・

　
　

回
／

日
・

）

重
湯

ペ
ー

ス
ト

状
他 他

1
7
.9

便
意
・
尿

意
あ
い
ま
い
。
定

時
で
誘

導
し
た

り
、
お
ち
つ
か
な
い
様

子
を
み
て
誘

導
し
て

い
る
。

2
4

眠
気

が
起

き
る

ま
で

ワ
ー

カ
ー

室
や

リ
ビ

ン
グ

で
見

守
り

、
タ

イ
ミ

ン
グ

を
み

て
ベ

ッ
ト

へ
お

連
れ

す
る

。

2
0

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

多
い

2
0

4

医
師

・
専

門
職

等
意

見

便
意

有

 1
0

0
0

 m
l／

日
飲

水
量

平
成

3
1

年
2

月
1

日

な
し

優
先

順
位

⑨
に
統

合

医
師

の
指

示
を
守

り
健

康
で
い
て
ほ

し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

中
低

阻

整
理

前

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
表

明
失

糖
尿

病
悪

化
を
防

ぐ
た
め
、
引

き
続

き
食

事
・
運

動
・
服

薬
管

理
を
継

続
す
る
必

要
が
あ
る
。

転
倒

骨
折

を
防

ぐ
た
め
機

能
訓

練
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

認
知

症
状

に
つ
い
て
よ
く
観

察
を
続

け
、
随

時
必

要
に

応
じ
て
医

師
に
報

告
す
る
。

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

2
/
4

）
作

成
者

爪
の
状

態
に
問

題
は
な
く
正

常
。

医
師

指
示

量

下
痢

無
下

痢
有

埼
玉

　
春

子

4

高

6
1

8

利
用

者
名

広
井

　
う

み

健 康 状 態

と
ろ

み

食
事

摂
取

形
態

有

生
活

リ
ズ

ム

常

排
泄

（
便

）

義
歯

の
有

無
等

食
事

量

食
事

摂
取

問
題

無

食
事

形
態

（
副

食
）

良

2

治
療

中

拘
縮

有
左

上
腕

骨
近

位
端

骨
折

後
、
可

動
域

制
限

あ
り

少
な

い

8

薬 食
事

形
態

（
主

食
）

無

94
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の
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問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

大
好

き
な
お
寿

司
や
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
て
ほ
し
い
。

変
な
も
の
は
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
な
る
べ

く
自

分
で
し
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

低

な
し

杖

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

優
先

順
位

⑤
に
統

合

⑧
に
統

合

⑥
好

き
な

も
の
を
楽

し
ん
で
食

べ
て
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑦
ト
イ
レ
は

な
る
べ

く
自

分
で
し
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

見
守

り

状
態

無

尿
器

留
カ

テ

A D L

立
ち

上
が

り

歩
行

自
立

一
部

介
助

全
介

助
骨

折
後

の
た
め
、
一

部
介

助
更

衣
・

整
容

ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
も
含

め
声

か
け
や
介

助
を
行

っ
て
い
る
。

座
位

一
部

介
助

全
介

助

歩
行

器

全
介

助

施
設

管
理

の
た
め
該

当
な
し

全
介

助

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
声

か
け
・
介

助
し
な
い
と
失

禁
と
な
る
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

骨
折

後
の
た
め
、
一

部
介

助

一
部

介
助

職
員

等
　
洗

濯
物

は
た
ま
に
自

分
で
畳

む
。

全
介

助

全
介

助

有

全
介

助
階

段
昇

降
の
場

面
は
な
い
。
昇

降
す
る
場

合
は

見
守

り
、
支

え
が
必

要
。

自
立

自
立

全
介

助

全
介

助

全
介

助

骨
折

し
て
い
る
が
、
身

体
の
動

き
は
よ
い
の
で
、
自

由
に
動

く
こ
と
が
で
き
る
。

利
用

者
意

向

な
し

中

阻

手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
声

を
か
け
て
促

す
。

家
族

Ｃ
Ｍ

判
断

食
事

を
楽

し
ん
で
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ

る
よ
う
支

援
す
る
必

要
が

あ
る
。

で
き
る
限

り
ト
イ
レ
で
排

泄
で
き
る
よ
う
ケ
ア
に
気

を
配

る
必

要
が

あ
る
。

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

家
族

栄
養

士

介
護

職
員

介
護

職
員

　
居

室
内

の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

オ
ム

ツ

⑦ ⑧

本
人

が
で

き
る
こ
と
は

自
分

で
さ

せ
て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

3

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

検
討

中
未

検
討

不
要

本
人

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
本

人
が
す
る
よ
う
に
仕

向
け
て

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

対
応

難
度

困
難

自
分

の
暮

ら
し
の
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
は
可

能
な
限

り
自

分
で
し

続
け
、
他

の
人

の
役

に
立

つ
こ
と
を
喜

ぶ
感

覚
を
持

ち
続

け
る

必
要

が
あ
る
。

平
成

3
1

年
2

月
1

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

歩
い
た
り
動

い
た
り
す
る
に
は
適

当
な
広

さ
で
あ
る
。
所

在
を
確

認
す
る
こ
と
が
必

要
。

全
介

助

全
介

助
看

護
師

、
介

護
職

員
が
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

埼
玉

　
春

子

⑧
本

人
が

で
き
る
こ
と

は
自

分
で

さ
せ

て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

作
業

療
法

士
の
関

わ
り
に
よ
り
「
で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作

る
な
ど
し

て
掃

除
、
洗

濯
、
食

器
の
片

付
け
な
ど
の
残

存
能

力
を
な
る
べ

く
活

か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
（
精

神
科

医
）

意
向

の
度

合
高

中

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

楽
し
く
食

事
し
体

力
を
付

け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）
食

事
は
見

た
目

や
香

り
、
雰

囲
気

な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
食

に
対

す
る
関

心
を
高

め
る
必

要
が
あ
る
。
（
管

理
栄

養
士

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

自
立

な
し

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

広
井

　
う

み

利
用

者
意

向
な
し

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

大
好
き
な
食
べ
物
を
忘
れ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
変
な
食
べ
物
を

食
べ
た
り
し
た
ら
困
る
。

自
分
で
ト
イ
レ
に
行
か
れ
な
く
な
っ
て
、
人

の
お
世
話
に
な
る
の
は
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

屋
外

は
手

引
き
歩

行
自

立

問
題

無

他
の
入

居
者

等
が
洗

濯
物

を
畳

ん
で
い
る
と
、
た
ま
に
手

伝
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
と
お

礼
を
言

っ
た
り
で
き
る
。

医
師

・
専

門
職

等
意

見

家
族

意
向

何
で
も
施

設
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
何

も
し
な
い
人

に
な
っ
た

ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

家 族

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

一
部

介
助

94
歳
の

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

長
年

一
緒

に
暮

ら
し

て
き

た
家

族
と

の
関

わ
り

を
、

最
も

求
め

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

の
ル

ー
チ

ン
化

し
た

介
護

環
境

で
は

、
で

き
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

本
人

の
思

い
を

く
み

取
り

、
本

人
を

大
切

に
す

る
た

め
の

工
夫

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
他

の
面

会
の

少
な

い
入

所
者

の
気

持
ち

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

な
し

町
の
行

事
に
参

加
な
ど
し
て
地

域
生

活
を
楽

し
む
必

要
が

あ
る
。

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

2
⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク

ワ
ク
し
た
い
。

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
。

失
意

向
の

表
明

阻

施
設

の
中

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
町

に
出

て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

① ④ ⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
い
。

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

長
男

夫
妻

・
孫

・
元

従
業

員
な
ど
の
面

会
が
あ
る
。
施

設
の

歌
の
会

に
参

加
し
て
い
る
。

利
用

者
名

広
井

　
う

み
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

 （
4

/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

盆
踊

り
、
お
祭

り
に
行

け
な
く
て
困

る
。

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

町
の
世

話
役

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
で
き
ず
寂

し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思

う
と
悲

し
く
て
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

今
で
も
従

業
員

に
慕

わ
れ

て
い
る
。

近
隣

の
保

育
園

児
や

幼
稚

園
児

の
来

訪
時

、
積

極
的

に
子

ど
も
に
声

を
か
け

て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

施
設

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
地

域
の
盆

踊
り
や
お
祭

り
な
ど
に
出

か
け
て
楽

し
も
う
と

す
る
意

欲
が
あ
る
。状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

94
歳
の

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

大
好

き
な
お
寿

司
や
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
て
ほ
し
い
。

変
な
も
の
は
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
な
る
べ

く
自

分
で
し
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

低

な
し

杖

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

優
先

順
位

⑤
に
統

合

⑧
に
統

合

⑥
好

き
な

も
の
を
楽

し
ん
で
食

べ
て
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑦
ト
イ
レ
は

な
る
べ

く
自

分
で
し
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

見
守

り

状
　

　
　

態

無

尿
器

留
カ

テ

A D L

立
ち

上
が

り

歩
行

自
立

一
部

介
助

全
介

助
骨

折
後

の
た
め
、
一

部
介

助
更

衣
・

整
容

ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
も
含

め
声

か
け
や
介

助
を
行

っ
て
い
る
。

座
位

一
部

介
助

全
介

助

歩
行

器

全
介

助

施
設

管
理

の
た
め
該

当
な
し

全
介

助

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
声

か
け
・
介

助
し
な
い
と
失

禁
と
な
る
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

骨
折

後
の
た
め
、
一

部
介

助

一
部

介
助

職
員

等
洗

濯
物

は
た
ま
に
自

分
で
畳

む
。

全
介

助

全
介

助

有

全
介

助
階

段
昇

降
の
場

面
は
な
い
。
昇

降
す
る
場

合
は

見
守

り
、
支

え
が
必

要
。

自
立

自
立

全
介

助

全
介

助

全
介

助

骨
折

し
て
い
る
が
、
身

体
の
動

き
は
よ
い
の
で
、
自

由
に
動

く
こ
と
が
で
き
る
。

利
用

者
意

向

な
し

中

阻

手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
声

を
か
け
て
促

す
。

家
族

Ｃ
Ｍ

判
断

食
事

を
楽

し
ん
で
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ

る
よ
う
支

援
す
る
必

要
が

あ
る
。

で
き
る
限

り
ト
イ
レ
で
排

泄
で
き
る
よ
う
ケ
ア
に
気

を
配

る
必

要
が

あ
る
。

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

家
族

栄
養

士

介
護

職
員

介
護

職
員

居
室

内
の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

オ
ム

ツ

⑦ ⑧

本
人

が
で

き
る
こ
と
は

自
分

で
さ

せ
て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

3

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

検
討

中
未

検
討

不
要

本
人

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
本

人
が
す
る
よ
う
に
仕

向
け
て

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

対
応

難
度

困
難

自
分

の
暮

ら
し
の
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
は
可

能
な
限

り
自

分
で
し

続
け
、
他

の
人

の
役

に
立

つ
こ
と
を
喜

ぶ
感

覚
を
持

ち
続

け
る

必
要

が
あ
る
。

平
成

3
1

年
2

月
1

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

歩
い
た
り
動

い
た
り
す
る
に
は
適

当
な
広

さ
で
あ
る
。
所

在
を
確

認
す
る
こ
と
が
必

要
。

全
介

助

全
介

助
看

護
師

、
介

護
職

員
が
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

埼
玉

　
春

子

⑧
本

人
が

で
き
る
こ
と

は
自

分
で

さ
せ

て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

作
業

療
法

士
の
関

わ
り
に
よ
り
「
で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作

る
な
ど
し

て
掃

除
、
洗

濯
、
食

器
の
片

付
け
な
ど
の
残

存
能

力
を
な
る
べ

く
活

か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
（
精

神
科

医
）

意
向

の
度

合
高

中

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

楽
し
く
食

事
し
体

力
を
付

け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）
食

事
は
見

た
目

や
香

り
、
雰

囲
気

な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
食

に
対

す
る
関

心
を
高

め
る
必

要
が
あ
る
。
（
管

理
栄

養
士

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

自
立

な
し

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

広
井

　
う

み

利
用

者
意

向
な
し

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

大
好
き
な
食
べ
物
を
忘
れ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
変
な
食
べ
物
を

食
べ
た
り
し
た
ら
困
る
。

自
分
で
ト
イ
レ
に
行
か
れ
な
く
な
っ
て
、
人

の
お
世
話
に
な
る
の
は
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

屋
外

は
手

引
き
歩

行
自

立

問
題

無

他
の
入

居
者

等
が
洗

濯
物

を
畳

ん
で
い
る
と
、
た
ま
に
手

伝
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
と
お

礼
を
言

っ
た
り
で
き
る
。

医
師

・
専

門
職

等
意

見

家
族

意
向

何
で
も
施

設
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
何

も
し
な
い
人

に
な
っ
た

ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

家 族

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

一
部

介
助

94
歳
の

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

長
年

一
緒

に
暮

ら
し

て
き

た
家

族
と

の
関

わ
り

を
、

最
も

求
め

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

の
ル

ー
チ

ン
化

し
た

介
護

環
境

で
は

、
で

き
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

本
人

の
思

い
を

く
み

取
り

、
本

人
を

大
切

に
す

る
た

め
の

工
夫

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
他

の
面

会
の

少
な

い
入

所
者

の
気

持
ち

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

な
し

町
の
行

事
に
参

加
な
ど
し
て
地

域
生

活
を
楽

し
む
必

要
が

あ
る
。

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

2
⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク

ワ
ク
し
た
い
。

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
。

失
意

向
の

表
明

阻

施
設

の
中

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
町

に
出

て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

① ④ ⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
い
。

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

長
男

夫
妻

・
孫

・
元

従
業

員
な
ど
の
面

会
が
あ
る
。
施

設
の

歌
の
会

に
参

加
し
て
い
る
。

利
用

者
名

広
井

　
う

み
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

 （
4

/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

盆
踊

り
、
お
祭

り
に
行

け
な
く
て
困

る
。

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

町
の
世

話
役

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
で
き
ず
寂

し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思

う
と
悲

し
く
て
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

今
で
も
従

業
員

に
慕

わ
れ

て
い
る
。

近
隣

の
保

育
園

児
や

幼
稚

園
児

の
来

訪
時

、
積

極
的

に
子

ど
も
に
声

を
か
け

て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

施
設

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
地

域
の
盆

踊
り
や
お
祭

り
な
ど
に
出

か
け
て
楽

し
も
う
と

す
る
意

欲
が
あ
る
。状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

94
歳
の

54

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

大
好

き
な
お
寿

司
や
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
て
ほ
し
い
。

変
な
も
の
は
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
な
る
べ

く
自

分
で
し
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

低

な
し

杖

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

優
先

順
位

⑤
に
統

合

⑧
に
統

合

⑥
好

き
な

も
の
を
楽

し
ん
で
食

べ
て
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑦
ト
イ
レ
は

な
る
べ

く
自

分
で
し
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

見
守

り

状
態

無

尿
器

留
カ

テ

A D L

立
ち

上
が

り

歩
行

自
立

一
部

介
助

全
介

助
骨

折
後

の
た
め
、
一

部
介

助
更

衣
・

整
容

ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
も
含

め
声

か
け
や
介

助
を
行

っ
て
い
る
。

座
位

一
部

介
助

全
介

助

歩
行

器

全
介

助

施
設

管
理

の
た
め
該

当
な
し

全
介

助

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
声

か
け
・
介

助
し
な
い
と
失

禁
と
な
る
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

骨
折

後
の
た
め
、
一

部
介

助

一
部

介
助

職
員

等
　
洗

濯
物

は
た
ま
に
自

分
で
畳

む
。

全
介

助

全
介

助

有

全
介

助
階

段
昇

降
の
場

面
は
な
い
。
昇

降
す
る
場

合
は

見
守

り
、
支

え
が
必

要
。

自
立

自
立

全
介

助

全
介

助

全
介

助

骨
折

し
て
い
る
が
、
身

体
の
動

き
は
よ
い
の
で
、
自

由
に
動

く
こ
と
が
で
き
る
。

利
用

者
意

向

な
し

中

阻

手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
声

を
か
け
て
促

す
。

家
族

Ｃ
Ｍ

判
断

食
事

を
楽

し
ん
で
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ

る
よ
う
支

援
す
る
必

要
が

あ
る
。

で
き
る
限

り
ト
イ
レ
で
排

泄
で
き
る
よ
う
ケ
ア
に
気

を
配

る
必

要
が

あ
る
。

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

家
族

栄
養

士

介
護

職
員

介
護

職
員

　
居

室
内

の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

オ
ム

ツ

⑦ ⑧

本
人

が
で

き
る
こ
と
は

自
分

で
さ

せ
て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

3

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

検
討

中
未

検
討

不
要

本
人

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
本

人
が
す
る
よ
う
に
仕

向
け
て

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

対
応

難
度

困
難

自
分

の
暮

ら
し
の
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
は
可

能
な
限

り
自

分
で
し

続
け
、
他

の
人

の
役

に
立

つ
こ
と
を
喜

ぶ
感

覚
を
持

ち
続

け
る

必
要

が
あ
る
。

平
成

3
1

年
2

月
1

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

歩
い
た
り
動

い
た
り
す
る
に
は
適

当
な
広

さ
で
あ
る
。
所

在
を
確

認
す
る
こ
と
が
必

要
。

全
介

助

全
介

助
看

護
師

、
介

護
職

員
が
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

埼
玉

　
春

子

⑧
本

人
が

で
き
る
こ
と

は
自

分
で

さ
せ

て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

作
業

療
法

士
の
関

わ
り
に
よ
り
「
で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作

る
な
ど
し

て
掃

除
、
洗

濯
、
食

器
の
片

付
け
な
ど
の
残

存
能

力
を
な
る
べ

く
活

か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
（
精

神
科

医
）

意
向

の
度

合
高

中

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

楽
し
く
食

事
し
体

力
を
付

け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）
食

事
は
見

た
目

や
香

り
、
雰

囲
気

な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
食

に
対

す
る
関

心
を
高

め
る
必

要
が
あ
る
。
（
管

理
栄

養
士

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

自
立

な
し

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

広
井

　
う

み

利
用

者
意

向
な
し

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

大
好
き
な
食
べ
物
を
忘
れ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
変
な
食
べ
物
を

食
べ
た
り
し
た
ら
困
る
。

自
分
で
ト
イ
レ
に
行
か
れ
な
く
な
っ
て
、
人

の
お
世
話
に
な
る
の
は
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

屋
外

は
手

引
き
歩

行
自

立

問
題

無

他
の
入

居
者

等
が
洗

濯
物

を
畳

ん
で
い
る
と
、
た
ま
に
手

伝
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
と
お

礼
を
言

っ
た
り
で
き
る
。

医
師

・
専

門
職

等
意

見

家
族

意
向

何
で
も
施

設
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
何

も
し
な
い
人

に
な
っ
た

ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

家 族

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

一
部

介
助

94
歳
の

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

長
年

一
緒

に
暮

ら
し

て
き

た
家

族
と

の
関

わ
り

を
、

最
も

求
め

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

の
ル

ー
チ

ン
化

し
た

介
護

環
境

で
は

、
で

き
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

本
人

の
思

い
を

く
み

取
り

、
本

人
を

大
切

に
す

る
た

め
の

工
夫

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
他

の
面

会
の

少
な

い
入

所
者

の
気

持
ち

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

な
し

町
の
行

事
に
参

加
な
ど
し
て
地

域
生

活
を
楽

し
む
必

要
が

あ
る
。

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

2
⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク

ワ
ク
し
た
い
。

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
。

失
意

向
の

表
明

阻

施
設

の
中

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
町

に
出

て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

① ④ ⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
い
。

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

長
男

夫
妻

・
孫

・
元

従
業

員
な
ど
の
面

会
が
あ
る
。
施

設
の

歌
の
会

に
参

加
し
て
い
る
。

利
用

者
名

広
井

　
う

み
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

 （
4

/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

盆
踊

り
、
お
祭

り
に
行

け
な
く
て
困

る
。

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

町
の
世

話
役

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
で
き
ず
寂

し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思

う
と
悲

し
く
て
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

今
で
も
従

業
員

に
慕

わ
れ

て
い
る
。

近
隣

の
保

育
園

児
や

幼
稚

園
児

の
来

訪
時

、
積

極
的

に
子

ど
も
に
声

を
か
け

て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

施
設

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
地

域
の
盆

踊
り
や
お
祭

り
な
ど
に
出

か
け
て
楽

し
も
う
と

す
る
意

欲
が
あ
る
。状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

94
歳
の

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

大
好

き
な
お
寿

司
や
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
て
ほ
し
い
。

変
な
も
の
は
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
な
る
べ

く
自

分
で
し
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

低

な
し

杖

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

優
先

順
位

⑤
に
統

合

⑧
に
統

合

⑥
好

き
な

も
の
を
楽

し
ん
で
食

べ
て
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑦
ト
イ
レ
は

な
る
べ

く
自

分
で
し
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

見
守

り

状
　

　
　

態

無

尿
器

留
カ

テ

A D L

立
ち

上
が

り

歩
行

自
立

一
部

介
助

全
介

助
骨

折
後

の
た
め
、
一

部
介

助
更

衣
・

整
容

ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
も
含

め
声

か
け
や
介

助
を
行

っ
て
い
る
。

座
位

一
部

介
助

全
介

助

歩
行

器

全
介

助

施
設

管
理

の
た
め
該

当
な
し

全
介

助

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
声

か
け
・
介

助
し
な
い
と
失

禁
と
な
る
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

骨
折

後
の
た
め
、
一

部
介

助

一
部

介
助

職
員

等
洗

濯
物

は
た
ま
に
自

分
で
畳

む
。

全
介

助

全
介

助

有

全
介

助
階

段
昇

降
の
場

面
は
な
い
。
昇

降
す
る
場

合
は

見
守

り
、
支

え
が
必

要
。

自
立

自
立

全
介

助

全
介

助

全
介

助

骨
折

し
て
い
る
が
、
身

体
の
動

き
は
よ
い
の
で
、
自

由
に
動

く
こ
と
が
で
き
る
。

利
用

者
意

向

な
し

中

阻

手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
声

を
か
け
て
促

す
。

家
族

Ｃ
Ｍ

判
断

食
事

を
楽

し
ん
で
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ

る
よ
う
支

援
す
る
必

要
が

あ
る
。

で
き
る
限

り
ト
イ
レ
で
排

泄
で
き
る
よ
う
ケ
ア
に
気

を
配

る
必

要
が

あ
る
。

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

家
族

栄
養

士

介
護

職
員

介
護

職
員

居
室

内
の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

オ
ム

ツ

⑦ ⑧

本
人

が
で

き
る
こ
と
は

自
分

で
さ

せ
て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

3

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

検
討

中
未

検
討

不
要

本
人

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
本

人
が
す
る
よ
う
に
仕

向
け
て

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

対
応

難
度

困
難

自
分

の
暮

ら
し
の
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
は
可

能
な
限

り
自

分
で
し

続
け
、
他

の
人

の
役

に
立

つ
こ
と
を
喜

ぶ
感

覚
を
持

ち
続

け
る

必
要

が
あ
る
。

平
成

3
1

年
2

月
1

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

歩
い
た
り
動

い
た
り
す
る
に
は
適

当
な
広

さ
で
あ
る
。
所

在
を
確

認
す
る
こ
と
が
必

要
。

全
介

助

全
介

助
看

護
師

、
介

護
職

員
が
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

埼
玉

　
春

子

⑧
本

人
が

で
き
る
こ
と

は
自

分
で

さ
せ

て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

作
業

療
法

士
の
関

わ
り
に
よ
り
「
で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作

る
な
ど
し

て
掃

除
、
洗

濯
、
食

器
の
片

付
け
な
ど
の
残

存
能

力
を
な
る
べ

く
活

か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
（
精

神
科

医
）

意
向

の
度

合
高

中

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

楽
し
く
食

事
し
体

力
を
付

け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）
食

事
は
見

た
目

や
香

り
、
雰

囲
気

な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
食

に
対

す
る
関

心
を
高

め
る
必

要
が
あ
る
。
（
管

理
栄

養
士

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

自
立

な
し

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

広
井

　
う

み

利
用

者
意

向
な
し

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

大
好
き
な
食
べ
物
を
忘
れ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
変
な
食
べ
物
を

食
べ
た
り
し
た
ら
困
る
。

自
分
で
ト
イ
レ
に
行
か
れ
な
く
な
っ
て
、
人

の
お
世
話
に
な
る
の
は
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

屋
外

は
手

引
き
歩

行
自

立

問
題

無

他
の
入

居
者

等
が
洗

濯
物

を
畳

ん
で
い
る
と
、
た
ま
に
手

伝
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
と
お

礼
を
言

っ
た
り
で
き
る
。

医
師

・
専

門
職

等
意

見

家
族

意
向

何
で
も
施

設
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
何

も
し
な
い
人

に
な
っ
た

ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

家 族

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

一
部

介
助

94
歳
の

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

長
年

一
緒

に
暮

ら
し

て
き

た
家

族
と

の
関

わ
り

を
、

最
も

求
め

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

の
ル

ー
チ

ン
化

し
た

介
護

環
境

で
は

、
で

き
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

本
人

の
思

い
を

く
み

取
り

、
本

人
を

大
切

に
す

る
た

め
の

工
夫

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
他

の
面

会
の

少
な

い
入

所
者

の
気

持
ち

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

な
し

町
の
行

事
に
参

加
な
ど
し
て
地

域
生

活
を
楽

し
む
必

要
が

あ
る
。

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

2
⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク

ワ
ク
し
た
い
。

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
。

失
意

向
の

表
明

阻

施
設

の
中

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
町

に
出

て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

① ④ ⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
い
。

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

長
男

夫
妻

・
孫

・
元

従
業

員
な
ど
の
面

会
が
あ
る
。
施

設
の

歌
の
会

に
参

加
し
て
い
る
。

利
用

者
名

広
井

　
う

み
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

 （
4

/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

盆
踊

り
、
お
祭

り
に
行

け
な
く
て
困

る
。

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

町
の
世

話
役

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
で
き
ず
寂

し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思

う
と
悲

し
く
て
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

今
で
も
従

業
員

に
慕

わ
れ

て
い
る
。

近
隣

の
保

育
園

児
や

幼
稚

園
児

の
来

訪
時

、
積

極
的

に
子

ど
も
に
声

を
か
け

て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

施
設

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
地

域
の
盆

踊
り
や
お
祭

り
な
ど
に
出

か
け
て
楽

し
も
う
と

す
る
意

欲
が
あ
る
。状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

94
歳
の

5554



問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

大
好

き
な
お
寿

司
や
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
て
ほ
し
い
。

変
な
も
の
は
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
な
る
べ

く
自

分
で
し
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

低

な
し

杖

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

優
先

順
位

⑤
に
統

合

⑧
に
統

合

⑥
好

き
な

も
の
を
楽

し
ん
で
食

べ
て
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑦
ト
イ
レ
は

な
る
べ

く
自

分
で
し
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

見
守

り

状
態

無

尿
器

留
カ

テ

A D L

立
ち

上
が

り

歩
行

自
立

一
部

介
助

全
介

助
骨

折
後

の
た
め
、
一

部
介

助
更

衣
・

整
容

ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
も
含

め
声

か
け
や
介

助
を
行

っ
て
い
る
。

座
位

一
部

介
助

全
介

助

歩
行

器

全
介

助

施
設

管
理

の
た
め
該

当
な
し

全
介

助

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
声

か
け
・
介

助
し
な
い
と
失

禁
と
な
る
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

骨
折

後
の
た
め
、
一

部
介

助

一
部

介
助

職
員

等
　
洗

濯
物

は
た
ま
に
自

分
で
畳

む
。

全
介

助

全
介

助

有

全
介

助
階

段
昇

降
の
場

面
は
な
い
。
昇

降
す
る
場

合
は

見
守

り
、
支

え
が
必

要
。

自
立

自
立

全
介

助

全
介

助

全
介

助

骨
折

し
て
い
る
が
、
身

体
の
動

き
は
よ
い
の
で
、
自

由
に
動

く
こ
と
が
で
き
る
。

利
用

者
意

向

な
し

中

阻

手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
声

を
か
け
て
促

す
。

家
族

Ｃ
Ｍ

判
断

食
事

を
楽

し
ん
で
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ

る
よ
う
支

援
す
る
必

要
が

あ
る
。

で
き
る
限

り
ト
イ
レ
で
排

泄
で
き
る
よ
う
ケ
ア
に
気

を
配

る
必

要
が

あ
る
。

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

家
族

栄
養

士

介
護

職
員

介
護

職
員

　
居

室
内

の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

オ
ム

ツ

⑦ ⑧

本
人

が
で

き
る
こ
と
は

自
分

で
さ

せ
て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

3

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

検
討

中
未

検
討

不
要

本
人

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
本

人
が
す
る
よ
う
に
仕

向
け
て

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

対
応

難
度

困
難

自
分

の
暮

ら
し
の
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
は
可

能
な
限

り
自

分
で
し

続
け
、
他

の
人

の
役

に
立

つ
こ
と
を
喜

ぶ
感

覚
を
持

ち
続

け
る

必
要

が
あ
る
。

平
成

3
1

年
2

月
1

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

歩
い
た
り
動

い
た
り
す
る
に
は
適

当
な
広

さ
で
あ
る
。
所

在
を
確

認
す
る
こ
と
が
必

要
。

全
介

助

全
介

助
看

護
師

、
介

護
職

員
が
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

埼
玉

　
春

子

⑧
本

人
が

で
き
る
こ
と

は
自

分
で

さ
せ

て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

作
業

療
法

士
の
関

わ
り
に
よ
り
「
で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作

る
な
ど
し

て
掃

除
、
洗

濯
、
食

器
の
片

付
け
な
ど
の
残

存
能

力
を
な
る
べ

く
活

か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
（
精

神
科

医
）

意
向

の
度

合
高

中

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

楽
し
く
食

事
し
体

力
を
付

け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）
食

事
は
見

た
目

や
香

り
、
雰

囲
気

な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
食

に
対

す
る
関

心
を
高

め
る
必

要
が
あ
る
。
（
管

理
栄

養
士

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

自
立

な
し

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

広
井

　
う

み

利
用

者
意

向
な
し

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

大
好
き
な
食
べ
物
を
忘
れ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
変
な
食
べ
物
を

食
べ
た
り
し
た
ら
困
る
。

自
分
で
ト
イ
レ
に
行
か
れ
な
く
な
っ
て
、
人

の
お
世
話
に
な
る
の
は
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

屋
外

は
手

引
き
歩

行
自

立

問
題

無

他
の
入

居
者

等
が
洗

濯
物

を
畳

ん
で
い
る
と
、
た
ま
に
手

伝
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
と
お

礼
を
言

っ
た
り
で
き
る
。

医
師

・
専

門
職

等
意

見

家
族

意
向

何
で
も
施

設
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
何

も
し
な
い
人

に
な
っ
た

ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

家 族

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

一
部

介
助

94
歳
の

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

長
年

一
緒

に
暮

ら
し

て
き

た
家

族
と

の
関

わ
り

を
、

最
も

求
め

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

の
ル

ー
チ

ン
化

し
た

介
護

環
境

で
は

、
で

き
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

本
人

の
思

い
を

く
み

取
り

、
本

人
を

大
切

に
す

る
た

め
の

工
夫

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
他

の
面

会
の

少
な

い
入

所
者

の
気

持
ち

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

な
し

町
の
行

事
に
参

加
な
ど
し
て
地

域
生

活
を
楽

し
む
必

要
が

あ
る
。

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

2
⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク

ワ
ク
し
た
い
。

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
。

失
意

向
の

表
明

阻

施
設

の
中

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
町

に
出

て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

① ④ ⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
い
。

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

長
男

夫
妻

・
孫

・
元

従
業

員
な
ど
の
面

会
が
あ
る
。
施

設
の

歌
の
会

に
参

加
し
て
い
る
。

利
用

者
名

広
井

　
う

み
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

 （
4

/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

盆
踊

り
、
お
祭

り
に
行

け
な
く
て
困

る
。

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

町
の
世

話
役

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
で
き
ず
寂

し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思

う
と
悲

し
く
て
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

今
で
も
従

業
員

に
慕

わ
れ

て
い
る
。

近
隣

の
保

育
園

児
や

幼
稚

園
児

の
来

訪
時

、
積

極
的

に
子

ど
も
に
声

を
か
け

て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

施
設

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
地

域
の
盆

踊
り
や
お
祭

り
な
ど
に
出

か
け
て
楽

し
も
う
と

す
る
意

欲
が
あ
る
。状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

94
歳
の

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

大
好

き
な
お
寿

司
や
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
て
ほ
し
い
。

変
な
も
の
は
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
な
る
べ

く
自

分
で
し
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

低

な
し

杖

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

優
先

順
位

⑤
に
統

合

⑧
に
統

合

⑥
好

き
な

も
の
を
楽

し
ん
で
食

べ
て
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑦
ト
イ
レ
は

な
る
べ

く
自

分
で
し
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

見
守

り

状
　

　
　

態

無

尿
器

留
カ

テ

A D L

立
ち

上
が

り

歩
行

自
立

一
部

介
助

全
介

助
骨

折
後

の
た
め
、
一

部
介

助
更

衣
・

整
容

ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
も
含

め
声

か
け
や
介

助
を
行

っ
て
い
る
。

座
位

一
部

介
助

全
介

助

歩
行

器

全
介

助

施
設

管
理

の
た
め
該

当
な
し

全
介

助

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
声

か
け
・
介

助
し
な
い
と
失

禁
と
な
る
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

骨
折

後
の
た
め
、
一

部
介

助

一
部

介
助

職
員

等
洗

濯
物

は
た
ま
に
自

分
で
畳

む
。

全
介

助

全
介

助

有

全
介

助
階

段
昇

降
の
場

面
は
な
い
。
昇

降
す
る
場

合
は

見
守

り
、
支

え
が
必

要
。

自
立

自
立

全
介

助

全
介

助

全
介

助

骨
折

し
て
い
る
が
、
身

体
の
動

き
は
よ
い
の
で
、
自

由
に
動

く
こ
と
が
で
き
る
。

利
用

者
意

向

な
し

中

阻

手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
声

を
か
け
て
促

す
。

家
族

Ｃ
Ｍ

判
断

食
事

を
楽

し
ん
で
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ

る
よ
う
支

援
す
る
必

要
が

あ
る
。

で
き
る
限

り
ト
イ
レ
で
排

泄
で
き
る
よ
う
ケ
ア
に
気

を
配

る
必

要
が

あ
る
。

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

家
族

栄
養

士

介
護

職
員

介
護

職
員

居
室

内
の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

オ
ム

ツ

⑦ ⑧

本
人

が
で

き
る
こ
と
は

自
分

で
さ

せ
て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

3

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

検
討

中
未

検
討

不
要

本
人

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
本

人
が
す
る
よ
う
に
仕

向
け
て

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

対
応

難
度

困
難

自
分

の
暮

ら
し
の
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
は
可

能
な
限

り
自

分
で
し

続
け
、
他

の
人

の
役

に
立

つ
こ
と
を
喜

ぶ
感

覚
を
持

ち
続

け
る

必
要

が
あ
る
。

平
成

3
1

年
2

月
1

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

歩
い
た
り
動

い
た
り
す
る
に
は
適

当
な
広

さ
で
あ
る
。
所

在
を
確

認
す
る
こ
と
が
必

要
。

全
介

助

全
介

助
看

護
師

、
介

護
職

員
が
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

埼
玉

　
春

子

⑧
本

人
が

で
き
る
こ
と

は
自

分
で

さ
せ

て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

作
業

療
法

士
の
関

わ
り
に
よ
り
「
で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作

る
な
ど
し

て
掃

除
、
洗

濯
、
食

器
の
片

付
け
な
ど
の
残

存
能

力
を
な
る
べ

く
活

か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
（
精

神
科

医
）

意
向

の
度

合
高

中

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

楽
し
く
食

事
し
体

力
を
付

け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）
食

事
は
見

た
目

や
香

り
、
雰

囲
気

な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
食

に
対

す
る
関

心
を
高

め
る
必

要
が
あ
る
。
（
管

理
栄

養
士

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

自
立

な
し

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

広
井

　
う

み

利
用

者
意

向
な
し

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

大
好
き
な
食
べ
物
を
忘
れ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
変
な
食
べ
物
を

食
べ
た
り
し
た
ら
困
る
。

自
分
で
ト
イ
レ
に
行
か
れ
な
く
な
っ
て
、
人

の
お
世
話
に
な
る
の
は
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

屋
外

は
手

引
き
歩

行
自

立

問
題

無

他
の
入

居
者

等
が
洗

濯
物

を
畳

ん
で
い
る
と
、
た
ま
に
手

伝
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
と
お

礼
を
言

っ
た
り
で
き
る
。

医
師

・
専

門
職

等
意

見

家
族

意
向

何
で
も
施

設
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
何

も
し
な
い
人

に
な
っ
た

ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

家 族

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

一
部

介
助

94
歳
の

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

長
年

一
緒

に
暮

ら
し

て
き

た
家

族
と

の
関

わ
り

を
、

最
も

求
め

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

の
ル

ー
チ

ン
化

し
た

介
護

環
境

で
は

、
で

き
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

本
人

の
思

い
を

く
み

取
り

、
本

人
を

大
切

に
す

る
た

め
の

工
夫

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
他

の
面

会
の

少
な

い
入

所
者

の
気

持
ち

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

な
し

町
の
行

事
に
参

加
な
ど
し
て
地

域
生

活
を
楽

し
む
必

要
が

あ
る
。

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

2
⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク

ワ
ク
し
た
い
。

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
。

失
意

向
の

表
明

阻

施
設

の
中

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
町

に
出

て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

① ④ ⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
い
。

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

長
男

夫
妻

・
孫

・
元

従
業

員
な
ど
の
面

会
が
あ
る
。
施

設
の

歌
の
会

に
参

加
し
て
い
る
。

利
用

者
名

広
井

　
う

み
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

 （
4

/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

盆
踊

り
、
お
祭

り
に
行

け
な
く
て
困

る
。

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

町
の
世

話
役

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
で
き
ず
寂

し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思

う
と
悲

し
く
て
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

今
で
も
従

業
員

に
慕

わ
れ

て
い
る
。

近
隣

の
保

育
園

児
や

幼
稚

園
児

の
来

訪
時

、
積

極
的

に
子

ど
も
に
声

を
か
け

て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

施
設

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
地

域
の
盆

踊
り
や
お
祭

り
な
ど
に
出

か
け
て
楽

し
も
う
と

す
る
意

欲
が
あ
る
。状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

94
歳
の

54

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

大
好

き
な
お
寿

司
や
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
て
ほ
し
い
。

変
な
も
の
は
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
な
る
べ

く
自

分
で
し
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

低

な
し

杖

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

優
先

順
位

⑤
に
統

合

⑧
に
統

合

⑥
好

き
な

も
の
を
楽

し
ん
で
食

べ
て
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑦
ト
イ
レ
は

な
る
べ

く
自

分
で
し
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

見
守

り

状
態

無

尿
器

留
カ

テ

A D L

立
ち

上
が

り

歩
行

自
立

一
部

介
助

全
介

助
骨

折
後

の
た
め
、
一

部
介

助
更

衣
・

整
容

ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
も
含

め
声

か
け
や
介

助
を
行

っ
て
い
る
。

座
位

一
部

介
助

全
介

助

歩
行

器

全
介

助

施
設

管
理

の
た
め
該

当
な
し

全
介

助

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
声

か
け
・
介

助
し
な
い
と
失

禁
と
な
る
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

骨
折

後
の
た
め
、
一

部
介

助

一
部

介
助

職
員

等
　
洗

濯
物

は
た
ま
に
自

分
で
畳

む
。

全
介

助

全
介

助

有

全
介

助
階

段
昇

降
の
場

面
は
な
い
。
昇

降
す
る
場

合
は

見
守

り
、
支

え
が
必

要
。

自
立

自
立

全
介

助

全
介

助

全
介

助

骨
折

し
て
い
る
が
、
身

体
の
動

き
は
よ
い
の
で
、
自

由
に
動

く
こ
と
が
で
き
る
。

利
用

者
意

向

な
し

中

阻

手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
声

を
か
け
て
促

す
。

家
族

Ｃ
Ｍ

判
断

食
事

を
楽

し
ん
で
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ

る
よ
う
支

援
す
る
必

要
が

あ
る
。

で
き
る
限

り
ト
イ
レ
で
排

泄
で
き
る
よ
う
ケ
ア
に
気

を
配

る
必

要
が

あ
る
。

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

家
族

栄
養

士

介
護

職
員

介
護

職
員

　
居

室
内

の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

オ
ム

ツ

⑦ ⑧

本
人

が
で

き
る
こ
と
は

自
分

で
さ

せ
て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

3

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

検
討

中
未

検
討

不
要

本
人

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
本

人
が
す
る
よ
う
に
仕

向
け
て

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

対
応

難
度

困
難

自
分

の
暮

ら
し
の
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
は
可

能
な
限

り
自

分
で
し

続
け
、
他

の
人

の
役

に
立

つ
こ
と
を
喜

ぶ
感

覚
を
持

ち
続

け
る

必
要

が
あ
る
。

平
成

3
1

年
2

月
1

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
 （

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

歩
い
た
り
動

い
た
り
す
る
に
は
適

当
な
広

さ
で
あ
る
。
所

在
を
確

認
す
る
こ
と
が
必

要
。

全
介

助

全
介

助
看

護
師

、
介

護
職

員
が
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

埼
玉

　
春

子

⑧
本

人
が

で
き
る
こ
と

は
自

分
で

さ
せ

て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

作
業

療
法

士
の
関

わ
り
に
よ
り
「
で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作

る
な
ど
し

て
掃

除
、
洗

濯
、
食

器
の
片

付
け
な
ど
の
残

存
能

力
を
な
る
べ

く
活

か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
（
精

神
科

医
）

意
向

の
度

合
高

中

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

楽
し
く
食

事
し
体

力
を
付

け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）
食

事
は
見

た
目

や
香

り
、
雰

囲
気

な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
食

に
対

す
る
関

心
を
高

め
る
必

要
が
あ
る
。
（
管

理
栄

養
士

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

自
立

な
し

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

広
井

　
う

み

利
用

者
意

向
な
し

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

大
好
き
な
食
べ
物
を
忘
れ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
変
な
食
べ
物
を

食
べ
た
り
し
た
ら
困
る
。

自
分
で
ト
イ
レ
に
行
か
れ
な
く
な
っ
て
、
人

の
お
世
話
に
な
る
の
は
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

他
（

　
）

食
堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

屋
外

は
手

引
き
歩

行
自

立

問
題

無

他
の
入

居
者

等
が
洗

濯
物

を
畳

ん
で
い
る
と
、
た
ま
に
手

伝
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
と
お

礼
を
言

っ
た
り
で
き
る
。

医
師

・
専

門
職

等
意

見

家
族

意
向

何
で
も
施

設
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
何

も
し
な
い
人

に
な
っ
た

ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

家 族

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

一
部

介
助

94
歳
の

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

長
年

一
緒

に
暮

ら
し

て
き

た
家

族
と

の
関

わ
り

を
、

最
も

求
め

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

の
ル

ー
チ

ン
化

し
た

介
護

環
境

で
は

、
で

き
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

本
人

の
思

い
を

く
み

取
り

、
本

人
を

大
切

に
す

る
た

め
の

工
夫

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
他

の
面

会
の

少
な

い
入

所
者

の
気

持
ち

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

な
し

町
の
行

事
に
参

加
な
ど
し
て
地

域
生

活
を
楽

し
む
必

要
が

あ
る
。

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

2
⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク

ワ
ク
し
た
い
。

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
。

失
意

向
の

表
明

阻

施
設

の
中

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
町

に
出

て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

① ④ ⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
い
。

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

長
男

夫
妻

・
孫

・
元

従
業

員
な
ど
の
面

会
が
あ
る
。
施

設
の

歌
の
会

に
参

加
し
て
い
る
。

利
用

者
名

広
井

　
う

み
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

 （
4

/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

盆
踊

り
、
お
祭

り
に
行

け
な
く
て
困

る
。

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

町
の
世

話
役

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
で
き
ず
寂

し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思

う
と
悲

し
く
て
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

今
で
も
従

業
員

に
慕

わ
れ

て
い
る
。

近
隣

の
保

育
園

児
や

幼
稚

園
児

の
来

訪
時

、
積

極
的

に
子

ど
も
に
声

を
か
け

て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

施
設

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
地

域
の
盆

踊
り
や
お
祭

り
な
ど
に
出

か
け
て
楽

し
も
う
と

す
る
意

欲
が
あ
る
。状

　
　

　
態

問
題

（
困

り
ご

と
）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

94
歳
の

問
題

（
困

り
ご

と
）

意
向

・
意

見
・

判
断

整
理

前

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

（
ニ

ー
ズ

）

関
連

整
理

後

意
向

の
表

明

失
意

向
の

表
明

阻

大
好

き
な
お
寿

司
や
ウ
ナ
ギ
を
食

べ
て
ほ
し
い
。

変
な
も
の
は
食

べ
な
い
で
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
な
る
べ

く
自

分
で
し
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

低

な
し

杖

全
介

助

全
介

助

そ
の

他

全
介

助

一
部

介
助

ベ
ッ

ド

全
介

助

全
介

助

優
先

順
位

⑤
に
統

合

⑧
に
統

合

⑥
好

き
な

も
の
を
楽

し
ん
で
食

べ
て
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑦
ト
イ
レ
は

な
る
べ

く
自

分
で
し
て

ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

見
守

り

状
　

　
　

態

無

尿
器

留
カ

テ

A D L

立
ち

上
が

り

歩
行

自
立

一
部

介
助

全
介

助
骨

折
後

の
た
め
、
一

部
介

助
更

衣
・

整
容

ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
も
含

め
声

か
け
や
介

助
を
行

っ
て
い
る
。

座
位

一
部

介
助

全
介

助

歩
行

器

全
介

助

施
設

管
理

の
た
め
該

当
な
し

全
介

助

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
声

か
け
・
介

助
し
な
い
と
失

禁
と
な
る
。

一
部

介
助

車
椅

子

全
介

助

骨
折

後
の
た
め
、
一

部
介

助

一
部

介
助

職
員

等
洗

濯
物

は
た
ま
に
自

分
で
畳

む
。

全
介

助

全
介

助

有

全
介

助
階

段
昇

降
の
場

面
は
な
い
。
昇

降
す
る
場

合
は

見
守

り
、
支

え
が
必

要
。

自
立

自
立

全
介

助

全
介

助

全
介

助

骨
折

し
て
い
る
が
、
身

体
の
動

き
は
よ
い
の
で
、
自

由
に
動

く
こ
と
が
で
き
る
。

利
用

者
意

向

な
し

中

阻

手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
声

を
か
け
て
促

す
。

家
族

Ｃ
Ｍ

判
断

食
事

を
楽

し
ん
で
し
っ
か
り
食

べ
ら
れ

る
よ
う
支

援
す
る
必

要
が

あ
る
。

で
き
る
限

り
ト
イ
レ
で
排

泄
で
き
る
よ
う
ケ
ア
に
気

を
配

る
必

要
が

あ
る
。

困
難

対
応

難
度

実
施

中
Ｃ

Ｍ
の

利
用

者
・

家
族

の
意

向
へ

の
働

き
か

け

家
族

意
向

家
族

栄
養

士

介
護

職
員

介
護

職
員

居
室

内
の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

一
部

介
助

全
介

助

オ
ム

ツ

⑦ ⑧

本
人

が
で

き
る
こ
と
は

自
分

で
さ

せ
て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

3

低
阻

意
向

の
度

合
高

意
向

の
表

明

低
失

意
向

の
表

明
阻

検
討

中
未

検
討

不
要

本
人

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
本

人
が
す
る
よ
う
に
仕

向
け
て

ほ
し
い
。
（
長

男
夫

婦
）

対
応

難
度

困
難

自
分

の
暮

ら
し
の
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
は
可

能
な
限

り
自

分
で
し

続
け
、
他

の
人

の
役

に
立

つ
こ
と
を
喜

ぶ
感

覚
を
持

ち
続

け
る

必
要

が
あ
る
。

平
成

3
1

年
2

月
1

日

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

リ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

支
援

シ
ー

ト
（

3
/
4

）

検
討

中
未

検
討

不
要 失

歩
い
た
り
動

い
た
り
す
る
に
は
適

当
な
広

さ
で
あ
る
。
所

在
を
確

認
す
る
こ
と
が
必

要
。

全
介

助

全
介

助
看

護
師

、
介

護
職

員
が
介

助

一
部

介
助

一
部

介
助

全
介

助

パ
ッ

ト

ベ
ッ

ド
上

パ
ッ

ト

実
施

中

埼
玉

　
春

子

⑧
本

人
が

で
き
る
こ
と

は
自

分
で

さ
せ

て
ほ
し

い
。
（
長

男
夫

婦
）

作
業

療
法

士
の
関

わ
り
に
よ
り
「
で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作

る
な
ど
し

て
掃

除
、
洗

濯
、
食

器
の
片

付
け
な
ど
の
残

存
能

力
を
な
る
べ

く
活

か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
（
精

神
科

医
）

意
向

の
度

合
高

中

服
薬

状
況

調
理

と
片

付
け

起
上

が
り

一
部

介
助

買
物

金
銭

管
理

医
師

・
専

門
職

等
意

見

楽
し
く
食

事
し
体

力
を
付

け
る
必

要
が
あ
る
。
（
内

科
医

）
食

事
は
見

た
目

や
香

り
、
雰

囲
気

な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
食

に
対

す
る
関

心
を
高

め
る
必

要
が
あ
る
。
（
管

理
栄

養
士

）

一
部

介
助

自
立

移
乗

自
立

一
部

介
助

立
位

自
立

階
段

昇
降

自
立

一
部

介
助

自
立

な
し

一
部

介
助

自
立

自
立

寝
返

り

作
成

日

意
向

の
度

合

意
向

の
度

合
高

中

見
守

り

ベ
ッ

ド
脇

中

全
介

助

オ
ム

ツ

広
井

　
う

み

利
用

者
意

向
な
し

排
泄

（
排

尿
）

入
浴

尿
器

利
用

者
名

排
泄

（
夜

間
）

排
泄

（
失

禁
）

自
立

排
泄

（
排

便
）

食
事

食
事

場
所

見
守

り

I A D L

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

外
出

火
気

管
理

寝
具

の
交

換

作
成

者

低

失

高

利 用 者 家 族

大
好
き
な
食
べ
物
を
忘
れ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
変
な
食
べ
物
を

食
べ
た
り
し
た
ら
困
る
。

自
分
で
ト
イ
レ
に
行
か
れ
な
く
な
っ
て
、
人

の
お
世
話
に
な
る
の
は
困
る
。
（
長
男
夫
婦
）

他
（

）
食

堂

自
立

ト
イ

レ

自
立

P
T

ト
イ

レ
P

T

自
立

留
カ

テ
排

泄
（

日
中

）

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ

Ｃ
Ｍ

判
断

住
環

境
問

題
有

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

交
通

機
関

の
利

用

車
の

運
転

自
立

一
部

介
助

全
介

助

し
て

い
る

し
て

い
な

い

屋
外

は
手

引
き
歩

行
自

立

問
題

無

他
の
入

居
者

等
が
洗

濯
物

を
畳

ん
で
い
る
と
、
た
ま
に
手

伝
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
と
お

礼
を
言

っ
た
り
で
き
る
。

医
師

・
専

門
職

等
意

見

家
族

意
向

何
で
も
施

設
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
何

も
し
な
い
人

に
な
っ
た

ら
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

家 族

使
用

機
器

自
立

自
立

利 用 者

掃
除

・
洗

濯
一

部
介

助

一
部

介
助

自
立

自
立

自
立

一
部

介
助

全
介

助

全
介

助

ゴ
ミ

出
し

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

一
部

介
助

一
部

介
助

一
部

介
助

自
立

献
立

自
立

一
部

介
助

一
部

介
助

94
歳
の

不
要

意
向

・
意

見
・

判
断

優
先

順
位

整
理

前

低

困
難

意
向

の
表

明

未
検

討
不

要

意
向

の
度

合

検
討

中

対
応

難
度

未
検

討
検

討
中

実
施

中

阻
中

長
年

一
緒

に
暮

ら
し

て
き

た
家

族
と

の
関

わ
り

を
、

最
も

求
め

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

の
ル

ー
チ

ン
化

し
た

介
護

環
境

で
は

、
で

き
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

本
人

の
思

い
を

く
み

取
り

、
本

人
を

大
切

に
す

る
た

め
の

工
夫

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
た

。
他

の
面

会
の

少
な

い
入

所
者

の
気

持
ち

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

阻
意

向
の

度
合

高
中

そ の 他 留 意 す べ き 事 項 ・ 状 況

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点
Ｃ

Ｍ
判

断

家
族

意
向

利
用

者
意

向

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

意
向

の
表

明

中
失

医
師

・

専
門

職
等

意
見

意
向

と
判

断
が

一
致

し
な

か
っ

た
た

め
、

ニ
ー

ズ
に

な
ら

な
か

っ
た

理
由

「
リ

・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
て

気
が

付
い

た
こ

と

家 族
低

な
し

町
の
行

事
に
参

加
な
ど
し
て
地

域
生

活
を
楽

し
む
必

要
が

あ
る
。

実
施

中

阻

利 用 者
高

対
応

難
度

失

Ｃ
Ｍ

判
断

平
成

3
1

年
2

月
1

日

埼
玉

　
春

子

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
)

高
中

低

作
成

日

作
成

者

2
⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク

ワ
ク
し
た
い
。

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
。

失
意

向
の

表
明

阻

施
設

の
中

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
町

に
出

て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

（
長

男
夫

婦
）

低
高

困
難

失
意

向
の

表
明

① ④ ⑨

町
に
出

か
け
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
い
。

整
理

後
関

連

社
会

参
加

無
有

対
人

交
流

無
有

長
男

夫
妻

・
孫

・
元

従
業

員
な
ど
の
面

会
が
あ
る
。
施

設
の

歌
の
会

に
参

加
し
て
い
る
。

利
用

者
名

広
井

　
う

み
リ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
支

援
シ

ー
ト

 （
4

/
4

）

社 会 交 流

維
持

・
改

善
の

要
素

、
利

点

盆
踊

り
、
お
祭

り
に
行

け
な
く
て
困

る
。

利
用

者
意

向
意

向
の

度
合

家
族

意
向

意
向

の
度

合

利 用 者 家 族

町
の
世

話
役

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
で
き
ず
寂

し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思

う
と
悲

し
く
て
困

る
。
（
長

男
夫

婦
）

今
で
も
従

業
員

に
慕

わ
れ

て
い
る
。

近
隣

の
保

育
園

児
や

幼
稚

園
児

の
来

訪
時

、
積

極
的

に
子

ど
も
に
声

を
か
け

て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

施
設

に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
地

域
の
盆

踊
り
や
お
祭

り
な
ど
に
出

か
け
て
楽

し
も
う
と

す
る
意

欲
が
あ
る
。状

態
問

題
（

困
り

ご
と

）

Ｃ
Ｍ

の
利

用
者

・
家

族
の

意
向

へ
の

働
き

か
け

医
師

・

専
門

職
等

意
見

94
歳
の

5555



 

施施
設設

ササ
ーー

ビビ
スス

計計
画画

書書
（（

１１
））

  

初
回

 
・

 紹
介

 
・
 
継

続
 

 
認

定
済

 
・
 
申

請
中
 

利
用
者
名
 
 
広
井
 
う
み
 
 

 
 
殿
 
 
 
 
 
生
年
月
日
 
0
0 

 
年
 
0
0
 
 
月

00
 
日

 
 
住
所
 
 
 
 
東
京
都
・
・
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
者
氏
名
及
び
職
種
 
 
 
埼
玉
 
春
子
 
 
 
（
介
護
支
援
専
門
員
）

 
 
 
 
 
 
 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
介
護
保
険
施
設
名
及
び
所
在
地
 
 
 
○
○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
（
変
更
）
日
 
 
 
 
 
平
成
 
3
1
 
年
 
2
 
月
 
15
 
日
 
 
 
 
 
初
回
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
日
 
 
平
成
 
3
0
 
年
 
1
2
 
月
 
1
 
日
 

認
定
日
 
 
平
成
 
3
1 

年
 
2
月
 
5
日

 
 
 
認
定
の
有
効
期
間
 
平
成

3
1 

年
 
3
 
月
 
1
 
日
 
～
 
令
和
 
2
 
年
 
2 

月
 
2
9 

日
 

 要
介

護
状
態

区
分

 
 

 
要

介
護

１
 
・

 
要
介
護

２
 

・
 

要
介
護

３
 
・
 

要
介

護
４

 
・
 

要
介
護
５

 
 利

用
者

及
び

家
族

の

生
活

に
対
す

る
意
向
 

本
人
：
お

祭
り
大

好
き
だ

か
ら

、
出
か
け

た
い
よ

。
 

長
男
夫
婦

：
 
み
な
さ

ん
に
ご

迷
惑
を
お

か
け
し

な
が
ら

も
、

本
人
は
け

ろ
っ
と

し
て
い

る
の

が
救
い
で

す
。

 

 
 
 
も
と
も

と
糖
尿

病
を
抱

え
て
い
ま

す
し
、

認
知
症

も
ど

ん
ど
ん
進

ん
で
い

る
の
で

心
配

で
す
が
、

施
設
で

皆
さ
ん

に
慕

わ
れ
て
仲

良
く
楽

し
く

 

 
 
 
  
暮
ら
し
て
欲
し

い
で
す

。
私
た
ち

も
面
会

に
来
る

の
が

楽
し
み
に

な
り
ま

し
た
。

 

 
 介

護
認

定
審

査
会

の
意

見
及

び
サ

ー
ビ
ス

の
種
類

の
指
定
 

 な
し
 

 統
合

的
な
援

助
の
 

方
針

 

糖
尿
病
の
管
理
、
転
倒
予
防
を
し
な
が
ら
、
ご
家
族
は
じ
め
他
の
入
所
者
の
方
々
と
お
話
し
し
た
り
、
外
出
し
た
り
、
楽
し
ん
で
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
 

す
。
 

ご
家
族
と
広
井
さ
ん
の
よ
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
ご
一
緒
の
時
間
を
大
切
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
広
井
さ
ん
に
よ
い
こ
と
を
考
え
て
提
案
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

   
緊
急
連
絡
先
 
 
 
広
井
 
岩
男
 
 
 
（
自
宅
）
0
0-
0
0
0
0
-
00
0
0 

 
 
 
 

 
（
携
帯
電
話
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
自
宅
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
携
帯
電
話
）
 

【
※
同
意
欄
は
省
略
し
て
い
ま
す
】

 

 

第
１
表

 
作
成
年
月
日
 

 
94

歳
の

2
月

15
日

 

94
歳

の
94

歳
の

94
歳

の
93

歳
の

95
歳

の

作
成
年
月
日
 
平
成

31
年

2
月

15
日
 

施施
設設
ササ
ーー
ビビ
スス
計計
画画
書書
（（
２２
））
  

  
利
用
者
名
 
広
井
 
う
み
 
殿
  

 生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー
ズ
) 

目
 
 
 
標
 

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容
 

長
期
目
標
 

(期
間
) 

短
期
目
標
 

(期
間
) 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

担
当
者
 

頻
度
 

期
間
 

家
族

に
は

で
き

る
だ

け
面

会
に
来
て
ほ
し
い
。
 

家
族

と
楽

し
く

お
し

ゃ
べ

り
す

る
、
当
た
り
前
の

時
間
を
続
け
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
.2
.2
9 

面
会

の
時

間
を

大

切
に
し
、家

族
の
絆

が
細

く
な

ら
な

い

よ
う
に
す
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

長
男
夫
婦
の
面
会
 

孫
の
面
会
 

元
従
業
員
の
面
会
 

好
き
な
も
の
の
差
し
入
れ
（
ウ

ナ
ギ
や
寿
司
）
 

孫
や
町
内
の
写
真
を
届
け
る
 

季
節
に
合
わ
せ
た
お
気
に
入
り

の
服
を
届
け
る
 

家
族
だ
け
の
時
間
と
場
の
確
保
 

家
族
に
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
作

品
を
話
し
た
り
見
せ
た
り
す
る
 

日
常
の
様
子
の
報
告
 

長
男
夫
婦
 

孫
 

元
従
業
員
 

長
男
夫
婦
 

 長
男
夫
婦
 

長
男
夫
婦
 

 介
護
支
援
専
門
員
 

本
人
 

 介
護
職
 

週
２
回
 

月
１
～
２
回
 

時
々
 

時
々
 

 時
々
 

時
々
 

 面
会
の
都
度
 

面
会
の
都
度
 

 時
々
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

       

町
に

出
か

け
て

ワ
ク

ワ
ク

し
た
い
。
 

若
い

時
か

ら
な

じ
ん

だ
町

並
み

や
暮
ら
し
、
人
付

き
合

い
を

楽
し

み
な

が
ら

暮
ら

す
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
.2
.2
9 

買
い
物
・
散
歩
・
花

見
・
敬
老
会
・
盆
踊

り
・
墓
参
り
な
ど
に

出
か

け
る

こ
と

が

で
き
る
。
 

    仲
良

く
会

話
す

る

こ
と
が
で
き
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

       H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

外
出
用
の
服
を
選
ぶ
 

 外
出
用
の
身
支
度
を
整
え
る
 

屋
外
手
引
き
歩
行
 

外
出
時
車
い
す
介
助
 

地
元
の
敬
老
会
に
誘
う
 

福
引
な
ど
町
の
行
事
に
誘
う
 

花
見
な
ど
季
節
行
事
に
誘
う
 

 意
識
的
に
会
話
す
る
 

 言
語
訓
練
に
参
加
す
る
 

本
人
・
家
族
・
介
護

職
 

家
族
・
介
護
職
 

介
護
職
 

家
族
 

町
会
婦
人
部
 

介
護
支
援
専
門
員
 

家
族
・
町
会
婦
人
部
 

 介
護
職
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
学
生
 

言
語
聴
覚
士
・
本
人
 

外
出
時
 

 外
出
時
 

外
出
時
 

外
出
時
 

そ
の
都
度
 

そ
の
都
度
 

そ
の
都
度
 

 毎
日
 

 週
１
回
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

       H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

 

 

第
２
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94
歳
の

94
歳

94
歳

94
歳

95
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

95
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

56



 

施施
設設

ササ
ーー

ビビ
スス

計計
画画

書書
（（

１１
））

  

初
回

 
・

 紹
介

 
・
 
継

続
 

 
認

定
済

 
・
 
申

請
中
 

利
用
者
名
 
 
広
井
 
う
み
 
 

 
 
殿
 
 
 
 
 
生
年
月
日
 
0
0 

 
年
 
0
0
 
 
月

00
 
日

 
 
住
所
 
 
 
 
東
京
都
・
・
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
者
氏
名
及
び
職
種
 
 
 
埼
玉
 
春
子
 
 
 
（
介
護
支
援
専
門
員
）

 
 
 
 
 
 
 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
介
護
保
険
施
設
名
及
び
所
在
地
 
 
 
○
○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
（
変
更
）
日
 
 
 
 
 
平
成
 
3
1
 
年
 
2
 
月
 
15
 
日
 
 
 
 
 
初
回
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
日
 
 
平
成
 
3
0
 
年
 
1
2
 
月
 
1
 
日
 

認
定
日
 
 
平
成
 
3
1 

年
 
2
月
 
5
日

 
 
 
認
定
の
有
効
期
間
 
平
成

3
1 

年
 
3
 
月
 
1
 
日
 
～
 
令
和
 
2
 
年
 
2 

月
 
2
9 

日
 

 要
介

護
状
態

区
分

 
 

 
要

介
護

１
 
・

 
要
介
護

２
 

・
 

要
介
護

３
 
・
 

要
介

護
４

 
・
 

要
介
護
５

 
 利

用
者

及
び

家
族

の

生
活

に
対
す

る
意
向
 

本
人
：
お

祭
り
大

好
き
だ

か
ら

、
出
か
け

た
い
よ

。
 

長
男
夫
婦

：
 
み
な
さ

ん
に
ご

迷
惑
を
お

か
け
し

な
が
ら

も
、

本
人
は
け

ろ
っ
と

し
て
い

る
の

が
救
い
で

す
。

 

 
 
 
も
と
も

と
糖
尿

病
を
抱

え
て
い
ま

す
し
、

認
知
症

も
ど

ん
ど
ん
進

ん
で
い

る
の
で

心
配

で
す
が
、

施
設
で

皆
さ
ん

に
慕

わ
れ
て
仲

良
く
楽

し
く

 

 
 
 
  
暮
ら
し
て
欲
し

い
で
す

。
私
た
ち

も
面
会

に
来
る

の
が

楽
し
み
に

な
り
ま

し
た
。

 

 
 介

護
認

定
審

査
会

の
意

見
及

び
サ

ー
ビ
ス

の
種
類

の
指
定
 

 な
し
 

 統
合

的
な
援

助
の
 

方
針

 

糖
尿
病
の
管
理
、
転
倒
予
防
を
し
な
が
ら
、
ご
家
族
は
じ
め
他
の
入
所
者
の
方
々
と
お
話
し
し
た
り
、
外
出
し
た
り
、
楽
し
ん
で
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
 

す
。
 

ご
家
族
と
広
井
さ
ん
の
よ
い
関
係
が
続
く
よ
う
、
ご
一
緒
の
時
間
を
大
切
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
広
井
さ
ん
に
よ
い
こ
と
を
考
え
て
提
案
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

   
緊
急
連
絡
先
 
 
 
広
井
 
岩
男
 
 
 
（
自
宅
）
0
0-
0
0
0
0
-
00
0
0 

 
 
 
 
 
（
携
帯
電
話
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
自
宅
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
携
帯
電
話
）
 

【
※
同
意
欄
は
省
略
し
て
い
ま
す
】

 

 

第
１
表

 
作
成
年
月
日
 

 
94

歳
の

2
月

15
日

 

94
歳

の
94

歳
の

94
歳

の
93

歳
の

95
歳

の

作
成
年
月
日
 
平
成

31
年

2
月

15
日
 

施施
設設
ササ
ーー
ビビ
スス
計計
画画
書書
（（
２２
））
  

  
利
用
者
名
 
広
井
 
う
み
 
殿
  

 生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー
ズ
) 

目
 
 
 
標
 

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容
 

長
期
目
標
 

(期
間
) 

短
期
目
標
 

(期
間
) 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

担
当
者
 

頻
度
 

期
間
 

家
族

に
は

で
き

る
だ

け
面

会
に
来
て
ほ
し
い
。
 

家
族

と
楽

し
く

お
し

ゃ
べ

り
す

る
、
当
た
り
前
の

時
間
を
続
け
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
.2
.2
9 

面
会

の
時

間
を

大

切
に
し
、家

族
の
絆

が
細

く
な

ら
な

い

よ
う
に
す
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

長
男
夫
婦
の
面
会
 

孫
の
面
会
 

元
従
業
員
の
面
会
 

好
き
な
も
の
の
差
し
入
れ
（
ウ

ナ
ギ
や
寿
司
）
 

孫
や
町
内
の
写
真
を
届
け
る
 

季
節
に
合
わ
せ
た
お
気
に
入
り

の
服
を
届
け
る
 

家
族
だ
け
の
時
間
と
場
の
確
保
 

家
族
に
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
作

品
を
話
し
た
り
見
せ
た
り
す
る
 

日
常
の
様
子
の
報
告
 

長
男
夫
婦
 

孫
 

元
従
業
員
 

長
男
夫
婦
 

 長
男
夫
婦
 

長
男
夫
婦
 

 介
護
支
援
専
門
員
 

本
人
 

 介
護
職
 

週
２
回
 

月
１
～
２
回
 

時
々
 

時
々
 

 時
々
 

時
々
 

 面
会
の
都
度
 

面
会
の
都
度
 

 時
々
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

       

町
に

出
か

け
て

ワ
ク

ワ
ク

し
た
い
。
 

若
い

時
か

ら
な

じ
ん

だ
町

並
み

や
暮
ら
し
、
人
付

き
合

い
を

楽
し

み
な

が
ら

暮
ら

す
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
.2
.2
9 

買
い
物
・
散
歩
・
花

見
・
敬
老
会
・
盆
踊

り
・
墓
参
り
な
ど
に

出
か

け
る

こ
と

が

で
き
る
。
 

    仲
良

く
会

話
す

る

こ
と
が
で
き
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

       H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

外
出
用
の
服
を
選
ぶ
 

 外
出
用
の
身
支
度
を
整
え
る
 

屋
外
手
引
き
歩
行
 

外
出
時
車
い
す
介
助
 

地
元
の
敬
老
会
に
誘
う
 

福
引
な
ど
町
の
行
事
に
誘
う
 

花
見
な
ど
季
節
行
事
に
誘
う
 

 意
識
的
に
会
話
す
る
 

 言
語
訓
練
に
参
加
す
る
 

本
人
・
家
族
・
介
護

職
 

家
族
・
介
護
職
 

介
護
職
 

家
族
 

町
会
婦
人
部
 

介
護
支
援
専
門
員
 

家
族
・
町
会
婦
人
部
 

 介
護
職
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
学
生
 

言
語
聴
覚
士
・
本
人
 

外
出
時
 

 外
出
時
 

外
出
時
 

外
出
時
 

そ
の
都
度
 

そ
の
都
度
 

そ
の
都
度
 

 毎
日
 

 週
１
回
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

       H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

 

 

第
２
表
 

 

94
歳
の

94
歳

94
歳

94
歳

95
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

95
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

57



 

作
成
年
月
日
 
 
平
成

31
年

2
月

15
日
 

施施
設設
ササ
ーー
ビビ
スス
計計
画画
書書
（（
２２
））
  

  
利
用
者
名
 
広
井
 
う
み
 
殿
  

 生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー
ズ
) 

目
 
 
 
標
 

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容
 

長
期
目
標
 

(期
間
) 

短
期
目
標
 

(期
間
) 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

担
当
者
 

頻
度
 

期
間
 

本
人

が
で

き
る

こ
と

は
自

分
で
さ
せ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫
婦
）
 

家
族

に
頼

ら
れ

な
が
ら
、
み
ん
な

の
心

配
を

し
て

役
に

立
つ

こ
と

が
で
き
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
2.
29
 

で
き

る
こ

と
を

減

ら
さ
な
い
。
 

      排
泄

リ
ズ

ム
に

合

わ
せ

て
ト

イ
レ

に

行
け
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

      H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
の
作
成
 

機
能
評
価
 

居
室
内
の
ゴ
ミ
集
め
 

洗
濯
物
畳
み
 

食
事
摂
取
 

食
事
の
際
の
声
か
け
（
手
が
止

ま
っ
た
時
）
 

入
浴
で
の
衣
服
着
脱
・
整
容
 

タ
イ

ミ
ン

グ
を

見
計

っ
た

声

か
け
・
ト
イ
レ
へ
の
移
動
介
助
 

ト
イ
レ
で
の
衣
服
着
脱
・
介
助
 

本
人
・
介
護
職
 

作
業
療
法
士
 

本
人
 

本
人
 

本
人
 

介
護
職
 

 介
護
職
 

本
人
・
介
護
職
 

 本
人
・
介
護
職
 

3
か
月
に
１
回
 

月
１
回
 

毎
日
 

毎
日
 

毎
日
 

毎
日
 

 火
曜
・
金
曜
 

毎
日
 

 毎
日
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

      H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

医
師

の
指

示
を

守
り

健
康

で
い
て
ほ
し
い
。
（
長
男
夫

婦
）
 

こ
こ
（
施
設
）
で

み
ん

な
か

ら
声

を
か
け
ら
れ
、
慕

わ
れ
な
が
ら
、
仲

良
く
暮
ら
す
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
.2
.2
9 

糖
尿

病
が

悪
く

な

ら
な

い
よ

う
に

す

る
。
 

    認
知

症
が

進
ま

な

い
よ

う
刺

激
の

あ

る
生
活
を
送
る
。
 

転
ば

な
い

よ
う

に

す
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

     H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

 H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

 

糖
尿
病
の
管
理
・
検
査
・
治
療
 

服
薬
介
助
 

 栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

し
っ
か
り
食
べ
る
。
 

食
事
に
見
た
目
や
香
り
、
雰
囲

気
な
ど
の
工
夫
を
す
る
。
 

認
知
症
状
の
観
察
 

  転
倒
予
防
の
評
価
・
訓
練
 

転
倒
予
防
の
環
境
整
備
・
見
守

り
 

施
設
内
外
の
適
度
な
歩
行
 

内
科
医
 

看
護
師
・
介
護
職
 

 管
理
栄
養
士
 

本
人
 

管
理
栄
養
士
・
介
護

職
 

介
護
職
・
看
護
師
 

 精
神
科
医
 

理
学
療
法
士
 

介
護
職
 

 本
人
 

月
２
回
 

毎
日
 

 毎
日
・
月
１
回
 

毎
日
 

毎
日
 

 毎
日
 

 月
１
回
 

土
曜
 

毎
日
 

 毎
日
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

     H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

 H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

 

第
２
表
 

 

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

95
歳

94
歳

94
歳

94
歳
の

95
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

  

日日
課課
計計
画画

表表
  

  
 
利
用

者
名
 

広
井
う

み
 

 
殿
 

  
 

共
通
サ
ー
ビ
ス

 
担
当
者

 
個
別
サ
ー
ビ
ス

 
担
当
者

 
主
な
日
常
生
活
上
の
活
動

 
 

共
通
サ
ー
ビ
ス
の
例

 
 

 
巡
回

 
介
護
職

 
 

 
 

 
食
事
介
助

 

 
朝
食

 

 
昼
食

 

 
夕
食

 

入
浴
介
助
（
 
 
曜
日
）

 

清
拭
介
助

 

洗
面
介
助

 

口
腔
清
潔
介
助

 

整
容
介
助

 

更
衣
介
助

 

排
泄
介
助

 

水
分
補
給
介
助

 

体
位
交
換

 

 
 

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
 

 
 

 
洗
面
、
着
替
え
介
助

 
介
護
職

 
着
替
え
な
が
ら
一
緒
に
歌
う

 
介
護
職

 
 

 

 
朝
食
・
服
薬
・
口
腔
ケ
ア

 
介
護
職

 
 

 
朝
食

 
 

  
 

 
 

ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
朝
食
後
は
館
内
自
由
に
散
歩

 
 

 
お
茶
の
時
間

 
介
護
職

 
 

 
水
分
補
給

 
 

 
入
浴
（
火
・
金
）

 
介
護
職

 
言
語
聴
覚
士
と
会
話
練
習
（
月
）

 
言
語
聴
覚
士

 
入
浴
、
言
語
訓
練

 
 

 
 

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
 

 
 

 
昼
食
・
口
腔
ケ
ア

 
介
護
職

 
時
々
 
ご
家
族
と
外
食

 
ご
家
族

 
昼
食
、
口
腔
ケ
ア

 
 

 
医
師
の
回
診
（
内
科
、
精
神
科
）
隔
週
（
水
）  

看
護
師

 
作
業
療
法
士
に
よ
る
作
業
療
法
（
木
）

 
作
業
療
法
士

 
昼
食
後
は
行
事
参
加
や
お
し
ゃ
べ
り

 
 

 
お
茶
の
時
間

 
介
護
職

 
理
学
療
法
士
と
屋
外
歩
行
練
習
（
土
）

 
理
学
療
法
士

 
 

 

 
 

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
夕
食
・
服
薬
・
口
腔
ケ
ア

 
介
護
職

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
夕
食

 
 

 
 

 
リ
ビ
ン
グ
で
他
の
方
と
歓
談

 
 

 
 

 
 

 
ワ
ー
カ
ー
室
で
お
し
ゃ
べ
り

 
 

 
 

 
就
寝

 
介
護
職

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
就
寝

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
巡
回

 
介
護
職

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
巡
回

 
介
護
職

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
巡
回

 
介
護
職

 
 

 
 

 

随
時
実
施
す
る

 
サ
ー
ビ
ス

 

昭
和
の
歌
を
歌
お
う
会

 
施
設
の
行
事
へ
の
参
加

 
 

幼
児
・
園
児
の
訪
問

 
地
域
の
行
事
の
参
加

 
 

 
 

 

 （
注
）
「
週
間
サ
ー
ビ
ス
計
画
表
」
と
の
選
定
に
よ
る
使
用
可
。

 

そ
の
他
の

 
サ
ー
ビ
ス

 
健
康
診
断
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
含
む
）
年
１
回
、
歯
科
検
診
年
１
回
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作
成
年
月
日
 
 
平
成

31
年

2
月

15
日
 

施施
設設
ササ
ーー
ビビ
スス
計計
画画
書書
（（
２２
））
  

  
利
用
者
名
 
広
井
 
う
み
 
殿
  

 生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー
ズ
) 

目
 
 
 
標
 

援
 
 
助
 
 
内
 
 
容
 

長
期
目
標
 

(期
間
) 

短
期
目
標
 

(期
間
) 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

担
当
者
 

頻
度
 

期
間
 

本
人

が
で

き
る

こ
と

は
自

分
で
さ
せ
て
ほ
し
い
。
（
長

男
夫
婦
）
 

家
族

に
頼

ら
れ

な
が
ら
、
み
ん
な

の
心

配
を

し
て

役
に

立
つ

こ
と

が
で
き
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
2.
29
 

で
き

る
こ

と
を

減

ら
さ
な
い
。
 

      排
泄

リ
ズ

ム
に

合

わ
せ

て
ト

イ
レ

に

行
け
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

      H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

で
き
る
こ
と
リ
ス
ト
の
作
成
 

機
能
評
価
 

居
室
内
の
ゴ
ミ
集
め
 

洗
濯
物
畳
み
 

食
事
摂
取
 

食
事
の
際
の
声
か
け
（
手
が
止

ま
っ
た
時
）
 

入
浴
で
の
衣
服
着
脱
・
整
容
 

タ
イ

ミ
ン

グ
を

見
計

っ
た

声

か
け
・
ト
イ
レ
へ
の
移
動
介
助
 

ト
イ
レ
で
の
衣
服
着
脱
・
介
助
 

本
人
・
介
護
職
 

作
業
療
法
士
 

本
人
 

本
人
 

本
人
 

介
護
職
 

 介
護
職
 

本
人
・
介
護
職
 

 本
人
・
介
護
職
 

3
か
月
に
１
回
 

月
１
回
 

毎
日
 

毎
日
 

毎
日
 

毎
日
 

 火
曜
・
金
曜
 

毎
日
 

 毎
日
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

      H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

医
師

の
指

示
を

守
り

健
康

で
い
て
ほ
し
い
。
（
長
男
夫

婦
）
 

こ
こ
（
施
設
）
で

み
ん

な
か

ら
声

を
か
け
ら
れ
、
慕

わ
れ
な
が
ら
、
仲

良
く
暮
ら
す
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
.2
.2
9 

糖
尿

病
が

悪
く

な

ら
な

い
よ

う
に

す

る
。
 

    認
知

症
が

進
ま

な

い
よ

う
刺

激
の

あ

る
生
活
を
送
る
。
 

転
ば

な
い

よ
う

に

す
る
。
 

H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

     H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

 H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

 

糖
尿
病
の
管
理
・
検
査
・
治
療
 

服
薬
介
助
 

 栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

し
っ
か
り
食
べ
る
。
 

食
事
に
見
た
目
や
香
り
、
雰
囲

気
な
ど
の
工
夫
を
す
る
。
 

認
知
症
状
の
観
察
 

  転
倒
予
防
の
評
価
・
訓
練
 

転
倒
予
防
の
環
境
整
備
・
見
守

り
 

施
設
内
外
の
適
度
な
歩
行
 

内
科
医
 

看
護
師
・
介
護
職
 

 管
理
栄
養
士
 

本
人
 

管
理
栄
養
士
・
介
護

職
 

介
護
職
・
看
護
師
 

 精
神
科
医
 

理
学
療
法
士
 

介
護
職
 

 本
人
 

月
２
回
 

毎
日
 

 毎
日
・
月
１
回
 

毎
日
 

毎
日
 

 毎
日
 

 月
１
回
 

土
曜
 

毎
日
 

 毎
日
 

H3
1.
3.
1-
 

R2
. 
8.
31
 

     H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

 H3
1.
3.
1-
 

R1
.8
.3
1 

 

第
２
表
 

 

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

95
歳

94
歳

94
歳

94
歳
の

95
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

  

日日
課課
計計
画画

表表
  

  
 
利
用

者
名
 

広
井
う

み
 

 
殿
 

  
 

共
通
サ
ー
ビ
ス

 
担
当
者

 
個
別
サ
ー
ビ
ス

 
担
当
者

 
主
な
日
常
生
活
上
の
活
動

 
 

共
通
サ
ー
ビ
ス
の
例

 
 

 
巡
回

 
介
護
職

 
 

 
 

 
食
事
介
助

 

 
朝
食

 

 
昼
食

 

 
夕
食

 

入
浴
介
助
（
 
 
曜
日
）

 

清
拭
介
助

 

洗
面
介
助

 

口
腔
清
潔
介
助

 

整
容
介
助

 

更
衣
介
助

 

排
泄
介
助

 

水
分
補
給
介
助

 

体
位
交
換

 

 
 

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
 

 
 

 
洗
面
、
着
替
え
介
助

 
介
護
職

 
着
替
え
な
が
ら
一
緒
に
歌
う

 
介
護
職

 
 

 

 
朝
食
・
服
薬
・
口
腔
ケ
ア

 
介
護
職

 
 

 
朝
食

 
 

  
 

 
 

ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
朝
食
後
は
館
内
自
由
に
散
歩

 
 

 
お
茶
の
時
間

 
介
護
職

 
 

 
水
分
補
給

 
 

 
入
浴
（
火
・
金
）

 
介
護
職

 
言
語
聴
覚
士
と
会
話
練
習
（
月
）

 
言
語
聴
覚
士

 
入
浴
、
言
語
訓
練

 
 

 
 

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
 

 
 

 
昼
食
・
口
腔
ケ
ア

 
介
護
職

 
時
々
 
ご
家
族
と
外
食

 
ご
家
族

 
昼
食
、
口
腔
ケ
ア

 
 

 
医
師
の
回
診
（
内
科
、
精
神
科
）
隔
週
（
水
） 

看
護
師

 
作
業
療
法
士
に
よ
る
作
業
療
法
（
木
）

 
作
業
療
法
士

 
昼
食
後
は
行
事
参
加
や
お
し
ゃ
べ
り

 
 

 
お
茶
の
時
間

 
介
護
職

 
理
学
療
法
士
と
屋
外
歩
行
練
習
（
土
）

 
理
学
療
法
士

 
 

 

 
 

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
夕
食
・
服
薬
・
口
腔
ケ
ア

 
介
護
職

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
夕
食

 
 

 
 

 
リ
ビ
ン
グ
で
他
の
方
と
歓
談

 
 

 
 

 
 

 
ワ
ー
カ
ー
室
で
お
し
ゃ
べ
り

 
 

 
 

 
就
寝

 
介
護
職

 
ト
イ
レ
介
助

 
介
護
職

 
就
寝

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
巡
回

 
介
護
職

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
巡
回

 
介
護
職

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
巡
回

 
介
護
職

 
 

 
 

 

随
時
実
施
す
る

 
サ
ー
ビ
ス

 

昭
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介護予防の事例 

≪氏名≫ 雲取 茜  ≪年齢≫73 歳  ≪性別≫女性 
≪要支援状態区分≫ 要支援１ 
≪事例の概要≫ 

夫と二人暮らし。夫は 75 歳の今も現役でペンキ屋の仕事をしている。 
本人は子どもの頃から料理が好きで、調理師としてＡ市の保育園で 25 年勤め、65 歳で退

職。その後はパートとして仕事を続けていたが、３年前より腰痛や坐骨神経痛が出現するな
ど、脊柱管狭窄症の悪化が見られるようになり、大きな鍋を持つことや立ち仕事を続けるこ
とが困難になりパートを辞めている。地域には昔から付き合いのある友人が多く、日々のお
かずを交換できるくらいのつながりがある。 

趣味は山へのハイキングだったが、最近は痛みのコントロールが難しくなり、以前のよう
にはハイキングも行けなくなっている。それでも現在、近所に暮らす共働きの⾧女家族を助
けるために、近くにある孫の保育園の送迎や⾧女家族の夕食を作る等を日課としているが、
休み休みでないとつらいようである。特に痛みの強いときは、「立ち上がる」ことも「歩く
こと」もできず、徐々に自宅内での活動量も減少し、行動範囲が狭くなってきている。心配
した⾧女が、これ以上状態が悪化しないように、担当である「Ｂ地域包括支援センター」に
本人と一緒に相談に行き、要介護認定の申請を行うことになった。 

認定の結果、要支援１となったため、介護予防支援の契約を行い、介護予防サービス・支
援計画表の作成を開始した。 

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令和７年」等

和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、様式内は氏名（現在の年齢）で表示し

ています。

 71 歳の 

基本チェックリスト様式例及び事業対象者に該当する基準

記入日： 年 ３月２５日（ ）

氏名
雲雲取取 茜茜

（（7733 歳歳））
住 所 東東京京都都・・・・・・ 生年月日 00 年 00 月 00 日 

希望するサービス内容 リリハハビビリリががししたたいい

No. 質問項目 
回答：いずれかに○

をお付けください

1 バスや電車で１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0.はい 1.いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長 １５５cm 体重 ６０kg （ＢＭＩ＝２４．９ ）(注)

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.はい 0.いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が 18.5 未満の場合に該当とする

事業対象者に該当する基準【【※※研研修修用用にに追追記記ししてていいまますす】】

① No.1～20 までの 20 項目のうち 10 項目以上に該当 （複数の項目に支障） □ 該当

② No.６～10 までの５項目のうち３項目以上に該当 （運動機能の低下） □ 該当

③ No.11～12 までの２項目のすべてに該当 （低栄養状態） □ 該当

④ No.13～15 までの３項目のうち２項目以上に該当 （口腔機能の低下） □ 該当

⑤ No.16～17 までの２項目のうち No.16 に該当 （閉じこもり） □ 該当

⑥ No.18～20 までの３項目のうちいずれか１項目以上に該当 （認知機能の低下） □ 該当

⑦ No.21～25 までの５項目のうち２項目以上に該当 （うつ病の可能性） □ 該当

７３歳の

介護予防の事例 

≪氏名≫ 雲取 茜 ≪年齢≫73 歳 ≪性別≫女性
≪要支援状態区分≫ 要支援１
≪事例の概要≫

夫と二人暮らし。夫は 75 歳の今も現役でペンキ屋の仕事をしている。
本人は子どもの頃から料理が好きで、調理師としてＡ市の保育園で 25 年勤め、65 歳で退

職。その後はパートとして仕事を続けていたが、３年前より腰痛や坐骨神経痛が出現するな
ど、脊柱管狭窄症の悪化が見られるようになり、大きな鍋を持つことや立ち仕事を続けるこ
とが困難になりパートを辞めている。地域には昔から付き合いのある友人が多く、日々のお
かずを交換できるくらいのつながりがある。

趣味は山へのハイキングだったが、最近は痛みのコントロールが難しくなり、以前のよう
にはハイキングも行けなくなっている。それでも現在、近所に暮らす共働きの⾧女家族を助
けるために、近くにある孫の保育園の送迎や⾧女家族の夕食を作る等を日課としているが、
休み休みでないとつらいようである。特に痛みの強いときは、「立ち上がる」ことも「歩く
こと」もできず、徐々に自宅内での活動量も減少し、行動範囲が狭くなってきている。心配
した⾧女が、これ以上状態が悪化しないように、担当である「Ｂ地域包括支援センター」に
本人と一緒に相談に行き、要介護認定の申請を行うことになった。

認定の結果、要支援１となったため、介護予防支援の契約を行い、介護予防サービス・支
援計画表の作成を開始した。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令和７年」等

和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、様式内は氏名（現在の年齢）で表示し

ています。

71 歳の 

基本チェックリスト様式例及び事業対象者に該当する基準

記入日： 年 ３月２５日（ ）

氏名 
雲雲取取 茜茜

（（7733 歳歳））
住 所 東東京京都都・・・・・・ 生年月日 00 年 00 月 00 日 

希望するサービス内容 リリハハビビリリががししたたいい

No. 質問項目 
回答：いずれかに○

をお付けください

1 バスや電車で１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0.はい 1.いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長 １５５cm 体重 ６０kg （ＢＭＩ＝２４．９ ）(注)

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.はい 0.いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が 18.5 未満の場合に該当とする

事業対象者に該当する基準【【※※研研修修用用にに追追記記ししてていいまますす】】

① No.1～20 までの 20 項目のうち 10 項目以上に該当 （複数の項目に支障） □ 該当

② No.６～10 までの５項目のうち３項目以上に該当 （運動機能の低下） □ 該当

③ No.11～12 までの２項目のすべてに該当 （低栄養状態） □ 該当

④ No.13～15 までの３項目のうち２項目以上に該当 （口腔機能の低下） □ 該当

⑤ No.16～17 までの２項目のうち No.16 に該当 （閉じこもり） □ 該当

⑥ No.18～20 までの３項目のうちいずれか１項目以上に該当 （認知機能の低下） □ 該当

⑦ No.21～25 までの５項目のうち２項目以上に該当 （うつ病の可能性） □ 該当

７３歳の
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介護予防の事例 

≪氏名≫ 雲取 茜 ≪年齢≫73 歳 ≪性別≫女性
≪要支援状態区分≫ 要支援１
≪事例の概要≫

夫と二人暮らし。夫は 75 歳の今も現役でペンキ屋の仕事をしている。
本人は子どもの頃から料理が好きで、調理師としてＡ市の保育園で 25 年勤め、65 歳で退

職。その後はパートとして仕事を続けていたが、３年前より腰痛や坐骨神経痛が出現するな
ど、脊柱管狭窄症の悪化が見られるようになり、大きな鍋を持つことや立ち仕事を続けるこ
とが困難になりパートを辞めている。地域には昔から付き合いのある友人が多く、日々のお
かずを交換できるくらいのつながりがある。

趣味は山へのハイキングだったが、最近は痛みのコントロールが難しくなり、以前のよう
にはハイキングも行けなくなっている。それでも現在、近所に暮らす共働きの⾧女家族を助
けるために、近くにある孫の保育園の送迎や⾧女家族の夕食を作る等を日課としているが、
休み休みでないとつらいようである。特に痛みの強いときは、「立ち上がる」ことも「歩く
こと」もできず、徐々に自宅内での活動量も減少し、行動範囲が狭くなってきている。心配
した⾧女が、これ以上状態が悪化しないように、担当である「Ｂ地域包括支援センター」に
本人と一緒に相談に行き、要介護認定の申請を行うことになった。

認定の結果、要支援１となったため、介護予防支援の契約を行い、介護予防サービス・支
援計画表の作成を開始した。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令和７年」等

和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、様式内は氏名（現在の年齢）で表示し

ています。

71 歳の 

基本チェックリスト様式例及び事業対象者に該当する基準

記入日： 年 ３月２５日（ ）

氏名
雲雲取取 茜茜

（（7733 歳歳））
住 所 東東京京都都・・・・・・ 生年月日 00 年 00 月 00 日 

希望するサービス内容 リリハハビビリリががししたたいい

No. 質問項目 
回答：いずれかに○

をお付けください

1 バスや電車で１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0.はい 1.いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長 １５５cm 体重 ６０kg （ＢＭＩ＝２４．９ ）(注)

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.はい 0.いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が 18.5 未満の場合に該当とする

事業対象者に該当する基準【【※※研研修修用用にに追追記記ししてていいまますす】】

① No.1～20 までの 20 項目のうち 10 項目以上に該当 （複数の項目に支障） □ 該当

② No.６～10 までの５項目のうち３項目以上に該当 （運動機能の低下） □ 該当

③ No.11～12 までの２項目のすべてに該当 （低栄養状態） □ 該当

④ No.13～15 までの３項目のうち２項目以上に該当 （口腔機能の低下） □ 該当

⑤ No.16～17 までの２項目のうち No.16 に該当 （閉じこもり） □ 該当

⑥ No.18～20 までの３項目のうちいずれか１項目以上に該当 （認知機能の低下） □ 該当

⑦ No.21～25 までの５項目のうち２項目以上に該当 （うつ病の可能性） □ 該当

７３歳の

介護予防の事例 

≪氏名≫ 雲取 茜 ≪年齢≫73 歳 ≪性別≫女性
≪要支援状態区分≫ 要支援１
≪事例の概要≫

夫と二人暮らし。夫は 75 歳の今も現役でペンキ屋の仕事をしている。
本人は子どもの頃から料理が好きで、調理師としてＡ市の保育園で 25 年勤め、65 歳で退

職。その後はパートとして仕事を続けていたが、３年前より腰痛や坐骨神経痛が出現するな
ど、脊柱管狭窄症の悪化が見られるようになり、大きな鍋を持つことや立ち仕事を続けるこ
とが困難になりパートを辞めている。地域には昔から付き合いのある友人が多く、日々のお
かずを交換できるくらいのつながりがある。

趣味は山へのハイキングだったが、最近は痛みのコントロールが難しくなり、以前のよう
にはハイキングも行けなくなっている。それでも現在、近所に暮らす共働きの⾧女家族を助
けるために、近くにある孫の保育園の送迎や⾧女家族の夕食を作る等を日課としているが、
休み休みでないとつらいようである。特に痛みの強いときは、「立ち上がる」ことも「歩く
こと」もできず、徐々に自宅内での活動量も減少し、行動範囲が狭くなってきている。心配
した⾧女が、これ以上状態が悪化しないように、担当である「Ｂ地域包括支援センター」に
本人と一緒に相談に行き、要介護認定の申請を行うことになった。

認定の結果、要支援１となったため、介護予防支援の契約を行い、介護予防サービス・支
援計画表の作成を開始した。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令和７年」等

和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、様式内は氏名（現在の年齢）で表示し

ています。

71 歳の 

基本チェックリスト様式例及び事業対象者に該当する基準 

記入日：   年 ３月２５日（ ） 

氏名  
雲雲取取  茜茜  

（（7733 歳歳））  
住 所 東東京京都都・・・・・・  生年月日 00 年 00 月 00 日 

希望するサービス内容 リリハハビビリリががししたたいい

No. 質問項目 
回答：いずれかに○

をお付けください 

1 バスや電車で１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0.はい 1.いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長 １５５cm  体重 ６０kg （ＢＭＩ＝２４．９ ）(注) 

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.はい 0.いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が 18.5 未満の場合に該当とする 

事業対象者に該当する基準【【※※研研修修用用にに追追記記ししてていいまますす】】 

① No.1～20 までの 20 項目のうち 10 項目以上に該当 （複数の項目に支障） □ 該当

② No.６～10 までの５項目のうち３項目以上に該当 （運動機能の低下） □ 該当

③ No.11～12 までの２項目のすべてに該当 （低栄養状態） □ 該当

④ No.13～15 までの３項目のうち２項目以上に該当 （口腔機能の低下） □ 該当

⑤ No.16～17 までの２項目のうち No.16 に該当 （閉じこもり） □ 該当

⑥ No.18～20 までの３項目のうちいずれか１項目以上に該当 （認知機能の低下） □ 該当

⑦ No.21～25 までの５項目のうち２項目以上に該当 （うつ病の可能性） □ 該当

７３歳の 

6362



介護予防の事例 

≪氏名≫ 雲取 茜  ≪年齢≫73 歳  ≪性別≫女性 
≪要支援状態区分≫ 要支援１ 
≪事例の概要≫ 

夫と二人暮らし。夫は 75 歳の今も現役でペンキ屋の仕事をしている。 
本人は子どもの頃から料理が好きで、調理師としてＡ市の保育園で 25 年勤め、65 歳で退

職。その後はパートとして仕事を続けていたが、３年前より腰痛や坐骨神経痛が出現するな
ど、脊柱管狭窄症の悪化が見られるようになり、大きな鍋を持つことや立ち仕事を続けるこ
とが困難になりパートを辞めている。地域には昔から付き合いのある友人が多く、日々のお
かずを交換できるくらいのつながりがある。 

趣味は山へのハイキングだったが、最近は痛みのコントロールが難しくなり、以前のよう
にはハイキングも行けなくなっている。それでも現在、近所に暮らす共働きの⾧女家族を助
けるために、近くにある孫の保育園の送迎や⾧女家族の夕食を作る等を日課としているが、
休み休みでないとつらいようである。特に痛みの強いときは、「立ち上がる」ことも「歩く
こと」もできず、徐々に自宅内での活動量も減少し、行動範囲が狭くなってきている。心配
した⾧女が、これ以上状態が悪化しないように、担当である「Ｂ地域包括支援センター」に
本人と一緒に相談に行き、要介護認定の申請を行うことになった。 

認定の結果、要支援１となったため、介護予防支援の契約を行い、介護予防サービス・支
援計画表の作成を開始した。 

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令和７年」等

和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、様式内は氏名（現在の年齢）で表示し

ています。

 71 歳の 

基本チェックリスト様式例及び事業対象者に該当する基準

記入日： 年 ３月２５日（ ）

氏名
雲雲取取 茜茜

（（7733 歳歳））
住 所 東東京京都都・・・・・・ 生年月日 00 年 00 月 00 日 

希望するサービス内容 リリハハビビリリががししたたいい

No. 質問項目 
回答：いずれかに○

をお付けください

1 バスや電車で１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0.はい 1.いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長 １５５cm 体重 ６０kg （ＢＭＩ＝２４．９ ）(注)

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.はい 0.いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が 18.5 未満の場合に該当とする

事業対象者に該当する基準【【※※研研修修用用にに追追記記ししてていいまますす】】

① No.1～20 までの 20 項目のうち 10 項目以上に該当 （複数の項目に支障） □ 該当

② No.６～10 までの５項目のうち３項目以上に該当 （運動機能の低下） □ 該当

③ No.11～12 までの２項目のすべてに該当 （低栄養状態） □ 該当

④ No.13～15 までの３項目のうち２項目以上に該当 （口腔機能の低下） □ 該当

⑤ No.16～17 までの２項目のうち No.16 に該当 （閉じこもり） □ 該当

⑥ No.18～20 までの３項目のうちいずれか１項目以上に該当 （認知機能の低下） □ 該当

⑦ No.21～25 までの５項目のうち２項目以上に該当 （うつ病の可能性） □ 該当

７３歳の

介護予防の事例 

≪氏名≫ 雲取 茜 ≪年齢≫73 歳 ≪性別≫女性
≪要支援状態区分≫ 要支援１
≪事例の概要≫

夫と二人暮らし。夫は 75 歳の今も現役でペンキ屋の仕事をしている。
本人は子どもの頃から料理が好きで、調理師としてＡ市の保育園で 25 年勤め、65 歳で退

職。その後はパートとして仕事を続けていたが、３年前より腰痛や坐骨神経痛が出現するな
ど、脊柱管狭窄症の悪化が見られるようになり、大きな鍋を持つことや立ち仕事を続けるこ
とが困難になりパートを辞めている。地域には昔から付き合いのある友人が多く、日々のお
かずを交換できるくらいのつながりがある。

趣味は山へのハイキングだったが、最近は痛みのコントロールが難しくなり、以前のよう
にはハイキングも行けなくなっている。それでも現在、近所に暮らす共働きの⾧女家族を助
けるために、近くにある孫の保育園の送迎や⾧女家族の夕食を作る等を日課としているが、
休み休みでないとつらいようである。特に痛みの強いときは、「立ち上がる」ことも「歩く
こと」もできず、徐々に自宅内での活動量も減少し、行動範囲が狭くなってきている。心配
した⾧女が、これ以上状態が悪化しないように、担当である「Ｂ地域包括支援センター」に
本人と一緒に相談に行き、要介護認定の申請を行うことになった。

認定の結果、要支援１となったため、介護予防支援の契約を行い、介護予防サービス・支
援計画表の作成を開始した。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令和７年」等

和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、様式内は氏名（現在の年齢）で表示し

ています。

71 歳の 

基本チェックリスト様式例及び事業対象者に該当する基準

記入日： 年 ３月２５日（ ）

氏名 
雲雲取取 茜茜

（（7733 歳歳））
住 所 東東京京都都・・・・・・ 生年月日 00 年 00 月 00 日 

希望するサービス内容 リリハハビビリリががししたたいい

No. 質問項目 
回答：いずれかに○

をお付けください

1 バスや電車で１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0.はい 1.いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長 １５５cm 体重 ６０kg （ＢＭＩ＝２４．９ ）(注)

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.はい 0.いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が 18.5 未満の場合に該当とする

事業対象者に該当する基準【【※※研研修修用用にに追追記記ししてていいまますす】】

① No.1～20 までの 20 項目のうち 10 項目以上に該当 （複数の項目に支障） □ 該当

② No.６～10 までの５項目のうち３項目以上に該当 （運動機能の低下） □ 該当

③ No.11～12 までの２項目のすべてに該当 （低栄養状態） □ 該当

④ No.13～15 までの３項目のうち２項目以上に該当 （口腔機能の低下） □ 該当

⑤ No.16～17 までの２項目のうち No.16 に該当 （閉じこもり） □ 該当

⑥ No.18～20 までの３項目のうちいずれか１項目以上に該当 （認知機能の低下） □ 該当

⑦ No.21～25 までの５項目のうち２項目以上に該当 （うつ病の可能性） □ 該当

７３歳の
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介護予防の事例 

≪氏名≫ 雲取 茜 ≪年齢≫73 歳 ≪性別≫女性
≪要支援状態区分≫ 要支援１
≪事例の概要≫

夫と二人暮らし。夫は 75 歳の今も現役でペンキ屋の仕事をしている。
本人は子どもの頃から料理が好きで、調理師としてＡ市の保育園で 25 年勤め、65 歳で退

職。その後はパートとして仕事を続けていたが、３年前より腰痛や坐骨神経痛が出現するな
ど、脊柱管狭窄症の悪化が見られるようになり、大きな鍋を持つことや立ち仕事を続けるこ
とが困難になりパートを辞めている。地域には昔から付き合いのある友人が多く、日々のお
かずを交換できるくらいのつながりがある。

趣味は山へのハイキングだったが、最近は痛みのコントロールが難しくなり、以前のよう
にはハイキングも行けなくなっている。それでも現在、近所に暮らす共働きの⾧女家族を助
けるために、近くにある孫の保育園の送迎や⾧女家族の夕食を作る等を日課としているが、
休み休みでないとつらいようである。特に痛みの強いときは、「立ち上がる」ことも「歩く
こと」もできず、徐々に自宅内での活動量も減少し、行動範囲が狭くなってきている。心配
した⾧女が、これ以上状態が悪化しないように、担当である「Ｂ地域包括支援センター」に
本人と一緒に相談に行き、要介護認定の申請を行うことになった。

認定の結果、要支援１となったため、介護予防支援の契約を行い、介護予防サービス・支
援計画表の作成を開始した。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令和７年」等

和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、様式内は氏名（現在の年齢）で表示し

ています。

71 歳の 

基本チェックリスト様式例及び事業対象者に該当する基準

記入日： 年 ３月２５日（ ）

氏名
雲雲取取 茜茜

（（7733 歳歳））
住 所 東東京京都都・・・・・・ 生年月日 00 年 00 月 00 日 

希望するサービス内容 リリハハビビリリががししたたいい

No. 質問項目 
回答：いずれかに○

をお付けください

1 バスや電車で１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0.はい 1.いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長 １５５cm 体重 ６０kg （ＢＭＩ＝２４．９ ）(注)

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.はい 0.いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が 18.5 未満の場合に該当とする

事業対象者に該当する基準【【※※研研修修用用にに追追記記ししてていいまますす】】

① No.1～20 までの 20 項目のうち 10 項目以上に該当 （複数の項目に支障） □ 該当

② No.６～10 までの５項目のうち３項目以上に該当 （運動機能の低下） □ 該当

③ No.11～12 までの２項目のすべてに該当 （低栄養状態） □ 該当

④ No.13～15 までの３項目のうち２項目以上に該当 （口腔機能の低下） □ 該当

⑤ No.16～17 までの２項目のうち No.16 に該当 （閉じこもり） □ 該当

⑥ No.18～20 までの３項目のうちいずれか１項目以上に該当 （認知機能の低下） □ 該当

⑦ No.21～25 までの５項目のうち２項目以上に該当 （うつ病の可能性） □ 該当

７３歳の

介護予防の事例 

≪氏名≫ 雲取 茜 ≪年齢≫73 歳 ≪性別≫女性
≪要支援状態区分≫ 要支援１
≪事例の概要≫

夫と二人暮らし。夫は 75 歳の今も現役でペンキ屋の仕事をしている。
本人は子どもの頃から料理が好きで、調理師としてＡ市の保育園で 25 年勤め、65 歳で退

職。その後はパートとして仕事を続けていたが、３年前より腰痛や坐骨神経痛が出現するな
ど、脊柱管狭窄症の悪化が見られるようになり、大きな鍋を持つことや立ち仕事を続けるこ
とが困難になりパートを辞めている。地域には昔から付き合いのある友人が多く、日々のお
かずを交換できるくらいのつながりがある。

趣味は山へのハイキングだったが、最近は痛みのコントロールが難しくなり、以前のよう
にはハイキングも行けなくなっている。それでも現在、近所に暮らす共働きの⾧女家族を助
けるために、近くにある孫の保育園の送迎や⾧女家族の夕食を作る等を日課としているが、
休み休みでないとつらいようである。特に痛みの強いときは、「立ち上がる」ことも「歩く
こと」もできず、徐々に自宅内での活動量も減少し、行動範囲が狭くなってきている。心配
した⾧女が、これ以上状態が悪化しないように、担当である「Ｂ地域包括支援センター」に
本人と一緒に相談に行き、要介護認定の申請を行うことになった。

認定の結果、要支援１となったため、介護予防支援の契約を行い、介護予防サービス・支
援計画表の作成を開始した。

※本事例の時系列表記（年号）については利用者の年齢による表記をしています。（「令和７年」等

和暦で記入する部分に と本人の年齢を表示し、様式内は氏名（現在の年齢）で表示し

ています。

71 歳の 

基本チェックリスト様式例及び事業対象者に該当する基準 

記入日：   年 ３月２５日（ ） 

氏名  
雲雲取取  茜茜  

（（7733 歳歳））  
住 所 東東京京都都・・・・・・  生年月日 00 年 00 月 00 日 

希望するサービス内容 リリハハビビリリががししたたいい

No. 質問項目 
回答：いずれかに○

をお付けください 

1 バスや電車で１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0.はい 1.いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ

12 身長 １５５cm  体重 ６０kg （ＢＭＩ＝２４．９ ）(注) 

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ

18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあると言われますか 1.はい 0.いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0.はい 1.いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.はい 0.いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1.はい 0.いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる 1.はい 0.いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が 18.5 未満の場合に該当とする 

事業対象者に該当する基準【【※※研研修修用用にに追追記記ししてていいまますす】】 

① No.1～20 までの 20 項目のうち 10 項目以上に該当 （複数の項目に支障） □ 該当

② No.６～10 までの５項目のうち３項目以上に該当 （運動機能の低下） □ 該当

③ No.11～12 までの２項目のすべてに該当 （低栄養状態） □ 該当

④ No.13～15 までの３項目のうち２項目以上に該当 （口腔機能の低下） □ 該当

⑤ No.16～17 までの２項目のうち No.16 に該当 （閉じこもり） □ 該当

⑥ No.18～20 までの３項目のうちいずれか１項目以上に該当 （認知機能の低下） □ 該当

⑦ No.21～25 までの５項目のうち２項目以上に該当 （うつ病の可能性） □ 該当

７３歳の 

6363



利利用用者者基基本本情情報報（（表表面面））

作作成成担担当当者者：：日日ノノ原原 楓楓

《《基基本本情情報報》》

相相 談談 日日 平成２７年３月２５日
来 所・電 話

その他（  ）

初 回

再来（前 /   ）

本本人人のの現現況況 在宅 ・入院又は入所中（  ）

ﾌﾌﾘﾘｶｶﾞ゙ﾅﾅ

本本人人氏氏名名

クモトリ アカネ

雲取 茜
男・ 女 M・T・S 00 年 00 月 00 日生（７３）歳

住住  所所 東京都・・・

Tel

Fax

00000000000

00000000000

日日常常生生活活

自自立立度度

障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認知症高齢者の日常生活自立度 自立 ・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

認認定定情情報報

非該当・ 要支１ ・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

有効期限：平成 27 年４月２日〜平成 27 年４月３０日（前回の介護度 なし ）

障障害害等等認認定定 身障（ ）、療育（ ）、精神（ ）、難病（ ）、（ ）

本本人人のの

住住居居環環境境

自宅 ・借家・ 一戸建て・集合住宅・自室の有 無（１）階、住宅改修の有 無

経経済済状状況況 国民年金・厚生年金 ・障害年金・生活保護・（ ）

来来 所所 者者

((相相 談談 者者))
本人と長女

家家

族族

構構

成成

家族構成

家族関係等の状況

・夫婦２人世帯だが、隣に長女夫婦

が居住。

長男も隣町で暮らしており、家族

関係は良好。

住住  所所

連連 絡絡 先先

自宅 続続

柄柄

夫

緊緊急急連連絡絡先先

氏氏名名 続続柄柄 住住所所・・連連絡絡先先

雲取 昇 夫 同上

00000000000

七ツ石 梢 長女 東京都・・・

（本人宅隣）

雲取 陽介 長男 E 町

◎回=本人、○=女性、□=男性

●■=死亡、☆=キーパー ソン

主介護者に 「主」

副介護者に 「副」

（同居家族 は○で囲 む）

75

45 38

５

7３歳の

7３歳の 7４歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（裏裏面面））

《《介介護護予予防防にに関関すするる事事項項》》

今今ままででのの生生活活

22 歳で結婚し、１男１女をもうけ、子育てが落ち着いた頃より、A 市の保育園で調理師と

して 25 年勤めた。65 歳で退職を迎えたが、保育園での仕事が楽しく、その後も継続してパ

ート勤務をしていた。しかし、持病の脊柱管狭窄症が悪化し、下肢のしびれや腰の痛みの増

強から、立ち仕事がつらくなり、仕事を辞めている。

現現在在 のの 生生活活 状状

況況（（ どど んんなな 暮暮

ららしし をを 送送っっ てて

いいるるかか））

１１日日のの生生活活・・すすごごしし方方 趣趣味味・・楽楽ししみみ・・特特技技

隣に共働きの長女夫婦が暮らしており、孫の保

育園の送迎や食事作りなどを手助けしている。

最近、痛みが強く、家の中で横になっているこ

とが多い。

趣味はハイキングだったが、最近は下肢

の痛みがひどく、以前のようには行けな

い。

現在は孫の成長が楽しみ。

特技は、料理。

時時間間 本本人人 介介護護者者・・家家族族

６ :００

８ :００

９ :００

１２ :００

１７ :００

１８ :００

２２ :００

起 床・朝 食

孫・保育園送り

家事全般

昼 食

孫・保育園迎え

夕 食

就 寝

友友人人・・地地域域ととのの関関係係

公民館での書道に通っている。近隣に親

しい友人がいる。また、働いていた頃の

友達との交流もある。

《《現現病病歴歴・・既既往往歴歴とと経経過過》》（（新新ししいいももののかからら書書くく・・現現在在のの状状況況にに関関連連すするるももののはは必必ずず書書くく））

年年月月日日 病病名名
医医療療機機関関・・医医師師名名

（（主主治治医医・・意意見見作作成成者者にに☆☆））
経経過過 治治療療中中のの場場合合はは内内容容

平成 20 年

１月 日 脊 柱 管 狭 窄

症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

定期受診のみならず、

痛みの増強時も通院。

痛み止めの注射・内

服・座薬等

平成 18 年

月 日

変 形 性 膝 関

節症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服・関節注射あり

年 月 日

高血圧症 Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服薬

《《現現在在利利用用ししてていいるるササーービビスス》》

公公的的ササーービビスス 非非公公的的ササーービビスス

公民館活動（書道）に参加

介護予防支援事業者が行う事業の実施に当たり、利用者の状況を把握する必要があるときは、要介護認
定・要支援認定に係る調査内容、介護認定審査会による判定結果・意見、及び主治医意見書と同様に、利用
者基本情報、支援・対応経過シート、アセスメントシート等の個人に関する記録を、居宅介護支援事業者、
居宅サービス事業者、介護保険施設、主治医その他本事業の実施に必要な範囲で関係する者に提示すること
に同意します。

平成２７年 ４ 月２ 日 氏名 雲取 茜7３歳の

６４歳の

６６歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（表表面面））

作作成成担担当当者者：：日日ノノ原原 楓楓

《《基基本本情情報報》》

相相 談談 日日 平成２７年３月２５日
来 所・電 話

その他（  ）

初 回

再来（前 / ）

本本人人のの現現況況 在宅 ・入院又は入所中（  ）

ﾌﾌﾘﾘｶｶﾞ゙ﾅﾅ

本本人人氏氏名名

クモトリ アカネ

雲取 茜
男・ 女 M・T・S 00 年 00 月 00 日生（７３）歳

住住 所所 東京都・・・

Tel

Fax

00000000000

00000000000

日日常常生生活活

自自立立度度

障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認知症高齢者の日常生活自立度 自立 ・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

認認定定情情報報

非該当・ 要支１ ・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

有効期限：平成 27 年４月２日〜平成 27 年４月３０日（前回の介護度 なし ）

障障害害等等認認定定 身障（ ）、療育（ ）、精神（ ）、難病（ ）、（ ）

本本人人のの

住住居居環環境境

自宅 ・借家・ 一戸建て・集合住宅・自室の有 無（１）階、住宅改修の有 無

経経済済状状況況 国民年金・厚生年金 ・障害年金・生活保護・（ ）

来来 所所 者者

((相相 談談 者者))
本人と長女

家家

族族

構構

成成

家族構成

家族関係等の状況

・夫婦２人世帯だが、隣に長女夫婦

が居住。

長男も隣町で暮らしており、家族

関係は良好。

住住 所所

連連 絡絡 先先

自宅 続続

柄柄

夫

緊緊急急連連絡絡先先

氏氏名名 続続柄柄 住住所所・・連連絡絡先先

雲取 昇 夫 同上

00000000000

七ツ石 梢 長女 東京都・・・

（本人宅隣）

雲取 陽介 長男 E 町

◎回=本人、○=女性、□=男性

●■=死亡、☆=キーパー ソン

主介護者に 「主」

副介護者に 「副」

（同居家族 は○で囲 む）

75

45 38

５

7３歳の

7３歳の 7４歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（裏裏面面））

《《介介護護予予防防にに関関すするる事事項項》》

今今ままででのの生生活活

22 歳で結婚し、１男１女をもうけ、子育てが落ち着いた頃より、A 市の保育園で調理師と

して 25 年勤めた。65 歳で退職を迎えたが、保育園での仕事が楽しく、その後も継続してパ

ート勤務をしていた。しかし、持病の脊柱管狭窄症が悪化し、下肢のしびれや腰の痛みの増

強から、立ち仕事がつらくなり、仕事を辞めている。

現現在在 のの 生生活活 状状

況況（（ どど んんなな 暮暮

ららしし をを 送送っっ てて

いいるるかか））

１１日日のの生生活活・・すすごごしし方方 趣趣味味・・楽楽ししみみ・・特特技技

隣に共働きの長女夫婦が暮らしており、孫の保

育園の送迎や食事作りなどを手助けしている。

最近、痛みが強く、家の中で横になっているこ

とが多い。

趣味はハイキングだったが、最近は下肢

の痛みがひどく、以前のようには行けな

い。

現在は孫の成長が楽しみ。

特技は、料理。

時時間間 本本人人 介介護護者者・・家家族族

６ :００

８ :００

９ :００

１２ :００

１７ :００

１８ :００

２２ :００

起 床・朝 食

孫・保育園送り

家事全般

昼 食

孫・保育園迎え

夕 食

就 寝

友友人人・・地地域域ととのの関関係係

公民館での書道に通っている。近隣に親

しい友人がいる。また、働いていた頃の

友達との交流もある。

《《現現病病歴歴・・既既往往歴歴とと経経過過》》（（新新ししいいももののかからら書書くく・・現現在在のの状状況況にに関関連連すするるももののはは必必ずず書書くく））

年年月月日日 病病名名
医医療療機機関関・・医医師師名名

（（主主治治医医・・意意見見作作成成者者にに☆☆））
経経過過 治治療療中中のの場場合合はは内内容容

平成 20 年

１月 日 脊 柱 管 狭 窄

症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

定期受診のみならず、

痛みの増強時も通院。

痛み止めの注射・内

服・座薬等

平成 18 年

月 日

変 形 性 膝 関

節症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服・関節注射あり

年 月 日

高血圧症 Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服薬

《《現現在在利利用用ししてていいるるササーービビスス》》

公公的的ササーービビスス 非非公公的的ササーービビスス

公民館活動（書道）に参加

介護予防支援事業者が行う事業の実施に当たり、利用者の状況を把握する必要があるときは、要介護認
定・要支援認定に係る調査内容、介護認定審査会による判定結果・意見、及び主治医意見書と同様に、利用
者基本情報、支援・対応経過シート、アセスメントシート等の個人に関する記録を、居宅介護支援事業者、
居宅サービス事業者、介護保険施設、主治医その他本事業の実施に必要な範囲で関係する者に提示すること
に同意します。

平成２７年 ４ 月２ 日 氏名 雲取 茜7３歳の

６４歳の

６６歳の

64

利利用用者者基基本本情情報報（（表表面面））

作作成成担担当当者者：：日日ノノ原原 楓楓

《《基基本本情情報報》》

相相 談談 日日 平成２７年３月２５日
来 所・電 話

その他（  ）

初 回

再来（前 / ）

本本人人のの現現況況 在宅 ・入院又は入所中（  ）

ﾌﾌﾘﾘｶｶﾞ゙ﾅﾅ

本本人人氏氏名名

クモトリ アカネ

雲取 茜
男・ 女 M・T・S 00 年 00 月 00 日生（７３）歳

住住 所所 東京都・・・

Tel

Fax

00000000000

00000000000

日日常常生生活活

自自立立度度

障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認知症高齢者の日常生活自立度 自立 ・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

認認定定情情報報

非該当・ 要支１ ・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

有効期限：平成 27 年４月２日〜平成 27 年４月３０日（前回の介護度 なし ）

障障害害等等認認定定 身障（ ）、療育（ ）、精神（ ）、難病（ ）、（ ）

本本人人のの

住住居居環環境境

自宅 ・借家・ 一戸建て・集合住宅・自室の有 無（１）階、住宅改修の有 無

経経済済状状況況 国民年金・厚生年金 ・障害年金・生活保護・（ ）

来来 所所 者者

((相相 談談 者者))
本人と長女

家家

族族

構構

成成

家族構成

家族関係等の状況

・夫婦２人世帯だが、隣に長女夫婦

が居住。

長男も隣町で暮らしており、家族

関係は良好。

住住 所所

連連 絡絡 先先

自宅 続続

柄柄

夫

緊緊急急連連絡絡先先

氏氏名名 続続柄柄 住住所所・・連連絡絡先先

雲取 昇 夫 同上

00000000000

七ツ石 梢 長女 東京都・・・

（本人宅隣）

雲取 陽介 長男 E 町

◎回=本人、○=女性、□=男性

●■=死亡、☆=キーパー ソン

主介護者に 「主」

副介護者に 「副」

（同居家族 は○で囲 む）

75

45 38

５

7３歳の

7３歳の 7４歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（裏裏面面））

《《介介護護予予防防にに関関すするる事事項項》》

今今ままででのの生生活活

22 歳で結婚し、１男１女をもうけ、子育てが落ち着いた頃より、A 市の保育園で調理師と

して 25 年勤めた。65 歳で退職を迎えたが、保育園での仕事が楽しく、その後も継続してパ

ート勤務をしていた。しかし、持病の脊柱管狭窄症が悪化し、下肢のしびれや腰の痛みの増

強から、立ち仕事がつらくなり、仕事を辞めている。

現現在在 のの 生生活活 状状

況況（（ どど んんなな 暮暮

ららしし をを 送送っっ てて

いいるるかか））

１１日日のの生生活活・・すすごごしし方方 趣趣味味・・楽楽ししみみ・・特特技技

隣に共働きの長女夫婦が暮らしており、孫の保

育園の送迎や食事作りなどを手助けしている。

最近、痛みが強く、家の中で横になっているこ

とが多い。

趣味はハイキングだったが、最近は下肢

の痛みがひどく、以前のようには行けな

い。

現在は孫の成長が楽しみ。

特技は、料理。

時時間間 本本人人 介介護護者者・・家家族族

６ :００

８ :００

９ :００

１２ :００

１７ :００

１８ :００

２２ :００

起 床・朝 食

孫・保育園送り

家事全般

昼 食

孫・保育園迎え

夕 食

就 寝

友友人人・・地地域域ととのの関関係係

公民館での書道に通っている。近隣に親

しい友人がいる。また、働いていた頃の

友達との交流もある。

《《現現病病歴歴・・既既往往歴歴とと経経過過》》（（新新ししいいももののかからら書書くく・・現現在在のの状状況況にに関関連連すするるももののはは必必ずず書書くく））

年年月月日日 病病名名
医医療療機機関関・・医医師師名名

（（主主治治医医・・意意見見作作成成者者にに☆☆））
経経過過 治治療療中中のの場場合合はは内内容容

平成 20 年

１月 日 脊 柱 管 狭 窄

症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

定期受診のみならず、

痛みの増強時も通院。

痛み止めの注射・内

服・座薬等

平成 18 年

月 日

変 形 性 膝 関

節症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服・関節注射あり

年 月 日

高血圧症 Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服薬

《《現現在在利利用用ししてていいるるササーービビスス》》

公公的的ササーービビスス 非非公公的的ササーービビスス

公民館活動（書道）に参加

介護予防支援事業者が行う事業の実施に当たり、利用者の状況を把握する必要があるときは、要介護認
定・要支援認定に係る調査内容、介護認定審査会による判定結果・意見、及び主治医意見書と同様に、利用
者基本情報、支援・対応経過シート、アセスメントシート等の個人に関する記録を、居宅介護支援事業者、
居宅サービス事業者、介護保険施設、主治医その他本事業の実施に必要な範囲で関係する者に提示すること
に同意します。

平成２７年 ４ 月２ 日 氏名 雲取 茜7３歳の

６４歳の

６６歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（表表面面））

作作成成担担当当者者：：日日ノノ原原 楓楓

《《基基本本情情報報》》

相相 談談 日日 平成２７年３月２５日
来 所・電 話

その他（  ）

初 回

再来（前 / ）

本本人人のの現現況況 在宅 ・入院又は入所中（  ）

ﾌﾌﾘﾘｶｶﾞ゙ﾅﾅ

本本人人氏氏名名

クモトリ アカネ

雲取 茜
男・ 女 M・T・S 00 年 00 月 00 日生（７３）歳

住住 所所 東京都・・・

Tel

Fax

00000000000

00000000000

日日常常生生活活

自自立立度度

障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認知症高齢者の日常生活自立度 自立 ・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

認認定定情情報報

非該当・ 要支１ ・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

有効期限：平成 27 年４月２日〜平成 27 年４月３０日（前回の介護度 なし ）

障障害害等等認認定定 身障（ ）、療育（ ）、精神（ ）、難病（ ）、（ ）

本本人人のの

住住居居環環境境

自宅 ・借家・ 一戸建て・集合住宅・自室の有 無（１）階、住宅改修の有 無

経経済済状状況況 国民年金・厚生年金 ・障害年金・生活保護・（ ）

来来 所所 者者

((相相 談談 者者))
本人と長女

家家

族族

構構

成成

家族構成

家族関係等の状況

・夫婦２人世帯だが、隣に長女夫婦

が居住。

長男も隣町で暮らしており、家族

関係は良好。

住住 所所

連連 絡絡 先先

自宅 続続

柄柄

夫

緊緊急急連連絡絡先先

氏氏名名 続続柄柄 住住所所・・連連絡絡先先

雲取 昇 夫 同上

00000000000

七ツ石 梢 長女 東京都・・・

（本人宅隣）

雲取 陽介 長男 E 町

◎回=本人、○=女性、□=男性

●■=死亡、☆=キーパー ソン

主介護者に 「主」

副介護者に 「副」

（同居家族 は○で囲 む）

75

45 38

５

7３歳の

7３歳の 7４歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（裏裏面面））

《《介介護護予予防防にに関関すするる事事項項》》

今今ままででのの生生活活

22 歳で結婚し、１男１女をもうけ、子育てが落ち着いた頃より、A 市の保育園で調理師と

して 25 年勤めた。65 歳で退職を迎えたが、保育園での仕事が楽しく、その後も継続してパ

ート勤務をしていた。しかし、持病の脊柱管狭窄症が悪化し、下肢のしびれや腰の痛みの増

強から、立ち仕事がつらくなり、仕事を辞めている。

現現在在 のの 生生活活 状状

況況（（ どど んんなな 暮暮

ららしし をを 送送っっ てて

いいるるかか））

１１日日のの生生活活・・すすごごしし方方 趣趣味味・・楽楽ししみみ・・特特技技

隣に共働きの長女夫婦が暮らしており、孫の保

育園の送迎や食事作りなどを手助けしている。

最近、痛みが強く、家の中で横になっているこ

とが多い。

趣味はハイキングだったが、最近は下肢

の痛みがひどく、以前のようには行けな

い。

現在は孫の成長が楽しみ。

特技は、料理。

時時間間 本本人人 介介護護者者・・家家族族

６ :００

８ :００

９ :００

１２ :００

１７ :００

１８ :００

２２ :００

起 床・朝 食

孫・保育園送り

家事全般

昼 食

孫・保育園迎え

夕 食

就 寝

友友人人・・地地域域ととのの関関係係

公民館での書道に通っている。近隣に親

しい友人がいる。また、働いていた頃の

友達との交流もある。

《《現現病病歴歴・・既既往往歴歴とと経経過過》》（（新新ししいいももののかからら書書くく・・現現在在のの状状況況にに関関連連すするるももののはは必必ずず書書くく））

年年月月日日 病病名名
医医療療機機関関・・医医師師名名

（（主主治治医医・・意意見見作作成成者者にに☆☆））
経経過過 治治療療中中のの場場合合はは内内容容

平成 20 年

１月 日 脊 柱 管 狭 窄

症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

定期受診のみならず、

痛みの増強時も通院。

痛み止めの注射・内

服・座薬等

平成 18 年

月 日

変 形 性 膝 関

節症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服・関節注射あり

年 月 日

高血圧症 Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服薬

《《現現在在利利用用ししてていいるるササーービビスス》》

公公的的ササーービビスス 非非公公的的ササーービビスス

公民館活動（書道）に参加

介護予防支援事業者が行う事業の実施に当たり、利用者の状況を把握する必要があるときは、要介護認
定・要支援認定に係る調査内容、介護認定審査会による判定結果・意見、及び主治医意見書と同様に、利用
者基本情報、支援・対応経過シート、アセスメントシート等の個人に関する記録を、居宅介護支援事業者、
居宅サービス事業者、介護保険施設、主治医その他本事業の実施に必要な範囲で関係する者に提示すること
に同意します。

平成２７年 ４ 月２ 日 氏名 雲取 茜7３歳の

６４歳の

６６歳の

6564



利利用用者者基基本本情情報報（（表表面面））

作作成成担担当当者者：：日日ノノ原原 楓楓

《《基基本本情情報報》》

相相 談談 日日 平成２７年３月２５日
来 所・電 話

その他（  ）

初 回

再来（前 /   ）

本本人人のの現現況況 在宅 ・入院又は入所中（  ）

ﾌﾌﾘﾘｶｶﾞ゙ﾅﾅ

本本人人氏氏名名

クモトリ アカネ

雲取 茜
男・ 女 M・T・S 00 年 00 月 00 日生（７３）歳

住住  所所 東京都・・・

Tel

Fax

00000000000

00000000000

日日常常生生活活

自自立立度度

障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認知症高齢者の日常生活自立度 自立 ・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

認認定定情情報報

非該当・ 要支１ ・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

有効期限：平成 27 年４月２日〜平成 27 年４月３０日（前回の介護度 なし ）

障障害害等等認認定定 身障（ ）、療育（ ）、精神（ ）、難病（ ）、（ ）

本本人人のの

住住居居環環境境

自宅 ・借家・ 一戸建て・集合住宅・自室の有 無（１）階、住宅改修の有 無

経経済済状状況況 国民年金・厚生年金 ・障害年金・生活保護・（ ）

来来 所所 者者

((相相 談談 者者))
本人と長女

家家

族族

構構

成成

家族構成

家族関係等の状況

・夫婦２人世帯だが、隣に長女夫婦

が居住。

長男も隣町で暮らしており、家族

関係は良好。

住住  所所

連連 絡絡 先先

自宅 続続

柄柄

夫

緊緊急急連連絡絡先先

氏氏名名 続続柄柄 住住所所・・連連絡絡先先

雲取 昇 夫 同上

00000000000

七ツ石 梢 長女 東京都・・・

（本人宅隣）

雲取 陽介 長男 E 町

◎回=本人、○=女性、□=男性

●■=死亡、☆=キーパー ソン

主介護者に 「主」

副介護者に 「副」

（同居家族 は○で囲 む）

75

45 38

５

7３歳の

7３歳の 7４歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（裏裏面面））

《《介介護護予予防防にに関関すするる事事項項》》

今今ままででのの生生活活

22 歳で結婚し、１男１女をもうけ、子育てが落ち着いた頃より、A 市の保育園で調理師と

して 25 年勤めた。65 歳で退職を迎えたが、保育園での仕事が楽しく、その後も継続してパ

ート勤務をしていた。しかし、持病の脊柱管狭窄症が悪化し、下肢のしびれや腰の痛みの増

強から、立ち仕事がつらくなり、仕事を辞めている。

現現在在 のの 生生活活 状状

況況（（ どど んんなな 暮暮

ららしし をを 送送っっ てて

いいるるかか））

１１日日のの生生活活・・すすごごしし方方 趣趣味味・・楽楽ししみみ・・特特技技

隣に共働きの長女夫婦が暮らしており、孫の保

育園の送迎や食事作りなどを手助けしている。

最近、痛みが強く、家の中で横になっているこ

とが多い。

趣味はハイキングだったが、最近は下肢

の痛みがひどく、以前のようには行けな

い。

現在は孫の成長が楽しみ。

特技は、料理。

時時間間 本本人人 介介護護者者・・家家族族

６ :００

８ :００

９ :００

１２ :００

１７ :００

１８ :００

２２ :００

起 床・朝 食

孫・保育園送り

家事全般

昼 食

孫・保育園迎え

夕 食

就 寝

友友人人・・地地域域ととのの関関係係

公民館での書道に通っている。近隣に親

しい友人がいる。また、働いていた頃の

友達との交流もある。

《《現現病病歴歴・・既既往往歴歴とと経経過過》》（（新新ししいいももののかからら書書くく・・現現在在のの状状況況にに関関連連すするるももののはは必必ずず書書くく））

年年月月日日 病病名名
医医療療機機関関・・医医師師名名

（（主主治治医医・・意意見見作作成成者者にに☆☆））
経経過過 治治療療中中のの場場合合はは内内容容

平成 20 年

１月 日 脊 柱 管 狭 窄

症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

定期受診のみならず、

痛みの増強時も通院。

痛み止めの注射・内

服・座薬等

平成 18 年

月 日

変 形 性 膝 関

節症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服・関節注射あり

年 月 日

高血圧症 Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服薬

《《現現在在利利用用ししてていいるるササーービビスス》》

公公的的ササーービビスス 非非公公的的ササーービビスス

公民館活動（書道）に参加

介護予防支援事業者が行う事業の実施に当たり、利用者の状況を把握する必要があるときは、要介護認
定・要支援認定に係る調査内容、介護認定審査会による判定結果・意見、及び主治医意見書と同様に、利用
者基本情報、支援・対応経過シート、アセスメントシート等の個人に関する記録を、居宅介護支援事業者、
居宅サービス事業者、介護保険施設、主治医その他本事業の実施に必要な範囲で関係する者に提示すること
に同意します。

平成２７年 ４ 月２ 日 氏名 雲取 茜7３歳の

６４歳の

６６歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（表表面面））

作作成成担担当当者者：：日日ノノ原原 楓楓

《《基基本本情情報報》》

相相 談談 日日 平成２７年３月２５日
来 所・電 話

その他（  ）

初 回

再来（前 / ）

本本人人のの現現況況 在宅 ・入院又は入所中（  ）

ﾌﾌﾘﾘｶｶﾞ゙ﾅﾅ

本本人人氏氏名名

クモトリ アカネ

雲取 茜
男・ 女 M・T・S 00 年 00 月 00 日生（７３）歳

住住 所所 東京都・・・

Tel

Fax

00000000000

00000000000

日日常常生生活活

自自立立度度

障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認知症高齢者の日常生活自立度 自立 ・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

認認定定情情報報

非該当・ 要支１ ・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

有効期限：平成 27 年４月２日〜平成 27 年４月３０日（前回の介護度 なし ）

障障害害等等認認定定 身障（ ）、療育（ ）、精神（ ）、難病（ ）、（ ）

本本人人のの

住住居居環環境境

自宅 ・借家・ 一戸建て・集合住宅・自室の有 無（１）階、住宅改修の有 無

経経済済状状況況 国民年金・厚生年金 ・障害年金・生活保護・（ ）

来来 所所 者者

((相相 談談 者者))
本人と長女

家家

族族

構構

成成

家族構成

家族関係等の状況

・夫婦２人世帯だが、隣に長女夫婦

が居住。

長男も隣町で暮らしており、家族

関係は良好。

住住 所所

連連 絡絡 先先

自宅 続続

柄柄

夫

緊緊急急連連絡絡先先

氏氏名名 続続柄柄 住住所所・・連連絡絡先先

雲取 昇 夫 同上

00000000000

七ツ石 梢 長女 東京都・・・

（本人宅隣）

雲取 陽介 長男 E 町

◎回=本人、○=女性、□=男性

●■=死亡、☆=キーパー ソン

主介護者に 「主」

副介護者に 「副」

（同居家族 は○で囲 む）

75

45 38

５

7３歳の

7３歳の 7４歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（裏裏面面））

《《介介護護予予防防にに関関すするる事事項項》》

今今ままででのの生生活活

22 歳で結婚し、１男１女をもうけ、子育てが落ち着いた頃より、A 市の保育園で調理師と

して 25 年勤めた。65 歳で退職を迎えたが、保育園での仕事が楽しく、その後も継続してパ

ート勤務をしていた。しかし、持病の脊柱管狭窄症が悪化し、下肢のしびれや腰の痛みの増

強から、立ち仕事がつらくなり、仕事を辞めている。

現現在在 のの 生生活活 状状

況況（（ どど んんなな 暮暮

ららしし をを 送送っっ てて

いいるるかか））

１１日日のの生生活活・・すすごごしし方方 趣趣味味・・楽楽ししみみ・・特特技技

隣に共働きの長女夫婦が暮らしており、孫の保

育園の送迎や食事作りなどを手助けしている。

最近、痛みが強く、家の中で横になっているこ

とが多い。

趣味はハイキングだったが、最近は下肢

の痛みがひどく、以前のようには行けな

い。

現在は孫の成長が楽しみ。

特技は、料理。

時時間間 本本人人 介介護護者者・・家家族族

６ :００

８ :００

９ :００

１２ :００

１７ :００

１８ :００

２２ :００

起 床・朝 食

孫・保育園送り

家事全般

昼 食

孫・保育園迎え

夕 食

就 寝

友友人人・・地地域域ととのの関関係係

公民館での書道に通っている。近隣に親

しい友人がいる。また、働いていた頃の

友達との交流もある。

《《現現病病歴歴・・既既往往歴歴とと経経過過》》（（新新ししいいももののかからら書書くく・・現現在在のの状状況況にに関関連連すするるももののはは必必ずず書書くく））

年年月月日日 病病名名
医医療療機機関関・・医医師師名名

（（主主治治医医・・意意見見作作成成者者にに☆☆））
経経過過 治治療療中中のの場場合合はは内内容容

平成 20 年

１月 日 脊 柱 管 狭 窄

症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

定期受診のみならず、

痛みの増強時も通院。

痛み止めの注射・内

服・座薬等

平成 18 年

月 日

変 形 性 膝 関

節症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服・関節注射あり

年 月 日

高血圧症 Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服薬

《《現現在在利利用用ししてていいるるササーービビスス》》

公公的的ササーービビスス 非非公公的的ササーービビスス

公民館活動（書道）に参加

介護予防支援事業者が行う事業の実施に当たり、利用者の状況を把握する必要があるときは、要介護認
定・要支援認定に係る調査内容、介護認定審査会による判定結果・意見、及び主治医意見書と同様に、利用
者基本情報、支援・対応経過シート、アセスメントシート等の個人に関する記録を、居宅介護支援事業者、
居宅サービス事業者、介護保険施設、主治医その他本事業の実施に必要な範囲で関係する者に提示すること
に同意します。

平成２７年 ４ 月２ 日 氏名 雲取 茜7３歳の

６４歳の

６６歳の

64

利利用用者者基基本本情情報報（（表表面面））

作作成成担担当当者者：：日日ノノ原原 楓楓

《《基基本本情情報報》》

相相 談談 日日 平成２７年３月２５日
来 所・電 話

その他（  ）

初 回

再来（前 / ）

本本人人のの現現況況 在宅 ・入院又は入所中（  ）

ﾌﾌﾘﾘｶｶﾞ゙ﾅﾅ

本本人人氏氏名名

クモトリ アカネ

雲取 茜
男・ 女 M・T・S 00 年 00 月 00 日生（７３）歳

住住 所所 東京都・・・

Tel

Fax

00000000000

00000000000

日日常常生生活活

自自立立度度

障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認知症高齢者の日常生活自立度 自立 ・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

認認定定情情報報

非該当・ 要支１ ・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

有効期限：平成 27 年４月２日〜平成 27 年４月３０日（前回の介護度 なし ）

障障害害等等認認定定 身障（ ）、療育（ ）、精神（ ）、難病（ ）、（ ）

本本人人のの

住住居居環環境境

自宅 ・借家・ 一戸建て・集合住宅・自室の有 無（１）階、住宅改修の有 無

経経済済状状況況 国民年金・厚生年金 ・障害年金・生活保護・（ ）

来来 所所 者者

((相相 談談 者者))
本人と長女

家家

族族

構構

成成

家族構成

家族関係等の状況

・夫婦２人世帯だが、隣に長女夫婦

が居住。

長男も隣町で暮らしており、家族

関係は良好。

住住 所所

連連 絡絡 先先

自宅 続続

柄柄

夫

緊緊急急連連絡絡先先

氏氏名名 続続柄柄 住住所所・・連連絡絡先先

雲取 昇 夫 同上

00000000000

七ツ石 梢 長女 東京都・・・

（本人宅隣）

雲取 陽介 長男 E 町

◎回=本人、○=女性、□=男性

●■=死亡、☆=キーパー ソン

主介護者に 「主」

副介護者に 「副」

（同居家族 は○で囲 む）

75

45 38

５

7３歳の

7３歳の 7４歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（裏裏面面））

《《介介護護予予防防にに関関すするる事事項項》》

今今ままででのの生生活活

22 歳で結婚し、１男１女をもうけ、子育てが落ち着いた頃より、A 市の保育園で調理師と

して 25 年勤めた。65 歳で退職を迎えたが、保育園での仕事が楽しく、その後も継続してパ

ート勤務をしていた。しかし、持病の脊柱管狭窄症が悪化し、下肢のしびれや腰の痛みの増

強から、立ち仕事がつらくなり、仕事を辞めている。

現現在在 のの 生生活活 状状

況況（（ どど んんなな 暮暮

ららしし をを 送送っっ てて

いいるるかか））

１１日日のの生生活活・・すすごごしし方方 趣趣味味・・楽楽ししみみ・・特特技技

隣に共働きの長女夫婦が暮らしており、孫の保

育園の送迎や食事作りなどを手助けしている。

最近、痛みが強く、家の中で横になっているこ

とが多い。

趣味はハイキングだったが、最近は下肢

の痛みがひどく、以前のようには行けな

い。

現在は孫の成長が楽しみ。

特技は、料理。

時時間間 本本人人 介介護護者者・・家家族族

６ :００

８ :００

９ :００

１２ :００

１７ :００

１８ :００

２２ :００

起 床・朝 食

孫・保育園送り

家事全般

昼 食

孫・保育園迎え

夕 食

就 寝

友友人人・・地地域域ととのの関関係係

公民館での書道に通っている。近隣に親

しい友人がいる。また、働いていた頃の

友達との交流もある。

《《現現病病歴歴・・既既往往歴歴とと経経過過》》（（新新ししいいももののかからら書書くく・・現現在在のの状状況況にに関関連連すするるももののはは必必ずず書書くく））

年年月月日日 病病名名
医医療療機機関関・・医医師師名名

（（主主治治医医・・意意見見作作成成者者にに☆☆））
経経過過 治治療療中中のの場場合合はは内内容容

平成 20 年

１月 日 脊 柱 管 狭 窄

症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

定期受診のみならず、

痛みの増強時も通院。

痛み止めの注射・内

服・座薬等

平成 18 年

月 日

変 形 性 膝 関

節症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服・関節注射あり

年 月 日

高血圧症 Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服薬

《《現現在在利利用用ししてていいるるササーービビスス》》

公公的的ササーービビスス 非非公公的的ササーービビスス

公民館活動（書道）に参加

介護予防支援事業者が行う事業の実施に当たり、利用者の状況を把握する必要があるときは、要介護認
定・要支援認定に係る調査内容、介護認定審査会による判定結果・意見、及び主治医意見書と同様に、利用
者基本情報、支援・対応経過シート、アセスメントシート等の個人に関する記録を、居宅介護支援事業者、
居宅サービス事業者、介護保険施設、主治医その他本事業の実施に必要な範囲で関係する者に提示すること
に同意します。

平成２７年 ４ 月２ 日 氏名 雲取 茜7３歳の

６４歳の

６６歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（表表面面））

作作成成担担当当者者：：日日ノノ原原 楓楓

《《基基本本情情報報》》

相相 談談 日日 平成２７年３月２５日
来 所・電 話

その他（  ）

初 回

再来（前 / ）

本本人人のの現現況況 在宅 ・入院又は入所中（  ）

ﾌﾌﾘﾘｶｶﾞ゙ﾅﾅ

本本人人氏氏名名

クモトリ アカネ

雲取 茜
男・ 女 M・T・S 00 年 00 月 00 日生（７３）歳

住住 所所 東京都・・・

Tel

Fax

00000000000

00000000000

日日常常生生活活

自自立立度度

障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認知症高齢者の日常生活自立度 自立 ・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

認認定定情情報報

非該当・ 要支１ ・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５

有効期限：平成 27 年４月２日〜平成 27 年４月３０日（前回の介護度 なし ）

障障害害等等認認定定 身障（ ）、療育（ ）、精神（ ）、難病（ ）、（ ）

本本人人のの

住住居居環環境境

自宅 ・借家・ 一戸建て・集合住宅・自室の有 無（１）階、住宅改修の有 無

経経済済状状況況 国民年金・厚生年金 ・障害年金・生活保護・（ ）

来来 所所 者者

((相相 談談 者者))
本人と長女

家家

族族

構構

成成

家族構成

家族関係等の状況

・夫婦２人世帯だが、隣に長女夫婦

が居住。

長男も隣町で暮らしており、家族

関係は良好。

住住 所所

連連 絡絡 先先

自宅 続続

柄柄

夫

緊緊急急連連絡絡先先

氏氏名名 続続柄柄 住住所所・・連連絡絡先先

雲取 昇 夫 同上

00000000000

七ツ石 梢 長女 東京都・・・

（本人宅隣）

雲取 陽介 長男 E 町

◎回=本人、○=女性、□=男性

●■=死亡、☆=キーパー ソン

主介護者に 「主」

副介護者に 「副」

（同居家族 は○で囲 む）

75

45 38

５

7３歳の

7３歳の 7４歳の

利利用用者者基基本本情情報報（（裏裏面面））

《《介介護護予予防防にに関関すするる事事項項》》

今今ままででのの生生活活

22 歳で結婚し、１男１女をもうけ、子育てが落ち着いた頃より、A 市の保育園で調理師と

して 25 年勤めた。65 歳で退職を迎えたが、保育園での仕事が楽しく、その後も継続してパ

ート勤務をしていた。しかし、持病の脊柱管狭窄症が悪化し、下肢のしびれや腰の痛みの増

強から、立ち仕事がつらくなり、仕事を辞めている。

現現在在 のの 生生活活 状状

況況（（ どど んんなな 暮暮

ららしし をを 送送っっ てて

いいるるかか））

１１日日のの生生活活・・すすごごしし方方 趣趣味味・・楽楽ししみみ・・特特技技

隣に共働きの長女夫婦が暮らしており、孫の保

育園の送迎や食事作りなどを手助けしている。

最近、痛みが強く、家の中で横になっているこ

とが多い。

趣味はハイキングだったが、最近は下肢

の痛みがひどく、以前のようには行けな

い。

現在は孫の成長が楽しみ。

特技は、料理。

時時間間 本本人人 介介護護者者・・家家族族

６ :００

８ :００

９ :００

１２ :００

１７ :００

１８ :００

２２ :００

起 床・朝 食

孫・保育園送り

家事全般

昼 食

孫・保育園迎え

夕 食

就 寝

友友人人・・地地域域ととのの関関係係

公民館での書道に通っている。近隣に親

しい友人がいる。また、働いていた頃の

友達との交流もある。

《《現現病病歴歴・・既既往往歴歴とと経経過過》》（（新新ししいいももののかからら書書くく・・現現在在のの状状況況にに関関連連すするるももののはは必必ずず書書くく））

年年月月日日 病病名名
医医療療機機関関・・医医師師名名

（（主主治治医医・・意意見見作作成成者者にに☆☆））
経経過過 治治療療中中のの場場合合はは内内容容

平成 20 年

１月 日 脊 柱 管 狭 窄

症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

定期受診のみならず、

痛みの増強時も通院。

痛み止めの注射・内

服・座薬等

平成 18 年

月 日

変 形 性 膝 関

節症

Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服・関節注射あり

年 月 日

高血圧症 Ｚ病院

西先生

Tel 治療中

経過観察中

その他

内服薬

《《現現在在利利用用ししてていいるるササーービビスス》》

公公的的ササーービビスス 非非公公的的ササーービビスス

公民館活動（書道）に参加

介護予防支援事業者が行う事業の実施に当たり、利用者の状況を把握する必要があるときは、要介護認
定・要支援認定に係る調査内容、介護認定審査会による判定結果・意見、及び主治医意見書と同様に、利用
者基本情報、支援・対応経過シート、アセスメントシート等の個人に関する記録を、居宅介護支援事業者、
居宅サービス事業者、介護保険施設、主治医その他本事業の実施に必要な範囲で関係する者に提示すること
に同意します。

平成２７年 ４ 月２ 日 氏名 雲取 茜7３歳の

６４歳の

６６歳の

6565



4月2日・5月7日

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み

本人：痛みがなければもっと動きた
い。

家族：母がいることで助かっている
が、無理をさせたくない。

・娘家族の世話を行う事に自分の役
割を感じているが、無理をすることで
症状の悪化を招くことがあるので注意
が必要

掃除を自分で行っています
か

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

洗濯・ゴミ捨てなどを自分
で行っていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

花木・ペットなどの世話を
自分で行っていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
体調が良い時に花木に水やりを行っ
ている。

公的書類の届けや契約な
どを自分で行っていますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者

場面や季節・天気に合わ
せて着るものや履くものな
どを着用していますか

■ はい
□ いいえ

主な決定者

献立を考え自分で調理をし
ていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、娘家
族分の食事作りも手伝っている。

交通機関を利用して外出
することができますか

□ ひとりでできる
《利用している交通機関》
電車・バス・タクシー・車運転・
自転車・その他（ ）
■ 介助がないとできない

介助の状況

痛みが強い時にのみ付き添い

階段・段差の昇降は壁や
手すりを伝わらずできます
か

□ はい
■ いいえ

痛みが強い時は、階段・段差の昇降
に時間がかかる。

1週間にどのくらい外出し
ていますか

■ 毎日
□ ２～3日程度
□ ４～5日程度
□ 1日程度

外出理由

・保育園の送迎
・公民館での書道
・近所の友人と買い物等

介護予防支援アセスメント用情報収集シート　（例）

氏名：　雲取　茜　様　 　年齢：　７３　　歳　　　　　性別：　男　･　女

1.運動・移動について

自宅内を転倒の不安なく
歩くことができますか

□ はい
■ 手すりや杖に頼らないと

不安である
□ 介助を受けている

転倒不安の内容
腰痛あり。立ち上がりに時間がかか
ることがある。最近は、痛みが強く横
になっていることがある。

屋外を安全に歩くことがで
きますか

□ はい
■ 自宅の周辺なら歩ける
□ 杖や補助具が必要である
□ 介助があれば歩ける
□ 車椅子が必要である

介助の状況や歩ける距離等
・ハイキングが趣味だが腰痛のため
中断している。
・20分以上歩くと腰に痛みが生じる
・痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できる。

2.日常生活（家庭生活）について

日用品の買い物を自分で
選んでしていますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。
重い荷物の買い物は、家族に頼んで
いる。

預貯金の出し入れをしてい
ますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者

本人：痛みさえ治まればハイキングを
再開したい。

・足腰に負担がかかっていることによ
る脊柱管狭窄症の悪化

・脊柱管狭窄症ため、歩行に支障が
ある。痛みのコントロールを行ないな
がら、下肢筋力強化のためのリハビリ
の実施が必要

家族：楽に移動してほしい。

７３歳の 4月2日・5月7日

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女 ７３歳の

考えられる原因

家族と良く話をしています
か

■　はい
□ いいえ

娘とはほぼ毎日会い、月１回は子ど
もたち家族全員と集まる機会がある。

本人・家族の意向

その他

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

その他

・痛みが悪化する時の状況の把握を
していく必要がある
・唾液の分泌を促すなど口腔機能向
上の支援が必要である

家族：痛みの強いときは、できる限り
病院に付き添うようにしたい。

本人：ハイキングの再開や喫茶店に
行き、おしゃべりしたい。
家族：母を頼りにしているが、無理をさ
せたくない。

・痛みによる外出の機会が少なくなっ
ている。

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み
があるため、活動量の減少や体を動
かすことが億劫に感じることがあり、
体を横にすることがある。
・唾液の分泌量の減少等、口腔機能
の低下が疑われる。

留意点
・長女長男に頼りにされていることが
生活の張り合いにつながっているた
め、現在の生活スタイルを維持するこ
とが必要である。
・地域や友人との交流の機会が維持
できるよう配慮が必要

家族や友人、近隣の人た
ちから支援を受けることが
できますか

■　現在受けている
□　現在は受けていないが
　　受けることはできる
□　受けられない

受けられない理由

5.その他の確認事項について

自分のことは自分で決め
ていますか

■　決めている
□　決めていない

主な決定者

住まいのことで何か問題は
ありますか

□　特に問題なし
■　問題あり

問題点
段差部分につかまる所がない

経済的な状況はどうです
か

■　特に問題なし
□　問題あり

問題点

自分で物忘れがあると思
いますか

□　はい
■ いいえ

トイレの失敗はありますか
□　良くある
□　たまにある
■　ない

よく眠れていますか
■　はい
□ いいえ

睡眠時間
トイレで２、３回起きてしまうが、22時
から6時の8時間睡眠している。

薬を飲み忘れず管理して
いますか

■　はい
□ いいえ

服薬の内容・管理している人
　本人

定期的に受診しています
か

■ している
□ していない

内容・していない理由等
・痛みがひどい時の通院がつらく、家
族が付き添うこともある。

身だしなみや身体の清潔
を心がけていますか

■　はい
□ いいえ

喫煙･飲酒の状態はどうで
すか

■ 両方ともしない
□　喫煙する
□　飲酒する

喫煙 １日 　本

飲酒量

4.健康管理について

健康であると思いますか
□　はい
■ いいえ

疾病状況
・脊柱管狭窄症による腰痛等
・高血圧症（服薬により安定）
・月に数回、食事中にむせることや口
の渇きが気になることがある。

運動をしたり休養をとった
りしていますか

□ している
■ していない

内容・していない理由等
・腰痛のためハイキングには行けなく
なったが、痛みを調整して、日常の家
事は続けている。

仕事を続けていますか
（自営業や簡単な作業）

□　はい
■ いいえ

仕事の内容

ボランティア活動や老人ク
ラブ・町内会の活動に参加
していますか

■　はい
□ いいえ

参加の状況
公民館で書道を習っているが、回数
は減っている。

家庭や地域での役割を
持っていますか

■　はい
□ いいえ

具体的な役割
孫の保育園の送迎や娘家族分の調
理等

趣味や楽しみ、好きでやっ
ていることはありますか

■　はい
□ いいえ

趣味や楽しみの内容
・公民館活動（書道）をしているが、痛
みのため参加できないこともある。
・歩いて２０分の喫茶店に行けないこ
とが増えた。

友人や近隣の人たちとの
関係は良いですか

■　はい
□ いいえ

・ハイキングやお茶のみ仲間が心配
をしてくれている。

友人を招いたり、友人の家
を訪問したりしていますか

□　はい
■ いいえ

3.社会参加･対人関係･コミュニケーションについて

テレビ・新聞など社会の出
来事に関心がありますか

■　はい
□ いいえ

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

本人：痛みを調整して、楽に動きた
い。家族や知人とおいしく食事をした
い。血圧測定し、服薬を続ける。

4月2日・5月7日

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み

本人：痛みがなければもっと動きた
い。

家族：母がいることで助かっている
が、無理をさせたくない。

・娘家族の世話を行う事に自分の役
割を感じているが、無理をすることで
症状の悪化を招くことがあるので注意
が必要

掃除を自分で行っています
か

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

洗濯・ゴミ捨てなどを自分
で行っていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

花木・ペットなどの世話を
自分で行っていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
体調が良い時に花木に水やりを行っ
ている。

公的書類の届けや契約な
どを自分で行っていますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者

場面や季節・天気に合わ
せて着るものや履くものな
どを着用していますか

■　はい
□ いいえ

主な決定者

献立を考え自分で調理をし
ていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、娘家
族分の食事作りも手伝っている。

交通機関を利用して外出
することができますか

□ ひとりでできる
《利用している交通機関》
電車・バス・タクシー・車運転・
自転車・その他（　　　　　　　　）
■　介助がないとできない

介助の状況

痛みが強い時にのみ付き添い

階段・段差の昇降は壁や
手すりを伝わらずできます
か

□　はい
■ いいえ

痛みが強い時は、階段・段差の昇降
に時間がかかる。

1週間にどのくらい外出し
ていますか

■　毎日
□　２～3日程度
□　４～5日程度
□　1日程度

外出理由

・保育園の送迎
・公民館での書道
・近所の友人と買い物等

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女

1.運動・移動について

自宅内を転倒の不安なく
歩くことができますか

□　はい
■　手すりや杖に頼らないと
　　不安である
□　介助を受けている

転倒不安の内容
腰痛あり。立ち上がりに時間がかか
ることがある。最近は、痛みが強く横
になっていることがある。

屋外を安全に歩くことがで
きますか

□　はい
■　自宅の周辺なら歩ける
□　杖や補助具が必要である
□　介助があれば歩ける
□　車椅子が必要である

介助の状況や歩ける距離等
・ハイキングが趣味だが腰痛のため
中断している。
・20分以上歩くと腰に痛みが生じる
・痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できる。

2.日常生活（家庭生活）について

日用品の買い物を自分で
選んでしていますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。
重い荷物の買い物は、家族に頼んで
いる。

預貯金の出し入れをしてい
ますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者

本人：痛みさえ治まればハイキングを
再開したい。

・足腰に負担がかかっていることによ
る脊柱管狭窄症の悪化

・脊柱管狭窄症ため、歩行に支障が
ある。痛みのコントロールを行ないな
がら、下肢筋力強化のためのリハビリ
の実施が必要

家族：楽に移動してほしい。

７３歳の 4月2日・5月7日

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女 ７３歳の

考えられる原因

家族と良く話をしています
か

■ はい
□ いいえ

娘とはほぼ毎日会い、月１回は子ど
もたち家族全員と集まる機会がある。

本人・家族の意向

その他

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

その他

・痛みが悪化する時の状況の把握を
していく必要がある
・唾液の分泌を促すなど口腔機能向
上の支援が必要である

家族：痛みの強いときは、できる限り
病院に付き添うようにしたい。

本人：ハイキングの再開や喫茶店に
行き、おしゃべりしたい。
家族：母を頼りにしているが、無理をさ
せたくない。

・痛みによる外出の機会が少なくなっ
ている。

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み
があるため、活動量の減少や体を動
かすことが億劫に感じることがあり、
体を横にすることがある。
・唾液の分泌量の減少等、口腔機能
の低下が疑われる。

留意点
・長女長男に頼りにされていることが
生活の張り合いにつながっているた
め、現在の生活スタイルを維持するこ
とが必要である。
・地域や友人との交流の機会が維持
できるよう配慮が必要

家族や友人、近隣の人た
ちから支援を受けることが
できますか

■ 現在受けている
□ 現在は受けていないが

受けることはできる
□ 受けられない

受けられない理由

5.その他の確認事項について

自分のことは自分で決め
ていますか

■ 決めている
□ 決めていない

主な決定者

住まいのことで何か問題は
ありますか

□ 特に問題なし
■ 問題あり

問題点
段差部分につかまる所がない

経済的な状況はどうです
か

■ 特に問題なし
□ 問題あり

問題点

自分で物忘れがあると思
いますか

□ はい
■ いいえ

トイレの失敗はありますか
□ 良くある
□ たまにある
■ ない

よく眠れていますか
■ はい
□ いいえ

睡眠時間
トイレで２、３回起きてしまうが、22時
から6時の8時間睡眠している。

薬を飲み忘れず管理して
いますか

■ はい
□ いいえ

服薬の内容・管理している人
　本人

定期的に受診しています
か

■ している
□ していない

内容・していない理由等
・痛みがひどい時の通院がつらく、家
族が付き添うこともある。

身だしなみや身体の清潔
を心がけていますか

■ はい
□ いいえ

喫煙･飲酒の状態はどうで
すか

■ 両方ともしない
□ 喫煙する
□ 飲酒する

喫煙 １日 本

飲酒量

4.健康管理について

健康であると思いますか
□ はい
■ いいえ

疾病状況
・脊柱管狭窄症による腰痛等
・高血圧症（服薬により安定）
・月に数回、食事中にむせることや口
の渇きが気になることがある。

運動をしたり休養をとった
りしていますか

□ している
■ していない

内容・していない理由等
・腰痛のためハイキングには行けなく
なったが、痛みを調整して、日常の家
事は続けている。

仕事を続けていますか
（自営業や簡単な作業）

□ はい
■ いいえ

仕事の内容

ボランティア活動や老人ク
ラブ・町内会の活動に参加
していますか

■ はい
□ いいえ

参加の状況
公民館で書道を習っているが、回数
は減っている。

家庭や地域での役割を
持っていますか

■ はい
□ いいえ

具体的な役割
孫の保育園の送迎や娘家族分の調
理等

趣味や楽しみ、好きでやっ
ていることはありますか

■ はい
□ いいえ

趣味や楽しみの内容
・公民館活動（書道）をしているが、痛
みのため参加できないこともある。
・歩いて２０分の喫茶店に行けないこ
とが増えた。

友人や近隣の人たちとの
関係は良いですか

■ はい
□ いいえ

・ハイキングやお茶のみ仲間が心配
をしてくれている。

友人を招いたり、友人の家
を訪問したりしていますか

□ はい
■ いいえ

3.社会参加･対人関係･コミュニケーションについて

テレビ・新聞など社会の出
来事に関心がありますか

■ はい
□ いいえ

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

本人：痛みを調整して、楽に動きた
い。家族や知人とおいしく食事をした
い。血圧測定し、服薬を続ける。

66

4月2日・5月7日

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み

本人：痛みがなければもっと動きた
い。

家族：母がいることで助かっている
が、無理をさせたくない。

・娘家族の世話を行う事に自分の役
割を感じているが、無理をすることで
症状の悪化を招くことがあるので注意
が必要

掃除を自分で行っています
か

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

洗濯・ゴミ捨てなどを自分
で行っていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

花木・ペットなどの世話を
自分で行っていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
体調が良い時に花木に水やりを行っ
ている。

公的書類の届けや契約な
どを自分で行っていますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者

場面や季節・天気に合わ
せて着るものや履くものな
どを着用していますか

■ はい
□ いいえ

主な決定者

献立を考え自分で調理をし
ていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、娘家
族分の食事作りも手伝っている。

交通機関を利用して外出
することができますか

□ ひとりでできる
《利用している交通機関》
電車・バス・タクシー・車運転・
自転車・その他（ ）
■ 介助がないとできない

介助の状況

痛みが強い時にのみ付き添い

階段・段差の昇降は壁や
手すりを伝わらずできます
か

□ はい
■ いいえ

痛みが強い時は、階段・段差の昇降
に時間がかかる。

1週間にどのくらい外出し
ていますか

■ 毎日
□ ２～3日程度
□ ４～5日程度
□ 1日程度

外出理由

・保育園の送迎
・公民館での書道
・近所の友人と買い物等

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女

1.運動・移動について

自宅内を転倒の不安なく
歩くことができますか

□ はい
■ 手すりや杖に頼らないと

不安である
□ 介助を受けている

転倒不安の内容
腰痛あり。立ち上がりに時間がかか
ることがある。最近は、痛みが強く横
になっていることがある。

屋外を安全に歩くことがで
きますか

□ はい
■ 自宅の周辺なら歩ける
□ 杖や補助具が必要である
□ 介助があれば歩ける
□ 車椅子が必要である

介助の状況や歩ける距離等
・ハイキングが趣味だが腰痛のため
中断している。
・20分以上歩くと腰に痛みが生じる
・痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できる。

2.日常生活（家庭生活）について

日用品の買い物を自分で
選んでしていますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。
重い荷物の買い物は、家族に頼んで
いる。

預貯金の出し入れをしてい
ますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者

本人：痛みさえ治まればハイキングを
再開したい。

・足腰に負担がかかっていることによ
る脊柱管狭窄症の悪化

・脊柱管狭窄症ため、歩行に支障が
ある。痛みのコントロールを行ないな
がら、下肢筋力強化のためのリハビリ
の実施が必要

家族：楽に移動してほしい。

７３歳の 4月2日・5月7日

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女 ７３歳の

考えられる原因

家族と良く話をしています
か

■　はい
□ いいえ

娘とはほぼ毎日会い、月１回は子ど
もたち家族全員と集まる機会がある。

本人・家族の意向

その他

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

その他

・痛みが悪化する時の状況の把握を
していく必要がある
・唾液の分泌を促すなど口腔機能向
上の支援が必要である

家族：痛みの強いときは、できる限り
病院に付き添うようにしたい。

本人：ハイキングの再開や喫茶店に
行き、おしゃべりしたい。
家族：母を頼りにしているが、無理をさ
せたくない。

・痛みによる外出の機会が少なくなっ
ている。

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み
があるため、活動量の減少や体を動
かすことが億劫に感じることがあり、
体を横にすることがある。
・唾液の分泌量の減少等、口腔機能
の低下が疑われる。

留意点
・長女長男に頼りにされていることが
生活の張り合いにつながっているた
め、現在の生活スタイルを維持するこ
とが必要である。
・地域や友人との交流の機会が維持
できるよう配慮が必要

家族や友人、近隣の人た
ちから支援を受けることが
できますか

■　現在受けている
□　現在は受けていないが
　　受けることはできる
□　受けられない

受けられない理由

5.その他の確認事項について

自分のことは自分で決め
ていますか

■　決めている
□　決めていない

主な決定者

住まいのことで何か問題は
ありますか

□　特に問題なし
■　問題あり

問題点
段差部分につかまる所がない

経済的な状況はどうです
か

■　特に問題なし
□　問題あり

問題点

自分で物忘れがあると思
いますか

□　はい
■ いいえ

トイレの失敗はありますか
□　良くある
□　たまにある
■　ない

よく眠れていますか
■　はい
□ いいえ

睡眠時間
トイレで２、３回起きてしまうが、22時
から6時の8時間睡眠している。

薬を飲み忘れず管理して
いますか

■　はい
□ いいえ

服薬の内容・管理している人
　本人

定期的に受診しています
か

■ している
□ していない

内容・していない理由等
・痛みがひどい時の通院がつらく、家
族が付き添うこともある。

身だしなみや身体の清潔
を心がけていますか

■　はい
□ いいえ

喫煙･飲酒の状態はどうで
すか

■ 両方ともしない
□　喫煙する
□　飲酒する

喫煙 １日 　本

飲酒量

4.健康管理について

健康であると思いますか
□　はい
■ いいえ

疾病状況
・脊柱管狭窄症による腰痛等
・高血圧症（服薬により安定）
・月に数回、食事中にむせることや口
の渇きが気になることがある。

運動をしたり休養をとった
りしていますか

□ している
■ していない

内容・していない理由等
・腰痛のためハイキングには行けなく
なったが、痛みを調整して、日常の家
事は続けている。

仕事を続けていますか
（自営業や簡単な作業）

□　はい
■ いいえ

仕事の内容

ボランティア活動や老人ク
ラブ・町内会の活動に参加
していますか

■　はい
□ いいえ

参加の状況
公民館で書道を習っているが、回数
は減っている。

家庭や地域での役割を
持っていますか

■　はい
□ いいえ

具体的な役割
孫の保育園の送迎や娘家族分の調
理等

趣味や楽しみ、好きでやっ
ていることはありますか

■　はい
□ いいえ

趣味や楽しみの内容
・公民館活動（書道）をしているが、痛
みのため参加できないこともある。
・歩いて２０分の喫茶店に行けないこ
とが増えた。

友人や近隣の人たちとの
関係は良いですか

■　はい
□ いいえ

・ハイキングやお茶のみ仲間が心配
をしてくれている。

友人を招いたり、友人の家
を訪問したりしていますか

□　はい
■ いいえ

3.社会参加･対人関係･コミュニケーションについて

テレビ・新聞など社会の出
来事に関心がありますか

■　はい
□ いいえ

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

本人：痛みを調整して、楽に動きた
い。家族や知人とおいしく食事をした
い。血圧測定し、服薬を続ける。

4月2日・5月7日

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み

本人：痛みがなければもっと動きた
い。

家族：母がいることで助かっている
が、無理をさせたくない。

・娘家族の世話を行う事に自分の役
割を感じているが、無理をすることで
症状の悪化を招くことがあるので注意
が必要

掃除を自分で行っています
か

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

洗濯・ゴミ捨てなどを自分
で行っていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

花木・ペットなどの世話を
自分で行っていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
体調が良い時に花木に水やりを行っ
ている。

公的書類の届けや契約な
どを自分で行っていますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者

場面や季節・天気に合わ
せて着るものや履くものな
どを着用していますか

■　はい
□ いいえ

主な決定者

献立を考え自分で調理をし
ていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、娘家
族分の食事作りも手伝っている。

交通機関を利用して外出
することができますか

□ ひとりでできる
《利用している交通機関》
電車・バス・タクシー・車運転・
自転車・その他（　　　　　　　　）
■　介助がないとできない

介助の状況

痛みが強い時にのみ付き添い

階段・段差の昇降は壁や
手すりを伝わらずできます
か

□　はい
■ いいえ

痛みが強い時は、階段・段差の昇降
に時間がかかる。

1週間にどのくらい外出し
ていますか

■　毎日
□　２～3日程度
□　４～5日程度
□　1日程度

外出理由

・保育園の送迎
・公民館での書道
・近所の友人と買い物等

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女

1.運動・移動について

自宅内を転倒の不安なく
歩くことができますか

□　はい
■　手すりや杖に頼らないと
　　不安である
□　介助を受けている

転倒不安の内容
腰痛あり。立ち上がりに時間がかか
ることがある。最近は、痛みが強く横
になっていることがある。

屋外を安全に歩くことがで
きますか

□　はい
■　自宅の周辺なら歩ける
□　杖や補助具が必要である
□　介助があれば歩ける
□　車椅子が必要である

介助の状況や歩ける距離等
・ハイキングが趣味だが腰痛のため
中断している。
・20分以上歩くと腰に痛みが生じる
・痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できる。

2.日常生活（家庭生活）について

日用品の買い物を自分で
選んでしていますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。
重い荷物の買い物は、家族に頼んで
いる。

預貯金の出し入れをしてい
ますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者

本人：痛みさえ治まればハイキングを
再開したい。

・足腰に負担がかかっていることによ
る脊柱管狭窄症の悪化

・脊柱管狭窄症ため、歩行に支障が
ある。痛みのコントロールを行ないな
がら、下肢筋力強化のためのリハビリ
の実施が必要

家族：楽に移動してほしい。

７３歳の 4月2日・5月7日

介護予防支援アセスメント用情報収集シート　（例）

氏名：　雲取　茜　様　 　年齢：　７３　　歳　　　　　性別：　男　･　女 ７３歳の

考えられる原因

家族と良く話をしています
か

■ はい
□ いいえ

娘とはほぼ毎日会い、月１回は子ど
もたち家族全員と集まる機会がある。

本人・家族の意向

その他

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

その他

・痛みが悪化する時の状況の把握を
していく必要がある
・唾液の分泌を促すなど口腔機能向
上の支援が必要である

家族：痛みの強いときは、できる限り
病院に付き添うようにしたい。

本人：ハイキングの再開や喫茶店に
行き、おしゃべりしたい。
家族：母を頼りにしているが、無理をさ
せたくない。

・痛みによる外出の機会が少なくなっ
ている。

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み
があるため、活動量の減少や体を動
かすことが億劫に感じることがあり、
体を横にすることがある。
・唾液の分泌量の減少等、口腔機能
の低下が疑われる。

留意点
・長女長男に頼りにされていることが
生活の張り合いにつながっているた
め、現在の生活スタイルを維持するこ
とが必要である。
・地域や友人との交流の機会が維持
できるよう配慮が必要

家族や友人、近隣の人た
ちから支援を受けることが
できますか

■ 現在受けている
□ 現在は受けていないが

受けることはできる
□ 受けられない

受けられない理由

5.その他の確認事項について

自分のことは自分で決め
ていますか

■ 決めている
□ 決めていない

主な決定者

住まいのことで何か問題は
ありますか

□ 特に問題なし
■ 問題あり

問題点
段差部分につかまる所がない

経済的な状況はどうです
か

■ 特に問題なし
□ 問題あり

問題点

自分で物忘れがあると思
いますか

□ はい
■ いいえ

トイレの失敗はありますか
□ 良くある
□ たまにある
■ ない

よく眠れていますか
■ はい
□ いいえ

睡眠時間
トイレで２、３回起きてしまうが、22時
から6時の8時間睡眠している。

薬を飲み忘れず管理して
いますか

■ はい
□ いいえ

服薬の内容・管理している人
　本人

定期的に受診しています
か

■ している
□ していない

内容・していない理由等
・痛みがひどい時の通院がつらく、家
族が付き添うこともある。

身だしなみや身体の清潔
を心がけていますか

■ はい
□ いいえ

喫煙･飲酒の状態はどうで
すか

■ 両方ともしない
□ 喫煙する
□ 飲酒する

喫煙　１日　 　本

飲酒量

4.健康管理について

健康であると思いますか
□ はい
■ いいえ

疾病状況
・脊柱管狭窄症による腰痛等
・高血圧症（服薬により安定）
・月に数回、食事中にむせることや口
の渇きが気になることがある。

運動をしたり休養をとった
りしていますか

□ している
■ していない

内容・していない理由等
・腰痛のためハイキングには行けなく
なったが、痛みを調整して、日常の家
事は続けている。

仕事を続けていますか
（自営業や簡単な作業）

□ はい
■ いいえ

仕事の内容

ボランティア活動や老人ク
ラブ・町内会の活動に参加
していますか

■ はい
□ いいえ

参加の状況
公民館で書道を習っているが、回数
は減っている。

家庭や地域での役割を
持っていますか

■ はい
□ いいえ

具体的な役割
孫の保育園の送迎や娘家族分の調
理等

趣味や楽しみ、好きでやっ
ていることはありますか

■ はい
□ いいえ

趣味や楽しみの内容
・公民館活動（書道）をしているが、痛
みのため参加できないこともある。
・歩いて２０分の喫茶店に行けないこ
とが増えた。

友人や近隣の人たちとの
関係は良いですか

■ はい
□ いいえ

・ハイキングやお茶のみ仲間が心配
をしてくれている。

友人を招いたり、友人の家
を訪問したりしていますか

□ はい
■ いいえ

3.社会参加･対人関係･コミュニケーションについて

テレビ・新聞など社会の出
来事に関心がありますか

■ はい
□ いいえ

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

本人：痛みを調整して、楽に動きた
い。家族や知人とおいしく食事をした
い。血圧測定し、服薬を続ける。
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4月2日・5月7日

66



4月2日・5月7日

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み

本人：痛みがなければもっと動きた
い。

家族：母がいることで助かっている
が、無理をさせたくない。

・娘家族の世話を行う事に自分の役
割を感じているが、無理をすることで
症状の悪化を招くことがあるので注意
が必要

掃除を自分で行っています
か

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

洗濯・ゴミ捨てなどを自分
で行っていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

花木・ペットなどの世話を
自分で行っていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
体調が良い時に花木に水やりを行っ
ている。

公的書類の届けや契約な
どを自分で行っていますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者

場面や季節・天気に合わ
せて着るものや履くものな
どを着用していますか

■ はい
□ いいえ

主な決定者

献立を考え自分で調理をし
ていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、娘家
族分の食事作りも手伝っている。

交通機関を利用して外出
することができますか

□ ひとりでできる
《利用している交通機関》
電車・バス・タクシー・車運転・
自転車・その他（ ）
■ 介助がないとできない

介助の状況

痛みが強い時にのみ付き添い

階段・段差の昇降は壁や
手すりを伝わらずできます
か

□ はい
■ いいえ

痛みが強い時は、階段・段差の昇降
に時間がかかる。

1週間にどのくらい外出し
ていますか

■ 毎日
□ ２～3日程度
□ ４～5日程度
□ 1日程度

外出理由

・保育園の送迎
・公民館での書道
・近所の友人と買い物等

介護予防支援アセスメント用情報収集シート　（例）

氏名：　雲取　茜　様　 　年齢：　７３　　歳　　　　　性別：　男　･　女

1.運動・移動について

自宅内を転倒の不安なく
歩くことができますか

□ はい
■ 手すりや杖に頼らないと

不安である
□ 介助を受けている

転倒不安の内容
腰痛あり。立ち上がりに時間がかか
ることがある。最近は、痛みが強く横
になっていることがある。

屋外を安全に歩くことがで
きますか

□ はい
■ 自宅の周辺なら歩ける
□ 杖や補助具が必要である
□ 介助があれば歩ける
□ 車椅子が必要である

介助の状況や歩ける距離等
・ハイキングが趣味だが腰痛のため
中断している。
・20分以上歩くと腰に痛みが生じる
・痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できる。

2.日常生活（家庭生活）について

日用品の買い物を自分で
選んでしていますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。
重い荷物の買い物は、家族に頼んで
いる。

預貯金の出し入れをしてい
ますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者

本人：痛みさえ治まればハイキングを
再開したい。

・足腰に負担がかかっていることによ
る脊柱管狭窄症の悪化

・脊柱管狭窄症ため、歩行に支障が
ある。痛みのコントロールを行ないな
がら、下肢筋力強化のためのリハビリ
の実施が必要

家族：楽に移動してほしい。

７３歳の 4月2日・5月7日

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女 ７３歳の

考えられる原因

家族と良く話をしています
か

■　はい
□ いいえ

娘とはほぼ毎日会い、月１回は子ど
もたち家族全員と集まる機会がある。

本人・家族の意向

その他

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

その他

・痛みが悪化する時の状況の把握を
していく必要がある
・唾液の分泌を促すなど口腔機能向
上の支援が必要である

家族：痛みの強いときは、できる限り
病院に付き添うようにしたい。

本人：ハイキングの再開や喫茶店に
行き、おしゃべりしたい。
家族：母を頼りにしているが、無理をさ
せたくない。

・痛みによる外出の機会が少なくなっ
ている。

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み
があるため、活動量の減少や体を動
かすことが億劫に感じることがあり、
体を横にすることがある。
・唾液の分泌量の減少等、口腔機能
の低下が疑われる。

留意点
・長女長男に頼りにされていることが
生活の張り合いにつながっているた
め、現在の生活スタイルを維持するこ
とが必要である。
・地域や友人との交流の機会が維持
できるよう配慮が必要

家族や友人、近隣の人た
ちから支援を受けることが
できますか

■　現在受けている
□　現在は受けていないが
　　受けることはできる
□　受けられない

受けられない理由

5.その他の確認事項について

自分のことは自分で決め
ていますか

■　決めている
□　決めていない

主な決定者

住まいのことで何か問題は
ありますか

□　特に問題なし
■　問題あり

問題点
段差部分につかまる所がない

経済的な状況はどうです
か

■　特に問題なし
□　問題あり

問題点

自分で物忘れがあると思
いますか

□　はい
■ いいえ

トイレの失敗はありますか
□　良くある
□　たまにある
■　ない

よく眠れていますか
■　はい
□ いいえ

睡眠時間
トイレで２、３回起きてしまうが、22時
から6時の8時間睡眠している。

薬を飲み忘れず管理して
いますか

■　はい
□ いいえ

服薬の内容・管理している人
　本人

定期的に受診しています
か

■ している
□ していない

内容・していない理由等
・痛みがひどい時の通院がつらく、家
族が付き添うこともある。

身だしなみや身体の清潔
を心がけていますか

■　はい
□ いいえ

喫煙･飲酒の状態はどうで
すか

■ 両方ともしない
□　喫煙する
□　飲酒する

喫煙 １日 　本

飲酒量

4.健康管理について

健康であると思いますか
□　はい
■ いいえ

疾病状況
・脊柱管狭窄症による腰痛等
・高血圧症（服薬により安定）
・月に数回、食事中にむせることや口
の渇きが気になることがある。

運動をしたり休養をとった
りしていますか

□ している
■ していない

内容・していない理由等
・腰痛のためハイキングには行けなく
なったが、痛みを調整して、日常の家
事は続けている。

仕事を続けていますか
（自営業や簡単な作業）

□　はい
■ いいえ

仕事の内容

ボランティア活動や老人ク
ラブ・町内会の活動に参加
していますか

■　はい
□ いいえ

参加の状況
公民館で書道を習っているが、回数
は減っている。

家庭や地域での役割を
持っていますか

■　はい
□ いいえ

具体的な役割
孫の保育園の送迎や娘家族分の調
理等

趣味や楽しみ、好きでやっ
ていることはありますか

■　はい
□ いいえ

趣味や楽しみの内容
・公民館活動（書道）をしているが、痛
みのため参加できないこともある。
・歩いて２０分の喫茶店に行けないこ
とが増えた。

友人や近隣の人たちとの
関係は良いですか

■　はい
□ いいえ

・ハイキングやお茶のみ仲間が心配
をしてくれている。

友人を招いたり、友人の家
を訪問したりしていますか

□　はい
■ いいえ

3.社会参加･対人関係･コミュニケーションについて

テレビ・新聞など社会の出
来事に関心がありますか

■　はい
□ いいえ

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

本人：痛みを調整して、楽に動きた
い。家族や知人とおいしく食事をした
い。血圧測定し、服薬を続ける。

4月2日・5月7日

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み

本人：痛みがなければもっと動きた
い。

家族：母がいることで助かっている
が、無理をさせたくない。

・娘家族の世話を行う事に自分の役
割を感じているが、無理をすることで
症状の悪化を招くことがあるので注意
が必要

掃除を自分で行っています
か

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

洗濯・ゴミ捨てなどを自分
で行っていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

花木・ペットなどの世話を
自分で行っていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
体調が良い時に花木に水やりを行っ
ている。

公的書類の届けや契約な
どを自分で行っていますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者

場面や季節・天気に合わ
せて着るものや履くものな
どを着用していますか

■　はい
□ いいえ

主な決定者

献立を考え自分で調理をし
ていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、娘家
族分の食事作りも手伝っている。

交通機関を利用して外出
することができますか

□ ひとりでできる
《利用している交通機関》
電車・バス・タクシー・車運転・
自転車・その他（　　　　　　　　）
■　介助がないとできない

介助の状況

痛みが強い時にのみ付き添い

階段・段差の昇降は壁や
手すりを伝わらずできます
か

□　はい
■ いいえ

痛みが強い時は、階段・段差の昇降
に時間がかかる。

1週間にどのくらい外出し
ていますか

■　毎日
□　２～3日程度
□　４～5日程度
□　1日程度

外出理由

・保育園の送迎
・公民館での書道
・近所の友人と買い物等

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女

1.運動・移動について

自宅内を転倒の不安なく
歩くことができますか

□　はい
■　手すりや杖に頼らないと
　　不安である
□　介助を受けている

転倒不安の内容
腰痛あり。立ち上がりに時間がかか
ることがある。最近は、痛みが強く横
になっていることがある。

屋外を安全に歩くことがで
きますか

□　はい
■　自宅の周辺なら歩ける
□　杖や補助具が必要である
□　介助があれば歩ける
□　車椅子が必要である

介助の状況や歩ける距離等
・ハイキングが趣味だが腰痛のため
中断している。
・20分以上歩くと腰に痛みが生じる
・痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できる。

2.日常生活（家庭生活）について

日用品の買い物を自分で
選んでしていますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。
重い荷物の買い物は、家族に頼んで
いる。

預貯金の出し入れをしてい
ますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者

本人：痛みさえ治まればハイキングを
再開したい。

・足腰に負担がかかっていることによ
る脊柱管狭窄症の悪化

・脊柱管狭窄症ため、歩行に支障が
ある。痛みのコントロールを行ないな
がら、下肢筋力強化のためのリハビリ
の実施が必要

家族：楽に移動してほしい。

７３歳の 4月2日・5月7日

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女 ７３歳の

考えられる原因

家族と良く話をしています
か

■ はい
□ いいえ

娘とはほぼ毎日会い、月１回は子ど
もたち家族全員と集まる機会がある。

本人・家族の意向

その他

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

その他

・痛みが悪化する時の状況の把握を
していく必要がある
・唾液の分泌を促すなど口腔機能向
上の支援が必要である

家族：痛みの強いときは、できる限り
病院に付き添うようにしたい。

本人：ハイキングの再開や喫茶店に
行き、おしゃべりしたい。
家族：母を頼りにしているが、無理をさ
せたくない。

・痛みによる外出の機会が少なくなっ
ている。

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み
があるため、活動量の減少や体を動
かすことが億劫に感じることがあり、
体を横にすることがある。
・唾液の分泌量の減少等、口腔機能
の低下が疑われる。

留意点
・長女長男に頼りにされていることが
生活の張り合いにつながっているた
め、現在の生活スタイルを維持するこ
とが必要である。
・地域や友人との交流の機会が維持
できるよう配慮が必要

家族や友人、近隣の人た
ちから支援を受けることが
できますか

■ 現在受けている
□ 現在は受けていないが

受けることはできる
□ 受けられない

受けられない理由

5.その他の確認事項について

自分のことは自分で決め
ていますか

■ 決めている
□ 決めていない

主な決定者

住まいのことで何か問題は
ありますか

□ 特に問題なし
■ 問題あり

問題点
段差部分につかまる所がない

経済的な状況はどうです
か

■ 特に問題なし
□ 問題あり

問題点

自分で物忘れがあると思
いますか

□ はい
■ いいえ

トイレの失敗はありますか
□ 良くある
□ たまにある
■ ない

よく眠れていますか
■ はい
□ いいえ

睡眠時間
トイレで２、３回起きてしまうが、22時
から6時の8時間睡眠している。

薬を飲み忘れず管理して
いますか

■ はい
□ いいえ

服薬の内容・管理している人
　本人

定期的に受診しています
か

■ している
□ していない

内容・していない理由等
・痛みがひどい時の通院がつらく、家
族が付き添うこともある。

身だしなみや身体の清潔
を心がけていますか

■ はい
□ いいえ

喫煙･飲酒の状態はどうで
すか

■ 両方ともしない
□ 喫煙する
□ 飲酒する

喫煙 １日 本

飲酒量

4.健康管理について

健康であると思いますか
□ はい
■ いいえ

疾病状況
・脊柱管狭窄症による腰痛等
・高血圧症（服薬により安定）
・月に数回、食事中にむせることや口
の渇きが気になることがある。

運動をしたり休養をとった
りしていますか

□ している
■ していない

内容・していない理由等
・腰痛のためハイキングには行けなく
なったが、痛みを調整して、日常の家
事は続けている。

仕事を続けていますか
（自営業や簡単な作業）

□ はい
■ いいえ

仕事の内容

ボランティア活動や老人ク
ラブ・町内会の活動に参加
していますか

■ はい
□ いいえ

参加の状況
公民館で書道を習っているが、回数
は減っている。

家庭や地域での役割を
持っていますか

■ はい
□ いいえ

具体的な役割
孫の保育園の送迎や娘家族分の調
理等

趣味や楽しみ、好きでやっ
ていることはありますか

■ はい
□ いいえ

趣味や楽しみの内容
・公民館活動（書道）をしているが、痛
みのため参加できないこともある。
・歩いて２０分の喫茶店に行けないこ
とが増えた。

友人や近隣の人たちとの
関係は良いですか

■ はい
□ いいえ

・ハイキングやお茶のみ仲間が心配
をしてくれている。

友人を招いたり、友人の家
を訪問したりしていますか

□ はい
■ いいえ

3.社会参加･対人関係･コミュニケーションについて

テレビ・新聞など社会の出
来事に関心がありますか

■ はい
□ いいえ

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

本人：痛みを調整して、楽に動きた
い。家族や知人とおいしく食事をした
い。血圧測定し、服薬を続ける。

66

4月2日・5月7日

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み

本人：痛みがなければもっと動きた
い。

家族：母がいることで助かっている
が、無理をさせたくない。

・娘家族の世話を行う事に自分の役
割を感じているが、無理をすることで
症状の悪化を招くことがあるので注意
が必要

掃除を自分で行っています
か

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

洗濯・ゴミ捨てなどを自分
で行っていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

花木・ペットなどの世話を
自分で行っていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
体調が良い時に花木に水やりを行っ
ている。

公的書類の届けや契約な
どを自分で行っていますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者

場面や季節・天気に合わ
せて着るものや履くものな
どを着用していますか

■ はい
□ いいえ

主な決定者

献立を考え自分で調理をし
ていますか

■ はい
□ 手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、娘家
族分の食事作りも手伝っている。

交通機関を利用して外出
することができますか

□ ひとりでできる
《利用している交通機関》
電車・バス・タクシー・車運転・
自転車・その他（ ）
■ 介助がないとできない

介助の状況

痛みが強い時にのみ付き添い

階段・段差の昇降は壁や
手すりを伝わらずできます
か

□ はい
■ いいえ

痛みが強い時は、階段・段差の昇降
に時間がかかる。

1週間にどのくらい外出し
ていますか

■ 毎日
□ ２～3日程度
□ ４～5日程度
□ 1日程度

外出理由

・保育園の送迎
・公民館での書道
・近所の友人と買い物等

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女

1.運動・移動について

自宅内を転倒の不安なく
歩くことができますか

□ はい
■ 手すりや杖に頼らないと

不安である
□ 介助を受けている

転倒不安の内容
腰痛あり。立ち上がりに時間がかか
ることがある。最近は、痛みが強く横
になっていることがある。

屋外を安全に歩くことがで
きますか

□ はい
■ 自宅の周辺なら歩ける
□ 杖や補助具が必要である
□ 介助があれば歩ける
□ 車椅子が必要である

介助の状況や歩ける距離等
・ハイキングが趣味だが腰痛のため
中断している。
・20分以上歩くと腰に痛みが生じる
・痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できる。

2.日常生活（家庭生活）について

日用品の買い物を自分で
選んでしていますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。
重い荷物の買い物は、家族に頼んで
いる。

預貯金の出し入れをしてい
ますか

■ はい
□ 自分で考えて頼んでいる
□ 人に任せている

主な支援者

本人：痛みさえ治まればハイキングを
再開したい。

・足腰に負担がかかっていることによ
る脊柱管狭窄症の悪化

・脊柱管狭窄症ため、歩行に支障が
ある。痛みのコントロールを行ないな
がら、下肢筋力強化のためのリハビリ
の実施が必要

家族：楽に移動してほしい。

７３歳の 4月2日・5月7日

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女 ７３歳の

考えられる原因

家族と良く話をしています
か

■　はい
□ いいえ

娘とはほぼ毎日会い、月１回は子ど
もたち家族全員と集まる機会がある。

本人・家族の意向

その他

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

その他

・痛みが悪化する時の状況の把握を
していく必要がある
・唾液の分泌を促すなど口腔機能向
上の支援が必要である

家族：痛みの強いときは、できる限り
病院に付き添うようにしたい。

本人：ハイキングの再開や喫茶店に
行き、おしゃべりしたい。
家族：母を頼りにしているが、無理をさ
せたくない。

・痛みによる外出の機会が少なくなっ
ている。

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み
があるため、活動量の減少や体を動
かすことが億劫に感じることがあり、
体を横にすることがある。
・唾液の分泌量の減少等、口腔機能
の低下が疑われる。

留意点
・長女長男に頼りにされていることが
生活の張り合いにつながっているた
め、現在の生活スタイルを維持するこ
とが必要である。
・地域や友人との交流の機会が維持
できるよう配慮が必要

家族や友人、近隣の人た
ちから支援を受けることが
できますか

■　現在受けている
□　現在は受けていないが
　　受けることはできる
□　受けられない

受けられない理由

5.その他の確認事項について

自分のことは自分で決め
ていますか

■　決めている
□　決めていない

主な決定者

住まいのことで何か問題は
ありますか

□　特に問題なし
■　問題あり

問題点
段差部分につかまる所がない

経済的な状況はどうです
か

■　特に問題なし
□　問題あり

問題点

自分で物忘れがあると思
いますか

□　はい
■ いいえ

トイレの失敗はありますか
□　良くある
□　たまにある
■　ない

よく眠れていますか
■　はい
□ いいえ

睡眠時間
トイレで２、３回起きてしまうが、22時
から6時の8時間睡眠している。

薬を飲み忘れず管理して
いますか

■　はい
□ いいえ

服薬の内容・管理している人
　本人

定期的に受診しています
か

■ している
□ していない

内容・していない理由等
・痛みがひどい時の通院がつらく、家
族が付き添うこともある。

身だしなみや身体の清潔
を心がけていますか

■　はい
□ いいえ

喫煙･飲酒の状態はどうで
すか

■ 両方ともしない
□　喫煙する
□　飲酒する

喫煙 １日 　本

飲酒量

4.健康管理について

健康であると思いますか
□　はい
■ いいえ

疾病状況
・脊柱管狭窄症による腰痛等
・高血圧症（服薬により安定）
・月に数回、食事中にむせることや口
の渇きが気になることがある。

運動をしたり休養をとった
りしていますか

□ している
■ していない

内容・していない理由等
・腰痛のためハイキングには行けなく
なったが、痛みを調整して、日常の家
事は続けている。

仕事を続けていますか
（自営業や簡単な作業）

□　はい
■ いいえ

仕事の内容

ボランティア活動や老人ク
ラブ・町内会の活動に参加
していますか

■　はい
□ いいえ

参加の状況
公民館で書道を習っているが、回数
は減っている。

家庭や地域での役割を
持っていますか

■　はい
□ いいえ

具体的な役割
孫の保育園の送迎や娘家族分の調
理等

趣味や楽しみ、好きでやっ
ていることはありますか

■　はい
□ いいえ

趣味や楽しみの内容
・公民館活動（書道）をしているが、痛
みのため参加できないこともある。
・歩いて２０分の喫茶店に行けないこ
とが増えた。

友人や近隣の人たちとの
関係は良いですか

■　はい
□ いいえ

・ハイキングやお茶のみ仲間が心配
をしてくれている。

友人を招いたり、友人の家
を訪問したりしていますか

□　はい
■ いいえ

3.社会参加･対人関係･コミュニケーションについて

テレビ・新聞など社会の出
来事に関心がありますか

■　はい
□ いいえ

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

本人：痛みを調整して、楽に動きた
い。家族や知人とおいしく食事をした
い。血圧測定し、服薬を続ける。

4月2日・5月7日

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み

本人：痛みがなければもっと動きた
い。

家族：母がいることで助かっている
が、無理をさせたくない。

・娘家族の世話を行う事に自分の役
割を感じているが、無理をすることで
症状の悪化を招くことがあるので注意
が必要

掃除を自分で行っています
か

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

洗濯・ゴミ捨てなどを自分
で行っていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。

花木・ペットなどの世話を
自分で行っていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
体調が良い時に花木に水やりを行っ
ている。

公的書類の届けや契約な
どを自分で行っていますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者

場面や季節・天気に合わ
せて着るものや履くものな
どを着用していますか

■　はい
□ いいえ

主な決定者

献立を考え自分で調理をし
ていますか

■　はい
□　手伝ってもらえればできる
□ いいえ

支援内容等
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、娘家
族分の食事作りも手伝っている。

交通機関を利用して外出
することができますか

□ ひとりでできる
《利用している交通機関》
電車・バス・タクシー・車運転・
自転車・その他（　　　　　　　　）
■　介助がないとできない

介助の状況

痛みが強い時にのみ付き添い

階段・段差の昇降は壁や
手すりを伝わらずできます
か

□　はい
■ いいえ

痛みが強い時は、階段・段差の昇降
に時間がかかる。

1週間にどのくらい外出し
ていますか

■　毎日
□　２～3日程度
□　４～5日程度
□　1日程度

外出理由

・保育園の送迎
・公民館での書道
・近所の友人と買い物等

介護予防支援アセスメント用情報収集シート （例）

氏名：　雲取 茜 様 　年齢：　７３ 　歳 性別：　男　･　女

1.運動・移動について

自宅内を転倒の不安なく
歩くことができますか

□　はい
■　手すりや杖に頼らないと
　　不安である
□　介助を受けている

転倒不安の内容
腰痛あり。立ち上がりに時間がかか
ることがある。最近は、痛みが強く横
になっていることがある。

屋外を安全に歩くことがで
きますか

□　はい
■　自宅の周辺なら歩ける
□　杖や補助具が必要である
□　介助があれば歩ける
□　車椅子が必要である

介助の状況や歩ける距離等
・ハイキングが趣味だが腰痛のため
中断している。
・20分以上歩くと腰に痛みが生じる
・痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できる。

2.日常生活（家庭生活）について

日用品の買い物を自分で
選んでしていますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者
痛みの強い時は、座薬を使用すれ
ば、４時間程度活動できるので、自分
のペースで行っている。
重い荷物の買い物は、家族に頼んで
いる。

預貯金の出し入れをしてい
ますか

■　はい
□　自分で考えて頼んでいる
□　人に任せている

主な支援者

本人：痛みさえ治まればハイキングを
再開したい。

・足腰に負担がかかっていることによ
る脊柱管狭窄症の悪化

・脊柱管狭窄症ため、歩行に支障が
ある。痛みのコントロールを行ないな
がら、下肢筋力強化のためのリハビリ
の実施が必要

家族：楽に移動してほしい。

７３歳の 4月2日・5月7日

介護予防支援アセスメント用情報収集シート　（例）

氏名：　雲取　茜　様　 　年齢：　７３　　歳　　　　　性別：　男　･　女 ７３歳の

考えられる原因

家族と良く話をしています
か

■ はい
□ いいえ

娘とはほぼ毎日会い、月１回は子ど
もたち家族全員と集まる機会がある。

本人・家族の意向

その他

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

考えられる原因

留意点

本人・家族の意向

その他

その他

・痛みが悪化する時の状況の把握を
していく必要がある
・唾液の分泌を促すなど口腔機能向
上の支援が必要である

家族：痛みの強いときは、できる限り
病院に付き添うようにしたい。

本人：ハイキングの再開や喫茶店に
行き、おしゃべりしたい。
家族：母を頼りにしているが、無理をさ
せたくない。

・痛みによる外出の機会が少なくなっ
ている。

・脊柱管狭窄症等による足腰の痛み
があるため、活動量の減少や体を動
かすことが億劫に感じることがあり、
体を横にすることがある。
・唾液の分泌量の減少等、口腔機能
の低下が疑われる。

留意点
・長女長男に頼りにされていることが
生活の張り合いにつながっているた
め、現在の生活スタイルを維持するこ
とが必要である。
・地域や友人との交流の機会が維持
できるよう配慮が必要

家族や友人、近隣の人た
ちから支援を受けることが
できますか

■ 現在受けている
□ 現在は受けていないが

受けることはできる
□ 受けられない

受けられない理由

5.その他の確認事項について

自分のことは自分で決め
ていますか

■ 決めている
□ 決めていない

主な決定者

住まいのことで何か問題は
ありますか

□ 特に問題なし
■ 問題あり

問題点
段差部分につかまる所がない

経済的な状況はどうです
か

■ 特に問題なし
□ 問題あり

問題点

自分で物忘れがあると思
いますか

□ はい
■ いいえ

トイレの失敗はありますか
□ 良くある
□ たまにある
■ ない

よく眠れていますか
■ はい
□ いいえ

睡眠時間
トイレで２、３回起きてしまうが、22時
から6時の8時間睡眠している。

薬を飲み忘れず管理して
いますか

■ はい
□ いいえ

服薬の内容・管理している人
　本人

定期的に受診しています
か

■ している
□ していない

内容・していない理由等
・痛みがひどい時の通院がつらく、家
族が付き添うこともある。

身だしなみや身体の清潔
を心がけていますか

■ はい
□ いいえ

喫煙･飲酒の状態はどうで
すか

■ 両方ともしない
□ 喫煙する
□ 飲酒する

喫煙　１日　 　本

飲酒量

4.健康管理について

健康であると思いますか
□ はい
■ いいえ

疾病状況
・脊柱管狭窄症による腰痛等
・高血圧症（服薬により安定）
・月に数回、食事中にむせることや口
の渇きが気になることがある。

運動をしたり休養をとった
りしていますか

□ している
■ していない

内容・していない理由等
・腰痛のためハイキングには行けなく
なったが、痛みを調整して、日常の家
事は続けている。

仕事を続けていますか
（自営業や簡単な作業）

□ はい
■ いいえ

仕事の内容

ボランティア活動や老人ク
ラブ・町内会の活動に参加
していますか

■ はい
□ いいえ

参加の状況
公民館で書道を習っているが、回数
は減っている。

家庭や地域での役割を
持っていますか

■ はい
□ いいえ

具体的な役割
孫の保育園の送迎や娘家族分の調
理等

趣味や楽しみ、好きでやっ
ていることはありますか

■ はい
□ いいえ

趣味や楽しみの内容
・公民館活動（書道）をしているが、痛
みのため参加できないこともある。
・歩いて２０分の喫茶店に行けないこ
とが増えた。

友人や近隣の人たちとの
関係は良いですか

■ はい
□ いいえ

・ハイキングやお茶のみ仲間が心配
をしてくれている。

友人を招いたり、友人の家
を訪問したりしていますか

□ はい
■ いいえ

3.社会参加･対人関係･コミュニケーションについて

テレビ・新聞など社会の出
来事に関心がありますか

■ はい
□ いいえ

近所の方からおかずをもらうことがあ
る。

本人：痛みを調整して、楽に動きた
い。家族や知人とおいしく食事をした
い。血圧測定し、服薬を続ける。
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ＮＮ
ｏｏ
．．

様様

　　
認認

定定
のの

有有
効効

期期
間間

  
～～

計計
画画

作作
成成

者者
氏氏

名名

計計
画画

作作
成成

（（
変変

更更
））
日日

【【
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

記記
入入

欄欄
】】
　　
※※

委委
託託

のの
場場

合合
【【
利利

用用
者者

記記
入入

欄欄
】】

初初
回回

・・
紹紹

介介
・・
継継

続続
認認

定定
済済

・・
申申

請請
中中

要要
支支

援援
11
  ・・
要要

支支
援援

２２
地地

域域
支支

援援
事事

　　
　　
業業

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
１１
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

認認
定定

年年
月月

日日
５

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
  
３３

００
日日

日
ノ

原
　

楓
担担

当当
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

計計
画画

作作
成成

事事
業業

者者
事事

業業
所所

名名
及及

びび
所所

在在
地地

（（
連連

絡絡
先先

））

5
月

8
日

　　
（（
初初

回回
作作

成成
日日

　　
　　
　　
　　
　　
　　

　　
5
月月

8
日日

））

Ｂ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
東

京
都

Ｃ
市

〇
〇

町
×

丁
目

×
－

×
　

　
0
×

×
－

×
×

×
－

×
×

×
×

目目
標標

とと
すす

るる
生生

活活

１
日

、
１
週

間
、

ま
た
は

１
月

自
分

の
ペ

ー
ス

で
家

事
を

行
う

。
週

に
１

度
は

喫
茶

店
に

行
き

、
書

道
も

続
け

る
。

１
　
年

近
場

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
を

再
開

す
る

。

総総
合合

的的
なな
方方

針針
（（
生生

活活
のの

不不
活活

発発
化化

のの
改改

善善
・・
予予

防防
のの

ポポ
イイ
ンン
トト
））

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
主

婦
と

し
て

、
母

と
し

て
、

祖
母

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

公
民

館
で

の
書

道
や

外
出

の
機

会
を

通
じ

て
、

友
人

や
知

人
と

の
交

流
も

大
切

に
し

て
暮

ら
し

て
い

く
。

担担
当当

地地
域域

包包
括括

支支
援援

セセ
ンン
タタ
ーー

名
称

確
認

介 介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
にに
つつ

いい
てて
、、
同同

意意
いい
たた

しし
まま
すす

。。

　　
年年

　　
　　
月月

　　
　　
日日

　　
氏氏

名名
　　

　　
印印

意
見

Ａ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

【【
健健

康康
状状

態態
にに
つつ

いい
てて
：：
主主

治治
医医

意意
見見

書書
、、
健健

診診
結結

果果
、、
観観

察察
結結

果果
等等

をを
踏踏

まま
ええ
たた
留留

意意
点点

】】
【【
必必

要要
なな
事事

業業
ププ
ロロ
ググ

ララ
ムム

】】

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
２２
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

年年
５５
月月

８８
日日

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

物
忘

れ
予

防
う
つ
予

防

５
／

５
０

／
２

２
／

３
１

／
２

０
／

３
２

／
５

運
動

器
の

機
能

向
上

栄
養

改
善

口
腔

機
能

の
向

上
閉

じ
こ
も
り

予
防

具
体

策
に
つ
い
て
の

本
人

・
家

族
の

意
向

運運
動動

・・
移移

動動
にに
つつ

いい
てて

　
□

有
　
　
□

無

①
脊

柱
管

狭
窄

症
の

悪
化

に
よ
り
腰

痛
等

が
あ
り
、
定

期
的

な
受

診
・
痛

み
止

め
の

注
射

や
座

薬
・
内

服
等

の
処

方
を
受

け
て

い
る
。

②
月

に
数

回
、
食

事
中

に
む

せ
る
こ
と
や

口
の

渇
き
が

気
に

な
っ
て
い
る
。

③
高

血
圧

症
が

あ
り
、
定

期
通

院
・
内

服
加

療
中

で
血

圧
は

安
定

し
て
い
る
。

①
痛

み
が

悪
化

す
る
時

の
状

況
の

把
握

を
し
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

②
年

齢
に
よ
る
も
の

か
、

唾
液

の
分

泌
が

少
な
く

な
っ
て
い
る
。

立
ち
上

が
り
や

、
段

差
等

の
昇

降
に
つ
い
て
時

間
が

か
か

る
。

趣
味

の
ハ

イ
キ
ン
グ
が

腰
の

痛
み

の
た
め

中
断

す
る
な
ど
、
行

動
範

囲
が

減
少

。
2
0
分

以
上

歩
く
と
腰

に
痛

み
が

生
じ
る
た

め
、
外

出
の

機
会

も
減

っ
て
き
て
い
る
。

１
．
腰

や
足

に
負

担
が

か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

痛
み

が
増

し
、
活

動
が

低
下

し
て
い
る
た
め

、
負

担
を

取
り
除

い
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
本

人
・
家

族
の

意
欲

・
意

向
背

景
・
原

因
総

合
的

課
題

課
題

に
対

す
る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

本
人

：
痛

み
さ
え
治

ま
れ

ば
ハ

イ
キ

ン
グ
を
再

開
し
た
い
。

社社
会会

参参
加加

、、
対対

人人
関関

係係
・・
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ

ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
ハ

イ
キ

ン
グ
の

再
開

や
喫

茶
店

に
行

き
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た

い
。

家
族

：
母

を
頼

り
に
し
て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な
い
。

　
□

有
　
　
□

無

１
目

標
：

主
婦

・
母

・
祖

母
と

し
て

の
役

割
を

続
け

る
。

具
体

策
①

痛
み

に
対

す
る

適
切

な
治

療
に

つ
い

て
主

治
医

に
相

談
②

手
す

り
等

の
設

置
を

行
い

、
立

ち
上

が
り

や
段

差
等

の
生

活
動

作
の

負
担

を
軽

減
③

医
師

と
相

談
し

可
能

な
ら

痛
み

の
伴

わ
な

い
運

動
を

行
う

。
④

歩
行

時
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

歩
行

車
を

使
用

す
る

。
⑤

宅
配

ス
ー

パ
ー

の
利

用
⑥

孫
の

送
迎

を
週

１
回

夫
に

代
わ

っ
て

も
ら

う
。

１
．

(
本

人
)

①
に

つ
い

て
は

、
夫

と
娘

に
同

席
し

て
も

ら
い

、
相

談
し

て
み

る
。

②
そ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
な

ら
使

い
た

い
。

③
昔

ヘ
ル

ニ
ア

を
し

た
時

に
も

体
操

を
す

す
め

ら
れ

た
の

で
、

先
生

が
良

い
と

言
え

ば
痛

み
と

相
談

し
な

が
ら

、
始

め
て

み
た

い
。

④
年

寄
り

み
た

い
で

嫌
。

（
長

女
）

②
父

は
日

曜
大

工
が

得
意

な
の

で
、

父
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

手
す

り
な

ど
の

取
り

付
け

を
考

え
た

い
。

（
夫

）
⑥

週
１

回
く

ら
い

な
ら

時
間

を
調

整
し

て
、

孫
の

送
迎

を
す

る
。

家
族

：
楽

に
移

動
し
て
ほ

し
い
。

痛
み

が
な
い
と
公

民
館

で
の

書
道

に
通

っ
た
り
、
近

所
の

人
と

お
か

ず
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
が

、
喫

茶
店

に
行

け
な
い
こ
と

が
増

え
た
。
娘

家
族

や
息

子
家

族
と
の

交
流

も
盛

ん
で
月

に
１

回
は

皆
で
集

ま
る
機

会
が

あ
る
。

痛
み

を
調

整
し
な
が

ら
、
孫

の
保

育
園

の
送

迎
を
行

っ
て
い

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

り
、
子

供
達

に
も
頼

り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現

状
を
維

持
で
き
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

日日
常常

生生
活活

（（
家家

庭庭
生生

活活
））
にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
が

な
け
れ

ば
も
っ
と

動
け
る
と
思

う
。

家
族

：
母

が
い
る
こ
と
で
助

か
っ

て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な

い
。

　
□

有
　
　
□

無

痛
み

と
付

き
合

い
な
が

ら
家

事
を
行

い
、
無

理
な
い
範

囲
で
娘

家
族

の
世

話
も
行

っ
て
い
る
。

痛
み

の
強

い
時

は
、
座

薬
を
使

用
し
て
４
時

間
程

度
活

動
し
て

い
る
が

、
横

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特

技
は

料
理

。

無
理

を
す

る
こ
と
で
、
更

に
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を
招

く
恐

れ
が

あ
る
。

２
．

家
族

や
知

人
と

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

お
い

し
く

食
事

を
す

る
機

会
を

持
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
目

標
：

唾
液

の
分

泌
量

を
増

や
し

、
お

い
し

く
食

事
を

す
る

。
具

体
策

：
①

口
腔

機
能

向
上

教
室

に
参

加
。

②
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
③

口
腔

体
操

の
実

施

２
．

（
本

人
）

①
ま

だ
、

大
丈

夫
。

ひ
ど

く
な

っ
た

ら
行

く
。

②
③

や
れ

る
時

に
や

る
。

（
長

女
）

本
人

に
任

せ
る

。

脊
柱

管
狭

窄
症

た
め

、
歩

行
に

支
障

が
あ

る
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
な

い
な

が
ら

、
下

肢
筋

力
強

化
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
口

腔
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
た

め
、

口
腔

周
囲

筋
を

鍛
え

る
こ

と
が

必
要

。

健健
康康

管管
理理

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
を
調

整
し
て
、
楽

に
動

き
た
い
。
家

族
や

知
人

と
お
い

し
く
食

事
を
し
た
い
。
血

圧
測

定
し
、
服

薬
を
続

け
る
。

家
族

：
痛

み
の

強
い
と
き
は

、
で
き

る
限

り
病

院
に
付

き
添

う
よ
う
に
し

た
い
。

　
□

有
　
　
□

無

そそ
のの

他他
のの

事事
項項

にに
つつ

いい
てて

　
□

有
　
　
□

無

１
．

腰
や

足
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
痛

み
が

増
し

、
活

動
が

低
下

し
て

い
る

。
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

る
が

現
状

を
維

持
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
表

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様

認認
定定

のの
有有

効効
期期

間間
～～

計計
画画

作作
成成

者者
氏氏

名名

計計
画画

作作
成成

（（
変変

更更
））
日日

【【
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

記記
入入

欄欄
】】

※※
委委

託託
のの

場場
合合

【【
利利

用用
者者

記記
入入

欄欄
】】

初初
回回

・・
紹紹

介介
・・
継継

続続
認認

定定
済済

・・
申申

請請
中中

要要
支支

援援
11
・・
要要

支支
援援

２２
地地

域域
支支

援援
事事

業業

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
１１
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

認認
定定

年年
月月

日日
５

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
３３

００
日日

日
ノ

原
　

楓
担担

当当
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

計計
画画

作作
成成

事事
業業

者者
事事

業業
所所

名名
及及

びび
所所

在在
地地

（（
連連

絡絡
先先

））

5
月

8
日

（（
初初

回回
作作

成成
日日

5
月月

8
日日

））

Ｂ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
東

京
都

Ｃ
市

〇
〇

町
×

丁
目

×
－

×
　

　
0
×

×
－

×
×

×
－

×
×

×
×

目目
標標

とと
すす

るる
生生

活活

１
日

、
１
週

間
、

ま
た
は

１
月

自
分

の
ペ

ー
ス

で
家

事
を

行
う

。
週

に
１

度
は

喫
茶

店
に

行
き

、
書

道
も

続
け

る
。

１
　
年

近
場

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
を

再
開

す
る

。

総総
合合

的的
なな
方方

針針
（（
生生

活活
のの

不不
活活

発発
化化

のの
改改

善善
・・
予予

防防
のの

ポポ
イイ
ンン
トト
））

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
主

婦
と

し
て

、
母

と
し

て
、

祖
母

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

公
民

館
で

の
書

道
や

外
出

の
機

会
を

通
じ

て
、

友
人

や
知

人
と

の
交

流
も

大
切

に
し

て
暮

ら
し

て
い

く
。

担担
当当

地地
域域

包包
括括

支支
援援

セセ
ンン
タタ
ーー

名
称

確
認

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
にに
つつ

いい
てて
、、
同同

意意
いい
たた

しし
まま
すす

。。

年年
月月

日日

氏氏
名名

印印

意
見

Ａ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

【【
健健

康康
状状

態態
にに
つつ

いい
てて
：：
主主

治治
医医

意意
見見

書書
、、
健健

診診
結結

果果
、、
観観

察察
結結

果果
等等

をを
踏踏

まま
ええ
たた
留留

意意
点点

】】
【【
必必

要要
なな
事事

業業
ププ
ロロ
ググ

ララ
ムム

】】

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
２２
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

年年
５５
月月

８８
日日

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

物
忘

れ
予

防
う
つ
予

防

５
／

５
０

／
２

２
／

３
１

／
２

０
／

３
２

／
５

運
動

器
の

機
能

向
上

栄
養

改
善

口
腔

機
能

の
向

上
閉

じ
こ
も
り

予
防

具
体

策
に
つ
い
て
の

本
人

・
家

族
の

意
向

運 運
動動

・・
移移

動動
にに
つつ

いい
てて

□
有

　
□

無

①
脊

柱
管

狭
窄

症
の

悪
化

に
よ
り
腰

痛
等

が
あ
り
、
定

期
的

な
受

診
・
痛

み
止

め
の

注
射

や
座

薬
・
内

服
等

の
処

方
を
受

け
て

い
る
。

②
月

に
数

回
、
食

事
中

に
む

せ
る
こ
と
や

口
の

渇
き
が

気
に

な
っ
て
い
る
。

③
高

血
圧

症
が

あ
り
、
定

期
通

院
・
内

服
加

療
中

で
血

圧
は

安
定

し
て
い
る
。

①
痛

み
が

悪
化

す
る
時

の
状

況
の

把
握

を
し
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

②
年

齢
に
よ
る
も
の

か
、

唾
液

の
分

泌
が

少
な
く

な
っ
て
い
る
。

立
ち
上

が
り
や

、
段

差
等

の
昇

降
に
つ
い
て
時

間
が

か
か

る
。

趣
味

の
ハ

イ
キ
ン
グ
が

腰
の

痛
み

の
た
め

中
断

す
る
な
ど
、
行

動
範

囲
が

減
少

。
2
0
分

以
上

歩
く
と
腰

に
痛

み
が

生
じ
る
た

め
、
外

出
の

機
会

も
減

っ
て
き
て
い
る
。

１
．
腰

や
足

に
負

担
が

か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

痛
み

が
増

し
、
活

動
が

低
下

し
て
い
る
た
め

、
負

担
を

取
り
除

い
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
本

人
・
家

族
の

意
欲

・
意

向
背

景
・
原

因
総

合
的

課
題

課
題

に
対

す
る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

本
人

：
痛

み
さ
え
治

ま
れ

ば
ハ

イ
キ

ン
グ
を
再

開
し
た
い
。

社社
会会

参参
加加

、、
対対

人人
関関

係係
・・
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ

ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
ハ

イ
キ

ン
グ
の

再
開

や
喫

茶
店

に
行

き
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た

い
。

家
族

：
母

を
頼

り
に
し
て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な
い
。

□
有

　
□

無

１
目

標
：

主
婦

・
母

・
祖

母
と

し
て

の
役

割
を

続
け

る
。

具
体

策
①

痛
み

に
対

す
る

適
切

な
治

療
に

つ
い

て
主

治
医

に
相

談
②

手
す

り
等

の
設

置
を

行
い

、
立

ち
上

が
り

や
段

差
等

の
生

活
動

作
の

負
担

を
軽

減
③

医
師

と
相

談
し

可
能

な
ら

痛
み

の
伴

わ
な

い
運

動
を

行
う

。
④

歩
行

時
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

歩
行

車
を

使
用

す
る

。
⑤

宅
配

ス
ー

パ
ー

の
利

用
⑥

孫
の

送
迎

を
週

１
回

夫
に

代
わ

っ
て

も
ら

う
。

１
．

(
本

人
)

①
に

つ
い

て
は

、
夫

と
娘

に
同

席
し

て
も

ら
い

、
相

談
し

て
み

る
。

②
そ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
な

ら
使

い
た

い
。

③
昔

ヘ
ル

ニ
ア

を
し

た
時

に
も

体
操

を
す

す
め

ら
れ

た
の

で
、

先
生

が
良

い
と

言
え

ば
痛

み
と

相
談

し
な

が
ら

、
始

め
て

み
た

い
。

④
年

寄
り

み
た

い
で

嫌
。

（
長

女
）

②
父

は
日

曜
大

工
が

得
意

な
の

で
、

父
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

手
す

り
な

ど
の

取
り

付
け

を
考

え
た

い
。

（
夫

）
⑥

週
１

回
く

ら
い

な
ら

時
間

を
調

整
し

て
、

孫
の

送
迎

を
す

る
。

家
族

：
楽

に
移

動
し
て
ほ

し
い
。

痛
み

が
な
い
と
公

民
館

で
の

書
道

に
通

っ
た
り
、
近

所
の

人
と

お
か

ず
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
が

、
喫

茶
店

に
行

け
な
い
こ
と

が
増

え
た
。
娘

家
族

や
息

子
家

族
と
の

交
流

も
盛

ん
で
月

に
１

回
は

皆
で
集

ま
る
機

会
が

あ
る
。

痛
み

を
調

整
し
な
が

ら
、
孫

の
保

育
園

の
送

迎
を
行

っ
て
い

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

り
、
子

供
達

に
も
頼

り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現

状
を
維

持
で
き
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

日日
常常

生生
活活

（（
家家

庭庭
生生

活活
））
にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
が

な
け
れ

ば
も
っ
と

動
け
る
と
思

う
。

家
族

：
母

が
い
る
こ
と
で
助

か
っ

て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な

い
。

□
有

　
□

無

痛
み

と
付

き
合

い
な
が

ら
家

事
を
行

い
、
無

理
な
い
範

囲
で
娘

家
族

の
世

話
も
行

っ
て
い
る
。

痛
み

の
強

い
時

は
、
座

薬
を
使

用
し
て
４
時

間
程

度
活

動
し
て

い
る
が

、
横

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特

技
は

料
理

。

無
理

を
す

る
こ
と
で
、
更

に
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を
招

く
恐

れ
が

あ
る
。

２
．

家
族

や
知

人
と

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

お
い

し
く

食
事

を
す

る
機

会
を

持
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
目

標
：

唾
液

の
分

泌
量

を
増

や
し

、
お

い
し

く
食

事
を

す
る

。
具

体
策

：
①

口
腔

機
能

向
上

教
室

に
参

加
。

②
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
③

口
腔

体
操

の
実

施

２
．

（
本

人
）

①
ま

だ
、

大
丈

夫
。

ひ
ど

く
な

っ
た

ら
行

く
。

②
③

や
れ

る
時

に
や

る
。

（
長

女
）

本
人

に
任

せ
る

。

脊
柱

管
狭

窄
症

た
め

、
歩

行
に

支
障

が
あ

る
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
な

い
な

が
ら

、
下

肢
筋

力
強

化
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
口

腔
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
た

め
、

口
腔

周
囲

筋
を

鍛
え

る
こ

と
が

必
要

。

健健
康康

管管
理理

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
を
調

整
し
て
、
楽

に
動

き
た
い
。
家

族
や

知
人

と
お
い

し
く
食

事
を
し
た
い
。
血

圧
測

定
し
、
服

薬
を
続

け
る
。

家
族

：
痛

み
の

強
い
と
き
は

、
で
き

る
限

り
病

院
に
付

き
添

う
よ
う
に
し

た
い
。

□
有

　
□

無

そ そ
のの

他他
のの

事事
項項

にに
つつ

いい
てて

□
有

　
□

無

１
．

腰
や

足
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
痛

み
が

増
し

、
活

動
が

低
下

し
て

い
る

。
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

る
が

現
状

を
維

持
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
表

７
３
歳
の

68

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様

認認
定定

のの
有有

効効
期期

間間
～～

計計
画画

作作
成成

者者
氏氏

名名

計計
画画

作作
成成

（（
変変

更更
））
日日

【【
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

記記
入入

欄欄
】】

※※
委委

託託
のの

場場
合合

【【
利利

用用
者者

記記
入入

欄欄
】】

初初
回回

・・
紹紹

介介
・・
継継

続続
認認

定定
済済

・・
申申

請請
中中

要要
支支

援援
11
・・
要要

支支
援援

２２
地地

域域
支支

援援
事事

業業

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
１１
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

認認
定定

年年
月月

日日
５

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
３３

００
日日

日
ノ

原
　

楓
担担

当当
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

計計
画画

作作
成成

事事
業業

者者
事事

業業
所所

名名
及及

びび
所所

在在
地地

（（
連連

絡絡
先先

））

5
月

8
日

（（
初初

回回
作作

成成
日日

5
月月

8
日日

））

Ｂ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
東

京
都

Ｃ
市

〇
〇

町
×

丁
目

×
－

×
　

　
0
×

×
－

×
×

×
－

×
×

×
×

目目
標標

とと
すす

るる
生生

活活

１
日

、
１
週

間
、

ま
た
は

１
月

自
分

の
ペ

ー
ス

で
家

事
を

行
う

。
週

に
１

度
は

喫
茶

店
に

行
き

、
書

道
も

続
け

る
。

１
　
年

近
場

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
を

再
開

す
る

。

総総
合合

的的
なな
方方

針針
（（
生生

活活
のの

不不
活活

発発
化化

のの
改改

善善
・・
予予

防防
のの

ポポ
イイ
ンン
トト
））

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
主

婦
と

し
て

、
母

と
し

て
、

祖
母

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

公
民

館
で

の
書

道
や

外
出

の
機

会
を

通
じ

て
、

友
人

や
知

人
と

の
交

流
も

大
切

に
し

て
暮

ら
し

て
い

く
。

担担
当当

地地
域域

包包
括括

支支
援援

セセ
ンン
タタ
ーー

名
称

確
認

介 介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
にに
つつ

いい
てて
、、
同同

意意
いい
たた

しし
まま
すす

。。

年年
月月

日日

氏氏
名名

印印

意
見

Ａ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

【【
健健

康康
状状

態態
にに
つつ

いい
てて
：：
主主

治治
医医

意意
見見

書書
、、
健健

診診
結結

果果
、、
観観

察察
結結

果果
等等

をを
踏踏

まま
ええ
たた
留留

意意
点点

】】
【【
必必

要要
なな
事事

業業
ププ
ロロ
ググ

ララ
ムム

】】

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
２２
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

年年
５５
月月

８８
日日

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

物
忘

れ
予

防
う
つ
予

防

５
／

５
０

／
２

２
／

３
１

／
２

０
／

３
２

／
５

運
動

器
の

機
能

向
上

栄
養

改
善

口
腔

機
能

の
向

上
閉

じ
こ
も
り

予
防

具
体

策
に
つ
い
て
の

本
人

・
家

族
の

意
向

運運
動動

・・
移移

動動
にに
つつ

いい
てて

　
□

有
　
　
□

無

①
脊

柱
管

狭
窄

症
の

悪
化

に
よ
り
腰

痛
等

が
あ
り
、
定

期
的

な
受

診
・
痛

み
止

め
の

注
射

や
座

薬
・
内

服
等

の
処

方
を
受

け
て

い
る
。

②
月

に
数

回
、
食

事
中

に
む

せ
る
こ
と
や

口
の

渇
き
が

気
に

な
っ
て
い
る
。

③
高

血
圧

症
が

あ
り
、
定

期
通

院
・
内

服
加

療
中

で
血

圧
は

安
定

し
て
い
る
。

①
痛

み
が

悪
化

す
る
時

の
状

況
の

把
握

を
し
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

②
年

齢
に
よ
る
も
の

か
、

唾
液

の
分

泌
が

少
な
く

な
っ
て
い
る
。

立
ち
上

が
り
や

、
段

差
等

の
昇

降
に
つ
い
て
時

間
が

か
か

る
。

趣
味

の
ハ

イ
キ
ン
グ
が

腰
の

痛
み

の
た
め

中
断

す
る
な
ど
、
行

動
範

囲
が

減
少

。
2
0
分

以
上

歩
く
と
腰

に
痛

み
が

生
じ
る
た

め
、
外

出
の

機
会

も
減

っ
て
き
て
い
る
。

１
．
腰

や
足

に
負

担
が

か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

痛
み

が
増

し
、
活

動
が

低
下

し
て
い
る
た
め

、
負

担
を

取
り
除

い
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
本

人
・
家

族
の

意
欲

・
意

向
背

景
・
原

因
総

合
的

課
題

課
題

に
対

す
る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

本
人

：
痛

み
さ
え
治

ま
れ

ば
ハ

イ
キ

ン
グ
を
再

開
し
た
い
。

社社
会会

参参
加加

、、
対対

人人
関関

係係
・・
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ

ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
ハ

イ
キ

ン
グ
の

再
開

や
喫

茶
店

に
行

き
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た

い
。

家
族

：
母

を
頼

り
に
し
て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な
い
。

　
□

有
　
　
□

無

１
目

標
：

主
婦

・
母

・
祖

母
と

し
て

の
役

割
を

続
け

る
。

具
体

策
①

痛
み

に
対

す
る

適
切

な
治

療
に

つ
い

て
主

治
医

に
相

談
②

手
す

り
等

の
設

置
を

行
い

、
立

ち
上

が
り

や
段

差
等

の
生

活
動

作
の

負
担

を
軽

減
③

医
師

と
相

談
し

可
能

な
ら

痛
み

の
伴

わ
な

い
運

動
を

行
う

。
④

歩
行

時
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

歩
行

車
を

使
用

す
る

。
⑤

宅
配

ス
ー

パ
ー

の
利

用
⑥

孫
の

送
迎

を
週

１
回

夫
に

代
わ

っ
て

も
ら

う
。

１
．

(
本

人
)

①
に

つ
い

て
は

、
夫

と
娘

に
同

席
し

て
も

ら
い

、
相

談
し

て
み

る
。

②
そ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
な

ら
使

い
た

い
。

③
昔

ヘ
ル

ニ
ア

を
し

た
時

に
も

体
操

を
す

す
め

ら
れ

た
の

で
、

先
生

が
良

い
と

言
え

ば
痛

み
と

相
談

し
な

が
ら

、
始

め
て

み
た

い
。

④
年

寄
り

み
た

い
で

嫌
。

（
長

女
）

②
父

は
日

曜
大

工
が

得
意

な
の

で
、

父
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

手
す

り
な

ど
の

取
り

付
け

を
考

え
た

い
。

（
夫

）
⑥

週
１

回
く

ら
い

な
ら

時
間

を
調

整
し

て
、

孫
の

送
迎

を
す

る
。

家
族

：
楽

に
移

動
し
て
ほ

し
い
。

痛
み

が
な
い
と
公

民
館

で
の

書
道

に
通

っ
た
り
、
近

所
の

人
と

お
か

ず
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
が

、
喫

茶
店

に
行

け
な
い
こ
と

が
増

え
た
。
娘

家
族

や
息

子
家

族
と
の

交
流

も
盛

ん
で
月

に
１

回
は

皆
で
集

ま
る
機

会
が

あ
る
。

痛
み

を
調

整
し
な
が

ら
、
孫

の
保

育
園

の
送

迎
を
行

っ
て
い

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

り
、
子

供
達

に
も
頼

り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現

状
を
維

持
で
き
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

日日
常常

生生
活活

（（
家家

庭庭
生生

活活
））
にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
が

な
け
れ

ば
も
っ
と

動
け
る
と
思

う
。

家
族

：
母

が
い
る
こ
と
で
助

か
っ

て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な

い
。

　
□

有
　
　
□

無

痛
み

と
付

き
合

い
な
が

ら
家

事
を
行

い
、
無

理
な
い
範

囲
で
娘

家
族

の
世

話
も
行

っ
て
い
る
。

痛
み

の
強

い
時

は
、
座

薬
を
使

用
し
て
４
時

間
程

度
活

動
し
て

い
る
が

、
横

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特

技
は

料
理

。

無
理

を
す

る
こ
と
で
、
更

に
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を
招

く
恐

れ
が

あ
る
。

２
．

家
族

や
知

人
と

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

お
い

し
く

食
事

を
す

る
機

会
を

持
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
目

標
：

唾
液

の
分

泌
量

を
増

や
し

、
お

い
し

く
食

事
を

す
る

。
具

体
策

：
①

口
腔

機
能

向
上

教
室

に
参

加
。

②
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
③

口
腔

体
操

の
実

施

２
．

（
本

人
）

①
ま

だ
、

大
丈

夫
。

ひ
ど

く
な

っ
た

ら
行

く
。

②
③

や
れ

る
時

に
や

る
。

（
長

女
）

本
人

に
任

せ
る

。

脊
柱

管
狭

窄
症

た
め

、
歩

行
に

支
障

が
あ

る
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
な

い
な

が
ら

、
下

肢
筋

力
強

化
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
口

腔
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
た

め
、

口
腔

周
囲

筋
を

鍛
え

る
こ

と
が

必
要

。

健健
康康

管管
理理

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
を
調

整
し
て
、
楽

に
動

き
た
い
。
家

族
や

知
人

と
お
い

し
く
食

事
を
し
た
い
。
血

圧
測

定
し
、
服

薬
を
続

け
る
。

家
族

：
痛

み
の

強
い
と
き
は

、
で
き

る
限

り
病

院
に
付

き
添

う
よ
う
に
し

た
い
。

　
□

有
　
　
□

無

そそ
のの

他他
のの

事事
項項

にに
つつ

いい
てて

　
□

有
　
　
□

無

１
．

腰
や

足
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
痛

み
が

増
し

、
活

動
が

低
下

し
て

い
る

。
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

る
が

現
状

を
維

持
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
表

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様

認認
定定

のの
有有

効効
期期

間間
～～

計計
画画

作作
成成

者者
氏氏

名名

計計
画画

作作
成成

（（
変変

更更
））
日日

【【
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

記記
入入

欄欄
】】

※※
委委

託託
のの

場場
合合

【【
利利

用用
者者

記記
入入

欄欄
】】

初初
回回

・・
紹紹

介介
・・
継継

続続
認認

定定
済済

・・
申申

請請
中中

要要
支支

援援
11
・・
要要

支支
援援

２２
地地

域域
支支

援援
事事

業業

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
１１
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

認認
定定

年年
月月

日日
５

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
３３

００
日日

日
ノ

原
　

楓
担担

当当
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

計計
画画

作作
成成

事事
業業

者者
事事

業業
所所

名名
及及

びび
所所

在在
地地

（（
連連

絡絡
先先

））

5
月

8
日

（（
初初

回回
作作

成成
日日

5
月月

8
日日

））

Ｂ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
東

京
都

Ｃ
市

〇
〇

町
×

丁
目

×
－

×
　

　
0
×

×
－

×
×

×
－

×
×

×
×

目目
標標

とと
すす

るる
生生

活活

１
日

、
１
週

間
、

ま
た
は

１
月

自
分

の
ペ

ー
ス

で
家

事
を

行
う

。
週

に
１

度
は

喫
茶

店
に

行
き

、
書

道
も

続
け

る
。

１
　
年

近
場

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
を

再
開

す
る

。

総総
合合

的的
なな
方方

針針
（（
生生

活活
のの

不不
活活

発発
化化

のの
改改

善善
・・
予予

防防
のの

ポポ
イイ
ンン
トト
））

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
主

婦
と

し
て

、
母

と
し

て
、

祖
母

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

公
民

館
で

の
書

道
や

外
出

の
機

会
を

通
じ

て
、

友
人

や
知

人
と

の
交

流
も

大
切

に
し

て
暮

ら
し

て
い

く
。

担担
当当

地地
域域

包包
括括

支支
援援

セセ
ンン
タタ
ーー

名
称

確
認

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
にに
つつ

いい
てて
、、
同同

意意
いい
たた

しし
まま
すす

。。

年年
月月

日日

氏氏
名名

印印

意
見

Ａ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

【【
健健

康康
状状

態態
にに
つつ

いい
てて
：：
主主

治治
医医

意意
見見

書書
、、
健健

診診
結結

果果
、、
観観

察察
結結

果果
等等

をを
踏踏

まま
ええ
たた
留留

意意
点点

】】
【【
必必

要要
なな
事事

業業
ププ
ロロ
ググ

ララ
ムム

】】

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
２２
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

年年
５５
月月

８８
日日

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

物
忘

れ
予

防
う
つ
予

防

５
／

５
０

／
２

２
／

３
１

／
２

０
／

３
２

／
５

運
動

器
の

機
能

向
上

栄
養

改
善

口
腔

機
能

の
向

上
閉

じ
こ
も
り

予
防

具
体

策
に
つ
い
て
の

本
人

・
家

族
の

意
向

運 運
動動

・・
移移

動動
にに
つつ

いい
てて

□
有

　
　
□

無

①
脊

柱
管

狭
窄

症
の

悪
化

に
よ
り
腰

痛
等

が
あ
り
、
定

期
的

な
受

診
・
痛

み
止

め
の

注
射

や
座

薬
・
内

服
等

の
処

方
を
受

け
て

い
る
。

②
月

に
数

回
、
食

事
中

に
む

せ
る
こ
と
や

口
の

渇
き
が

気
に

な
っ
て
い
る
。

③
高

血
圧

症
が

あ
り
、
定

期
通

院
・
内

服
加

療
中

で
血

圧
は

安
定

し
て
い
る
。

①
痛

み
が

悪
化

す
る
時

の
状

況
の

把
握

を
し
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

②
年

齢
に
よ
る
も
の

か
、

唾
液

の
分

泌
が

少
な
く

な
っ
て
い
る
。

立
ち
上

が
り
や

、
段

差
等

の
昇

降
に
つ
い
て
時

間
が

か
か

る
。

趣
味

の
ハ

イ
キ
ン
グ
が

腰
の

痛
み

の
た
め

中
断

す
る
な
ど
、
行

動
範

囲
が

減
少

。
2
0
分

以
上

歩
く
と
腰

に
痛

み
が

生
じ
る
た

め
、
外

出
の

機
会

も
減

っ
て
き
て
い
る
。

１
．
腰

や
足

に
負

担
が

か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

痛
み

が
増

し
、
活

動
が

低
下

し
て
い
る
た
め

、
負

担
を

取
り
除

い
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
本

人
・
家

族
の

意
欲

・
意

向
背

景
・
原

因
総

合
的

課
題

課
題

に
対

す
る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

本
人

：
痛

み
さ
え
治

ま
れ

ば
ハ

イ
キ

ン
グ
を
再

開
し
た
い
。

社社
会会

参参
加加

、、
対対

人人
関関

係係
・・
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ

ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
ハ

イ
キ

ン
グ
の

再
開

や
喫

茶
店

に
行

き
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た

い
。

家
族

：
母

を
頼

り
に
し
て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な
い
。

□
有

　
□

無

１
目

標
：

主
婦

・
母

・
祖

母
と

し
て

の
役

割
を

続
け

る
。

具
体

策
①

痛
み

に
対

す
る

適
切

な
治

療
に

つ
い

て
主

治
医

に
相

談
②

手
す

り
等

の
設

置
を

行
い

、
立

ち
上

が
り

や
段

差
等

の
生

活
動

作
の

負
担

を
軽

減
③

医
師

と
相

談
し

可
能

な
ら

痛
み

の
伴

わ
な

い
運

動
を

行
う

。
④

歩
行

時
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

歩
行

車
を

使
用

す
る

。
⑤

宅
配

ス
ー

パ
ー

の
利

用
⑥

孫
の

送
迎

を
週

１
回

夫
に

代
わ

っ
て

も
ら

う
。

１
．

(
本

人
)

①
に

つ
い

て
は

、
夫

と
娘

に
同

席
し

て
も

ら
い

、
相

談
し

て
み

る
。

②
そ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
な

ら
使

い
た

い
。

③
昔

ヘ
ル

ニ
ア

を
し

た
時

に
も

体
操

を
す

す
め

ら
れ

た
の

で
、

先
生

が
良

い
と

言
え

ば
痛

み
と

相
談

し
な

が
ら

、
始

め
て

み
た

い
。

④
年

寄
り

み
た

い
で

嫌
。

（
長

女
）

②
父

は
日

曜
大

工
が

得
意

な
の

で
、

父
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

手
す

り
な

ど
の

取
り

付
け

を
考

え
た

い
。

（
夫

）
⑥

週
１

回
く

ら
い

な
ら

時
間

を
調

整
し

て
、

孫
の

送
迎

を
す

る
。

家
族

：
楽

に
移

動
し
て
ほ

し
い
。

痛
み

が
な
い
と
公

民
館

で
の

書
道

に
通

っ
た
り
、
近

所
の

人
と

お
か

ず
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
が

、
喫

茶
店

に
行

け
な
い
こ
と

が
増

え
た
。
娘

家
族

や
息

子
家

族
と
の

交
流

も
盛

ん
で
月

に
１

回
は

皆
で
集

ま
る
機

会
が

あ
る
。

痛
み

を
調

整
し
な
が

ら
、
孫

の
保

育
園

の
送

迎
を
行

っ
て
い

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

り
、
子

供
達

に
も
頼

り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現

状
を
維

持
で
き
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

日日
常常

生生
活活

（（
家家

庭庭
生生

活活
））
にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
が

な
け
れ

ば
も
っ
と

動
け
る
と
思

う
。

家
族

：
母

が
い
る
こ
と
で
助

か
っ

て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な

い
。

□
有

　
　
□

無

痛
み

と
付

き
合

い
な
が

ら
家

事
を
行

い
、
無

理
な
い
範

囲
で
娘

家
族

の
世

話
も
行

っ
て
い
る
。

痛
み

の
強

い
時

は
、
座

薬
を
使

用
し
て
４
時

間
程

度
活

動
し
て

い
る
が

、
横

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特

技
は

料
理

。

無
理

を
す

る
こ
と
で
、
更

に
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を
招

く
恐

れ
が

あ
る
。

２
．

家
族

や
知

人
と

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

お
い

し
く

食
事

を
す

る
機

会
を

持
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
目

標
：

唾
液

の
分

泌
量

を
増

や
し

、
お

い
し

く
食

事
を

す
る

。
具

体
策

：
①

口
腔

機
能

向
上

教
室

に
参

加
。

②
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
③

口
腔

体
操

の
実

施

２
．

（
本

人
）

①
ま

だ
、

大
丈

夫
。

ひ
ど

く
な

っ
た

ら
行

く
。

②
③

や
れ

る
時

に
や

る
。

（
長

女
）

本
人

に
任

せ
る

。

脊
柱

管
狭

窄
症

た
め

、
歩

行
に

支
障

が
あ

る
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
な

い
な

が
ら

、
下

肢
筋

力
強

化
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
口

腔
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
た

め
、

口
腔

周
囲

筋
を

鍛
え

る
こ

と
が

必
要

。

健健
康康

管管
理理

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
を
調

整
し
て
、
楽

に
動

き
た
い
。
家

族
や

知
人

と
お
い

し
く
食

事
を
し
た
い
。
血

圧
測

定
し
、
服

薬
を
続

け
る
。

家
族

：
痛

み
の

強
い
と
き
は

、
で
き

る
限

り
病

院
に
付

き
添

う
よ
う
に
し

た
い
。

□
有

　
　
□

無

そ そ
のの

他他
のの

事事
項項

にに
つつ

いい
てて

□
有

　
　
□

無

１
．

腰
や

足
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
痛

み
が

増
し

、
活

動
が

低
下

し
て

い
る

。
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

る
が

現
状

を
維

持
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
表

７
３
歳
の

6968



ＮＮ
ｏｏ
．．

様様

　　
認認

定定
のの

有有
効効

期期
間間

  
～～

計計
画画

作作
成成

者者
氏氏

名名

計計
画画

作作
成成

（（
変変

更更
））
日日

【【
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

記記
入入

欄欄
】】
　　
※※

委委
託託

のの
場場

合合
【【
利利

用用
者者

記記
入入

欄欄
】】

初初
回回

・・
紹紹

介介
・・
継継

続続
認認

定定
済済

・・
申申

請請
中中

要要
支支

援援
11
  ・・
要要

支支
援援

２２
地地

域域
支支

援援
事事

　　
　　
業業

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
１１
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

認認
定定

年年
月月

日日
５

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
  
３３

００
日日

日
ノ

原
　

楓
担担

当当
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

計計
画画

作作
成成

事事
業業

者者
事事

業業
所所

名名
及及

びび
所所

在在
地地

（（
連連

絡絡
先先

））

5
月

8
日

　　
（（
初初

回回
作作

成成
日日

　　
　　
　　
　　
　　
　　

　　
5
月月

8
日日

））

Ｂ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
東

京
都

Ｃ
市

〇
〇

町
×

丁
目

×
－

×
　

　
0
×

×
－

×
×

×
－

×
×

×
×

目目
標標

とと
すす

るる
生生

活活

１
日

、
１
週

間
、

ま
た
は

１
月

自
分

の
ペ

ー
ス

で
家

事
を

行
う

。
週

に
１

度
は

喫
茶

店
に

行
き

、
書

道
も

続
け

る
。

１
　
年

近
場

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
を

再
開

す
る

。

総総
合合

的的
なな
方方

針針
（（
生生

活活
のの

不不
活活

発発
化化

のの
改改

善善
・・
予予

防防
のの

ポポ
イイ
ンン
トト
））

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
主

婦
と

し
て

、
母

と
し

て
、

祖
母

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

公
民

館
で

の
書

道
や

外
出

の
機

会
を

通
じ

て
、

友
人

や
知

人
と

の
交

流
も

大
切

に
し

て
暮

ら
し

て
い

く
。

担担
当当

地地
域域

包包
括括

支支
援援

セセ
ンン
タタ
ーー

名
称

確
認

介 介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
にに
つつ

いい
てて
、、
同同

意意
いい
たた

しし
まま
すす

。。

　　
年年

　　
　　
月月

　　
　　
日日

　　
氏氏

名名
　　

　　
印印

意
見

Ａ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

【【
健健

康康
状状

態態
にに
つつ

いい
てて
：：
主主

治治
医医

意意
見見

書書
、、
健健

診診
結結

果果
、、
観観

察察
結結

果果
等等

をを
踏踏

まま
ええ
たた
留留

意意
点点

】】
【【
必必

要要
なな
事事

業業
ププ
ロロ
ググ

ララ
ムム

】】

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
２２
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

年年
５５
月月

８８
日日

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

物
忘

れ
予

防
う
つ
予

防

５
／

５
０

／
２

２
／

３
１

／
２

０
／

３
２

／
５

運
動

器
の

機
能

向
上

栄
養

改
善

口
腔

機
能

の
向

上
閉

じ
こ
も
り

予
防

具
体

策
に
つ
い
て
の

本
人

・
家

族
の

意
向

運運
動動

・・
移移

動動
にに
つつ

いい
てて

　
□

有
　
　
□

無

①
脊

柱
管

狭
窄

症
の

悪
化

に
よ
り
腰

痛
等

が
あ
り
、
定

期
的

な
受

診
・
痛

み
止

め
の

注
射

や
座

薬
・
内

服
等

の
処

方
を
受

け
て

い
る
。

②
月

に
数

回
、
食

事
中

に
む

せ
る
こ
と
や

口
の

渇
き
が

気
に

な
っ
て
い
る
。

③
高

血
圧

症
が

あ
り
、
定

期
通

院
・
内

服
加

療
中

で
血

圧
は

安
定

し
て
い
る
。

①
痛

み
が

悪
化

す
る
時

の
状

況
の

把
握

を
し
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

②
年

齢
に
よ
る
も
の

か
、

唾
液

の
分

泌
が

少
な
く

な
っ
て
い
る
。

立
ち
上

が
り
や

、
段

差
等

の
昇

降
に
つ
い
て
時

間
が

か
か

る
。

趣
味

の
ハ

イ
キ
ン
グ
が

腰
の

痛
み

の
た
め

中
断

す
る
な
ど
、
行

動
範

囲
が

減
少

。
2
0
分

以
上

歩
く
と
腰

に
痛

み
が

生
じ
る
た

め
、
外

出
の

機
会

も
減

っ
て
き
て
い
る
。

１
．
腰

や
足

に
負

担
が

か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

痛
み

が
増

し
、
活

動
が

低
下

し
て
い
る
た
め

、
負

担
を

取
り
除

い
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
本

人
・
家

族
の

意
欲

・
意

向
背

景
・
原

因
総

合
的

課
題

課
題

に
対

す
る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

本
人

：
痛

み
さ
え
治

ま
れ

ば
ハ

イ
キ

ン
グ
を
再

開
し
た
い
。

社社
会会

参参
加加

、、
対対

人人
関関

係係
・・
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ

ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
ハ

イ
キ

ン
グ
の

再
開

や
喫

茶
店

に
行

き
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た

い
。

家
族

：
母

を
頼

り
に
し
て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な
い
。

　
□

有
　
　
□

無

１
目

標
：

主
婦

・
母

・
祖

母
と

し
て

の
役

割
を

続
け

る
。

具
体

策
①

痛
み

に
対

す
る

適
切

な
治

療
に

つ
い

て
主

治
医

に
相

談
②

手
す

り
等

の
設

置
を

行
い

、
立

ち
上

が
り

や
段

差
等

の
生

活
動

作
の

負
担

を
軽

減
③

医
師

と
相

談
し

可
能

な
ら

痛
み

の
伴

わ
な

い
運

動
を

行
う

。
④

歩
行

時
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

歩
行

車
を

使
用

す
る

。
⑤

宅
配

ス
ー

パ
ー

の
利

用
⑥

孫
の

送
迎

を
週

１
回

夫
に

代
わ

っ
て

も
ら

う
。

１
．

(
本

人
)

①
に

つ
い

て
は

、
夫

と
娘

に
同

席
し

て
も

ら
い

、
相

談
し

て
み

る
。

②
そ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
な

ら
使

い
た

い
。

③
昔

ヘ
ル

ニ
ア

を
し

た
時

に
も

体
操

を
す

す
め

ら
れ

た
の

で
、

先
生

が
良

い
と

言
え

ば
痛

み
と

相
談

し
な

が
ら

、
始

め
て

み
た

い
。

④
年

寄
り

み
た

い
で

嫌
。

（
長

女
）

②
父

は
日

曜
大

工
が

得
意

な
の

で
、

父
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

手
す

り
な

ど
の

取
り

付
け

を
考

え
た

い
。

（
夫

）
⑥

週
１

回
く

ら
い

な
ら

時
間

を
調

整
し

て
、

孫
の

送
迎

を
す

る
。

家
族

：
楽

に
移

動
し
て
ほ

し
い
。

痛
み

が
な
い
と
公

民
館

で
の

書
道

に
通

っ
た
り
、
近

所
の

人
と

お
か

ず
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
が

、
喫

茶
店

に
行

け
な
い
こ
と

が
増

え
た
。
娘

家
族

や
息

子
家

族
と
の

交
流

も
盛

ん
で
月

に
１

回
は

皆
で
集

ま
る
機

会
が

あ
る
。

痛
み

を
調

整
し
な
が

ら
、
孫

の
保

育
園

の
送

迎
を
行

っ
て
い

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

り
、
子

供
達

に
も
頼

り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現

状
を
維

持
で
き
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

日日
常常

生生
活活

（（
家家

庭庭
生生

活活
））
にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
が

な
け
れ

ば
も
っ
と

動
け
る
と
思

う
。

家
族

：
母

が
い
る
こ
と
で
助

か
っ

て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な

い
。

　
□

有
　
　
□

無

痛
み

と
付

き
合

い
な
が

ら
家

事
を
行

い
、
無

理
な
い
範

囲
で
娘

家
族

の
世

話
も
行

っ
て
い
る
。

痛
み

の
強

い
時

は
、
座

薬
を
使

用
し
て
４
時

間
程

度
活

動
し
て

い
る
が

、
横

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特

技
は

料
理

。

無
理

を
す

る
こ
と
で
、
更

に
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を
招

く
恐

れ
が

あ
る
。

２
．

家
族

や
知

人
と

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

お
い

し
く

食
事

を
す

る
機

会
を

持
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
目

標
：

唾
液

の
分

泌
量

を
増

や
し

、
お

い
し

く
食

事
を

す
る

。
具

体
策

：
①

口
腔

機
能

向
上

教
室

に
参

加
。

②
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
③

口
腔

体
操

の
実

施

２
．

（
本

人
）

①
ま

だ
、

大
丈

夫
。

ひ
ど

く
な

っ
た

ら
行

く
。

②
③

や
れ

る
時

に
や

る
。

（
長

女
）

本
人

に
任

せ
る

。

脊
柱

管
狭

窄
症

た
め

、
歩

行
に

支
障

が
あ

る
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
な

い
な

が
ら

、
下

肢
筋

力
強

化
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
口

腔
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
た

め
、

口
腔

周
囲

筋
を

鍛
え

る
こ

と
が

必
要

。

健健
康康

管管
理理

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
を
調

整
し
て
、
楽

に
動

き
た
い
。
家

族
や

知
人

と
お
い

し
く
食

事
を
し
た
い
。
血

圧
測

定
し
、
服

薬
を
続

け
る
。

家
族

：
痛

み
の

強
い
と
き
は

、
で
き

る
限

り
病

院
に
付

き
添

う
よ
う
に
し

た
い
。

　
□

有
　
　
□

無

そそ
のの

他他
のの

事事
項項

にに
つつ

いい
てて

　
□

有
　
　
□

無

１
．

腰
や

足
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
痛

み
が

増
し

、
活

動
が

低
下

し
て

い
る

。
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

る
が

現
状

を
維

持
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
表

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様

認認
定定

のの
有有

効効
期期

間間
～～

計計
画画

作作
成成

者者
氏氏

名名

計計
画画

作作
成成

（（
変変

更更
））
日日

【【
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

記記
入入

欄欄
】】

※※
委委

託託
のの

場場
合合

【【
利利

用用
者者

記記
入入

欄欄
】】

初初
回回

・・
紹紹

介介
・・
継継

続続
認認

定定
済済

・・
申申

請請
中中

要要
支支

援援
11
・・
要要

支支
援援

２２
地地

域域
支支

援援
事事

業業

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
１１
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

認認
定定

年年
月月

日日
５

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
３３

００
日日

日
ノ

原
　

楓
担担

当当
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

計計
画画

作作
成成

事事
業業

者者
事事

業業
所所

名名
及及

びび
所所

在在
地地

（（
連連

絡絡
先先

））

5
月

8
日

（（
初初

回回
作作

成成
日日

5
月月

8
日日

））

Ｂ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
東

京
都

Ｃ
市

〇
〇

町
×

丁
目

×
－

×
　

　
0
×

×
－

×
×

×
－

×
×

×
×

目目
標標

とと
すす

るる
生生

活活

１
日

、
１
週

間
、

ま
た
は

１
月

自
分

の
ペ

ー
ス

で
家

事
を

行
う

。
週

に
１

度
は

喫
茶

店
に

行
き

、
書

道
も

続
け

る
。

１
　
年

近
場

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
を

再
開

す
る

。

総総
合合

的的
なな
方方

針針
（（
生生

活活
のの

不不
活活

発発
化化

のの
改改

善善
・・
予予

防防
のの

ポポ
イイ
ンン
トト
））

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
主

婦
と

し
て

、
母

と
し

て
、

祖
母

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

公
民

館
で

の
書

道
や

外
出

の
機

会
を

通
じ

て
、

友
人

や
知

人
と

の
交

流
も

大
切

に
し

て
暮

ら
し

て
い

く
。

担担
当当

地地
域域

包包
括括

支支
援援

セセ
ンン
タタ
ーー

名
称

確
認

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
にに
つつ

いい
てて
、、
同同

意意
いい
たた

しし
まま
すす

。。

年年
月月

日日

氏氏
名名

印印

意
見

Ａ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

【【
健健

康康
状状

態態
にに
つつ

いい
てて
：：
主主

治治
医医

意意
見見

書書
、、
健健

診診
結結

果果
、、
観観

察察
結結

果果
等等

をを
踏踏

まま
ええ
たた
留留

意意
点点

】】
【【
必必

要要
なな
事事

業業
ププ
ロロ
ググ

ララ
ムム

】】

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
２２
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

年年
５５
月月

８８
日日

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

物
忘

れ
予

防
う
つ
予

防

５
／

５
０

／
２

２
／

３
１

／
２

０
／

３
２

／
５

運
動

器
の

機
能

向
上

栄
養

改
善

口
腔

機
能

の
向

上
閉

じ
こ
も
り

予
防

具
体

策
に
つ
い
て
の

本
人

・
家

族
の

意
向

運 運
動動

・・
移移

動動
にに
つつ

いい
てて

□
有

　
□

無

①
脊

柱
管

狭
窄

症
の

悪
化

に
よ
り
腰

痛
等

が
あ
り
、
定

期
的

な
受

診
・
痛

み
止

め
の

注
射

や
座

薬
・
内

服
等

の
処

方
を
受

け
て

い
る
。

②
月

に
数

回
、
食

事
中

に
む

せ
る
こ
と
や

口
の

渇
き
が

気
に

な
っ
て
い
る
。

③
高

血
圧

症
が

あ
り
、
定

期
通

院
・
内

服
加

療
中

で
血

圧
は

安
定

し
て
い
る
。

①
痛

み
が

悪
化

す
る
時

の
状

況
の

把
握

を
し
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

②
年

齢
に
よ
る
も
の

か
、

唾
液

の
分

泌
が

少
な
く

な
っ
て
い
る
。

立
ち
上

が
り
や

、
段

差
等

の
昇

降
に
つ
い
て
時

間
が

か
か

る
。

趣
味

の
ハ

イ
キ
ン
グ
が

腰
の

痛
み

の
た
め

中
断

す
る
な
ど
、
行

動
範

囲
が

減
少

。
2
0
分

以
上

歩
く
と
腰

に
痛

み
が

生
じ
る
た

め
、
外

出
の

機
会

も
減

っ
て
き
て
い
る
。

１
．
腰

や
足

に
負

担
が

か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

痛
み

が
増

し
、
活

動
が

低
下

し
て
い
る
た
め

、
負

担
を

取
り
除

い
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
本

人
・
家

族
の

意
欲

・
意

向
背

景
・
原

因
総

合
的

課
題

課
題

に
対

す
る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

本
人

：
痛

み
さ
え
治

ま
れ

ば
ハ

イ
キ

ン
グ
を
再

開
し
た
い
。

社社
会会

参参
加加

、、
対対

人人
関関

係係
・・
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ

ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
ハ

イ
キ

ン
グ
の

再
開

や
喫

茶
店

に
行

き
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た

い
。

家
族

：
母

を
頼

り
に
し
て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な
い
。

□
有

　
□

無

１
目

標
：

主
婦

・
母

・
祖

母
と

し
て

の
役

割
を

続
け

る
。

具
体

策
①

痛
み

に
対

す
る

適
切

な
治

療
に

つ
い

て
主

治
医

に
相

談
②

手
す

り
等

の
設

置
を

行
い

、
立

ち
上

が
り

や
段

差
等

の
生

活
動

作
の

負
担

を
軽

減
③

医
師

と
相

談
し

可
能

な
ら

痛
み

の
伴

わ
な

い
運

動
を

行
う

。
④

歩
行

時
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

歩
行

車
を

使
用

す
る

。
⑤

宅
配

ス
ー

パ
ー

の
利

用
⑥

孫
の

送
迎

を
週

１
回

夫
に

代
わ

っ
て

も
ら

う
。

１
．

(
本

人
)

①
に

つ
い

て
は

、
夫

と
娘

に
同

席
し

て
も

ら
い

、
相

談
し

て
み

る
。

②
そ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
な

ら
使

い
た

い
。

③
昔

ヘ
ル

ニ
ア

を
し

た
時

に
も

体
操

を
す

す
め

ら
れ

た
の

で
、

先
生

が
良

い
と

言
え

ば
痛

み
と

相
談

し
な

が
ら

、
始

め
て

み
た

い
。

④
年

寄
り

み
た

い
で

嫌
。

（
長

女
）

②
父

は
日

曜
大

工
が

得
意

な
の

で
、

父
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

手
す

り
な

ど
の

取
り

付
け

を
考

え
た

い
。

（
夫

）
⑥

週
１

回
く

ら
い

な
ら

時
間

を
調

整
し

て
、

孫
の

送
迎

を
す

る
。

家
族

：
楽

に
移

動
し
て
ほ

し
い
。

痛
み

が
な
い
と
公

民
館

で
の

書
道

に
通

っ
た
り
、
近

所
の

人
と

お
か

ず
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
が

、
喫

茶
店

に
行

け
な
い
こ
と

が
増

え
た
。
娘

家
族

や
息

子
家

族
と
の

交
流

も
盛

ん
で
月

に
１

回
は

皆
で
集

ま
る
機

会
が

あ
る
。

痛
み

を
調

整
し
な
が

ら
、
孫

の
保

育
園

の
送

迎
を
行

っ
て
い

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

り
、
子

供
達

に
も
頼

り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現

状
を
維

持
で
き
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

日日
常常

生生
活活

（（
家家

庭庭
生生

活活
））
にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
が

な
け
れ

ば
も
っ
と

動
け
る
と
思

う
。

家
族

：
母

が
い
る
こ
と
で
助

か
っ

て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な

い
。

□
有

　
□

無

痛
み

と
付

き
合

い
な
が

ら
家

事
を
行

い
、
無

理
な
い
範

囲
で
娘

家
族

の
世

話
も
行

っ
て
い
る
。

痛
み

の
強

い
時

は
、
座

薬
を
使

用
し
て
４
時

間
程

度
活

動
し
て

い
る
が

、
横

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特

技
は

料
理

。

無
理

を
す

る
こ
と
で
、
更

に
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を
招

く
恐

れ
が

あ
る
。

２
．

家
族

や
知

人
と

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

お
い

し
く

食
事

を
す

る
機

会
を

持
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
目

標
：

唾
液

の
分

泌
量

を
増

や
し

、
お

い
し

く
食

事
を

す
る

。
具

体
策

：
①

口
腔

機
能

向
上

教
室

に
参

加
。

②
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
③

口
腔

体
操

の
実

施

２
．

（
本

人
）

①
ま

だ
、

大
丈

夫
。

ひ
ど

く
な

っ
た

ら
行

く
。

②
③

や
れ

る
時

に
や

る
。

（
長

女
）

本
人

に
任

せ
る

。

脊
柱

管
狭

窄
症

た
め

、
歩

行
に

支
障

が
あ

る
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
な

い
な

が
ら

、
下

肢
筋

力
強

化
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
口

腔
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
た

め
、

口
腔

周
囲

筋
を

鍛
え

る
こ

と
が

必
要

。

健健
康康

管管
理理

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
を
調

整
し
て
、
楽

に
動

き
た
い
。
家

族
や

知
人

と
お
い

し
く
食

事
を
し
た
い
。
血

圧
測

定
し
、
服

薬
を
続

け
る
。

家
族

：
痛

み
の

強
い
と
き
は

、
で
き

る
限

り
病

院
に
付

き
添

う
よ
う
に
し

た
い
。

□
有

　
□

無

そ そ
のの

他他
のの

事事
項項

にに
つつ

いい
てて

□
有

　
□

無

１
．

腰
や

足
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
痛

み
が

増
し

、
活

動
が

低
下

し
て

い
る

。
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

る
が

現
状

を
維

持
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
表

７
３
歳
の

68

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様

認認
定定

のの
有有

効効
期期

間間
～～

計計
画画

作作
成成

者者
氏氏

名名

計計
画画

作作
成成

（（
変変

更更
））
日日

【【
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

記記
入入

欄欄
】】

※※
委委

託託
のの

場場
合合

【【
利利

用用
者者

記記
入入

欄欄
】】

初初
回回

・・
紹紹

介介
・・
継継

続続
認認

定定
済済

・・
申申

請請
中中

要要
支支

援援
11
・・
要要

支支
援援

２２
地地

域域
支支

援援
事事

業業

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
１１
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

認認
定定

年年
月月

日日
５

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
３３

００
日日

日
ノ

原
　

楓
担担

当当
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

計計
画画

作作
成成

事事
業業

者者
事事

業業
所所

名名
及及

びび
所所

在在
地地

（（
連連

絡絡
先先

））

5
月

8
日

（（
初初

回回
作作

成成
日日

5
月月

8
日日

））

Ｂ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
東

京
都

Ｃ
市

〇
〇

町
×

丁
目

×
－

×
　

　
0
×

×
－

×
×

×
－

×
×

×
×

目目
標標

とと
すす

るる
生生

活活

１
日

、
１
週

間
、

ま
た
は

１
月

自
分

の
ペ

ー
ス

で
家

事
を

行
う

。
週

に
１

度
は

喫
茶

店
に

行
き

、
書

道
も

続
け

る
。

１
　
年

近
場

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
を

再
開

す
る

。

総総
合合

的的
なな
方方

針針
（（
生生

活活
のの

不不
活活

発発
化化

のの
改改

善善
・・
予予

防防
のの

ポポ
イイ
ンン
トト
））

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
主

婦
と

し
て

、
母

と
し

て
、

祖
母

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

公
民

館
で

の
書

道
や

外
出

の
機

会
を

通
じ

て
、

友
人

や
知

人
と

の
交

流
も

大
切

に
し

て
暮

ら
し

て
い

く
。

担担
当当

地地
域域

包包
括括

支支
援援

セセ
ンン
タタ
ーー

名
称

確
認

介 介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
にに
つつ

いい
てて
、、
同同

意意
いい
たた

しし
まま
すす

。。

年年
月月

日日

氏氏
名名

印印

意
見

Ａ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

【【
健健

康康
状状

態態
にに
つつ

いい
てて
：：
主主

治治
医医

意意
見見

書書
、、
健健

診診
結結

果果
、、
観観

察察
結結

果果
等等

をを
踏踏

まま
ええ
たた
留留

意意
点点

】】
【【
必必

要要
なな
事事

業業
ププ
ロロ
ググ

ララ
ムム

】】

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
２２
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

年年
５５
月月

８８
日日

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

物
忘

れ
予

防
う
つ
予

防

５
／

５
０

／
２

２
／

３
１

／
２

０
／

３
２

／
５

運
動

器
の

機
能

向
上

栄
養

改
善

口
腔

機
能

の
向

上
閉

じ
こ
も
り

予
防

具
体

策
に
つ
い
て
の

本
人

・
家

族
の

意
向

運運
動動

・・
移移

動動
にに
つつ

いい
てて

　
□

有
　
　
□

無

①
脊

柱
管

狭
窄

症
の

悪
化

に
よ
り
腰

痛
等

が
あ
り
、
定

期
的

な
受

診
・
痛

み
止

め
の

注
射

や
座

薬
・
内

服
等

の
処

方
を
受

け
て

い
る
。

②
月

に
数

回
、
食

事
中

に
む

せ
る
こ
と
や

口
の

渇
き
が

気
に

な
っ
て
い
る
。

③
高

血
圧

症
が

あ
り
、
定

期
通

院
・
内

服
加

療
中

で
血

圧
は

安
定

し
て
い
る
。

①
痛

み
が

悪
化

す
る
時

の
状

況
の

把
握

を
し
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

②
年

齢
に
よ
る
も
の

か
、

唾
液

の
分

泌
が

少
な
く

な
っ
て
い
る
。

立
ち
上

が
り
や

、
段

差
等

の
昇

降
に
つ
い
て
時

間
が

か
か

る
。

趣
味

の
ハ

イ
キ
ン
グ
が

腰
の

痛
み

の
た
め

中
断

す
る
な
ど
、
行

動
範

囲
が

減
少

。
2
0
分

以
上

歩
く
と
腰

に
痛

み
が

生
じ
る
た

め
、
外

出
の

機
会

も
減

っ
て
き
て
い
る
。

１
．
腰

や
足

に
負

担
が

か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

痛
み

が
増

し
、
活

動
が

低
下

し
て
い
る
た
め

、
負

担
を

取
り
除

い
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
本

人
・
家

族
の

意
欲

・
意

向
背

景
・
原

因
総

合
的

課
題

課
題

に
対

す
る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

本
人

：
痛

み
さ
え
治

ま
れ

ば
ハ

イ
キ

ン
グ
を
再

開
し
た
い
。

社社
会会

参参
加加

、、
対対

人人
関関

係係
・・
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ

ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
ハ

イ
キ

ン
グ
の

再
開

や
喫

茶
店

に
行

き
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た

い
。

家
族

：
母

を
頼

り
に
し
て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な
い
。

　
□

有
　
　
□

無

１
目

標
：

主
婦

・
母

・
祖

母
と

し
て

の
役

割
を

続
け

る
。

具
体

策
①

痛
み

に
対

す
る

適
切

な
治

療
に

つ
い

て
主

治
医

に
相

談
②

手
す

り
等

の
設

置
を

行
い

、
立

ち
上

が
り

や
段

差
等

の
生

活
動

作
の

負
担

を
軽

減
③

医
師

と
相

談
し

可
能

な
ら

痛
み

の
伴

わ
な

い
運

動
を

行
う

。
④

歩
行

時
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

歩
行

車
を

使
用

す
る

。
⑤

宅
配

ス
ー

パ
ー

の
利

用
⑥

孫
の

送
迎

を
週

１
回

夫
に

代
わ

っ
て

も
ら

う
。

１
．

(
本

人
)

①
に

つ
い

て
は

、
夫

と
娘

に
同

席
し

て
も

ら
い

、
相

談
し

て
み

る
。

②
そ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
な

ら
使

い
た

い
。

③
昔

ヘ
ル

ニ
ア

を
し

た
時

に
も

体
操

を
す

す
め

ら
れ

た
の

で
、

先
生

が
良

い
と

言
え

ば
痛

み
と

相
談

し
な

が
ら

、
始

め
て

み
た

い
。

④
年

寄
り

み
た

い
で

嫌
。

（
長

女
）

②
父

は
日

曜
大

工
が

得
意

な
の

で
、

父
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

手
す

り
な

ど
の

取
り

付
け

を
考

え
た

い
。

（
夫

）
⑥

週
１

回
く

ら
い

な
ら

時
間

を
調

整
し

て
、

孫
の

送
迎

を
す

る
。

家
族

：
楽

に
移

動
し
て
ほ

し
い
。

痛
み

が
な
い
と
公

民
館

で
の

書
道

に
通

っ
た
り
、
近

所
の

人
と

お
か

ず
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
が

、
喫

茶
店

に
行

け
な
い
こ
と

が
増

え
た
。
娘

家
族

や
息

子
家

族
と
の

交
流

も
盛

ん
で
月

に
１

回
は

皆
で
集

ま
る
機

会
が

あ
る
。

痛
み

を
調

整
し
な
が

ら
、
孫

の
保

育
園

の
送

迎
を
行

っ
て
い

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

り
、
子

供
達

に
も
頼

り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現

状
を
維

持
で
き
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

日日
常常

生生
活活

（（
家家

庭庭
生生

活活
））
にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
が

な
け
れ

ば
も
っ
と

動
け
る
と
思

う
。

家
族

：
母

が
い
る
こ
と
で
助

か
っ

て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な

い
。

　
□

有
　
　
□

無

痛
み

と
付

き
合

い
な
が

ら
家

事
を
行

い
、
無

理
な
い
範

囲
で
娘

家
族

の
世

話
も
行

っ
て
い
る
。

痛
み

の
強

い
時

は
、
座

薬
を
使

用
し
て
４
時

間
程

度
活

動
し
て

い
る
が

、
横

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特

技
は

料
理

。

無
理

を
す

る
こ
と
で
、
更

に
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を
招

く
恐

れ
が

あ
る
。

２
．

家
族

や
知

人
と

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

お
い

し
く

食
事

を
す

る
機

会
を

持
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
目

標
：

唾
液

の
分

泌
量

を
増

や
し

、
お

い
し

く
食

事
を

す
る

。
具

体
策

：
①

口
腔

機
能

向
上

教
室

に
参

加
。

②
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
③

口
腔

体
操

の
実

施

２
．

（
本

人
）

①
ま

だ
、

大
丈

夫
。

ひ
ど

く
な

っ
た

ら
行

く
。

②
③

や
れ

る
時

に
や

る
。

（
長

女
）

本
人

に
任

せ
る

。

脊
柱

管
狭

窄
症

た
め

、
歩

行
に

支
障

が
あ

る
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
な

い
な

が
ら

、
下

肢
筋

力
強

化
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
口

腔
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
た

め
、

口
腔

周
囲

筋
を

鍛
え

る
こ

と
が

必
要

。

健健
康康

管管
理理

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
を
調

整
し
て
、
楽

に
動

き
た
い
。
家

族
や

知
人

と
お
い

し
く
食

事
を
し
た
い
。
血

圧
測

定
し
、
服

薬
を
続

け
る
。

家
族

：
痛

み
の

強
い
と
き
は

、
で
き

る
限

り
病

院
に
付

き
添

う
よ
う
に
し

た
い
。

　
□

有
　
　
□

無

そそ
のの

他他
のの

事事
項項

にに
つつ

いい
てて

　
□

有
　
　
□

無

１
．

腰
や

足
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
痛

み
が

増
し

、
活

動
が

低
下

し
て

い
る

。
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

る
が

現
状

を
維

持
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
表

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様

認認
定定

のの
有有

効効
期期

間間
～～

計計
画画

作作
成成

者者
氏氏

名名

計計
画画

作作
成成

（（
変変

更更
））
日日

【【
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

記記
入入

欄欄
】】

※※
委委

託託
のの

場場
合合

【【
利利

用用
者者

記記
入入

欄欄
】】

初初
回回

・・
紹紹

介介
・・
継継

続続
認認

定定
済済

・・
申申

請請
中中

要要
支支

援援
11
・・
要要

支支
援援

２２
地地

域域
支支

援援
事事

業業

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
１１
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

認認
定定

年年
月月

日日
５

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
２

日日
　

　
　

　
４

月月
３３

００
日日

日
ノ

原
　

楓
担担

当当
地地

域域
包包

括括
支支

援援
セセ
ンン
タタ
ーー

計計
画画

作作
成成

事事
業業

者者
事事

業業
所所

名名
及及

びび
所所

在在
地地

（（
連連

絡絡
先先

））

5
月

8
日

（（
初初

回回
作作

成成
日日

5
月月

8
日日

））

Ｂ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
東

京
都

Ｃ
市

〇
〇

町
×

丁
目

×
－

×
　

　
0
×

×
－

×
×

×
－

×
×

×
×

目目
標標

とと
すす

るる
生生

活活

１
日

、
１
週

間
、

ま
た
は

１
月

自
分

の
ペ

ー
ス

で
家

事
を

行
う

。
週

に
１

度
は

喫
茶

店
に

行
き

、
書

道
も

続
け

る
。

１
　
年

近
場

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
を

再
開

す
る

。

総総
合合

的的
なな
方方

針針
（（
生生

活活
のの

不不
活活

発発
化化

のの
改改

善善
・・
予予

防防
のの

ポポ
イイ
ンン
トト
））

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
主

婦
と

し
て

、
母

と
し

て
、

祖
母

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

公
民

館
で

の
書

道
や

外
出

の
機

会
を

通
じ

て
、

友
人

や
知

人
と

の
交

流
も

大
切

に
し

て
暮

ら
し

て
い

く
。

担担
当当

地地
域域

包包
括括

支支
援援

セセ
ンン
タタ
ーー

名
称

確
認

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
にに
つつ

いい
てて
、、
同同

意意
いい
たた

しし
まま
すす

。。

年年
月月

日日

氏氏
名名

印印

意
見

Ａ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
３
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

【【
健健

康康
状状

態態
にに
つつ

いい
てて
：：
主主

治治
医医

意意
見見

書書
、、
健健

診診
結結

果果
、、
観観

察察
結結

果果
等等

をを
踏踏

まま
ええ
たた
留留

意意
点点

】】
【【
必必

要要
なな
事事

業業
ププ
ロロ
ググ

ララ
ムム

】】

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
２２
／／

３３
））

利利
用用

者者
名名

年年
５５
月月

８８
日日

雲
取

　
茜

（
7
3
歳

）

物
忘

れ
予

防
う
つ
予

防

５
／

５
０

／
２

２
／

３
１

／
２

０
／

３
２

／
５

運
動

器
の

機
能

向
上

栄
養

改
善

口
腔

機
能

の
向

上
閉

じ
こ
も
り

予
防

具
体

策
に
つ
い
て
の

本
人

・
家

族
の

意
向

運 運
動動

・・
移移

動動
にに
つつ

いい
てて

□
有

　
　
□

無

①
脊

柱
管

狭
窄

症
の

悪
化

に
よ
り
腰

痛
等

が
あ
り
、
定

期
的

な
受

診
・
痛

み
止

め
の

注
射

や
座

薬
・
内

服
等

の
処

方
を
受

け
て

い
る
。

②
月

に
数

回
、
食

事
中

に
む

せ
る
こ
と
や

口
の

渇
き
が

気
に

な
っ
て
い
る
。

③
高

血
圧

症
が

あ
り
、
定

期
通

院
・
内

服
加

療
中

で
血

圧
は

安
定

し
て
い
る
。

①
痛

み
が

悪
化

す
る
時

の
状

況
の

把
握

を
し
て
い
く

必
要

が
あ
る
。

②
年

齢
に
よ
る
も
の

か
、

唾
液

の
分

泌
が

少
な
く

な
っ
て
い
る
。

立
ち
上

が
り
や

、
段

差
等

の
昇

降
に
つ
い
て
時

間
が

か
か

る
。

趣
味

の
ハ

イ
キ
ン
グ
が

腰
の

痛
み

の
た
め

中
断

す
る
な
ど
、
行

動
範

囲
が

減
少

。
2
0
分

以
上

歩
く
と
腰

に
痛

み
が

生
じ
る
た

め
、
外

出
の

機
会

も
減

っ
て
き
て
い
る
。

１
．
腰

や
足

に
負

担
が

か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

痛
み

が
増

し
、
活

動
が

低
下

し
て
い
る
た
め

、
負

担
を

取
り
除

い
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
本

人
・
家

族
の

意
欲

・
意

向
背

景
・
原

因
総

合
的

課
題

課
題

に
対

す
る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

本
人

：
痛

み
さ
え
治

ま
れ

ば
ハ

イ
キ

ン
グ
を
再

開
し
た
い
。

社社
会会

参参
加加

、、
対対

人人
関関

係係
・・
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ

ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
ハ

イ
キ

ン
グ
の

再
開

や
喫

茶
店

に
行

き
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た

い
。

家
族

：
母

を
頼

り
に
し
て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な
い
。

□
有

　
□

無

１
目

標
：

主
婦

・
母

・
祖

母
と

し
て

の
役

割
を

続
け

る
。

具
体

策
①

痛
み

に
対

す
る

適
切

な
治

療
に

つ
い

て
主

治
医

に
相

談
②

手
す

り
等

の
設

置
を

行
い

、
立

ち
上

が
り

や
段

差
等

の
生

活
動

作
の

負
担

を
軽

減
③

医
師

と
相

談
し

可
能

な
ら

痛
み

の
伴

わ
な

い
運

動
を

行
う

。
④

歩
行

時
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

歩
行

車
を

使
用

す
る

。
⑤

宅
配

ス
ー

パ
ー

の
利

用
⑥

孫
の

送
迎

を
週

１
回

夫
に

代
わ

っ
て

も
ら

う
。

１
．

(
本

人
)

①
に

つ
い

て
は

、
夫

と
娘

に
同

席
し

て
も

ら
い

、
相

談
し

て
み

る
。

②
そ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
な

ら
使

い
た

い
。

③
昔

ヘ
ル

ニ
ア

を
し

た
時

に
も

体
操

を
す

す
め

ら
れ

た
の

で
、

先
生

が
良

い
と

言
え

ば
痛

み
と

相
談

し
な

が
ら

、
始

め
て

み
た

い
。

④
年

寄
り

み
た

い
で

嫌
。

（
長

女
）

②
父

は
日

曜
大

工
が

得
意

な
の

で
、

父
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

手
す

り
な

ど
の

取
り

付
け

を
考

え
た

い
。

（
夫

）
⑥

週
１

回
く

ら
い

な
ら

時
間

を
調

整
し

て
、

孫
の

送
迎

を
す

る
。

家
族

：
楽

に
移

動
し
て
ほ

し
い
。

痛
み

が
な
い
と
公

民
館

で
の

書
道

に
通

っ
た
り
、
近

所
の

人
と

お
か

ず
の

や
り
と
り
を
し
て
い
る
が

、
喫

茶
店

に
行

け
な
い
こ
と

が
増

え
た
。
娘

家
族

や
息

子
家

族
と
の

交
流

も
盛

ん
で
月

に
１

回
は

皆
で
集

ま
る
機

会
が

あ
る
。

痛
み

を
調

整
し
な
が

ら
、
孫

の
保

育
園

の
送

迎
を
行

っ
て
い

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

り
、
子

供
達

に
も
頼

り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現

状
を
維

持
で
き
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

日日
常常

生生
活活

（（
家家

庭庭
生生

活活
））
にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
が

な
け
れ

ば
も
っ
と

動
け
る
と
思

う
。

家
族

：
母

が
い
る
こ
と
で
助

か
っ

て
い
る
が

、
無

理
を
さ
せ

た
く
な

い
。

□
有

　
　
□

無

痛
み

と
付

き
合

い
な
が

ら
家

事
を
行

い
、
無

理
な
い
範

囲
で
娘

家
族

の
世

話
も
行

っ
て
い
る
。

痛
み

の
強

い
時

は
、
座

薬
を
使

用
し
て
４
時

間
程

度
活

動
し
て

い
る
が

、
横

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特

技
は

料
理

。

無
理

を
す

る
こ
と
で
、
更

に
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を
招

く
恐

れ
が

あ
る
。

２
．

家
族

や
知

人
と

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

お
い

し
く

食
事

を
す

る
機

会
を

持
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

２
目

標
：

唾
液

の
分

泌
量

を
増

や
し

、
お

い
し

く
食

事
を

す
る

。
具

体
策

：
①

口
腔

機
能

向
上

教
室

に
参

加
。

②
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
③

口
腔

体
操

の
実

施

２
．

（
本

人
）

①
ま

だ
、

大
丈

夫
。

ひ
ど

く
な

っ
た

ら
行

く
。

②
③

や
れ

る
時

に
や

る
。

（
長

女
）

本
人

に
任

せ
る

。

脊
柱

管
狭

窄
症

た
め

、
歩

行
に

支
障

が
あ

る
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

行
な

い
な

が
ら

、
下

肢
筋

力
強

化
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
口

腔
機

能
の

低
下

が
み

ら
れ

る
た

め
、

口
腔

周
囲

筋
を

鍛
え

る
こ

と
が

必
要

。

健健
康康

管管
理理

にに
つつ

いい
てて

本
人

：
痛

み
を
調

整
し
て
、
楽

に
動

き
た
い
。
家

族
や

知
人

と
お
い

し
く
食

事
を
し
た
い
。
血

圧
測

定
し
、
服

薬
を
続

け
る
。

家
族

：
痛

み
の

強
い
と
き
は

、
で
き

る
限

り
病

院
に
付

き
添

う
よ
う
に
し

た
い
。

□
有

　
　
□

無

そ そ
のの

他他
のの

事事
項項

にに
つつ

いい
てて

□
有

　
　
□

無

１
．

腰
や

足
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
痛

み
が

増
し

、
活

動
が

低
下

し
て

い
る

。
脊

柱
管

狭
窄

症
の

症
状

の
悪

化
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
。

家
族

の
中

で
の

役
割

が
あ

る
が

現
状

を
維

持
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
表

７
３
歳
の

6969



ＮＮ
ｏｏ
．．

利利
用用
者者
名名

様様
計計
画画
作作
成成
（（
変変
更更
））
日日

※
1

※
１
　
予
防
給
付
の
対
象
サ
ー
ビ
ス
又
は
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
場
合
（
給
付
管
理
が
必
要
）
は
、
〇
を
つ
け
る
。

【【
本本
来来
行行
うう
べべ
きき
支支
援援
がが
実実
施施
でで
きき
なな
いい
場場
合合
：：
当当
面面
のの
方方
針針
】】

１
．

週
に

１
度

は
、

友
人

と
歩

い
て

2
0
分

か
か

る
喫

茶
店

に
行

っ
て

話
を

す
る

。

２
．

お
い

し
く

食
事

を
食

べ
る

。

口
腔

機
能

に
関

し
て

は
、

し
ば

ら
く

は
セ

ル
フ

ケ
ア

で
様

子
を

み
た

い
と

い
う

本
人

の
希

望
優

先
。

２
～

３
ヶ

月
後

、
改

善
が

見
ら

れ
な

け
れ

ば
、

歯
科

受
診

へ
の

勧
奨

や
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
等

で
口

腔
機

能
向

上
メ

ニ
ュ

ー
等

の
利

用
を

す
す

め
る

。

介
護
保
険
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ
地
域
支
援
事
業

区
市
町
村
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

・
痛

み
の

増
強

時
は

安
静

を
保

つ
よ

う
に

し
、

無
理

の
な

い
範

囲
で

活
動

の
継

続
を

す
す

め
る

。
・

腰
痛

等
の

悪
化

を
招

く
動

作
や

姿
勢

は
避

け
る

よ
う

促
し

て
い

く
。

介
護
保
険
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ
地
域
支
援
事
業

区
市
町
村
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ

無
理

の
な

い
範

囲
で

、
「

運
動

器
の

機
能

向
上

メ
ニ

ュ
ー

」
で

下
肢

筋
力

の
向

上
を

は
か

る
。

住
宅

改
修

を
行

い
、

腰
や

膝
に

か
か

る
負

担
の

軽
減

を
図

る
。

〇 〇

（
　
）

家
族
・
地
域

の
支
援
、
民
間

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

本
人
の
取
組

介
護
保
険
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ
地
域
支
援
事
業

区
市
町
村
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ

専
門

職
に

よ
る

口
腔

機
能

の
講

話
・

介
護

予
防

教
室

（
介

護
予

防
普

及
啓

発
事

業
）

・
B
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

主
催

者
）

(
開

催
時

に
事

前
に

案
内

)

平
成

2
7
年

5
月

1
0
日

～ 平
成

2
8
年

4
月

3
0
日

・
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
・

介
護

予
防

住
宅

改
修

・
Ｕ

事
業

所

・
D
福

祉
用

具

・
食

前
に

口
腔

体
操

を
行

う
よ

う
に

す
す

め
る

。

本
人
の
取
組

・
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
・

口
腔

体
操

の
実

施

家
族
・
地
域

の
支
援
、
民
間

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

平
成

2
7
年

5
月

1
0
日

～ 平
成

2
8
年

4
月

3
0
日

月
１

回

孫
の

保
育

園
送

迎
　

週
一

回
（

夫
）

重
た

い
物

の
購

入
や

持
ち

運
び

の
手

伝
い

（
家

族
・

ス
ー

パ
ー

）
散

歩
と

会
話

を
共

に
楽

し
む

（
友

人
）

・
ス

ー
パ

ー
の

配
達

サ
ー

ビ
ス

・
〇

〇
ス

ー
パ

ー

本
人
の
取
組

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
と

治
療

の
継

続
。

保
育

園
の

送
迎

（
週

４
回

）
・

家
事

・
公

民
館

で
の

習
字

の
継

続
。

腰
痛

体
操

の
実

施
。

適
宜

週
１

回

介介
護護
予予
防防
ササ
ーー
ビビ
スス
・・
支支
援援
計計
画画
表表
（（
３３
／／
３３
））

雲
取

　
茜

(
7
3
歳

)
平平
成成
22
77
年年
55
月月
88
日日

目
標

支
　
　
援
　
　
計
　
　
画

目
標
に
つ
い
て
の

支
援
の
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
な
支
援
の
内
容

サ
ー
ビ
ス

種
別

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

(事
業
所
)

頻
度

期
間

・
医

療
保

険
・

Z
病

院

家
族
・
地
域

の
支
援
、
民
間

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

Ｃ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

ＮＮ
ｏｏ
．．

利利
用用

者者
名名

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

※
1

※
１

予
防

給
付

の
対

象
サ

ー
ビ
ス
又

は
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ
ス
事

業
の

場
合

（
給

付
管

理
が

必
要

）
は

、
〇

を
つ
け
る
。

【【
本本

来来
行行

うう
べべ

きき
支支

援援
がが

実実
施施

でで
きき
なな
いい
場場

合合
：：
当当

面面
のの

方方
針針

】】

適
宜

週
１

回

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
３３
／／

３３
））

雲
取

　
茜

(
7
3
歳

)
平平

成成
22
77
年年

55
月月

88
日日

目
標

支
　
　
援

　
　
計

　
　
画

目
標

に
つ
い
て
の

支
援

の
ポ
イ
ン
ト

具
体

的
な
支

援
の

内
容

サ
ー
ビ
ス

種
別

サ
ー
ビ
ス
提

供
者

(事
業

所
)

頻
度

期
間

・
医

療
保

険
・

Z
病

院

家
族

・
地

域
の

の
支

援
、
民

間
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

孫
の

保
育

園
送

迎
　

週
一

回
（

夫
）

重
た

い
物

の
購

入
や

持
ち

運
び

の
手

伝
い

（
家

族
・

ス
ー

パ
ー

）
散

歩
と

会
話

を
共

に
楽

し
む

（
友

人
）

・
ス

ー
パ

ー
の

配
達

サ
ー

ビ
ス

・
〇

〇
ス

ー
パ

ー

本
人

の
取

組
痛

み
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

と
治

療
の

継
続

。
保

育
園

の
送

迎
（

週
４

回
）

・
家

事
・

公
民

館
で

の
習

字
の

継
続

。
腰

痛
体

操
の

実
施

。

平
成

2
7
年

5
月

1
0
日

～ 平
成

2
8
年

4
月

3
0
日

・
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
・

介
護

予
防

住
宅

改
修

・
Ｕ

事
業

所

・
D
福

祉
用

具

・
食

前
に

口
腔

体
操

を
行

う
よ

う
に

す
す

め
る

。

本
人

の
取

組
・

唾
液

腺
マ

ッ
サ

ー
ジ

・
口

腔
体

操
の

実
施

家
族

・
地

域
の

の
支

援
、
民

間
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

平
成

2
7
年

5
月

1
0
日

～ 平
成

2
8
年

4
月

3
0
日

月
１

回

介
護

保
険

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

地
域

支
援

事
業

区
市

町
村

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

専
門

職
に

よ
る

口
腔

機
能

の
講

話
・

介
護

予
防

教
室

（
介

護
予

防
普

及
啓

発
事

業
）

・
B
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

主
催

者
）

(
開

催
時

に
事

前
に

案
内

)

家
族

・
地

域
の

の
支

援
、
民

間
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

本
人

の
取

組

１
．

週
に

１
度

は
、

友
人

と
歩

い
て

2
0
分

か
か

る
喫

茶
店

に
行

っ
て

話
を

す
る

。

２
．

お
い

し
く

食
事

を
食

べ
る

。

口
腔

機
能

に
関

し
て

は
、

し
ば

ら
く

は
セ

ル
フ

ケ
ア

で
様

子
を

み
た

い
と

い
う

本
人

の
希

望
優

先
。

２
～

３
ヶ

月
後

、
改

善
が

見
ら

れ
な

け
れ

ば
、

歯
科

受
診

へ
の

勧
奨

や
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
等

で
口

腔
機

能
向

上
メ

ニ
ュ

ー
等

の
利

用
を

す
す

め
る

。

介
護

保
険

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

地
域

支
援

事
業

区
市

町
村

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
痛

み
の

増
強

時
は

安
静

を
保

つ
よ

う
に

し
、

無
理

の
な

い
範

囲
で

活
動

の
継

続
を

す
す

め
る

。
・

腰
痛

等
の

悪
化

を
招

く
動

作
や

姿
勢

は
避

け
る

よ
う

促
し

て
い

く
。

介
護

保
険

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

地
域

支
援

事
業

区
市

町
村

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

無
理

の
な

い
範

囲
で

、
「

運
動

器
の

機
能

向
上

メ
ニ

ュ
ー

」
で

下
肢

筋
力

の
向

上
を

は
か

る
。

住
宅

改
修

を
行

い
、

腰
や

膝
に

か
か

る
負

担
の

軽
減

を
図

る
。

〇 〇

（
　
）

Ｃ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

資料６

居居宅宅ササーービビスス計計画画書書（（居居宅宅ケケアアププラランン））標標

準準様様式式改改正正のの解解釈釈とと計計画画作作成成にに当当たたっっててのの考考

ええ方方

（（東東京京都都介介護護支支援援専専門門員員法法定定研研修修資資料料））

出典：居宅サービス計画書（居宅ケアプラン）標準様式改正の解釈と計画作成に当たっての

考え方（東京都介護支援専門員法定研修資料）

令和４年 3 月 東京都（令和６年３月一部改変）

ＮＮ
ｏｏ
．．

利利
用用

者者
名名

様様
計計

画画
作作

成成
（（
変変

更更
））
日日

※
1

※
１

予
防

給
付

の
対

象
サ

ー
ビ
ス
又

は
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ
ス
事

業
の

場
合

（
給

付
管

理
が

必
要

）
は

、
〇

を
つ
け
る
。

【【
本本

来来
行行

うう
べべ

きき
支支

援援
がが

実実
施施

でで
きき
なな
いい
場場

合合
：：
当当

面面
のの

方方
針針

】】

適
宜

週
１

回

介介
護護

予予
防防

ササ
ーー

ビビ
スス
・・
支支

援援
計計

画画
表表

（（
３３
／／

３３
））

雲
取

　
茜

(
7
3
歳

)
平平

成成
22
77
年年

55
月月

88
日日

目
標

支
　
　
援

　
　
計

　
　
画

目
標

に
つ
い
て
の

支
援

の
ポ
イ
ン
ト

具
体

的
な
支

援
の

内
容

サ
ー
ビ
ス

種
別

サ
ー
ビ
ス
提

供
者

(事
業

所
)

頻
度

期
間

・
医

療
保

険
・

Z
病

院

家
族

・
地

域
の

の
支

援
、
民

間
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

孫
の

保
育

園
送

迎
　

週
一

回
（

夫
）

重
た

い
物

の
購

入
や

持
ち

運
び

の
手

伝
い

（
家

族
・

ス
ー

パ
ー

）
散

歩
と

会
話

を
共

に
楽

し
む

（
友

人
）

・
ス

ー
パ

ー
の

配
達

サ
ー

ビ
ス

・
〇

〇
ス

ー
パ

ー

本
人

の
取

組
痛

み
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

と
治

療
の

継
続

。
保

育
園

の
送

迎
（

週
４

回
）

・
家

事
・

公
民

館
で

の
習

字
の

継
続

。
腰

痛
体

操
の

実
施

。

平
成

2
7
年

5
月

1
0
日

～ 平
成

2
8
年

4
月

3
0
日

・
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
・

介
護

予
防

住
宅

改
修

・
Ｕ

事
業

所

・
D
福

祉
用

具

・
食

前
に

口
腔

体
操

を
行

う
よ

う
に

す
す

め
る

。

本
人

の
取

組
・

唾
液

腺
マ

ッ
サ

ー
ジ

・
口

腔
体

操
の

実
施

家
族

・
地

域
の

の
支

援
、
民

間
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

平
成

2
7
年

5
月

1
0
日

～ 平
成

2
8
年

4
月

3
0
日

月
１

回

介
護

保
険

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

地
域

支
援

事
業

区
市

町
村

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

専
門

職
に

よ
る

口
腔

機
能

の
講

話
・

介
護

予
防

教
室

（
介

護
予

防
普

及
啓

発
事

業
）

・
B
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

主
催

者
）

(
開

催
時

に
事

前
に

案
内

)

家
族

・
地

域
の

の
支

援
、
民

間
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

本
人

の
取

組

１
．

週
に

１
度

は
、

友
人

と
歩

い
て

2
0
分

か
か

る
喫

茶
店

に
行

っ
て

話
を

す
る

。

２
．

お
い

し
く

食
事

を
食

べ
る

。

口
腔

機
能

に
関

し
て

は
、

し
ば

ら
く

は
セ

ル
フ

ケ
ア

で
様

子
を

み
た

い
と

い
う

本
人

の
希

望
優

先
。

２
～

３
ヶ

月
後

、
改

善
が

見
ら

れ
な

け
れ

ば
、

歯
科

受
診

へ
の

勧
奨

や
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
等

で
口

腔
機

能
向

上
メ

ニ
ュ

ー
等

の
利

用
を

す
す

め
る

。

介
護

保
険

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

地
域

支
援

事
業

区
市

町
村

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・
痛

み
の

増
強

時
は

安
静

を
保

つ
よ

う
に

し
、

無
理

の
な

い
範

囲
で

活
動

の
継

続
を

す
す

め
る

。
・

腰
痛

等
の

悪
化

を
招

く
動

作
や

姿
勢

は
避

け
る

よ
う

促
し

て
い

く
。

介
護

保
険

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

地
域

支
援

事
業

区
市

町
村

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

無
理

の
な

い
範

囲
で

、
「

運
動

器
の

機
能

向
上

メ
ニ

ュ
ー

」
で

下
肢

筋
力

の
向

上
を

は
か

る
。

住
宅

改
修

を
行

い
、

腰
や

膝
に

か
か

る
負

担
の

軽
減

を
図

る
。

〇 〇

（
　
）

Ｃ
表

７
３
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

７
３
歳
の

７
４
歳
の

資料６

居居宅宅ササーービビスス計計画画書書（（居居宅宅ケケアアププラランン））標標

準準様様式式改改正正のの解解釈釈とと計計画画作作成成にに当当たたっっててのの考考

ええ方方

（（東東京京都都介介護護支支援援専専門門員員法法定定研研修修資資料料））

出典：居宅サービス計画書（居宅ケアプラン）標準様式改正の解釈と計画作成に当たっての

考え方（東京都介護支援専門員法定研修資料）

令和４年 3 月 東京都（令和６年３月一部改変）
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ＮＮ
ｏｏ
．．

利利
用用
者者
名名

様様
計計
画画
作作
成成
（（
変変
更更
））
日日

※
1

※
１
　
予
防
給
付
の
対
象
サ
ー
ビ
ス
又
は
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
場
合
（
給
付
管
理
が
必
要
）
は
、
〇
を
つ
け
る
。

【【
本本
来来
行行
うう
べべ
きき
支支
援援
がが
実実
施施
でで
きき
なな
いい
場場
合合
：：
当当
面面
のの
方方
針針
】】

１
．

週
に

１
度

は
、

友
人

と
歩

い
て

2
0
分

か
か

る
喫

茶
店

に
行

っ
て

話
を

す
る

。

２
．

お
い

し
く

食
事

を
食

べ
る

。

口
腔

機
能

に
関

し
て

は
、

し
ば

ら
く

は
セ

ル
フ

ケ
ア

で
様

子
を

み
た

い
と

い
う

本
人

の
希

望
優

先
。

２
～

３
ヶ

月
後

、
改

善
が

見
ら

れ
な

け
れ

ば
、

歯
科

受
診

へ
の

勧
奨

や
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
等

で
口

腔
機

能
向

上
メ

ニ
ュ

ー
等

の
利

用
を

す
す

め
る

。

介
護
保
険
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ
地
域
支
援
事
業

区
市
町
村
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

・
痛

み
の

増
強

時
は

安
静

を
保

つ
よ

う
に

し
、

無
理

の
な

い
範

囲
で

活
動

の
継

続
を

す
す

め
る

。
・

腰
痛

等
の

悪
化

を
招

く
動

作
や

姿
勢

は
避

け
る

よ
う

促
し

て
い

く
。

介
護
保
険
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ
地
域
支
援
事
業

区
市
町
村
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ

無
理

の
な

い
範

囲
で

、
「

運
動

器
の

機
能

向
上

メ
ニ

ュ
ー

」
で

下
肢

筋
力

の
向

上
を

は
か

る
。

住
宅

改
修

を
行

い
、

腰
や

膝
に

か
か

る
負

担
の

軽
減

を
図

る
。

〇 〇

（
　
）

家
族
・
地
域

の
支
援
、
民
間

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

本
人
の
取
組

介
護
保
険
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ
地
域
支
援
事
業

区
市
町
村
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ

専
門

職
に

よ
る

口
腔

機
能

の
講

話
・

介
護

予
防

教
室

（
介

護
予

防
普

及
啓

発
事

業
）

・
B
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

主
催

者
）

(
開

催
時

に
事

前
に

案
内

)

平
成

2
7
年

5
月

1
0
日

～ 平
成

2
8
年

4
月

3
0
日

・
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
・

介
護

予
防

住
宅

改
修

・
Ｕ

事
業

所

・
D
福

祉
用

具

・
食

前
に

口
腔

体
操

を
行

う
よ

う
に

す
す

め
る

。

本
人
の
取
組

・
唾

液
腺

マ
ッ

サ
ー

ジ
・

口
腔

体
操

の
実

施

家
族
・
地
域

の
支
援
、
民
間

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
等

平
成

2
7
年

5
月

1
0
日

～ 平
成

2
8
年

4
月

3
0
日

月
１

回

孫
の

保
育

園
送

迎
　

週
一

回
（

夫
）

重
た

い
物

の
購

入
や

持
ち

運
び

の
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居宅サービス計画書（居宅ケアプラン）標準様式改正の解釈と計画作成に当たっての考え方 

（東京都介護支援専門員法定研修資料） 

１．はじめに 

令和３年３月末に居宅サービス計画書の様式が改正された（令和 3 年 3 月 31 日付老認発 

0331 第 6号厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課長通知「介護サービス計画書の様式

及び課題分析標準項目の提示について」の一部改正について）。今回改正の中で、居宅サービス

計画書第1表の「利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果」については、

関係者の各々の見解が散見されている。このため東京都の法定研修では、厚生労働省が勧奨す

る様式と記載要領について、研修のための一定の考え方を示す。 

２．改正点 

様式と記載要領の改正箇所は以下のとおりである。（下線が改正箇所） 

（１）様式：利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果

（２）記載要領

また、今回の第 1表改正についての厚生労働省の解釈の要点は、以下の２点である。 

３．作成に当たっての考え方 

まず、①の利用者及び家族の意向について、介護保険法施行規則（第 18 条）でケアプランへ

の意向の記載が明記されている。厚生労働省解釈でも意向を記載するよう示されており、利用

者及び家族の意向について記載することが必要である。 

次に、②のケアプランに記載する「考えられる、あるいは望ましい支援」は、厚生労働省が

示すように課題分析の結果から得られた内容である。課題分析は、利用者との共同作業であり、

その結果はケアプラン第 2 表に反映され、「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」、「目標」、

「援助内容」として合意され記載されていく。このうち「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」

（リ・アセスメント支援シートでは「整理後ニーズ」に該当）は利用者及び家族の生活に対す

① 利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 課題分析の結果、「どのような支援が考えられるのか、あるいは望ましいのか」

を総合的に勘案した結果を記載する。 

利利用用者者及及びびそそのの家家族族がが、、どどののよよううなな内内容容のの介介護護ササーービビススををどどのの程程度度のの頻頻度度でで利利用用

ししななががらら、、どどののよよううなな生生活活ををししたたいいとと考考ええてていいるるののかか意意向向をを踏踏ままええたた課課題題分分析析のの

結結果果をを記記載載すするる。。そそのの際際、、課課題題分分析析のの結結果果ととししてて、、「「自自立立支支援援」」にに資資すするるたためめにに

解解決決ししななけけれればばななららなないい課課題題がが把把握握ででききてていいるるかか確確認認すするる。。そそののたためめにに、、利利用用者者

のの主主訴訴やや相相談談内内容容等等をを踏踏ままええたた利利用用者者がが持持っってていいるる力力やや生生活活環環境境等等のの評評価価をを含含めめ

利利用用者者がが抱抱ええるる問問題題点点をを明明ららかかににししてていいくくこことと。。  

ななおお、、利利用用者者及及びびそそのの家家族族のの生生活活にに対対すするる意意向向がが異異ななるる場場合合ににはは、、各各々々のの主主訴訴をを

区区別別ししてて記記載載すするる。。  

る意向を実現するために必要な「考えられる、あるいは望ましい支援」の内容につながってい

く。また、記載要領にある解決しなければならない課題把握のために明らかにする「利用者が

抱える問題点」についても、リ・アセスメント支援シートでは「CM 判断」欄に「～～が必要」

と記載されている。これは利用者や家族の意向、医師専門職等の意見を踏まえ、介護支援専門

員が総合的に課題解決に向け必要性を判断し、合意の結果導き出した「整理後ニーズ」と同じ

方向性となるものである。 

このため、記載要領に基づき、東京都では次のとおり考え方を整理した。

４．事例に基づく考え方

具体的には利用者の状況や緊急度合い、必要性に応じ利用者を含むケアチームに伝わるよ

う介護支援専門員が、より適切な表現を検討し記載する。

実務研修テキストの事例の場合、意向に続けて記載する「課題分析の結果」部分につい

て、次のような記載が考えられる。

※アンダーラインが「整理後ニーズ」（「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」）となる。

○参考記載例（練馬 豊さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(脳血管疾患) 

○参考記載例（泉岳寺 清さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(認知症)

例 1）妻と車で出かけたり趣味の会に出席することは生活意欲の向上につながるので、活

動範囲を拡げるためのリハビリに取り組みましょう。

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM判断（ＩＡＤＬ・社会交流）」を合わせた内容

① まず、利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 次に、課題分析の結果として、利用者及び家族との間で共有された複数の「生活全

般の解決すべき課題（ニーズ）」のうち、より自立支援に向かう代表的ないくつかを

具体的に挙げる。つまり「整理後ニーズ」と「CM判断」を合わせた内容を記載する

ことになる。また記載要領の初めに記載がある通り、利用者本人の計画であること

を踏まえわかりやすく記載する。

例２）格好よく歩けるようになるために、健康状態や歩行能力の維持を目指して食生活を改

善することで、現在の活動範囲が狭まらないようにしましょう。

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM 判断（健康状態、・ＡＤＬ・ＩＡＤＬ）」を合わ

せた内容 
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0331 第 6号厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課長通知「介護サービス計画書の様式

及び課題分析標準項目の提示について」の一部改正について）。今回改正の中で、居宅サービス

計画書第1表の「利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果」については、

関係者の各々の見解が散見されている。このため東京都の法定研修では、厚生労働省が勧奨す

る様式と記載要領について、研修のための一定の考え方を示す。

２．改正点

様式と記載要領の改正箇所は以下のとおりである。（下線が改正箇所）
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その結果はケアプラン第 2 表に反映され、「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」、「目標」、

「援助内容」として合意され記載されていく。このうち「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」

（リ・アセスメント支援シートでは「整理後ニーズ」に該当）は利用者及び家族の生活に対す

① 利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 課題分析の結果、「どのような支援が考えられるのか、あるいは望ましいのか」

を総合的に勘案した結果を記載する。
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のの主主訴訴やや相相談談内内容容等等をを踏踏ままええたた利利用用者者がが持持っってていいるる力力やや生生活活環環境境等等のの評評価価をを含含めめ

利利用用者者がが抱抱ええるる問問題題点点をを明明ららかかににししてていいくくこことと。。
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を総合的に勘案した結果を記載する。

利利用用者者及及びびそそのの家家族族がが、、どどののよよううなな内内容容のの介介護護ササーービビススををどどのの程程度度のの頻頻度度でで利利用用

ししななががらら、、どどののよよううなな生生活活ををししたたいいとと考考ええてていいるるののかか意意向向をを踏踏ままええたた課課題題分分析析のの

結結果果をを記記載載すするる。。そそのの際際、、課課題題分分析析のの結結果果ととししてて、、「「自自立立支支援援」」にに資資すするるたためめにに

解解決決ししななけけれればばななららなないい課課題題がが把把握握ででききてていいるるかか確確認認すするる。。そそののたためめにに、、利利用用者者

のの主主訴訴やや相相談談内内容容等等をを踏踏ままええたた利利用用者者がが持持っってていいるる力力やや生生活活環環境境等等のの評評価価をを含含めめ

利利用用者者がが抱抱ええるる問問題題点点をを明明ららかかににししてていいくくこことと。。

ななおお、、利利用用者者及及びびそそのの家家族族のの生生活活にに対対すするる意意向向がが異異ななるる場場合合ににはは、、各各々々のの主主訴訴をを

区区別別ししてて記記載載すするる。。

る意向を実現するために必要な「考えられる、あるいは望ましい支援」の内容につながってい

く。また、記載要領にある解決しなければならない課題把握のために明らかにする「利用者が

抱える問題点」についても、リ・アセスメント支援シートでは「CM 判断」欄に「～～が必要」

と記載されている。これは利用者や家族の意向、医師専門職等の意見を踏まえ、介護支援専門

員が総合的に課題解決に向け必要性を判断し、合意の結果導き出した「整理後ニーズ」と同じ

方向性となるものである。 

このため、記載要領に基づき、東京都では次のとおり考え方を整理した。 

４．事例に基づく考え方 

具体的には利用者の状況や緊急度合い、必要性に応じ利用者を含むケアチームに伝わるよ

う介護支援専門員が、より適切な表現を検討し記載する。 

実務研修テキストの事例の場合、意向に続けて記載する「課題分析の結果」部分につい

て、次のような記載が考えられる。 

※アンダーラインが「整理後ニーズ」（「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」）となる。

○参考記載例（練馬 豊さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(脳血管疾患)

○参考記載例（泉岳寺 清さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(認知症)

例 1）妻と車で出かけたり趣味の会に出席することは生活意欲の向上につながるので、活

動範囲を拡げるためのリハビリに取り組みましょう。 

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM判断（ＩＡＤＬ・社会交流）」を合わせた内容

① まず、利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 次に、課題分析の結果として、利用者及び家族との間で共有された複数の「生活全

般の解決すべき課題（ニーズ）」のうち、より自立支援に向かう代表的ないくつかを

具体的に挙げる。つまり「整理後ニーズ」と「CM判断」を合わせた内容を記載する

ことになる。また記載要領の初めに記載がある通り、利用者本人の計画であること

を踏まえわかりやすく記載する。

例２）格好よく歩けるようになるために、健康状態や歩行能力の維持を目指して食生活を改

善することで、現在の活動範囲が狭まらないようにしましょう。 

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM 判断（健康状態、・ＡＤＬ・ＩＡＤＬ）」を合わ

せた内容
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居宅サービス計画書（居宅ケアプラン）標準様式改正の解釈と計画作成に当たっての考え方 

（東京都介護支援専門員法定研修資料） 

１．はじめに 

令和３年３月末に居宅サービス計画書の様式が改正された（令和 3 年 3 月 31 日付老認発 

0331 第 6号厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課長通知「介護サービス計画書の様式

及び課題分析標準項目の提示について」の一部改正について）。今回改正の中で、居宅サービス

計画書第1表の「利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果」については、

関係者の各々の見解が散見されている。このため東京都の法定研修では、厚生労働省が勧奨す

る様式と記載要領について、研修のための一定の考え方を示す。 

２．改正点 

様式と記載要領の改正箇所は以下のとおりである。（下線が改正箇所） 

（１）様式：利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果

（２）記載要領

また、今回の第 1表改正についての厚生労働省の解釈の要点は、以下の２点である。 

３．作成に当たっての考え方 

まず、①の利用者及び家族の意向について、介護保険法施行規則（第 18 条）でケアプランへ

の意向の記載が明記されている。厚生労働省解釈でも意向を記載するよう示されており、利用

者及び家族の意向について記載することが必要である。 

次に、②のケアプランに記載する「考えられる、あるいは望ましい支援」は、厚生労働省が

示すように課題分析の結果から得られた内容である。課題分析は、利用者との共同作業であり、

その結果はケアプラン第 2 表に反映され、「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」、「目標」、

「援助内容」として合意され記載されていく。このうち「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」

（リ・アセスメント支援シートでは「整理後ニーズ」に該当）は利用者及び家族の生活に対す

① 利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 課題分析の結果、「どのような支援が考えられるのか、あるいは望ましいのか」

を総合的に勘案した結果を記載する。 

利利用用者者及及びびそそのの家家族族がが、、どどののよよううなな内内容容のの介介護護ササーービビススををどどのの程程度度のの頻頻度度でで利利用用

ししななががらら、、どどののよよううなな生生活活ををししたたいいとと考考ええてていいるるののかか意意向向をを踏踏ままええたた課課題題分分析析のの

結結果果をを記記載載すするる。。そそのの際際、、課課題題分分析析のの結結果果ととししてて、、「「自自立立支支援援」」にに資資すするるたためめにに

解解決決ししななけけれればばななららなないい課課題題がが把把握握ででききてていいるるかか確確認認すするる。。そそののたためめにに、、利利用用者者

のの主主訴訴やや相相談談内内容容等等をを踏踏ままええたた利利用用者者がが持持っってていいるる力力やや生生活活環環境境等等のの評評価価をを含含めめ

利利用用者者がが抱抱ええるる問問題題点点をを明明ららかかににししてていいくくこことと。。  

ななおお、、利利用用者者及及びびそそのの家家族族のの生生活活にに対対すするる意意向向がが異異ななるる場場合合ににはは、、各各々々のの主主訴訴をを

区区別別ししてて記記載載すするる。。  

る意向を実現するために必要な「考えられる、あるいは望ましい支援」の内容につながってい

く。また、記載要領にある解決しなければならない課題把握のために明らかにする「利用者が

抱える問題点」についても、リ・アセスメント支援シートでは「CM 判断」欄に「～～が必要」

と記載されている。これは利用者や家族の意向、医師専門職等の意見を踏まえ、介護支援専門

員が総合的に課題解決に向け必要性を判断し、合意の結果導き出した「整理後ニーズ」と同じ

方向性となるものである。 

このため、記載要領に基づき、東京都では次のとおり考え方を整理した。

４．事例に基づく考え方

具体的には利用者の状況や緊急度合い、必要性に応じ利用者を含むケアチームに伝わるよ

う介護支援専門員が、より適切な表現を検討し記載する。

実務研修テキストの事例の場合、意向に続けて記載する「課題分析の結果」部分につい

て、次のような記載が考えられる。

※アンダーラインが「整理後ニーズ」（「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」）となる。

○参考記載例（練馬 豊さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(脳血管疾患) 

○参考記載例（泉岳寺 清さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(認知症)

例 1）妻と車で出かけたり趣味の会に出席することは生活意欲の向上につながるので、活

動範囲を拡げるためのリハビリに取り組みましょう。

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM判断（ＩＡＤＬ・社会交流）」を合わせた内容

① まず、利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 次に、課題分析の結果として、利用者及び家族との間で共有された複数の「生活全

般の解決すべき課題（ニーズ）」のうち、より自立支援に向かう代表的ないくつかを

具体的に挙げる。つまり「整理後ニーズ」と「CM判断」を合わせた内容を記載する

ことになる。また記載要領の初めに記載がある通り、利用者本人の計画であること

を踏まえわかりやすく記載する。

例２）格好よく歩けるようになるために、健康状態や歩行能力の維持を目指して食生活を改

善することで、現在の活動範囲が狭まらないようにしましょう。

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM 判断（健康状態、・ＡＤＬ・ＩＡＤＬ）」を合わ

せた内容 

居宅サービス計画書（居宅ケアプラン）標準様式改正の解釈と計画作成に当たっての考え方

（東京都介護支援専門員法定研修資料）

１．はじめに 

令和３年３月末に居宅サービス計画書の様式が改正された（令和 3 年 3 月 31 日付老認発

0331 第 6号厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課長通知「介護サービス計画書の様式

及び課題分析標準項目の提示について」の一部改正について）。今回改正の中で、居宅サービス

計画書第1表の「利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果」については、

関係者の各々の見解が散見されている。このため東京都の法定研修では、厚生労働省が勧奨す

る様式と記載要領について、研修のための一定の考え方を示す。

２．改正点

様式と記載要領の改正箇所は以下のとおりである。（下線が改正箇所）

（１）様式：利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果

（２）記載要領

また、今回の第 1表改正についての厚生労働省の解釈の要点は、以下の２点である。

３．作成に当たっての考え方

まず、①の利用者及び家族の意向について、介護保険法施行規則（第 18 条）でケアプランへ

の意向の記載が明記されている。厚生労働省解釈でも意向を記載するよう示されており、利用

者及び家族の意向について記載することが必要である。

次に、②のケアプランに記載する「考えられる、あるいは望ましい支援」は、厚生労働省が

示すように課題分析の結果から得られた内容である。課題分析は、利用者との共同作業であり、

その結果はケアプラン第 2 表に反映され、「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」、「目標」、

「援助内容」として合意され記載されていく。このうち「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」

（リ・アセスメント支援シートでは「整理後ニーズ」に該当）は利用者及び家族の生活に対す

① 利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 課題分析の結果、「どのような支援が考えられるのか、あるいは望ましいのか」

を総合的に勘案した結果を記載する。

利利用用者者及及びびそそのの家家族族がが、、どどののよよううなな内内容容のの介介護護ササーービビススををどどのの程程度度のの頻頻度度でで利利用用

ししななががらら、、どどののよよううなな生生活活ををししたたいいとと考考ええてていいるるののかか意意向向をを踏踏ままええたた課課題題分分析析のの

結結果果をを記記載載すするる。。そそのの際際、、課課題題分分析析のの結結果果ととししてて、、「「自自立立支支援援」」にに資資すするるたためめにに

解解決決ししななけけれればばななららなないい課課題題がが把把握握ででききてていいるるかか確確認認すするる。。そそののたためめにに、、利利用用者者

のの主主訴訴やや相相談談内内容容等等をを踏踏ままええたた利利用用者者がが持持っってていいるる力力やや生生活活環環境境等等のの評評価価をを含含めめ

利利用用者者がが抱抱ええるる問問題題点点をを明明ららかかににししてていいくくこことと。。

ななおお、、利利用用者者及及びびそそのの家家族族のの生生活活にに対対すするる意意向向がが異異ななるる場場合合ににはは、、各各々々のの主主訴訴をを

区区別別ししてて記記載載すするる。。

る意向を実現するために必要な「考えられる、あるいは望ましい支援」の内容につながってい

く。また、記載要領にある解決しなければならない課題把握のために明らかにする「利用者が

抱える問題点」についても、リ・アセスメント支援シートでは「CM 判断」欄に「～～が必要」

と記載されている。これは利用者や家族の意向、医師専門職等の意見を踏まえ、介護支援専門

員が総合的に課題解決に向け必要性を判断し、合意の結果導き出した「整理後ニーズ」と同じ

方向性となるものである。 

このため、記載要領に基づき、東京都では次のとおり考え方を整理した。

４．事例に基づく考え方

具体的には利用者の状況や緊急度合い、必要性に応じ利用者を含むケアチームに伝わるよ

う介護支援専門員が、より適切な表現を検討し記載する。

実務研修テキストの事例の場合、意向に続けて記載する「課題分析の結果」部分につい

て、次のような記載が考えられる。

※アンダーラインが「整理後ニーズ」（「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」）となる。

○参考記載例（練馬 豊さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(脳血管疾患)

○参考記載例（泉岳寺 清さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(認知症)

例 1）妻と車で出かけたり趣味の会に出席することは生活意欲の向上につながるので、活

動範囲を拡げるためのリハビリに取り組みましょう。

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM判断（ＩＡＤＬ・社会交流）」を合わせた内容

① まず、利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 次に、課題分析の結果として、利用者及び家族との間で共有された複数の「生活全

般の解決すべき課題（ニーズ）」のうち、より自立支援に向かう代表的ないくつかを

具体的に挙げる。つまり「整理後ニーズ」と「CM判断」を合わせた内容を記載する

ことになる。また記載要領の初めに記載がある通り、利用者本人の計画であること

を踏まえわかりやすく記載する。

例２）格好よく歩けるようになるために、健康状態や歩行能力の維持を目指して食生活を改

善することで、現在の活動範囲が狭まらないようにしましょう。

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM 判断（健康状態、・ＡＤＬ・ＩＡＤＬ）」を合わ

せた内容
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居宅サービス計画書（居宅ケアプラン）標準様式改正の解釈と計画作成に当たっての考え方

（東京都介護支援専門員法定研修資料）

１．はじめに 

令和３年３月末に居宅サービス計画書の様式が改正された（令和 3 年 3 月 31 日付老認発

0331 第 6号厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課長通知「介護サービス計画書の様式

及び課題分析標準項目の提示について」の一部改正について）。今回改正の中で、居宅サービス

計画書第1表の「利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果」については、

関係者の各々の見解が散見されている。このため東京都の法定研修では、厚生労働省が勧奨す

る様式と記載要領について、研修のための一定の考え方を示す。

２．改正点

様式と記載要領の改正箇所は以下のとおりである。（下線が改正箇所）

（１）様式：利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果

（２）記載要領

また、今回の第 1表改正についての厚生労働省の解釈の要点は、以下の２点である。

３．作成に当たっての考え方

まず、①の利用者及び家族の意向について、介護保険法施行規則（第 18 条）でケアプランへ

の意向の記載が明記されている。厚生労働省解釈でも意向を記載するよう示されており、利用

者及び家族の意向について記載することが必要である。

次に、②のケアプランに記載する「考えられる、あるいは望ましい支援」は、厚生労働省が

示すように課題分析の結果から得られた内容である。課題分析は、利用者との共同作業であり、

その結果はケアプラン第 2 表に反映され、「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」、「目標」、

「援助内容」として合意され記載されていく。このうち「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」

（リ・アセスメント支援シートでは「整理後ニーズ」に該当）は利用者及び家族の生活に対す

① 利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 課題分析の結果、「どのような支援が考えられるのか、あるいは望ましいのか」

を総合的に勘案した結果を記載する。

利利用用者者及及びびそそのの家家族族がが、、どどののよよううなな内内容容のの介介護護ササーービビススををどどのの程程度度のの頻頻度度でで利利用用

ししななががらら、、どどののよよううなな生生活活ををししたたいいとと考考ええてていいるるののかか意意向向をを踏踏ままええたた課課題題分分析析のの

結結果果をを記記載載すするる。。そそのの際際、、課課題題分分析析のの結結果果ととししてて、、「「自自立立支支援援」」にに資資すするるたためめにに

解解決決ししななけけれればばななららなないい課課題題がが把把握握ででききてていいるるかか確確認認すするる。。そそののたためめにに、、利利用用者者

のの主主訴訴やや相相談談内内容容等等をを踏踏ままええたた利利用用者者がが持持っってていいるる力力やや生生活活環環境境等等のの評評価価をを含含めめ

利利用用者者がが抱抱ええるる問問題題点点をを明明ららかかににししてていいくくこことと。。

ななおお、、利利用用者者及及びびそそのの家家族族のの生生活活にに対対すするる意意向向がが異異ななるる場場合合ににはは、、各各々々のの主主訴訴をを

区区別別ししてて記記載載すするる。。

る意向を実現するために必要な「考えられる、あるいは望ましい支援」の内容につながってい

く。また、記載要領にある解決しなければならない課題把握のために明らかにする「利用者が

抱える問題点」についても、リ・アセスメント支援シートでは「CM 判断」欄に「～～が必要」

と記載されている。これは利用者や家族の意向、医師専門職等の意見を踏まえ、介護支援専門

員が総合的に課題解決に向け必要性を判断し、合意の結果導き出した「整理後ニーズ」と同じ

方向性となるものである。 

このため、記載要領に基づき、東京都では次のとおり考え方を整理した。

４．事例に基づく考え方

具体的には利用者の状況や緊急度合い、必要性に応じ利用者を含むケアチームに伝わるよ

う介護支援専門員が、より適切な表現を検討し記載する。

実務研修テキストの事例の場合、意向に続けて記載する「課題分析の結果」部分につい

て、次のような記載が考えられる。

※アンダーラインが「整理後ニーズ」（「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」）となる。

○参考記載例（練馬 豊さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(脳血管疾患) 

○参考記載例（泉岳寺 清さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(認知症)

例 1）妻と車で出かけたり趣味の会に出席することは生活意欲の向上につながるので、活

動範囲を拡げるためのリハビリに取り組みましょう。

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM判断（ＩＡＤＬ・社会交流）」を合わせた内容

① まず、利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 次に、課題分析の結果として、利用者及び家族との間で共有された複数の「生活全

般の解決すべき課題（ニーズ）」のうち、より自立支援に向かう代表的ないくつかを

具体的に挙げる。つまり「整理後ニーズ」と「CM判断」を合わせた内容を記載する

ことになる。また記載要領の初めに記載がある通り、利用者本人の計画であること

を踏まえわかりやすく記載する。

例２）格好よく歩けるようになるために、健康状態や歩行能力の維持を目指して食生活を改

善することで、現在の活動範囲が狭まらないようにしましょう。

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM 判断（健康状態、・ＡＤＬ・ＩＡＤＬ）」を合わ

せた内容 

居宅サービス計画書（居宅ケアプラン）標準様式改正の解釈と計画作成に当たっての考え方

（東京都介護支援専門員法定研修資料）

１．はじめに 

令和３年３月末に居宅サービス計画書の様式が改正された（令和 3 年 3 月 31 日付老認発

0331 第 6号厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課長通知「介護サービス計画書の様式

及び課題分析標準項目の提示について」の一部改正について）。今回改正の中で、居宅サービス

計画書第1表の「利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果」については、

関係者の各々の見解が散見されている。このため東京都の法定研修では、厚生労働省が勧奨す

る様式と記載要領について、研修のための一定の考え方を示す。

２．改正点

様式と記載要領の改正箇所は以下のとおりである。（下線が改正箇所）

（１）様式：利用者及び家族の生活に対する意向を踏まえた課題分析の結果

（２）記載要領

また、今回の第 1表改正についての厚生労働省の解釈の要点は、以下の２点である。

３．作成に当たっての考え方

まず、①の利用者及び家族の意向について、介護保険法施行規則（第 18 条）でケアプランへ

の意向の記載が明記されている。厚生労働省解釈でも意向を記載するよう示されており、利用

者及び家族の意向について記載することが必要である。

次に、②のケアプランに記載する「考えられる、あるいは望ましい支援」は、厚生労働省が

示すように課題分析の結果から得られた内容である。課題分析は、利用者との共同作業であり、

その結果はケアプラン第 2 表に反映され、「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」、「目標」、

「援助内容」として合意され記載されていく。このうち「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」

（リ・アセスメント支援シートでは「整理後ニーズ」に該当）は利用者及び家族の生活に対す

① 利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 課題分析の結果、「どのような支援が考えられるのか、あるいは望ましいのか」

を総合的に勘案した結果を記載する。

利利用用者者及及びびそそのの家家族族がが、、どどののよよううなな内内容容のの介介護護ササーービビススををどどのの程程度度のの頻頻度度でで利利用用

ししななががらら、、どどののよよううなな生生活活ををししたたいいとと考考ええてていいるるののかか意意向向をを踏踏ままええたた課課題題分分析析のの

結結果果をを記記載載すするる。。そそのの際際、、課課題題分分析析のの結結果果ととししてて、、「「自自立立支支援援」」にに資資すするるたためめにに

解解決決ししななけけれればばななららなないい課課題題がが把把握握ででききてていいるるかか確確認認すするる。。そそののたためめにに、、利利用用者者

のの主主訴訴やや相相談談内内容容等等をを踏踏ままええたた利利用用者者がが持持っってていいるる力力やや生生活活環環境境等等のの評評価価をを含含めめ

利利用用者者がが抱抱ええるる問問題題点点をを明明ららかかににししてていいくくこことと。。

ななおお、、利利用用者者及及びびそそのの家家族族のの生生活活にに対対すするる意意向向がが異異ななるる場場合合ににはは、、各各々々のの主主訴訴をを

区区別別ししてて記記載載すするる。。

る意向を実現するために必要な「考えられる、あるいは望ましい支援」の内容につながってい

く。また、記載要領にある解決しなければならない課題把握のために明らかにする「利用者が

抱える問題点」についても、リ・アセスメント支援シートでは「CM 判断」欄に「～～が必要」

と記載されている。これは利用者や家族の意向、医師専門職等の意見を踏まえ、介護支援専門

員が総合的に課題解決に向け必要性を判断し、合意の結果導き出した「整理後ニーズ」と同じ

方向性となるものである。 

このため、記載要領に基づき、東京都では次のとおり考え方を整理した。 

４．事例に基づく考え方 

具体的には利用者の状況や緊急度合い、必要性に応じ利用者を含むケアチームに伝わるよ

う介護支援専門員が、より適切な表現を検討し記載する。 

実務研修テキストの事例の場合、意向に続けて記載する「課題分析の結果」部分につい

て、次のような記載が考えられる。 

※アンダーラインが「整理後ニーズ」（「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」）となる。

○参考記載例（練馬 豊さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(脳血管疾患)

○参考記載例（泉岳寺 清さんリ・アセスメント支援シート参照）東京都法定研修テキスト事例(認知症)

例 1）妻と車で出かけたり趣味の会に出席することは生活意欲の向上につながるので、活

動範囲を拡げるためのリハビリに取り組みましょう。 

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM判断（ＩＡＤＬ・社会交流）」を合わせた内容

① まず、利用者及び家族の生活に対する意向を記載する。

② 次に、課題分析の結果として、利用者及び家族との間で共有された複数の「生活全

般の解決すべき課題（ニーズ）」のうち、より自立支援に向かう代表的ないくつかを

具体的に挙げる。つまり「整理後ニーズ」と「CM判断」を合わせた内容を記載する

ことになる。また記載要領の初めに記載がある通り、利用者本人の計画であること

を踏まえわかりやすく記載する。

例２）格好よく歩けるようになるために、健康状態や歩行能力の維持を目指して食生活を改

善することで、現在の活動範囲が狭まらないようにしましょう。 

※優先順位１の「整理後ニーズ」と「CM 判断（健康状態、・ＡＤＬ・ＩＡＤＬ）」を合わ

せた内容
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これに対して、少なくとも、利用者・家族と介護支援専門員が対峙し、マイナス面の課題を

明示し、その解決を望む生活が実現するための条件として利用者・家族に突き付けるような表

現は好ましくない。 

※上記に対応した望ましくない例

なお、このような具体的なサービス種別の記載は、望む生活を実現するサービスの提供（保

険給付）に条件を付けることになる。保険給付に条件を付すことができるのは法制上、介護認

定審査会であり、介護支援専門員が条件を付けることは適当ではない。 

また、語尾の表現については、「不可欠である」等、介護支援専門員が利用者・家族を指導・

管理する表現は基本的には好ましくない。 

５．留意点 

整理前ニーズを導き出した結果「意向と判断が一致しなかった」ためにニーズにならない

もの（リ・アセスメント支援シート４枚目の左下の記載）については、ケアプラン第１表に

は記載されない。しかし、ケアチームとして課題分析の結果を共有したいほうが良いと判断

する場合には、持ち越された課題として第 5表（居宅介護支援経過）に記載し、サービス担

当者会議や、その他の方法でサービス提供者等との情報の共有や意見交換を行い、連携を図

ることが望ましい。 

また、ケースによっては、一方的なサービスの利用要求しか表明されないときなどがある。

サービスを利用して、本人がどのようにその人らしく暮らすかを目指す自立した日常生活より

も、サービス利用のみに気を取られている状態の場合には、記載方法に注意を要する。 

このほか、利用者・家族の生命の保全にかかわる事態なのに、生活への意欲が損なわれ、必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ屋敷、セルフネグレクト等に陥っている状態。また、

重度の認知症等で意向の表明ができず合意が得られてないが、介入が必要な場合も考えられる。

利用者・家族から生活の意向が表明されないとき、自己否定的な意向しか表明されないとき、

代弁として意向を記載した時には、課題分析の結果に合意されていないことが記載されること

もありうる。 

また、それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラン点検事業等に参画しており、

ケアプラン作成の考え方（今回の改正含む）について保険者とどのような話し合いを進めてい

るかを確認しておくことも必要である。 

なお、介護サービス計画書の様式及び項目は「標準例として提示するものであり、当該様式

以外の様式等の使用を拘束する趣旨のものではない旨、念のため申し添える。」（平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「介護サービス計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」）とされているので参照されたい。 

東京都介護保険課 

例 1) 発語が不明瞭なため通所リハビリや通所介護でも言語訓練を行う 

例 2) 転倒のリスクが高く、通所リハビリで歩行訓練が必須 

例 3) BPSD で周りの人とトラブルとなるため、認知症対応型通所介護で関わり方を学ぶ 

（参考）記載要領の「課題分析の結果」とリ・アセスメント支援シートとの関係

整理前ニーズ

合
意
・
同
意

リ・アセスメント支援シート

課課題題分分析析のの結結果果

（（考考ええらられれるる・・

望望ままししいい支支援援））

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる意意向向

ケアプラン第 1表

整理後ニーズ

の代表

CCMM 判判断断

整理後ニーズ

関
連
・
統
合

ＣＣＭＭ判判断断

利用者・家族意向

医師・専門職等の意見

利利用用者者・・家家族族意意向向とと一一致致ししなないいＣＣＭＭ判判断断

→→第第 55 表表（（居居宅宅介介護護支支援援経経過過））にに記記載載しし、、

働働ききかかけけをを継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・納納得得がが得得らられれなないいこことと。。

整理前ニーズ

整理前ニーズ
総
合
的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の

解決すべき課題

（ニーズ ）

ケアプラン第 2表

とりまとめ

これに対して、少なくとも、利用者・家族と介護支援専門員が対峙し、マイナス面の課題を

明示し、その解決を望む生活が実現するための条件として利用者・家族に突き付けるような表

現は好ましくない。

※上記に対応した望ましくない例

なお、このような具体的なサービス種別の記載は、望む生活を実現するサービスの提供（保

険給付）に条件を付けることになる。保険給付に条件を付すことができるのは法制上、介護認

定審査会であり、介護支援専門員が条件を付けることは適当ではない。

また、語尾の表現については、「不可欠である」等、介護支援専門員が利用者・家族を指導・

管理する表現は基本的には好ましくない。

５．留意点

整理前ニーズを導き出した結果「意向と判断が一致しなかった」ためにニーズにならない

もの（リ・アセスメント支援シート４枚目の左下の記載）については、ケアプラン第１表に

は記載されない。しかし、ケアチームとして課題分析の結果を共有したいほうが良いと判断

する場合には、持ち越された課題として第 5表（居宅介護支援経過）に記載し、サービス担

当者会議や、その他の方法でサービス提供者等との情報の共有や意見交換を行い、連携を図

ることが望ましい。

また、ケースによっては、一方的なサービスの利用要求しか表明されないときなどがある。

サービスを利用して、本人がどのようにその人らしく暮らすかを目指す自立した日常生活より

も、サービス利用のみに気を取られている状態の場合には、記載方法に注意を要する。

このほか、利用者・家族の生命の保全にかかわる事態なのに、生活への意欲が損なわれ、必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ屋敷、セルフネグレクト等に陥っている状態。また、

重度の認知症等で意向の表明ができず合意が得られてないが、介入が必要な場合も考えられる。

利用者・家族から生活の意向が表明されないとき、自己否定的な意向しか表明されないとき、

代弁として意向を記載した時には、課題分析の結果に合意されていないことが記載されること

もありうる。 

また、それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラン点検事業等に参画しており、

ケアプラン作成の考え方（今回の改正含む）について保険者とどのような話し合いを進めてい

るかを確認しておくことも必要である。

なお、介護サービス計画書の様式及び項目は「標準例として提示するものであり、当該様式

以外の様式等の使用を拘束する趣旨のものではない旨、念のため申し添える。」（平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「介護サービス計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」）とされているので参照されたい。

東京都介護保険課

例 1) 発語が不明瞭なため通所リハビリや通所介護でも言語訓練を行う

例 2) 転倒のリスクが高く、通所リハビリで歩行訓練が必須

例 3) BPSD で周りの人とトラブルとなるため、認知症対応型通所介護で関わり方を学ぶ

（参考）記載要領の「課題分析の結果」とリ・アセスメント支援シートとの関係

整理前ニーズ

合
意
・
同
意

リ・アセスメント支援シート

課課題題分分析析のの結結果果

（（考考ええらられれるる・・

望望ままししいい支支援援））

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる意意向向

ケアプラン第 1表

整理後ニーズ

の代表

CCMM 判判断断

整理後ニーズ

関
連
・
統
合

ＣＣＭＭ判判断断

利用者・家族意向

医師・専門職等の意見

利利用用者者・・家家族族意意向向とと一一致致ししなないいＣＣＭＭ判判断断

→→第第 55 表表（（居居宅宅介介護護支支援援経経過過））にに記記載載しし、、

働働ききかかけけをを継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・納納得得がが得得らられれなないいこことと。。

整理前ニーズ

整理前ニーズ
総
合
的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の

解決すべき課題

（ニーズ ）

ケアプラン第 2表

とりまとめ
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これに対して、少なくとも、利用者・家族と介護支援専門員が対峙し、マイナス面の課題を

明示し、その解決を望む生活が実現するための条件として利用者・家族に突き付けるような表

現は好ましくない。 

※上記に対応した望ましくない例

なお、このような具体的なサービス種別の記載は、望む生活を実現するサービスの提供（保

険給付）に条件を付けることになる。保険給付に条件を付すことができるのは法制上、介護認

定審査会であり、介護支援専門員が条件を付けることは適当ではない。 

また、語尾の表現については、「不可欠である」等、介護支援専門員が利用者・家族を指導・

管理する表現は基本的には好ましくない。 

５．留意点 

整理前ニーズを導き出した結果「意向と判断が一致しなかった」ためにニーズにならない

もの（リ・アセスメント支援シート４枚目の左下の記載）については、ケアプラン第１表に

は記載されない。しかし、ケアチームとして課題分析の結果を共有したいほうが良いと判断

する場合には、持ち越された課題として第 5表（居宅介護支援経過）に記載し、サービス担

当者会議や、その他の方法でサービス提供者等との情報の共有や意見交換を行い、連携を図

ることが望ましい。 

また、ケースによっては、一方的なサービスの利用要求しか表明されないときなどがある。

サービスを利用して、本人がどのようにその人らしく暮らすかを目指す自立した日常生活より

も、サービス利用のみに気を取られている状態の場合には、記載方法に注意を要する。 

このほか、利用者・家族の生命の保全にかかわる事態なのに、生活への意欲が損なわれ、必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ屋敷、セルフネグレクト等に陥っている状態。また、

重度の認知症等で意向の表明ができず合意が得られてないが、介入が必要な場合も考えられる。

利用者・家族から生活の意向が表明されないとき、自己否定的な意向しか表明されないとき、

代弁として意向を記載した時には、課題分析の結果に合意されていないことが記載されること

もありうる。 

また、それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラン点検事業等に参画しており、

ケアプラン作成の考え方（今回の改正含む）について保険者とどのような話し合いを進めてい

るかを確認しておくことも必要である。 

なお、介護サービス計画書の様式及び項目は「標準例として提示するものであり、当該様式

以外の様式等の使用を拘束する趣旨のものではない旨、念のため申し添える。」（平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「介護サービス計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」）とされているので参照されたい。 

東京都介護保険課 

例 1) 発語が不明瞭なため通所リハビリや通所介護でも言語訓練を行う 

例 2) 転倒のリスクが高く、通所リハビリで歩行訓練が必須 

例 3) BPSD で周りの人とトラブルとなるため、認知症対応型通所介護で関わり方を学ぶ 

（参考）記載要領の「課題分析の結果」とリ・アセスメント支援シートとの関係

整理前ニーズ

合
意
・
同
意

リ・アセスメント支援シート

課課題題分分析析のの結結果果

（（考考ええらられれるる・・

望望ままししいい支支援援））

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる意意向向

ケアプラン第 1表

整理後ニーズ

の代表

CCMM 判判断断

整理後ニーズ

関
連
・
統
合

ＣＣＭＭ判判断断

利用者・家族意向

医師・専門職等の意見

利利用用者者・・家家族族意意向向とと一一致致ししなないいＣＣＭＭ判判断断

→→第第 55 表表（（居居宅宅介介護護支支援援経経過過））にに記記載載しし、、

働働ききかかけけをを継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・納納得得がが得得らられれなないいこことと。。

整理前ニーズ

整理前ニーズ
総
合
的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の

解決すべき課題

（ニーズ ）

ケアプラン第 2表

とりまとめ

これに対して、少なくとも、利用者・家族と介護支援専門員が対峙し、マイナス面の課題を

明示し、その解決を望む生活が実現するための条件として利用者・家族に突き付けるような表

現は好ましくない。

※上記に対応した望ましくない例

なお、このような具体的なサービス種別の記載は、望む生活を実現するサービスの提供（保

険給付）に条件を付けることになる。保険給付に条件を付すことができるのは法制上、介護認

定審査会であり、介護支援専門員が条件を付けることは適当ではない。

また、語尾の表現については、「不可欠である」等、介護支援専門員が利用者・家族を指導・

管理する表現は基本的には好ましくない。

５．留意点

整理前ニーズを導き出した結果「意向と判断が一致しなかった」ためにニーズにならない

もの（リ・アセスメント支援シート４枚目の左下の記載）については、ケアプラン第１表に

は記載されない。しかし、ケアチームとして課題分析の結果を共有したいほうが良いと判断

する場合には、持ち越された課題として第 5表（居宅介護支援経過）に記載し、サービス担

当者会議や、その他の方法でサービス提供者等との情報の共有や意見交換を行い、連携を図

ることが望ましい。

また、ケースによっては、一方的なサービスの利用要求しか表明されないときなどがある。

サービスを利用して、本人がどのようにその人らしく暮らすかを目指す自立した日常生活より

も、サービス利用のみに気を取られている状態の場合には、記載方法に注意を要する。

このほか、利用者・家族の生命の保全にかかわる事態なのに、生活への意欲が損なわれ、必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ屋敷、セルフネグレクト等に陥っている状態。また、

重度の認知症等で意向の表明ができず合意が得られてないが、介入が必要な場合も考えられる。

利用者・家族から生活の意向が表明されないとき、自己否定的な意向しか表明されないとき、

代弁として意向を記載した時には、課題分析の結果に合意されていないことが記載されること

もありうる。 

また、それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラン点検事業等に参画しており、

ケアプラン作成の考え方（今回の改正含む）について保険者とどのような話し合いを進めてい

るかを確認しておくことも必要である。

なお、介護サービス計画書の様式及び項目は「標準例として提示するものであり、当該様式

以外の様式等の使用を拘束する趣旨のものではない旨、念のため申し添える。」（平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「介護サービス計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」）とされているので参照されたい。

東京都介護保険課

例 1) 発語が不明瞭なため通所リハビリや通所介護でも言語訓練を行う

例 2) 転倒のリスクが高く、通所リハビリで歩行訓練が必須

例 3) BPSD で周りの人とトラブルとなるため、認知症対応型通所介護で関わり方を学ぶ

（参考）記載要領の「課題分析の結果」とリ・アセスメント支援シートとの関係 

 

整理前ニーズ 

合
意
・
同
意

リ・アセスメント支援シート

課課題題分分析析のの結結果果  

（（考考ええらられれるる・・

望望ままししいい支支援援））  

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる意意向向  

ケアプラン第 1表

整理後ニーズ

の代表 

CCMM 判判断断  

整理後ニーズ 

関
連
・
統
合

ＣＣＭＭ判判断断  

利用者・家族意向 

医師・専門職等の意見 

利利用用者者・・家家族族意意向向とと一一致致ししなないいＣＣＭＭ判判断断  

→→第第 55 表表（（居居宅宅介介護護支支援援経経過過））にに記記載載しし、、

働働ききかかけけをを継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・納納得得がが得得らられれなないいこことと。。

整理前ニーズ 

整理前ニーズ 
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的
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（ニーズ ）

ケアプラン第 2表

とりまとめ 
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これに対して、少なくとも、利用者・家族と介護支援専門員が対峙し、マイナス面の課題を

明示し、その解決を望む生活が実現するための条件として利用者・家族に突き付けるような表

現は好ましくない。 

※上記に対応した望ましくない例

なお、このような具体的なサービス種別の記載は、望む生活を実現するサービスの提供（保

険給付）に条件を付けることになる。保険給付に条件を付すことができるのは法制上、介護認

定審査会であり、介護支援専門員が条件を付けることは適当ではない。 

また、語尾の表現については、「不可欠である」等、介護支援専門員が利用者・家族を指導・

管理する表現は基本的には好ましくない。 

５．留意点 

整理前ニーズを導き出した結果「意向と判断が一致しなかった」ためにニーズにならない

もの（リ・アセスメント支援シート４枚目の左下の記載）については、ケアプラン第１表に

は記載されない。しかし、ケアチームとして課題分析の結果を共有したいほうが良いと判断

する場合には、持ち越された課題として第 5表（居宅介護支援経過）に記載し、サービス担

当者会議や、その他の方法でサービス提供者等との情報の共有や意見交換を行い、連携を図

ることが望ましい。 

また、ケースによっては、一方的なサービスの利用要求しか表明されないときなどがある。

サービスを利用して、本人がどのようにその人らしく暮らすかを目指す自立した日常生活より

も、サービス利用のみに気を取られている状態の場合には、記載方法に注意を要する。 

このほか、利用者・家族の生命の保全にかかわる事態なのに、生活への意欲が損なわれ、必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ屋敷、セルフネグレクト等に陥っている状態。また、

重度の認知症等で意向の表明ができず合意が得られてないが、介入が必要な場合も考えられる。

利用者・家族から生活の意向が表明されないとき、自己否定的な意向しか表明されないとき、

代弁として意向を記載した時には、課題分析の結果に合意されていないことが記載されること

もありうる。 

また、それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラン点検事業等に参画しており、

ケアプラン作成の考え方（今回の改正含む）について保険者とどのような話し合いを進めてい

るかを確認しておくことも必要である。 

なお、介護サービス計画書の様式及び項目は「標準例として提示するものであり、当該様式

以外の様式等の使用を拘束する趣旨のものではない旨、念のため申し添える。」（平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「介護サービス計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」）とされているので参照されたい。 

東京都介護保険課 

例 1) 発語が不明瞭なため通所リハビリや通所介護でも言語訓練を行う 

例 2) 転倒のリスクが高く、通所リハビリで歩行訓練が必須 

例 3) BPSD で周りの人とトラブルとなるため、認知症対応型通所介護で関わり方を学ぶ 

（参考）記載要領の「課題分析の結果」とリ・アセスメント支援シートとの関係

整理前ニーズ

合
意
・
同
意

リ・アセスメント支援シート

課課題題分分析析のの結結果果

（（考考ええらられれるる・・

望望ままししいい支支援援））

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる意意向向

ケアプラン第 1表

整理後ニーズ

の代表

CCMM 判判断断

整理後ニーズ

関
連
・
統
合

ＣＣＭＭ判判断断

利用者・家族意向

医師・専門職等の意見

利利用用者者・・家家族族意意向向とと一一致致ししなないいＣＣＭＭ判判断断

→→第第 55 表表（（居居宅宅介介護護支支援援経経過過））にに記記載載しし、、

働働ききかかけけをを継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・納納得得がが得得らられれなないいこことと。。

整理前ニーズ

整理前ニーズ
総
合
的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の

解決すべき課題

（ニーズ ）

ケアプラン第 2表

とりまとめ

これに対して、少なくとも、利用者・家族と介護支援専門員が対峙し、マイナス面の課題を

明示し、その解決を望む生活が実現するための条件として利用者・家族に突き付けるような表

現は好ましくない。

※上記に対応した望ましくない例

なお、このような具体的なサービス種別の記載は、望む生活を実現するサービスの提供（保

険給付）に条件を付けることになる。保険給付に条件を付すことができるのは法制上、介護認

定審査会であり、介護支援専門員が条件を付けることは適当ではない。

また、語尾の表現については、「不可欠である」等、介護支援専門員が利用者・家族を指導・

管理する表現は基本的には好ましくない。

５．留意点

整理前ニーズを導き出した結果「意向と判断が一致しなかった」ためにニーズにならない

もの（リ・アセスメント支援シート４枚目の左下の記載）については、ケアプラン第１表に

は記載されない。しかし、ケアチームとして課題分析の結果を共有したいほうが良いと判断

する場合には、持ち越された課題として第 5表（居宅介護支援経過）に記載し、サービス担

当者会議や、その他の方法でサービス提供者等との情報の共有や意見交換を行い、連携を図

ることが望ましい。

また、ケースによっては、一方的なサービスの利用要求しか表明されないときなどがある。

サービスを利用して、本人がどのようにその人らしく暮らすかを目指す自立した日常生活より

も、サービス利用のみに気を取られている状態の場合には、記載方法に注意を要する。

このほか、利用者・家族の生命の保全にかかわる事態なのに、生活への意欲が損なわれ、必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ屋敷、セルフネグレクト等に陥っている状態。また、

重度の認知症等で意向の表明ができず合意が得られてないが、介入が必要な場合も考えられる。

利用者・家族から生活の意向が表明されないとき、自己否定的な意向しか表明されないとき、

代弁として意向を記載した時には、課題分析の結果に合意されていないことが記載されること

もありうる。 

また、それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラン点検事業等に参画しており、

ケアプラン作成の考え方（今回の改正含む）について保険者とどのような話し合いを進めてい

るかを確認しておくことも必要である。

なお、介護サービス計画書の様式及び項目は「標準例として提示するものであり、当該様式

以外の様式等の使用を拘束する趣旨のものではない旨、念のため申し添える。」（平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「介護サービス計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」）とされているので参照されたい。

東京都介護保険課

例 1) 発語が不明瞭なため通所リハビリや通所介護でも言語訓練を行う

例 2) 転倒のリスクが高く、通所リハビリで歩行訓練が必須

例 3) BPSD で周りの人とトラブルとなるため、認知症対応型通所介護で関わり方を学ぶ

（参考）記載要領の「課題分析の結果」とリ・アセスメント支援シートとの関係

整理前ニーズ

合
意
・
同
意

リ・アセスメント支援シート

課課題題分分析析のの結結果果

（（考考ええらられれるる・・

望望ままししいい支支援援））

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる意意向向

ケアプラン第 1表

整理後ニーズ

の代表

CCMM 判判断断

整理後ニーズ

関
連
・
統
合

ＣＣＭＭ判判断断

利用者・家族意向

医師・専門職等の意見

利利用用者者・・家家族族意意向向とと一一致致ししなないいＣＣＭＭ判判断断

→→第第 55 表表（（居居宅宅介介護護支支援援経経過過））にに記記載載しし、、

働働ききかかけけをを継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・納納得得がが得得らられれなないいこことと。。

整理前ニーズ

整理前ニーズ
総
合
的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の

解決すべき課題

（ニーズ ）

ケアプラン第 2表

とりまとめ
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これに対して、少なくとも、利用者・家族と介護支援専門員が対峙し、マイナス面の課題を

明示し、その解決を望む生活が実現するための条件として利用者・家族に突き付けるような表

現は好ましくない。 

※上記に対応した望ましくない例

なお、このような具体的なサービス種別の記載は、望む生活を実現するサービスの提供（保

険給付）に条件を付けることになる。保険給付に条件を付すことができるのは法制上、介護認

定審査会であり、介護支援専門員が条件を付けることは適当ではない。 

また、語尾の表現については、「不可欠である」等、介護支援専門員が利用者・家族を指導・

管理する表現は基本的には好ましくない。 

５．留意点 

整理前ニーズを導き出した結果「意向と判断が一致しなかった」ためにニーズにならない

もの（リ・アセスメント支援シート４枚目の左下の記載）については、ケアプラン第１表に

は記載されない。しかし、ケアチームとして課題分析の結果を共有したいほうが良いと判断

する場合には、持ち越された課題として第 5表（居宅介護支援経過）に記載し、サービス担

当者会議や、その他の方法でサービス提供者等との情報の共有や意見交換を行い、連携を図

ることが望ましい。 

また、ケースによっては、一方的なサービスの利用要求しか表明されないときなどがある。

サービスを利用して、本人がどのようにその人らしく暮らすかを目指す自立した日常生活より

も、サービス利用のみに気を取られている状態の場合には、記載方法に注意を要する。 

このほか、利用者・家族の生命の保全にかかわる事態なのに、生活への意欲が損なわれ、必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ屋敷、セルフネグレクト等に陥っている状態。また、

重度の認知症等で意向の表明ができず合意が得られてないが、介入が必要な場合も考えられる。

利用者・家族から生活の意向が表明されないとき、自己否定的な意向しか表明されないとき、

代弁として意向を記載した時には、課題分析の結果に合意されていないことが記載されること

もありうる。 

また、それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラン点検事業等に参画しており、

ケアプラン作成の考え方（今回の改正含む）について保険者とどのような話し合いを進めてい

るかを確認しておくことも必要である。 

なお、介護サービス計画書の様式及び項目は「標準例として提示するものであり、当該様式

以外の様式等の使用を拘束する趣旨のものではない旨、念のため申し添える。」（平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「介護サービス計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」）とされているので参照されたい。 

東京都介護保険課 

例 1) 発語が不明瞭なため通所リハビリや通所介護でも言語訓練を行う 

例 2) 転倒のリスクが高く、通所リハビリで歩行訓練が必須 

例 3) BPSD で周りの人とトラブルとなるため、認知症対応型通所介護で関わり方を学ぶ 

（参考）記載要領の「課題分析の結果」とリ・アセスメント支援シートとの関係

整理前ニーズ

合
意
・
同
意

リ・アセスメント支援シート

課課題題分分析析のの結結果果

（（考考ええらられれるる・・

望望ままししいい支支援援））

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる意意向向

ケアプラン第 1表

整理後ニーズ

の代表

CCMM 判判断断

整理後ニーズ

関
連
・
統
合

ＣＣＭＭ判判断断

利用者・家族意向

医師・専門職等の意見

利利用用者者・・家家族族意意向向とと一一致致ししなないいＣＣＭＭ判判断断

→→第第 55 表表（（居居宅宅介介護護支支援援経経過過））にに記記載載しし、、

働働ききかかけけをを継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・納納得得がが得得らられれなないいこことと。。

整理前ニーズ

整理前ニーズ
総
合
的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の

解決すべき課題

（ニーズ ）

ケアプラン第 2表

とりまとめ

これに対して、少なくとも、利用者・家族と介護支援専門員が対峙し、マイナス面の課題を

明示し、その解決を望む生活が実現するための条件として利用者・家族に突き付けるような表

現は好ましくない。

※上記に対応した望ましくない例

なお、このような具体的なサービス種別の記載は、望む生活を実現するサービスの提供（保

険給付）に条件を付けることになる。保険給付に条件を付すことができるのは法制上、介護認

定審査会であり、介護支援専門員が条件を付けることは適当ではない。

また、語尾の表現については、「不可欠である」等、介護支援専門員が利用者・家族を指導・

管理する表現は基本的には好ましくない。

５．留意点

整理前ニーズを導き出した結果「意向と判断が一致しなかった」ためにニーズにならない

もの（リ・アセスメント支援シート４枚目の左下の記載）については、ケアプラン第１表に

は記載されない。しかし、ケアチームとして課題分析の結果を共有したいほうが良いと判断

する場合には、持ち越された課題として第 5表（居宅介護支援経過）に記載し、サービス担

当者会議や、その他の方法でサービス提供者等との情報の共有や意見交換を行い、連携を図

ることが望ましい。

また、ケースによっては、一方的なサービスの利用要求しか表明されないときなどがある。

サービスを利用して、本人がどのようにその人らしく暮らすかを目指す自立した日常生活より

も、サービス利用のみに気を取られている状態の場合には、記載方法に注意を要する。

このほか、利用者・家族の生命の保全にかかわる事態なのに、生活への意欲が損なわれ、必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ屋敷、セルフネグレクト等に陥っている状態。また、

重度の認知症等で意向の表明ができず合意が得られてないが、介入が必要な場合も考えられる。

利用者・家族から生活の意向が表明されないとき、自己否定的な意向しか表明されないとき、

代弁として意向を記載した時には、課題分析の結果に合意されていないことが記載されること

もありうる。 

また、それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラン点検事業等に参画しており、

ケアプラン作成の考え方（今回の改正含む）について保険者とどのような話し合いを進めてい

るかを確認しておくことも必要である。

なお、介護サービス計画書の様式及び項目は「標準例として提示するものであり、当該様式

以外の様式等の使用を拘束する趣旨のものではない旨、念のため申し添える。」（平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「介護サービス計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」）とされているので参照されたい。

東京都介護保険課

例 1) 発語が不明瞭なため通所リハビリや通所介護でも言語訓練を行う

例 2) 転倒のリスクが高く、通所リハビリで歩行訓練が必須

例 3) BPSD で周りの人とトラブルとなるため、認知症対応型通所介護で関わり方を学ぶ

（参考）記載要領の「課題分析の結果」とリ・アセスメント支援シートとの関係 

 

整理前ニーズ 

合
意
・
同
意

リ・アセスメント支援シート

課課題題分分析析のの結結果果  

（（考考ええらられれるる・・

望望ままししいい支支援援））  

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる意意向向  

ケアプラン第 1表

整理後ニーズ

の代表 

CCMM 判判断断  

整理後ニーズ 

関
連
・
統
合

ＣＣＭＭ判判断断  

利用者・家族意向 

医師・専門職等の意見 

利利用用者者・・家家族族意意向向とと一一致致ししなないいＣＣＭＭ判判断断  

→→第第 55 表表（（居居宅宅介介護護支支援援経経過過））にに記記載載しし、、

働働ききかかけけをを継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・納納得得がが得得らられれなないいこことと。。

整理前ニーズ 

整理前ニーズ 
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的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の 

解決すべき課題

（ニーズ ）

ケアプラン第 2表

とりまとめ 
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適適切切ななケケアアママネネジジメメンントト手手法法

関関連連資資料料

【抜粋】

出典：適切なケアマネジメント手法の策定に向けた調査研究事業 報告書

令和 3 年 3 月 株式会社日本総合研究所
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第
２

章
 基

本
ケ

ア
 

基
本

ケ
ア

の
考

え
方

 
(1

)本
手

法
に

お
け

る
基

本
ケ

ア
の

意
味

 
・

 本
手
法
に
お
い
て
基
本
ケ
ア
と
は
、
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
生
活
の
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
基
礎
的
な
視
点
で
あ
り
、
介
護
保
険
の
基
本
的
な
理
念
で
あ
る

尊
厳
の
保
持
と
自
立
支
援
を
踏
ま
え
、
現
在
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
を
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
項
目
と
と
も
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

・
 基

本
ケ
ア
は
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
う
え
で
必
要
性
が
大
き
い
支
援
内
容
で
あ
る
た
め
、
利
用
者
に
疾
患
等
が
な
い
場
合
で
も
、
ま
た
疾
患
が
複
数
あ
る
場
合

で
も
共
通
す
る
支
援
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
疾
患
別
ケ
ア
を
検
討
す
る
前
に
ま
ず
こ
の
基
本
ケ
ア
を
理
解
し
、
視
点
の
抜
け
漏
れ
や
情
報
収
集
に
不
十
分
な

も
の
は
な
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 高

齢
者
の
生
活
の
継
続
を
支
え
る
う
え
で
ま
ず
必
要
な
の
は
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
機
能
を
維
持
す
る
視
点
で
あ
る
。
高
齢
者
は
、
加
齢
や
疾
患
に
伴
っ
て
体
の

機
能
が
低
下
し
、
例
え
ば
水
分
の
摂
取
が
不
足
し
が
ち
に
な
っ
た
り
、
転
倒
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
温
湿
度
の
変
化
を
捉
え
に
く
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た
傾
向
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
変
化
や
リ
ス
ク
を
小
さ
く
し
、
そ
れ
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
 

・
 た

だ
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
視
点
は
、
高
齢
者
自
身
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
状
態
だ
け
で
な
い
。
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
り
、
家
庭
や
地
域
で
の
役
割
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
視
点
、
つ
ま
り
「
活
動
と
参
加
」
の
視
点
も
当
然
必
要
で
あ
る
。
自
立
支
援

の
観
点
か
ら
、
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
本
人
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
捉
え
て
活
か
す
視
点
や
、
そ

の
人
を
取
り
巻
く
人
的
、
物
的
環
境
を
整
え
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
物
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
住
環
境
や
福
祉
用
具
だ
け
で

な
く
、
日
常
的
に
使
う
家
具
や
食
器
、
生
活
用
具
な
ど
も
含
め
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

・
 こ

の
よ
う
に
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
支
援
の
体
制
を
整
え
る
う
え
で
基
本
と
な
る
の
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
人
が
自
ら
決
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
意
思
決
定
の
支
援
に
は
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
な
生
活
の
中
で
の
小
さ
な

選
択
や
、
療
養
や
支
援
の
必
要
性
を
理
解
し
て
同
意
す
る
こ
と
な
ど
も
広
く
含
ま
れ
る
。
 

・
 し

た
が
っ
て
、
生
活
に
対
す
る
自
分
の
意
向
の
認
識
に
基
づ
い
て
療
養
や
介
護
の
方
針
な
ど
を
理
解
し
た
う
え
で
意
思
を
形
成
し
、
そ
れ
を
表
明
し
て
実
現
で
き

る
よ
う
な
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
認
知
機
能
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
 

・
 高

齢
者
の
尊
厳
を
保
持
し
た
生
活
の
継
続
を
支
え
る
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
高
齢
者
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
等
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
に
な

る
。
例
え
ば
高
齢
の
夫
婦
世
帯
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
介
護
者
も
要
介
護
高
齢
者
で
あ
る
場
合
は
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
が
本
人
の
生
活
の
継
続
に
大
き
く
影
響
し

う
る
。
ま
た
、
本
人
の
子
や
孫
が
日
常
的
な
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、
子
や
孫
の
生
活
と
介
護
と
の
両
立
の
支
援
も
重
要
に
な
る
。
 

・
 さ

ら
に
、
家
族
等
の
中
で
も
、
要
介
護
高
齢
者
本
人
と
の
関
わ
り
方
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
た
め
、
日
常
的
な
介
護
を
担
う
家
族
（
同
居
や
近
居
の
家
族
）
以
外

の
家
族
に
つ
い
て
も
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

  (2
)基
本
ケ
ア
の
活
用
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

 
・

 基
本
ケ
ア
は
、
疾
患
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
尊
厳
を
保
持
と
自
立
支
援
を
踏
ま
え
高
齢
者
の
生
活
の
継
続
を
支
え
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
疾
患
別
ケ
ア
の
視
点
を
活
用
す
る
場
合
も
、
必
ず
基
本
ケ
ア
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 な

お
、
各
疾
患
別
ケ
ア
の
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
に
は
、
基
本
ケ
ア
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
疾
患
の
有
無
に
関
係
な
く
重
要
で
あ
る
（
＝
基
本
ケ

ア
の
視
点
）
と
同
時
に
、
疾
患
が
あ
る
場
合
に
は
特
に
留
意
す
べ
き
支
援
内
容
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
支
援
内
容
が
想
定
さ
れ
る

と
き
は
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
つ
い
て
、
特
に
注
意
し
て
状
況
を
把
握
し
、
具
体
的
な
支
援
の
必
要
性
や
内
容
を
他
の
職
種
と
も
連
携

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 基

本
ケ
ア
だ
け
を
活
用
す
る
場
合
も
、
疾
患
別
ケ
ア
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
場
合
も
、
本
手
法
で
は
、
整
理
し
て
示
し
て
い
る
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
の
す

べ
て
を
、
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。
 

・
 む

し
ろ
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
等
の
状
況
に
応
じ
て
優
先
度
や
重
要
度
が
異
な
る
た
め
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
示
す
よ
う
な
具
体

的
か
つ
詳
細
な
情
報
の
収
集
・
分
析
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
等
の
そ
の
と
き
の
状
況
に
と
っ
て
必
要
か
つ
個
別
的
な
支
援
を
組
み
立
て
る
よ
う
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
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２

章
 基

本
ケ

ア
 

基
本

ケ
ア

の
考

え
方

 
(1

)本
手

法
に

お
け

る
基

本
ケ

ア
の

意
味

 
・

 本
手
法
に
お
い
て
基
本
ケ
ア
と
は
、
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
生
活
の
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
基
礎
的
な
視
点
で
あ
り
、
介
護
保
険
の
基
本
的
な
理
念
で
あ
る

尊
厳
の
保
持
と
自
立
支
援
を
踏
ま
え
、
現
在
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
を
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
項
目
と
と
も
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

・
 基

本
ケ
ア
は
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
う
え
で
必
要
性
が
大
き
い
支
援
内
容
で
あ
る
た
め
、
利
用
者
に
疾
患
等
が
な
い
場
合
で
も
、
ま
た
疾
患
が
複
数
あ
る
場
合

で
も
共
通
す
る
支
援
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
疾
患
別
ケ
ア
を
検
討
す
る
前
に
ま
ず
こ
の
基
本
ケ
ア
を
理
解
し
、
視
点
の
抜
け
漏
れ
や
情
報
収
集
に
不
十
分
な

も
の
は
な
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 高

齢
者
の
生
活
の
継
続
を
支
え
る
う
え
で
ま
ず
必
要
な
の
は
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
機
能
を
維
持
す
る
視
点
で
あ
る
。
高
齢
者
は
、
加
齢
や
疾
患
に
伴
っ
て
体
の

機
能
が
低
下
し
、
例
え
ば
水
分
の
摂
取
が
不
足
し
が
ち
に
な
っ
た
り
、
転
倒
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
温
湿
度
の
変
化
を
捉
え
に
く
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た
傾
向
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
変
化
や
リ
ス
ク
を
小
さ
く
し
、
そ
れ
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
 

・
 た

だ
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
視
点
は
、
高
齢
者
自
身
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
状
態
だ
け
で
な
い
。
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
り
、
家
庭
や
地
域
で
の
役
割
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
視
点
、
つ
ま
り
「
活
動
と
参
加
」
の
視
点
も
当
然
必
要
で
あ
る
。
自
立
支
援

の
観
点
か
ら
、
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
本
人
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
捉
え
て
活
か
す
視
点
や
、
そ

の
人
を
取
り
巻
く
人
的
、
物
的
環
境
を
整
え
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
物
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
住
環
境
や
福
祉
用
具
だ
け
で

な
く
、
日
常
的
に
使
う
家
具
や
食
器
、
生
活
用
具
な
ど
も
含
め
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

・
 こ

の
よ
う
に
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
支
援
の
体
制
を
整
え
る
う
え
で
基
本
と
な
る
の
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
人
が
自
ら
決
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
意
思
決
定
の
支
援
に
は
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
な
生
活
の
中
で
の
小
さ
な

選
択
や
、
療
養
や
支
援
の
必
要
性
を
理
解
し
て
同
意
す
る
こ
と
な
ど
も
広
く
含
ま
れ
る
。
 

・
 し

た
が
っ
て
、
生
活
に
対
す
る
自
分
の
意
向
の
認
識
に
基
づ
い
て
療
養
や
介
護
の
方
針
な
ど
を
理
解
し
た
う
え
で
意
思
を
形
成
し
、
そ
れ
を
表
明
し
て
実
現
で
き

る
よ
う
な
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
認
知
機
能
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
 

・
 高

齢
者
の
尊
厳
を
保
持
し
た
生
活
の
継
続
を
支
え
る
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
高
齢
者
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
等
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
に
な

る
。
例
え
ば
高
齢
の
夫
婦
世
帯
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
介
護
者
も
要
介
護
高
齢
者
で
あ
る
場
合
は
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
が
本
人
の
生
活
の
継
続
に
大
き
く
影
響
し

う
る
。
ま
た
、
本
人
の
子
や
孫
が
日
常
的
な
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、
子
や
孫
の
生
活
と
介
護
と
の
両
立
の
支
援
も
重
要
に
な
る
。
 

・
 さ

ら
に
、
家
族
等
の
中
で
も
、
要
介
護
高
齢
者
本
人
と
の
関
わ
り
方
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
た
め
、
日
常
的
な
介
護
を
担
う
家
族
（
同
居
や
近
居
の
家
族
）
以
外

の
家
族
に
つ
い
て
も
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

  (2
)基
本
ケ
ア
の
活
用
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

 
・

 基
本
ケ
ア
は
、
疾
患
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
尊
厳
を
保
持
と
自
立
支
援
を
踏
ま
え
高
齢
者
の
生
活
の
継
続
を
支
え
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
疾
患
別
ケ
ア
の
視
点
を
活
用
す
る
場
合
も
、
必
ず
基
本
ケ
ア
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 な

お
、
各
疾
患
別
ケ
ア
の
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
に
は
、
基
本
ケ
ア
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
疾
患
の
有
無
に
関
係
な
く
重
要
で
あ
る
（
＝
基
本
ケ

ア
の
視
点
）
と
同
時
に
、
疾
患
が
あ
る
場
合
に
は
特
に
留
意
す
べ
き
支
援
内
容
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
支
援
内
容
が
想
定
さ
れ
る

と
き
は
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
つ
い
て
、
特
に
注
意
し
て
状
況
を
把
握
し
、
具
体
的
な
支
援
の
必
要
性
や
内
容
を
他
の
職
種
と
も
連
携

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 基

本
ケ
ア
だ
け
を
活
用
す
る
場
合
も
、
疾
患
別
ケ
ア
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
場
合
も
、
本
手
法
で
は
、
整
理
し
て
示
し
て
い
る
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
の
す

べ
て
を
、
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。
 

・
 む

し
ろ
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
等
の
状
況
に
応
じ
て
優
先
度
や
重
要
度
が
異
な
る
た
め
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
示
す
よ
う
な
具
体

的
か
つ
詳
細
な
情
報
の
収
集
・
分
析
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
等
の
そ
の
と
き
の
状
況
に
と
っ
て
必
要
か
つ
個
別
的
な
支
援
を
組
み
立
て
る
よ
う
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
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章
 基

本
ケ

ア
 

基
本

ケ
ア

の
考

え
方

 
(1

)本
手

法
に

お
け

る
基

本
ケ

ア
の

意
味

 
・

 本
手
法
に
お
い
て
基
本
ケ
ア
と
は
、
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
生
活
の
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
基
礎
的
な
視
点
で
あ
り
、
介
護
保
険
の
基
本
的
な
理
念
で
あ
る

尊
厳
の
保
持
と
自
立
支
援
を
踏
ま
え
、
現
在
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
を
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
項
目
と
と
も
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

・
 基

本
ケ
ア
は
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
う
え
で
必
要
性
が
大
き
い
支
援
内
容
で
あ
る
た
め
、
利
用
者
に
疾
患
等
が
な
い
場
合
で
も
、
ま
た
疾
患
が
複
数
あ
る
場
合

で
も
共
通
す
る
支
援
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
疾
患
別
ケ
ア
を
検
討
す
る
前
に
ま
ず
こ
の
基
本
ケ
ア
を
理
解
し
、
視
点
の
抜
け
漏
れ
や
情
報
収
集
に
不
十
分
な

も
の
は
な
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 高

齢
者
の
生
活
の
継
続
を
支
え
る
う
え
で
ま
ず
必
要
な
の
は
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
機
能
を
維
持
す
る
視
点
で
あ
る
。
高
齢
者
は
、
加
齢
や
疾
患
に
伴
っ
て
体
の

機
能
が
低
下
し
、
例
え
ば
水
分
の
摂
取
が
不
足
し
が
ち
に
な
っ
た
り
、
転
倒
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
温
湿
度
の
変
化
を
捉
え
に
く
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た
傾
向
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
変
化
や
リ
ス
ク
を
小
さ
く
し
、
そ
れ
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
 

・
 た

だ
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
視
点
は
、
高
齢
者
自
身
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
状
態
だ
け
で
な
い
。
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
り
、
家
庭
や
地
域
で
の
役
割
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
視
点
、
つ
ま
り
「
活
動
と
参
加
」
の
視
点
も
当
然
必
要
で
あ
る
。
自
立
支
援

の
観
点
か
ら
、
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
本
人
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
捉
え
て
活
か
す
視
点
や
、
そ

の
人
を
取
り
巻
く
人
的
、
物
的
環
境
を
整
え
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
物
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
住
環
境
や
福
祉
用
具
だ
け
で

な
く
、
日
常
的
に
使
う
家
具
や
食
器
、
生
活
用
具
な
ど
も
含
め
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

・
 こ

の
よ
う
に
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
支
援
の
体
制
を
整
え
る
う
え
で
基
本
と
な
る
の
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
人
が
自
ら
決
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
意
思
決
定
の
支
援
に
は
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
な
生
活
の
中
で
の
小
さ
な

選
択
や
、
療
養
や
支
援
の
必
要
性
を
理
解
し
て
同
意
す
る
こ
と
な
ど
も
広
く
含
ま
れ
る
。
 

・
 し

た
が
っ
て
、
生
活
に
対
す
る
自
分
の
意
向
の
認
識
に
基
づ
い
て
療
養
や
介
護
の
方
針
な
ど
を
理
解
し
た
う
え
で
意
思
を
形
成
し
、
そ
れ
を
表
明
し
て
実
現
で
き

る
よ
う
な
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
認
知
機
能
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
 

・
 高

齢
者
の
尊
厳
を
保
持
し
た
生
活
の
継
続
を
支
え
る
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
高
齢
者
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
等
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
に
な

る
。
例
え
ば
高
齢
の
夫
婦
世
帯
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
介
護
者
も
要
介
護
高
齢
者
で
あ
る
場
合
は
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
が
本
人
の
生
活
の
継
続
に
大
き
く
影
響
し

う
る
。
ま
た
、
本
人
の
子
や
孫
が
日
常
的
な
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、
子
や
孫
の
生
活
と
介
護
と
の
両
立
の
支
援
も
重
要
に
な
る
。
 

・
 さ

ら
に
、
家
族
等
の
中
で
も
、
要
介
護
高
齢
者
本
人
と
の
関
わ
り
方
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
た
め
、
日
常
的
な
介
護
を
担
う
家
族
（
同
居
や
近
居
の
家
族
）
以
外

の
家
族
に
つ
い
て
も
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

  (2
)基
本
ケ
ア
の
活
用
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

 
・

 基
本
ケ
ア
は
、
疾
患
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
尊
厳
を
保
持
と
自
立
支
援
を
踏
ま
え
高
齢
者
の
生
活
の
継
続
を
支
え
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
疾
患
別
ケ
ア
の
視
点
を
活
用
す
る
場
合
も
、
必
ず
基
本
ケ
ア
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 な

お
、
各
疾
患
別
ケ
ア
の
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
に
は
、
基
本
ケ
ア
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
疾
患
の
有
無
に
関
係
な
く
重
要
で
あ
る
（
＝
基
本
ケ

ア
の
視
点
）
と
同
時
に
、
疾
患
が
あ
る
場
合
に
は
特
に
留
意
す
べ
き
支
援
内
容
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
支
援
内
容
が
想
定
さ
れ
る

と
き
は
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
つ
い
て
、
特
に
注
意
し
て
状
況
を
把
握
し
、
具
体
的
な
支
援
の
必
要
性
や
内
容
を
他
の
職
種
と
も
連
携

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 基

本
ケ
ア
だ
け
を
活
用
す
る
場
合
も
、
疾
患
別
ケ
ア
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
場
合
も
、
本
手
法
で
は
、
整
理
し
て
示
し
て
い
る
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
の
す

べ
て
を
、
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。
 

・
 む

し
ろ
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
等
の
状
況
に
応
じ
て
優
先
度
や
重
要
度
が
異
な
る
た
め
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
示
す
よ
う
な
具
体

的
か
つ
詳
細
な
情
報
の
収
集
・
分
析
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
等
の
そ
の
と
き
の
状
況
に
と
っ
て
必
要
か
つ
個
別
的
な
支
援
を
組
み
立
て
る
よ
う
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
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第
２

章
 基

本
ケ

ア
 

基
本

ケ
ア

の
考

え
方

 
(1

)本
手

法
に

お
け

る
基

本
ケ

ア
の

意
味

 
・

 本
手
法
に
お
い
て
基
本
ケ
ア
と
は
、
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
生
活
の
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
基
礎
的
な
視
点
で
あ
り
、
介
護
保
険
の
基
本
的
な
理
念
で
あ
る

尊
厳
の
保
持
と
自
立
支
援
を
踏
ま
え
、
現
在
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
を
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
項
目
と
と
も
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

・
 基

本
ケ
ア
は
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
う
え
で
必
要
性
が
大
き
い
支
援
内
容
で
あ
る
た
め
、
利
用
者
に
疾
患
等
が
な
い
場
合
で
も
、
ま
た
疾
患
が
複
数
あ
る
場
合

で
も
共
通
す
る
支
援
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
疾
患
別
ケ
ア
を
検
討
す
る
前
に
ま
ず
こ
の
基
本
ケ
ア
を
理
解
し
、
視
点
の
抜
け
漏
れ
や
情
報
収
集
に
不
十
分
な

も
の
は
な
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 高

齢
者
の
生
活
の
継
続
を
支
え
る
う
え
で
ま
ず
必
要
な
の
は
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
機
能
を
維
持
す
る
視
点
で
あ
る
。
高
齢
者
は
、
加
齢
や
疾
患
に
伴
っ
て
体
の

機
能
が
低
下
し
、
例
え
ば
水
分
の
摂
取
が
不
足
し
が
ち
に
な
っ
た
り
、
転
倒
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
温
湿
度
の
変
化
を
捉
え
に
く
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た
傾
向
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
変
化
や
リ
ス
ク
を
小
さ
く
し
、
そ
れ
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
 

・
 た

だ
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
視
点
は
、
高
齢
者
自
身
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
状
態
だ
け
で
な
い
。
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
り
、
家
庭
や
地
域
で
の
役
割
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
視
点
、
つ
ま
り
「
活
動
と
参
加
」
の
視
点
も
当
然
必
要
で
あ
る
。
自
立
支
援

の
観
点
か
ら
、
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
本
人
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
捉
え
て
活
か
す
視
点
や
、
そ

の
人
を
取
り
巻
く
人
的
、
物
的
環
境
を
整
え
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
物
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
住
環
境
や
福
祉
用
具
だ
け
で

な
く
、
日
常
的
に
使
う
家
具
や
食
器
、
生
活
用
具
な
ど
も
含
め
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

・
 こ

の
よ
う
に
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
支
援
の
体
制
を
整
え
る
う
え
で
基
本
と
な
る
の
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
人
が
自
ら
決
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
意
思
決
定
の
支
援
に
は
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
な
生
活
の
中
で
の
小
さ
な

選
択
や
、
療
養
や
支
援
の
必
要
性
を
理
解
し
て
同
意
す
る
こ
と
な
ど
も
広
く
含
ま
れ
る
。
 

・
 し

た
が
っ
て
、
生
活
に
対
す
る
自
分
の
意
向
の
認
識
に
基
づ
い
て
療
養
や
介
護
の
方
針
な
ど
を
理
解
し
た
う
え
で
意
思
を
形
成
し
、
そ
れ
を
表
明
し
て
実
現
で
き

る
よ
う
な
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
認
知
機
能
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
 

・
 高

齢
者
の
尊
厳
を
保
持
し
た
生
活
の
継
続
を
支
え
る
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
高
齢
者
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
等
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
に
な

る
。
例
え
ば
高
齢
の
夫
婦
世
帯
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
介
護
者
も
要
介
護
高
齢
者
で
あ
る
場
合
は
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
が
本
人
の
生
活
の
継
続
に
大
き
く
影
響
し

う
る
。
ま
た
、
本
人
の
子
や
孫
が
日
常
的
な
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、
子
や
孫
の
生
活
と
介
護
と
の
両
立
の
支
援
も
重
要
に
な
る
。
 

・
 さ

ら
に
、
家
族
等
の
中
で
も
、
要
介
護
高
齢
者
本
人
と
の
関
わ
り
方
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
た
め
、
日
常
的
な
介
護
を
担
う
家
族
（
同
居
や
近
居
の
家
族
）
以
外

の
家
族
に
つ
い
て
も
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

  (2
)基
本
ケ
ア
の
活
用
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

 
・

 基
本
ケ
ア
は
、
疾
患
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
尊
厳
を
保
持
と
自
立
支
援
を
踏
ま
え
高
齢
者
の
生
活
の
継
続
を
支
え
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
疾
患
別
ケ
ア
の
視
点
を
活
用
す
る
場
合
も
、
必
ず
基
本
ケ
ア
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 な

お
、
各
疾
患
別
ケ
ア
の
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
に
は
、
基
本
ケ
ア
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
疾
患
の
有
無
に
関
係
な
く
重
要
で
あ
る
（
＝
基
本
ケ

ア
の
視
点
）
と
同
時
に
、
疾
患
が
あ
る
場
合
に
は
特
に
留
意
す
べ
き
支
援
内
容
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
支
援
内
容
が
想
定
さ
れ
る

と
き
は
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
つ
い
て
、
特
に
注
意
し
て
状
況
を
把
握
し
、
具
体
的
な
支
援
の
必
要
性
や
内
容
を
他
の
職
種
と
も
連
携

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
 基

本
ケ
ア
だ
け
を
活
用
す
る
場
合
も
、
疾
患
別
ケ
ア
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
場
合
も
、
本
手
法
で
は
、
整
理
し
て
示
し
て
い
る
想
定
さ
れ
る
支
援
内
容
の
す

べ
て
を
、
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。
 

・
 む

し
ろ
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
等
の
状
況
に
応
じ
て
優
先
度
や
重
要
度
が
異
な
る
た
め
、
関
連
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
/
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
示
す
よ
う
な
具
体

的
か
つ
詳
細
な
情
報
の
収
集
・
分
析
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
等
の
そ
の
と
き
の
状
況
に
と
っ
て
必
要
か
つ
個
別
的
な
支
援
を
組
み
立
て
る
よ
う
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
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基
本

ケ
ア
全

体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
基
本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ
ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支
援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで
の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や

重
度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

・再
発
予
防
、や
生
活
の
悪
化
防
止
に
は
、生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
で
、起

因
とな
って
い
る
疾
患
の
管
理
に
つ
い
て
の
理
解
が
必

要
。ま
た
、処

方
薬
に
よ
って
は
、食

事
内
容
の
制
限
や
副
作
用
（
出
血
しや
す
くな
る
等
）
に
つ
い
て
も
知
って
お
くこ
とも
重
要
で
あ

る
。
・継
続
的
な
受
診
の
確
保
等
に
よ
り疾

患
の
理
解
と、
適
切
な
療
養
や
生
活
の
改
善
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、本

人
や
家

族
等
に
対
して
、服

薬
の
必
要
性
及
び
薬
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
促
す
支
援
体
制
も
併
せ
て
整
え
る
。

※
関
連
して
疾
患
の
理
解
の
支
援
、定

期
的
な
受
診
の
支
援
の
必
要
性
も
検
討
す
る
こと
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
や
他
の
併
発
疾
患
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
及
び
各
疾
患
の
主
治
医
を
把
握
した
うえ
で
、本

人
や
家
族
等
が
、か
か
りつ
け
医
等
の
指
示
を
踏
ま
え
て
併
存
疾
患

の
有
無
、程

度
、治

療
状
況
等
の
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う、
継
続
的
な
受
診
の
確
保
や
専
門
職
間
の
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・口
腔
清
掃
が
不
十
分
で
あ
る
と、
口
臭
が
発
生
して
、対

人
交
流
の
減
少
に
つ
な
が
った
り、
虫
歯
や
誤
嚥
に
つ
な
が
る
。

・正
しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は
咀
嚼

能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・異
常
の
早
期
発
見
と、
適
切
な
受
診
機
会
の
確
保
が
求
め
られ
る
。

・転
倒
や
そ
れ
に
伴
う骨

折
の
予
防
の
た
め
に
は
、自

らの
身
体
機
能
（
反
射
、平

衡
感
覚
、視

覚
等
）
の
状
態
を
理
解
し、
そ
れ
に

あ
った
生
活
動
作
を
身
に
つ
け
る
よ
う支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

・自
らの
身
体
機
能
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
の
支
援
、そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。具

体
的
に
は
、本

人
の
身
体
状
況
を
定
期
的

に
測
定
す
る
機
会
を
つ
くっ
た
り、
身
体
機
能
が
低
下
して
い
る
場
合
は
そ
れ
を
前
提
とし
た
日
常
的
な
動
作
を
行
え
る
よ
うな
機
能
訓

練
等
の
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
本
人
が
望
む
暮
らし
の
実
現
に
は
、暮

らし
や
す
くす
る
た
め
の
環
境
の
改
善
を
、本

人
の
活
動
能
力
を
踏

ま
え
て
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・暮
らし
の
中
で
特
に
継
続
した
い
こと
や
重
視
した
い
こと
等
を
本
人
か
ら把

握
した
り、
家
族
等
か
ら本

人
の
これ
ま
で
の
嗜
好
や
暮
ら

しぶ
り、
これ
か
らに
つ
い
て
本
人
が
家
族
等
に
表
明
して
い
る
意
思
を
把
握
した
りす
る
。ま
た
、サ
ー
ビス
事
業
者
とも
連
携
し、
サ
ー
ビ

ス
利
用
中
の
利
用
者
の
様
子
も
把
握
す
る
。

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

1 
疾
患
管
理

の
理
解
の
支
援

2 
併
存
疾
患

の
把
握
の
支
援

3 
口
腔
内
の

異
常
の
早
期
発

見
と歯

科
受
診

機
会
の
確
保

4 
転
倒
・骨
折

の
リス
ク
や
経

緯
の
確
認

5 
望
む
生
活
・

暮
ら
し
の
意
向

の
把
握

中
項
目

Ⅰ
-1
-1

疾
病
や
心
身
状
態

の
理
解

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握

基
本
ケ
ア
全
体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
　基

本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ

ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コ
ミュ
ニ
テ
ィで

の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで

の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や
重

度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

80

基
本

ケ
ア
全

体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
基
本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ
ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支
援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで
の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や

重
度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

・再
発
予
防
、や
生
活
の
悪
化
防
止
に
は
、生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
で
、起

因
とな
って
い
る
疾
患
の
管
理
に
つ
い
て
の
理
解
が
必

要
。ま
た
、処

方
薬
に
よ
って
は
、食

事
内
容
の
制
限
や
副
作
用
（
出
血
しや
す
くな
る
等
）
に
つ
い
て
も
知
って
お
くこ
とも
重
要
で
あ

る
。
・継
続
的
な
受
診
の
確
保
等
に
よ
り疾

患
の
理
解
と、
適
切
な
療
養
や
生
活
の
改
善
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、本

人
や
家

族
等
に
対
して
、服

薬
の
必
要
性
及
び
薬
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
促
す
支
援
体
制
も
併
せ
て
整
え
る
。

※
関
連
して
疾
患
の
理
解
の
支
援
、定

期
的
な
受
診
の
支
援
の
必
要
性
も
検
討
す
る
こと
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
や
他
の
併
発
疾
患
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
及
び
各
疾
患
の
主
治
医
を
把
握
した
うえ
で
、本

人
や
家
族
等
が
、か
か
りつ
け
医
等
の
指
示
を
踏
ま
え
て
併
存
疾
患

の
有
無
、程

度
、治

療
状
況
等
の
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う、
継
続
的
な
受
診
の
確
保
や
専
門
職
間
の
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・口
腔
清
掃
が
不
十
分
で
あ
る
と、
口
臭
が
発
生
して
、対

人
交
流
の
減
少
に
つ
な
が
った
り、
虫
歯
や
誤
嚥
に
つ
な
が
る
。

・正
しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は
咀
嚼

能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・異
常
の
早
期
発
見
と、
適
切
な
受
診
機
会
の
確
保
が
求
め
られ
る
。

・転
倒
や
そ
れ
に
伴
う骨

折
の
予
防
の
た
め
に
は
、自

らの
身
体
機
能
（
反
射
、平

衡
感
覚
、視

覚
等
）
の
状
態
を
理
解
し、
そ
れ
に

あ
った
生
活
動
作
を
身
に
つ
け
る
よ
う支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

・自
らの
身
体
機
能
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
の
支
援
、そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。具

体
的
に
は
、本

人
の
身
体
状
況
を
定
期
的

に
測
定
す
る
機
会
を
つ
くっ
た
り、
身
体
機
能
が
低
下
して
い
る
場
合
は
そ
れ
を
前
提
とし
た
日
常
的
な
動
作
を
行
え
る
よ
うな
機
能
訓

練
等
の
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
本
人
が
望
む
暮
らし
の
実
現
に
は
、暮

らし
や
す
くす
る
た
め
の
環
境
の
改
善
を
、本

人
の
活
動
能
力
を
踏

ま
え
て
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・暮
らし
の
中
で
特
に
継
続
した
い
こと
や
重
視
した
い
こと
等
を
本
人
か
ら把

握
した
り、
家
族
等
か
ら本

人
の
これ
ま
で
の
嗜
好
や
暮
ら

しぶ
り、
これ
か
らに
つ
い
て
本
人
が
家
族
等
に
表
明
して
い
る
意
思
を
把
握
した
りす
る
。ま
た
、サ
ー
ビス
事
業
者
とも
連
携
し、
サ
ー
ビ

ス
利
用
中
の
利
用
者
の
様
子
も
把
握
す
る
。

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

1 
疾
患
管
理

の
理
解
の
支
援

2 
併
存
疾
患

の
把
握
の
支
援

3 
口
腔
内
の

異
常
の
早
期
発

見
と歯

科
受
診

機
会
の
確
保

4 
転
倒
・骨
折

の
リス
ク
や
経

緯
の
確
認

5 
望
む
生
活
・

暮
ら
し
の
意
向

の
把
握

中
項
目

Ⅰ
-1
-1

疾
病
や
心
身
状
態

の
理
解

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握

基
本
ケ
ア
全
体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
　基

本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ

ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コ
ミュ
ニ
テ
ィで

の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで

の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や
重

度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援
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基
本

ケ
ア
全

体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
基
本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ
ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支
援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで
の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や

重
度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

・再
発
予
防
、や
生
活
の
悪
化
防
止
に
は
、生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
で
、起

因
とな
って
い
る
疾
患
の
管
理
に
つ
い
て
の
理
解
が
必

要
。ま
た
、処

方
薬
に
よ
って
は
、食

事
内
容
の
制
限
や
副
作
用
（
出
血
しや
す
くな
る
等
）
に
つ
い
て
も
知
って
お
くこ
とも
重
要
で
あ

る
。
・継
続
的
な
受
診
の
確
保
等
に
よ
り疾

患
の
理
解
と、
適
切
な
療
養
や
生
活
の
改
善
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、本

人
や
家

族
等
に
対
して
、服

薬
の
必
要
性
及
び
薬
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
促
す
支
援
体
制
も
併
せ
て
整
え
る
。

※
関
連
して
疾
患
の
理
解
の
支
援
、定

期
的
な
受
診
の
支
援
の
必
要
性
も
検
討
す
る
こと
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
や
他
の
併
発
疾
患
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
及
び
各
疾
患
の
主
治
医
を
把
握
した
うえ
で
、本

人
や
家
族
等
が
、か
か
りつ
け
医
等
の
指
示
を
踏
ま
え
て
併
存
疾
患

の
有
無
、程

度
、治

療
状
況
等
の
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う、
継
続
的
な
受
診
の
確
保
や
専
門
職
間
の
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・口
腔
清
掃
が
不
十
分
で
あ
る
と、
口
臭
が
発
生
して
、対

人
交
流
の
減
少
に
つ
な
が
った
り、
虫
歯
や
誤
嚥
に
つ
な
が
る
。

・正
しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は
咀
嚼

能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・異
常
の
早
期
発
見
と、
適
切
な
受
診
機
会
の
確
保
が
求
め
られ
る
。

・転
倒
や
そ
れ
に
伴
う骨

折
の
予
防
の
た
め
に
は
、自

らの
身
体
機
能
（
反
射
、平

衡
感
覚
、視

覚
等
）
の
状
態
を
理
解
し、
そ
れ
に

あ
った
生
活
動
作
を
身
に
つ
け
る
よ
う支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

・自
らの
身
体
機
能
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
の
支
援
、そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。具

体
的
に
は
、本

人
の
身
体
状
況
を
定
期
的

に
測
定
す
る
機
会
を
つ
くっ
た
り、
身
体
機
能
が
低
下
して
い
る
場
合
は
そ
れ
を
前
提
とし
た
日
常
的
な
動
作
を
行
え
る
よ
うな
機
能
訓

練
等
の
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
本
人
が
望
む
暮
らし
の
実
現
に
は
、暮

らし
や
す
くす
る
た
め
の
環
境
の
改
善
を
、本

人
の
活
動
能
力
を
踏

ま
え
て
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・暮
らし
の
中
で
特
に
継
続
した
い
こと
や
重
視
した
い
こと
等
を
本
人
か
ら把

握
した
り、
家
族
等
か
ら本

人
の
これ
ま
で
の
嗜
好
や
暮
ら

しぶ
り、
これ
か
らに
つ
い
て
本
人
が
家
族
等
に
表
明
して
い
る
意
思
を
把
握
した
りす
る
。ま
た
、サ
ー
ビス
事
業
者
とも
連
携
し、
サ
ー
ビ

ス
利
用
中
の
利
用
者
の
様
子
も
把
握
す
る
。

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

1 
疾
患
管
理

の
理
解
の
支
援

2 
併
存
疾
患

の
把
握
の
支
援

3 
口
腔
内
の

異
常
の
早
期
発

見
と歯

科
受
診

機
会
の
確
保

4 
転
倒
・骨
折

の
リス
ク
や
経

緯
の
確
認

5 
望
む
生
活
・

暮
ら
し
の
意
向

の
把
握

中
項
目

Ⅰ
-1
-1

疾
病
や
心
身
状
態

の
理
解

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握
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基
本

ケ
ア
全

体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
基
本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ
ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支
援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで
の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や

重
度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

・再
発
予
防
、や
生
活
の
悪
化
防
止
に
は
、生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
で
、起

因
とな
って
い
る
疾
患
の
管
理
に
つ
い
て
の
理
解
が
必

要
。ま
た
、処

方
薬
に
よ
って
は
、食

事
内
容
の
制
限
や
副
作
用
（
出
血
しや
す
くな
る
等
）
に
つ
い
て
も
知
って
お
くこ
とも
重
要
で
あ

る
。
・継
続
的
な
受
診
の
確
保
等
に
よ
り疾

患
の
理
解
と、
適
切
な
療
養
や
生
活
の
改
善
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、本

人
や
家

族
等
に
対
して
、服

薬
の
必
要
性
及
び
薬
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
促
す
支
援
体
制
も
併
せ
て
整
え
る
。

※
関
連
して
疾
患
の
理
解
の
支
援
、定

期
的
な
受
診
の
支
援
の
必
要
性
も
検
討
す
る
こと
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
や
他
の
併
発
疾
患
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
及
び
各
疾
患
の
主
治
医
を
把
握
した
うえ
で
、本

人
や
家
族
等
が
、か
か
りつ
け
医
等
の
指
示
を
踏
ま
え
て
併
存
疾
患

の
有
無
、程

度
、治

療
状
況
等
の
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う、
継
続
的
な
受
診
の
確
保
や
専
門
職
間
の
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・口
腔
清
掃
が
不
十
分
で
あ
る
と、
口
臭
が
発
生
して
、対

人
交
流
の
減
少
に
つ
な
が
った
り、
虫
歯
や
誤
嚥
に
つ
な
が
る
。

・正
しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は
咀
嚼

能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・異
常
の
早
期
発
見
と、
適
切
な
受
診
機
会
の
確
保
が
求
め
られ
る
。

・転
倒
や
そ
れ
に
伴
う骨

折
の
予
防
の
た
め
に
は
、自

らの
身
体
機
能
（
反
射
、平

衡
感
覚
、視

覚
等
）
の
状
態
を
理
解
し、
そ
れ
に

あ
った
生
活
動
作
を
身
に
つ
け
る
よ
う支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

・自
らの
身
体
機
能
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
の
支
援
、そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。具

体
的
に
は
、本

人
の
身
体
状
況
を
定
期
的

に
測
定
す
る
機
会
を
つ
くっ
た
り、
身
体
機
能
が
低
下
して
い
る
場
合
は
そ
れ
を
前
提
とし
た
日
常
的
な
動
作
を
行
え
る
よ
うな
機
能
訓

練
等
の
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
本
人
が
望
む
暮
らし
の
実
現
に
は
、暮

らし
や
す
くす
る
た
め
の
環
境
の
改
善
を
、本

人
の
活
動
能
力
を
踏

ま
え
て
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・暮
らし
の
中
で
特
に
継
続
した
い
こと
や
重
視
した
い
こと
等
を
本
人
か
ら把

握
した
り、
家
族
等
か
ら本

人
の
これ
ま
で
の
嗜
好
や
暮
ら

しぶ
り、
これ
か
らに
つ
い
て
本
人
が
家
族
等
に
表
明
して
い
る
意
思
を
把
握
した
りす
る
。ま
た
、サ
ー
ビス
事
業
者
とも
連
携
し、
サ
ー
ビ

ス
利
用
中
の
利
用
者
の
様
子
も
把
握
す
る
。

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

1 
疾
患
管
理

の
理
解
の
支
援

2 
併
存
疾
患

の
把
握
の
支
援

3 
口
腔
内
の

異
常
の
早
期
発

見
と歯

科
受
診

機
会
の
確
保

4 
転
倒
・骨
折

の
リス
ク
や
経

緯
の
確
認

5 
望
む
生
活
・

暮
ら
し
の
意
向

の
把
握

中
項
目

Ⅰ
-1
-1

疾
病
や
心
身
状
態

の
理
解

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握

基
本
ケ
ア
全
体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
　基

本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ

ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コ
ミュ
ニ
テ
ィで

の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで

の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や
重

度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

80

基
本

ケ
ア
全

体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
基
本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ
ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支
援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで
の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や

重
度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

・再
発
予
防
、や
生
活
の
悪
化
防
止
に
は
、生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
で
、起

因
とな
って
い
る
疾
患
の
管
理
に
つ
い
て
の
理
解
が
必

要
。ま
た
、処

方
薬
に
よ
って
は
、食

事
内
容
の
制
限
や
副
作
用
（
出
血
しや
す
くな
る
等
）
に
つ
い
て
も
知
って
お
くこ
とも
重
要
で
あ

る
。
・継
続
的
な
受
診
の
確
保
等
に
よ
り疾

患
の
理
解
と、
適
切
な
療
養
や
生
活
の
改
善
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、本

人
や
家

族
等
に
対
して
、服

薬
の
必
要
性
及
び
薬
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
促
す
支
援
体
制
も
併
せ
て
整
え
る
。

※
関
連
して
疾
患
の
理
解
の
支
援
、定

期
的
な
受
診
の
支
援
の
必
要
性
も
検
討
す
る
こと
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
や
他
の
併
発
疾
患
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
及
び
各
疾
患
の
主
治
医
を
把
握
した
うえ
で
、本

人
や
家
族
等
が
、か
か
りつ
け
医
等
の
指
示
を
踏
ま
え
て
併
存
疾
患

の
有
無
、程

度
、治

療
状
況
等
の
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う、
継
続
的
な
受
診
の
確
保
や
専
門
職
間
の
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・口
腔
清
掃
が
不
十
分
で
あ
る
と、
口
臭
が
発
生
して
、対

人
交
流
の
減
少
に
つ
な
が
った
り、
虫
歯
や
誤
嚥
に
つ
な
が
る
。

・正
しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は
咀
嚼

能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・異
常
の
早
期
発
見
と、
適
切
な
受
診
機
会
の
確
保
が
求
め
られ
る
。

・転
倒
や
そ
れ
に
伴
う骨

折
の
予
防
の
た
め
に
は
、自

らの
身
体
機
能
（
反
射
、平

衡
感
覚
、視

覚
等
）
の
状
態
を
理
解
し、
そ
れ
に

あ
った
生
活
動
作
を
身
に
つ
け
る
よ
う支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

・自
らの
身
体
機
能
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
の
支
援
、そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。具

体
的
に
は
、本

人
の
身
体
状
況
を
定
期
的

に
測
定
す
る
機
会
を
つ
くっ
た
り、
身
体
機
能
が
低
下
して
い
る
場
合
は
そ
れ
を
前
提
とし
た
日
常
的
な
動
作
を
行
え
る
よ
うな
機
能
訓

練
等
の
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
本
人
が
望
む
暮
らし
の
実
現
に
は
、暮

らし
や
す
くす
る
た
め
の
環
境
の
改
善
を
、本

人
の
活
動
能
力
を
踏

ま
え
て
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・暮
らし
の
中
で
特
に
継
続
した
い
こと
や
重
視
した
い
こと
等
を
本
人
か
ら把

握
した
り、
家
族
等
か
ら本

人
の
これ
ま
で
の
嗜
好
や
暮
ら

しぶ
り、
これ
か
らに
つ
い
て
本
人
が
家
族
等
に
表
明
して
い
る
意
思
を
把
握
した
りす
る
。ま
た
、サ
ー
ビス
事
業
者
とも
連
携
し、
サ
ー
ビ

ス
利
用
中
の
利
用
者
の
様
子
も
把
握
す
る
。

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

1 
疾
患
管
理

の
理
解
の
支
援

2 
併
存
疾
患

の
把
握
の
支
援

3 
口
腔
内
の

異
常
の
早
期
発

見
と歯

科
受
診

機
会
の
確
保

4 
転
倒
・骨
折

の
リス
ク
や
経

緯
の
確
認

5 
望
む
生
活
・

暮
ら
し
の
意
向

の
把
握

中
項
目

Ⅰ
-1
-1

疾
病
や
心
身
状
態

の
理
解

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握

基
本
ケ
ア
全
体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
　基

本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ

ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コ
ミュ
ニ
テ
ィで

の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで

の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や
重

度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援
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基
本

ケ
ア
全

体
像

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア
基
本
方
針
・大
項
目
・中
項
目

基
本
方
針

大
項
目

中
項
目

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

現
在
の
生
活
の
全
体
像
の
把
握

目
指
す
生
活
を
踏
ま
え
た
リス
ク
の
予
測

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
の
備
え

本
人
の
意
思
を
捉
え
る
支
援

意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
の
表
明
の
支
援
と尊

重
意
思
決
定
支
援
体
制
の
整
備

将
来
の
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
こと
の
支
援

水
分
と栄

養
を
摂
る
こと
の
支
援

継
続
的
な
受
診
と服

薬
の
支
援

継
続
的
な
自
己
管
理
の
支
援

心
身
機
能
の
維
持
・向
上
の
支
援

感
染
予
防
の
支
援

生
活
リズ
ム
を
整
え
る
支
援

食
事
の
支
援

暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
持
、入

浴
や
排
泄
の
支
援

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め
る
支
援

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
支
援

家
庭
内
で
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役
割
を
整
え
る
こと
の
支
援

支
援
を
必
要
とす
る
家
族
等
へ
の
対
応

家
族
等
の
理
解
者
を
増
や
す
支
援

本
人
を
とり
ま
く支
援
体
制
の
整
備

同
意
し
て
ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と生

活
上
の
将
来
予
測
、備

え

意
思
決
定
過
程
の
支
援

家
事
・コ
ミュ
ニ
テ
ィで
の
役
割
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の

支
援

家
族
等
へ
の
支
援

家
族
等
へ
の
支
援

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ
とへ
の
支
援

日
常
的
な
生
活
の
継
続
の
支
援

これ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と継

続
の
支
援

予
測
に
基
づ
く心
身
機
能
の
維
持
・向
上
、フ
レ
イ
ル
や

重
度
化
の
予
防
の
支
援

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

【概
要
版
（
項
目
一
覧
）
】基
本
ケ
ア

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

・再
発
予
防
、や
生
活
の
悪
化
防
止
に
は
、生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
で
、起

因
とな
って
い
る
疾
患
の
管
理
に
つ
い
て
の
理
解
が
必

要
。ま
た
、処

方
薬
に
よ
って
は
、食

事
内
容
の
制
限
や
副
作
用
（
出
血
しや
す
くな
る
等
）
に
つ
い
て
も
知
って
お
くこ
とも
重
要
で
あ

る
。
・継
続
的
な
受
診
の
確
保
等
に
よ
り疾

患
の
理
解
と、
適
切
な
療
養
や
生
活
の
改
善
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、本

人
や
家

族
等
に
対
して
、服

薬
の
必
要
性
及
び
薬
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
促
す
支
援
体
制
も
併
せ
て
整
え
る
。

※
関
連
して
疾
患
の
理
解
の
支
援
、定

期
的
な
受
診
の
支
援
の
必
要
性
も
検
討
す
る
こと
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
や
他
の
併
発
疾
患
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
及
び
各
疾
患
の
主
治
医
を
把
握
した
うえ
で
、本

人
や
家
族
等
が
、か
か
りつ
け
医
等
の
指
示
を
踏
ま
え
て
併
存
疾
患

の
有
無
、程

度
、治

療
状
況
等
の
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う、
継
続
的
な
受
診
の
確
保
や
専
門
職
間
の
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・口
腔
清
掃
が
不
十
分
で
あ
る
と、
口
臭
が
発
生
して
、対

人
交
流
の
減
少
に
つ
な
が
った
り、
虫
歯
や
誤
嚥
に
つ
な
が
る
。

・正
しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は
咀
嚼

能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・異
常
の
早
期
発
見
と、
適
切
な
受
診
機
会
の
確
保
が
求
め
られ
る
。

・転
倒
や
そ
れ
に
伴
う骨

折
の
予
防
の
た
め
に
は
、自

らの
身
体
機
能
（
反
射
、平

衡
感
覚
、視

覚
等
）
の
状
態
を
理
解
し、
そ
れ
に

あ
った
生
活
動
作
を
身
に
つ
け
る
よ
う支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

・自
らの
身
体
機
能
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
の
支
援
、そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。具

体
的
に
は
、本

人
の
身
体
状
況
を
定
期
的

に
測
定
す
る
機
会
を
つ
くっ
た
り、
身
体
機
能
が
低
下
して
い
る
場
合
は
そ
れ
を
前
提
とし
た
日
常
的
な
動
作
を
行
え
る
よ
うな
機
能
訓

練
等
の
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
本
人
が
望
む
暮
らし
の
実
現
に
は
、暮

らし
や
す
くす
る
た
め
の
環
境
の
改
善
を
、本

人
の
活
動
能
力
を
踏

ま
え
て
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・暮
らし
の
中
で
特
に
継
続
した
い
こと
や
重
視
した
い
こと
等
を
本
人
か
ら把

握
した
り、
家
族
等
か
ら本

人
の
これ
ま
で
の
嗜
好
や
暮
ら

しぶ
り、
これ
か
らに
つ
い
て
本
人
が
家
族
等
に
表
明
して
い
る
意
思
を
把
握
した
りす
る
。ま
た
、サ
ー
ビス
事
業
者
とも
連
携
し、
サ
ー
ビ

ス
利
用
中
の
利
用
者
の
様
子
も
把
握
す
る
。

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

1 
疾
患
管
理

の
理
解
の
支
援

2 
併
存
疾
患

の
把
握
の
支
援

3 
口
腔
内
の

異
常
の
早
期
発

見
と歯

科
受
診

機
会
の
確
保

4 
転
倒
・骨
折

の
リス
ク
や
経

緯
の
確
認

5 
望
む
生
活
・

暮
ら
し
の
意
向

の
把
握

中
項
目

Ⅰ
-1
-1

疾
病
や
心
身
状
態

の
理
解

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握
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基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
良
い
場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・特
に
認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、は
睡
眠
・覚
醒
リズ
ム
が
乱
れ
や
す
く、
ま
た
自
分
で
生
活
リズ
ム
を
整
え
る
事
は
難
しい
た

め
、生

活
リズ
ム
を
規
則
正
しく
す
る
支
援
が
受
け
られ
る
環
境
の
整
備
が
必
要
とな
る
。

・本
人
の
日
常
的
な
一
週
間
の
生
活
の
リズ
ム
、日

課
等
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、認

知
症
の
進
行
や
健
康
状
態
の
変
化
に
よ
り生

活
リズ
ム
が
崩
れ
た
場
合
に
、そ
の
状
況
を
把
握
して
改
め
て
本
人
に
とっ
て
心
地
良
い
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

せ
る
よ
う支

援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。高

齢
者
の
身
体
の
異
常
や
心
の
状
態
の
変
化
に
い
ち
早
く

気
づ
くた
め
に
、日

頃
か
ら観

察
して
変
化
を
見
逃
さな
い
よ
うに
す
る
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・咀
嚼
、嚥

下
力
の
低
下
や
薬
の
副
作
用
で
食
欲
が
落
ち
て
低
栄
養
の
状
態
に
陥
る
場
合
も
あ
る
こと
を
考
慮
し、
専
門
職
と連

携
す

る
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患
が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も

懸
念
され
る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
感
じて
い
る
こと
を
周
囲
に
伝
え
、周

囲
も
ま
た
本
人
の
心
情
を
把
握
しや
す
い
状
態
で
あ
る
た
め
に
は
、本

人
の
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
の
状
況
を
把
握
しコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
りや
す
い
よ
うな
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
に
な
る
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
聞
く、
話
す
、見

る
）
の
状
況
を
把
握
す
る
。

・本
人
の
状
況
に
よ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り地

域
及
び
家
庭
の
一
員
とし
て
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
う、
本
人
の
IA
D
Lや
社
会
参
加

を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
具
体
的
な
支
援
を
考
え
る
た
め
に
も
ま
ず
、本

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
って
き
た
地
域
や
家
庭
で
の
役
割

と、
現
在
の
実
行
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
大
き
く変
化
す
る
時
期
の
た
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を

判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

10
 家
庭
や
地

域
で
の
活
動
と

参
加
の
状
況
及

び
そ
の
環
境
の

把
握
の
支
援

6 
一
週
間
の

生
活
リズ
ム
とそ

の
変
化
を
把
握

す
る
こと
の
支

援

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握

7 
食
事
及
び

栄
養
の
状
態
の

確
認

8 
水
分
摂
取

状
況
の
把
握
の

支
援

9 
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
状
況
の

把
握
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・ま
た
、正

しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は

咀
嚼
能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・口
腔
内
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
、義

歯
は
合
って
い
る
か
、口

内
炎
等
の
異
常
が
表
れ
て
い
な
い
か
等
の
状
況
を
把
握
し、
異
常

を
発
見
した
場
合
に
は
歯
科
医
等
に
連
携
す
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、適

切
な
口
腔
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
機
会
を
確
保
した
り、
本
人
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

が
難
しい
場
合
に
は
必
要
に
応
じて
介
助
が
得
られ
る
環
境
を
整
え
る
。

・継
続
的
な
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、適

度
な
日
常
生
活
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。骨

折
な
どに
よ
り活

動
量
が
低
下
す
る

こと
は
、身

体
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、そ
の
要
因
とな
りう
る
転
等
を
未
然
に
防
ぐこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して
い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、転

倒
しや
す
い
状
況
や
負
荷
の
大
き
い
活
動
の
環
境
を
改
善
した
り、
日
常
的
な
動
作
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

本
人
及
び
家
族
等
と確

認
し必

要
な
リハ
ビリ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
継
続
す
る
支
援
体
制
を
整
え
た
りす
る
。

・な
お
、環

境
や
動
作
の
改
善
に
際
して
は
、支

援
の
必
要
性
及
び
本
人
・家
族
等
の
意
向
も
確
認
す
る
。

・高
齢
者
は
、生

体
防
御
機
能
の
低
下
が
起
こる
。炎

症
反
応
が
弱
く、
発
熱
や
痛
み
の
訴
え
が
弱
い
場
合
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・感
染
症
の
初
期
症
状
が
表
れ
た
場
合
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
うに
、家

族
等
や
か
か
りつ
け
医
及
び
関
連
す
る
専
門
職
と情

報
を
共
有
した
り、
必
要
な
とき
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

14
緊
急
時
の

対
応

・本
人
の
体
調
が
急
変
して
入
院
が
必
要
に
な
る
等
の
状
況
で
は
、特

に
独
居
の
場
合
な
ど、
本
人
の
意
思
が
確
認
が
難
しく
な
る
場

合
も
あ
る
。急

ぎ
の
対
応
で
も
必
要
な
人
に
必
要
な
連
絡
が
届
くよ
う、
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
家
族
等
、か
か
りつ
け
医
な
どの
連
絡
体
制
を
本
人
や
家
族
等
とも
確
認
し、
事
前
に
連
絡
先
と連

絡
方
法

を
取
り交

わ
して
お
く。

・意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや
す
い
よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ

ソ
ー
ドな
どを
通
じて
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
これ
ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
・共
有
し、
本
人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピソ
ー
ド

な
どを
通
じて
、本

人
の
意
思
の
形
成
や
表
明
を
支
援
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

Ⅰ
-2
-1

本
人
の
意
思
を
捉

え
る
支
援

15
本
人
の
意

思
を
捉
え
る
た

め
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
の
把
握

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

11
口
腔
内
及

び
摂
食
嚥
下

機
能
の
リス
ク

の
予
測

12
転
倒
な
ど

の
か
ら
だ
に
負

荷
の
掛
か
る
リ

ス
ク
の
予
測

13
感
染
症
の

早
期
発
見
と治

療

Ⅰ
-1
-3

目
指
す
生
活
を
踏
ま

え
た
リス
ク
の
予
測

Ⅰ
-1
-4

緊
急
時
の
対
応
の

た
め
の
備
え

Ⅰ
-2
意
思

決
定
過
程

の
支
援

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす

可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル

ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して

豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ

る
。

・ま
た
、正

しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば

る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は

咀
嚼
能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・口
腔
内
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
、義

歯
は
合
って
い
る
か
、口

内
炎
等
の
異
常
が
表
れ
て
い
な
い
か
等
の
状
況
を
把
握
し、
異
常

を
発
見
した
場
合
に
は
歯
科
医
等
に
連
携
す
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、適

切
な
口
腔
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
機
会
を
確
保
した

り、
本
人
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

が
難
しい

場
合
に
は
必
要
に
応
じて

介
助
が
得
られ

る
環
境
を
整
え
る
。

・継
続
的
な
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、適

度
な
日
常
生
活
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。骨

折
な
どに
よ
り活

動
量
が
低
下
す
る

こと
は
、身

体
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、そ
の
要
因
とな
りう
る
転
等
を
未
然
に
防
ぐこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して
い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、転

倒
しや

す
い
状
況
や
負
荷
の
大
き
い
活
動
の
環
境
を
改
善
した

り、
日
常
的
な
動
作
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

本
人
及
び
家
族
等
と確

認
し必

要
な
リハ
ビリ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
継
続
す
る
支
援
体
制
を
整
え
た
りす
る
。

・な
お
、環

境
や
動
作
の
改
善
に
際
して

は
、支

援
の
必
要
性
及
び
本
人
・家
族
等
の
意
向
も
確
認
す
る
。

・高
齢
者
は
、生

体
防
御
機
能
の
低
下
が
起
こる
。炎

症
反
応
が
弱
く、
発
熱
や
痛
み
の
訴
え
が
弱
い
場
合
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・感
染
症
の
初
期
症
状
が
表
れ
た
場
合
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
うに
、家

族
等
や
か
か
りつ
け
医
及
び
関
連
す
る
専
門
職
と情

報
を
共
有
した
り、
必
要
な
とき
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

14
 緊

急
時

の
対

応

・本
人
の
体
調
が
急
変
して

入
院
が
必
要
に
な
る
等
の
状
況
で
は
、特

に
独
居
の
場
合
な
ど、
本
人
の
意
思
が
確
認
が
難
しく
な
る
場

合
も
あ
る
。急

ぎ
の
対
応
で
も
必
要
な
人
に
必
要
な
連
絡
が
届
くよ
う、
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
家
族
等
、か
か
りつ
け
医
な
どの
連
絡
体
制
を
本
人
や
家
族
等
とも
確
認
し、
事
前
に
連
絡
先
と連

絡
方
法

を
取
り交

わ
して

お
く。

・意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや

す
い
よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ

ソ
ー
ドな

どを
通
じて
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
これ

ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
・共
有
し、
本
人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピソ
ー
ド

な
どを
通
じて

、本
人
の
意
思
の
形
成
や
表
明
を
支
援
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

Ⅰ
-2

-1
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

支
援

15
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

Ⅰ
-1

現
在

の
全

体
像

の
把

握
と

生
活

上
の

将
来

予
測

、備
え

11
 口

腔
内

及
び

摂
食

嚥
下

機
能

の
リス

ク
の

予
測

12
 転

倒
な

ど
の

か
ら

だ
に

負
荷

の
掛

か
る

リ
ス

ク
の

予
測

13
 感

染
症

の
早

期
発

見
と治

療

Ⅰ
-1

-3
目

指
す

生
活

を
踏

ま
え

た
リス

ク
の

予
測

Ⅰ
-1

-4
緊

急
時

の
対

応
の

た
め

の
備

え

Ⅰ
-2

意
思

決
定

過
程

の
支

援

Ⅰ
 尊

厳
を

重
視

し
た

意
思

決
定

の
支

援

82

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
良
い
場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・特
に
認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、は
睡
眠
・覚
醒
リズ
ム
が
乱
れ
や
す
く、
ま
た
自
分
で
生
活
リズ
ム
を
整
え
る
事
は
難
しい
た

め
、生

活
リズ
ム
を
規
則
正
しく
す
る
支
援
が
受
け
られ
る
環
境
の
整
備
が
必
要
とな
る
。

・本
人
の
日
常
的
な
一
週
間
の
生
活
の
リズ
ム
、日

課
等
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、認

知
症
の
進
行
や
健
康
状
態
の
変
化
に
よ
り生

活
リズ
ム
が
崩
れ
た
場
合
に
、そ
の
状
況
を
把
握
して
改
め
て
本
人
に
とっ
て
心
地
良
い
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

せ
る
よ
う支

援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。高

齢
者
の
身
体
の
異
常
や
心
の
状
態
の
変
化
に
い
ち
早
く

気
づ
くた
め
に
、日

頃
か
ら観

察
して
変
化
を
見
逃
さな
い
よ
うに
す
る
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・咀
嚼
、嚥

下
力
の
低
下
や
薬
の
副
作
用
で
食
欲
が
落
ち
て
低
栄
養
の
状
態
に
陥
る
場
合
も
あ
る
こと
を
考
慮
し、
専
門
職
と連

携
す

る
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患
が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も

懸
念
され
る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
感
じて
い
る
こと
を
周
囲
に
伝
え
、周

囲
も
ま
た
本
人
の
心
情
を
把
握
しや
す
い
状
態
で
あ
る
た
め
に
は
、本

人
の
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
の
状
況
を
把
握
しコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
りや
す
い
よ
うな
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
に
な
る
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
聞
く、
話
す
、見

る
）
の
状
況
を
把
握
す
る
。

・本
人
の
状
況
に
よ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り地

域
及
び
家
庭
の
一
員
とし
て
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
う、
本
人
の
IA
D
Lや
社
会
参
加

を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
具
体
的
な
支
援
を
考
え
る
た
め
に
も
ま
ず
、本

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
って
き
た
地
域
や
家
庭
で
の
役
割

と、
現
在
の
実
行
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
大
き
く変
化
す
る
時
期
の
た
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を

判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

10
家
庭
や
地

域
で
の
活
動
と

参
加
の
状
況
及

び
そ
の
環
境
の

把
握
の
支
援

6
一
週
間
の

生
活
リズ
ム
とそ

の
変
化
を
把
握

す
る
こと
の
支

援

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握

7
食
事
及
び

栄
養
の
状
態
の

確
認

8
水
分
摂
取

状
況
の
把
握
の

支
援

9 
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
状
況
の

把
握
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・ま
た
、正

しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は

咀
嚼
能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・口
腔
内
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
、義

歯
は
合
って
い
る
か
、口

内
炎
等
の
異
常
が
表
れ
て
い
な
い
か
等
の
状
況
を
把
握
し、
異
常

を
発
見
した
場
合
に
は
歯
科
医
等
に
連
携
す
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、適

切
な
口
腔
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
機
会
を
確
保
した
り、
本
人
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

が
難
しい
場
合
に
は
必
要
に
応
じて
介
助
が
得
られ
る
環
境
を
整
え
る
。

・継
続
的
な
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、適

度
な
日
常
生
活
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。骨

折
な
どに
よ
り活

動
量
が
低
下
す
る

こと
は
、身

体
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、そ
の
要
因
とな
りう
る
転
等
を
未
然
に
防
ぐこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して
い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、転

倒
しや
す
い
状
況
や
負
荷
の
大
き
い
活
動
の
環
境
を
改
善
した
り、
日
常
的
な
動
作
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

本
人
及
び
家
族
等
と確

認
し必

要
な
リハ
ビリ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
継
続
す
る
支
援
体
制
を
整
え
た
りす
る
。

・な
お
、環

境
や
動
作
の
改
善
に
際
して
は
、支

援
の
必
要
性
及
び
本
人
・家
族
等
の
意
向
も
確
認
す
る
。

・高
齢
者
は
、生

体
防
御
機
能
の
低
下
が
起
こる
。炎

症
反
応
が
弱
く、
発
熱
や
痛
み
の
訴
え
が
弱
い
場
合
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・感
染
症
の
初
期
症
状
が
表
れ
た
場
合
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
うに
、家

族
等
や
か
か
りつ
け
医
及
び
関
連
す
る
専
門
職
と情

報
を
共
有
した
り、
必
要
な
とき
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

14
緊
急
時
の

対
応

・本
人
の
体
調
が
急
変
して
入
院
が
必
要
に
な
る
等
の
状
況
で
は
、特

に
独
居
の
場
合
な
ど、
本
人
の
意
思
が
確
認
が
難
しく
な
る
場

合
も
あ
る
。急

ぎ
の
対
応
で
も
必
要
な
人
に
必
要
な
連
絡
が
届
くよ
う、
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
家
族
等
、か
か
りつ
け
医
な
どの
連
絡
体
制
を
本
人
や
家
族
等
とも
確
認
し、
事
前
に
連
絡
先
と連

絡
方
法

を
取
り交

わ
して
お
く。

・意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや
す
い
よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ

ソ
ー
ドな
どを
通
じて
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
これ
ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
・共
有
し、
本
人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピソ
ー
ド

な
どを
通
じて
、本

人
の
意
思
の
形
成
や
表
明
を
支
援
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

Ⅰ
-2
-1

本
人
の
意
思
を
捉

え
る
支
援

15
本
人
の
意

思
を
捉
え
る
た

め
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
の
把
握

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

11
口
腔
内
及

び
摂
食
嚥
下

機
能
の
リス
ク

の
予
測

12
転
倒
な
ど

の
か
ら
だ
に
負

荷
の
掛
か
る
リ

ス
ク
の
予
測

13
感
染
症
の

早
期
発
見
と治

療

Ⅰ
-1
-3

目
指
す
生
活
を
踏
ま

え
た
リス
ク
の
予
測

Ⅰ
-1
-4

緊
急
時
の
対
応
の

た
め
の
備
え

Ⅰ
-2
意
思

決
定
過
程

の
支
援

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす

可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル

ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して

豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ

る
。

・ま
た
、正

しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば

る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は

咀
嚼
能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・口
腔
内
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
、義

歯
は
合
って
い
る
か
、口

内
炎
等
の
異
常
が
表
れ
て
い
な
い
か
等
の
状
況
を
把
握
し、
異
常

を
発
見
した
場
合
に
は
歯
科
医
等
に
連
携
す
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、適

切
な
口
腔
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
機
会
を
確
保
した

り、
本
人
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

が
難
しい

場
合
に
は
必
要
に
応
じて

介
助
が
得
られ

る
環
境
を
整
え
る
。

・継
続
的
な
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、適

度
な
日
常
生
活
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。骨

折
な
どに
よ
り活

動
量
が
低
下
す
る

こと
は
、身

体
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、そ
の
要
因
とな
りう
る
転
等
を
未
然
に
防
ぐこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して
い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、転

倒
しや

す
い
状
況
や
負
荷
の
大
き
い
活
動
の
環
境
を
改
善
した

り、
日
常
的
な
動
作
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

本
人
及
び
家
族
等
と確

認
し必

要
な
リハ
ビリ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
継
続
す
る
支
援
体
制
を
整
え
た
りす
る
。

・な
お
、環

境
や
動
作
の
改
善
に
際
して

は
、支

援
の
必
要
性
及
び
本
人
・家
族
等
の
意
向
も
確
認
す
る
。

・高
齢
者
は
、生

体
防
御
機
能
の
低
下
が
起
こる
。炎

症
反
応
が
弱
く、
発
熱
や
痛
み
の
訴
え
が
弱
い
場
合
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・感
染
症
の
初
期
症
状
が
表
れ
た
場
合
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
うに
、家

族
等
や
か
か
りつ
け
医
及
び
関
連
す
る
専
門
職
と情

報
を
共
有
した
り、
必
要
な
とき
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

14
 緊

急
時

の
対

応

・本
人
の
体
調
が
急
変
して

入
院
が
必
要
に
な
る
等
の
状
況
で
は
、特

に
独
居
の
場
合
な
ど、
本
人
の
意
思
が
確
認
が
難
しく
な
る
場

合
も
あ
る
。急

ぎ
の
対
応
で
も
必
要
な
人
に
必
要
な
連
絡
が
届
くよ
う、
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
家
族
等
、か
か
りつ
け
医
な
どの
連
絡
体
制
を
本
人
や
家
族
等
とも
確
認
し、
事
前
に
連
絡
先
と連

絡
方
法

を
取
り交

わ
して

お
く。

・意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや

す
い
よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ

ソ
ー
ドな

どを
通
じて
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
これ

ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
・共
有
し、
本
人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピソ
ー
ド

な
どを
通
じて

、本
人
の
意
思
の
形
成
や
表
明
を
支
援
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

Ⅰ
-2

-1
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

支
援

15
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

Ⅰ
-1

現
在

の
全

体
像

の
把

握
と

生
活

上
の

将
来

予
測

、備
え

11
 口

腔
内

及
び

摂
食

嚥
下

機
能

の
リス

ク
の

予
測

12
 転

倒
な

ど
の

か
ら

だ
に

負
荷

の
掛

か
る

リ
ス

ク
の

予
測

13
 感

染
症

の
早

期
発

見
と治

療

Ⅰ
-1

-3
目

指
す

生
活

を
踏

ま
え

た
リス

ク
の

予
測

Ⅰ
-1

-4
緊

急
時

の
対

応
の

た
め

の
備

え

Ⅰ
-2

意
思

決
定

過
程

の
支

援

Ⅰ
 尊

厳
を

重
視

し
た

意
思

決
定

の
支

援

8382



基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
良
い
場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・特
に
認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、は
睡
眠
・覚
醒
リズ
ム
が
乱
れ
や
す
く、
ま
た
自
分
で
生
活
リズ
ム
を
整
え
る
事
は
難
しい
た

め
、生

活
リズ
ム
を
規
則
正
しく
す
る
支
援
が
受
け
られ
る
環
境
の
整
備
が
必
要
とな
る
。

・本
人
の
日
常
的
な
一
週
間
の
生
活
の
リズ
ム
、日

課
等
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、認

知
症
の
進
行
や
健
康
状
態
の
変
化
に
よ
り生

活
リズ
ム
が
崩
れ
た
場
合
に
、そ
の
状
況
を
把
握
して
改
め
て
本
人
に
とっ
て
心
地
良
い
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

せ
る
よ
う支

援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。高

齢
者
の
身
体
の
異
常
や
心
の
状
態
の
変
化
に
い
ち
早
く

気
づ
くた
め
に
、日

頃
か
ら観

察
して
変
化
を
見
逃
さな
い
よ
うに
す
る
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・咀
嚼
、嚥

下
力
の
低
下
や
薬
の
副
作
用
で
食
欲
が
落
ち
て
低
栄
養
の
状
態
に
陥
る
場
合
も
あ
る
こと
を
考
慮
し、
専
門
職
と連

携
す

る
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患
が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も

懸
念
され
る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
感
じて
い
る
こと
を
周
囲
に
伝
え
、周

囲
も
ま
た
本
人
の
心
情
を
把
握
しや
す
い
状
態
で
あ
る
た
め
に
は
、本

人
の
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
の
状
況
を
把
握
しコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
りや
す
い
よ
うな
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
に
な
る
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
聞
く、
話
す
、見

る
）
の
状
況
を
把
握
す
る
。

・本
人
の
状
況
に
よ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り地

域
及
び
家
庭
の
一
員
とし
て
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
う、
本
人
の
IA
D
Lや
社
会
参
加

を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
具
体
的
な
支
援
を
考
え
る
た
め
に
も
ま
ず
、本

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
って
き
た
地
域
や
家
庭
で
の
役
割

と、
現
在
の
実
行
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
大
き
く変
化
す
る
時
期
の
た
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を

判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

10
 家
庭
や
地

域
で
の
活
動
と

参
加
の
状
況
及

び
そ
の
環
境
の

把
握
の
支
援

6 
一
週
間
の

生
活
リズ
ム
とそ

の
変
化
を
把
握

す
る
こと
の
支

援

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握

7 
食
事
及
び

栄
養
の
状
態
の

確
認

8 
水
分
摂
取

状
況
の
把
握
の

支
援

9 
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
状
況
の

把
握
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・ま
た
、正

しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は

咀
嚼
能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・口
腔
内
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
、義

歯
は
合
って
い
る
か
、口

内
炎
等
の
異
常
が
表
れ
て
い
な
い
か
等
の
状
況
を
把
握
し、
異
常

を
発
見
した
場
合
に
は
歯
科
医
等
に
連
携
す
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、適

切
な
口
腔
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
機
会
を
確
保
した
り、
本
人
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

が
難
しい
場
合
に
は
必
要
に
応
じて
介
助
が
得
られ
る
環
境
を
整
え
る
。

・継
続
的
な
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、適

度
な
日
常
生
活
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。骨

折
な
どに
よ
り活

動
量
が
低
下
す
る

こと
は
、身

体
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、そ
の
要
因
とな
りう
る
転
等
を
未
然
に
防
ぐこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して
い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、転

倒
しや
す
い
状
況
や
負
荷
の
大
き
い
活
動
の
環
境
を
改
善
した
り、
日
常
的
な
動
作
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

本
人
及
び
家
族
等
と確

認
し必

要
な
リハ
ビリ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
継
続
す
る
支
援
体
制
を
整
え
た
りす
る
。

・な
お
、環

境
や
動
作
の
改
善
に
際
して
は
、支

援
の
必
要
性
及
び
本
人
・家
族
等
の
意
向
も
確
認
す
る
。

・高
齢
者
は
、生

体
防
御
機
能
の
低
下
が
起
こる
。炎

症
反
応
が
弱
く、
発
熱
や
痛
み
の
訴
え
が
弱
い
場
合
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・感
染
症
の
初
期
症
状
が
表
れ
た
場
合
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
うに
、家

族
等
や
か
か
りつ
け
医
及
び
関
連
す
る
専
門
職
と情

報
を
共
有
した
り、
必
要
な
とき
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

14
緊
急
時
の

対
応

・本
人
の
体
調
が
急
変
して
入
院
が
必
要
に
な
る
等
の
状
況
で
は
、特

に
独
居
の
場
合
な
ど、
本
人
の
意
思
が
確
認
が
難
しく
な
る
場

合
も
あ
る
。急

ぎ
の
対
応
で
も
必
要
な
人
に
必
要
な
連
絡
が
届
くよ
う、
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
家
族
等
、か
か
りつ
け
医
な
どの
連
絡
体
制
を
本
人
や
家
族
等
とも
確
認
し、
事
前
に
連
絡
先
と連

絡
方
法

を
取
り交

わ
して
お
く。

・意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや
す
い
よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ

ソ
ー
ドな
どを
通
じて
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
これ
ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
・共
有
し、
本
人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピソ
ー
ド

な
どを
通
じて
、本

人
の
意
思
の
形
成
や
表
明
を
支
援
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

Ⅰ
-2
-1

本
人
の
意
思
を
捉

え
る
支
援

15
本
人
の
意

思
を
捉
え
る
た

め
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
の
把
握

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

11
口
腔
内
及

び
摂
食
嚥
下

機
能
の
リス
ク

の
予
測

12
転
倒
な
ど

の
か
ら
だ
に
負

荷
の
掛
か
る
リ

ス
ク
の
予
測

13
感
染
症
の

早
期
発
見
と治

療

Ⅰ
-1
-3

目
指
す
生
活
を
踏
ま

え
た
リス
ク
の
予
測

Ⅰ
-1
-4

緊
急
時
の
対
応
の

た
め
の
備
え

Ⅰ
-2
意
思

決
定
過
程

の
支
援

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす

可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル

ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して

豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ

る
。

・ま
た
、正

しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば

る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は

咀
嚼
能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・口
腔
内
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
、義

歯
は
合
って
い
る
か
、口

内
炎
等
の
異
常
が
表
れ
て
い
な
い
か
等
の
状
況
を
把
握
し、
異
常

を
発
見
した
場
合
に
は
歯
科
医
等
に
連
携
す
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、適

切
な
口
腔
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
機
会
を
確
保
した

り、
本
人
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

が
難
しい

場
合
に
は
必
要
に
応
じて

介
助
が
得
られ

る
環
境
を
整
え
る
。

・継
続
的
な
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、適

度
な
日
常
生
活
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。骨

折
な
どに
よ
り活

動
量
が
低
下
す
る

こと
は
、身

体
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、そ
の
要
因
とな
りう
る
転
等
を
未
然
に
防
ぐこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して
い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、転

倒
しや

す
い
状
況
や
負
荷
の
大
き
い
活
動
の
環
境
を
改
善
した

り、
日
常
的
な
動
作
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

本
人
及
び
家
族
等
と確

認
し必

要
な
リハ
ビリ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
継
続
す
る
支
援
体
制
を
整
え
た
りす
る
。

・な
お
、環

境
や
動
作
の
改
善
に
際
して

は
、支

援
の
必
要
性
及
び
本
人
・家
族
等
の
意
向
も
確
認
す
る
。

・高
齢
者
は
、生

体
防
御
機
能
の
低
下
が
起
こる
。炎

症
反
応
が
弱
く、
発
熱
や
痛
み
の
訴
え
が
弱
い
場
合
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・感
染
症
の
初
期
症
状
が
表
れ
た
場
合
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
うに
、家

族
等
や
か
か
りつ
け
医
及
び
関
連
す
る
専
門
職
と情

報
を
共
有
した
り、
必
要
な
とき
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

14
 緊

急
時

の
対

応

・本
人
の
体
調
が
急
変
して

入
院
が
必
要
に
な
る
等
の
状
況
で
は
、特

に
独
居
の
場
合
な
ど、
本
人
の
意
思
が
確
認
が
難
しく
な
る
場

合
も
あ
る
。急

ぎ
の
対
応
で
も
必
要
な
人
に
必
要
な
連
絡
が
届
くよ
う、
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
家
族
等
、か
か
りつ
け
医
な
どの
連
絡
体
制
を
本
人
や
家
族
等
とも
確
認
し、
事
前
に
連
絡
先
と連

絡
方
法

を
取
り交

わ
して

お
く。

・意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや

す
い
よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ

ソ
ー
ドな

どを
通
じて
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
これ

ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
・共
有
し、
本
人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピソ
ー
ド

な
どを
通
じて

、本
人
の
意
思
の
形
成
や
表
明
を
支
援
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

Ⅰ
-2

-1
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

支
援

15
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

Ⅰ
-1

現
在

の
全

体
像

の
把

握
と

生
活

上
の

将
来

予
測

、備
え

11
 口

腔
内

及
び

摂
食

嚥
下

機
能

の
リス

ク
の

予
測

12
 転

倒
な

ど
の

か
ら

だ
に

負
荷

の
掛

か
る

リ
ス

ク
の

予
測

13
 感

染
症

の
早

期
発

見
と治

療

Ⅰ
-1

-3
目

指
す

生
活

を
踏

ま
え

た
リス

ク
の

予
測

Ⅰ
-1

-4
緊

急
時

の
対

応
の

た
め

の
備

え

Ⅰ
-2

意
思

決
定

過
程

の
支

援

Ⅰ
 尊

厳
を

重
視

し
た

意
思

決
定

の
支

援

82

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
良
い
場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・特
に
認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、は
睡
眠
・覚
醒
リズ
ム
が
乱
れ
や
す
く、
ま
た
自
分
で
生
活
リズ
ム
を
整
え
る
事
は
難
しい
た

め
、生

活
リズ
ム
を
規
則
正
しく
す
る
支
援
が
受
け
られ
る
環
境
の
整
備
が
必
要
とな
る
。

・本
人
の
日
常
的
な
一
週
間
の
生
活
の
リズ
ム
、日

課
等
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、認

知
症
の
進
行
や
健
康
状
態
の
変
化
に
よ
り生

活
リズ
ム
が
崩
れ
た
場
合
に
、そ
の
状
況
を
把
握
して
改
め
て
本
人
に
とっ
て
心
地
良
い
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

せ
る
よ
う支

援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。高

齢
者
の
身
体
の
異
常
や
心
の
状
態
の
変
化
に
い
ち
早
く

気
づ
くた
め
に
、日

頃
か
ら観

察
して
変
化
を
見
逃
さな
い
よ
うに
す
る
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・咀
嚼
、嚥

下
力
の
低
下
や
薬
の
副
作
用
で
食
欲
が
落
ち
て
低
栄
養
の
状
態
に
陥
る
場
合
も
あ
る
こと
を
考
慮
し、
専
門
職
と連

携
す

る
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患
が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も

懸
念
され
る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
感
じて
い
る
こと
を
周
囲
に
伝
え
、周

囲
も
ま
た
本
人
の
心
情
を
把
握
しや
す
い
状
態
で
あ
る
た
め
に
は
、本

人
の
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
の
状
況
を
把
握
しコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
りや
す
い
よ
うな
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
に
な
る
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
聞
く、
話
す
、見

る
）
の
状
況
を
把
握
す
る
。

・本
人
の
状
況
に
よ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り地

域
及
び
家
庭
の
一
員
とし
て
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
う、
本
人
の
IA
D
Lや
社
会
参
加

を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
具
体
的
な
支
援
を
考
え
る
た
め
に
も
ま
ず
、本

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
って
き
た
地
域
や
家
庭
で
の
役
割

と、
現
在
の
実
行
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
大
き
く変
化
す
る
時
期
の
た
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を

判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

10
家
庭
や
地

域
で
の
活
動
と

参
加
の
状
況
及

び
そ
の
環
境
の

把
握
の
支
援

6
一
週
間
の

生
活
リズ
ム
とそ

の
変
化
を
把
握

す
る
こと
の
支

援

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

Ⅰ
-1
-2

現
在
の
生
活
の
全

体
像
の
把
握

7
食
事
及
び

栄
養
の
状
態
の

確
認

8
水
分
摂
取

状
況
の
把
握
の

支
援

9 
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
状
況
の

把
握
の
支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル
ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して
豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。

・ま
た
、正

しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば
る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は

咀
嚼
能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・口
腔
内
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
、義

歯
は
合
って
い
る
か
、口

内
炎
等
の
異
常
が
表
れ
て
い
な
い
か
等
の
状
況
を
把
握
し、
異
常

を
発
見
した
場
合
に
は
歯
科
医
等
に
連
携
す
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、適

切
な
口
腔
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
機
会
を
確
保
した
り、
本
人
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

が
難
しい
場
合
に
は
必
要
に
応
じて
介
助
が
得
られ
る
環
境
を
整
え
る
。

・継
続
的
な
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、適

度
な
日
常
生
活
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。骨

折
な
どに
よ
り活

動
量
が
低
下
す
る

こと
は
、身

体
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、そ
の
要
因
とな
りう
る
転
等
を
未
然
に
防
ぐこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して
い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、転

倒
しや
す
い
状
況
や
負
荷
の
大
き
い
活
動
の
環
境
を
改
善
した
り、
日
常
的
な
動
作
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

本
人
及
び
家
族
等
と確

認
し必

要
な
リハ
ビリ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
継
続
す
る
支
援
体
制
を
整
え
た
りす
る
。

・な
お
、環

境
や
動
作
の
改
善
に
際
して
は
、支

援
の
必
要
性
及
び
本
人
・家
族
等
の
意
向
も
確
認
す
る
。

・高
齢
者
は
、生

体
防
御
機
能
の
低
下
が
起
こる
。炎

症
反
応
が
弱
く、
発
熱
や
痛
み
の
訴
え
が
弱
い
場
合
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・感
染
症
の
初
期
症
状
が
表
れ
た
場
合
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
うに
、家

族
等
や
か
か
りつ
け
医
及
び
関
連
す
る
専
門
職
と情

報
を
共
有
した
り、
必
要
な
とき
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

14
緊
急
時
の

対
応

・本
人
の
体
調
が
急
変
して
入
院
が
必
要
に
な
る
等
の
状
況
で
は
、特

に
独
居
の
場
合
な
ど、
本
人
の
意
思
が
確
認
が
難
しく
な
る
場

合
も
あ
る
。急

ぎ
の
対
応
で
も
必
要
な
人
に
必
要
な
連
絡
が
届
くよ
う、
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
家
族
等
、か
か
りつ
け
医
な
どの
連
絡
体
制
を
本
人
や
家
族
等
とも
確
認
し、
事
前
に
連
絡
先
と連

絡
方
法

を
取
り交

わ
して
お
く。

・意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや
す
い
よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ

ソ
ー
ドな
どを
通
じて
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
これ
ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
・共
有
し、
本
人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピソ
ー
ド

な
どを
通
じて
、本

人
の
意
思
の
形
成
や
表
明
を
支
援
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

Ⅰ
-2
-1

本
人
の
意
思
を
捉

え
る
支
援

15
本
人
の
意

思
を
捉
え
る
た

め
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
の
把
握

Ⅰ
-1
現
在

の
全
体
像

の
把
握
と

生
活
上
の

将
来
予

測
、備

え

11
口
腔
内
及

び
摂
食
嚥
下

機
能
の
リス
ク

の
予
測

12
転
倒
な
ど

の
か
ら
だ
に
負

荷
の
掛
か
る
リ

ス
ク
の
予
測

13
感
染
症
の

早
期
発
見
と治

療

Ⅰ
-1
-3

目
指
す
生
活
を
踏
ま

え
た
リス
ク
の
予
測

Ⅰ
-1
-4

緊
急
時
の
対
応
の

た
め
の
備
え

Ⅰ
-2
意
思

決
定
過
程

の
支
援

Ⅰ
 尊
厳
を

重
視
し
た

意
思
決
定

の
支
援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・口
腔
内
が
不
衛
生
で
あ
る
と、
口
腔
に
細
菌
が
増
え
て
、肺

炎
を
起
こす

可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ウ
イル

ス
性
の
呼
吸
器
感
染
症
を

引
き
起
こし
や
す
くな
る
。口

腔
内
に
異
常
が
表
れ
て
い
る
場
合
、味

覚
に
影
響
して

豊
か
な
食
生
活
を
阻
害
す
る
ほ
か
、食

欲
の
減
少

や
食
事
の
量
、食

品
数
が
減
少
す
る
こと
も
考
え
られ

る
。

・ま
た
、正

しい
か
み
合
わ
せ
は
、平

衡
感
覚
を
保
つ
こと
や
、歯

を
食
い
しば

る
こと
に
よ
る
瞬
発
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
。歯

の
喪
失
は

咀
嚼
能
力
の
低
下
だ
け
で
な
く、
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。正

しい
か
み
あ
わ
せ
の
確
保
や
健
康
な
歯
の
維
持
が
必
要
とな
る
。

・口
腔
内
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
、義

歯
は
合
って
い
る
か
、口

内
炎
等
の
異
常
が
表
れ
て
い
な
い
か
等
の
状
況
を
把
握
し、
異
常

を
発
見
した
場
合
に
は
歯
科
医
等
に
連
携
す
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、適

切
な
口
腔
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
機
会
を
確
保
した

り、
本
人
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

が
難
しい

場
合
に
は
必
要
に
応
じて

介
助
が
得
られ

る
環
境
を
整
え
る
。

・継
続
的
な
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、適

度
な
日
常
生
活
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。骨

折
な
どに
よ
り活

動
量
が
低
下
す
る

こと
は
、身

体
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、そ
の
要
因
とな
りう
る
転
等
を
未
然
に
防
ぐこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して
い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、転

倒
しや

す
い
状
況
や
負
荷
の
大
き
い
活
動
の
環
境
を
改
善
した

り、
日
常
的
な
動
作
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

本
人
及
び
家
族
等
と確

認
し必

要
な
リハ
ビリ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
継
続
す
る
支
援
体
制
を
整
え
た
りす
る
。

・な
お
、環

境
や
動
作
の
改
善
に
際
して

は
、支

援
の
必
要
性
及
び
本
人
・家
族
等
の
意
向
も
確
認
す
る
。

・高
齢
者
は
、生

体
防
御
機
能
の
低
下
が
起
こる
。炎

症
反
応
が
弱
く、
発
熱
や
痛
み
の
訴
え
が
弱
い
場
合
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・感
染
症
の
初
期
症
状
が
表
れ
た
場
合
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
うに
、家

族
等
や
か
か
りつ
け
医
及
び
関
連
す
る
専
門
職
と情

報
を
共
有
した
り、
必
要
な
とき
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

14
 緊

急
時

の
対

応

・本
人
の
体
調
が
急
変
して

入
院
が
必
要
に
な
る
等
の
状
況
で
は
、特

に
独
居
の
場
合
な
ど、
本
人
の
意
思
が
確
認
が
難
しく
な
る
場

合
も
あ
る
。急

ぎ
の
対
応
で
も
必
要
な
人
に
必
要
な
連
絡
が
届
くよ
う、
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
家
族
等
、か
か
りつ
け
医
な
どの
連
絡
体
制
を
本
人
や
家
族
等
とも
確
認
し、
事
前
に
連
絡
先
と連

絡
方
法

を
取
り交

わ
して

お
く。

・意
思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや

す
い
よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ

ソ
ー
ドな

どを
通
じて
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
これ

ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
・共
有
し、
本
人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピソ
ー
ド

な
どを
通
じて

、本
人
の
意
思
の
形
成
や
表
明
を
支
援
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

Ⅰ
-2

-1
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

支
援

15
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

Ⅰ
-1

現
在

の
全

体
像

の
把

握
と

生
活

上
の

将
来

予
測

、備
え

11
 口

腔
内

及
び

摂
食

嚥
下

機
能

の
リス

ク
の

予
測

12
 転

倒
な

ど
の

か
ら

だ
に

負
荷

の
掛

か
る

リ
ス

ク
の

予
測

13
 感

染
症

の
早

期
発

見
と治

療

Ⅰ
-1

-3
目

指
す

生
活

を
踏

ま
え

た
リス

ク
の

予
測

Ⅰ
-1

-4
緊

急
時

の
対

応
の

た
め

の
備

え

Ⅰ
-2

意
思

決
定

過
程

の
支

援

Ⅰ
 尊

厳
を

重
視

し
た

意
思

決
定

の
支

援

8383



基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・日
々
の
小
さな

選
択
に
お
い
て
本
人
の
意
向
が
表
明
され

反
映
され

る
こと
は
、日

常
生
活
に
お
け
る
本
人
の
ス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
こ

とに
も
つ
な
が
り重

要
で
あ
る
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
（
食
事
や
服
を
選
ぶ
こと
、外

出
先
を
選
ぶ
こと
、そ
の
日
に
す
る
こと
を
決
め
る
こと
等
）
に
お
い
て
、本

人
の
意
向
が
表
明
され

反
映
され

る
よ
うに
、意

向
の
表
明
を
支
え
る
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場
合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重

要
で
あ
る
。

・意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
や
重
要
性
を
本
人
や
家
族
等
が
理
解
で
き
る
よ
う支

援
す
る
。

・な
お
、こ
こで
の
意
思
決
定
は
、日

常
の
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、
必
ず
しも
AC
P（

ア
ドバ

ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、状

況
に
応
じて

必
要
な
意
思
決
定
支
援
が
変
化
す
る
た
め
、支

援
の
体
制

も
変
え
て
い
く必
要
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く、
チ
ー
ム
体
制
を
整
備
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・意
思
決
定
支
援
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
の
必
要
性
が
大
き
くな
った
場
合
に
、そ
の
支
援
を
行
う体

制
を
整
え
る
。

・な
お
、こ
こで
い
う意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
とは
専
門
職
の
み
で
構
成
され

る
固
定
的
な
チ
ー
ム
で
は
な
い
。状

況
が
変
化
す
る
に
つ
れ

て
、意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
に
参
加
す
べ
き
人
も
変
化
す
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
誰
が
意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）

の
体
制
に
入
る
の
か
を
把
握
す
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
生
活
は
将
来
に
わ
た
って
続
くが
、経

験
した
こと
が
な
い
将
来
の
生
活
の
見
通
しを
持
つ
こと
は
、多

くの
人
に
とっ

て
難
しい

。し
た
が
って
、情

報
を
提
供
した

り、
これ

ま
で
に
本
人
や
家
族
等
が
感
じて
い
る
こと
を
聞
き
取
った
りす
る
こと
を
通
じて
、本

人
や
家
族
等
が
意
思
を
形
成
す
る
支
援
を
行
う必

要
が
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
自
身
が
判
断
で
き
る
よ
う支

援
す
る
た
め
に
は
、状

況
に
応
じた

介
護
の
選
択
肢
が
あ
る
こと
を
知
らせ

た
り、
本
人
や

家
族
等
の
意
向
を
引
き
出
す
相
談
援
助
を
行
う。

Ⅰ
-2

-2
意

思
の

表
明

の
支

援
と尊

重

18
 意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備 19

 将
来

の
生

活
の

見
通

し
を

立
て

る
こと

の
支

援

16
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

17
 意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解

Ⅰ
-2

-3
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

Ⅰ
-2

-4
将

来
の

生
活

の
見

通
し

を
立

て
る

こと
の

支
援

Ⅰ
-2

意
思

決
定

過
程

の
支

援

Ⅰ
 尊

厳
を

重
視

し
た

意
思

決
定

の
支

援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・高
齢
者
は
代
謝
機
能
の
変
化
に
よ
って
、水

や
電
解
質
の
バ
ラン
ス
を
保
つ
調
整
能
力
の
低
下
や
、細

胞
内
の
水
分
量
の
低
下
が
み

られ
る
。そ
の
た
め
、高

齢
者
は
水
分
の
バ
ラン
ス
を
崩
して

脱
水
状
態
を
起
こし
や
す
い
状
態
に
あ
る
。一

方
で
、排

尿
回
数
を
減
らす

た
め
に
、水

分
を
控
え
る
傾
向
が
み
られ

た
り、
の
どの
渇
き
の
認
識
が
遅
れ
る
等
、身

体
が
必
要
とす
る
水
分
の
補
給
が
難
しく
な
る
場

合
が
あ
り、
水
分
補
給
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、食

事
は
身
体
に
必
要
な
栄
養
を
補
い
、健

康
な
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。栄

養
改
善
は
、疾

患
の
予
防
、悪

化
防
止
、リ
ハ
ビリ
を
行
うた
め
の
基
礎
体
力
づ
くり
に
も
つ
な
が
る
た
め
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
の
日
常
的
な
食
生
活
や
飲
み
物
の
摂
取
状
況
、排

泄
や
発
汗
に
よ
って
失
わ
れ
る
水
分
量
を
把
握
し、
必
要
な
水
分

や
栄
養
を
確
保
で
き
て
い
る
か
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
な
水
分
を
確
保
で
き
る
よ
うな
支
援
を
確
保
す
る
。ま
た
、食

事
に
つ
い
て
は
食
事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ

た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して

食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され

る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患
が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も

懸
念
され

る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・適
切
な
口
腔
ケ
ア
は
健
康
に
とっ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。水

分
不
足
や
薬
の
副
作
用
に
よ
って
、口

腔
乾
燥
の
症
状
が
表
れ
る
こと

が
あ
る
。口

腔
乾
燥
が
生
じる
と、
肺
炎
の
リス
クが
高
ま
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
や
口
臭
の
起
因
とも
な
る
た
め
適
切
に
口
腔
ケ
ア
が

継
続
され

る
必
要
が
あ
る
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た
め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操
な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され

る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者

に
も
共
有
す
る
。

・口
腔
乾
燥
を
防
止
す
る
た
め
、口

腔
内
に
適
切
な
水
分
が
保
た
れ
る
よ
うに
環
境
を
見
直
す
。唾

液
腺
の
マ
ッサ
ー
ジ
や
、保

湿
剤
の

活
用
等
の
口
腔
乾
燥
の
防
止
の
必
要
性
も
考
慮
し、
歯
科
医
師
等
と状

況
を
共
有
し連

携
す
る
体
制
を
整
え
る
。

Ⅱ
-1

-1
水

分
と栄

養
を

摂
る

こと
の

支
援

Ⅱ
-1

予
測

に
基

づ
く心

身
機

能
の

維
持

・向
上

、フ
レ

イ
ル

や
重

度
化

の
予

防
の

支
援

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

生
活

の
尊

重
と

継
続

の
支

援

20
 フ

レ
イ

ル
予

防
の

た
め

に
必

要
な

食
事

と栄
養

の
確

保
の

支
援 21

 水
分

の
摂

取
の

支
援

22
 口

腔
ケ

ア
及

び
摂

食
嚥

下
機

能
の

支
援

84

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・日
々
の
小
さな

選
択
に
お
い
て
本
人
の
意
向
が
表
明
され

反
映
され

る
こと
は
、日

常
生
活
に
お
け
る
本
人
の
ス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
こ

とに
も
つ
な
が
り重

要
で
あ
る
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
（
食
事
や
服
を
選
ぶ
こと
、外

出
先
を
選
ぶ
こと
、そ
の
日
に
す
る
こと
を
決
め
る
こと
等
）
に
お
い
て
、本

人
の
意
向
が
表
明
され

反
映
され

る
よ
うに
、意

向
の
表
明
を
支
え
る
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場
合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重

要
で
あ
る
。

・意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
や
重
要
性
を
本
人
や
家
族
等
が
理
解
で
き
る
よ
う支

援
す
る
。

・な
お
、こ
こで
の
意
思
決
定
は
、日

常
の
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、
必
ず
しも
AC
P（

ア
ドバ

ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、状

況
に
応
じて

必
要
な
意
思
決
定
支
援
が
変
化
す
る
た
め
、支

援
の
体
制

も
変
え
て
い
く必
要
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く、
チ
ー
ム
体
制
を
整
備
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・意
思
決
定
支
援
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
の
必
要
性
が
大
き
くな
った
場
合
に
、そ
の
支
援
を
行
う体

制
を
整
え
る
。

・な
お
、こ
こで
い
う意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
とは
専
門
職
の
み
で
構
成
され

る
固
定
的
な
チ
ー
ム
で
は
な
い
。状

況
が
変
化
す
る
に
つ
れ

て
、意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
に
参
加
す
べ
き
人
も
変
化
す
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
誰
が
意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）

の
体
制
に
入
る
の
か
を
把
握
す
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
生
活
は
将
来
に
わ
た
って
続
くが
、経

験
した
こと
が
な
い
将
来
の
生
活
の
見
通
しを
持
つ
こと
は
、多

くの
人
に
とっ

て
難
しい

。し
た
が
って
、情

報
を
提
供
した

り、
これ

ま
で
に
本
人
や
家
族
等
が
感
じて
い
る
こと
を
聞
き
取
った
りす
る
こと
を
通
じて
、本

人
や
家
族
等
が
意
思
を
形
成
す
る
支
援
を
行
う必

要
が
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
自
身
が
判
断
で
き
る
よ
う支

援
す
る
た
め
に
は
、状

況
に
応
じた

介
護
の
選
択
肢
が
あ
る
こと
を
知
らせ

た
り、
本
人
や

家
族
等
の
意
向
を
引
き
出
す
相
談
援
助
を
行
う。

Ⅰ
-2

-2
意

思
の

表
明

の
支

援
と尊

重

18
 意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備 19

 将
来

の
生

活
の

見
通

し
を

立
て

る
こと

の
支

援

16
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

17
 意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解

Ⅰ
-2

-3
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

Ⅰ
-2

-4
将

来
の

生
活

の
見

通
し

を
立

て
る

こと
の

支
援

Ⅰ
-2

意
思

決
定

過
程

の
支

援

Ⅰ
 尊

厳
を

重
視

し
た

意
思

決
定

の
支

援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・高
齢
者
は
代
謝
機
能
の
変
化
に
よ
って
、水

や
電
解
質
の
バ
ラン
ス
を
保
つ
調
整
能
力
の
低
下
や
、細

胞
内
の
水
分
量
の
低
下
が
み

られ
る
。そ
の
た
め
、高

齢
者
は
水
分
の
バ
ラン
ス
を
崩
して

脱
水
状
態
を
起
こし
や
す
い
状
態
に
あ
る
。一

方
で
、排

尿
回
数
を
減
らす

た
め
に
、水

分
を
控
え
る
傾
向
が
み
られ

た
り、
の
どの
渇
き
の
認
識
が
遅
れ
る
等
、身

体
が
必
要
とす
る
水
分
の
補
給
が
難
しく
な
る
場

合
が
あ
り、
水
分
補
給
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、食

事
は
身
体
に
必
要
な
栄
養
を
補
い
、健

康
な
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。栄

養
改
善
は
、疾

患
の
予
防
、悪

化
防
止
、リ
ハ
ビリ
を
行
うた
め
の
基
礎
体
力
づ
くり
に
も
つ
な
が
る
た
め
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
の
日
常
的
な
食
生
活
や
飲
み
物
の
摂
取
状
況
、排

泄
や
発
汗
に
よ
って
失
わ
れ
る
水
分
量
を
把
握
し、
必
要
な
水
分

や
栄
養
を
確
保
で
き
て
い
る
か
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
な
水
分
を
確
保
で
き
る
よ
うな
支
援
を
確
保
す
る
。ま
た
、食

事
に
つ
い
て
は
食
事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ

た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して

食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され

る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患
が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も

懸
念
され

る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・適
切
な
口
腔
ケ
ア
は
健
康
に
とっ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。水

分
不
足
や
薬
の
副
作
用
に
よ
って
、口

腔
乾
燥
の
症
状
が
表
れ
る
こと

が
あ
る
。口

腔
乾
燥
が
生
じる
と、
肺
炎
の
リス
クが
高
ま
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
や
口
臭
の
起
因
とも
な
る
た
め
適
切
に
口
腔
ケ
ア
が

継
続
され

る
必
要
が
あ
る
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た
め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操
な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され

る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者

に
も
共
有
す
る
。

・口
腔
乾
燥
を
防
止
す
る
た
め
、口

腔
内
に
適
切
な
水
分
が
保
た
れ
る
よ
うに
環
境
を
見
直
す
。唾

液
腺
の
マ
ッサ
ー
ジ
や
、保

湿
剤
の

活
用
等
の
口
腔
乾
燥
の
防
止
の
必
要
性
も
考
慮
し、
歯
科
医
師
等
と状

況
を
共
有
し連

携
す
る
体
制
を
整
え
る
。

Ⅱ
-1

-1
水

分
と栄

養
を

摂
る

こと
の

支
援

Ⅱ
-1

予
測

に
基

づ
く心

身
機

能
の

維
持

・向
上

、フ
レ

イ
ル

や
重

度
化

の
予

防
の

支
援

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

生
活

の
尊

重
と

継
続

の
支

援

20
 フ

レ
イ

ル
予

防
の

た
め

に
必

要
な

食
事

と栄
養

の
確

保
の

支
援 21

 水
分

の
摂

取
の

支
援
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 口

腔
ケ

ア
及

び
摂

食
嚥

下
機

能
の

支
援

8584



基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・日
々
の
小
さな

選
択
に
お
い
て
本
人
の
意
向
が
表
明
され

反
映
され

る
こと
は
、日

常
生
活
に
お
け
る
本
人
の
ス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
こ

とに
も
つ
な
が
り重

要
で
あ
る
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
（
食
事
や
服
を
選
ぶ
こと
、外

出
先
を
選
ぶ
こと
、そ
の
日
に
す
る
こと
を
決
め
る
こと
等
）
に
お
い
て
、本

人
の
意
向
が
表
明
され

反
映
され

る
よ
うに
、意

向
の
表
明
を
支
え
る
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場
合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重

要
で
あ
る
。

・意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
や
重
要
性
を
本
人
や
家
族
等
が
理
解
で
き
る
よ
う支

援
す
る
。

・な
お
、こ
こで
の
意
思
決
定
は
、日

常
の
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、
必
ず
しも
AC
P（

ア
ドバ

ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、状

況
に
応
じて

必
要
な
意
思
決
定
支
援
が
変
化
す
る
た
め
、支

援
の
体
制

も
変
え
て
い
く必
要
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く、
チ
ー
ム
体
制
を
整
備
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・意
思
決
定
支
援
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
の
必
要
性
が
大
き
くな
った
場
合
に
、そ
の
支
援
を
行
う体

制
を
整
え
る
。

・な
お
、こ
こで
い
う意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
とは
専
門
職
の
み
で
構
成
され

る
固
定
的
な
チ
ー
ム
で
は
な
い
。状

況
が
変
化
す
る
に
つ
れ

て
、意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
に
参
加
す
べ
き
人
も
変
化
す
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
誰
が
意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）

の
体
制
に
入
る
の
か
を
把
握
す
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
生
活
は
将
来
に
わ
た
って
続
くが
、経

験
した
こと
が
な
い
将
来
の
生
活
の
見
通
しを
持
つ
こと
は
、多

くの
人
に
とっ

て
難
しい

。し
た
が
って
、情

報
を
提
供
した

り、
これ

ま
で
に
本
人
や
家
族
等
が
感
じて
い
る
こと
を
聞
き
取
った
りす
る
こと
を
通
じて
、本

人
や
家
族
等
が
意
思
を
形
成
す
る
支
援
を
行
う必

要
が
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
自
身
が
判
断
で
き
る
よ
う支

援
す
る
た
め
に
は
、状

況
に
応
じた

介
護
の
選
択
肢
が
あ
る
こと
を
知
らせ

た
り、
本
人
や

家
族
等
の
意
向
を
引
き
出
す
相
談
援
助
を
行
う。

Ⅰ
-2

-2
意

思
の

表
明

の
支

援
と尊

重

18
 意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備 19

 将
来

の
生

活
の

見
通

し
を

立
て

る
こと

の
支

援

16
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

17
 意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解

Ⅰ
-2

-3
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

Ⅰ
-2

-4
将

来
の

生
活

の
見

通
し

を
立

て
る

こと
の

支
援

Ⅰ
-2

意
思

決
定

過
程

の
支

援

Ⅰ
 尊

厳
を

重
視

し
た

意
思

決
定

の
支

援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・高
齢
者
は
代
謝
機
能
の
変
化
に
よ
って
、水

や
電
解
質
の
バ
ラン
ス
を
保
つ
調
整
能
力
の
低
下
や
、細

胞
内
の
水
分
量
の
低
下
が
み

られ
る
。そ
の
た
め
、高

齢
者
は
水
分
の
バ
ラン
ス
を
崩
して

脱
水
状
態
を
起
こし
や
す
い
状
態
に
あ
る
。一

方
で
、排

尿
回
数
を
減
らす

た
め
に
、水

分
を
控
え
る
傾
向
が
み
られ

た
り、
の
どの
渇
き
の
認
識
が
遅
れ
る
等
、身

体
が
必
要
とす
る
水
分
の
補
給
が
難
しく
な
る
場

合
が
あ
り、
水
分
補
給
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、食

事
は
身
体
に
必
要
な
栄
養
を
補
い
、健

康
な
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。栄

養
改
善
は
、疾

患
の
予
防
、悪

化
防
止
、リ
ハ
ビリ
を
行
うた
め
の
基
礎
体
力
づ
くり
に
も
つ
な
が
る
た
め
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
の
日
常
的
な
食
生
活
や
飲
み
物
の
摂
取
状
況
、排

泄
や
発
汗
に
よ
って
失
わ
れ
る
水
分
量
を
把
握
し、
必
要
な
水
分

や
栄
養
を
確
保
で
き
て
い
る
か
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
な
水
分
を
確
保
で
き
る
よ
うな
支
援
を
確
保
す
る
。ま
た
、食

事
に
つ
い
て
は
食
事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ

た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して

食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され

る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患
が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も

懸
念
され

る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・適
切
な
口
腔
ケ
ア
は
健
康
に
とっ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。水

分
不
足
や
薬
の
副
作
用
に
よ
って
、口

腔
乾
燥
の
症
状
が
表
れ
る
こと

が
あ
る
。口

腔
乾
燥
が
生
じる
と、
肺
炎
の
リス
クが
高
ま
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
や
口
臭
の
起
因
とも
な
る
た
め
適
切
に
口
腔
ケ
ア
が

継
続
され

る
必
要
が
あ
る
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た
め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操
な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され

る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者

に
も
共
有
す
る
。

・口
腔
乾
燥
を
防
止
す
る
た
め
、口

腔
内
に
適
切
な
水
分
が
保
た
れ
る
よ
うに
環
境
を
見
直
す
。唾

液
腺
の
マ
ッサ
ー
ジ
や
、保

湿
剤
の

活
用
等
の
口
腔
乾
燥
の
防
止
の
必
要
性
も
考
慮
し、
歯
科
医
師
等
と状

況
を
共
有
し連

携
す
る
体
制
を
整
え
る
。

Ⅱ
-1

-1
水

分
と栄

養
を

摂
る

こと
の

支
援

Ⅱ
-1

予
測

に
基

づ
く心

身
機

能
の

維
持

・向
上

、フ
レ

イ
ル

や
重

度
化

の
予

防
の

支
援

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

生
活

の
尊

重
と

継
続

の
支

援

20
 フ

レ
イ

ル
予

防
の

た
め

に
必

要
な

食
事

と栄
養

の
確

保
の

支
援 21

 水
分

の
摂

取
の

支
援

22
 口

腔
ケ

ア
及

び
摂

食
嚥

下
機

能
の

支
援

84

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・日
々
の
小
さな

選
択
に
お
い
て
本
人
の
意
向
が
表
明
され

反
映
され

る
こと
は
、日

常
生
活
に
お
け
る
本
人
の
ス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
こ

とに
も
つ
な
が
り重

要
で
あ
る
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
（
食
事
や
服
を
選
ぶ
こと
、外

出
先
を
選
ぶ
こと
、そ
の
日
に
す
る
こと
を
決
め
る
こと
等
）
に
お
い
て
、本

人
の
意
向
が
表
明
され

反
映
され

る
よ
うに
、意

向
の
表
明
を
支
え
る
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場
合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重

要
で
あ
る
。

・意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
や
重
要
性
を
本
人
や
家
族
等
が
理
解
で
き
る
よ
う支

援
す
る
。

・な
お
、こ
こで
の
意
思
決
定
は
、日

常
の
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、
必
ず
しも
AC
P（

ア
ドバ

ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、状

況
に
応
じて

必
要
な
意
思
決
定
支
援
が
変
化
す
る
た
め
、支

援
の
体
制

も
変
え
て
い
く必
要
が
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く、
チ
ー
ム
体
制
を
整
備
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・意
思
決
定
支
援
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
の
必
要
性
が
大
き
くな
った
場
合
に
、そ
の
支
援
を
行
う体

制
を
整
え
る
。

・な
お
、こ
こで
い
う意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
とは
専
門
職
の
み
で
構
成
され

る
固
定
的
な
チ
ー
ム
で
は
な
い
。状

況
が
変
化
す
る
に
つ
れ

て
、意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
に
参
加
す
べ
き
人
も
変
化
す
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
誰
が
意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）

の
体
制
に
入
る
の
か
を
把
握
す
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
生
活
は
将
来
に
わ
た
って
続
くが
、経

験
した
こと
が
な
い
将
来
の
生
活
の
見
通
しを
持
つ
こと
は
、多

くの
人
に
とっ

て
難
しい

。し
た
が
って
、情

報
を
提
供
した

り、
これ

ま
で
に
本
人
や
家
族
等
が
感
じて
い
る
こと
を
聞
き
取
った
りす
る
こと
を
通
じて
、本

人
や
家
族
等
が
意
思
を
形
成
す
る
支
援
を
行
う必

要
が
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
自
身
が
判
断
で
き
る
よ
う支

援
す
る
た
め
に
は
、状

況
に
応
じた

介
護
の
選
択
肢
が
あ
る
こと
を
知
らせ

た
り、
本
人
や

家
族
等
の
意
向
を
引
き
出
す
相
談
援
助
を
行
う。

Ⅰ
-2

-2
意

思
の

表
明

の
支

援
と尊

重

18
 意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備 19

 将
来

の
生

活
の

見
通

し
を

立
て

る
こと

の
支

援

16
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

17
 意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解

Ⅰ
-2

-3
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

Ⅰ
-2

-4
将

来
の

生
活

の
見

通
し

を
立

て
る

こと
の

支
援

Ⅰ
-2

意
思

決
定

過
程

の
支

援

Ⅰ
 尊

厳
を

重
視

し
た

意
思

決
定

の
支

援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・高
齢
者
は
代
謝
機
能
の
変
化
に
よ
って
、水

や
電
解
質
の
バ
ラン
ス
を
保
つ
調
整
能
力
の
低
下
や
、細

胞
内
の
水
分
量
の
低
下
が
み

られ
る
。そ
の
た
め
、高

齢
者
は
水
分
の
バ
ラン
ス
を
崩
して

脱
水
状
態
を
起
こし
や
す
い
状
態
に
あ
る
。一

方
で
、排

尿
回
数
を
減
らす

た
め
に
、水

分
を
控
え
る
傾
向
が
み
られ

た
り、
の
どの
渇
き
の
認
識
が
遅
れ
る
等
、身

体
が
必
要
とす
る
水
分
の
補
給
が
難
しく
な
る
場

合
が
あ
り、
水
分
補
給
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、食

事
は
身
体
に
必
要
な
栄
養
を
補
い
、健

康
な
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。栄

養
改
善
は
、疾

患
の
予
防
、悪

化
防
止
、リ
ハ
ビリ
を
行
うた
め
の
基
礎
体
力
づ
くり
に
も
つ
な
が
る
た
め
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
の
日
常
的
な
食
生
活
や
飲
み
物
の
摂
取
状
況
、排

泄
や
発
汗
に
よ
って
失
わ
れ
る
水
分
量
を
把
握
し、
必
要
な
水
分

や
栄
養
を
確
保
で
き
て
い
る
か
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
な
水
分
を
確
保
で
き
る
よ
うな
支
援
を
確
保
す
る
。ま
た
、食

事
に
つ
い
て
は
食
事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ

た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して

食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され

る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患
が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も

懸
念
され

る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

・適
切
な
口
腔
ケ
ア
は
健
康
に
とっ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。水

分
不
足
や
薬
の
副
作
用
に
よ
って
、口

腔
乾
燥
の
症
状
が
表
れ
る
こと

が
あ
る
。口

腔
乾
燥
が
生
じる
と、
肺
炎
の
リス
クが
高
ま
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
や
口
臭
の
起
因
とも
な
る
た
め
適
切
に
口
腔
ケ
ア
が

継
続
され

る
必
要
が
あ
る
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た
め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操
な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され

る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者

に
も
共
有
す
る
。

・口
腔
乾
燥
を
防
止
す
る
た
め
、口

腔
内
に
適
切
な
水
分
が
保
た
れ
る
よ
うに
環
境
を
見
直
す
。唾

液
腺
の
マ
ッサ
ー
ジ
や
、保

湿
剤
の

活
用
等
の
口
腔
乾
燥
の
防
止
の
必
要
性
も
考
慮
し、
歯
科
医
師
等
と状

況
を
共
有
し連

携
す
る
体
制
を
整
え
る
。

Ⅱ
-1

-1
水

分
と栄

養
を

摂
る

こと
の

支
援

Ⅱ
-1

予
測

に
基

づ
く心

身
機

能
の

維
持

・向
上

、フ
レ

イ
ル

や
重

度
化

の
予

防
の

支
援

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

生
活

の
尊

重
と

継
続

の
支

援

20
 フ

レ
イ

ル
予

防
の

た
め

に
必

要
な

食
事

と栄
養

の
確

保
の

支
援 21

 水
分

の
摂

取
の

支
援

22
 口

腔
ケ

ア
及

び
摂

食
嚥

下
機

能
の

支
援

8585



基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・日
常
生
活
を
通
じて
再
入
院
の
予
防
（
急
激
な
状
態
の
悪
化
の
予
防
）
を
図
る
に
は
本
人
・家
族
等
に
よ
る
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トが

重
要
で
あ
り、
疾
患
及
び
疾
病
管
理
に
関
して
本
人
・家
族
等
の
理
解
と管

理
が
正
確
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
対
して
、起

因
とな
った
疾
病
に
つ
い
て
か
か
りつ
け
医
を
は
じめ
とす
る
専
門
職
か
ら説

明
が
な
され
て
い

る
こと
、本

人
・家
族
等
が
そ
れ
を
理
解
して
、疾

患
の
管
理
を
行
うこ
とが
大
切
で
あ
る
。

・通
院
す
る
環
境
や
そ
の
手
段
を
整
え
る
こと
で
継
続
的
な
受
診
を
維
持
す
る
体
制
を
整
え
る
。必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が
す
。

・ま
た
、通

院
に
家
族
等
が
付
き
添
って
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、家

族
等
が
働
い
て
い
る
場
合
等
は
通
院
に
付
き
添
う家

族
等
の
負
担

も
考
慮
して
、代

替
手
段
を
提
案
で
き
る
よ
うな
情
報
提
供
に
も
配
慮
した
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・併
発
して
い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の
た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き

る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も
重
要
に
な
る
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制

を
整
備
す
る
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
長
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル
が
進
行
す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場

合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、長

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ

とが
重
要
で
あ
る
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
長
期
的
に
み
た
フレ
イル
の
進
行
や
状
態
の
変
化
が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の

うえ
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、日

常
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ
た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変
化
を
伝
え
られ
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

23
継
続
的
な

受
診
・療
養
の

支
援

24
継
続
的
な

服
薬
管
理
の
支

援 25
体
調
把
握

と変
化
を
伝
え

る
こと
の
支
援

Ⅱ
-1
-2

継
続
的
な
受
診
と

服
薬
の
支
援

Ⅱ
-1
-3

継
続
的
な
自
己
管

理
の
支
援

Ⅱ
-1
予
測

に
基
づ
く心

身
機
能
の

維
持
・向

上
、フ
レ
イ

ル
や
重
度

化
の
予
防

の
支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こと
は
自
ら行

い
、で
き
な
い
とこ
ろ
を
介
助
す
る
とい
う支

援
の
ス
タン
ス
が
、本

人
の
身
体
機
能
の
維

持
・向
上
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

・し
た
が
って
、家

族
等
介
護
者
が
、過

度
の
支
援
を
す
る
こと
は
、本

人
の
身
体
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
奪
う場

合
も
あ
る
こと
に
留

意
が
必
要
で
あ
り、
家
族
等
介
護
者
で
あ
る
家
族
等
が
、本

人
の
で
き
る
こと
は
な
る
べ
く本
人
自
身
が
行
え
る
よ
う見

守
り、
必
要
な
支

援
を
見
極
め
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。

・ま
た
、高

齢
者
は
、数

日
動
か
な
い
だ
け
で
も
筋
力
の
低
下
や
関
節
の
拘
縮
を
引
き
起
こし
て
しま
うた
め
、閉

じこ
も
りや
活
動
が
極

端
に
少
な
い
よ
うな
状
況
に
な
らな
い
よ
う、
日
常
生
活
の
中
で
活
動
を
確
保
す
る
こと
も
重
要
で
あ
る
。

・専
門
職
と連

携
して
、本

人
・家
族
等
の
、動

くこ
とに
対
す
る
心
理
的
不
安
を
軽
減
す
る
とと
も
に
、本

人
の
身
体
能
力
に
応
じて
、

家
事
等
の
役
割
分
担
を
設
定
す
る
。

・ま
た
、家

族
等
介
護
者
で
あ
る
家
族
等
と、
本
人
の
状
態
を
共
有
し、
本
人
が
で
き
る
こと
、で
き
な
い
こと
を
見
極
め
られ
る
よ
うに
な
る

こと
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。そ
の
た
め
に
、本

人
の
AD
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
専
門
職
等
と連

携
す
る
体
制
を
整
え
、必

要
な
支
援
あ
る
い
は
サ
ー
ビス
内
容
を
調
整
す
る
。

・日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こと
は
自
ら行

い
、で
き
な
い
とこ
ろ
を
介
助
す
る
とい
う支

援
の
ス
タン
ス
が
、本

人
の
身
体
機
能
の
維

持
・向
上
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

・生
活
機
能
の
維
持
に
向
け
て
、必

要
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
セ
ル
フケ
ア
の
継
続
が
で
き
る
よ
うな
環
境
を
整
え
る
。

・ま
た
、必

要
に
応
じて
現
在
受
け
て
い
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
実
施
して
い
る
セ
ル
フケ
ア
に
対
す
る
本
人
や
家
族
等
の
継
続
意
向
を

確
認
し、
関
連
す
る
専
門
職
や
サ
ー
ビス
事
業
者
と共

有
す
る
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
セ
ル
フケ
ア
が
生
活
機
能
の
維
持
に
必
要
で
あ
る

こと
を
本
人
・家
族
等
に
改
め
て
説
明
す
る
な
どの
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・高
齢
者
は
抵
抗
力
が
低
下
して
、様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま
た
、一

旦
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅

か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る
た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
の
協
力
を
得
て
、居

室
の
環
境
が
清
潔
に
保
た
れ
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、外

出
に
よ
って
本
人
や
家
族
等
が
外
部

か
らウ
イル
ス
や
細
菌
を
持
ち
込
む
た
め
、手

が
触
れ
る
箇
所
の
清
掃
を
念
入
りに
行
った
り、
手
洗
い
や
うが
い
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支

援
体
制
を
整
え
る
。

・規
則
正
しい
生
活
は
、睡

眠
や
排
泄
の
リズ
ム
を
整
え
る
こと
に
役
立
つ
。本

人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
よ
い

場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、あ
くま
で
も

本
人
の
心
地
良
い
リズ
ム
に
そ
った
生
活
を
支
え
られ
る
よ
う、
支
援
を
提
供
す
る
こと
が
重
要
とな
る
。

・本
人
の
日
常
の
生
活
の
中
で
も
、特

に
食
事
・起
就
寝
等
の
生
活
リズ
ム
、及

び
日
常
の
生
活
に
お
け
る
支
援
者
の
関
わ
りの
状
況

を
把
握
し、
そ
の
本
人
の
リズ
ム
に
そ
った
生
活
や
活
動
が
送
れ
る
よ
うな
支
援
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

29
 一
週
間
の

生
活
リズ
ム
に

そ
った
生
活
・活

動
を
支
え
る
こと

の
支
援

26
 フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
た
め

の
活
動
機
会
の

維
持

27
 継
続
的
な

リハ
ビ
リテ
ー

シ
ョン
や
機
能

訓
練
の
実
施

28
 感
染
症
の

予
防
と対

応
の

支
援
体
制
の
構

築

Ⅱ
-1
-4

心
身
機
能
の
維
持
・

向
上
の
支
援

Ⅱ
-1
-5

感
染
予
防
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

Ⅱ
-1
予
測

に
基
づ
く心

身
機
能
の

維
持
・向

上
、フ
レ
イ

ル
や
重
度

化
の
予
防

の
支
援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・日
常
生
活
を
通
じて
再
入
院
の
予
防
（
急
激
な
状
態
の
悪
化
の
予
防
）
を
図
る
に
は
本
人
・家
族
等
に
よ
る
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トが

重
要
で
あ
り、
疾
患
及
び
疾
病
管
理
に
関
して

本
人
・家
族
等
の
理
解
と管

理
が
正
確
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
対
して

、起
因
とな
った
疾
病
に
つ
い
て
か
か
りつ
け
医
を
は
じめ

とす
る
専
門
職
か
ら説

明
が
な
され

て
い
る
こ

と、
本
人
・家
族
等
が
そ
れ
を
理
解
して
、疾

患
の
管
理
を
行
うこ
とが
大
切
で
あ
る
。

・通
院
す
る
環
境
や
そ
の
手
段
を
整
え
る
こと
で
継
続
的
な
受
診
を
維
持
す
る
体
制
を
整
え
る
。必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が
す
。

・ま
た
、通

院
に
家
族
等
が
付
き
添
って
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、家

族
等
が
働
い
て
い
る
場
合
等
は
通
院
に
付
き
添
う家

族
等
の
負
担

も
考
慮
して

、代
替
手
段
を
提
案
で
き
る
よ
うな
情
報
提
供
に
も
配
慮
した

支
援
体
制
を
整
え
る
。

・併
発
して

い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の
た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き

る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も
重
要
に
な
る
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
や
家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて

専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制

を
整
備
す
る
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
⾧
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル

が
進
行
す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場

合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい

場
合
も
あ
る
た
め
、⾧

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
と

が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
⾧
期
的
に
み
た
フレ
イル

の
進
行
や
状
態
の
変
化
が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の
う

え
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、日

常
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ

た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変
化
を
伝
え
られ

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

23
 継

続
的

な
受

診
・療

養
の

支
援

24
 継

続
的

な
服

薬
管

理
の

支
援 25

 体
調

把
握

と変
化

を
伝

え
る

こと
の

支
援

Ⅱ
-1

-2
継

続
的

な
受

診
と

服
薬

の
支

援

Ⅱ
-1

-3
継

続
的

な
自

己
管

理
の

支
援

Ⅱ
-1

予
測

に
基

づ
く心

身
機

能
の

維
持

・向
上

、フ
レ

イ
ル

や
重

度
化

の
予

防
の

支
援

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

生
活

の
尊

重
と

継
続

の
支

援

86

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・日
常
生
活
を
通
じて
再
入
院
の
予
防
（
急
激
な
状
態
の
悪
化
の
予
防
）
を
図
る
に
は
本
人
・家
族
等
に
よ
る
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トが

重
要
で
あ
り、
疾
患
及
び
疾
病
管
理
に
関
して
本
人
・家
族
等
の
理
解
と管

理
が
正
確
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
対
して
、起

因
とな
った
疾
病
に
つ
い
て
か
か
りつ
け
医
を
は
じめ
とす
る
専
門
職
か
ら説

明
が
な
され
て
い

る
こと
、本

人
・家
族
等
が
そ
れ
を
理
解
して
、疾

患
の
管
理
を
行
うこ
とが
大
切
で
あ
る
。

・通
院
す
る
環
境
や
そ
の
手
段
を
整
え
る
こと
で
継
続
的
な
受
診
を
維
持
す
る
体
制
を
整
え
る
。必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が
す
。

・ま
た
、通

院
に
家
族
等
が
付
き
添
って
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、家

族
等
が
働
い
て
い
る
場
合
等
は
通
院
に
付
き
添
う家

族
等
の
負
担

も
考
慮
して
、代

替
手
段
を
提
案
で
き
る
よ
うな
情
報
提
供
に
も
配
慮
した
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・併
発
して
い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の
た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き

る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も
重
要
に
な
る
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制

を
整
備
す
る
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
長
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル
が
進
行
す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場

合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、長

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ

とが
重
要
で
あ
る
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
長
期
的
に
み
た
フレ
イル
の
進
行
や
状
態
の
変
化
が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の

うえ
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、日

常
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ
た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変
化
を
伝
え
られ
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

23
継
続
的
な

受
診
・療
養
の

支
援

24
継
続
的
な

服
薬
管
理
の
支

援 25
体
調
把
握

と変
化
を
伝
え

る
こと
の
支
援

Ⅱ
-1
-2

継
続
的
な
受
診
と

服
薬
の
支
援

Ⅱ
-1
-3

継
続
的
な
自
己
管

理
の
支
援

Ⅱ
-1
予
測

に
基
づ
く心

身
機
能
の

維
持
・向

上
、フ
レ
イ

ル
や
重
度

化
の
予
防

の
支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こと
は
自
ら行

い
、で
き
な
い
とこ
ろ
を
介
助
す
る
とい
う支

援
の
ス
タン
ス
が
、本

人
の
身
体
機
能
の
維

持
・向
上
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

・し
た
が
って
、家

族
等
介
護
者
が
、過

度
の
支
援
を
す
る
こと
は
、本

人
の
身
体
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
奪
う場

合
も
あ
る
こと
に
留

意
が
必
要
で
あ
り、
家
族
等
介
護
者
で
あ
る
家
族
等
が
、本

人
の
で
き
る
こと
は
な
る
べ
く本
人
自
身
が
行
え
る
よ
う見

守
り、
必
要
な
支

援
を
見
極
め
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。

・ま
た
、高

齢
者
は
、数

日
動
か
な
い
だ
け
で
も
筋
力
の
低
下
や
関
節
の
拘
縮
を
引
き
起
こし
て
しま
うた
め
、閉

じこ
も
りや
活
動
が
極

端
に
少
な
い
よ
うな
状
況
に
な
らな
い
よ
う、
日
常
生
活
の
中
で
活
動
を
確
保
す
る
こと
も
重
要
で
あ
る
。

・専
門
職
と連

携
して
、本

人
・家
族
等
の
、動

くこ
とに
対
す
る
心
理
的
不
安
を
軽
減
す
る
とと
も
に
、本

人
の
身
体
能
力
に
応
じて
、

家
事
等
の
役
割
分
担
を
設
定
す
る
。

・ま
た
、家

族
等
介
護
者
で
あ
る
家
族
等
と、
本
人
の
状
態
を
共
有
し、
本
人
が
で
き
る
こと
、で
き
な
い
こと
を
見
極
め
られ
る
よ
うに
な
る

こと
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。そ
の
た
め
に
、本

人
の
AD
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
専
門
職
等
と連

携
す
る
体
制
を
整
え
、必

要
な
支
援
あ
る
い
は
サ
ー
ビス
内
容
を
調
整
す
る
。

・日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こと
は
自
ら行

い
、で
き
な
い
とこ
ろ
を
介
助
す
る
とい
う支

援
の
ス
タン
ス
が
、本

人
の
身
体
機
能
の
維

持
・向
上
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

・生
活
機
能
の
維
持
に
向
け
て
、必

要
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
セ
ル
フケ
ア
の
継
続
が
で
き
る
よ
うな
環
境
を
整
え
る
。

・ま
た
、必

要
に
応
じて
現
在
受
け
て
い
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
実
施
して
い
る
セ
ル
フケ
ア
に
対
す
る
本
人
や
家
族
等
の
継
続
意
向
を

確
認
し、
関
連
す
る
専
門
職
や
サ
ー
ビス
事
業
者
と共

有
す
る
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
セ
ル
フケ
ア
が
生
活
機
能
の
維
持
に
必
要
で
あ
る

こと
を
本
人
・家
族
等
に
改
め
て
説
明
す
る
な
どの
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・高
齢
者
は
抵
抗
力
が
低
下
して
、様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま
た
、一

旦
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅

か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る
た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
の
協
力
を
得
て
、居

室
の
環
境
が
清
潔
に
保
た
れ
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、外

出
に
よ
って
本
人
や
家
族
等
が
外
部

か
らウ
イル
ス
や
細
菌
を
持
ち
込
む
た
め
、手

が
触
れ
る
箇
所
の
清
掃
を
念
入
りに
行
った
り、
手
洗
い
や
うが
い
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支

援
体
制
を
整
え
る
。

・規
則
正
しい
生
活
は
、睡

眠
や
排
泄
の
リズ
ム
を
整
え
る
こと
に
役
立
つ
。本

人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
よ
い

場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、あ
くま
で
も

本
人
の
心
地
良
い
リズ
ム
に
そ
った
生
活
を
支
え
られ
る
よ
う、
支
援
を
提
供
す
る
こと
が
重
要
とな
る
。

・本
人
の
日
常
の
生
活
の
中
で
も
、特

に
食
事
・起
就
寝
等
の
生
活
リズ
ム
、及

び
日
常
の
生
活
に
お
け
る
支
援
者
の
関
わ
りの
状
況

を
把
握
し、
そ
の
本
人
の
リズ
ム
に
そ
った
生
活
や
活
動
が
送
れ
る
よ
うな
支
援
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

29
 一
週
間
の

生
活
リズ
ム
に

そ
った
生
活
・活

動
を
支
え
る
こと

の
支
援

26
 フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
た
め

の
活
動
機
会
の

維
持

27
 継
続
的
な

リハ
ビ
リテ
ー

シ
ョン
や
機
能

訓
練
の
実
施

28
 感
染
症
の

予
防
と対

応
の

支
援
体
制
の
構

築

Ⅱ
-1
-4

心
身
機
能
の
維
持
・

向
上
の
支
援

Ⅱ
-1
-5

感
染
予
防
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

Ⅱ
-1
予
測

に
基
づ
く心

身
機
能
の

維
持
・向

上
、フ
レ
イ

ル
や
重
度

化
の
予
防

の
支
援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・日
常
生
活
を
通
じて
再
入
院
の
予
防
（
急
激
な
状
態
の
悪
化
の
予
防
）
を
図
る
に
は
本
人
・家
族
等
に
よ
る
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トが

重
要
で
あ
り、
疾
患
及
び
疾
病
管
理
に
関
して

本
人
・家
族
等
の
理
解
と管

理
が
正
確
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
対
して

、起
因
とな
った
疾
病
に
つ
い
て
か
か
りつ
け
医
を
は
じめ

とす
る
専
門
職
か
ら説

明
が
な
され

て
い
る
こ

と、
本
人
・家
族
等
が
そ
れ
を
理
解
して
、疾

患
の
管
理
を
行
うこ
とが
大
切
で
あ
る
。

・通
院
す
る
環
境
や
そ
の
手
段
を
整
え
る
こと
で
継
続
的
な
受
診
を
維
持
す
る
体
制
を
整
え
る
。必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が
す
。

・ま
た
、通

院
に
家
族
等
が
付
き
添
って
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、家

族
等
が
働
い
て
い
る
場
合
等
は
通
院
に
付
き
添
う家

族
等
の
負
担

も
考
慮
して

、代
替
手
段
を
提
案
で
き
る
よ
うな
情
報
提
供
に
も
配
慮
した

支
援
体
制
を
整
え
る
。

・併
発
して

い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の
た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き

る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も
重
要
に
な
る
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
や
家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて

専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制

を
整
備
す
る
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
⾧
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル

が
進
行
す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場

合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい

場
合
も
あ
る
た
め
、⾧

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
と

が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
⾧
期
的
に
み
た
フレ
イル

の
進
行
や
状
態
の
変
化
が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の
う

え
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、日

常
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ

た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変
化
を
伝
え
られ

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

23
 継

続
的

な
受

診
・療

養
の

支
援

24
 継

続
的

な
服

薬
管

理
の

支
援 25

 体
調

把
握

と変
化

を
伝

え
る

こと
の

支
援

Ⅱ
-1

-2
継

続
的

な
受

診
と

服
薬

の
支

援

Ⅱ
-1

-3
継

続
的

な
自

己
管

理
の

支
援

Ⅱ
-1

予
測

に
基

づ
く心

身
機

能
の

維
持

・向
上

、フ
レ

イ
ル

や
重

度
化

の
予

防
の

支
援

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

生
活

の
尊

重
と

継
続

の
支

援

8786



基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・日
常
生
活
を
通
じて
再
入
院
の
予
防
（
急
激
な
状
態
の
悪
化
の
予
防
）
を
図
る
に
は
本
人
・家
族
等
に
よ
る
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トが

重
要
で
あ
り、
疾
患
及
び
疾
病
管
理
に
関
して
本
人
・家
族
等
の
理
解
と管

理
が
正
確
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
対
して
、起

因
とな
った
疾
病
に
つ
い
て
か
か
りつ
け
医
を
は
じめ
とす
る
専
門
職
か
ら説

明
が
な
され
て
い

る
こと
、本

人
・家
族
等
が
そ
れ
を
理
解
して
、疾

患
の
管
理
を
行
うこ
とが
大
切
で
あ
る
。

・通
院
す
る
環
境
や
そ
の
手
段
を
整
え
る
こと
で
継
続
的
な
受
診
を
維
持
す
る
体
制
を
整
え
る
。必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が
す
。

・ま
た
、通

院
に
家
族
等
が
付
き
添
って
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、家

族
等
が
働
い
て
い
る
場
合
等
は
通
院
に
付
き
添
う家

族
等
の
負
担

も
考
慮
して
、代

替
手
段
を
提
案
で
き
る
よ
うな
情
報
提
供
に
も
配
慮
した
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・併
発
して
い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の
た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き

る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も
重
要
に
な
る
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制

を
整
備
す
る
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
長
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル
が
進
行
す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場

合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、長

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ

とが
重
要
で
あ
る
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
長
期
的
に
み
た
フレ
イル
の
進
行
や
状
態
の
変
化
が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の

うえ
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、日

常
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ
た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変
化
を
伝
え
られ
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

23
継
続
的
な

受
診
・療
養
の

支
援

24
継
続
的
な

服
薬
管
理
の
支

援 25
体
調
把
握

と変
化
を
伝
え

る
こと
の
支
援

Ⅱ
-1
-2

継
続
的
な
受
診
と

服
薬
の
支
援

Ⅱ
-1
-3

継
続
的
な
自
己
管

理
の
支
援

Ⅱ
-1
予
測

に
基
づ
く心

身
機
能
の

維
持
・向

上
、フ
レ
イ

ル
や
重
度

化
の
予
防

の
支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こと
は
自
ら行

い
、で
き
な
い
とこ
ろ
を
介
助
す
る
とい
う支

援
の
ス
タン
ス
が
、本

人
の
身
体
機
能
の
維

持
・向
上
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

・し
た
が
って
、家

族
等
介
護
者
が
、過

度
の
支
援
を
す
る
こと
は
、本

人
の
身
体
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
奪
う場

合
も
あ
る
こと
に
留

意
が
必
要
で
あ
り、
家
族
等
介
護
者
で
あ
る
家
族
等
が
、本

人
の
で
き
る
こと
は
な
る
べ
く本
人
自
身
が
行
え
る
よ
う見

守
り、
必
要
な
支

援
を
見
極
め
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。

・ま
た
、高

齢
者
は
、数

日
動
か
な
い
だ
け
で
も
筋
力
の
低
下
や
関
節
の
拘
縮
を
引
き
起
こし
て
しま
うた
め
、閉

じこ
も
りや
活
動
が
極

端
に
少
な
い
よ
うな
状
況
に
な
らな
い
よ
う、
日
常
生
活
の
中
で
活
動
を
確
保
す
る
こと
も
重
要
で
あ
る
。

・専
門
職
と連

携
して
、本

人
・家
族
等
の
、動

くこ
とに
対
す
る
心
理
的
不
安
を
軽
減
す
る
とと
も
に
、本

人
の
身
体
能
力
に
応
じて
、

家
事
等
の
役
割
分
担
を
設
定
す
る
。

・ま
た
、家

族
等
介
護
者
で
あ
る
家
族
等
と、
本
人
の
状
態
を
共
有
し、
本
人
が
で
き
る
こと
、で
き
な
い
こと
を
見
極
め
られ
る
よ
うに
な
る

こと
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。そ
の
た
め
に
、本

人
の
AD
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
専
門
職
等
と連

携
す
る
体
制
を
整
え
、必

要
な
支
援
あ
る
い
は
サ
ー
ビス
内
容
を
調
整
す
る
。

・日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こと
は
自
ら行

い
、で
き
な
い
とこ
ろ
を
介
助
す
る
とい
う支

援
の
ス
タン
ス
が
、本

人
の
身
体
機
能
の
維

持
・向
上
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

・生
活
機
能
の
維
持
に
向
け
て
、必

要
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
セ
ル
フケ
ア
の
継
続
が
で
き
る
よ
うな
環
境
を
整
え
る
。

・ま
た
、必

要
に
応
じて
現
在
受
け
て
い
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
実
施
して
い
る
セ
ル
フケ
ア
に
対
す
る
本
人
や
家
族
等
の
継
続
意
向
を

確
認
し、
関
連
す
る
専
門
職
や
サ
ー
ビス
事
業
者
と共

有
す
る
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
セ
ル
フケ
ア
が
生
活
機
能
の
維
持
に
必
要
で
あ
る

こと
を
本
人
・家
族
等
に
改
め
て
説
明
す
る
な
どの
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・高
齢
者
は
抵
抗
力
が
低
下
して
、様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま
た
、一

旦
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅

か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る
た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
の
協
力
を
得
て
、居

室
の
環
境
が
清
潔
に
保
た
れ
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、外

出
に
よ
って
本
人
や
家
族
等
が
外
部

か
らウ
イル
ス
や
細
菌
を
持
ち
込
む
た
め
、手

が
触
れ
る
箇
所
の
清
掃
を
念
入
りに
行
った
り、
手
洗
い
や
うが
い
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支

援
体
制
を
整
え
る
。

・規
則
正
しい
生
活
は
、睡

眠
や
排
泄
の
リズ
ム
を
整
え
る
こと
に
役
立
つ
。本

人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
よ
い

場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、あ
くま
で
も

本
人
の
心
地
良
い
リズ
ム
に
そ
った
生
活
を
支
え
られ
る
よ
う、
支
援
を
提
供
す
る
こと
が
重
要
とな
る
。

・本
人
の
日
常
の
生
活
の
中
で
も
、特

に
食
事
・起
就
寝
等
の
生
活
リズ
ム
、及

び
日
常
の
生
活
に
お
け
る
支
援
者
の
関
わ
りの
状
況

を
把
握
し、
そ
の
本
人
の
リズ
ム
に
そ
った
生
活
や
活
動
が
送
れ
る
よ
うな
支
援
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

29
 一
週
間
の

生
活
リズ
ム
に

そ
った
生
活
・活

動
を
支
え
る
こと

の
支
援

26
 フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
た
め

の
活
動
機
会
の

維
持

27
 継
続
的
な

リハ
ビ
リテ
ー

シ
ョン
や
機
能

訓
練
の
実
施

28
 感
染
症
の

予
防
と対

応
の

支
援
体
制
の
構

築

Ⅱ
-1
-4

心
身
機
能
の
維
持
・

向
上
の
支
援

Ⅱ
-1
-5

感
染
予
防
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

Ⅱ
-1
予
測

に
基
づ
く心

身
機
能
の

維
持
・向

上
、フ
レ
イ

ル
や
重
度

化
の
予
防

の
支
援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・日
常
生
活
を
通
じて
再
入
院
の
予
防
（
急
激
な
状
態
の
悪
化
の
予
防
）
を
図
る
に
は
本
人
・家
族
等
に
よ
る
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トが

重
要
で
あ
り、
疾
患
及
び
疾
病
管
理
に
関
して

本
人
・家
族
等
の
理
解
と管

理
が
正
確
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
対
して

、起
因
とな
った
疾
病
に
つ
い
て
か
か
りつ
け
医
を
は
じめ

とす
る
専
門
職
か
ら説

明
が
な
され

て
い
る
こ

と、
本
人
・家
族
等
が
そ
れ
を
理
解
して
、疾

患
の
管
理
を
行
うこ
とが
大
切
で
あ
る
。

・通
院
す
る
環
境
や
そ
の
手
段
を
整
え
る
こと
で
継
続
的
な
受
診
を
維
持
す
る
体
制
を
整
え
る
。必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が
す
。

・ま
た
、通

院
に
家
族
等
が
付
き
添
って
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、家

族
等
が
働
い
て
い
る
場
合
等
は
通
院
に
付
き
添
う家

族
等
の
負
担

も
考
慮
して

、代
替
手
段
を
提
案
で
き
る
よ
うな
情
報
提
供
に
も
配
慮
した

支
援
体
制
を
整
え
る
。

・併
発
して

い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の
た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き

る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も
重
要
に
な
る
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
や
家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて

専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制

を
整
備
す
る
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
⾧
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル

が
進
行
す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場

合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい

場
合
も
あ
る
た
め
、⾧

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
と

が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
⾧
期
的
に
み
た
フレ
イル

の
進
行
や
状
態
の
変
化
が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の
う

え
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、日

常
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ

た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変
化
を
伝
え
られ

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

23
 継

続
的

な
受

診
・療

養
の

支
援

24
 継

続
的

な
服

薬
管

理
の

支
援 25

 体
調

把
握

と変
化

を
伝

え
る

こと
の

支
援

Ⅱ
-1

-2
継

続
的

な
受

診
と

服
薬

の
支

援

Ⅱ
-1

-3
継

続
的

な
自

己
管

理
の

支
援

Ⅱ
-1

予
測

に
基

づ
く心

身
機

能
の

維
持

・向
上

、フ
レ

イ
ル

や
重

度
化

の
予

防
の

支
援

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

生
活

の
尊

重
と

継
続

の
支

援

86

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・日
常
生
活
を
通
じて
再
入
院
の
予
防
（
急
激
な
状
態
の
悪
化
の
予
防
）
を
図
る
に
は
本
人
・家
族
等
に
よ
る
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トが

重
要
で
あ
り、
疾
患
及
び
疾
病
管
理
に
関
して
本
人
・家
族
等
の
理
解
と管

理
が
正
確
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
対
して
、起

因
とな
った
疾
病
に
つ
い
て
か
か
りつ
け
医
を
は
じめ
とす
る
専
門
職
か
ら説

明
が
な
され
て
い

る
こと
、本

人
・家
族
等
が
そ
れ
を
理
解
して
、疾

患
の
管
理
を
行
うこ
とが
大
切
で
あ
る
。

・通
院
す
る
環
境
や
そ
の
手
段
を
整
え
る
こと
で
継
続
的
な
受
診
を
維
持
す
る
体
制
を
整
え
る
。必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が
す
。

・ま
た
、通

院
に
家
族
等
が
付
き
添
って
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、家

族
等
が
働
い
て
い
る
場
合
等
は
通
院
に
付
き
添
う家

族
等
の
負
担

も
考
慮
して
、代

替
手
段
を
提
案
で
き
る
よ
うな
情
報
提
供
に
も
配
慮
した
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・併
発
して
い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の
た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き

る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も
重
要
に
な
る
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制

を
整
備
す
る
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
長
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル
が
進
行
す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場

合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、長

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ

とが
重
要
で
あ
る
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
長
期
的
に
み
た
フレ
イル
の
進
行
や
状
態
の
変
化
が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の

うえ
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、日

常
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ
た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変
化
を
伝
え
られ
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

23
継
続
的
な

受
診
・療
養
の

支
援

24
継
続
的
な

服
薬
管
理
の
支

援 25
体
調
把
握

と変
化
を
伝
え

る
こと
の
支
援

Ⅱ
-1
-2

継
続
的
な
受
診
と

服
薬
の
支
援

Ⅱ
-1
-3

継
続
的
な
自
己
管

理
の
支
援

Ⅱ
-1
予
測

に
基
づ
く心

身
機
能
の

維
持
・向

上
、フ
レ
イ

ル
や
重
度

化
の
予
防

の
支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こと
は
自
ら行

い
、で
き
な
い
とこ
ろ
を
介
助
す
る
とい
う支

援
の
ス
タン
ス
が
、本

人
の
身
体
機
能
の
維

持
・向
上
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

・し
た
が
って
、家

族
等
介
護
者
が
、過

度
の
支
援
を
す
る
こと
は
、本

人
の
身
体
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
奪
う場

合
も
あ
る
こと
に
留

意
が
必
要
で
あ
り、
家
族
等
介
護
者
で
あ
る
家
族
等
が
、本

人
の
で
き
る
こと
は
な
る
べ
く本
人
自
身
が
行
え
る
よ
う見

守
り、
必
要
な
支

援
を
見
極
め
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。

・ま
た
、高

齢
者
は
、数

日
動
か
な
い
だ
け
で
も
筋
力
の
低
下
や
関
節
の
拘
縮
を
引
き
起
こし
て
しま
うた
め
、閉

じこ
も
りや
活
動
が
極

端
に
少
な
い
よ
うな
状
況
に
な
らな
い
よ
う、
日
常
生
活
の
中
で
活
動
を
確
保
す
る
こと
も
重
要
で
あ
る
。

・専
門
職
と連

携
して
、本

人
・家
族
等
の
、動

くこ
とに
対
す
る
心
理
的
不
安
を
軽
減
す
る
とと
も
に
、本

人
の
身
体
能
力
に
応
じて
、

家
事
等
の
役
割
分
担
を
設
定
す
る
。

・ま
た
、家

族
等
介
護
者
で
あ
る
家
族
等
と、
本
人
の
状
態
を
共
有
し、
本
人
が
で
き
る
こと
、で
き
な
い
こと
を
見
極
め
られ
る
よ
うに
な
る

こと
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
。そ
の
た
め
に
、本

人
の
AD
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
専
門
職
等
と連

携
す
る
体
制
を
整
え
、必

要
な
支
援
あ
る
い
は
サ
ー
ビス
内
容
を
調
整
す
る
。

・日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こと
は
自
ら行

い
、で
き
な
い
とこ
ろ
を
介
助
す
る
とい
う支

援
の
ス
タン
ス
が
、本

人
の
身
体
機
能
の
維

持
・向
上
や
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

・生
活
機
能
の
維
持
に
向
け
て
、必

要
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
セ
ル
フケ
ア
の
継
続
が
で
き
る
よ
うな
環
境
を
整
え
る
。

・ま
た
、必

要
に
応
じて
現
在
受
け
て
い
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
実
施
して
い
る
セ
ル
フケ
ア
に
対
す
る
本
人
や
家
族
等
の
継
続
意
向
を

確
認
し、
関
連
す
る
専
門
職
や
サ
ー
ビス
事
業
者
と共

有
す
る
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
や
セ
ル
フケ
ア
が
生
活
機
能
の
維
持
に
必
要
で
あ
る

こと
を
本
人
・家
族
等
に
改
め
て
説
明
す
る
な
どの
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・高
齢
者
は
抵
抗
力
が
低
下
して
、様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま
た
、一

旦
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅

か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る
た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
の
協
力
を
得
て
、居

室
の
環
境
が
清
潔
に
保
た
れ
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、外

出
に
よ
って
本
人
や
家
族
等
が
外
部

か
らウ
イル
ス
や
細
菌
を
持
ち
込
む
た
め
、手

が
触
れ
る
箇
所
の
清
掃
を
念
入
りに
行
った
り、
手
洗
い
や
うが
い
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支

援
体
制
を
整
え
る
。

・規
則
正
しい
生
活
は
、睡

眠
や
排
泄
の
リズ
ム
を
整
え
る
こと
に
役
立
つ
。本

人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
よ
い

場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、あ
くま
で
も

本
人
の
心
地
良
い
リズ
ム
に
そ
った
生
活
を
支
え
られ
る
よ
う、
支
援
を
提
供
す
る
こと
が
重
要
とな
る
。

・本
人
の
日
常
の
生
活
の
中
で
も
、特

に
食
事
・起
就
寝
等
の
生
活
リズ
ム
、及

び
日
常
の
生
活
に
お
け
る
支
援
者
の
関
わ
りの
状
況

を
把
握
し、
そ
の
本
人
の
リズ
ム
に
そ
った
生
活
や
活
動
が
送
れ
る
よ
うな
支
援
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

29
 一
週
間
の

生
活
リズ
ム
に

そ
った
生
活
・活

動
を
支
え
る
こと

の
支
援

26
 フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
た
め

の
活
動
機
会
の

維
持

27
 継
続
的
な

リハ
ビ
リテ
ー

シ
ョン
や
機
能

訓
練
の
実
施

28
 感
染
症
の

予
防
と対

応
の

支
援
体
制
の
構

築

Ⅱ
-1
-4

心
身
機
能
の
維
持
・

向
上
の
支
援

Ⅱ
-1
-5

感
染
予
防
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

Ⅱ
-1
予
測

に
基
づ
く心

身
機
能
の

維
持
・向

上
、フ
レ
イ

ル
や
重
度

化
の
予
防

の
支
援

基
本
ケ
ア
項
目
一
覧

支
援

の
概

要
、必

要
性

基
本

方
針

大
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

中
項

目

・日
常
生
活
を
通
じて
再
入
院
の
予
防
（
急
激
な
状
態
の
悪
化
の
予
防
）
を
図
る
に
は
本
人
・家
族
等
に
よ
る
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トが

重
要
で
あ
り、
疾
患
及
び
疾
病
管
理
に
関
して

本
人
・家
族
等
の
理
解
と管

理
が
正
確
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
対
して

、起
因
とな
った
疾
病
に
つ
い
て
か
か
りつ
け
医
を
は
じめ

とす
る
専
門
職
か
ら説

明
が
な
され

て
い
る
こ

と、
本
人
・家
族
等
が
そ
れ
を
理
解
して
、疾

患
の
管
理
を
行
うこ
とが
大
切
で
あ
る
。

・通
院
す
る
環
境
や
そ
の
手
段
を
整
え
る
こと
で
継
続
的
な
受
診
を
維
持
す
る
体
制
を
整
え
る
。必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が
す
。

・ま
た
、通

院
に
家
族
等
が
付
き
添
って
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、家

族
等
が
働
い
て
い
る
場
合
等
は
通
院
に
付
き
添
う家

族
等
の
負
担

も
考
慮
して

、代
替
手
段
を
提
案
で
き
る
よ
うな
情
報
提
供
に
も
配
慮
した

支
援
体
制
を
整
え
る
。

・併
発
して

い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の
た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き

る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も
重
要
に
な
る
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
や
家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて

専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制

を
整
備
す
る
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
⾧
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル

が
進
行
す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場

合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい

場
合
も
あ
る
た
め
、⾧

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
と

が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
⾧
期
的
に
み
た
フレ
イル

の
進
行
や
状
態
の
変
化
が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の
う

え
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・ま
た
、日

常
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ

た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変
化
を
伝
え
られ

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

23
 継

続
的

な
受

診
・療

養
の

支
援

24
 継

続
的

な
服

薬
管

理
の

支
援 25

 体
調

把
握

と変
化

を
伝

え
る

こと
の

支
援

Ⅱ
-1

-2
継

続
的

な
受

診
と

服
薬

の
支

援

Ⅱ
-1

-3
継

続
的

な
自

己
管

理
の

支
援

Ⅱ
-1

予
測

に
基

づ
く心

身
機

能
の

維
持

・向
上

、フ
レ

イ
ル

や
重

度
化

の
予

防
の

支
援

Ⅱ
 こ

れ
ま

で
の

生
活

の
尊

重
と

継
続

の
支

援

8787



基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
が
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
る
こと
が
示
され
て
い
る
。ま
た
、十

分
な
休
養
を
取
ら

な
い
と、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
り、
体
重
が
増
え
て
血
圧
が
高
くな
った
りす
る
可
能
性
が
あ
り、
再
入
院
の
リス
クが
高
ま
る
。

・本
人
の
休
養
・睡
眠
の
状
況
及
び
そ
の
変
化
を
把
握
し、
適
宜
、専

門
医
等
と連

携
して
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
られ
る
体
制
を
整

え
る
。

・ま
た
、状

況
に
応
じて
、寝

室
の
明
る
さ・
温
度
や
寝
具
の
状
況
、休

養
・睡
眠
の
タイ
ミン
グ
や
リズ
ム
の
把
握
、同

居
者
の
生
活
リズ

ム
の
把
握
や
休
養
・睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
を
解
決
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。特

に
、み
ず
か
らの
口
を
通
じて
食
事
を
摂
り続

け
られ
る
よ

うに
す
る
こと
は
、食

欲
だ
け
で
な
く本
人
の
心
の
状
態
に
も
影
響
が
大
き
い
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・な
お
、食

事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して
食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

活
習
慣
病
の
起
因
とな
る
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
こと
か
ら、
食
生
活
に
つ
い
て
確
認
して
改
善
を
指
導
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。ま
た
、栄

養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の
食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
疾
病
に
対
す
る
理
解
を
うな
が
す
環
境
を
整
え
、日

常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に

取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。そ
の
際
、食

べ
る
意
欲
を
維
持
し、
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、必

要
以
上
の

制
限
が
行
わ
れ
な
い
よ
うに
留
意
す
る
。

・清
潔
に
対
す
る
意
識
は
、本

人
や
家
族
等
の
生
活
習
慣
や
生
活
歴
、家

族
等
背
景
、住

環
境
、経

済
状
況
に
よ
って
異
な
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
特
徴
や
背
景
、生

活
環
境
や
要
望
を
把
握
して
柔
軟
に
対
応
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。

・清
潔
ケ
ア
の
状
態
を
確
認
して
、必

要
な
清
潔
ケ
ア
が
受
け
られ
る
環
境
を
整
え
る
。な
お
、本

人
の
健
康
状
態
に
応
じて
入
浴
の
安

全
性
とリ
ス
クが
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
こと
か
ら、
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
等
と連

携
して
、本

人
の
状
態
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて

補
助
用
具
や
入
浴
介
助
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

30
 休
養
・睡

眠
の
支
援

31
 口
か
ら
食

事
を
摂
り続

け
る
こと
の
支
援

32
 フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
必

要
な
栄
養
の
確

保
の
支
援

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
-2

食
事
の
支
援

33
 清
潔
を
保

つ
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・排
泄
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
うえ
で
重
要
な
機
能
で
あ
り、
排
泄
の
自
立
を
保
つ
こと
は
、本

人
の
自
尊
心
を
高
め
る
こと
に
も
つ

な
が
る
。一

方
、家

族
等
に
とっ
て
も
排
泄
の
世
話
は
、精

神
的
、身

体
的
に
負
担
が
大
き
い
介
護
とな
る
。

排
泄
上
の
障
害
を
取
り除

き
、排

泄
の
自
立
を
高
め
る
事
が
期
待
され
る
。

・同
時
に
、排

泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの
逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、

異
常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把
握
し、
本
人
が
そ
の
リズ
ム
を
理
解
で
き
る

よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・具
体
的
に
は
、ト
イレ
等
の
排
泄
す
る
環
境
を
整
え
る
とと
も
に
、食

事
や
水
分
を
摂
った
り薬

を
飲
ん
だ
りす
る
タイ
ミン
グ
の
調
整
や
、

日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
・活
動
が
確
保
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、排

泄
補
助
用
具
の
活
用
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
を
助
長
す
る
場
合

も
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、支

援
の
内
容
を
個
別
化
す
る
過
程
で
、本

人
の
強
み
が
生
か
され
る
支
援
方
法

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
前
提
とし
て
ま
ず
は
本
人
の
強
み
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
収
集
が
重
要
とな
る
。

・本
人
か
らの
情
報
収
集
に
も
とづ
き
、本

人
が
強
み
を
発
揮
しや
す
い
環
境
や
状
況
を
捉
え
、生

活
の
中
で
そ
うし
た
環
境
や
状
況
が

整
え
られ
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る

・な
お
、本

人
の
強
み
は
、置

か
れ
た
環
境
に
よ
って
発
揮
され
や
す
い
こと
も
あ
れ
ば
発
揮
しに
くい
場
合
も
あ
る
こと
に
留
意
し、
継
続

的
に
強
み
が
発
揮
され
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
本
人
の
環
境
を
整
え
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
阻
害
され
る
と、
本
人
と家

族
等
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こと
が
難
しく
な
る
。そ
の
結
果
、本

人
が
孤
立
した

り、
本
人
・家
族
等
が
心
身
共
に
強
い
ス
トレ
ス
を
抱
え
た
状
態
に
な
りや
す
い
。ま
た
、本

人
が
心
身
の
不
調
を
感
じて
い
て
も
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
状
況
が
生
じて
、異

常
に
気
づ
くこ
とが
遅
れ
る
。

・本
人
と最

も
身
近
な
家
族
等
を
含
む
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
態
を
観
察
し
て
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
て
い
る

か
を
把
握
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、本

人
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
家
族
等
や
介
護
者
等
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
・ま
た
、家

族
等
や
介
護
者
等
に
対
して
も
、本

人
の
現
在
の
状
況
を
理
解
し、
今
後
の
見
通
しや
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
うえ
で
の

留
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
及
び
連
携
の
体
制
を
整
え
る
。

34
排
泄
状
況

を
確
認
し
て
排

泄
を
続
け
ら
れ

る
こと
を
支
援

36
 コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
の
支

援35
 喜
び
や
楽

し
み
、強

み
を

引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-3
-2

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
支
援

Ⅱ
-3
-1

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援
Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
が
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
る
こと
が
示
され
て
い
る
。ま
た
、十

分
な
休
養
を
取
ら

な
い
と、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
り、
体
重
が
増
え
て
血
圧
が
高
くな
った
りす
る
可
能
性
が
あ
り、
再
入
院
の
リス
クが
高
ま
る
。

・本
人
の
休
養
・睡
眠
の
状
況
及
び
そ
の
変
化
を
把
握
し、
適
宜
、専

門
医
等
と連

携
して
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
られ
る
体
制
を
整

え
る
。

・ま
た
、状

況
に
応
じて
、寝

室
の
明
る
さ・
温
度
や
寝
具
の
状
況
、休

養
・睡
眠
の
タイ
ミン
グ
や
リズ
ム
の
把
握
、同

居
者
の
生
活
リズ

ム
の
把
握
や
休
養
・睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
を
解
決
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。特

に
、み
ず
か
らの
口
を
通
じて
食
事
を
摂
り続

け
られ
る
よ

うに
す
る
こと
は
、食

欲
だ
け
で
な
く本
人
の
心
の
状
態
に
も
影
響
が
大
き
い
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・な
お
、食

事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して
食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

活
習
慣
病
の
起
因
とな
る
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
こと
か
ら、
食
生
活
に
つ
い
て
確
認
して
改
善
を
指
導
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。ま
た
、栄

養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の
食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
疾
病
に
対
す
る
理
解
を
うな
が
す
環
境
を
整
え
、日

常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に

取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。そ
の
際
、食

べ
る
意
欲
を
維
持
し、
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、必

要
以
上
の

制
限
が
行
わ
れ
な
い
よ
うに
留
意
す
る
。

・清
潔
に
対
す
る
意
識
は
、本

人
や
家
族
等
の
生
活
習
慣
や
生
活
歴
、家

族
等
背
景
、住

環
境
、経

済
状
況
に
よ
って
異
な
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
特
徴
や
背
景
、生

活
環
境
や
要
望
を
把
握
して
柔
軟
に
対
応
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。

・清
潔
ケ
ア
の
状
態
を
確
認
して
、必

要
な
清
潔
ケ
ア
が
受
け
られ
る
環
境
を
整
え
る
。な
お
、本

人
の
健
康
状
態
に
応
じて
入
浴
の
安

全
性
とリ
ス
クが
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
こと
か
ら、
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
等
と連

携
して
、本

人
の
状
態
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて

補
助
用
具
や
入
浴
介
助
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

30
休
養
・睡

眠
の
支
援

31
 口
か
ら
食

事
を
摂
り続

け
る
こと
の
支
援

32
 フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
必

要
な
栄
養
の
確

保
の
支
援

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
-2

食
事
の
支
援

33
 清
潔
を
保

つ
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・排
泄
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
うえ
で
重
要
な
機
能
で
あ
り、
排
泄
の
自
立
を
保
つ
こと
は
、本

人
の
自
尊
心
を
高
め
る
こと
に
も
つ

な
が
る
。一

方
、家

族
等
に
とっ
て
も
排
泄
の
世
話
は
、精

神
的
、身

体
的
に
負
担
が
大
き
い
介
護
とな
る
。

排
泄
上
の
障
害
を
取
り除

き
、排

泄
の
自
立
を
高
め
る
事
が
期
待
され
る
。

・同
時
に
、排

泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの
逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、

異
常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把
握
し、
本
人
が
そ
の
リズ
ム
を
理
解
で
き
る

よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・具
体
的
に
は
、ト
イレ
等
の
排
泄
す
る
環
境
を
整
え
る
とと
も
に
、食

事
や
水
分
を
摂
った
り薬

を
飲
ん
だ
りす
る
タイ
ミン
グ
の
調
整
や
、

日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
・活
動
が
確
保
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、排

泄
補
助
用
具
の
活
用
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
を
助
長
す
る
場
合

も
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、支

援
の
内
容
を
個
別
化
す
る
過
程
で
、本

人
の
強
み
が
生
か
され
る
支
援
方
法

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
前
提
とし
て
ま
ず
は
本
人
の
強
み
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
収
集
が
重
要
とな
る
。

・本
人
か
らの
情
報
収
集
に
も
とづ
き
、本

人
が
強
み
を
発
揮
しや
す
い
環
境
や
状
況
を
捉
え
、生

活
の
中
で
そ
うし
た
環
境
や
状
況
が

整
え
られ
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る

・な
お
、本

人
の
強
み
は
、置

か
れ
た
環
境
に
よ
って
発
揮
され
や
す
い
こと
も
あ
れ
ば
発
揮
しに
くい
場
合
も
あ
る
こと
に
留
意
し、
継
続

的
に
強
み
が
発
揮
され
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
本
人
の
環
境
を
整
え
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
阻
害
され
る
と、
本
人
と家

族
等
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こと
が
難
しく
な
る
。そ
の
結
果
、本

人
が
孤
立
した

り、
本
人
・家
族
等
が
心
身
共
に
強
い
ス
トレ
ス
を
抱
え
た
状
態
に
な
りや
す
い
。ま
た
、本

人
が
心
身
の
不
調
を
感
じて
い
て
も
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
状
況
が
生
じて
、異

常
に
気
づ
くこ
とが
遅
れ
る
。

・本
人
と最

も
身
近
な
家
族
等
を
含
む
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
態
を
観
察
し
て
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
て
い
る

か
を
把
握
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、本

人
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
家
族
等
や
介
護
者
等
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
・ま
た
、家

族
等
や
介
護
者
等
に
対
して
も
、本

人
の
現
在
の
状
況
を
理
解
し、
今
後
の
見
通
しや
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
うえ
で
の

留
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
及
び
連
携
の
体
制
を
整
え
る
。

34
排
泄
状
況

を
確
認
し
て
排

泄
を
続
け
ら
れ

る
こと
を
支
援

36
 コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
の
支

援35
 喜
び
や
楽

し
み
、強

み
を

引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-3
-2

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
支
援

Ⅱ
-3
-1

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援
Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

88

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
が
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
る
こと
が
示
され
て
い
る
。ま
た
、十

分
な
休
養
を
取
ら

な
い
と、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
り、
体
重
が
増
え
て
血
圧
が
高
くな
った
りす
る
可
能
性
が
あ
り、
再
入
院
の
リス
クが
高
ま
る
。

・本
人
の
休
養
・睡
眠
の
状
況
及
び
そ
の
変
化
を
把
握
し、
適
宜
、専

門
医
等
と連

携
して
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
られ
る
体
制
を
整

え
る
。

・ま
た
、状

況
に
応
じて
、寝

室
の
明
る
さ・
温
度
や
寝
具
の
状
況
、休

養
・睡
眠
の
タイ
ミン
グ
や
リズ
ム
の
把
握
、同

居
者
の
生
活
リズ

ム
の
把
握
や
休
養
・睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
を
解
決
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。特

に
、み
ず
か
らの
口
を
通
じて
食
事
を
摂
り続

け
られ
る
よ

うに
す
る
こと
は
、食

欲
だ
け
で
な
く本
人
の
心
の
状
態
に
も
影
響
が
大
き
い
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・な
お
、食

事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して
食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

活
習
慣
病
の
起
因
とな
る
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
こと
か
ら、
食
生
活
に
つ
い
て
確
認
して
改
善
を
指
導
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。ま
た
、栄

養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の
食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
疾
病
に
対
す
る
理
解
を
うな
が
す
環
境
を
整
え
、日

常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に

取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。そ
の
際
、食

べ
る
意
欲
を
維
持
し、
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、必

要
以
上
の

制
限
が
行
わ
れ
な
い
よ
うに
留
意
す
る
。

・清
潔
に
対
す
る
意
識
は
、本

人
や
家
族
等
の
生
活
習
慣
や
生
活
歴
、家

族
等
背
景
、住

環
境
、経

済
状
況
に
よ
って
異
な
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
特
徴
や
背
景
、生

活
環
境
や
要
望
を
把
握
して
柔
軟
に
対
応
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。

・清
潔
ケ
ア
の
状
態
を
確
認
して
、必

要
な
清
潔
ケ
ア
が
受
け
られ
る
環
境
を
整
え
る
。な
お
、本

人
の
健
康
状
態
に
応
じて
入
浴
の
安

全
性
とリ
ス
クが
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
こと
か
ら、
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
等
と連

携
して
、本

人
の
状
態
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて

補
助
用
具
や
入
浴
介
助
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

30
 休
養
・睡

眠
の
支
援

31
 口
か
ら
食

事
を
摂
り続

け
る
こと
の
支
援

32
 フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
必

要
な
栄
養
の
確

保
の
支
援

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
-2

食
事
の
支
援

33
 清
潔
を
保

つ
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・排
泄
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
うえ
で
重
要
な
機
能
で
あ
り、
排
泄
の
自
立
を
保
つ
こと
は
、本

人
の
自
尊
心
を
高
め
る
こと
に
も
つ

な
が
る
。一

方
、家

族
等
に
とっ
て
も
排
泄
の
世
話
は
、精

神
的
、身

体
的
に
負
担
が
大
き
い
介
護
とな
る
。

排
泄
上
の
障
害
を
取
り除

き
、排

泄
の
自
立
を
高
め
る
事
が
期
待
され
る
。

・同
時
に
、排

泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの
逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、

異
常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把
握
し、
本
人
が
そ
の
リズ
ム
を
理
解
で
き
る

よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・具
体
的
に
は
、ト
イレ
等
の
排
泄
す
る
環
境
を
整
え
る
とと
も
に
、食

事
や
水
分
を
摂
った
り薬

を
飲
ん
だ
りす
る
タイ
ミン
グ
の
調
整
や
、

日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
・活
動
が
確
保
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、排

泄
補
助
用
具
の
活
用
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
を
助
長
す
る
場
合

も
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、支

援
の
内
容
を
個
別
化
す
る
過
程
で
、本

人
の
強
み
が
生
か
され
る
支
援
方
法

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
前
提
とし
て
ま
ず
は
本
人
の
強
み
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
収
集
が
重
要
とな
る
。

・本
人
か
らの
情
報
収
集
に
も
とづ
き
、本

人
が
強
み
を
発
揮
しや
す
い
環
境
や
状
況
を
捉
え
、生

活
の
中
で
そ
うし
た
環
境
や
状
況
が

整
え
られ
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る

・な
お
、本

人
の
強
み
は
、置

か
れ
た
環
境
に
よ
って
発
揮
され
や
す
い
こと
も
あ
れ
ば
発
揮
しに
くい
場
合
も
あ
る
こと
に
留
意
し、
継
続

的
に
強
み
が
発
揮
され
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
本
人
の
環
境
を
整
え
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
阻
害
され
る
と、
本
人
と家

族
等
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こと
が
難
しく
な
る
。そ
の
結
果
、本

人
が
孤
立
した

り、
本
人
・家
族
等
が
心
身
共
に
強
い
ス
トレ
ス
を
抱
え
た
状
態
に
な
りや
す
い
。ま
た
、本

人
が
心
身
の
不
調
を
感
じて
い
て
も
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
状
況
が
生
じて
、異

常
に
気
づ
くこ
とが
遅
れ
る
。

・本
人
と最

も
身
近
な
家
族
等
を
含
む
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
態
を
観
察
し
て
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
て
い
る

か
を
把
握
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、本

人
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
家
族
等
や
介
護
者
等
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
・ま
た
、家

族
等
や
介
護
者
等
に
対
して
も
、本

人
の
現
在
の
状
況
を
理
解
し、
今
後
の
見
通
しや
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
うえ
で
の

留
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
及
び
連
携
の
体
制
を
整
え
る
。

34
排
泄
状
況

を
確
認
し
て
排

泄
を
続
け
ら
れ

る
こと
を
支
援

36
 コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
の
支

援35
 喜
び
や
楽

し
み
、強

み
を

引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-3
-2

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
支
援

Ⅱ
-3
-1

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援
Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
が
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
る
こと
が
示
され
て
い
る
。ま
た
、十

分
な
休
養
を
取
ら

な
い
と、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
り、
体
重
が
増
え
て
血
圧
が
高
くな
った
りす
る
可
能
性
が
あ
り、
再
入
院
の
リス
クが
高
ま
る
。

・本
人
の
休
養
・睡
眠
の
状
況
及
び
そ
の
変
化
を
把
握
し、
適
宜
、専

門
医
等
と連

携
して
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
られ
る
体
制
を
整

え
る
。

・ま
た
、状

況
に
応
じて
、寝

室
の
明
る
さ・
温
度
や
寝
具
の
状
況
、休

養
・睡
眠
の
タイ
ミン
グ
や
リズ
ム
の
把
握
、同

居
者
の
生
活
リズ

ム
の
把
握
や
休
養
・睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
を
解
決
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。特

に
、み
ず
か
らの
口
を
通
じて
食
事
を
摂
り続

け
られ
る
よ

うに
す
る
こと
は
、食

欲
だ
け
で
な
く本
人
の
心
の
状
態
に
も
影
響
が
大
き
い
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・な
お
、食

事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して
食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

活
習
慣
病
の
起
因
とな
る
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
こと
か
ら、
食
生
活
に
つ
い
て
確
認
して
改
善
を
指
導
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。ま
た
、栄

養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の
食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
疾
病
に
対
す
る
理
解
を
うな
が
す
環
境
を
整
え
、日

常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に

取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。そ
の
際
、食

べ
る
意
欲
を
維
持
し、
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、必

要
以
上
の

制
限
が
行
わ
れ
な
い
よ
うに
留
意
す
る
。

・清
潔
に
対
す
る
意
識
は
、本

人
や
家
族
等
の
生
活
習
慣
や
生
活
歴
、家

族
等
背
景
、住

環
境
、経

済
状
況
に
よ
って
異
な
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
特
徴
や
背
景
、生

活
環
境
や
要
望
を
把
握
して
柔
軟
に
対
応
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。

・清
潔
ケ
ア
の
状
態
を
確
認
して
、必

要
な
清
潔
ケ
ア
が
受
け
られ
る
環
境
を
整
え
る
。な
お
、本

人
の
健
康
状
態
に
応
じて
入
浴
の
安

全
性
とリ
ス
クが
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
こと
か
ら、
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
等
と連

携
して
、本

人
の
状
態
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて

補
助
用
具
や
入
浴
介
助
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

30
休
養
・睡

眠
の
支
援

31
 口
か
ら
食

事
を
摂
り続

け
る
こと
の
支
援

32
 フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
必

要
な
栄
養
の
確

保
の
支
援

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
-2

食
事
の
支
援

33
 清
潔
を
保

つ
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・排
泄
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
うえ
で
重
要
な
機
能
で
あ
り、
排
泄
の
自
立
を
保
つ
こと
は
、本

人
の
自
尊
心
を
高
め
る
こと
に
も
つ

な
が
る
。一

方
、家

族
等
に
とっ
て
も
排
泄
の
世
話
は
、精

神
的
、身

体
的
に
負
担
が
大
き
い
介
護
とな
る
。

排
泄
上
の
障
害
を
取
り除

き
、排

泄
の
自
立
を
高
め
る
事
が
期
待
され
る
。

・同
時
に
、排

泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの
逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、

異
常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把
握
し、
本
人
が
そ
の
リズ
ム
を
理
解
で
き
る

よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・具
体
的
に
は
、ト
イレ
等
の
排
泄
す
る
環
境
を
整
え
る
とと
も
に
、食

事
や
水
分
を
摂
った
り薬

を
飲
ん
だ
りす
る
タイ
ミン
グ
の
調
整
や
、

日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
・活
動
が
確
保
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、排

泄
補
助
用
具
の
活
用
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
を
助
長
す
る
場
合

も
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、支

援
の
内
容
を
個
別
化
す
る
過
程
で
、本

人
の
強
み
が
生
か
され
る
支
援
方
法

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
前
提
とし
て
ま
ず
は
本
人
の
強
み
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
収
集
が
重
要
とな
る
。

・本
人
か
らの
情
報
収
集
に
も
とづ
き
、本

人
が
強
み
を
発
揮
しや
す
い
環
境
や
状
況
を
捉
え
、生

活
の
中
で
そ
うし
た
環
境
や
状
況
が

整
え
られ
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る

・な
お
、本

人
の
強
み
は
、置

か
れ
た
環
境
に
よ
って
発
揮
され
や
す
い
こと
も
あ
れ
ば
発
揮
しに
くい
場
合
も
あ
る
こと
に
留
意
し、
継
続

的
に
強
み
が
発
揮
され
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
本
人
の
環
境
を
整
え
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
阻
害
され
る
と、
本
人
と家

族
等
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こと
が
難
しく
な
る
。そ
の
結
果
、本

人
が
孤
立
した

り、
本
人
・家
族
等
が
心
身
共
に
強
い
ス
トレ
ス
を
抱
え
た
状
態
に
な
りや
す
い
。ま
た
、本

人
が
心
身
の
不
調
を
感
じて
い
て
も
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
状
況
が
生
じて
、異

常
に
気
づ
くこ
とが
遅
れ
る
。

・本
人
と最

も
身
近
な
家
族
等
を
含
む
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
態
を
観
察
し
て
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
て
い
る

か
を
把
握
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、本

人
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
家
族
等
や
介
護
者
等
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
・ま
た
、家

族
等
や
介
護
者
等
に
対
して
も
、本

人
の
現
在
の
状
況
を
理
解
し、
今
後
の
見
通
しや
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
うえ
で
の

留
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
及
び
連
携
の
体
制
を
整
え
る
。

34
 排
泄
状
況

を
確
認
し
て
排

泄
を
続
け
ら
れ

る
こと
を
支
援

36
 コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
の
支

援35
 喜
び
や
楽

し
み
、強

み
を

引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-3
-2

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
支
援

Ⅱ
-3
-1

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援
Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援
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基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
が
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
る
こと
が
示
され
て
い
る
。ま
た
、十

分
な
休
養
を
取
ら

な
い
と、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
り、
体
重
が
増
え
て
血
圧
が
高
くな
った
りす
る
可
能
性
が
あ
り、
再
入
院
の
リス
クが
高
ま
る
。

・本
人
の
休
養
・睡
眠
の
状
況
及
び
そ
の
変
化
を
把
握
し、
適
宜
、専

門
医
等
と連

携
して
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
られ
る
体
制
を
整

え
る
。

・ま
た
、状

況
に
応
じて
、寝

室
の
明
る
さ・
温
度
や
寝
具
の
状
況
、休

養
・睡
眠
の
タイ
ミン
グ
や
リズ
ム
の
把
握
、同

居
者
の
生
活
リズ

ム
の
把
握
や
休
養
・睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
を
解
決
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。特

に
、み
ず
か
らの
口
を
通
じて
食
事
を
摂
り続

け
られ
る
よ

うに
す
る
こと
は
、食

欲
だ
け
で
な
く本
人
の
心
の
状
態
に
も
影
響
が
大
き
い
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・な
お
、食

事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して
食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

活
習
慣
病
の
起
因
とな
る
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
こと
か
ら、
食
生
活
に
つ
い
て
確
認
して
改
善
を
指
導
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。ま
た
、栄

養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の
食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
疾
病
に
対
す
る
理
解
を
うな
が
す
環
境
を
整
え
、日

常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に

取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。そ
の
際
、食

べ
る
意
欲
を
維
持
し、
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、必

要
以
上
の

制
限
が
行
わ
れ
な
い
よ
うに
留
意
す
る
。

・清
潔
に
対
す
る
意
識
は
、本

人
や
家
族
等
の
生
活
習
慣
や
生
活
歴
、家

族
等
背
景
、住

環
境
、経

済
状
況
に
よ
って
異
な
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
特
徴
や
背
景
、生

活
環
境
や
要
望
を
把
握
して
柔
軟
に
対
応
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。

・清
潔
ケ
ア
の
状
態
を
確
認
して
、必

要
な
清
潔
ケ
ア
が
受
け
られ
る
環
境
を
整
え
る
。な
お
、本

人
の
健
康
状
態
に
応
じて
入
浴
の
安

全
性
とリ
ス
クが
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
こと
か
ら、
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
等
と連

携
して
、本

人
の
状
態
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて

補
助
用
具
や
入
浴
介
助
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

30
 休
養
・睡

眠
の
支
援

31
 口
か
ら
食

事
を
摂
り続

け
る
こと
の
支
援

32
 フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
必

要
な
栄
養
の
確

保
の
支
援

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
-2

食
事
の
支
援

33
 清
潔
を
保

つ
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・排
泄
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
うえ
で
重
要
な
機
能
で
あ
り、
排
泄
の
自
立
を
保
つ
こと
は
、本

人
の
自
尊
心
を
高
め
る
こと
に
も
つ

な
が
る
。一

方
、家

族
等
に
とっ
て
も
排
泄
の
世
話
は
、精

神
的
、身

体
的
に
負
担
が
大
き
い
介
護
とな
る
。

排
泄
上
の
障
害
を
取
り除

き
、排

泄
の
自
立
を
高
め
る
事
が
期
待
され
る
。

・同
時
に
、排

泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの
逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、

異
常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把
握
し、
本
人
が
そ
の
リズ
ム
を
理
解
で
き
る

よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・具
体
的
に
は
、ト
イレ
等
の
排
泄
す
る
環
境
を
整
え
る
とと
も
に
、食

事
や
水
分
を
摂
った
り薬

を
飲
ん
だ
りす
る
タイ
ミン
グ
の
調
整
や
、

日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
・活
動
が
確
保
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、排

泄
補
助
用
具
の
活
用
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
を
助
長
す
る
場
合

も
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、支

援
の
内
容
を
個
別
化
す
る
過
程
で
、本

人
の
強
み
が
生
か
され
る
支
援
方
法

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
前
提
とし
て
ま
ず
は
本
人
の
強
み
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
収
集
が
重
要
とな
る
。

・本
人
か
らの
情
報
収
集
に
も
とづ
き
、本

人
が
強
み
を
発
揮
しや
す
い
環
境
や
状
況
を
捉
え
、生

活
の
中
で
そ
うし
た
環
境
や
状
況
が

整
え
られ
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る

・な
お
、本

人
の
強
み
は
、置

か
れ
た
環
境
に
よ
って
発
揮
され
や
す
い
こと
も
あ
れ
ば
発
揮
しに
くい
場
合
も
あ
る
こと
に
留
意
し、
継
続

的
に
強
み
が
発
揮
され
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
本
人
の
環
境
を
整
え
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
阻
害
され
る
と、
本
人
と家

族
等
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こと
が
難
しく
な
る
。そ
の
結
果
、本

人
が
孤
立
した

り、
本
人
・家
族
等
が
心
身
共
に
強
い
ス
トレ
ス
を
抱
え
た
状
態
に
な
りや
す
い
。ま
た
、本

人
が
心
身
の
不
調
を
感
じて
い
て
も
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
状
況
が
生
じて
、異

常
に
気
づ
くこ
とが
遅
れ
る
。

・本
人
と最

も
身
近
な
家
族
等
を
含
む
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
態
を
観
察
し
て
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
て
い
る

か
を
把
握
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、本

人
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
家
族
等
や
介
護
者
等
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
・ま
た
、家

族
等
や
介
護
者
等
に
対
して
も
、本

人
の
現
在
の
状
況
を
理
解
し、
今
後
の
見
通
しや
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
うえ
で
の

留
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
及
び
連
携
の
体
制
を
整
え
る
。

34
排
泄
状
況

を
確
認
し
て
排

泄
を
続
け
ら
れ

る
こと
を
支
援

36
 コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
の
支

援35
 喜
び
や
楽

し
み
、強

み
を

引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-3
-2

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
支
援

Ⅱ
-3
-1

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援
Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
が
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
る
こと
が
示
され
て
い
る
。ま
た
、十

分
な
休
養
を
取
ら

な
い
と、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
り、
体
重
が
増
え
て
血
圧
が
高
くな
った
りす
る
可
能
性
が
あ
り、
再
入
院
の
リス
クが
高
ま
る
。

・本
人
の
休
養
・睡
眠
の
状
況
及
び
そ
の
変
化
を
把
握
し、
適
宜
、専

門
医
等
と連

携
して
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
られ
る
体
制
を
整

え
る
。

・ま
た
、状

況
に
応
じて
、寝

室
の
明
る
さ・
温
度
や
寝
具
の
状
況
、休

養
・睡
眠
の
タイ
ミン
グ
や
リズ
ム
の
把
握
、同

居
者
の
生
活
リズ

ム
の
把
握
や
休
養
・睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
を
解
決
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。特

に
、み
ず
か
らの
口
を
通
じて
食
事
を
摂
り続

け
られ
る
よ

うに
す
る
こと
は
、食

欲
だ
け
で
な
く本
人
の
心
の
状
態
に
も
影
響
が
大
き
い
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・な
お
、食

事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して
食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

活
習
慣
病
の
起
因
とな
る
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
こと
か
ら、
食
生
活
に
つ
い
て
確
認
して
改
善
を
指
導
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。ま
た
、栄

養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の
食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
疾
病
に
対
す
る
理
解
を
うな
が
す
環
境
を
整
え
、日

常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に

取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。そ
の
際
、食

べ
る
意
欲
を
維
持
し、
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、必

要
以
上
の

制
限
が
行
わ
れ
な
い
よ
うに
留
意
す
る
。

・清
潔
に
対
す
る
意
識
は
、本

人
や
家
族
等
の
生
活
習
慣
や
生
活
歴
、家

族
等
背
景
、住

環
境
、経

済
状
況
に
よ
って
異
な
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
特
徴
や
背
景
、生

活
環
境
や
要
望
を
把
握
して
柔
軟
に
対
応
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。

・清
潔
ケ
ア
の
状
態
を
確
認
して
、必

要
な
清
潔
ケ
ア
が
受
け
られ
る
環
境
を
整
え
る
。な
お
、本

人
の
健
康
状
態
に
応
じて
入
浴
の
安

全
性
とリ
ス
クが
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
こと
か
ら、
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
等
と連

携
して
、本

人
の
状
態
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて

補
助
用
具
や
入
浴
介
助
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

30
休
養
・睡

眠
の
支
援

31
 口
か
ら
食

事
を
摂
り続

け
る
こと
の
支
援

32
 フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
必

要
な
栄
養
の
確

保
の
支
援

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
-2

食
事
の
支
援

33
 清
潔
を
保

つ
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・排
泄
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
うえ
で
重
要
な
機
能
で
あ
り、
排
泄
の
自
立
を
保
つ
こと
は
、本

人
の
自
尊
心
を
高
め
る
こと
に
も
つ

な
が
る
。一

方
、家

族
等
に
とっ
て
も
排
泄
の
世
話
は
、精

神
的
、身

体
的
に
負
担
が
大
き
い
介
護
とな
る
。

排
泄
上
の
障
害
を
取
り除

き
、排

泄
の
自
立
を
高
め
る
事
が
期
待
され
る
。

・同
時
に
、排

泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの
逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、

異
常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把
握
し、
本
人
が
そ
の
リズ
ム
を
理
解
で
き
る

よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・具
体
的
に
は
、ト
イレ
等
の
排
泄
す
る
環
境
を
整
え
る
とと
も
に
、食

事
や
水
分
を
摂
った
り薬

を
飲
ん
だ
りす
る
タイ
ミン
グ
の
調
整
や
、

日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
・活
動
が
確
保
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、排

泄
補
助
用
具
の
活
用
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
を
助
長
す
る
場
合

も
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、支

援
の
内
容
を
個
別
化
す
る
過
程
で
、本

人
の
強
み
が
生
か
され
る
支
援
方
法

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
前
提
とし
て
ま
ず
は
本
人
の
強
み
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
収
集
が
重
要
とな
る
。

・本
人
か
らの
情
報
収
集
に
も
とづ
き
、本

人
が
強
み
を
発
揮
しや
す
い
環
境
や
状
況
を
捉
え
、生

活
の
中
で
そ
うし
た
環
境
や
状
況
が

整
え
られ
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る

・な
お
、本

人
の
強
み
は
、置

か
れ
た
環
境
に
よ
って
発
揮
され
や
す
い
こと
も
あ
れ
ば
発
揮
しに
くい
場
合
も
あ
る
こと
に
留
意
し、
継
続

的
に
強
み
が
発
揮
され
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
本
人
の
環
境
を
整
え
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
阻
害
され
る
と、
本
人
と家

族
等
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こと
が
難
しく
な
る
。そ
の
結
果
、本

人
が
孤
立
した

り、
本
人
・家
族
等
が
心
身
共
に
強
い
ス
トレ
ス
を
抱
え
た
状
態
に
な
りや
す
い
。ま
た
、本

人
が
心
身
の
不
調
を
感
じて
い
て
も
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
状
況
が
生
じて
、異

常
に
気
づ
くこ
とが
遅
れ
る
。

・本
人
と最

も
身
近
な
家
族
等
を
含
む
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
態
を
観
察
し
て
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
て
い
る

か
を
把
握
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、本

人
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
家
族
等
や
介
護
者
等
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
・ま
た
、家

族
等
や
介
護
者
等
に
対
して
も
、本

人
の
現
在
の
状
況
を
理
解
し、
今
後
の
見
通
しや
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
うえ
で
の

留
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
及
び
連
携
の
体
制
を
整
え
る
。

34
排
泄
状
況

を
確
認
し
て
排

泄
を
続
け
ら
れ

る
こと
を
支
援

36
 コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
の
支

援35
 喜
び
や
楽

し
み
、強

み
を

引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-3
-2

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
支
援

Ⅱ
-3
-1

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援
Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

88

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
が
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
る
こと
が
示
され
て
い
る
。ま
た
、十

分
な
休
養
を
取
ら

な
い
と、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
り、
体
重
が
増
え
て
血
圧
が
高
くな
った
りす
る
可
能
性
が
あ
り、
再
入
院
の
リス
クが
高
ま
る
。

・本
人
の
休
養
・睡
眠
の
状
況
及
び
そ
の
変
化
を
把
握
し、
適
宜
、専

門
医
等
と連

携
して
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
られ
る
体
制
を
整

え
る
。

・ま
た
、状

況
に
応
じて
、寝

室
の
明
る
さ・
温
度
や
寝
具
の
状
況
、休

養
・睡
眠
の
タイ
ミン
グ
や
リズ
ム
の
把
握
、同

居
者
の
生
活
リズ

ム
の
把
握
や
休
養
・睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
を
解
決
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。特

に
、み
ず
か
らの
口
を
通
じて
食
事
を
摂
り続

け
られ
る
よ

うに
す
る
こと
は
、食

欲
だ
け
で
な
く本
人
の
心
の
状
態
に
も
影
響
が
大
き
い
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・な
お
、食

事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して
食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

活
習
慣
病
の
起
因
とな
る
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
こと
か
ら、
食
生
活
に
つ
い
て
確
認
して
改
善
を
指
導
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。ま
た
、栄

養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の
食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
疾
病
に
対
す
る
理
解
を
うな
が
す
環
境
を
整
え
、日

常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に

取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。そ
の
際
、食

べ
る
意
欲
を
維
持
し、
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、必

要
以
上
の

制
限
が
行
わ
れ
な
い
よ
うに
留
意
す
る
。

・清
潔
に
対
す
る
意
識
は
、本

人
や
家
族
等
の
生
活
習
慣
や
生
活
歴
、家

族
等
背
景
、住

環
境
、経

済
状
況
に
よ
って
異
な
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
特
徴
や
背
景
、生

活
環
境
や
要
望
を
把
握
して
柔
軟
に
対
応
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。

・清
潔
ケ
ア
の
状
態
を
確
認
して
、必

要
な
清
潔
ケ
ア
が
受
け
られ
る
環
境
を
整
え
る
。な
お
、本

人
の
健
康
状
態
に
応
じて
入
浴
の
安

全
性
とリ
ス
クが
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
こと
か
ら、
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
等
と連

携
して
、本

人
の
状
態
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて

補
助
用
具
や
入
浴
介
助
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

30
 休
養
・睡

眠
の
支
援

31
 口
か
ら
食

事
を
摂
り続

け
る
こと
の
支
援

32
 フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
必

要
な
栄
養
の
確

保
の
支
援

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
-2

食
事
の
支
援

33
 清
潔
を
保

つ
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・排
泄
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
うえ
で
重
要
な
機
能
で
あ
り、
排
泄
の
自
立
を
保
つ
こと
は
、本

人
の
自
尊
心
を
高
め
る
こと
に
も
つ

な
が
る
。一

方
、家

族
等
に
とっ
て
も
排
泄
の
世
話
は
、精

神
的
、身

体
的
に
負
担
が
大
き
い
介
護
とな
る
。

排
泄
上
の
障
害
を
取
り除

き
、排

泄
の
自
立
を
高
め
る
事
が
期
待
され
る
。

・同
時
に
、排

泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの
逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、

異
常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把
握
し、
本
人
が
そ
の
リズ
ム
を
理
解
で
き
る

よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・具
体
的
に
は
、ト
イレ
等
の
排
泄
す
る
環
境
を
整
え
る
とと
も
に
、食

事
や
水
分
を
摂
った
り薬

を
飲
ん
だ
りす
る
タイ
ミン
グ
の
調
整
や
、

日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
・活
動
が
確
保
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、排

泄
補
助
用
具
の
活
用
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
を
助
長
す
る
場
合

も
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、支

援
の
内
容
を
個
別
化
す
る
過
程
で
、本

人
の
強
み
が
生
か
され
る
支
援
方
法

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
前
提
とし
て
ま
ず
は
本
人
の
強
み
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
収
集
が
重
要
とな
る
。

・本
人
か
らの
情
報
収
集
に
も
とづ
き
、本

人
が
強
み
を
発
揮
しや
す
い
環
境
や
状
況
を
捉
え
、生

活
の
中
で
そ
うし
た
環
境
や
状
況
が

整
え
られ
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る

・な
お
、本

人
の
強
み
は
、置

か
れ
た
環
境
に
よ
って
発
揮
され
や
す
い
こと
も
あ
れ
ば
発
揮
しに
くい
場
合
も
あ
る
こと
に
留
意
し、
継
続

的
に
強
み
が
発
揮
され
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
本
人
の
環
境
を
整
え
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
阻
害
され
る
と、
本
人
と家

族
等
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こと
が
難
しく
な
る
。そ
の
結
果
、本

人
が
孤
立
した

り、
本
人
・家
族
等
が
心
身
共
に
強
い
ス
トレ
ス
を
抱
え
た
状
態
に
な
りや
す
い
。ま
た
、本

人
が
心
身
の
不
調
を
感
じて
い
て
も
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
状
況
が
生
じて
、異

常
に
気
づ
くこ
とが
遅
れ
る
。

・本
人
と最

も
身
近
な
家
族
等
を
含
む
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
態
を
観
察
し
て
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
て
い
る

か
を
把
握
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、本

人
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
家
族
等
や
介
護
者
等
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
・ま
た
、家

族
等
や
介
護
者
等
に
対
して
も
、本

人
の
現
在
の
状
況
を
理
解
し、
今
後
の
見
通
しや
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
うえ
で
の

留
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
及
び
連
携
の
体
制
を
整
え
る
。

34
排
泄
状
況

を
確
認
し
て
排

泄
を
続
け
ら
れ

る
こと
を
支
援

36
 コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
の
支

援35
 喜
び
や
楽

し
み
、強

み
を

引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-3
-2

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
支
援

Ⅱ
-3
-1

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援
Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
が
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
る
こと
が
示
され
て
い
る
。ま
た
、十

分
な
休
養
を
取
ら

な
い
と、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
り、
体
重
が
増
え
て
血
圧
が
高
くな
った
りす
る
可
能
性
が
あ
り、
再
入
院
の
リス
クが
高
ま
る
。

・本
人
の
休
養
・睡
眠
の
状
況
及
び
そ
の
変
化
を
把
握
し、
適
宜
、専

門
医
等
と連

携
して
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
られ
る
体
制
を
整

え
る
。

・ま
た
、状

況
に
応
じて
、寝

室
の
明
る
さ・
温
度
や
寝
具
の
状
況
、休

養
・睡
眠
の
タイ
ミン
グ
や
リズ
ム
の
把
握
、同

居
者
の
生
活
リズ

ム
の
把
握
や
休
養
・睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因
を
解
決
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

・食
欲
の
有
無
は
身
体
の
健
康
や
心
の
状
態
を
図
る
うえ
で
重
要
で
あ
る
。特

に
、み
ず
か
らの
口
を
通
じて
食
事
を
摂
り続

け
られ
る
よ

うに
す
る
こと
は
、食

欲
だ
け
で
な
く本
人
の
心
の
状
態
に
も
影
響
が
大
き
い
。

・体
重
の
増
減
や
BM
I値
を
使
って
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、食

欲
の
有
無
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
等
に
確
認

し、
食
欲
が
な
い
場
合
に
は
、行

動
や
体
調
の
変
化
の
有
無
や
、気

に
な
る
エ
ピソ
ー
ドを
把
握
す
る
等
して
状
況
を
把
握
し、
関
連
す

る
他
職
種
と共

有
す
る
。

・な
お
、食

事
の
内
容
だ
け
で
な
く、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
食
べ
や
す
い
食
形
態
や
食
事
を
摂
る
環
境
を
整
備
す
る
とと
も
に
、本

人
の
好
み
等
も
考
慮
して
食
欲
を
高
め
る
工
夫
に
も
配
慮
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

活
習
慣
病
の
起
因
とな
る
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
こと
か
ら、
食
生
活
に
つ
い
て
確
認
して
改
善
を
指
導
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。ま
た
、栄

養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の
食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
や
家
族
等
の
疾
病
に
対
す
る
理
解
を
うな
が
す
環
境
を
整
え
、日

常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に

取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。そ
の
際
、食

べ
る
意
欲
を
維
持
し、
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、必

要
以
上
の

制
限
が
行
わ
れ
な
い
よ
うに
留
意
す
る
。

・清
潔
に
対
す
る
意
識
は
、本

人
や
家
族
等
の
生
活
習
慣
や
生
活
歴
、家

族
等
背
景
、住

環
境
、経

済
状
況
に
よ
って
異
な
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
特
徴
や
背
景
、生

活
環
境
や
要
望
を
把
握
して
柔
軟
に
対
応
す
る
こと
が
必
要
とな
る
。

・清
潔
ケ
ア
の
状
態
を
確
認
して
、必

要
な
清
潔
ケ
ア
が
受
け
られ
る
環
境
を
整
え
る
。な
お
、本

人
の
健
康
状
態
に
応
じて
入
浴
の
安

全
性
とリ
ス
クが
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
こと
か
ら、
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
等
と連

携
して
、本

人
の
状
態
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて

補
助
用
具
や
入
浴
介
助
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

30
休
養
・睡

眠
の
支
援

31
 口
か
ら
食

事
を
摂
り続

け
る
こと
の
支
援

32
 フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
必

要
な
栄
養
の
確

保
の
支
援

Ⅱ
-2
-1

生
活
リズ
ム
を
整
え

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
-2

食
事
の
支
援

33
 清
潔
を
保

つ
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・排
泄
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
うえ
で
重
要
な
機
能
で
あ
り、
排
泄
の
自
立
を
保
つ
こと
は
、本

人
の
自
尊
心
を
高
め
る
こと
に
も
つ

な
が
る
。一

方
、家

族
等
に
とっ
て
も
排
泄
の
世
話
は
、精

神
的
、身

体
的
に
負
担
が
大
き
い
介
護
とな
る
。

排
泄
上
の
障
害
を
取
り除

き
、排

泄
の
自
立
を
高
め
る
事
が
期
待
され
る
。

・同
時
に
、排

泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの
逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、

異
常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把
握
し、
本
人
が
そ
の
リズ
ム
を
理
解
で
き
る

よ
う支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・具
体
的
に
は
、ト
イレ
等
の
排
泄
す
る
環
境
を
整
え
る
とと
も
に
、食

事
や
水
分
を
摂
った
り薬

を
飲
ん
だ
りす
る
タイ
ミン
グ
の
調
整
や
、

日
常
生
活
の
中
で
の
適
度
な
運
動
・活
動
が
確
保
され
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、排

泄
補
助
用
具
の
活
用
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、本

人
の
不
快
感
を
助
長
す
る
場
合

も
あ
る
こと
に
留
意
す
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
した
生
活
を
実
現
す
る
に
は
、支

援
の
内
容
を
個
別
化
す
る
過
程
で
、本

人
の
強
み
が
生
か
され
る
支
援
方
法

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
前
提
とし
て
ま
ず
は
本
人
の
強
み
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
収
集
が
重
要
とな
る
。

・本
人
か
らの
情
報
収
集
に
も
とづ
き
、本

人
が
強
み
を
発
揮
しや
す
い
環
境
や
状
況
を
捉
え
、生

活
の
中
で
そ
うし
た
環
境
や
状
況
が

整
え
られ
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る

・な
お
、本

人
の
強
み
は
、置

か
れ
た
環
境
に
よ
って
発
揮
され
や
す
い
こと
も
あ
れ
ば
発
揮
しに
くい
場
合
も
あ
る
こと
に
留
意
し、
継
続

的
に
強
み
が
発
揮
され
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
本
人
の
環
境
を
整
え
る
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
阻
害
され
る
と、
本
人
と家

族
等
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こと
が
難
しく
な
る
。そ
の
結
果
、本

人
が
孤
立
した

り、
本
人
・家
族
等
が
心
身
共
に
強
い
ス
トレ
ス
を
抱
え
た
状
態
に
な
りや
す
い
。ま
た
、本

人
が
心
身
の
不
調
を
感
じて
い
て
も
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
状
況
が
生
じて
、異

常
に
気
づ
くこ
とが
遅
れ
る
。

・本
人
と最

も
身
近
な
家
族
等
を
含
む
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
態
を
観
察
し
て
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
て
い
る

か
を
把
握
す
る
。

・そ
の
うえ
で
、本

人
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
の
多
い
家
族
等
や
介
護
者
等
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
こと
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
・ま
た
、家

族
等
や
介
護
者
等
に
対
して
も
、本

人
の
現
在
の
状
況
を
理
解
し、
今
後
の
見
通
しや
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
うえ
で
の

留
意
点
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
及
び
連
携
の
体
制
を
整
え
る
。

34
 排
泄
状
況

を
確
認
し
て
排

泄
を
続
け
ら
れ

る
こと
を
支
援

36
 コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
の
支

援35
 喜
び
や
楽

し
み
、強

み
を

引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-3
-2

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
支
援

Ⅱ
-3
-1

喜
び
や
楽
し
み
、強

み
を
引
き
出
し
高
め

る
支
援

Ⅱ
-2
-3

暮
ら
し
や
す
い
環
境

の
保
持
、入

浴
や
排

泄
の
支
援

Ⅱ
-2
日
常

的
な
生
活

の
継
続
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援
Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援
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基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
関
わ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り本

人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大
切
で
あ

り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、地

域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持

す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
の
認
識
や
状
況
を
把
握
す
る
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
ス
トレ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、必

要
に
応
じて
日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて
い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う、
他
職
種
等
との
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
フレ
イル
の
進
行
を
出
来
る
だ
け
予
防
す
る
た
め
に
は
、疾

患
に
関
わ
る
留
意
点
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、日

常
の
活
動
量
の
低
下

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
等
か
らの
療
養
上
の
留
意
点
と、
本
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
の
活
動
範
囲
を
把
握
した
うえ
で
、活

動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
課
題
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐた
め
、本

人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活
動
環
境
と具

体
的
な
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価

値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、認

知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ
つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す
る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、本

人
に
とっ
て
の
快
・不
快
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
を
通
じて
交
流
して
い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の
状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心

理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、本

人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し、
本
人
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
や
連
携
体
制
の
構
築
と、
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
行
う。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
介
護
者
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
し、
家
族
介
護
者
自
身
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、家

族
等
に
対
す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに

す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
に
な
る

・家
族
介
護
者
が
感
じる
不
安
を
緩
和
で
き
る
よ
う、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）
を
提
供
す
る

・ま
た
、家

族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生
活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さ

くで
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
を
行
う。

Ⅱ
-3
-3

家
庭
内
で
の
役
割

を
整
え
る
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

40
 家
族
等
の

生
活
を
支
え
る

支
援
及
び
連

携
の
体
制
の
整

備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

37
 本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
-4

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役

割
を
整
え
る
こと
の

支
援

38
 持
って
い
る

機
能
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の

整
備

39
 本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援 Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、本

人
を
中

心
に
家
族
等
とと
も
に
行
わ
れ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うま
ず
は
本
人
の
意
向
を
把
握
す
る
が
、介

護
に
関
わ

る
意
思
決
定
に
は
本
人
自
身
に
加
え
て
家
族
等
が
か
か
わ
って
行
わ
れ
る
こと
を
考
慮
し、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
）
の
意
向
を
把
握
す
る
。

・本
人
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、将

来
に
わ
た
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
活
用
可
能
な
地
域
資

源
が
存
在
す
る
こと
、ま
た
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交
友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す

とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理
解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、家

族
等
あ
る
い
は
専
門
職
に
よ
る
支
援
（
フォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビス
）
だ
け
で
支
援
を
継
続
す
る
の
は
資
源
が

不
足
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トも
交
え
た
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。特

に
、イ
ン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トが

提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
こと
は
、本

人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
を
尊
重
し、
尊
厳
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
観
点
か
らも
重
要
で

あ
る
。

・家
族
等
に
加
え
て
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トを
提
供
す
る
人
な
ど、
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、多

様
な
専
門
職
以
外
の
人
が
支
援
に
関

わ
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
に
は
、本

人
の
生
活
を
支
え
る
人
が
ケ
ア
に
継
続
して
関
わ
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ

る
。レ
ス
パ
イト
だ
け
で
な
く、
情
報
の
支
援
、情

緒
面
で
の
支
援
な
どの
相
談
援
助
も
併
せ
て
提
供
し、
家
族
等
や
介
護
者
等
の
負
担

感
や
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
を
は
じめ
本
人
の
支
援
に
関
わ
る
人
に
対
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
、不

安
や
課
題
を
聞
く

相
談
援
助
等
の
支
援
が
提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
。

41
 将
来
に
わ

た
り生

活
を
継

続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援 42
本
人
や
家

族
等
に
か
か
わ

る
理
解
者
を
増

や
す
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
-2

家
族
等
の
理
解
者

を
増
や
す
支
援

Ⅲ
-2
ケ
ア

に
参
画
す

る
ひ
とへ
の

支
援

43
 本
人
を
取

り巻
く支
援
体

制
の
整
備

Ⅲ
-2
-2
同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ

とへ
の
支
援

44
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す

る
ひ
とへ
の
支

援

Ⅲ
-2
-1

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
関
わ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り本

人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大
切
で
あ

り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、地

域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持

す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
の
認
識
や
状
況
を
把
握
す
る
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
ス
トレ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、必

要
に
応
じて
日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて
い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う、
他
職
種
等
との
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
フレ
イル
の
進
行
を
出
来
る
だ
け
予
防
す
る
た
め
に
は
、疾

患
に
関
わ
る
留
意
点
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、日

常
の
活
動
量
の
低
下

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
等
か
らの
療
養
上
の
留
意
点
と、
本
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
の
活
動
範
囲
を
把
握
した
うえ
で
、活

動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
課
題
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐた
め
、本

人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活
動
環
境
と具

体
的
な
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価

値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、認

知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ
つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す
る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、本

人
に
とっ
て
の
快
・不
快
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
を
通
じて
交
流
して
い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の
状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心

理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、本

人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し、
本
人
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
や
連
携
体
制
の
構
築
と、
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
行
う。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
介
護
者
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
し、
家
族
介
護
者
自
身
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、家

族
等
に
対
す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに

す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
に
な
る

・家
族
介
護
者
が
感
じる
不
安
を
緩
和
で
き
る
よ
う、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）
を
提
供
す
る

・ま
た
、家

族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生
活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さ

くで
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
を
行
う。

Ⅱ
-3
-3

家
庭
内
で
の
役
割

を
整
え
る
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

40
家
族
等
の

生
活
を
支
え
る

支
援
及
び
連

携
の
体
制
の
整

備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

37
本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
-4

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役

割
を
整
え
る
こと
の

支
援

38
 持
って
い
る

機
能
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の

整
備

39
本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援 Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、本

人
を
中

心
に
家
族
等
とと
も
に
行
わ
れ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うま
ず
は
本
人
の
意
向
を
把
握
す
る
が
、介

護
に
関
わ

る
意
思
決
定
に
は
本
人
自
身
に
加
え
て
家
族
等
が
か
か
わ
って
行
わ
れ
る
こと
を
考
慮
し、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
）
の
意
向
を
把
握
す
る
。

・本
人
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、将

来
に
わ
た
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
活
用
可
能
な
地
域
資

源
が
存
在
す
る
こと
、ま
た
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交
友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す

とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理
解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、家

族
等
あ
る
い
は
専
門
職
に
よ
る
支
援
（
フォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビス
）
だ
け
で
支
援
を
継
続
す
る
の
は
資
源
が

不
足
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トも
交
え
た
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。特

に
、イ
ン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トが

提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
こと
は
、本

人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
を
尊
重
し、
尊
厳
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
観
点
か
らも
重
要
で

あ
る
。

・家
族
等
に
加
え
て
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トを
提
供
す
る
人
な
ど、
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、多

様
な
専
門
職
以
外
の
人
が
支
援
に
関

わ
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
に
は
、本

人
の
生
活
を
支
え
る
人
が
ケ
ア
に
継
続
して
関
わ
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ

る
。レ
ス
パ
イト
だ
け
で
な
く、
情
報
の
支
援
、情

緒
面
で
の
支
援
な
どの
相
談
援
助
も
併
せ
て
提
供
し、
家
族
等
や
介
護
者
等
の
負
担

感
や
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
を
は
じめ
本
人
の
支
援
に
関
わ
る
人
に
対
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
、不

安
や
課
題
を
聞
く

相
談
援
助
等
の
支
援
が
提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
。

41
 将
来
に
わ

た
り生

活
を
継

続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援 42
 本
人
や
家

族
等
に
か
か
わ

る
理
解
者
を
増

や
す
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
-2

家
族
等
の
理
解
者

を
増
や
す
支
援

Ⅲ
-2
ケ
ア

に
参
画
す

る
ひ
とへ
の

支
援

43
 本
人
を
取

り巻
く支
援
体

制
の
整
備

Ⅲ
-2
-2
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ

とへ
の
支
援

44
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す

る
ひ
とへ
の
支

援

Ⅲ
-2
-1

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

90

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
関
わ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り本

人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大
切
で
あ

り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、地

域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持

す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
の
認
識
や
状
況
を
把
握
す
る
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
ス
トレ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、必

要
に
応
じて
日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて
い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う、
他
職
種
等
との
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
フレ
イル
の
進
行
を
出
来
る
だ
け
予
防
す
る
た
め
に
は
、疾

患
に
関
わ
る
留
意
点
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、日

常
の
活
動
量
の
低
下

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
等
か
らの
療
養
上
の
留
意
点
と、
本
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
の
活
動
範
囲
を
把
握
した
うえ
で
、活

動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
課
題
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐた
め
、本

人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活
動
環
境
と具

体
的
な
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価

値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、認

知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ
つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す
る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、本

人
に
とっ
て
の
快
・不
快
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
を
通
じて
交
流
して
い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の
状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心

理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、本

人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し、
本
人
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
や
連
携
体
制
の
構
築
と、
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
行
う。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
介
護
者
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
し、
家
族
介
護
者
自
身
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、家

族
等
に
対
す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに

す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
に
な
る

・家
族
介
護
者
が
感
じる
不
安
を
緩
和
で
き
る
よ
う、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）
を
提
供
す
る

・ま
た
、家

族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生
活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さ

くで
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
を
行
う。

Ⅱ
-3
-3

家
庭
内
で
の
役
割

を
整
え
る
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

40
 家
族
等
の

生
活
を
支
え
る

支
援
及
び
連

携
の
体
制
の
整

備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

37
 本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
-4

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役

割
を
整
え
る
こと
の

支
援

38
 持
って
い
る

機
能
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の

整
備

39
 本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援 Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、本

人
を
中

心
に
家
族
等
とと
も
に
行
わ
れ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うま
ず
は
本
人
の
意
向
を
把
握
す
る
が
、介

護
に
関
わ

る
意
思
決
定
に
は
本
人
自
身
に
加
え
て
家
族
等
が
か
か
わ
って
行
わ
れ
る
こと
を
考
慮
し、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
）
の
意
向
を
把
握
す
る
。

・本
人
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、将

来
に
わ
た
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
活
用
可
能
な
地
域
資

源
が
存
在
す
る
こと
、ま
た
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交
友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す

とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理
解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、家

族
等
あ
る
い
は
専
門
職
に
よ
る
支
援
（
フォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビス
）
だ
け
で
支
援
を
継
続
す
る
の
は
資
源
が

不
足
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トも
交
え
た
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。特

に
、イ
ン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トが

提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
こと
は
、本

人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
を
尊
重
し、
尊
厳
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
観
点
か
らも
重
要
で

あ
る
。

・家
族
等
に
加
え
て
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トを
提
供
す
る
人
な
ど、
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、多

様
な
専
門
職
以
外
の
人
が
支
援
に
関

わ
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
に
は
、本

人
の
生
活
を
支
え
る
人
が
ケ
ア
に
継
続
して
関
わ
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ

る
。レ
ス
パ
イト
だ
け
で
な
く、
情
報
の
支
援
、情

緒
面
で
の
支
援
な
どの
相
談
援
助
も
併
せ
て
提
供
し、
家
族
等
や
介
護
者
等
の
負
担

感
や
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
を
は
じめ
本
人
の
支
援
に
関
わ
る
人
に
対
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
、不

安
や
課
題
を
聞
く

相
談
援
助
等
の
支
援
が
提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
。

41
 将
来
に
わ

た
り生

活
を
継

続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援 42
本
人
や
家

族
等
に
か
か
わ

る
理
解
者
を
増

や
す
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
-2

家
族
等
の
理
解
者

を
増
や
す
支
援

Ⅲ
-2
ケ
ア

に
参
画
す

る
ひ
とへ
の

支
援

43
 本
人
を
取

り巻
く支
援
体

制
の
整
備

Ⅲ
-2
-2
同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ

とへ
の
支
援

44
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す

る
ひ
とへ
の
支

援

Ⅲ
-2
-1

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
関
わ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り本

人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大
切
で
あ

り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、地

域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持

す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
の
認
識
や
状
況
を
把
握
す
る
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
ス
トレ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、必

要
に
応
じて
日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて
い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う、
他
職
種
等
との
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
フレ
イル
の
進
行
を
出
来
る
だ
け
予
防
す
る
た
め
に
は
、疾

患
に
関
わ
る
留
意
点
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、日

常
の
活
動
量
の
低
下

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
等
か
らの
療
養
上
の
留
意
点
と、
本
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
の
活
動
範
囲
を
把
握
した
うえ
で
、活

動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
課
題
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐた
め
、本

人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活
動
環
境
と具

体
的
な
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価

値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、認

知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ
つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す
る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、本

人
に
とっ
て
の
快
・不
快
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
を
通
じて
交
流
して
い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の
状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心

理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、本

人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し、
本
人
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
や
連
携
体
制
の
構
築
と、
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
行
う。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
介
護
者
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
し、
家
族
介
護
者
自
身
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、家

族
等
に
対
す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに

す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
に
な
る

・家
族
介
護
者
が
感
じる
不
安
を
緩
和
で
き
る
よ
う、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）
を
提
供
す
る

・ま
た
、家

族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生
活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さ

くで
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
を
行
う。

Ⅱ
-3
-3

家
庭
内
で
の
役
割

を
整
え
る
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

40
家
族
等
の

生
活
を
支
え
る

支
援
及
び
連

携
の
体
制
の
整

備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

37
本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
-4

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役

割
を
整
え
る
こと
の

支
援

38
 持
って
い
る

機
能
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の

整
備

39
本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援 Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、本

人
を
中

心
に
家
族
等
とと
も
に
行
わ
れ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うま
ず
は
本
人
の
意
向
を
把
握
す
る
が
、介

護
に
関
わ

る
意
思
決
定
に
は
本
人
自
身
に
加
え
て
家
族
等
が
か
か
わ
って
行
わ
れ
る
こと
を
考
慮
し、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
）
の
意
向
を
把
握
す
る
。

・本
人
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、将

来
に
わ
た
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
活
用
可
能
な
地
域
資

源
が
存
在
す
る
こと
、ま
た
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交
友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す

とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理
解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、家

族
等
あ
る
い
は
専
門
職
に
よ
る
支
援
（
フォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビス
）
だ
け
で
支
援
を
継
続
す
る
の
は
資
源
が

不
足
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トも
交
え
た
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。特

に
、イ
ン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トが

提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
こと
は
、本

人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
を
尊
重
し、
尊
厳
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
観
点
か
らも
重
要
で

あ
る
。

・家
族
等
に
加
え
て
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トを
提
供
す
る
人
な
ど、
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、多

様
な
専
門
職
以
外
の
人
が
支
援
に
関

わ
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
に
は
、本

人
の
生
活
を
支
え
る
人
が
ケ
ア
に
継
続
して
関
わ
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ

る
。レ
ス
パ
イト
だ
け
で
な
く、
情
報
の
支
援
、情

緒
面
で
の
支
援
な
どの
相
談
援
助
も
併
せ
て
提
供
し、
家
族
等
や
介
護
者
等
の
負
担

感
や
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
を
は
じめ
本
人
の
支
援
に
関
わ
る
人
に
対
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
、不

安
や
課
題
を
聞
く

相
談
援
助
等
の
支
援
が
提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
。

41
 将
来
に
わ

た
り生

活
を
継

続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援 42
 本
人
や
家

族
等
に
か
か
わ

る
理
解
者
を
増

や
す
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
-2

家
族
等
の
理
解
者

を
増
や
す
支
援

Ⅲ
-2
ケ
ア

に
参
画
す

る
ひ
とへ
の

支
援

43
 本
人
を
取

り巻
く支
援
体

制
の
整
備

Ⅲ
-2
-2
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ

とへ
の
支
援

44
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す

る
ひ
とへ
の
支

援

Ⅲ
-2
-1

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

9190



基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
関
わ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り本

人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大
切
で
あ

り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、地

域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持

す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
の
認
識
や
状
況
を
把
握
す
る
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
ス
トレ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、必

要
に
応
じて
日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて
い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う、
他
職
種
等
との
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
フレ
イル
の
進
行
を
出
来
る
だ
け
予
防
す
る
た
め
に
は
、疾

患
に
関
わ
る
留
意
点
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、日

常
の
活
動
量
の
低
下

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
等
か
らの
療
養
上
の
留
意
点
と、
本
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
の
活
動
範
囲
を
把
握
した
うえ
で
、活

動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
課
題
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐた
め
、本

人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活
動
環
境
と具

体
的
な
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価

値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、認

知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ
つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す
る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、本

人
に
とっ
て
の
快
・不
快
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
を
通
じて
交
流
して
い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の
状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心

理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、本

人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し、
本
人
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
や
連
携
体
制
の
構
築
と、
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
行
う。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
介
護
者
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
し、
家
族
介
護
者
自
身
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、家

族
等
に
対
す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに

す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
に
な
る

・家
族
介
護
者
が
感
じる
不
安
を
緩
和
で
き
る
よ
う、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）
を
提
供
す
る

・ま
た
、家

族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生
活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さ

くで
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
を
行
う。

Ⅱ
-3
-3

家
庭
内
で
の
役
割

を
整
え
る
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

40
 家
族
等
の

生
活
を
支
え
る

支
援
及
び
連

携
の
体
制
の
整

備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

37
 本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
-4

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役

割
を
整
え
る
こと
の

支
援

38
 持
って
い
る

機
能
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の

整
備

39
 本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援 Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、本

人
を
中

心
に
家
族
等
とと
も
に
行
わ
れ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うま
ず
は
本
人
の
意
向
を
把
握
す
る
が
、介

護
に
関
わ

る
意
思
決
定
に
は
本
人
自
身
に
加
え
て
家
族
等
が
か
か
わ
って
行
わ
れ
る
こと
を
考
慮
し、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
）
の
意
向
を
把
握
す
る
。

・本
人
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、将

来
に
わ
た
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
活
用
可
能
な
地
域
資

源
が
存
在
す
る
こと
、ま
た
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交
友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す

とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理
解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、家

族
等
あ
る
い
は
専
門
職
に
よ
る
支
援
（
フォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビス
）
だ
け
で
支
援
を
継
続
す
る
の
は
資
源
が

不
足
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トも
交
え
た
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。特

に
、イ
ン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トが

提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
こと
は
、本

人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
を
尊
重
し、
尊
厳
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
観
点
か
らも
重
要
で

あ
る
。

・家
族
等
に
加
え
て
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トを
提
供
す
る
人
な
ど、
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、多

様
な
専
門
職
以
外
の
人
が
支
援
に
関

わ
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
に
は
、本

人
の
生
活
を
支
え
る
人
が
ケ
ア
に
継
続
して
関
わ
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ

る
。レ
ス
パ
イト
だ
け
で
な
く、
情
報
の
支
援
、情

緒
面
で
の
支
援
な
どの
相
談
援
助
も
併
せ
て
提
供
し、
家
族
等
や
介
護
者
等
の
負
担

感
や
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
を
は
じめ
本
人
の
支
援
に
関
わ
る
人
に
対
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
、不

安
や
課
題
を
聞
く

相
談
援
助
等
の
支
援
が
提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
。

41
 将
来
に
わ

た
り生

活
を
継

続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援 42
本
人
や
家

族
等
に
か
か
わ

る
理
解
者
を
増

や
す
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
-2

家
族
等
の
理
解
者

を
増
や
す
支
援

Ⅲ
-2
ケ
ア

に
参
画
す

る
ひ
とへ
の

支
援

43
 本
人
を
取

り巻
く支
援
体

制
の
整
備

Ⅲ
-2
-2
同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ

とへ
の
支
援

44
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す

る
ひ
とへ
の
支

援

Ⅲ
-2
-1

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
関
わ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り本

人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大
切
で
あ

り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、地

域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持

す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
の
認
識
や
状
況
を
把
握
す
る
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
ス
トレ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、必

要
に
応
じて
日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて
い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う、
他
職
種
等
との
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
フレ
イル
の
進
行
を
出
来
る
だ
け
予
防
す
る
た
め
に
は
、疾

患
に
関
わ
る
留
意
点
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、日

常
の
活
動
量
の
低
下

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
等
か
らの
療
養
上
の
留
意
点
と、
本
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
の
活
動
範
囲
を
把
握
した
うえ
で
、活

動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
課
題
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐた
め
、本

人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活
動
環
境
と具

体
的
な
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価

値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、認

知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ
つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す
る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、本

人
に
とっ
て
の
快
・不
快
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
を
通
じて
交
流
して
い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の
状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心

理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、本

人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し、
本
人
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
や
連
携
体
制
の
構
築
と、
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
行
う。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
介
護
者
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
し、
家
族
介
護
者
自
身
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、家

族
等
に
対
す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに

す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
に
な
る

・家
族
介
護
者
が
感
じる
不
安
を
緩
和
で
き
る
よ
う、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）
を
提
供
す
る

・ま
た
、家

族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生
活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さ

くで
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
を
行
う。

Ⅱ
-3
-3

家
庭
内
で
の
役
割

を
整
え
る
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

40
家
族
等
の

生
活
を
支
え
る

支
援
及
び
連

携
の
体
制
の
整

備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

37
本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
-4

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役

割
を
整
え
る
こと
の

支
援

38
 持
って
い
る

機
能
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の

整
備

39
本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援 Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、本

人
を
中

心
に
家
族
等
とと
も
に
行
わ
れ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うま
ず
は
本
人
の
意
向
を
把
握
す
る
が
、介

護
に
関
わ

る
意
思
決
定
に
は
本
人
自
身
に
加
え
て
家
族
等
が
か
か
わ
って
行
わ
れ
る
こと
を
考
慮
し、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
）
の
意
向
を
把
握
す
る
。

・本
人
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、将

来
に
わ
た
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
活
用
可
能
な
地
域
資

源
が
存
在
す
る
こと
、ま
た
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交
友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す

とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理
解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、家

族
等
あ
る
い
は
専
門
職
に
よ
る
支
援
（
フォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビス
）
だ
け
で
支
援
を
継
続
す
る
の
は
資
源
が

不
足
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トも
交
え
た
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。特

に
、イ
ン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トが

提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
こと
は
、本

人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
を
尊
重
し、
尊
厳
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
観
点
か
らも
重
要
で

あ
る
。

・家
族
等
に
加
え
て
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トを
提
供
す
る
人
な
ど、
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、多

様
な
専
門
職
以
外
の
人
が
支
援
に
関

わ
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
に
は
、本

人
の
生
活
を
支
え
る
人
が
ケ
ア
に
継
続
して
関
わ
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ

る
。レ
ス
パ
イト
だ
け
で
な
く、
情
報
の
支
援
、情

緒
面
で
の
支
援
な
どの
相
談
援
助
も
併
せ
て
提
供
し、
家
族
等
や
介
護
者
等
の
負
担

感
や
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
を
は
じめ
本
人
の
支
援
に
関
わ
る
人
に
対
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
、不

安
や
課
題
を
聞
く

相
談
援
助
等
の
支
援
が
提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
。

41
 将
来
に
わ

た
り生

活
を
継

続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援 42
 本
人
や
家

族
等
に
か
か
わ

る
理
解
者
を
増

や
す
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
-2

家
族
等
の
理
解
者

を
増
や
す
支
援

Ⅲ
-2
ケ
ア

に
参
画
す

る
ひ
とへ
の

支
援

43
 本
人
を
取

り巻
く支
援
体

制
の
整
備

Ⅲ
-2
-2
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ

とへ
の
支
援

44
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す

る
ひ
とへ
の
支

援

Ⅲ
-2
-1

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

90

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
関
わ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り本

人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大
切
で
あ

り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、地

域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持

す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
の
認
識
や
状
況
を
把
握
す
る
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
ス
トレ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、必

要
に
応
じて
日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて
い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う、
他
職
種
等
との
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
フレ
イル
の
進
行
を
出
来
る
だ
け
予
防
す
る
た
め
に
は
、疾

患
に
関
わ
る
留
意
点
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、日

常
の
活
動
量
の
低
下

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
等
か
らの
療
養
上
の
留
意
点
と、
本
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
の
活
動
範
囲
を
把
握
した
うえ
で
、活

動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
課
題
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐた
め
、本

人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活
動
環
境
と具

体
的
な
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価

値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、認

知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ
つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す
る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、本

人
に
とっ
て
の
快
・不
快
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
を
通
じて
交
流
して
い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の
状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心

理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、本

人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し、
本
人
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
や
連
携
体
制
の
構
築
と、
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
行
う。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
介
護
者
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
し、
家
族
介
護
者
自
身
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、家

族
等
に
対
す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに

す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
に
な
る

・家
族
介
護
者
が
感
じる
不
安
を
緩
和
で
き
る
よ
う、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）
を
提
供
す
る

・ま
た
、家

族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生
活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さ

くで
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
を
行
う。

Ⅱ
-3
-3

家
庭
内
で
の
役
割

を
整
え
る
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

40
 家
族
等
の

生
活
を
支
え
る

支
援
及
び
連

携
の
体
制
の
整

備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

37
 本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
-4

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役

割
を
整
え
る
こと
の

支
援

38
 持
って
い
る

機
能
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の

整
備

39
 本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援 Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、本

人
を
中

心
に
家
族
等
とと
も
に
行
わ
れ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うま
ず
は
本
人
の
意
向
を
把
握
す
る
が
、介

護
に
関
わ

る
意
思
決
定
に
は
本
人
自
身
に
加
え
て
家
族
等
が
か
か
わ
って
行
わ
れ
る
こと
を
考
慮
し、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
）
の
意
向
を
把
握
す
る
。

・本
人
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、将

来
に
わ
た
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
活
用
可
能
な
地
域
資

源
が
存
在
す
る
こと
、ま
た
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交
友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す

とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理
解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、家

族
等
あ
る
い
は
専
門
職
に
よ
る
支
援
（
フォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビス
）
だ
け
で
支
援
を
継
続
す
る
の
は
資
源
が

不
足
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トも
交
え
た
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。特

に
、イ
ン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トが

提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
こと
は
、本

人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
を
尊
重
し、
尊
厳
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
観
点
か
らも
重
要
で

あ
る
。

・家
族
等
に
加
え
て
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トを
提
供
す
る
人
な
ど、
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、多

様
な
専
門
職
以
外
の
人
が
支
援
に
関

わ
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
に
は
、本

人
の
生
活
を
支
え
る
人
が
ケ
ア
に
継
続
して
関
わ
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ

る
。レ
ス
パ
イト
だ
け
で
な
く、
情
報
の
支
援
、情

緒
面
で
の
支
援
な
どの
相
談
援
助
も
併
せ
て
提
供
し、
家
族
等
や
介
護
者
等
の
負
担

感
や
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
を
は
じめ
本
人
の
支
援
に
関
わ
る
人
に
対
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
、不

安
や
課
題
を
聞
く

相
談
援
助
等
の
支
援
が
提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
。

41
 将
来
に
わ

た
り生

活
を
継

続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援 42
本
人
や
家

族
等
に
か
か
わ

る
理
解
者
を
増

や
す
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
-2

家
族
等
の
理
解
者

を
増
や
す
支
援

Ⅲ
-2
ケ
ア

に
参
画
す

る
ひ
とへ
の

支
援

43
 本
人
を
取

り巻
く支
援
体

制
の
整
備

Ⅲ
-2
-2
同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ

とへ
の
支
援

44
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す

る
ひ
とへ
の
支

援

Ⅲ
-2
-1

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
関
わ
らず
、で
き
る
か
ぎ
り本

人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大
切
で
あ

り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
。ま
た
、地

域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持

す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
の
認
識
や
状
況
を
把
握
す
る
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
ス
トレ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、必

要
に
応
じて
日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて
い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う、
他
職
種
等
との
連
携
体
制
を
整
え
る
。

・将
来
の
フレ
イル
の
進
行
を
出
来
る
だ
け
予
防
す
る
た
め
に
は
、疾

患
に
関
わ
る
留
意
点
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、日

常
の
活
動
量
の
低
下

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

・か
か
りつ
け
医
等
か
らの
療
養
上
の
留
意
点
と、
本
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
で
の
活
動
範
囲
を
把
握
した
うえ
で
、活

動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
課
題
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐた
め
、本

人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活
動
環
境
と具

体
的
な
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
。

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価

値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

・ま
た
、認

知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ
つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す
る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、本

人
に
とっ
て
の
快
・不
快
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・日
常
の
生
活
を
通
じて
交
流
して
い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の
状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心

理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
把
握
す
る
。そ
の
うえ
で
、本

人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し、
本
人
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
や
連
携
体
制
の
構
築
と、
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
行
う。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
介
護
者
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
し、
家
族
介
護
者
自
身
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、家

族
等
に
対
す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに

す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
に
な
る

・家
族
介
護
者
が
感
じる
不
安
を
緩
和
で
き
る
よ
う、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）
を
提
供
す
る

・ま
た
、家

族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生
活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さ

くで
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
を
行
う。

Ⅱ
-3
-3

家
庭
内
で
の
役
割

を
整
え
る
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

40
家
族
等
の

生
活
を
支
え
る

支
援
及
び
連

携
の
体
制
の
整

備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

37
本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
-4

コミ
ュニ
テ
ィで
の
役

割
を
整
え
る
こと
の

支
援

38
 持
って
い
る

機
能
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の

整
備

39
本
人
に

とっ
て
の
活
動
と

参
加
を
取
り巻

く交
流
環
境
の

整
備

Ⅱ
-3
家

事
・コ
ミュ

ニ
テ
ィで
の

役
割
の
維

持
あ
る
い

は
獲
得
の

支
援

Ⅱ
 こ
れ
ま

で
の
生
活

の
尊
重
と

継
続
の
支

援 Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援

基
本

ケ
ア
項

目
一

覧

支
援
の
概
要
、必

要
性

基
本
方
針

大
項
目

想
定
さ
れ
る
支

援
内
容

支
援
の
概
要
、必

要
性

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

中
項
目

・本
人
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、本

人
を
中

心
に
家
族
等
とと
も
に
行
わ
れ
る
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・本
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うま
ず
は
本
人
の
意
向
を
把
握
す
る
が
、介

護
に
関
わ

る
意
思
決
定
に
は
本
人
自
身
に
加
え
て
家
族
等
が
か
か
わ
って
行
わ
れ
る
こと
を
考
慮
し、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
（
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
）
の
意
向
を
把
握
す
る
。

・本
人
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
家
族
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た
うえ
で
、将

来
に
わ
た
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
活
用
可
能
な
地
域
資

源
が
存
在
す
る
こと
、ま
た
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交
友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関
わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す

とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理
解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、家

族
等
あ
る
い
は
専
門
職
に
よ
る
支
援
（
フォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビス
）
だ
け
で
支
援
を
継
続
す
る
の
は
資
源
が

不
足
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トも
交
え
た
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。特

に
、イ
ン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トが

提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
こと
は
、本

人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
継
続
を
尊
重
し、
尊
厳
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
観
点
か
らも
重
要
で

あ
る
。

・家
族
等
に
加
え
て
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
トを
提
供
す
る
人
な
ど、
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、多

様
な
専
門
職
以
外
の
人
が
支
援
に
関

わ
る
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
生
活
の
継
続
を
実
現
す
る
に
は
、本

人
の
生
活
を
支
え
る
人
が
ケ
ア
に
継
続
して
関
わ
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ

る
。レ
ス
パ
イト
だ
け
で
な
く、
情
報
の
支
援
、情

緒
面
で
の
支
援
な
どの
相
談
援
助
も
併
せ
て
提
供
し、
家
族
等
や
介
護
者
等
の
負
担

感
や
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

・家
族
等
を
は
じめ
本
人
の
支
援
に
関
わ
る
人
に
対
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
、不

安
や
課
題
を
聞
く

相
談
援
助
等
の
支
援
が
提
供
され
る
体
制
を
整
え
る
。

41
 将
来
に
わ

た
り生

活
を
継

続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援 42
 本
人
や
家

族
等
に
か
か
わ

る
理
解
者
を
増

や
す
こと
の
支

援

Ⅲ
-1
-2

家
族
等
の
理
解
者

を
増
や
す
支
援

Ⅲ
-2
ケ
ア

に
参
画
す

る
ひ
とへ
の

支
援

43
 本
人
を
取

り巻
く支
援
体

制
の
整
備

Ⅲ
-2
-2
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す
る
ひ

とへ
の
支
援

44
 同
意
し
て

ケ
ア
に
参
画
す

る
ひ
とへ
の
支

援

Ⅲ
-2
-1

本
人
を
とり
ま
く支

援
体
制
の
整
備

Ⅲ
-1
-1

支
援
を
必
要
とす
る

家
族
等
へ
の
対
応

Ⅲ
-1
家
族

等
へ
の
支

援

Ⅲ
 家
族

等
へ
の
支

援
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第
３
章

疾
患
別
ケ
ア

第
１
節

脳
血
管
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

脳
血
管
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)脳
血
管
疾
患
の
特
徴

・
脳

血
管

疾
患

と
は

、
脳

動
脈

の
異

常
を

原
因

と
す

る
疾

患
の

総
称

で
あ

り
、

脳
出

血
と

脳
梗

塞
に

分
類

さ
れ

る
。

脳
動

脈
の

異
常

の
原

因
は

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
、

生
活

習
慣

が
発

症
リ

ス
ク

に
影

響
を

与
え

る
。

・
脳

内
で

の
異

常
が

脳
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
た

め
早

期
の

治
療

が
必

要
と

さ
れ

る
が

、
症

状
や

そ
の

後
の

経
過

等
に

よ
り

、
脳

機
能

に
影

響
が

残
り

、
麻

痺
や

視

野
狭

窄
と

そ
れ

に
伴

う
歩

行
等

の
障

害
、

嚥
下

障
害

、
言

語
障

害
、

高
次

脳
機

能
障

害
な

ど
が

あ
ら

わ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
こ

の
た

め
に

要
介

護
状

態
と

な
っ

た
原

因

疾
患

の
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

・
脳

血
管

疾
患

の
治

療
で

は
、

疾
患

の
種

別
や

症
状

、
発

症
後

の
経

過
時

間
に

よ
っ

て
薬

剤
療

法
や

外
科

治
療

が
選

択
さ

れ
る

と
と

も
に

、
栄

養
状

態
や

血
圧

の
管

理

が
行

わ
れ

る
。

そ
の

後
、

急
性

期
や

回
復

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
経

て
、

生
活

期
の

療
養

に
つ

な
が

る
。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
ま

ず
疾

患
の

再
発

を
予

防
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

は
血

圧
を

下
げ

た
り

水
分

や
栄

養
を

確
保

し
た

り
す

る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
脳

血
管

疾
患

の
発

症
の

背
景

に
は

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
人

の

生
活

習
慣

や
基

礎
疾

患
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
指

示
に

基
づ

い
て

基
礎

疾
患

の
治

療
の

継
続

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

生
活

習
慣

の

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

高
次

脳
機

能
障

害
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

を
評

価
し

、
生

活
へ

の
影

響
や

療
養

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
う

つ
症

状
が

現

れ
る

場
合

も
あ

り
、

こ
れ

に
つ

い
て

も
別

途
そ

の
状

況
を

評
価

し
、

生
活

へ
の

影
響

や
症

状
を

改
善

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

い
ず

れ
の

場

合
に

お
い

て
も

、
専

門
多

職
種

に
よ

る
評

価
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)脳
血
管
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
こ

こ
で

は
脳

血
管

疾
患

と
総

称
し

て
い

る
が

、
具

体
的

な
症

状
と

障
害

の
残

り
方

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

た
め

、
ご

本
人

の
症

状
と

生
活

障
害

の
状

況
に

つ
い

て
、

医

師
や

病
棟

の
専

門
職

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

ま
ず

重
要

で
あ

る
。

生
活

障
害

の
程

度
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
や

具
体

的
な

実
施

内
容

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
。

・
こ

う
し

た
情

報
に

つ
い

て
、

退
院

時
の

情
報

連
携

書
類

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

が
運

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
パ

ス
の

情
報

を
参

照

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。
例

え
ば

回
復

期
か

ら
生

活
期

に
移

行
す

る
方

の
場

合
に

お
い

て
、

急
性

期
で

の
状

況
の

把
握

に
役

立
つ

。

・
疾

患
の

特
徴

で
も

挙
げ

た
よ

う
に

、
脳

血
管

疾
患

の
療

養
で

は
、

ま
ず

再
発

予
防

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
血

圧
の

管
理

と
と

も
に

水
分

や
栄

養
の

状
況

の

把
握

が
基

本
と

な
る

。
ま

た
、

脳
血

管
疾

患
の

発
症

の
原

因
と

な
っ

た
生

活
習

慣
を

捉
え

て
多

職
種

と
共

有
し

た
う

え
で

、
医

師
等

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
い

て

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

本
人

の
尊

厳
の

保
持

や
生

活
の

意
向

も
捉

え
た

合
意

形
成

に
留

意
す

る
。

・
さ

ら
に

、
生

活
機

能
の

改
善

・
維

持
も

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
麻

痺
等

に
よ

る
歩

行
障

害
が

あ
る

場
合

な
ど

、
病

前
と

比
べ

て
Ａ

Ｄ
Ｌ

が
下

が
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

日
常

の
活

動
量

が
落

ち
て

し
ま

い
、

結
果

的
に

フ
レ

イ
ル

が
進

行
す

る
リ

ス
ク

も
あ

る
。

適
切

な
水

分
や

栄
養

を
確

保
し

た
う

え
で

、
活

動
量

を
維

持
す

る
よ

う
な

観

点
に

立
っ

た
生

活
機

能
の

維
持

に
も

留
意

す
る

。

な
お

、
高

次
脳

機
能

障
害

が
あ

る
場

合
や

う
つ

症
状

が
み

ら
れ

る
場

合
な

ど
は

、
ふ

さ
わ

し
い

専
門

職
を

交
え

た
評

価
と

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
本

人
の

日
常

生
活

の
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
・

共
有

す
る

こ
と

で
、

専
門

職
間

で
の

連
携

が
円

滑
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。第
３
章

疾
患
別
ケ
ア

第
１
節

脳
血
管
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

脳
血
管
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)脳
血
管
疾
患
の
特
徴

・
脳

血
管

疾
患

と
は

、
脳

動
脈

の
異

常
を

原
因

と
す

る
疾

患
の

総
称

で
あ

り
、

脳
出

血
と

脳
梗

塞
に

分
類

さ
れ

る
。

脳
動

脈
の

異
常

の
原

因
は

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
、

生
活

習
慣

が
発

症
リ

ス
ク

に
影

響
を

与
え

る
。

・
脳

内
で

の
異

常
が

脳
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
た

め
早

期
の

治
療

が
必

要
と

さ
れ

る
が

、
症

状
や

そ
の

後
の

経
過

等
に

よ
り

、
脳

機
能

に
影

響
が

残
り

、
麻

痺
や

視

野
狭

窄
と

そ
れ

に
伴

う
歩

行
等

の
障

害
、

嚥
下

障
害

、
言

語
障

害
、

高
次

脳
機

能
障

害
な

ど
が

あ
ら

わ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
こ

の
た

め
に

要
介

護
状

態
と

な
っ

た
原

因

疾
患

の
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

・
脳

血
管

疾
患

の
治

療
で

は
、

疾
患

の
種

別
や

症
状

、
発

症
後

の
経

過
時

間
に

よ
っ

て
薬

剤
療

法
や

外
科

治
療

が
選

択
さ

れ
る

と
と

も
に

、
栄

養
状

態
や

血
圧

の
管

理

が
行

わ
れ

る
。

そ
の

後
、

急
性

期
や

回
復

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
経

て
、

生
活

期
の

療
養

に
つ

な
が

る
。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
ま

ず
疾

患
の

再
発

を
予

防
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

は
血

圧
を

下
げ

た
り

水
分

や
栄

養
を

確
保

し
た

り
す

る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
脳

血
管

疾
患

の
発

症
の

背
景

に
は

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
人

の

生
活

習
慣

や
基

礎
疾

患
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
指

示
に

基
づ

い
て

基
礎

疾
患

の
治

療
の

継
続

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

生
活

習
慣

の

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

高
次

脳
機

能
障

害
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

を
評

価
し

、
生

活
へ

の
影

響
や

療
養

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
う

つ
症

状
が

現

れ
る

場
合

も
あ

り
、

こ
れ

に
つ

い
て

も
別

途
そ

の
状

況
を

評
価

し
、

生
活

へ
の

影
響

や
症

状
を

改
善

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

い
ず

れ
の

場

合
に

お
い

て
も

、
専

門
多

職
種

に
よ

る
評

価
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)脳
血
管
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
こ

こ
で

は
脳

血
管

疾
患

と
総

称
し

て
い

る
が

、
具

体
的

な
症

状
と

障
害

の
残

り
方

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

た
め

、
ご

本
人

の
症

状
と

生
活

障
害

の
状

況
に

つ
い

て
、

医

師
や

病
棟

の
専

門
職

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

ま
ず

重
要

で
あ

る
。

生
活

障
害

の
程

度
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
や

具
体

的
な

実
施

内
容

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
。

・
こ

う
し

た
情

報
に

つ
い

て
、

退
院

時
の

情
報

連
携

書
類

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

が
運

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
パ

ス
の

情
報

を
参

照

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。
例

え
ば

回
復

期
か

ら
生

活
期

に
移

行
す

る
方

の
場

合
に

お
い

て
、

急
性

期
で

の
状

況
の

把
握

に
役

立
つ

。

・
疾

患
の

特
徴

で
も

挙
げ

た
よ

う
に

、
脳

血
管

疾
患

の
療

養
で

は
、

ま
ず

再
発

予
防

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
血

圧
の

管
理

と
と

も
に

水
分

や
栄

養
の

状
況

の

把
握

が
基

本
と

な
る

。
ま

た
、

脳
血

管
疾

患
の

発
症

の
原

因
と

な
っ

た
生

活
習

慣
を

捉
え

て
多

職
種

と
共

有
し

た
う

え
で

、
医

師
等

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
い

て

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

本
人

の
尊

厳
の

保
持

や
生

活
の

意
向

も
捉

え
た

合
意

形
成

に
留

意
す

る
。

・
さ

ら
に

、
生

活
機

能
の

改
善

・
維

持
も

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
麻

痺
等

に
よ

る
歩

行
障

害
が

あ
る

場
合

な
ど

、
病

前
と

比
べ

て
Ａ

Ｄ
Ｌ

が
下

が
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

日
常

の
活

動
量

が
落

ち
て

し
ま

い
、

結
果

的
に

フ
レ

イ
ル

が
進

行
す

る
リ

ス
ク

も
あ

る
。

適
切

な
水

分
や

栄
養

を
確

保
し

た
う

え
で

、
活

動
量

を
維

持
す

る
よ

う
な

観

点
に

立
っ

た
生

活
機

能
の

維
持

に
も

留
意

す
る

。

な
お

、
高

次
脳

機
能

障
害

が
あ

る
場

合
や

う
つ

症
状

が
み

ら
れ

る
場

合
な

ど
は

、
ふ

さ
わ

し
い

専
門

職
を

交
え

た
評

価
と

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
本

人
の

日
常

生
活

の
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
・

共
有

す
る

こ
と

で
、

専
門

職
間

で
の

連
携

が
円

滑
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

92

第
３
章

疾
患
別
ケ
ア

第
１
節

脳
血
管
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

脳
血
管
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)脳
血
管
疾
患
の
特
徴

・
脳

血
管

疾
患

と
は

、
脳

動
脈

の
異

常
を

原
因

と
す

る
疾

患
の

総
称

で
あ

り
、

脳
出

血
と

脳
梗

塞
に

分
類

さ
れ

る
。

脳
動

脈
の

異
常

の
原

因
は

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
、

生
活

習
慣

が
発

症
リ

ス
ク

に
影

響
を

与
え

る
。

・
脳

内
で

の
異

常
が

脳
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
た

め
早

期
の

治
療

が
必

要
と

さ
れ

る
が

、
症

状
や

そ
の

後
の

経
過

等
に

よ
り

、
脳

機
能

に
影

響
が

残
り

、
麻

痺
や

視

野
狭

窄
と

そ
れ

に
伴

う
歩

行
等

の
障

害
、

嚥
下

障
害

、
言

語
障

害
、

高
次

脳
機

能
障

害
な

ど
が

あ
ら

わ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
こ

の
た

め
に

要
介

護
状

態
と

な
っ

た
原

因

疾
患

の
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

・
脳

血
管

疾
患

の
治

療
で

は
、

疾
患

の
種

別
や

症
状

、
発

症
後

の
経

過
時

間
に

よ
っ

て
薬

剤
療

法
や

外
科

治
療

が
選

択
さ

れ
る

と
と

も
に

、
栄

養
状

態
や

血
圧

の
管

理

が
行

わ
れ

る
。

そ
の

後
、

急
性

期
や

回
復

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
経

て
、

生
活

期
の

療
養

に
つ

な
が

る
。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
ま

ず
疾

患
の

再
発

を
予

防
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

は
血

圧
を

下
げ

た
り

水
分

や
栄

養
を

確
保

し
た

り
す

る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
脳

血
管

疾
患

の
発

症
の

背
景

に
は

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
人

の

生
活

習
慣

や
基

礎
疾

患
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
指

示
に

基
づ

い
て

基
礎

疾
患

の
治

療
の

継
続

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

生
活

習
慣

の

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

高
次

脳
機

能
障

害
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

を
評

価
し

、
生

活
へ

の
影

響
や

療
養

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
う

つ
症

状
が

現

れ
る

場
合

も
あ

り
、

こ
れ

に
つ

い
て

も
別

途
そ

の
状

況
を

評
価

し
、

生
活

へ
の

影
響

や
症

状
を

改
善

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

い
ず

れ
の

場

合
に

お
い

て
も

、
専

門
多

職
種

に
よ

る
評

価
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)脳
血
管
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
こ

こ
で

は
脳

血
管

疾
患

と
総

称
し

て
い

る
が

、
具

体
的

な
症

状
と

障
害

の
残

り
方

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

た
め

、
ご

本
人

の
症

状
と

生
活

障
害

の
状

況
に

つ
い

て
、

医

師
や

病
棟

の
専

門
職

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

ま
ず

重
要

で
あ

る
。

生
活

障
害

の
程

度
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
や

具
体

的
な

実
施

内
容

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
。

・
こ

う
し

た
情

報
に

つ
い

て
、

退
院

時
の

情
報

連
携

書
類

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

が
運

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
パ

ス
の

情
報

を
参

照

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。
例

え
ば

回
復

期
か

ら
生

活
期

に
移

行
す

る
方

の
場

合
に

お
い

て
、

急
性

期
で

の
状

況
の

把
握

に
役

立
つ

。

・
疾

患
の

特
徴

で
も

挙
げ

た
よ

う
に

、
脳

血
管

疾
患

の
療

養
で

は
、

ま
ず

再
発

予
防

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
血

圧
の

管
理

と
と

も
に

水
分

や
栄

養
の

状
況

の

把
握

が
基

本
と

な
る

。
ま

た
、

脳
血

管
疾

患
の

発
症

の
原

因
と

な
っ

た
生

活
習

慣
を

捉
え

て
多

職
種

と
共

有
し

た
う

え
で

、
医

師
等

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
い

て

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

本
人

の
尊

厳
の

保
持

や
生

活
の

意
向

も
捉

え
た

合
意

形
成

に
留

意
す

る
。

・
さ

ら
に

、
生

活
機

能
の

改
善

・
維

持
も

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
麻

痺
等

に
よ

る
歩

行
障

害
が

あ
る

場
合

な
ど

、
病

前
と

比
べ

て
Ａ

Ｄ
Ｌ

が
下

が
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

日
常

の
活

動
量

が
落

ち
て

し
ま

い
、

結
果

的
に

フ
レ

イ
ル

が
進

行
す

る
リ

ス
ク

も
あ

る
。

適
切

な
水

分
や

栄
養

を
確

保
し

た
う

え
で

、
活

動
量

を
維

持
す

る
よ

う
な

観

点
に

立
っ

た
生

活
機

能
の

維
持

に
も

留
意

す
る

。

な
お

、
高

次
脳

機
能

障
害

が
あ

る
場

合
や

う
つ

症
状

が
み

ら
れ

る
場

合
な

ど
は

、
ふ

さ
わ

し
い

専
門

職
を

交
え

た
評

価
と

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
本

人
の

日
常

生
活

の
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
・

共
有

す
る

こ
と

で
、

専
門

職
間

で
の

連
携

が
円

滑
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。第
３
章

疾
患
別
ケ
ア

第
１
節

脳
血
管
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

脳
血
管
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)脳
血
管
疾
患
の
特
徴

・
脳

血
管

疾
患

と
は

、
脳

動
脈

の
異

常
を

原
因

と
す

る
疾

患
の

総
称

で
あ

り
、

脳
出

血
と

脳
梗

塞
に

分
類

さ
れ

る
。

脳
動

脈
の

異
常

の
原

因
は

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
、

生
活

習
慣

が
発

症
リ

ス
ク

に
影

響
を

与
え

る
。

・
脳

内
で

の
異

常
が

脳
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
た

め
早

期
の

治
療

が
必

要
と

さ
れ

る
が

、
症

状
や

そ
の

後
の

経
過

等
に

よ
り

、
脳

機
能

に
影

響
が

残
り

、
麻

痺
や

視

野
狭

窄
と

そ
れ

に
伴

う
歩

行
等

の
障

害
、

嚥
下

障
害

、
言

語
障

害
、

高
次

脳
機

能
障

害
な

ど
が

あ
ら

わ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
こ

の
た

め
に

要
介

護
状

態
と

な
っ

た
原

因

疾
患

の
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

・
脳

血
管

疾
患

の
治

療
で

は
、

疾
患

の
種

別
や

症
状

、
発

症
後

の
経

過
時

間
に

よ
っ

て
薬

剤
療

法
や

外
科

治
療

が
選

択
さ

れ
る

と
と

も
に

、
栄

養
状

態
や

血
圧

の
管

理

が
行

わ
れ

る
。

そ
の

後
、

急
性

期
や

回
復

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
経

て
、

生
活

期
の

療
養

に
つ

な
が

る
。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
ま

ず
疾

患
の

再
発

を
予

防
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

は
血

圧
を

下
げ

た
り

水
分

や
栄

養
を

確
保

し
た

り
す

る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
脳

血
管

疾
患

の
発

症
の

背
景

に
は

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
人

の

生
活

習
慣

や
基

礎
疾

患
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
指

示
に

基
づ

い
て

基
礎

疾
患

の
治

療
の

継
続

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

生
活

習
慣

の

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

高
次

脳
機

能
障

害
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

を
評

価
し

、
生

活
へ

の
影

響
や

療
養

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
う

つ
症

状
が

現

れ
る

場
合

も
あ

り
、

こ
れ

に
つ

い
て

も
別

途
そ

の
状

況
を

評
価

し
、

生
活

へ
の

影
響

や
症

状
を

改
善

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

い
ず

れ
の

場

合
に

お
い

て
も

、
専

門
多

職
種

に
よ

る
評

価
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)脳
血
管
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
こ

こ
で

は
脳

血
管

疾
患

と
総

称
し

て
い

る
が

、
具

体
的

な
症

状
と

障
害

の
残

り
方

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

た
め

、
ご

本
人

の
症

状
と

生
活

障
害

の
状

況
に

つ
い

て
、

医

師
や

病
棟

の
専

門
職

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

ま
ず

重
要

で
あ

る
。

生
活

障
害

の
程

度
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
や

具
体

的
な

実
施

内
容

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
。

・
こ

う
し

た
情

報
に

つ
い

て
、

退
院

時
の

情
報

連
携

書
類

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

が
運

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
パ

ス
の

情
報

を
参

照

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。
例

え
ば

回
復

期
か

ら
生

活
期

に
移

行
す

る
方

の
場

合
に

お
い

て
、

急
性

期
で

の
状

況
の

把
握

に
役

立
つ

。

・
疾

患
の

特
徴

で
も

挙
げ

た
よ

う
に

、
脳

血
管

疾
患

の
療

養
で

は
、

ま
ず

再
発

予
防

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
血

圧
の

管
理

と
と

も
に

水
分

や
栄

養
の

状
況

の

把
握

が
基

本
と

な
る

。
ま

た
、

脳
血

管
疾

患
の

発
症

の
原

因
と

な
っ

た
生

活
習

慣
を

捉
え

て
多

職
種

と
共

有
し

た
う

え
で

、
医

師
等

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
い

て

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

本
人

の
尊

厳
の

保
持

や
生

活
の

意
向

も
捉

え
た

合
意

形
成

に
留

意
す

る
。

・
さ

ら
に

、
生

活
機

能
の

改
善

・
維

持
も

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
麻

痺
等

に
よ

る
歩

行
障

害
が

あ
る

場
合

な
ど

、
病

前
と

比
べ

て
Ａ

Ｄ
Ｌ

が
下

が
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

日
常

の
活

動
量

が
落

ち
て

し
ま

い
、

結
果

的
に

フ
レ

イ
ル

が
進

行
す

る
リ

ス
ク

も
あ

る
。

適
切

な
水

分
や

栄
養

を
確

保
し

た
う

え
で

、
活

動
量

を
維

持
す

る
よ

う
な

観

点
に

立
っ

た
生

活
機

能
の

維
持

に
も

留
意

す
る

。

な
お

、
高

次
脳

機
能

障
害

が
あ

る
場

合
や

う
つ

症
状

が
み

ら
れ

る
場

合
な

ど
は

、
ふ

さ
わ

し
い

専
門

職
を

交
え

た
評

価
と

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
本

人
の

日
常

生
活

の
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
・

共
有

す
る

こ
と

で
、

専
門

職
間

で
の

連
携

が
円

滑
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。
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第
３
章

疾
患
別
ケ
ア

第
１
節

脳
血
管
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

脳
血
管
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)脳
血
管
疾
患
の
特
徴

・
脳

血
管

疾
患

と
は

、
脳

動
脈

の
異

常
を

原
因

と
す

る
疾

患
の

総
称

で
あ

り
、

脳
出

血
と

脳
梗

塞
に

分
類

さ
れ

る
。

脳
動

脈
の

異
常

の
原

因
は

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
、

生
活

習
慣

が
発

症
リ

ス
ク

に
影

響
を

与
え

る
。

・
脳

内
で

の
異

常
が

脳
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
た

め
早

期
の

治
療

が
必

要
と

さ
れ

る
が

、
症

状
や

そ
の

後
の

経
過

等
に

よ
り

、
脳

機
能

に
影

響
が

残
り

、
麻

痺
や

視

野
狭

窄
と

そ
れ

に
伴

う
歩

行
等

の
障

害
、

嚥
下

障
害

、
言

語
障

害
、

高
次

脳
機

能
障

害
な

ど
が

あ
ら

わ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
こ

の
た

め
に

要
介

護
状

態
と

な
っ

た
原

因

疾
患

の
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

・
脳

血
管

疾
患

の
治

療
で

は
、

疾
患

の
種

別
や

症
状

、
発

症
後

の
経

過
時

間
に

よ
っ

て
薬

剤
療

法
や

外
科

治
療

が
選

択
さ

れ
る

と
と

も
に

、
栄

養
状

態
や

血
圧

の
管

理

が
行

わ
れ

る
。

そ
の

後
、

急
性

期
や

回
復

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
経

て
、

生
活

期
の

療
養

に
つ

な
が

る
。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
ま

ず
疾

患
の

再
発

を
予

防
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

は
血

圧
を

下
げ

た
り

水
分

や
栄

養
を

確
保

し
た

り
す

る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
脳

血
管

疾
患

の
発

症
の

背
景

に
は

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
人

の

生
活

習
慣

や
基

礎
疾

患
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
指

示
に

基
づ

い
て

基
礎

疾
患

の
治

療
の

継
続

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

生
活

習
慣

の

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

高
次

脳
機

能
障

害
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

を
評

価
し

、
生

活
へ

の
影

響
や

療
養

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
う

つ
症

状
が

現

れ
る

場
合

も
あ

り
、

こ
れ

に
つ

い
て

も
別

途
そ

の
状

況
を

評
価

し
、

生
活

へ
の

影
響

や
症

状
を

改
善

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

い
ず

れ
の

場

合
に

お
い

て
も

、
専

門
多

職
種

に
よ

る
評

価
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)脳
血
管
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
こ

こ
で

は
脳

血
管

疾
患

と
総

称
し

て
い

る
が

、
具

体
的

な
症

状
と

障
害

の
残

り
方

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

た
め

、
ご

本
人

の
症

状
と

生
活

障
害

の
状

況
に

つ
い

て
、

医

師
や

病
棟

の
専

門
職

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

ま
ず

重
要

で
あ

る
。

生
活

障
害

の
程

度
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
や

具
体

的
な

実
施

内
容

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
。

・
こ

う
し

た
情

報
に

つ
い

て
、

退
院

時
の

情
報

連
携

書
類

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

が
運

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
パ

ス
の

情
報

を
参

照

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。
例

え
ば

回
復

期
か

ら
生

活
期

に
移

行
す

る
方

の
場

合
に

お
い

て
、

急
性

期
で

の
状

況
の

把
握

に
役

立
つ

。

・
疾

患
の

特
徴

で
も

挙
げ

た
よ

う
に

、
脳

血
管

疾
患

の
療

養
で

は
、

ま
ず

再
発

予
防

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
血

圧
の

管
理

と
と

も
に

水
分

や
栄

養
の

状
況

の

把
握

が
基

本
と

な
る

。
ま

た
、

脳
血

管
疾

患
の

発
症

の
原

因
と

な
っ

た
生

活
習

慣
を

捉
え

て
多

職
種

と
共

有
し

た
う

え
で

、
医

師
等

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
い

て

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

本
人

の
尊

厳
の

保
持

や
生

活
の

意
向

も
捉

え
た

合
意

形
成

に
留

意
す

る
。

・
さ

ら
に

、
生

活
機

能
の

改
善

・
維

持
も

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
麻

痺
等

に
よ

る
歩

行
障

害
が

あ
る

場
合

な
ど

、
病

前
と

比
べ

て
Ａ

Ｄ
Ｌ

が
下

が
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

日
常

の
活

動
量

が
落

ち
て

し
ま

い
、

結
果

的
に

フ
レ

イ
ル

が
進

行
す

る
リ

ス
ク

も
あ

る
。

適
切

な
水

分
や

栄
養

を
確

保
し

た
う

え
で

、
活

動
量

を
維

持
す

る
よ

う
な

観

点
に

立
っ

た
生

活
機

能
の

維
持

に
も

留
意

す
る

。

な
お

、
高

次
脳

機
能

障
害

が
あ

る
場

合
や

う
つ

症
状

が
み

ら
れ

る
場

合
な

ど
は

、
ふ

さ
わ

し
い

専
門

職
を

交
え

た
評

価
と

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
本

人
の

日
常

生
活

の
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
・

共
有

す
る

こ
と

で
、

専
門

職
間

で
の

連
携

が
円

滑
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。第
３
章

疾
患
別
ケ
ア

第
１
節

脳
血
管
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

脳
血
管
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)脳
血
管
疾
患
の
特
徴

・
脳

血
管

疾
患

と
は

、
脳

動
脈

の
異

常
を

原
因

と
す

る
疾

患
の

総
称

で
あ

り
、

脳
出

血
と

脳
梗

塞
に

分
類

さ
れ

る
。

脳
動

脈
の

異
常

の
原

因
は

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
、

生
活

習
慣

が
発

症
リ

ス
ク

に
影

響
を

与
え

る
。

・
脳

内
で

の
異

常
が

脳
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
た

め
早

期
の

治
療

が
必

要
と

さ
れ

る
が

、
症

状
や

そ
の

後
の

経
過

等
に

よ
り

、
脳

機
能

に
影

響
が

残
り

、
麻

痺
や

視

野
狭

窄
と

そ
れ

に
伴

う
歩

行
等

の
障

害
、

嚥
下

障
害

、
言

語
障

害
、

高
次

脳
機

能
障

害
な

ど
が

あ
ら

わ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
こ

の
た

め
に

要
介

護
状

態
と

な
っ

た
原

因

疾
患

の
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

・
脳

血
管

疾
患

の
治

療
で

は
、

疾
患

の
種

別
や

症
状

、
発

症
後

の
経

過
時

間
に

よ
っ

て
薬

剤
療

法
や

外
科

治
療

が
選

択
さ

れ
る

と
と

も
に

、
栄

養
状

態
や

血
圧

の
管

理

が
行

わ
れ

る
。

そ
の

後
、

急
性

期
や

回
復

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
経

て
、

生
活

期
の

療
養

に
つ

な
が

る
。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
ま

ず
疾

患
の

再
発

を
予

防
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

は
血

圧
を

下
げ

た
り

水
分

や
栄

養
を

確
保

し
た

り
す

る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
脳

血
管

疾
患

の
発

症
の

背
景

に
は

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
人

の

生
活

習
慣

や
基

礎
疾

患
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
指

示
に

基
づ

い
て

基
礎

疾
患

の
治

療
の

継
続

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

生
活

習
慣

の

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

高
次

脳
機

能
障

害
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

を
評

価
し

、
生

活
へ

の
影

響
や

療
養

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
う

つ
症

状
が

現

れ
る

場
合

も
あ

り
、

こ
れ

に
つ

い
て

も
別

途
そ

の
状

況
を

評
価

し
、

生
活

へ
の

影
響

や
症

状
を

改
善

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

い
ず

れ
の

場

合
に

お
い

て
も

、
専

門
多

職
種

に
よ

る
評

価
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)脳
血
管
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
こ

こ
で

は
脳

血
管

疾
患

と
総

称
し

て
い

る
が

、
具

体
的

な
症

状
と

障
害

の
残

り
方

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

た
め

、
ご

本
人

の
症

状
と

生
活

障
害

の
状

況
に

つ
い

て
、

医

師
や

病
棟

の
専

門
職

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

ま
ず

重
要

で
あ

る
。

生
活

障
害

の
程

度
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
や

具
体

的
な

実
施

内
容

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
。

・
こ

う
し

た
情

報
に

つ
い

て
、

退
院

時
の

情
報

連
携

書
類

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

が
運

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
パ

ス
の

情
報

を
参

照

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。
例

え
ば

回
復

期
か

ら
生

活
期

に
移

行
す

る
方

の
場

合
に

お
い

て
、

急
性

期
で

の
状

況
の

把
握

に
役

立
つ

。

・
疾

患
の

特
徴

で
も

挙
げ

た
よ

う
に

、
脳

血
管

疾
患

の
療

養
で

は
、

ま
ず

再
発

予
防

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
血

圧
の

管
理

と
と

も
に

水
分

や
栄

養
の

状
況

の

把
握

が
基

本
と

な
る

。
ま

た
、

脳
血

管
疾

患
の

発
症

の
原

因
と

な
っ

た
生

活
習

慣
を

捉
え

て
多

職
種

と
共

有
し

た
う

え
で

、
医

師
等

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
い

て

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

本
人

の
尊

厳
の

保
持

や
生

活
の

意
向

も
捉

え
た

合
意

形
成

に
留

意
す

る
。

・
さ

ら
に

、
生

活
機

能
の

改
善

・
維

持
も

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
麻

痺
等

に
よ

る
歩

行
障

害
が

あ
る

場
合

な
ど

、
病

前
と

比
べ

て
Ａ

Ｄ
Ｌ

が
下

が
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

日
常

の
活

動
量

が
落

ち
て

し
ま

い
、

結
果

的
に

フ
レ

イ
ル

が
進

行
す

る
リ

ス
ク

も
あ

る
。

適
切

な
水

分
や

栄
養

を
確

保
し

た
う

え
で

、
活

動
量

を
維

持
す

る
よ

う
な

観

点
に

立
っ

た
生

活
機

能
の

維
持

に
も

留
意

す
る

。

な
お

、
高

次
脳

機
能

障
害

が
あ

る
場

合
や

う
つ

症
状

が
み

ら
れ

る
場

合
な

ど
は

、
ふ

さ
わ

し
い

専
門

職
を

交
え

た
評

価
と

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
本

人
の

日
常

生
活

の
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
・

共
有

す
る

こ
と

で
、

専
門

職
間

で
の

連
携

が
円

滑
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

92

第
３
章

疾
患
別
ケ
ア

第
１
節

脳
血
管
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

脳
血
管
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)脳
血
管
疾
患
の
特
徴

・
脳

血
管

疾
患

と
は

、
脳

動
脈

の
異

常
を

原
因

と
す

る
疾

患
の

総
称

で
あ

り
、

脳
出

血
と

脳
梗

塞
に

分
類

さ
れ

る
。

脳
動

脈
の

異
常

の
原

因
は

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
、

生
活

習
慣

が
発

症
リ

ス
ク

に
影

響
を

与
え

る
。

・
脳

内
で

の
異

常
が

脳
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
た

め
早

期
の

治
療

が
必

要
と

さ
れ

る
が

、
症

状
や

そ
の

後
の

経
過

等
に

よ
り

、
脳

機
能

に
影

響
が

残
り

、
麻

痺
や

視

野
狭

窄
と

そ
れ

に
伴

う
歩

行
等

の
障

害
、

嚥
下

障
害

、
言

語
障

害
、

高
次

脳
機

能
障

害
な

ど
が

あ
ら

わ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
こ

の
た

め
に

要
介

護
状

態
と

な
っ

た
原

因

疾
患

の
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

・
脳

血
管

疾
患

の
治

療
で

は
、

疾
患

の
種

別
や

症
状

、
発

症
後

の
経

過
時

間
に

よ
っ

て
薬

剤
療

法
や

外
科

治
療

が
選

択
さ

れ
る

と
と

も
に

、
栄

養
状

態
や

血
圧

の
管

理

が
行

わ
れ

る
。

そ
の

後
、

急
性

期
や

回
復

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
経

て
、

生
活

期
の

療
養

に
つ

な
が

る
。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
ま

ず
疾

患
の

再
発

を
予

防
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

は
血

圧
を

下
げ

た
り

水
分

や
栄

養
を

確
保

し
た

り
す

る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
脳

血
管

疾
患

の
発

症
の

背
景

に
は

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
人

の

生
活

習
慣

や
基

礎
疾

患
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
指

示
に

基
づ

い
て

基
礎

疾
患

の
治

療
の

継
続

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

生
活

習
慣

の

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

高
次

脳
機

能
障

害
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

を
評

価
し

、
生

活
へ

の
影

響
や

療
養

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
う

つ
症

状
が

現

れ
る

場
合

も
あ

り
、

こ
れ

に
つ

い
て

も
別

途
そ

の
状

況
を

評
価

し
、

生
活

へ
の

影
響

や
症

状
を

改
善

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

い
ず

れ
の

場

合
に

お
い

て
も

、
専

門
多

職
種

に
よ

る
評

価
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)脳
血
管
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
こ

こ
で

は
脳

血
管

疾
患

と
総

称
し

て
い

る
が

、
具

体
的

な
症

状
と

障
害

の
残

り
方

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

た
め

、
ご

本
人

の
症

状
と

生
活

障
害

の
状

況
に

つ
い

て
、

医

師
や

病
棟

の
専

門
職

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

ま
ず

重
要

で
あ

る
。

生
活

障
害

の
程

度
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
や

具
体

的
な

実
施

内
容

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
。

・
こ

う
し

た
情

報
に

つ
い

て
、

退
院

時
の

情
報

連
携

書
類

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

が
運

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
パ

ス
の

情
報

を
参

照

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。
例

え
ば

回
復

期
か

ら
生

活
期

に
移

行
す

る
方

の
場

合
に

お
い

て
、

急
性

期
で

の
状

況
の

把
握

に
役

立
つ

。

・
疾

患
の

特
徴

で
も

挙
げ

た
よ

う
に

、
脳

血
管

疾
患

の
療

養
で

は
、

ま
ず

再
発

予
防

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
血

圧
の

管
理

と
と

も
に

水
分

や
栄

養
の

状
況

の

把
握

が
基

本
と

な
る

。
ま

た
、

脳
血

管
疾

患
の

発
症

の
原

因
と

な
っ

た
生

活
習

慣
を

捉
え

て
多

職
種

と
共

有
し

た
う

え
で

、
医

師
等

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
い

て

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

本
人

の
尊

厳
の

保
持

や
生

活
の

意
向

も
捉

え
た

合
意

形
成

に
留

意
す

る
。

・
さ

ら
に

、
生

活
機

能
の

改
善

・
維

持
も

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
麻

痺
等

に
よ

る
歩

行
障

害
が

あ
る

場
合

な
ど

、
病

前
と

比
べ

て
Ａ

Ｄ
Ｌ

が
下

が
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

日
常

の
活

動
量

が
落

ち
て

し
ま

い
、

結
果

的
に

フ
レ

イ
ル

が
進

行
す

る
リ

ス
ク

も
あ

る
。

適
切

な
水

分
や

栄
養

を
確

保
し

た
う

え
で

、
活

動
量

を
維

持
す

る
よ

う
な

観

点
に

立
っ

た
生

活
機

能
の

維
持

に
も

留
意

す
る

。

な
お

、
高

次
脳

機
能

障
害

が
あ

る
場

合
や

う
つ

症
状

が
み

ら
れ

る
場

合
な

ど
は

、
ふ

さ
わ

し
い

専
門

職
を

交
え

た
評

価
と

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
本

人
の

日
常

生
活

の
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
・

共
有

す
る

こ
と

で
、

専
門

職
間

で
の

連
携

が
円

滑
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。第
３
章

疾
患
別
ケ
ア

第
１
節

脳
血
管
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

脳
血
管
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)脳
血
管
疾
患
の
特
徴

・
脳

血
管

疾
患

と
は

、
脳

動
脈

の
異

常
を

原
因

と
す

る
疾

患
の

総
称

で
あ

り
、

脳
出

血
と

脳
梗

塞
に

分
類

さ
れ

る
。

脳
動

脈
の

異
常

の
原

因
は

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
、

生
活

習
慣

が
発

症
リ

ス
ク

に
影

響
を

与
え

る
。

・
脳

内
で

の
異

常
が

脳
の

機
能

に
影

響
を

与
え

る
た

め
早

期
の

治
療

が
必

要
と

さ
れ

る
が

、
症

状
や

そ
の

後
の

経
過

等
に

よ
り

、
脳

機
能

に
影

響
が

残
り

、
麻

痺
や

視

野
狭

窄
と

そ
れ

に
伴

う
歩

行
等

の
障

害
、

嚥
下

障
害

、
言

語
障

害
、

高
次

脳
機

能
障

害
な

ど
が

あ
ら

わ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
こ

の
た

め
に

要
介

護
状

態
と

な
っ

た
原

因

疾
患

の
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

・
脳

血
管

疾
患

の
治

療
で

は
、

疾
患

の
種

別
や

症
状

、
発

症
後

の
経

過
時

間
に

よ
っ

て
薬

剤
療

法
や

外
科

治
療

が
選

択
さ

れ
る

と
と

も
に

、
栄

養
状

態
や

血
圧

の
管

理

が
行

わ
れ

る
。

そ
の

後
、

急
性

期
や

回
復

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
経

て
、

生
活

期
の

療
養

に
つ

な
が

る
。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
ま

ず
疾

患
の

再
発

を
予

防
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

は
血

圧
を

下
げ

た
り

水
分

や
栄

養
を

確
保

し
た

り
す

る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
脳

血
管

疾
患

の
発

症
の

背
景

に
は

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
な

ど
の

基
礎

疾
患

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
人

の

生
活

習
慣

や
基

礎
疾

患
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

医
師

の
指

示
に

基
づ

い
て

基
礎

疾
患

の
治

療
の

継
続

お
よ

び
そ

の
背

景
に

あ
る

生
活

習
慣

の

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

高
次

脳
機

能
障

害
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

を
評

価
し

、
生

活
へ

の
影

響
や

療
養

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

ま
た

、
う

つ
症

状
が

現

れ
る

場
合

も
あ

り
、

こ
れ

に
つ

い
て

も
別

途
そ

の
状

況
を

評
価

し
、

生
活

へ
の

影
響

や
症

状
を

改
善

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

い
ず

れ
の

場

合
に

お
い

て
も

、
専

門
多

職
種

に
よ

る
評

価
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)脳
血
管
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
こ

こ
で

は
脳

血
管

疾
患

と
総

称
し

て
い

る
が

、
具

体
的

な
症

状
と

障
害

の
残

り
方

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

た
め

、
ご

本
人

の
症

状
と

生
活

障
害

の
状

況
に

つ
い

て
、

医

師
や

病
棟

の
専

門
職

か
ら

情
報

を
得

る
こ

と
が

ま
ず

重
要

で
あ

る
。

生
活

障
害

の
程

度
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

生
活

機
能

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
や

具
体

的
な

実
施

内
容

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
。

・
こ

う
し

た
情

報
に

つ
い

て
、

退
院

時
の

情
報

連
携

書
類

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

が
運

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
パ

ス
の

情
報

を
参

照

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。
例

え
ば

回
復

期
か

ら
生

活
期

に
移

行
す

る
方

の
場

合
に

お
い

て
、

急
性

期
で

の
状

況
の

把
握

に
役

立
つ

。

・
疾

患
の

特
徴

で
も

挙
げ

た
よ

う
に

、
脳

血
管

疾
患

の
療

養
で

は
、

ま
ず

再
発

予
防

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
血

圧
の

管
理

と
と

も
に

水
分

や
栄

養
の

状
況

の

把
握

が
基

本
と

な
る

。
ま

た
、

脳
血

管
疾

患
の

発
症

の
原

因
と

な
っ

た
生

活
習

慣
を

捉
え

て
多

職
種

と
共

有
し

た
う

え
で

、
医

師
等

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
い

て

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

本
人

の
尊

厳
の

保
持

や
生

活
の

意
向

も
捉

え
た

合
意

形
成

に
留

意
す

る
。

・
さ

ら
に

、
生

活
機

能
の

改
善

・
維

持
も

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
麻

痺
等

に
よ

る
歩

行
障

害
が

あ
る

場
合

な
ど

、
病

前
と

比
べ

て
Ａ

Ｄ
Ｌ

が
下

が
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

日
常

の
活

動
量

が
落

ち
て

し
ま

い
、

結
果

的
に

フ
レ

イ
ル

が
進

行
す

る
リ

ス
ク

も
あ

る
。

適
切

な
水

分
や

栄
養

を
確

保
し

た
う

え
で

、
活

動
量

を
維

持
す

る
よ

う
な

観

点
に

立
っ

た
生

活
機

能
の

維
持

に
も

留
意

す
る

。

な
お

、
高

次
脳

機
能

障
害

が
あ

る
場

合
や

う
つ

症
状

が
み

ら
れ

る
場

合
な

ど
は

、
ふ

さ
わ

し
い

専
門

職
を

交
え

た
評

価
と

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
本

人
の

日
常

生
活

の
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
・

共
有

す
る

こ
と

で
、

専
門

職
間

で
の

連
携

が
円

滑
に

な
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。
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脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
脳

血
管

疾
患

Ⅰ
期

（
病

状
が

安
定

し
、自

宅
で

の
生

活
を

送
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
す

る
時

期
）

・病
状
が
安
定
し、
自
宅
で
の
生
活
を
送
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
時
期
.

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理
の

理
解
が
必
要
。

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安

を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の
発

見
、病

状
悪
化
の
早
期
発
見
を
目
指
す
。

2 
目

標
血

圧
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・血
圧
の
変
動
が
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
で
あ
る
た
め
、こ
れ
を
確
認
で
き

る
体
制
を
整
備
。Ⅰ

期
で
は
病
棟
の
状
況
を
知
る
こと
も
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内
容

に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。

・不
整
脈
の
発
生
状
況
の
確
認
。

・気
温
変
化
が
大
き
い
と再

発
リス
クが
高
ま
る
た
め
、ま
ず
は
生
活
の
状
況
と、
中
心
とな
る

生
活
空
間
（
居
室
等
）
の
24
時
間
の
気
温
差
を
確
認
。

・気
温
差
の
縮
小
を
支
援
す
る
。冷

暖
房
等
だ
け
で
な
く、
衣
服
の
調
整
や
急
な
移
動
を
防

ぐ、
しば
らく
お
湯
を
出
して
か
ら入

浴
す
る
等
の
工
夫
も
検
討
。

・居
室
内
で
の
一
日
の
気
温
差
は
乾
燥
、脱

水
、冷

え
に
つ
な
が
り、
再
発
リス
クに
加
え
体

調
悪
化
の
要
因
に
も
な
りう
る
た
め
、こ
れ
を
把
握
し改

善
を
図
る
。

5 
高
脂
血
症
、糖

尿
病
等
の
個
別
疾
患
の
管
理
の
支

援
に
つ
い
て
別
途
確
認
す
る

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結
果
を
踏

ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理
の

理
解
が
必
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

支
援

の
概

要
、必

要
性

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
血

圧
等

の
体

調
の

確
認

1-
1-

3
環

境
整

備

1-
1-

4
そ

の
他

の
基

礎
疾

患
の

把
握

と適
切

な
食

事
の

提
供

3 
家

庭
（

日
常

）
血

圧
・脈

拍
等

の
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る

4 
室

内
気

温
の

調
整

や
気

温
差

の
改

善
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

1 
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
1 

血
圧

や
疾

病
の

管
理

の
支

援

1 
再

発
予

防

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

7
必

要
水

分
量

と日
常

の
摂

取
量

が
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。必

要
な

水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
して
、水

分
を
補
給
す
る
こと
が
重
要
。

8
適

切
な

水
分

を
摂

取
す

る
こと

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る
・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。本

人
・

家
族
等
に
対
して
水
分
摂
取
の
重
要
性
を
伝
え
、理

解
を
得
る
こと
が
必
要
。

9
自

ら
水

分
を

摂
取

で
き

る
よ

うに
す

る
体

制
を

整
え

る
・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。本

人
が

自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・Ⅰ
期
は
、身

体
機
能
の
回
復
が
見
込
め
る
一
方
で
、日

々
状
態
が
変
化
しや
す
く、
機
能

が
低
下
しや
す
い
時
期
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、状

態
を
継
続
的
に
把
握
して
、適

切
な
機

能
訓
練
が
必
要
。ま
た
、本

人
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ
る

こと
が
重
要
。

11
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
を

行
う体

制
を

整
え

る

・本
人
・家
族
等
が
過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自

立
的
な
生
活
へ
の
取
り組

み
（
受
容
）
を
促
進
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ

せ
た
整
理
が
重
要
。

12
抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

が
図

れ
る

体
制

を
整

え
る

・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ
の

状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

13
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
の

継
続

が
な

さ
れ

る
よ

う本
人

の
不

安
を

軽
減

す
る

体
制

を
整

え
る

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
。リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を

妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補
完
す
る
ケ
ア
導
入

の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
。*
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族

等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

6
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
受

容
の

支
援

2-
2-

1
受

容
の

支
援

10
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
3-

1
脱

水
予

防

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援 2-
1 

心
身

機
能

の
回

復
・維

持

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

1-
3 

生
活

習
慣

の
改

善

1
再

発
予

防

2
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

脳
血
管
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家

族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの

指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて

専
門
職
と連

携
して

支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して

支
援
体
制
を
整
備
。

7 
必

要
水

分
量

と日
常

の
摂

取
量

が
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。必

要
な

水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
して

、水
分
を
補
給
す
る
こと
が
重
要
。

8 
適

切
な

水
分

を
摂

取
す

る
こと

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る
・必

要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。本

人
・

家
族
等
に
対
して

水
分
摂
取
の
重
要
性
を
伝
え
、理

解
を
得
る
こと
が
必
要
。

9 
自

ら
水

分
を

摂
取

で
き

る
よ

うに
す

る
体

制
を

整
え

る
・必

要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。本

人
が

自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・Ⅰ
期
は
、身

体
機
能
の
回
復
が
見
込
め
る
一
方
で
、日

々
状
態
が
変
化
しや

す
く、
機
能

が
低
下
しや

す
い
時
期
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、状

態
を
継
続
的
に
把
握
して

、適
切
な
機

能
訓
練
が
必
要
。ま
た
、本

人
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向

上
させ

る
こと
が
重
要
。

11
 受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
を

行
う体

制
を

整
え

る

・本
人
・家

族
等
が
過
度
の
期
待
、拒

否
・否

定
、あ

き
らめ

等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自

立
的
な
生
活
へ
の
取
り組

み
（
受
容
）
を
促
進
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ

せ
た
整
理
が
重
要
。

12
 抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

が
図

れ
る

体
制

を
整

え
る

・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ
の

状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

13
 リ

ハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
。リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を

妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家

族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補
完
す
る
ケ
ア
導
入

の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
。*
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家

族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

6 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

10
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
3-

1
脱

水
予

防

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援 2-
1 

心
身

機
能

の
回

復
・維

持

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

1
受

容
の

支
援

1-
3 

生
活

習
慣

の
改

善

1 
再

発
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

94

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
脳

血
管

疾
患

Ⅰ
期

（
病

状
が

安
定

し
、自

宅
で

の
生

活
を

送
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
す

る
時

期
）

・病
状
が
安
定
し、
自
宅
で
の
生
活
を
送
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
時
期
.

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理
の

理
解
が
必
要
。

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安

を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の
発

見
、病

状
悪
化
の
早
期
発
見
を
目
指
す
。

2 
目

標
血

圧
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・血
圧
の
変
動
が
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
で
あ
る
た
め
、こ
れ
を
確
認
で
き

る
体
制
を
整
備
。Ⅰ

期
で
は
病
棟
の
状
況
を
知
る
こと
も
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内
容

に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。

・不
整
脈
の
発
生
状
況
の
確
認
。

・気
温
変
化
が
大
き
い
と再

発
リス
クが
高
ま
る
た
め
、ま
ず
は
生
活
の
状
況
と、
中
心
とな
る

生
活
空
間
（
居
室
等
）
の
24
時
間
の
気
温
差
を
確
認
。

・気
温
差
の
縮
小
を
支
援
す
る
。冷

暖
房
等
だ
け
で
な
く、
衣
服
の
調
整
や
急
な
移
動
を
防

ぐ、
しば
らく
お
湯
を
出
して
か
ら入

浴
す
る
等
の
工
夫
も
検
討
。

・居
室
内
で
の
一
日
の
気
温
差
は
乾
燥
、脱

水
、冷

え
に
つ
な
が
り、
再
発
リス
クに
加
え
体

調
悪
化
の
要
因
に
も
な
りう
る
た
め
、こ
れ
を
把
握
し改

善
を
図
る
。

5 
高
脂
血
症
、糖

尿
病
等
の
個
別
疾
患
の
管
理
の
支

援
に
つ
い
て
別
途
確
認
す
る

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結
果
を
踏

ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理
の

理
解
が
必
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

支
援

の
概

要
、必

要
性

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
血

圧
等

の
体

調
の

確
認

1-
1-

3
環

境
整

備

1-
1-

4
そ

の
他

の
基

礎
疾

患
の

把
握

と適
切

な
食

事
の

提
供

3 
家

庭
（

日
常

）
血

圧
・脈

拍
等

の
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る

4 
室

内
気

温
の

調
整

や
気

温
差

の
改

善
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

1 
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
1 

血
圧

や
疾

病
の

管
理

の
支

援

1 
再

発
予

防

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

7
必

要
水

分
量

と日
常

の
摂

取
量

が
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。必

要
な

水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
して
、水

分
を
補
給
す
る
こと
が
重
要
。

8
適

切
な

水
分

を
摂

取
す

る
こと

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る
・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。本

人
・

家
族
等
に
対
して
水
分
摂
取
の
重
要
性
を
伝
え
、理

解
を
得
る
こと
が
必
要
。

9
自

ら
水

分
を

摂
取

で
き

る
よ

うに
す

る
体

制
を

整
え

る
・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。本

人
が

自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・Ⅰ
期
は
、身

体
機
能
の
回
復
が
見
込
め
る
一
方
で
、日

々
状
態
が
変
化
しや
す
く、
機
能

が
低
下
しや
す
い
時
期
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、状

態
を
継
続
的
に
把
握
して
、適

切
な
機

能
訓
練
が
必
要
。ま
た
、本

人
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ
る

こと
が
重
要
。

11
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
を

行
う体

制
を

整
え

る

・本
人
・家
族
等
が
過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自

立
的
な
生
活
へ
の
取
り組

み
（
受
容
）
を
促
進
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ

せ
た
整
理
が
重
要
。

12
抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

が
図

れ
る

体
制

を
整

え
る

・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ
の

状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

13
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
の

継
続

が
な

さ
れ

る
よ

う本
人

の
不

安
を

軽
減

す
る

体
制

を
整

え
る

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
。リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を

妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補
完
す
る
ケ
ア
導
入

の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
。*
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族

等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

6
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
受

容
の

支
援

2-
2-

1
受

容
の

支
援

10
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
3-

1
脱

水
予

防

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援 2-
1 

心
身

機
能

の
回

復
・維

持

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

1-
3 

生
活

習
慣

の
改

善

1
再

発
予

防

2
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

脳
血
管
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家

族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの

指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて

専
門
職
と連

携
して

支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して

支
援
体
制
を
整
備
。

7 
必

要
水

分
量

と日
常

の
摂

取
量

が
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。必

要
な

水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
して

、水
分
を
補
給
す
る
こと
が
重
要
。

8 
適

切
な

水
分

を
摂

取
す

る
こと

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る
・必

要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。本

人
・

家
族
等
に
対
して

水
分
摂
取
の
重
要
性
を
伝
え
、理

解
を
得
る
こと
が
必
要
。

9 
自

ら
水

分
を

摂
取

で
き

る
よ

うに
す

る
体

制
を

整
え

る
・必

要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。本

人
が

自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・Ⅰ
期
は
、身

体
機
能
の
回
復
が
見
込
め
る
一
方
で
、日

々
状
態
が
変
化
しや

す
く、
機
能

が
低
下
しや

す
い
時
期
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、状

態
を
継
続
的
に
把
握
して

、適
切
な
機

能
訓
練
が
必
要
。ま
た
、本

人
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向

上
させ

る
こと
が
重
要
。

11
 受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
を

行
う体

制
を

整
え

る

・本
人
・家

族
等
が
過
度
の
期
待
、拒

否
・否

定
、あ

き
らめ

等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自

立
的
な
生
活
へ
の
取
り組

み
（
受
容
）
を
促
進
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ

せ
た
整
理
が
重
要
。

12
 抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

が
図

れ
る

体
制

を
整

え
る

・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ
の

状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

13
 リ

ハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
。リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を

妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家

族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補
完
す
る
ケ
ア
導
入

の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
。*
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家

族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

6 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

10
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
3-

1
脱

水
予

防

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援 2-
1 

心
身

機
能

の
回

復
・維

持

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

1
受

容
の

支
援

1-
3 

生
活

習
慣

の
改

善

1 
再

発
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上
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脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
脳

血
管

疾
患

Ⅰ
期

（
病

状
が

安
定

し
、自

宅
で

の
生

活
を

送
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
す

る
時

期
）

・病
状
が
安
定
し、
自
宅
で
の
生
活
を
送
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
時
期
.

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理
の

理
解
が
必
要
。

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安

を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の
発

見
、病

状
悪
化
の
早
期
発
見
を
目
指
す
。

2 
目

標
血

圧
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・血
圧
の
変
動
が
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
で
あ
る
た
め
、こ
れ
を
確
認
で
き

る
体
制
を
整
備
。Ⅰ

期
で
は
病
棟
の
状
況
を
知
る
こと
も
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内
容

に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。

・不
整
脈
の
発
生
状
況
の
確
認
。

・気
温
変
化
が
大
き
い
と再

発
リス
クが
高
ま
る
た
め
、ま
ず
は
生
活
の
状
況
と、
中
心
とな
る

生
活
空
間
（
居
室
等
）
の
24
時
間
の
気
温
差
を
確
認
。

・気
温
差
の
縮
小
を
支
援
す
る
。冷

暖
房
等
だ
け
で
な
く、
衣
服
の
調
整
や
急
な
移
動
を
防

ぐ、
しば
らく
お
湯
を
出
して
か
ら入

浴
す
る
等
の
工
夫
も
検
討
。

・居
室
内
で
の
一
日
の
気
温
差
は
乾
燥
、脱

水
、冷

え
に
つ
な
が
り、
再
発
リス
クに
加
え
体

調
悪
化
の
要
因
に
も
な
りう
る
た
め
、こ
れ
を
把
握
し改

善
を
図
る
。

5 
高
脂
血
症
、糖

尿
病
等
の
個
別
疾
患
の
管
理
の
支

援
に
つ
い
て
別
途
確
認
す
る

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結
果
を
踏

ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理
の

理
解
が
必
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

支
援

の
概

要
、必

要
性

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
血

圧
等

の
体

調
の

確
認

1-
1-

3
環

境
整

備

1-
1-

4
そ

の
他

の
基

礎
疾

患
の

把
握

と適
切

な
食

事
の

提
供

3 
家

庭
（

日
常

）
血

圧
・脈

拍
等

の
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る

4 
室

内
気

温
の

調
整

や
気

温
差

の
改

善
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

1 
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
1 

血
圧

や
疾

病
の

管
理

の
支

援

1 
再

発
予

防

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

7
必

要
水

分
量

と日
常

の
摂

取
量

が
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。必

要
な

水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
して
、水

分
を
補
給
す
る
こと
が
重
要
。

8
適

切
な

水
分

を
摂

取
す

る
こと

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る
・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。本

人
・

家
族
等
に
対
して
水
分
摂
取
の
重
要
性
を
伝
え
、理

解
を
得
る
こと
が
必
要
。

9
自

ら
水

分
を

摂
取

で
き

る
よ

うに
す

る
体

制
を

整
え

る
・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。本

人
が

自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・Ⅰ
期
は
、身

体
機
能
の
回
復
が
見
込
め
る
一
方
で
、日

々
状
態
が
変
化
しや
す
く、
機
能

が
低
下
しや
す
い
時
期
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、状

態
を
継
続
的
に
把
握
して
、適

切
な
機

能
訓
練
が
必
要
。ま
た
、本

人
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ
る

こと
が
重
要
。

11
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
を

行
う体

制
を

整
え

る

・本
人
・家
族
等
が
過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自

立
的
な
生
活
へ
の
取
り組

み
（
受
容
）
を
促
進
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ

せ
た
整
理
が
重
要
。

12
抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

が
図

れ
る

体
制

を
整

え
る

・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ
の

状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

13
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
の

継
続

が
な

さ
れ

る
よ

う本
人

の
不

安
を

軽
減

す
る

体
制

を
整

え
る

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
。リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を

妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補
完
す
る
ケ
ア
導
入

の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
。*
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族

等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

6
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
受

容
の

支
援

2-
2-

1
受

容
の

支
援

10
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
3-

1
脱

水
予

防

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援 2-
1 

心
身

機
能

の
回

復
・維

持

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

1-
3 

生
活

習
慣

の
改

善

1
再

発
予

防

2
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

脳
血
管
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家

族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの

指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて

専
門
職
と連

携
して

支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して

支
援
体
制
を
整
備
。

7 
必

要
水

分
量

と日
常

の
摂

取
量

が
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。必

要
な

水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
して

、水
分
を
補
給
す
る
こと
が
重
要
。

8 
適

切
な

水
分

を
摂

取
す

る
こと

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る
・必

要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。本

人
・

家
族
等
に
対
して

水
分
摂
取
の
重
要
性
を
伝
え
、理

解
を
得
る
こと
が
必
要
。

9 
自

ら
水

分
を

摂
取

で
き

る
よ

うに
す

る
体

制
を

整
え

る
・必

要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。本

人
が

自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・Ⅰ
期
は
、身

体
機
能
の
回
復
が
見
込
め
る
一
方
で
、日

々
状
態
が
変
化
しや

す
く、
機
能

が
低
下
しや

す
い
時
期
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、状

態
を
継
続
的
に
把
握
して

、適
切
な
機

能
訓
練
が
必
要
。ま
た
、本

人
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向

上
させ

る
こと
が
重
要
。

11
 受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
を

行
う体

制
を

整
え

る

・本
人
・家

族
等
が
過
度
の
期
待
、拒

否
・否

定
、あ

き
らめ

等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自

立
的
な
生
活
へ
の
取
り組

み
（
受
容
）
を
促
進
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ

せ
た
整
理
が
重
要
。

12
 抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

が
図

れ
る

体
制

を
整

え
る

・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ
の

状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

13
 リ

ハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
。リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を

妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家

族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補
完
す
る
ケ
ア
導
入

の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
。*
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家

族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

6 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

10
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
3-

1
脱

水
予

防

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援 2-
1 

心
身

機
能

の
回

復
・維

持

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

1
受

容
の

支
援

1-
3 

生
活

習
慣

の
改

善

1 
再

発
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

94

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
脳

血
管

疾
患

Ⅰ
期

（
病

状
が

安
定

し
、自

宅
で

の
生

活
を

送
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
す

る
時

期
）

・病
状
が
安
定
し、
自
宅
で
の
生
活
を
送
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
時
期
.

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理
の

理
解
が
必
要
。

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安

を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の
発

見
、病

状
悪
化
の
早
期
発
見
を
目
指
す
。

2 
目

標
血

圧
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・血
圧
の
変
動
が
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
で
あ
る
た
め
、こ
れ
を
確
認
で
き

る
体
制
を
整
備
。Ⅰ

期
で
は
病
棟
の
状
況
を
知
る
こと
も
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内
容

に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。

・不
整
脈
の
発
生
状
況
の
確
認
。

・気
温
変
化
が
大
き
い
と再

発
リス
クが
高
ま
る
た
め
、ま
ず
は
生
活
の
状
況
と、
中
心
とな
る

生
活
空
間
（
居
室
等
）
の
24
時
間
の
気
温
差
を
確
認
。

・気
温
差
の
縮
小
を
支
援
す
る
。冷

暖
房
等
だ
け
で
な
く、
衣
服
の
調
整
や
急
な
移
動
を
防

ぐ、
しば
らく
お
湯
を
出
して
か
ら入

浴
す
る
等
の
工
夫
も
検
討
。

・居
室
内
で
の
一
日
の
気
温
差
は
乾
燥
、脱

水
、冷

え
に
つ
な
が
り、
再
発
リス
クに
加
え
体

調
悪
化
の
要
因
に
も
な
りう
る
た
め
、こ
れ
を
把
握
し改

善
を
図
る
。

5 
高
脂
血
症
、糖

尿
病
等
の
個
別
疾
患
の
管
理
の
支

援
に
つ
い
て
別
途
確
認
す
る

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結
果
を
踏

ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理
の

理
解
が
必
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

支
援

の
概

要
、必

要
性

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
血

圧
等

の
体

調
の

確
認

1-
1-

3
環

境
整

備

1-
1-

4
そ

の
他

の
基

礎
疾

患
の

把
握

と適
切

な
食

事
の

提
供

3 
家

庭
（

日
常

）
血

圧
・脈

拍
等

の
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る

4 
室

内
気

温
の

調
整

や
気

温
差

の
改

善
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

1 
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
1 

血
圧

や
疾

病
の

管
理

の
支

援

1 
再

発
予

防

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

7
必

要
水

分
量

と日
常

の
摂

取
量

が
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。必

要
な

水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
して
、水

分
を
補
給
す
る
こと
が
重
要
。

8
適

切
な

水
分

を
摂

取
す

る
こと

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る
・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。本

人
・

家
族
等
に
対
して
水
分
摂
取
の
重
要
性
を
伝
え
、理

解
を
得
る
こと
が
必
要
。

9
自

ら
水

分
を

摂
取

で
き

る
よ

うに
す

る
体

制
を

整
え

る
・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが
上
昇
。本

人
が

自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・Ⅰ
期
は
、身

体
機
能
の
回
復
が
見
込
め
る
一
方
で
、日

々
状
態
が
変
化
しや
す
く、
機
能

が
低
下
しや
す
い
時
期
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、状

態
を
継
続
的
に
把
握
して
、適

切
な
機

能
訓
練
が
必
要
。ま
た
、本

人
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ
る

こと
が
重
要
。

11
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
を

行
う体

制
を

整
え

る

・本
人
・家
族
等
が
過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自

立
的
な
生
活
へ
の
取
り組

み
（
受
容
）
を
促
進
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ

せ
た
整
理
が
重
要
。

12
抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

が
図

れ
る

体
制

を
整

え
る

・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ
の

状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

13
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
の

継
続

が
な

さ
れ

る
よ

う本
人

の
不

安
を

軽
減

す
る

体
制

を
整

え
る

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
。リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を

妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補
完
す
る
ケ
ア
導
入

の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
。*
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族

等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

6
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
受

容
の

支
援

2-
2-

1
受

容
の

支
援

10
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
3-

1
脱

水
予

防

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援 2-
1 

心
身

機
能

の
回

復
・維

持

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

1-
3 

生
活

習
慣

の
改

善

1
再

発
予

防

2
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

脳
血
管
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家

族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの

指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて

専
門
職
と連

携
して

支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して

支
援
体
制
を
整
備
。

7 
必

要
水

分
量

と日
常

の
摂

取
量

が
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。必

要
な

水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を
把
握
して

、水
分
を
補
給
す
る
こと
が
重
要
。

8 
適

切
な

水
分

を
摂

取
す

る
こと

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る
・必

要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。本

人
・

家
族
等
に
対
して

水
分
摂
取
の
重
要
性
を
伝
え
、理

解
を
得
る
こと
が
必
要
。

9 
自

ら
水

分
を

摂
取

で
き

る
よ

うに
す

る
体

制
を

整
え

る
・必

要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クが

上
昇
。本

人
が

自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・Ⅰ
期
は
、身

体
機
能
の
回
復
が
見
込
め
る
一
方
で
、日

々
状
態
が
変
化
しや

す
く、
機
能

が
低
下
しや

す
い
時
期
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、状

態
を
継
続
的
に
把
握
して

、適
切
な
機

能
訓
練
が
必
要
。ま
た
、本

人
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向

上
させ

る
こと
が
重
要
。

11
 受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
を

行
う体

制
を

整
え

る

・本
人
・家

族
等
が
過
度
の
期
待
、拒

否
・否

定
、あ

き
らめ

等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自

立
的
な
生
活
へ
の
取
り組

み
（
受
容
）
を
促
進
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ

せ
た
整
理
が
重
要
。

12
 抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

が
図

れ
る

体
制

を
整

え
る

・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ
の

状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

13
 リ

ハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
。リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を

妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家

族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補
完
す
る
ケ
ア
導
入

の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
。*
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家

族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

6 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

10
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
3-

1
脱

水
予

防

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援 2-
1 

心
身

機
能

の
回

復
・維

持

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

1
受

容
の

支
援

1-
3 

生
活

習
慣

の
改

善

1 
再

発
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

9595



脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

14
A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

と共
有

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に
つ
な

が
る
が
、把

握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上
を
損
な
う。
多

職
種
が
で
の
AD
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L

の
機

能
向

上
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・Ⅰ
期
は
、環

境
が
病
院
か
ら自

宅
へ
と変

化
して
、本

来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存

機
能
に
応
じた
AD
L/
IA
D
Lの
発
揮
を
うな
が
す
機
会
が
低
下
を
招
く。

16
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

状
況

の
継

続
的

な
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
上
昇
。脳

血
管
疾
患

な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

を
図

る
体

制
を

整
え

る
（

言
語

訓
練

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
手

段
の

検
討

等
）

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
減
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

18
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
。（

Ⅰ
期
は
Ⅱ
期
で
の
社
会
参
加
の
回
復

に
向
け
て
、ど
の
よ
うな
役
割
の
回
復
が
見
込
め
そ
うか
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。）

19
外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期
で
は
生
活
の
範
囲
が
狭
くな
る
た
め
、生

活
が
縮
小
しや
す
くな
る
、こ
の
時
期
に
交

流
を
担
保
す
る
こと
が
、Ⅱ

期
以
降
の
移
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
重
要
。

20
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限

界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。Ⅰ

期
は
、新

しい
価
値
・機
能
の
獲
得
を
見
据
え
た
目
標
や
可
能
性
の
設
定
を
重
視
。

2-
3 

活
動

と参
加

に
関

わ
る

能
力

の
維

持
・改

善

2
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保
2-

3 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

21
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
に

つ
い

て
別

途
確

認
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

22
 転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
あ

る
い

は
環

境
整

備
す

る
た

め
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
大
き
く変
化
す
る
時
期
の
た
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況

を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
。

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
4 

リス
ク

管
理

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に
よ
っ

て
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

2-
4-

2 
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

脳
血
管
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

14
 A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

と共
有

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D

L/
IA

D
Lの

状
態

を
把

握
して

、自
分

で
で

き
る

事
を

増
や

す
こと

は
機

能
訓

練
に

つ
な

が
る

が
、把

握
せ

ず
に

行
う生

活
の

補
完

的
ケ

ア
は

、活
動

と参
加

の
向

上
を

損
な

う。
多

職
種

が
で

の
AD

L/
 I

AD
Lの

共
有

が
必

要
。

15
 状

態
に

合
った

AD
L/

IA
D

L 
の

機
能

向
上

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期

は
、環

境
が

病
院

か
ら自

宅
へ

と変
化

して
、本

来
有

す
る

機
能

、あ
る

い
は

残
存

機
能

に
応

じた
AD

L/
IA

D
Lの

発
揮

を
うな

が
す

機
会

が
低

下
を

招
く。

16
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
状

況
の

継
続

的
な

把
握

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
が

低
下

す
る

と生
活

が
縮

小
す

る
リス

クが
上

昇
。脳

血
管

疾
患

な
の

で
、特

に
構

音
障

害
･失

語
症

等
へ

の
対

応
・支

援
を

検
討

。

17
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善
を

図
る

体
制

を
整

え
る

（
言

語
訓

練
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

手
段

の
検

討
等

）
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

維
持

・向
上

を
図

る
こと

で
、生

活
の

縮
小

リス
クを

低
減

。特
に

構
音

障
害

･失
語

症
等

へ
の

対
応

・支
援

を
検

討
。

18
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・役
割

を
確

認
す

る
こと

に
で

尊
厳

を
取

り戻
す

。（
Ⅰ

期
は

Ⅱ
期

で
の

社
会

参
加

の
回

復
に

向
け

て
、ど

の
よ

うな
役

割
の

回
復

が
見

込
め

そ
うか

を
把

握
す

る
こと

が
重

要
。）

19
 外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期

で
は

生
活

の
範

囲
が

狭
くな

る
た

め
、生

活
が

縮
小

しや
す

くな
る

、こ
の

時
期

に
交

流
を

担
保

す
る

こと
が

、Ⅱ
期

以
降

の
移

行
を

円
滑

に
す

る
た

め
に

重
要

。

20
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

・障
害

や
後

遺
症

を
抱

え
た

生
活

の
中

で
、落

胆
体

験
（

残
存

機
能

と回
復

機
能

の
限

界
を

見
つ

め
る

経
験

）
を

重
ね

、新
しい

価
値

・機
能

を
獲

得
す

る
支

援
が

必
要

。Ⅰ
期

は
、新

しい
価

値
・機

能
の

獲
得

を
見

据
え

た
目

標
や

可
能

性
の

設
定

を
重

視
。

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保

2-
3 

活
動

と参
加

に
関

わ
る

能
力

の
維

持
・改

善

96

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

14
A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

と共
有

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に
つ
な

が
る
が
、把

握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上
を
損
な
う。
多

職
種
が
で
の
AD
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L

の
機

能
向

上
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・Ⅰ
期
は
、環

境
が
病
院
か
ら自

宅
へ
と変

化
して
、本

来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存

機
能
に
応
じた
AD
L/
IA
D
Lの
発
揮
を
うな
が
す
機
会
が
低
下
を
招
く。

16
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

状
況

の
継

続
的

な
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
上
昇
。脳

血
管
疾
患

な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

を
図

る
体

制
を

整
え

る
（

言
語

訓
練

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
手

段
の

検
討

等
）

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
減
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

18
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
。（

Ⅰ
期
は
Ⅱ
期
で
の
社
会
参
加
の
回
復

に
向
け
て
、ど
の
よ
うな
役
割
の
回
復
が
見
込
め
そ
うか
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。）

19
外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期
で
は
生
活
の
範
囲
が
狭
くな
る
た
め
、生

活
が
縮
小
しや
す
くな
る
、こ
の
時
期
に
交

流
を
担
保
す
る
こと
が
、Ⅱ

期
以
降
の
移
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
重
要
。

20
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限

界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。Ⅰ

期
は
、新

しい
価
値
・機
能
の
獲
得
を
見
据
え
た
目
標
や
可
能
性
の
設
定
を
重
視
。

2-
3 

活
動

と参
加

に
関

わ
る

能
力

の
維

持
・改

善

2
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保
2-

3 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

21
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
に

つ
い

て
別

途
確

認
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

22
 転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
あ

る
い

は
環

境
整

備
す

る
た

め
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
大
き
く変
化
す
る
時
期
の
た
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況

を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
。

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
4 

リス
ク

管
理

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に
よ
っ

て
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

2-
4-

2 
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

脳
血
管
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

14
 A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

と共
有

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D

L/
IA

D
Lの

状
態

を
把

握
して

、自
分

で
で

き
る

事
を

増
や

す
こと

は
機

能
訓

練
に

つ
な

が
る

が
、把

握
せ

ず
に

行
う生

活
の

補
完

的
ケ

ア
は

、活
動

と参
加

の
向

上
を

損
な

う。
多

職
種

が
で

の
AD

L/
 I

AD
Lの

共
有

が
必

要
。

15
 状

態
に

合
った

AD
L/

IA
D

L 
の

機
能

向
上

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期

は
、環

境
が

病
院

か
ら自

宅
へ

と変
化

して
、本

来
有

す
る

機
能

、あ
る

い
は

残
存

機
能

に
応

じた
AD

L/
IA

D
Lの

発
揮

を
うな

が
す

機
会

が
低

下
を

招
く。

16
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
状

況
の

継
続

的
な

把
握

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
が

低
下

す
る

と生
活

が
縮

小
す

る
リス

クが
上

昇
。脳

血
管

疾
患

な
の

で
、特

に
構

音
障

害
･失

語
症

等
へ

の
対

応
・支

援
を

検
討

。

17
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善
を

図
る

体
制

を
整

え
る

（
言

語
訓

練
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

手
段

の
検

討
等

）
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

維
持

・向
上

を
図

る
こと

で
、生

活
の

縮
小

リス
クを

低
減

。特
に

構
音

障
害

･失
語

症
等

へ
の

対
応

・支
援

を
検

討
。

18
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・役
割

を
確

認
す

る
こと

に
で

尊
厳

を
取

り戻
す

。（
Ⅰ

期
は

Ⅱ
期

で
の

社
会

参
加

の
回

復
に

向
け

て
、ど

の
よ

うな
役

割
の

回
復

が
見

込
め

そ
うか

を
把

握
す

る
こと

が
重

要
。）

19
 外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期

で
は

生
活

の
範

囲
が

狭
くな

る
た

め
、生

活
が

縮
小

しや
す

くな
る

、こ
の

時
期

に
交

流
を

担
保

す
る

こと
が

、Ⅱ
期

以
降

の
移

行
を

円
滑

に
す

る
た

め
に

重
要

。

20
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

・障
害

や
後

遺
症

を
抱

え
た

生
活

の
中

で
、落

胆
体

験
（

残
存

機
能

と回
復

機
能

の
限

界
を

見
つ

め
る

経
験

）
を

重
ね

、新
しい

価
値

・機
能

を
獲

得
す

る
支

援
が

必
要

。Ⅰ
期

は
、新

しい
価

値
・機

能
の

獲
得

を
見

据
え

た
目

標
や

可
能

性
の

設
定

を
重

視
。

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保

2-
3

活
動

と参
加

に
関

わ
る

能
力

の
維

持
・改

善

9796



脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

14
A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

と共
有

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に
つ
な

が
る
が
、把

握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上
を
損
な
う。
多

職
種
が
で
の
AD
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L

の
機

能
向

上
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・Ⅰ
期
は
、環

境
が
病
院
か
ら自

宅
へ
と変

化
して
、本

来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存

機
能
に
応
じた
AD
L/
IA
D
Lの
発
揮
を
うな
が
す
機
会
が
低
下
を
招
く。

16
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

状
況

の
継

続
的

な
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
上
昇
。脳

血
管
疾
患

な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

を
図

る
体

制
を

整
え

る
（

言
語

訓
練

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
手

段
の

検
討

等
）

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
減
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

18
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
。（

Ⅰ
期
は
Ⅱ
期
で
の
社
会
参
加
の
回
復

に
向
け
て
、ど
の
よ
うな
役
割
の
回
復
が
見
込
め
そ
うか
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。）

19
外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期
で
は
生
活
の
範
囲
が
狭
くな
る
た
め
、生

活
が
縮
小
しや
す
くな
る
、こ
の
時
期
に
交

流
を
担
保
す
る
こと
が
、Ⅱ

期
以
降
の
移
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
重
要
。

20
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限

界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。Ⅰ

期
は
、新

しい
価
値
・機
能
の
獲
得
を
見
据
え
た
目
標
や
可
能
性
の
設
定
を
重
視
。

2-
3 

活
動

と参
加

に
関

わ
る

能
力

の
維

持
・改

善

2
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保
2-

3 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

21
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
に

つ
い

て
別

途
確

認
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

22
 転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
あ

る
い

は
環

境
整

備
す

る
た

め
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
大
き
く変
化
す
る
時
期
の
た
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況

を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
。

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
4 

リス
ク

管
理

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に
よ
っ

て
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

2-
4-

2 
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

脳
血
管
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

14
 A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

と共
有

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D

L/
IA

D
Lの

状
態

を
把

握
して

、自
分

で
で

き
る

事
を

増
や

す
こと

は
機

能
訓

練
に

つ
な

が
る

が
、把

握
せ

ず
に

行
う生

活
の

補
完

的
ケ

ア
は

、活
動

と参
加

の
向

上
を

損
な

う。
多

職
種

が
で

の
AD

L/
 I

AD
Lの

共
有

が
必

要
。

15
 状

態
に

合
った

AD
L/

IA
D

L 
の

機
能

向
上

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期

は
、環

境
が

病
院

か
ら自

宅
へ

と変
化

して
、本

来
有

す
る

機
能

、あ
る

い
は

残
存

機
能

に
応

じた
AD

L/
IA

D
Lの

発
揮

を
うな

が
す

機
会

が
低

下
を

招
く。

16
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
状

況
の

継
続

的
な

把
握

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
が

低
下

す
る

と生
活

が
縮

小
す

る
リス

クが
上

昇
。脳

血
管

疾
患

な
の

で
、特

に
構

音
障

害
･失

語
症

等
へ

の
対

応
・支

援
を

検
討

。

17
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善
を

図
る

体
制

を
整

え
る

（
言

語
訓

練
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

手
段

の
検

討
等

）
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

維
持

・向
上

を
図

る
こと

で
、生

活
の

縮
小

リス
クを

低
減

。特
に

構
音

障
害

･失
語

症
等

へ
の

対
応

・支
援

を
検

討
。

18
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・役
割

を
確

認
す

る
こと

に
で

尊
厳

を
取

り戻
す

。（
Ⅰ

期
は

Ⅱ
期

で
の

社
会

参
加

の
回

復
に

向
け

て
、ど

の
よ

うな
役

割
の

回
復

が
見

込
め

そ
うか

を
把

握
す

る
こと

が
重

要
。）

19
 外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期

で
は

生
活

の
範

囲
が

狭
くな

る
た

め
、生

活
が

縮
小

しや
す

くな
る

、こ
の

時
期

に
交

流
を

担
保

す
る

こと
が

、Ⅱ
期

以
降

の
移

行
を

円
滑

に
す

る
た

め
に

重
要

。

20
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

・障
害

や
後

遺
症

を
抱

え
た

生
活

の
中

で
、落

胆
体

験
（

残
存

機
能

と回
復

機
能

の
限

界
を

見
つ

め
る

経
験

）
を

重
ね

、新
しい

価
値

・機
能

を
獲

得
す

る
支

援
が

必
要

。Ⅰ
期

は
、新

しい
価

値
・機

能
の

獲
得

を
見

据
え

た
目

標
や

可
能

性
の

設
定

を
重

視
。

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保

2-
3 

活
動

と参
加

に
関

わ
る

能
力

の
維

持
・改

善

96

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

14
A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

と共
有

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に
つ
な

が
る
が
、把

握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上
を
損
な
う。
多

職
種
が
で
の
AD
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L

の
機

能
向

上
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・Ⅰ
期
は
、環

境
が
病
院
か
ら自

宅
へ
と変

化
して
、本

来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存

機
能
に
応
じた
AD
L/
IA
D
Lの
発
揮
を
うな
が
す
機
会
が
低
下
を
招
く。

16
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

状
況

の
継

続
的

な
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
上
昇
。脳

血
管
疾
患

な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

を
図

る
体

制
を

整
え

る
（

言
語

訓
練

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
手

段
の

検
討

等
）

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
減
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

18
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
。（

Ⅰ
期
は
Ⅱ
期
で
の
社
会
参
加
の
回
復

に
向
け
て
、ど
の
よ
うな
役
割
の
回
復
が
見
込
め
そ
うか
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。）

19
外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期
で
は
生
活
の
範
囲
が
狭
くな
る
た
め
、生

活
が
縮
小
しや
す
くな
る
、こ
の
時
期
に
交

流
を
担
保
す
る
こと
が
、Ⅱ

期
以
降
の
移
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
重
要
。

20
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の
限

界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。Ⅰ

期
は
、新

しい
価
値
・機
能
の
獲
得
を
見
据
え
た
目
標
や
可
能
性
の
設
定
を
重
視
。

2-
3 

活
動

と参
加

に
関

わ
る

能
力

の
維

持
・改

善

2
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保
2-

3 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅰ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

21
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
に

つ
い

て
別

途
確

認
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

22
 転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
あ

る
い

は
環

境
整

備
す

る
た

め
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
大
き
く変
化
す
る
時
期
の
た
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況

を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
。

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
4 

リス
ク

管
理

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に
よ
っ

て
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

2-
4-

2 
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

脳
血
管
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

14
 A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

と共
有

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D

L/
IA

D
Lの

状
態

を
把

握
して

、自
分

で
で

き
る

事
を

増
や

す
こと

は
機

能
訓

練
に

つ
な

が
る

が
、把

握
せ

ず
に

行
う生

活
の

補
完

的
ケ

ア
は

、活
動

と参
加

の
向

上
を

損
な

う。
多

職
種

が
で

の
AD

L/
 I

AD
Lの

共
有

が
必

要
。

15
 状

態
に

合
った

AD
L/

IA
D

L 
の

機
能

向
上

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期

は
、環

境
が

病
院

か
ら自

宅
へ

と変
化

して
、本

来
有

す
る

機
能

、あ
る

い
は

残
存

機
能

に
応

じた
AD

L/
IA

D
Lの

発
揮

を
うな

が
す

機
会

が
低

下
を

招
く。

16
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
状

況
の

継
続

的
な

把
握

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
が

低
下

す
る

と生
活

が
縮

小
す

る
リス

クが
上

昇
。脳

血
管

疾
患

な
の

で
、特

に
構

音
障

害
･失

語
症

等
へ

の
対

応
・支

援
を

検
討

。

17
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善
を

図
る

体
制

を
整

え
る

（
言

語
訓

練
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

手
段

の
検

討
等

）
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

維
持

・向
上

を
図

る
こと

で
、生

活
の

縮
小

リス
クを

低
減

。特
に

構
音

障
害

･失
語

症
等

へ
の

対
応

・支
援

を
検

討
。

18
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・役
割

を
確

認
す

る
こと

に
で

尊
厳

を
取

り戻
す

。（
Ⅰ

期
は

Ⅱ
期

で
の

社
会

参
加

の
回

復
に

向
け

て
、ど

の
よ

うな
役

割
の

回
復

が
見

込
め

そ
うか

を
把

握
す

る
こと

が
重

要
。）

19
 外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・Ⅰ
期

で
は

生
活

の
範

囲
が

狭
くな

る
た

め
、生

活
が

縮
小

しや
す

くな
る

、こ
の

時
期

に
交

流
を

担
保

す
る

こと
が

、Ⅱ
期

以
降

の
移

行
を

円
滑

に
す

る
た

め
に

重
要

。

20
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

・障
害

や
後

遺
症

を
抱

え
た

生
活

の
中

で
、落

胆
体

験
（

残
存

機
能

と回
復

機
能

の
限

界
を

見
つ

め
る

経
験

）
を

重
ね

、新
しい

価
値

・機
能

を
獲

得
す

る
支

援
が

必
要

。Ⅰ
期

は
、新

しい
価

値
・機

能
の

獲
得

を
見

据
え

た
目

標
や

可
能

性
の

設
定

を
重

視
。

2 
生

活
機

能
の

維
持

・
向

上

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
確

保

2-
3

活
動

と参
加

に
関

わ
る

能
力

の
維

持
・改

善

9797



脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
脳

血
管

疾
患

Ⅱ
期

（
病

状
が

安
定

し
て

、個
別

性
を

踏
ま

え
た

生
活

の
充

足
に

向
け

た
設

計
を

す
る

時
期

）

・病
状
が
安
定
して
、個

別
性
を
踏
ま
え
た
生
活
の
充
足
に
向
け
た
設
計
を
す
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

2 
目

標
血

圧
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・血
圧
の
変
動
が
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
で
あ
る
た
め
、こ
れ
を
確
認

で
き
る
体
制
を
整
備
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。

・不
整
脈
の
発
生
状
況
の
確
認
。

・気
温
変
化
が
大
き
い
と再

発
リス
クが
高
ま
る
た
め
、ま
ず
は
生
活
の
状
況
と、
中
心
とな

る
生
活
空
間
（
居
室
等
）
の
24
時
間
の
気
温
差
を
確
認
。

・気
温
差
の
縮
小
を
支
援
す
る
。冷

暖
房
等
だ
け
で
な
く、
衣
服
の
調
整
や
急
な
移
動
を

防
ぐ、
しば
らく
お
湯
を
出
して
か
ら入

浴
す
る
等
の
工
夫
も
検
討
。

・居
室
内
で
の
一
日
の
気
温
差
は
乾
燥
、脱

水
、冷

え
に
つ
な
が
り、
再
発
リス
クに
加
え

体
調
悪
化
の
要
因
に
も
な
りう
る
た
め
、こ
れ
を
把
握
し改

善
を
図
る
。

5 
高
脂
血
症
、糖

尿
病
等
の
個
別
疾
患
の
管
理
の
支

援
に
つ
い
て
別
途
確
認
す
る

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結
果
を
踏

ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

1 
継

続
的

な
再

発
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

4 
室

内
気

温
の

調
整

や
気

温
差

の
改

善
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
1 

血
圧

や
疾

病
の

管
理

の
支

援

3 
家

庭
（

日
常

）
血

圧
・脈

拍
等

の
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
血

圧
等

の
体

調
の

確
認

1-
1-

3
環

境
整

備

1-
1-

4
そ

の
他

の
基

礎
疾

患
の

把
握

と適
切

な
食

事
の

提
供

1 
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クを
高
め
る
。

・本
人
が
自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、身

体
機
能
の
状
態
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こと
が
必
要
。

・病
院
と異

な
りリ
ハ
ビリ
を
うな
が
す
環
境
が
不
足
しや
す
い
自
宅
に
お
い
て
、本

人
の
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ
る
こと
が
重
要
。

9
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自
立
的
な
生
活
に

取
り組

む
（
受
容
）
こと
を
うな
が
す
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ
せ
た
整

理
が
重
要
。

10
抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
で
あ
る
。リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
を
妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補

完
す
る
ケ
ア
導
入
の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
が
あ
る
。

*リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

12
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

（
落

胆
体

験
の

繰
り返

し
、残

存
機

能
と回

復
機

能
の

限
界

を
見

つ
め

る
こと

の
支

援
）

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
を
検
討
。

13
セ

ル
フケ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
た

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・自
らの
健
康
状
態
や
生
活
を
管
理
す
る
力
を
高
め
る
こと
に
対
して
、本

人
が
意
欲
を

持
ち
、具

体
的
な
助
言
を
周
囲
か
ら得

られ
る
よ
うな
環
境
を
確
立
。

8
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1
継

続
的

な
再

発
予

防

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

1-
3-

1
脱

水
予

防
7

自
ら

水
分

を
摂

取
で

き
る

こと
が

維
持

で
き

る
体

制
を

整
え

る
1-

3
生

活
習

慣
の

維
持

11
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
の

継
続

が
な

さ
れ

る
よ

う本
人

の
不

安
を

軽
減

す
る

体
制

を
整

え
る

2-
1

心
身

機
能

の
見

直
し

とさ
ら

な
る

回
復

・維
持

2-
2

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

2
行

動
変

容
の

状
況

の
確

認
と継

続
的

な
支

援

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2-

1
受

容
の

支
援

1-
2

服
薬

管
理

の
支

援
1-

2-
1

服
薬

支
援

6
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

脳
血
管
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クを
高
め
る
。

・本
人
が
自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、身

体
機
能
の
状
態
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こと
が
必
要
。

・病
院
と異

な
りリ
ハ
ビリ
を
うな
が
す
環
境
が
不
足
しや

す
い
自
宅
に
お
い
て
、本

人
の
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ

る
こと
が
重
要
。

9 
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自
立
的
な
生
活
に

取
り組

む
（
受
容
）
こと
を
うな
が
す
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ
せ
た
整

理
が
重
要
。

10
 抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
で
あ
る
。リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
を
妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補

完
す
る
ケ
ア
導
入
の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
が
あ
る
。

*リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

12
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

（
落

胆
体

験
の

繰
り返

し
、残

存
機

能
と回

復
機

能
の

限
界

を
見

つ
め

る
こと

の
支

援
）

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
を
検
討
。

13
 セ

ル
フケ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
た

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・自
らの
健
康
状
態
や
生
活
を
管
理
す
る
力
を
高
め
る
こと
に
対
して
、本

人
が
意
欲
を

持
ち
、具

体
的
な
助
言
を
周
囲
か
ら得

られ
る
よ
うな
環
境
を
確
立
。

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援
1-

2-
1

服
薬

支
援

6 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

8 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
継

続
的

な
再

発
予

防

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

1-
3-

1
脱

水
予

防
7 

自
ら

水
分

を
摂

取
で

き
る

こと
が

維
持

で
き

る
体

制
を

整
え

る
1-

3 
生

活
習

慣
の

維
持

11
 リ

ハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

2-
1 

心
身

機
能

の
見

直
し

とさ
ら

な
る

回
復

・維
持

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

2
行

動
変

容
の

状
況

の
確

認
と継

続
的

な
支

援

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2-

1
受

容
の

支
援

98

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
脳

血
管

疾
患

Ⅱ
期

（
病

状
が

安
定

し
て

、個
別

性
を

踏
ま

え
た

生
活

の
充

足
に

向
け

た
設

計
を

す
る

時
期

）

・病
状
が
安
定
して
、個

別
性
を
踏
ま
え
た
生
活
の
充
足
に
向
け
た
設
計
を
す
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

2 
目

標
血

圧
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・血
圧
の
変
動
が
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
で
あ
る
た
め
、こ
れ
を
確
認

で
き
る
体
制
を
整
備
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。

・不
整
脈
の
発
生
状
況
の
確
認
。

・気
温
変
化
が
大
き
い
と再

発
リス
クが
高
ま
る
た
め
、ま
ず
は
生
活
の
状
況
と、
中
心
とな

る
生
活
空
間
（
居
室
等
）
の
24
時
間
の
気
温
差
を
確
認
。

・気
温
差
の
縮
小
を
支
援
す
る
。冷

暖
房
等
だ
け
で
な
く、
衣
服
の
調
整
や
急
な
移
動
を

防
ぐ、
しば
らく
お
湯
を
出
して
か
ら入

浴
す
る
等
の
工
夫
も
検
討
。

・居
室
内
で
の
一
日
の
気
温
差
は
乾
燥
、脱

水
、冷

え
に
つ
な
が
り、
再
発
リス
クに
加
え

体
調
悪
化
の
要
因
に
も
な
りう
る
た
め
、こ
れ
を
把
握
し改

善
を
図
る
。

5 
高
脂
血
症
、糖

尿
病
等
の
個
別
疾
患
の
管
理
の
支

援
に
つ
い
て
別
途
確
認
す
る

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結
果
を
踏

ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

1 
継

続
的

な
再

発
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

4 
室

内
気

温
の

調
整

や
気

温
差

の
改

善
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
1 

血
圧

や
疾

病
の

管
理

の
支

援

3 
家

庭
（

日
常

）
血

圧
・脈

拍
等

の
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
血

圧
等

の
体

調
の

確
認

1-
1-

3
環

境
整

備

1-
1-

4
そ

の
他

の
基

礎
疾

患
の

把
握

と適
切

な
食

事
の

提
供

1 
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クを
高
め
る
。

・本
人
が
自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、身

体
機
能
の
状
態
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こと
が
必
要
。

・病
院
と異

な
りリ
ハ
ビリ
を
うな
が
す
環
境
が
不
足
しや
す
い
自
宅
に
お
い
て
、本

人
の
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ
る
こと
が
重
要
。

9
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自
立
的
な
生
活
に

取
り組

む
（
受
容
）
こと
を
うな
が
す
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ
せ
た
整

理
が
重
要
。

10
抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
で
あ
る
。リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
を
妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補

完
す
る
ケ
ア
導
入
の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
が
あ
る
。

*リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

12
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

（
落

胆
体

験
の

繰
り返

し
、残

存
機

能
と回

復
機

能
の

限
界

を
見

つ
め

る
こと

の
支

援
）

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
を
検
討
。

13
セ

ル
フケ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
た

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・自
らの
健
康
状
態
や
生
活
を
管
理
す
る
力
を
高
め
る
こと
に
対
して
、本

人
が
意
欲
を

持
ち
、具

体
的
な
助
言
を
周
囲
か
ら得

られ
る
よ
うな
環
境
を
確
立
。

8
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1
継

続
的

な
再

発
予

防

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

1-
3-

1
脱

水
予

防
7

自
ら

水
分

を
摂

取
で

き
る

こと
が

維
持

で
き

る
体

制
を

整
え

る
1-

3
生

活
習

慣
の

維
持

11
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
の

継
続

が
な

さ
れ

る
よ

う本
人

の
不

安
を

軽
減

す
る

体
制

を
整

え
る

2-
1

心
身

機
能

の
見

直
し

とさ
ら

な
る

回
復

・維
持

2-
2

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

2
行

動
変

容
の

状
況

の
確

認
と継

続
的

な
支

援

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2-

1
受

容
の

支
援

1-
2

服
薬

管
理

の
支

援
1-

2-
1

服
薬

支
援

6
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

脳
血
管
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クを
高
め
る
。

・本
人
が
自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、身

体
機
能
の
状
態
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こと
が
必
要
。

・病
院
と異

な
りリ
ハ
ビリ
を
うな
が
す
環
境
が
不
足
しや

す
い
自
宅
に
お
い
て
、本

人
の
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ

る
こと
が
重
要
。

9 
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自
立
的
な
生
活
に

取
り組

む
（
受
容
）
こと
を
うな
が
す
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ
せ
た
整

理
が
重
要
。

10
 抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
で
あ
る
。リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
を
妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補

完
す
る
ケ
ア
導
入
の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
が
あ
る
。

*リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

12
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

（
落

胆
体

験
の

繰
り返

し
、残

存
機

能
と回

復
機

能
の

限
界

を
見

つ
め

る
こと

の
支

援
）

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
を
検
討
。

13
 セ

ル
フケ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
た

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・自
らの
健
康
状
態
や
生
活
を
管
理
す
る
力
を
高
め
る
こと
に
対
して
、本

人
が
意
欲
を

持
ち
、具

体
的
な
助
言
を
周
囲
か
ら得

られ
る
よ
うな
環
境
を
確
立
。

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援
1-

2-
1

服
薬

支
援

6 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

8 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
継

続
的

な
再

発
予

防

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

1-
3-

1
脱

水
予

防
7 

自
ら

水
分

を
摂

取
で

き
る

こと
が

維
持

で
き

る
体

制
を

整
え

る
1-

3 
生

活
習

慣
の

維
持

11
 リ

ハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

2-
1 

心
身

機
能

の
見

直
し

とさ
ら

な
る

回
復

・維
持

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

2
行

動
変

容
の

状
況

の
確

認
と継

続
的

な
支

援

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2-

1
受

容
の

支
援
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脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
脳

血
管

疾
患

Ⅱ
期

（
病

状
が

安
定

し
て

、個
別

性
を

踏
ま

え
た

生
活

の
充

足
に

向
け

た
設

計
を

す
る

時
期

）

・病
状
が
安
定
して
、個

別
性
を
踏
ま
え
た
生
活
の
充
足
に
向
け
た
設
計
を
す
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

2 
目

標
血

圧
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・血
圧
の
変
動
が
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
で
あ
る
た
め
、こ
れ
を
確
認

で
き
る
体
制
を
整
備
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。

・不
整
脈
の
発
生
状
況
の
確
認
。

・気
温
変
化
が
大
き
い
と再

発
リス
クが
高
ま
る
た
め
、ま
ず
は
生
活
の
状
況
と、
中
心
とな

る
生
活
空
間
（
居
室
等
）
の
24
時
間
の
気
温
差
を
確
認
。

・気
温
差
の
縮
小
を
支
援
す
る
。冷

暖
房
等
だ
け
で
な
く、
衣
服
の
調
整
や
急
な
移
動
を

防
ぐ、
しば
らく
お
湯
を
出
して
か
ら入

浴
す
る
等
の
工
夫
も
検
討
。

・居
室
内
で
の
一
日
の
気
温
差
は
乾
燥
、脱

水
、冷

え
に
つ
な
が
り、
再
発
リス
クに
加
え

体
調
悪
化
の
要
因
に
も
な
りう
る
た
め
、こ
れ
を
把
握
し改

善
を
図
る
。

5 
高
脂
血
症
、糖

尿
病
等
の
個
別
疾
患
の
管
理
の
支

援
に
つ
い
て
別
途
確
認
す
る

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結
果
を
踏

ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

1 
継

続
的

な
再

発
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

4 
室

内
気

温
の

調
整

や
気

温
差

の
改

善
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
1 

血
圧

や
疾

病
の

管
理

の
支

援

3 
家

庭
（

日
常

）
血

圧
・脈

拍
等

の
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
血

圧
等

の
体

調
の

確
認

1-
1-

3
環

境
整

備

1-
1-

4
そ

の
他

の
基

礎
疾

患
の

把
握

と適
切

な
食

事
の

提
供

1 
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クを
高
め
る
。

・本
人
が
自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、身

体
機
能
の
状
態
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こと
が
必
要
。

・病
院
と異

な
りリ
ハ
ビリ
を
うな
が
す
環
境
が
不
足
しや
す
い
自
宅
に
お
い
て
、本

人
の
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ
る
こと
が
重
要
。

9
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自
立
的
な
生
活
に

取
り組

む
（
受
容
）
こと
を
うな
が
す
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ
せ
た
整

理
が
重
要
。

10
抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
で
あ
る
。リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
を
妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補

完
す
る
ケ
ア
導
入
の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
が
あ
る
。

*リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

12
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

（
落

胆
体

験
の

繰
り返

し
、残

存
機

能
と回

復
機

能
の

限
界

を
見

つ
め

る
こと

の
支

援
）

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
を
検
討
。

13
セ

ル
フケ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
た

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・自
らの
健
康
状
態
や
生
活
を
管
理
す
る
力
を
高
め
る
こと
に
対
して
、本

人
が
意
欲
を

持
ち
、具

体
的
な
助
言
を
周
囲
か
ら得

られ
る
よ
うな
環
境
を
確
立
。

8
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1
継

続
的

な
再

発
予

防

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

1-
3-

1
脱

水
予

防
7

自
ら

水
分

を
摂

取
で

き
る

こと
が

維
持

で
き

る
体

制
を

整
え

る
1-

3
生

活
習

慣
の

維
持

11
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
の

継
続

が
な

さ
れ

る
よ

う本
人

の
不

安
を

軽
減

す
る

体
制

を
整

え
る

2-
1

心
身

機
能

の
見

直
し

とさ
ら

な
る

回
復

・維
持

2-
2

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

2
行

動
変

容
の

状
況

の
確

認
と継

続
的

な
支

援

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2-

1
受

容
の

支
援

1-
2

服
薬

管
理

の
支

援
1-

2-
1

服
薬

支
援

6
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

脳
血
管
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クを
高
め
る
。

・本
人
が
自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、身

体
機
能
の
状
態
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こと
が
必
要
。

・病
院
と異

な
りリ
ハ
ビリ
を
うな
が
す
環
境
が
不
足
しや

す
い
自
宅
に
お
い
て
、本

人
の
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ

る
こと
が
重
要
。

9 
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自
立
的
な
生
活
に

取
り組

む
（
受
容
）
こと
を
うな
が
す
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ
せ
た
整

理
が
重
要
。

10
 抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
で
あ
る
。リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
を
妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補

完
す
る
ケ
ア
導
入
の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
が
あ
る
。

*リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

12
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

（
落

胆
体

験
の

繰
り返

し
、残

存
機

能
と回

復
機

能
の

限
界

を
見

つ
め

る
こと

の
支

援
）

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
を
検
討
。

13
 セ

ル
フケ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
た

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・自
らの
健
康
状
態
や
生
活
を
管
理
す
る
力
を
高
め
る
こと
に
対
して
、本

人
が
意
欲
を

持
ち
、具

体
的
な
助
言
を
周
囲
か
ら得

られ
る
よ
うな
環
境
を
確
立
。

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援
1-

2-
1

服
薬

支
援

6 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

8 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
継

続
的

な
再

発
予

防

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

1-
3-

1
脱

水
予

防
7 

自
ら

水
分

を
摂

取
で

き
る

こと
が

維
持

で
き

る
体

制
を

整
え

る
1-

3 
生

活
習

慣
の

維
持

11
 リ

ハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

2-
1 

心
身

機
能

の
見

直
し

とさ
ら

な
る

回
復

・維
持

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

2
行

動
変

容
の

状
況

の
確

認
と継

続
的

な
支

援

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2-

1
受

容
の

支
援

98

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
脳

血
管

疾
患

Ⅱ
期

（
病

状
が

安
定

し
て

、個
別

性
を

踏
ま

え
た

生
活

の
充

足
に

向
け

た
設

計
を

す
る

時
期

）

・病
状
が
安
定
して
、個

別
性
を
踏
ま
え
た
生
活
の
充
足
に
向
け
た
設
計
を
す
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

2 
目

標
血

圧
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・血
圧
の
変
動
が
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
で
あ
る
た
め
、こ
れ
を
確
認

で
き
る
体
制
を
整
備
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。

・不
整
脈
の
発
生
状
況
の
確
認
。

・気
温
変
化
が
大
き
い
と再

発
リス
クが
高
ま
る
た
め
、ま
ず
は
生
活
の
状
況
と、
中
心
とな

る
生
活
空
間
（
居
室
等
）
の
24
時
間
の
気
温
差
を
確
認
。

・気
温
差
の
縮
小
を
支
援
す
る
。冷

暖
房
等
だ
け
で
な
く、
衣
服
の
調
整
や
急
な
移
動
を

防
ぐ、
しば
らく
お
湯
を
出
して
か
ら入

浴
す
る
等
の
工
夫
も
検
討
。

・居
室
内
で
の
一
日
の
気
温
差
は
乾
燥
、脱

水
、冷

え
に
つ
な
が
り、
再
発
リス
クに
加
え

体
調
悪
化
の
要
因
に
も
な
りう
る
た
め
、こ
れ
を
把
握
し改

善
を
図
る
。

5 
高
脂
血
症
、糖

尿
病
等
の
個
別
疾
患
の
管
理
の
支

援
に
つ
い
て
別
途
確
認
す
る

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結
果
を
踏

ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

1 
継

続
的

な
再

発
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

4 
室

内
気

温
の

調
整

や
気

温
差

の
改

善
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
1 

血
圧

や
疾

病
の

管
理

の
支

援

3 
家

庭
（

日
常

）
血

圧
・脈

拍
等

の
把

握
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
血

圧
等

の
体

調
の

確
認

1-
1-

3
環

境
整

備

1-
1-

4
そ

の
他

の
基

礎
疾

患
の

把
握

と適
切

な
食

事
の

提
供

1 
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クを
高
め
る
。

・本
人
が
自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、身

体
機
能
の
状
態
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こと
が
必
要
。

・病
院
と異

な
りリ
ハ
ビリ
を
うな
が
す
環
境
が
不
足
しや
す
い
自
宅
に
お
い
て
、本

人
の
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ
る
こと
が
重
要
。

9
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自
立
的
な
生
活
に

取
り組

む
（
受
容
）
こと
を
うな
が
す
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ
せ
た
整

理
が
重
要
。

10
抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
で
あ
る
。リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
を
妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補

完
す
る
ケ
ア
導
入
の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
が
あ
る
。

*リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

12
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

（
落

胆
体

験
の

繰
り返

し
、残

存
機

能
と回

復
機

能
の

限
界

を
見

つ
め

る
こと

の
支

援
）

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
を
検
討
。

13
セ

ル
フケ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
た

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・自
らの
健
康
状
態
や
生
活
を
管
理
す
る
力
を
高
め
る
こと
に
対
して
、本

人
が
意
欲
を

持
ち
、具

体
的
な
助
言
を
周
囲
か
ら得

られ
る
よ
うな
環
境
を
確
立
。

8
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1
継

続
的

な
再

発
予

防

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

1-
3-

1
脱

水
予

防
7

自
ら

水
分

を
摂

取
で

き
る

こと
が

維
持

で
き

る
体

制
を

整
え

る
1-

3
生

活
習

慣
の

維
持

11
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
の

継
続

が
な

さ
れ

る
よ

う本
人

の
不

安
を

軽
減

す
る

体
制

を
整

え
る

2-
1

心
身

機
能

の
見

直
し

とさ
ら

な
る

回
復

・維
持

2-
2

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

2
行

動
変

容
の

状
況

の
確

認
と継

続
的

な
支

援

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2-

1
受

容
の

支
援

1-
2

服
薬

管
理

の
支

援
1-

2-
1

服
薬

支
援

6
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

脳
血
管
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。

・処
方
され

た
薬
が
適
切
に
管
理
され

服
薬
され

る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン

バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな

い
と、
脳
血
管
疾
患
の
再
発
リス
クを
高
め
る
。

・本
人
が
自
ら水

分
を
摂
取
で
き
る
よ
うに
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、身

体
機
能
の
状
態
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こと
が
必
要
。

・病
院
と異

な
りリ
ハ
ビリ
を
うな
が
す
環
境
が
不
足
しや

す
い
自
宅
に
お
い
て
、本

人
の
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
を
維
持
・向
上
させ

る
こと
が
重
要
。

9 
受

容
促

進
の

た
め

の
働

き
か

け
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・過
度
の
期
待
、拒

否
・否
定
、あ
き
らめ
等
を
抱
か
ず
、主

体
的
に
自
立
的
な
生
活
に

取
り組

む
（
受
容
）
こと
を
うな
が
す
。※

医
師
に
よ
る
予
後
の
見
通
しと
合
わ
せ
た
整

理
が
重
要
。

10
 抑

うつ
状

態
の

防
止

、改
善

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
とし
て
抑
うつ
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、そ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・適
切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
身
体
機
能
の
改
善
や
維
持
に
有
効
で
あ
る
。リ
ハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
を
妨
げ
る
要
素
とし
て
、本

人
・家
族
等
の
不
安
や
意
欲
減
退
、生

活
を
補

完
す
る
ケ
ア
導
入
の
た
め
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
中
断
す
る
等
が
あ
る
。

*リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
進
捗
を
、本

人
・家
族
等
に
伝
え
る
事
も
重
要
。

12
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

（
落

胆
体

験
の

繰
り返

し
、残

存
機

能
と回

復
機

能
の

限
界

を
見

つ
め

る
こと

の
支

援
）

体
制

を
整

え
る

・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
を
検
討
。

13
 セ

ル
フケ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
た

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

・自
らの
健
康
状
態
や
生
活
を
管
理
す
る
力
を
高
め
る
こと
に
対
して
、本

人
が
意
欲
を

持
ち
、具

体
的
な
助
言
を
周
囲
か
ら得

られ
る
よ
うな
環
境
を
確
立
。

1-
2 

服
薬

管
理

の
支

援
1-

2-
1

服
薬

支
援

6 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

8 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
継

続
的

な
再

発
予

防

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

1-
3-

1
脱

水
予

防
7 

自
ら

水
分

を
摂

取
で

き
る

こと
が

維
持

で
き

る
体

制
を

整
え

る
1-

3 
生

活
習

慣
の

維
持

11
 リ

ハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
が

な
さ

れ
る

よ
う本

人
の

不
安

を
軽

減
す

る
体

制
を

整
え

る

2-
1 

心
身

機
能

の
見

直
し

とさ
ら

な
る

回
復

・維
持

2-
2 

心
理

的
回

復
の

支
援

2-
2-

2
行

動
変

容
の

状
況

の
確

認
と継

続
的

な
支

援

2-
1-

1
機

能
訓

練
（

機
能

障
害

の
回

復
・改

善
に

向
け

て
）

2-
2-

1
受

容
の

支
援

9999



脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

14
 A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

及
び

共
有

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に

つ
な
が
る
が
、状

態
を
把
握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上

を
損
な
う。
多
職
種
が
異
な
る
場
面
で
関
わ
る
の
で
、A
D
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
 状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L 

の
機

能
の

向
上

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・退
院
後
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
等
で
再
獲
得
され
た
身
体
機
能
な
ど、
本
人
の
AD
L、

IA
D
Lの
機
能
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こと
で
、本

人
の
状
態
に
体
制
の
整
備
。

16
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
継

続
的

な
把

握
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
大
き
くな
る
。脳

血
管
疾
患
な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善
支

援
（

言
語

訓
練

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
手

段
の

検
討

等
）

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
くす

る
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
こと
が
可
能
。

・社
会
参
加
の
回
復
を
目
指
した
回
復
を
支
援
。

19
 外

出
や

交
流

の
機

会
の

確
保

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や
新
た
な

生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の
機
会
の
確
保
を

支
援
。

20
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。

18
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
3 

活
動

と
参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・向
上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

21
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

、食
事

の
支

援
の

確
認

と
継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
つ

い
て

別
途

確
認

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

22
転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り活

動
･参
加
が
増
え
る
こと
で
転
倒
リス
クへ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
た
め
、本

人
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制

を
整
備
。

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
4 

リス
ク

管
理

2-
4-

2
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

14
A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

及
び

共
有

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に

つ
な
が
る
が
、状

態
を
把
握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上

を
損
な
う。
多
職
種
が
異
な
る
場
面
で
関
わ
る
の
で
、A
D
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L

の
機

能
の

向
上

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・退
院
後
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
等
で
再
獲
得
され
た
身
体
機
能
な
ど、
本
人
の
AD
L、

IA
D
Lの
機
能
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こと
で
、本

人
の
状
態
に
体
制
の
整
備
。

16
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

継
続

的
な

把
握

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
大
き
くな
る
。脳

血
管
疾
患
な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

支
援

（
言

語
訓

練
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

手
段

の
検

討
等

）
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
くす

る
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
こと
が
可
能
。

・社
会
参
加
の
回
復
を
目
指
した
回
復
を
支
援
。

19
外

出
や

交
流

の
機

会
の

確
保

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や
新
た
な

生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の
機
会
の
確
保
を

支
援
。

20
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。

18
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
3

活
動

と
参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・向
上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

21
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

、食
事

の
支

援
の

確
認

と
継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
つ

い
て

別
途

確
認

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

22
 転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り活

動
･参
加
が
増
え
る
こと
で
転
倒
リス
クへ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
た
め
、本

人
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制

を
整
備
。

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
4 

リス
ク

管
理

2-
4-

2 
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

100

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

14
 A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

及
び

共
有

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に

つ
な
が
る
が
、状

態
を
把
握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上

を
損
な
う。
多
職
種
が
異
な
る
場
面
で
関
わ
る
の
で
、A
D
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
 状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L 

の
機

能
の

向
上

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・退
院
後
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
等
で
再
獲
得
され
た
身
体
機
能
な
ど、
本
人
の
AD
L、

IA
D
Lの
機
能
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こと
で
、本

人
の
状
態
に
体
制
の
整
備
。

16
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
継

続
的

な
把

握
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
大
き
くな
る
。脳

血
管
疾
患
な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善
支

援
（

言
語

訓
練

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
手

段
の

検
討

等
）

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
くす

る
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
こと
が
可
能
。

・社
会
参
加
の
回
復
を
目
指
した
回
復
を
支
援
。

19
 外

出
や

交
流

の
機

会
の

確
保

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や
新
た
な

生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の
機
会
の
確
保
を

支
援
。

20
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。

18
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
3 

活
動

と
参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・向
上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

21
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

、食
事

の
支

援
の

確
認

と
継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
つ

い
て

別
途

確
認

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

22
転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り活

動
･参
加
が
増
え
る
こと
で
転
倒
リス
クへ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
た
め
、本

人
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制

を
整
備
。

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
4 

リス
ク

管
理

2-
4-

2
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

14
A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

及
び

共
有

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に

つ
な
が
る
が
、状

態
を
把
握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上

を
損
な
う。
多
職
種
が
異
な
る
場
面
で
関
わ
る
の
で
、A
D
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L

の
機

能
の

向
上

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・退
院
後
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
等
で
再
獲
得
され
た
身
体
機
能
な
ど、
本
人
の
AD
L、

IA
D
Lの
機
能
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こと
で
、本

人
の
状
態
に
体
制
の
整
備
。

16
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

継
続

的
な

把
握

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
大
き
くな
る
。脳

血
管
疾
患
な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

支
援

（
言

語
訓

練
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

手
段

の
検

討
等

）
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
くす

る
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
こと
が
可
能
。

・社
会
参
加
の
回
復
を
目
指
した
回
復
を
支
援
。

19
外

出
や

交
流

の
機

会
の

確
保

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や
新
た
な

生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の
機
会
の
確
保
を

支
援
。

20
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。

18
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
3

活
動

と
参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・向
上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

21
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

、食
事

の
支

援
の

確
認

と
継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
つ

い
て

別
途

確
認

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

22
 転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り活

動
･参
加
が
増
え
る
こと
で
転
倒
リス
クへ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
た
め
、本

人
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制

を
整
備
。

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
4 

リス
ク

管
理

2-
4-

2 
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

101100



脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

14
 A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

及
び

共
有

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に

つ
な
が
る
が
、状

態
を
把
握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上

を
損
な
う。
多
職
種
が
異
な
る
場
面
で
関
わ
る
の
で
、A
D
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
 状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L 

の
機

能
の

向
上

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・退
院
後
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
等
で
再
獲
得
され
た
身
体
機
能
な
ど、
本
人
の
AD
L、

IA
D
Lの
機
能
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こと
で
、本

人
の
状
態
に
体
制
の
整
備
。

16
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
継

続
的

な
把

握
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
大
き
くな
る
。脳

血
管
疾
患
な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善
支

援
（

言
語

訓
練

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
手

段
の

検
討

等
）

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
くす

る
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
こと
が
可
能
。

・社
会
参
加
の
回
復
を
目
指
した
回
復
を
支
援
。

19
 外

出
や

交
流

の
機

会
の

確
保

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や
新
た
な

生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の
機
会
の
確
保
を

支
援
。

20
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。

18
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
3 

活
動

と
参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・向
上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

21
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

、食
事

の
支

援
の

確
認

と
継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
つ

い
て

別
途

確
認

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

22
転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り活

動
･参
加
が
増
え
る
こと
で
転
倒
リス
クへ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
た
め
、本

人
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制

を
整
備
。

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
4 

リス
ク

管
理

2-
4-

2
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

14
A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

及
び

共
有

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に

つ
な
が
る
が
、状

態
を
把
握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上

を
損
な
う。
多
職
種
が
異
な
る
場
面
で
関
わ
る
の
で
、A
D
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L

の
機

能
の

向
上

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・退
院
後
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
等
で
再
獲
得
され
た
身
体
機
能
な
ど、
本
人
の
AD
L、

IA
D
Lの
機
能
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こと
で
、本

人
の
状
態
に
体
制
の
整
備
。

16
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

継
続

的
な

把
握

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
大
き
くな
る
。脳

血
管
疾
患
な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

支
援

（
言

語
訓

練
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

手
段

の
検

討
等

）
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
くす

る
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
こと
が
可
能
。

・社
会
参
加
の
回
復
を
目
指
した
回
復
を
支
援
。

19
外

出
や

交
流

の
機

会
の

確
保

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や
新
た
な

生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の
機
会
の
確
保
を

支
援
。

20
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。

18
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
3

活
動

と
参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・向
上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

21
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

、食
事

の
支

援
の

確
認

と
継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
つ

い
て

別
途

確
認

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

22
 転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り活

動
･参
加
が
増
え
る
こと
で
転
倒
リス
クへ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
た
め
、本

人
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制

を
整
備
。

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
4 

リス
ク

管
理

2-
4-

2 
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

100

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

14
 A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

及
び

共
有

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に

つ
な
が
る
が
、状

態
を
把
握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上

を
損
な
う。
多
職
種
が
異
な
る
場
面
で
関
わ
る
の
で
、A
D
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
 状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L 

の
機

能
の

向
上

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・退
院
後
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
等
で
再
獲
得
され
た
身
体
機
能
な
ど、
本
人
の
AD
L、

IA
D
Lの
機
能
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こと
で
、本

人
の
状
態
に
体
制
の
整
備
。

16
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
継

続
的

な
把

握
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
大
き
くな
る
。脳

血
管
疾
患
な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

の
改

善
支

援
（

言
語

訓
練

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
手

段
の

検
討

等
）

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
くす

る
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
こと
が
可
能
。

・社
会
参
加
の
回
復
を
目
指
した
回
復
を
支
援
。

19
 外

出
や

交
流

の
機

会
の

確
保

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や
新
た
な

生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の
機
会
の
確
保
を

支
援
。

20
 新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。

18
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
3 

活
動

と
参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・向
上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

21
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

、食
事

の
支

援
の

確
認

と
継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
つ

い
て

別
途

確
認

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

22
転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り活

動
･参
加
が
増
え
る
こと
で
転
倒
リス
クへ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
た
め
、本

人
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制

を
整
備
。

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
4 

リス
ク

管
理

2-
4-

2
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

14
A

D
L/

IA
D

Lの
状

態
の

定
期

的
な

把
握

及
び

共
有

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
把
握
して
、自

分
で
で
き
る
事
を
増
や
す
こと
は
機
能
訓
練
に

つ
な
が
る
が
、状

態
を
把
握
せ
ず
に
行
う生

活
の
補
完
的
ケ
ア
は
、活

動
と参

加
の
向
上

を
損
な
う。
多
職
種
が
異
な
る
場
面
で
関
わ
る
の
で
、A
D
L/
IA
D
Lの
共
有
が
必
要
。

15
状

態
に

合
った

A
D

L/
IA

D
L

の
機

能
の

向
上

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・退
院
後
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
等
で
再
獲
得
され
た
身
体
機
能
な
ど、
本
人
の
AD
L、

IA
D
Lの
機
能
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こと
で
、本

人
の
状
態
に
体
制
の
整
備
。

16
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

継
続

的
な

把
握

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
低
下
す
る
と生

活
が
縮
小
す
る
リス
クが
大
き
くな
る
。脳

血
管
疾
患
な
の
で
、特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

17
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

支
援

（
言

語
訓

練
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

手
段

の
検

討
等

）
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こと
で
、生

活
の
縮
小
リス
クを
低
くす

る
。特

に
構
音
障
害
･失
語
症
等
へ
の
対
応
・支
援
を
検
討
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
に
で
尊
厳
を
取
り戻

す
こと
が
可
能
。

・社
会
参
加
の
回
復
を
目
指
した
回
復
を
支
援
。

19
外

出
や

交
流

の
機

会
の

確
保

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や
新
た
な

生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の
機
会
の
確
保
を

支
援
。

20
新

た
な

価
値

・機
能

の
獲

得
の

支
援

の
確

認
と継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
・障
害
や
後
遺
症
を
抱
え
た
生
活
の
中
で
、落

胆
体
験
（
残
存
機
能
と回

復
機
能
の

限
界
を
見
つ
め
る
経
験
）
を
重
ね
、新

しい
価
値
・機
能
を
獲
得
す
る
支
援
が
必
要
。

18
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
3-

1
機

能
訓

練
（

残
存

機
能

の
維

持
・活

用
に

向
け

て
）

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
3

活
動

と
参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・向
上

2-
3-

3
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

2-
3-

2
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
の

改
善

脳
血

管
疾

患
Ⅱ

期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

21
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

、食
事

の
支

援
の

確
認

と
継

続
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
※

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
つ

い
て

別
途

確
認

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

22
 転

倒
し

に
くい

よ
う体

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
支

援
の

確
認

と継
続

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り活

動
･参
加
が
増
え
る
こと
で
転
倒
リス
クへ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
た
め
、本

人
の
状
況
を
把
握
して
専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制

を
整
備
。

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
4 

リス
ク

管
理

2-
4-

2 
転

倒
予

防

2-
4-

1
食

事
と栄

養
の

確
保

101101



第
２
節

大
腿
骨
頸
部
骨
折
が
あ
る
方
の
ケ
ア

大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
基
本
的
理
解

(1
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
特
徴

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

と
は

、
大

腿
骨

の
関

節
部

分
の

股
関

節
と

つ
な

が
る

骨
頭

の
し

た
に

あ
る

く
び

れ
た

部
分

（
大

腿
骨

頸
部

）
で

起
き

る
骨

折
で

あ
り

、
転

倒
が

最

も
大

き
な

要
因

と
な

っ
て

発
生

す
る

。
高

齢
化

や
寝

た
き

り
状

態
の

継
続

、
骨

粗
し

ょ
う

症
な

ど
を

背
景

と
し

た
骨

の
強

度
の

低
下

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
な

お
、

大
腿

骨
で

起
き

る
骨

折
に

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

が
あ

る
。

こ
れ

は
頸

部
の

す
ぐ

下
の

脚
側

の
膨

ら
ん

だ
部

分
（

転
子

部
）

で
起

き
る

骨
折

で
あ

り
、

頸
部

骨

折
と

は
区

別
さ

れ
る

。

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

は
、

骨
の

強
度

の
低

下
と

転
倒

を
原

因
と

し
て

い
る

た
め

、
高

齢
者

、
特

に
骨

の
強

度
が

相
対

的
に

低
い

女
性

に
お

い
て

発
生

し
や

す
く

、
特

に

70
 
歳

を
超

え
る

と
発

生
率

が
急

増
す

る
11
。

・
骨

折
の

程
度

に
よ

る
が

、
外

科
手

術
に

よ
り

骨
の

接
合

を
行

っ
た

り
、

人
工

骨
頭

に
置

き
換

え
た

り
と

い
っ

た
治

療
が

行
わ

れ
る

。
病

棟
で

の
治

療
中

は
病

床
か

ら

動
か

な
い

時
間

も
多

く
な

る
た

め
、

フ
レ

イ
ル

の
進

行
や

褥
瘡

の
リ

ス
ク

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
術

後
の

経
過

や
症

状
に

応
じ

て
水

分
と

栄
養

の
管

理
や

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
る

。

・
歩

行
能

力
の

回
復

に
は

、
年

齢
、

骨
折

前
の

歩
行

能
力

、
認

知
症

の
程

度
が

影
響

を
及

ぼ
す

と
さ

れ
る

。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
再

度
の

骨
折

の
予

防
が

重
要

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
転

倒
予

防
と

骨
折

予
防

（
骨

の
強

度
の

低
下

の
予

防
）

が
求

め
ら

れ
る

。
転

倒

予
防

に
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
と

し
て

上
下

肢
の

機
能

訓
練

、
可

動
域

訓
練

、
歩

行
訓

練
な

ど
が

想
定

さ
れ

る
。

・
ま

た
、

骨
折

予
防

に
つ

い
て

は
、

医
師

の
評

価
に

も
と

づ
い

て
骨

粗
し

ょ
う

症
の

治
療

等
が

行
わ

れ
る

。
な

お
、

高
齢

者
の

場
合

、
転

倒
に

加
え

て
骨

の
強

度
の

低

下
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

骨
折

し
た

側
と

は
反

対
側

に
つ

い
て

も
骨

折
予

防
の

観
点

か
ら

転
倒

予
防

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
す

る
こ

と
も

あ
る

。

(2
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
療

養
で

は
、

再
転

倒
の

予
防

と
再

骨
折

の
予

防
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

療
養

を
通

じ
た

歩
行

と
生

活
の

回
復

が
重

要
に

な
る

。

・
再

転
倒

の
予

防
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
に

併
せ

て
、

生
活

期
で

は
、

病
棟

な
ど

の
管

理
さ

れ
た

環
境

で
は

な
い

こ
と

か

ら
、

例
え

ば
段

差
の

有
無

や
室

内
の

明
る

さ
な

ど
、

転
倒

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

環
境

が
な

い
か

ど
う

か
の

評
価

（
環

境
の

評
価

）
も

重
要

に
な

る
。

・
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
手

術
を

含
め

た
病

棟
で

の
治

療
期

間
中

に
運

動
量

が
低

下
も

考
慮

し
、

生
活

期
に

移
行

し
た

後
の

水
分

や
栄

養
の

摂

取
状

況
も

意
識

的
に

把
握

す
る

な
ど

、
活

動
量

の
維

持
の

観
点

に
も

留
意

す
る

。

・
再

骨
折

の
予

防
に

つ
い

て
は

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
あ

る
い

は
予

防
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

示
と

、
本

人
の

普
段

の
生

活
リ

ズ
ム

や
食

事
の

内

容
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
等

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
。

・
な

お
、

治
療

・
療

養
に

よ
っ

て
歩

行
能

力
が

回
復

し
、

歩
行

以
外

の
AD

L/
IA

DL
も

回
復

す
れ

ば
、

骨
折

そ
れ

自
体

に
伴

う
生

活
支

援
は

徐
々

に
縮

小
し

、
利

用
者

あ
る

い
は

同
居

者
等

、
あ

る
い

は
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

移
行

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

援
の

方
向

性
に

つ

い
て

、
要

介
護

高
齢

者
本

人
の

理
解

を
深

め
る

よ
う

に
説

明
と

、
合

意
を

形
成

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

11
 
大

腿
骨

頸
部

/
転

子
部

骨
折

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
改

訂
第

３
版

）

第
２
節

大
腿
骨
頸
部
骨
折
が
あ
る
方
の
ケ
ア

大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
基
本
的
理
解

(1
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
特
徴

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

と
は

、
大

腿
骨

の
関

節
部

分
の

股
関

節
と

つ
な

が
る

骨
頭

の
し

た
に

あ
る

く
び

れ
た

部
分

（
大

腿
骨

頸
部

）
で

起
き

る
骨

折
で

あ
り

、
転

倒
が

最

も
大

き
な

要
因

と
な

っ
て

発
生

す
る

。
高

齢
化

や
寝

た
き

り
状

態
の

継
続

、
骨

粗
し

ょ
う

症
な

ど
を

背
景

と
し

た
骨

の
強

度
の

低
下

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
な

お
、

大
腿

骨
で

起
き

る
骨

折
に

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

が
あ

る
。

こ
れ

は
頸

部
の

す
ぐ

下
の

脚
側

の
膨

ら
ん

だ
部

分
（

転
子

部
）

で
起

き
る

骨
折

で
あ

り
、

頸
部

骨

折
と

は
区

別
さ

れ
る

。

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

は
、

骨
の

強
度

の
低

下
と

転
倒

を
原

因
と

し
て

い
る

た
め

、
高

齢
者

、
特

に
骨

の
強

度
が

相
対

的
に

低
い

女
性

に
お

い
て

発
生

し
や

す
く

、
特

に

70
歳

を
超

え
る

と
発

生
率

が
急

増
す

る
11
。

・
骨

折
の

程
度

に
よ

る
が

、
外

科
手

術
に

よ
り

骨
の

接
合

を
行

っ
た

り
、

人
工

骨
頭

に
置

き
換

え
た

り
と

い
っ

た
治

療
が

行
わ

れ
る

。
病

棟
で

の
治

療
中

は
病

床
か

ら

動
か

な
い

時
間

も
多

く
な

る
た

め
、

フ
レ

イ
ル

の
進

行
や

褥
瘡

の
リ

ス
ク

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
術

後
の

経
過

や
症

状
に

応
じ

て
水

分
と

栄
養

の
管

理
や

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
る

。

・
歩

行
能

力
の

回
復

に
は

、
年

齢
、

骨
折

前
の

歩
行

能
力

、
認

知
症

の
程

度
が

影
響

を
及

ぼ
す

と
さ

れ
る

。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
再

度
の

骨
折

の
予

防
が

重
要

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
転

倒
予

防
と

骨
折

予
防

（
骨

の
強

度
の

低
下

の
予

防
）

が
求

め
ら

れ
る

。
転

倒

予
防

に
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
と

し
て

上
下

肢
の

機
能

訓
練

、
可

動
域

訓
練

、
歩

行
訓

練
な

ど
が

想
定

さ
れ

る
。

・
ま

た
、

骨
折

予
防

に
つ

い
て

は
、

医
師

の
評

価
に

も
と

づ
い

て
骨

粗
し

ょ
う

症
の

治
療

等
が

行
わ

れ
る

。
な

お
、

高
齢

者
の

場
合

、
転

倒
に

加
え

て
骨

の
強

度
の

低

下
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

骨
折

し
た

側
と

は
反

対
側

に
つ

い
て

も
骨

折
予

防
の

観
点

か
ら

転
倒

予
防

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
す

る
こ

と
も

あ
る

。

(2
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
療

養
で

は
、

再
転

倒
の

予
防

と
再

骨
折

の
予

防
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

療
養

を
通

じ
た

歩
行

と
生

活
の

回
復

が
重

要
に

な
る

。

・
再

転
倒

の
予

防
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
に

併
せ

て
、

生
活

期
で

は
、

病
棟

な
ど

の
管

理
さ

れ
た

環
境

で
は

な
い

こ
と

か

ら
、

例
え

ば
段

差
の

有
無

や
室

内
の

明
る

さ
な

ど
、

転
倒

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

環
境

が
な

い
か

ど
う

か
の

評
価

（
環

境
の

評
価

）
も

重
要

に
な

る
。

・
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
手

術
を

含
め

た
病

棟
で

の
治

療
期

間
中

に
運

動
量

が
低

下
も

考
慮

し
、

生
活

期
に

移
行

し
た

後
の

水
分

や
栄

養
の

摂

取
状

況
も

意
識

的
に

把
握

す
る

な
ど

、
活

動
量

の
維

持
の

観
点

に
も

留
意

す
る

。

・
再

骨
折

の
予

防
に

つ
い

て
は

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
あ

る
い

は
予

防
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

示
と

、
本

人
の

普
段

の
生

活
リ

ズ
ム

や
食

事
の

内

容
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
等

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
。

・
な

お
、

治
療

・
療

養
に

よ
っ

て
歩

行
能

力
が

回
復

し
、

歩
行

以
外

の
AD

L/
IA

DL
 
も

回
復

す
れ

ば
、

骨
折

そ
れ

自
体

に
伴

う
生

活
支

援
は

徐
々

に
縮

小
し

、
利

用
者

あ
る

い
は

同
居

者
等

、
あ

る
い

は
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

移
行

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

援
の

方
向

性
に

つ

い
て

、
要

介
護

高
齢

者
本

人
の

理
解

を
深

め
る

よ
う

に
説

明
と

、
合

意
を

形
成

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
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第
２
節

大
腿
骨
頸
部
骨
折
が
あ
る
方
の
ケ
ア

大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
基
本
的
理
解

(1
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
特
徴

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

と
は

、
大

腿
骨

の
関

節
部

分
の

股
関

節
と

つ
な

が
る

骨
頭

の
し

た
に

あ
る

く
び

れ
た

部
分

（
大

腿
骨

頸
部

）
で

起
き

る
骨

折
で

あ
り

、
転

倒
が

最

も
大

き
な

要
因

と
な

っ
て

発
生

す
る

。
高

齢
化

や
寝

た
き

り
状

態
の

継
続

、
骨

粗
し

ょ
う

症
な

ど
を

背
景

と
し

た
骨

の
強

度
の

低
下

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
な

お
、

大
腿

骨
で

起
き

る
骨

折
に

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

が
あ

る
。

こ
れ

は
頸

部
の

す
ぐ

下
の

脚
側

の
膨

ら
ん

だ
部

分
（

転
子

部
）

で
起

き
る

骨
折

で
あ

り
、

頸
部

骨

折
と

は
区

別
さ

れ
る

。

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

は
、

骨
の

強
度

の
低

下
と

転
倒

を
原

因
と

し
て

い
る

た
め

、
高

齢
者

、
特

に
骨

の
強

度
が

相
対

的
に

低
い

女
性

に
お

い
て

発
生

し
や

す
く

、
特

に

70
歳

を
超

え
る

と
発

生
率

が
急

増
す

る
11
。

・
骨

折
の

程
度

に
よ

る
が

、
外

科
手

術
に

よ
り

骨
の

接
合

を
行

っ
た

り
、

人
工

骨
頭

に
置

き
換

え
た

り
と

い
っ

た
治

療
が

行
わ

れ
る

。
病

棟
で

の
治

療
中

は
病

床
か

ら

動
か

な
い

時
間

も
多

く
な

る
た

め
、

フ
レ

イ
ル

の
進

行
や

褥
瘡

の
リ

ス
ク

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
術

後
の

経
過

や
症

状
に

応
じ

て
水

分
と

栄
養

の
管

理
や

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
る

。

・
歩

行
能

力
の

回
復

に
は

、
年

齢
、

骨
折

前
の

歩
行

能
力

、
認

知
症

の
程

度
が

影
響

を
及

ぼ
す

と
さ

れ
る

。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
再

度
の

骨
折

の
予

防
が

重
要

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
転

倒
予

防
と

骨
折

予
防

（
骨

の
強

度
の

低
下

の
予

防
）

が
求

め
ら

れ
る

。
転

倒

予
防

に
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
と

し
て

上
下

肢
の

機
能

訓
練

、
可

動
域

訓
練

、
歩

行
訓

練
な

ど
が

想
定

さ
れ

る
。

・
ま

た
、

骨
折

予
防

に
つ

い
て

は
、

医
師

の
評

価
に

も
と

づ
い

て
骨

粗
し

ょ
う

症
の

治
療

等
が

行
わ

れ
る

。
な

お
、

高
齢

者
の

場
合

、
転

倒
に

加
え

て
骨

の
強

度
の

低

下
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

骨
折

し
た

側
と

は
反

対
側

に
つ

い
て

も
骨

折
予

防
の

観
点

か
ら

転
倒

予
防

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
す

る
こ

と
も

あ
る

。

(2
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
療

養
で

は
、

再
転

倒
の

予
防

と
再

骨
折

の
予

防
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

療
養

を
通

じ
た

歩
行

と
生

活
の

回
復

が
重

要
に

な
る

。

・
再

転
倒

の
予

防
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
に

併
せ

て
、

生
活

期
で

は
、

病
棟

な
ど

の
管

理
さ

れ
た

環
境

で
は

な
い

こ
と

か

ら
、

例
え

ば
段

差
の

有
無

や
室

内
の

明
る

さ
な

ど
、

転
倒

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

環
境

が
な

い
か

ど
う

か
の

評
価

（
環

境
の

評
価

）
も

重
要

に
な

る
。

・
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
手

術
を

含
め

た
病

棟
で

の
治

療
期

間
中

に
運

動
量

が
低

下
も

考
慮

し
、

生
活

期
に

移
行

し
た

後
の

水
分

や
栄

養
の

摂

取
状

況
も

意
識

的
に

把
握

す
る

な
ど

、
活

動
量

の
維

持
の

観
点

に
も

留
意

す
る

。

・
再

骨
折

の
予

防
に

つ
い

て
は

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
あ

る
い

は
予

防
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

示
と

、
本

人
の

普
段

の
生

活
リ

ズ
ム

や
食

事
の

内

容
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
等

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
。

・
な

お
、

治
療

・
療

養
に

よ
っ

て
歩

行
能

力
が

回
復

し
、

歩
行

以
外

の
AD

L/
IA

DL
も

回
復

す
れ

ば
、

骨
折

そ
れ

自
体

に
伴

う
生

活
支

援
は

徐
々

に
縮

小
し

、
利

用
者

あ
る

い
は

同
居

者
等

、
あ

る
い

は
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

移
行

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

援
の

方
向

性
に

つ

い
て

、
要

介
護

高
齢

者
本

人
の

理
解

を
深

め
る

よ
う

に
説

明
と

、
合

意
を

形
成

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
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第
２
節

大
腿
骨
頸
部
骨
折
が
あ
る
方
の
ケ
ア

大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
基
本
的
理
解

(1
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
特
徴

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

と
は

、
大

腿
骨

の
関

節
部

分
の

股
関

節
と

つ
な

が
る

骨
頭

の
し

た
に

あ
る

く
び

れ
た

部
分

（
大

腿
骨

頸
部

）
で

起
き

る
骨

折
で

あ
り

、
転

倒
が

最

も
大

き
な

要
因

と
な

っ
て

発
生

す
る

。
高

齢
化

や
寝

た
き

り
状

態
の

継
続

、
骨

粗
し

ょ
う

症
な

ど
を

背
景

と
し

た
骨

の
強

度
の

低
下

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
な

お
、

大
腿

骨
で

起
き

る
骨

折
に

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

が
あ

る
。

こ
れ

は
頸

部
の

す
ぐ

下
の

脚
側

の
膨

ら
ん

だ
部

分
（

転
子

部
）

で
起

き
る

骨
折

で
あ

り
、

頸
部

骨

折
と

は
区

別
さ

れ
る

。

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

は
、

骨
の

強
度

の
低

下
と

転
倒

を
原

因
と

し
て

い
る

た
め

、
高

齢
者

、
特

に
骨

の
強

度
が

相
対

的
に

低
い

女
性

に
お

い
て

発
生

し
や

す
く

、
特

に

70
歳

を
超

え
る

と
発

生
率

が
急

増
す

る
11
。

・
骨

折
の

程
度

に
よ

る
が

、
外

科
手

術
に

よ
り

骨
の

接
合

を
行

っ
た

り
、

人
工

骨
頭

に
置

き
換

え
た

り
と

い
っ

た
治

療
が

行
わ

れ
る

。
病

棟
で

の
治

療
中

は
病

床
か

ら

動
か

な
い

時
間

も
多

く
な

る
た

め
、

フ
レ

イ
ル

の
進

行
や

褥
瘡

の
リ

ス
ク

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
術

後
の

経
過

や
症

状
に

応
じ

て
水

分
と

栄
養

の
管

理
や

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
る

。

・
歩

行
能

力
の

回
復

に
は

、
年

齢
、

骨
折

前
の

歩
行

能
力

、
認

知
症

の
程

度
が

影
響

を
及

ぼ
す

と
さ

れ
る

。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
再

度
の

骨
折

の
予

防
が

重
要

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
転

倒
予

防
と

骨
折

予
防

（
骨

の
強

度
の

低
下

の
予

防
）

が
求

め
ら

れ
る

。
転

倒

予
防

に
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
と

し
て

上
下

肢
の

機
能

訓
練

、
可

動
域

訓
練

、
歩

行
訓

練
な

ど
が

想
定

さ
れ

る
。

・
ま

た
、

骨
折

予
防

に
つ

い
て

は
、

医
師

の
評

価
に

も
と

づ
い

て
骨

粗
し

ょ
う

症
の

治
療

等
が

行
わ

れ
る

。
な

お
、

高
齢

者
の

場
合

、
転

倒
に

加
え

て
骨

の
強

度
の

低

下
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

骨
折

し
た

側
と

は
反

対
側

に
つ

い
て

も
骨

折
予

防
の

観
点

か
ら

転
倒

予
防

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
す

る
こ

と
も

あ
る

。

(2
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
療

養
で

は
、

再
転

倒
の

予
防

と
再

骨
折

の
予

防
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

療
養

を
通

じ
た

歩
行

と
生

活
の

回
復

が
重

要
に

な
る

。

・
再

転
倒

の
予

防
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
に

併
せ

て
、

生
活

期
で

は
、

病
棟

な
ど

の
管

理
さ

れ
た

環
境

で
は

な
い

こ
と

か

ら
、

例
え

ば
段

差
の

有
無

や
室

内
の

明
る

さ
な

ど
、

転
倒

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

環
境

が
な

い
か

ど
う

か
の

評
価

（
環

境
の

評
価

）
も

重
要

に
な

る
。

・
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
手

術
を

含
め

た
病

棟
で

の
治

療
期

間
中

に
運

動
量

が
低

下
も

考
慮

し
、

生
活

期
に

移
行

し
た

後
の

水
分

や
栄

養
の

摂

取
状

況
も

意
識

的
に

把
握

す
る

な
ど

、
活

動
量

の
維

持
の

観
点

に
も

留
意

す
る

。

・
再

骨
折

の
予

防
に

つ
い

て
は

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
あ

る
い

は
予

防
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

示
と

、
本

人
の

普
段

の
生

活
リ

ズ
ム

や
食

事
の

内

容
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
等

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
。

・
な

お
、

治
療

・
療

養
に

よ
っ

て
歩

行
能

力
が

回
復

し
、

歩
行

以
外

の
AD

L/
IA

DL
 
も

回
復

す
れ

ば
、

骨
折

そ
れ

自
体

に
伴

う
生

活
支

援
は

徐
々

に
縮

小
し

、
利

用
者

あ
る

い
は

同
居

者
等

、
あ

る
い

は
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

移
行

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

援
の

方
向

性
に

つ

い
て

、
要

介
護

高
齢

者
本

人
の

理
解

を
深

め
る

よ
う

に
説

明
と

、
合

意
を

形
成

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
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第
２
節

大
腿
骨
頸
部
骨
折
が
あ
る
方
の
ケ
ア

大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
基
本
的
理
解

(1
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
特
徴

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

と
は

、
大

腿
骨

の
関

節
部

分
の

股
関

節
と

つ
な

が
る

骨
頭

の
し

た
に

あ
る

く
び

れ
た

部
分

（
大

腿
骨

頸
部

）
で

起
き

る
骨

折
で

あ
り

、
転

倒
が

最

も
大

き
な

要
因

と
な

っ
て

発
生

す
る

。
高

齢
化

や
寝

た
き

り
状

態
の

継
続

、
骨

粗
し

ょ
う

症
な

ど
を

背
景

と
し

た
骨

の
強

度
の

低
下

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
な

お
、

大
腿

骨
で

起
き

る
骨

折
に

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

が
あ

る
。

こ
れ

は
頸

部
の

す
ぐ

下
の

脚
側

の
膨

ら
ん

だ
部

分
（

転
子

部
）

で
起

き
る

骨
折

で
あ

り
、

頸
部

骨

折
と

は
区

別
さ

れ
る

。

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

は
、

骨
の

強
度

の
低

下
と

転
倒

を
原

因
と

し
て

い
る

た
め

、
高

齢
者

、
特

に
骨

の
強

度
が

相
対

的
に

低
い

女
性

に
お

い
て

発
生

し
や

す
く

、
特

に

70
 
歳

を
超

え
る

と
発

生
率

が
急

増
す

る
11
。

・
骨

折
の

程
度

に
よ

る
が

、
外

科
手

術
に

よ
り

骨
の

接
合

を
行

っ
た

り
、

人
工

骨
頭

に
置

き
換

え
た

り
と

い
っ

た
治

療
が

行
わ

れ
る

。
病

棟
で

の
治

療
中

は
病

床
か

ら

動
か

な
い

時
間

も
多

く
な

る
た

め
、

フ
レ

イ
ル

の
進

行
や

褥
瘡

の
リ

ス
ク

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
術

後
の

経
過

や
症

状
に

応
じ

て
水

分
と

栄
養

の
管

理
や

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
る

。

・
歩

行
能

力
の

回
復

に
は

、
年

齢
、

骨
折

前
の

歩
行

能
力

、
認

知
症

の
程

度
が

影
響

を
及

ぼ
す

と
さ

れ
る

。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
再

度
の

骨
折

の
予

防
が

重
要

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
転

倒
予

防
と

骨
折

予
防

（
骨

の
強

度
の

低
下

の
予

防
）

が
求

め
ら

れ
る

。
転

倒

予
防

に
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
と

し
て

上
下

肢
の

機
能

訓
練

、
可

動
域

訓
練

、
歩

行
訓

練
な

ど
が

想
定

さ
れ

る
。

・
ま

た
、

骨
折

予
防

に
つ

い
て

は
、

医
師

の
評

価
に

も
と

づ
い

て
骨

粗
し

ょ
う

症
の

治
療

等
が

行
わ

れ
る

。
な

お
、

高
齢

者
の

場
合

、
転

倒
に

加
え

て
骨

の
強

度
の

低

下
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

骨
折

し
た

側
と

は
反

対
側

に
つ

い
て

も
骨

折
予

防
の

観
点

か
ら

転
倒

予
防

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
す

る
こ

と
も

あ
る

。

(2
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
療

養
で

は
、

再
転

倒
の

予
防

と
再

骨
折

の
予

防
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

療
養

を
通

じ
た

歩
行

と
生

活
の

回
復

が
重

要
に

な
る

。

・
再

転
倒

の
予

防
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
に

併
せ

て
、

生
活

期
で

は
、

病
棟

な
ど

の
管

理
さ

れ
た

環
境

で
は

な
い

こ
と

か

ら
、

例
え

ば
段

差
の

有
無

や
室

内
の

明
る

さ
な

ど
、

転
倒

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

環
境

が
な

い
か

ど
う

か
の

評
価

（
環

境
の

評
価

）
も

重
要

に
な

る
。

・
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
手

術
を

含
め

た
病

棟
で

の
治

療
期

間
中

に
運

動
量

が
低

下
も

考
慮

し
、

生
活

期
に

移
行

し
た

後
の

水
分

や
栄

養
の

摂

取
状

況
も

意
識

的
に

把
握

す
る

な
ど

、
活

動
量

の
維

持
の

観
点

に
も

留
意

す
る

。

・
再

骨
折

の
予

防
に

つ
い

て
は

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
あ

る
い

は
予

防
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

示
と

、
本

人
の

普
段

の
生

活
リ

ズ
ム

や
食

事
の

内

容
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
等

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
。

・
な

お
、

治
療

・
療

養
に

よ
っ

て
歩

行
能

力
が

回
復

し
、

歩
行

以
外

の
AD

L/
IA

DL
も

回
復

す
れ

ば
、

骨
折

そ
れ

自
体

に
伴

う
生

活
支

援
は

徐
々

に
縮

小
し

、
利

用
者

あ
る

い
は

同
居

者
等

、
あ

る
い

は
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

移
行

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

援
の

方
向

性
に

つ

い
て

、
要

介
護

高
齢

者
本

人
の

理
解

を
深

め
る

よ
う

に
説

明
と

、
合

意
を

形
成

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
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第
２
節

大
腿
骨
頸
部
骨
折
が
あ
る
方
の
ケ
ア

大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
基
本
的
理
解

(1
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
特
徴

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

と
は

、
大

腿
骨

の
関

節
部

分
の

股
関

節
と

つ
な

が
る

骨
頭

の
し

た
に

あ
る

く
び

れ
た

部
分

（
大

腿
骨

頸
部

）
で

起
き

る
骨

折
で

あ
り

、
転

倒
が

最

も
大

き
な

要
因

と
な

っ
て

発
生

す
る

。
高

齢
化

や
寝

た
き

り
状

態
の

継
続

、
骨

粗
し

ょ
う

症
な

ど
を

背
景

と
し

た
骨

の
強

度
の

低
下

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
な

お
、

大
腿

骨
で

起
き

る
骨

折
に

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

が
あ

る
。

こ
れ

は
頸

部
の

す
ぐ

下
の

脚
側

の
膨

ら
ん

だ
部

分
（

転
子

部
）

で
起

き
る

骨
折

で
あ

り
、

頸
部

骨

折
と

は
区

別
さ

れ
る

。

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

は
、

骨
の

強
度

の
低

下
と

転
倒

を
原

因
と

し
て

い
る

た
め

、
高

齢
者

、
特

に
骨

の
強

度
が

相
対

的
に

低
い

女
性

に
お

い
て

発
生

し
や

す
く

、
特

に

70
歳

を
超

え
る

と
発

生
率

が
急

増
す

る
11
。

・
骨

折
の

程
度

に
よ

る
が

、
外

科
手

術
に

よ
り

骨
の

接
合

を
行

っ
た

り
、

人
工

骨
頭

に
置

き
換

え
た

り
と

い
っ

た
治

療
が

行
わ

れ
る

。
病

棟
で

の
治

療
中

は
病

床
か

ら

動
か

な
い

時
間

も
多

く
な

る
た

め
、

フ
レ

イ
ル

の
進

行
や

褥
瘡

の
リ

ス
ク

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
術

後
の

経
過

や
症

状
に

応
じ

て
水

分
と

栄
養

の
管

理
や

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
る

。

・
歩

行
能

力
の

回
復

に
は

、
年

齢
、

骨
折

前
の

歩
行

能
力

、
認

知
症

の
程

度
が

影
響

を
及

ぼ
す

と
さ

れ
る

。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
再

度
の

骨
折

の
予

防
が

重
要

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
転

倒
予

防
と

骨
折

予
防

（
骨

の
強

度
の

低
下

の
予

防
）

が
求

め
ら

れ
る

。
転

倒

予
防

に
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
と

し
て

上
下

肢
の

機
能

訓
練

、
可

動
域

訓
練

、
歩

行
訓

練
な

ど
が

想
定

さ
れ

る
。

・
ま

た
、

骨
折

予
防

に
つ

い
て

は
、

医
師

の
評

価
に

も
と

づ
い

て
骨

粗
し

ょ
う

症
の

治
療

等
が

行
わ

れ
る

。
な

お
、

高
齢

者
の

場
合

、
転

倒
に

加
え

て
骨

の
強

度
の

低

下
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

骨
折

し
た

側
と

は
反

対
側

に
つ

い
て

も
骨

折
予

防
の

観
点

か
ら

転
倒

予
防

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
す

る
こ

と
も

あ
る

。

(2
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
療

養
で

は
、

再
転

倒
の

予
防

と
再

骨
折

の
予

防
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

療
養

を
通

じ
た

歩
行

と
生

活
の

回
復

が
重

要
に

な
る

。

・
再

転
倒

の
予

防
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
に

併
せ

て
、

生
活

期
で

は
、

病
棟

な
ど

の
管

理
さ

れ
た

環
境

で
は

な
い

こ
と

か

ら
、

例
え

ば
段

差
の

有
無

や
室

内
の

明
る

さ
な

ど
、

転
倒

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

環
境

が
な

い
か

ど
う

か
の

評
価

（
環

境
の

評
価

）
も

重
要

に
な

る
。

・
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
手

術
を

含
め

た
病

棟
で

の
治

療
期

間
中

に
運

動
量

が
低

下
も

考
慮

し
、

生
活

期
に

移
行

し
た

後
の

水
分

や
栄

養
の

摂

取
状

況
も

意
識

的
に

把
握

す
る

な
ど

、
活

動
量

の
維

持
の

観
点

に
も

留
意

す
る

。

・
再

骨
折

の
予

防
に

つ
い

て
は

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
あ

る
い

は
予

防
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

示
と

、
本

人
の

普
段

の
生

活
リ

ズ
ム

や
食

事
の

内

容
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
等

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
。

・
な

お
、

治
療

・
療

養
に

よ
っ

て
歩

行
能

力
が

回
復

し
、

歩
行

以
外

の
AD

L/
IA

DL
 
も

回
復

す
れ

ば
、

骨
折

そ
れ

自
体

に
伴

う
生

活
支

援
は

徐
々

に
縮

小
し

、
利

用
者

あ
る

い
は

同
居

者
等

、
あ

る
い

は
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

移
行

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

援
の

方
向

性
に

つ

い
て

、
要

介
護

高
齢

者
本

人
の

理
解

を
深

め
る

よ
う

に
説

明
と

、
合

意
を

形
成

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
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大

腿
骨

頸
部

/
転

子
部

骨
折

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
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（
改

訂
第

３
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）
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第
２
節

大
腿
骨
頸
部
骨
折
が
あ
る
方
の
ケ
ア

大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
基
本
的
理
解

(1
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
特
徴

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

と
は

、
大

腿
骨

の
関

節
部

分
の

股
関

節
と

つ
な

が
る

骨
頭

の
し

た
に

あ
る

く
び

れ
た

部
分

（
大

腿
骨

頸
部

）
で

起
き

る
骨

折
で

あ
り

、
転

倒
が

最

も
大

き
な

要
因

と
な

っ
て

発
生

す
る

。
高

齢
化

や
寝

た
き

り
状

態
の

継
続

、
骨

粗
し

ょ
う

症
な

ど
を

背
景

と
し

た
骨

の
強

度
の

低
下

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
な

お
、

大
腿

骨
で

起
き

る
骨

折
に

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

が
あ

る
。

こ
れ

は
頸

部
の

す
ぐ

下
の

脚
側

の
膨

ら
ん

だ
部

分
（

転
子

部
）

で
起

き
る

骨
折

で
あ

り
、

頸
部

骨

折
と

は
区

別
さ

れ
る

。

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

は
、

骨
の

強
度

の
低

下
と

転
倒

を
原

因
と

し
て

い
る

た
め

、
高

齢
者

、
特

に
骨

の
強

度
が

相
対

的
に

低
い

女
性

に
お

い
て

発
生

し
や

す
く

、
特

に

70
歳

を
超

え
る

と
発

生
率

が
急

増
す

る
11
。

・
骨

折
の

程
度

に
よ

る
が

、
外

科
手

術
に

よ
り

骨
の

接
合

を
行

っ
た

り
、

人
工

骨
頭

に
置

き
換

え
た

り
と

い
っ

た
治

療
が

行
わ

れ
る

。
病

棟
で

の
治

療
中

は
病

床
か

ら

動
か

な
い

時
間

も
多

く
な

る
た

め
、

フ
レ

イ
ル

の
進

行
や

褥
瘡

の
リ

ス
ク

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
術

後
の

経
過

や
症

状
に

応
じ

て
水

分
と

栄
養

の
管

理
や

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
る

。

・
歩

行
能

力
の

回
復

に
は

、
年

齢
、

骨
折

前
の

歩
行

能
力

、
認

知
症

の
程

度
が

影
響

を
及

ぼ
す

と
さ

れ
る

。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
再

度
の

骨
折

の
予

防
が

重
要

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
転

倒
予

防
と

骨
折

予
防

（
骨

の
強

度
の

低
下

の
予

防
）

が
求

め
ら

れ
る

。
転

倒

予
防

に
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
と

し
て

上
下

肢
の

機
能

訓
練

、
可

動
域

訓
練

、
歩

行
訓

練
な

ど
が

想
定

さ
れ

る
。

・
ま

た
、

骨
折

予
防

に
つ

い
て

は
、

医
師

の
評

価
に

も
と

づ
い

て
骨

粗
し

ょ
う

症
の

治
療

等
が

行
わ

れ
る

。
な

お
、

高
齢

者
の

場
合

、
転

倒
に

加
え

て
骨

の
強

度
の

低

下
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

骨
折

し
た

側
と

は
反

対
側

に
つ

い
て

も
骨

折
予

防
の

観
点

か
ら

転
倒

予
防

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
す

る
こ

と
も

あ
る

。

(2
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
療

養
で

は
、

再
転

倒
の

予
防

と
再

骨
折

の
予

防
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

療
養

を
通

じ
た

歩
行

と
生

活
の

回
復

が
重

要
に

な
る

。

・
再

転
倒

の
予

防
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
に

併
せ

て
、

生
活

期
で

は
、

病
棟

な
ど

の
管

理
さ

れ
た

環
境

で
は

な
い

こ
と

か

ら
、

例
え

ば
段

差
の

有
無

や
室

内
の

明
る

さ
な

ど
、

転
倒

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

環
境

が
な

い
か

ど
う

か
の

評
価

（
環

境
の

評
価

）
も

重
要

に
な

る
。

・
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
手

術
を

含
め

た
病

棟
で

の
治

療
期

間
中

に
運

動
量

が
低

下
も

考
慮

し
、

生
活

期
に

移
行

し
た

後
の

水
分

や
栄

養
の

摂

取
状

況
も

意
識

的
に

把
握

す
る

な
ど

、
活

動
量

の
維

持
の

観
点

に
も

留
意

す
る

。

・
再

骨
折

の
予

防
に

つ
い

て
は

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
あ

る
い

は
予

防
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

示
と

、
本

人
の

普
段

の
生

活
リ

ズ
ム

や
食

事
の

内

容
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
等

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
。

・
な

お
、

治
療

・
療

養
に

よ
っ

て
歩

行
能

力
が

回
復

し
、

歩
行

以
外

の
AD

L/
IA

DL
も

回
復

す
れ

ば
、

骨
折

そ
れ

自
体

に
伴

う
生

活
支

援
は

徐
々

に
縮

小
し

、
利

用
者

あ
る

い
は

同
居

者
等

、
あ

る
い

は
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

移
行

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

援
の

方
向

性
に

つ

い
て

、
要

介
護

高
齢

者
本

人
の

理
解

を
深

め
る

よ
う

に
説

明
と

、
合

意
を

形
成

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
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第
２
節

大
腿
骨
頸
部
骨
折
が
あ
る
方
の
ケ
ア

大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
基
本
的
理
解

(1
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
特
徴

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

と
は

、
大

腿
骨

の
関

節
部

分
の

股
関

節
と

つ
な

が
る

骨
頭

の
し

た
に

あ
る

く
び

れ
た

部
分

（
大

腿
骨

頸
部

）
で

起
き

る
骨

折
で

あ
り

、
転

倒
が

最

も
大

き
な

要
因

と
な

っ
て

発
生

す
る

。
高

齢
化

や
寝

た
き

り
状

態
の

継
続

、
骨

粗
し

ょ
う

症
な

ど
を

背
景

と
し

た
骨

の
強

度
の

低
下

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
な

お
、

大
腿

骨
で

起
き

る
骨

折
に

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

が
あ

る
。

こ
れ

は
頸

部
の

す
ぐ

下
の

脚
側

の
膨

ら
ん

だ
部

分
（

転
子

部
）

で
起

き
る

骨
折

で
あ

り
、

頸
部

骨

折
と

は
区

別
さ

れ
る

。

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

は
、

骨
の

強
度

の
低

下
と

転
倒

を
原

因
と

し
て

い
る

た
め

、
高

齢
者

、
特

に
骨

の
強

度
が

相
対

的
に

低
い

女
性

に
お

い
て

発
生

し
や

す
く

、
特

に

70
歳

を
超

え
る

と
発

生
率

が
急

増
す

る
11
。

・
骨

折
の

程
度

に
よ

る
が

、
外

科
手

術
に

よ
り

骨
の

接
合

を
行

っ
た

り
、

人
工

骨
頭

に
置

き
換

え
た

り
と

い
っ

た
治

療
が

行
わ

れ
る

。
病

棟
で

の
治

療
中

は
病

床
か

ら

動
か

な
い

時
間

も
多

く
な

る
た

め
、

フ
レ

イ
ル

の
進

行
や

褥
瘡

の
リ

ス
ク

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
術

後
の

経
過

や
症

状
に

応
じ

て
水

分
と

栄
養

の
管

理
や

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
る

。

・
歩

行
能

力
の

回
復

に
は

、
年

齢
、

骨
折

前
の

歩
行

能
力

、
認

知
症

の
程

度
が

影
響

を
及

ぼ
す

と
さ

れ
る

。

・
生

活
期

に
お

け
る

療
養

で
は

、
再

度
の

骨
折

の
予

防
が

重
要

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
転

倒
予

防
と

骨
折

予
防

（
骨

の
強

度
の

低
下

の
予

防
）

が
求

め
ら

れ
る

。
転

倒

予
防

に
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
と

し
て

上
下

肢
の

機
能

訓
練

、
可

動
域

訓
練

、
歩

行
訓

練
な

ど
が

想
定

さ
れ

る
。

・
ま

た
、

骨
折

予
防

に
つ

い
て

は
、

医
師

の
評

価
に

も
と

づ
い

て
骨

粗
し

ょ
う

症
の

治
療

等
が

行
わ

れ
る

。
な

お
、

高
齢

者
の

場
合

、
転

倒
に

加
え

て
骨

の
強

度
の

低

下
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

骨
折

し
た

側
と

は
反

対
側

に
つ

い
て

も
骨

折
予

防
の

観
点

か
ら

転
倒

予
防

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
す

る
こ

と
も

あ
る

。

(2
)大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
療

養
で

は
、

再
転

倒
の

予
防

と
再

骨
折

の
予

防
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

療
養

を
通

じ
た

歩
行

と
生

活
の

回
復

が
重

要
に

な
る

。

・
再

転
倒

の
予

防
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
に

併
せ

て
、

生
活

期
で

は
、

病
棟

な
ど

の
管

理
さ

れ
た

環
境

で
は

な
い

こ
と

か

ら
、

例
え

ば
段

差
の

有
無

や
室

内
の

明
る

さ
な

ど
、

転
倒

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

環
境

が
な

い
か

ど
う

か
の

評
価

（
環

境
の

評
価

）
も

重
要

に
な

る
。

・
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
手

術
を

含
め

た
病

棟
で

の
治

療
期

間
中

に
運

動
量

が
低

下
も

考
慮

し
、

生
活

期
に

移
行

し
た

後
の

水
分

や
栄

養
の

摂

取
状

況
も

意
識

的
に

把
握

す
る

な
ど

、
活

動
量

の
維

持
の

観
点

に
も

留
意

す
る

。

・
再

骨
折

の
予

防
に

つ
い

て
は

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
あ

る
い

は
予

防
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

示
と

、
本

人
の

普
段

の
生

活
リ

ズ
ム

や
食

事
の

内

容
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

骨
粗

し
ょ

う
症

の
治

療
等

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
留

意
す

る
。

・
な

お
、

治
療

・
療

養
に

よ
っ

て
歩

行
能

力
が

回
復

し
、

歩
行

以
外

の
AD

L/
IA

DL
 
も

回
復

す
れ

ば
、

骨
折

そ
れ

自
体

に
伴

う
生

活
支

援
は

徐
々

に
縮

小
し

、
利

用
者

あ
る

い
は

同
居

者
等

、
あ

る
い

は
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

等
に

よ
る

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

移
行

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

援
の

方
向

性
に

つ

い
て

、
要

介
護

高
齢

者
本

人
の

理
解

を
深

め
る

よ
う

に
説

明
と

、
合

意
を

形
成

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
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大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
大

腿
骨

頸
部

骨
折

Ⅰ
期

（
病

状
が

安
定

し
、自

宅
で

の
生

活
を

送
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
す

る
時

期
）

・病
状
が
安
定
し、
自
宅
で
の
生
活
を
送
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
転

倒
し

た
状

況
や

要
因

の
継

続
的

な
把

握
・評

価
を

確
認

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
2 

自
ら

の
身

体
機

能
（

反
射

、視
聴

覚
等

）
の

理
解

の
支

援
と指

導
を

受
け

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

3 
転

倒
し

に
くく

す
る

た
め

の
身

体
機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管

理
で
き
る
よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
の
理
解
を
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る

他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

5 
継

続
的

な
受

診
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
の
除
去
に
よ
り、
生
活
の
縮
小
で
は
な
く、

生
活
改
善
を
うな
が
す
。

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

1 
再

骨
折

の
予

防

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・現
状
の
身
体
機
能
を
理
解
し、
身
体
機
能
を
向
上
す
る
こと
で
転
倒
予
防
を

し、
再
骨
折
を
予
防
。

1-
1 

転
倒

予
防

・転
倒
した
状
況
や
要
因
を
把
握
し評

価
す
る
こと
に
よ
り、
転
倒
しや
す
い
状

況
の
改
善
や
、適

切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標
を
設
定
。

・自
らの
身
体
機
能
を
理
解
し、
そ
れ
に
あ
った
生
活
動
作
を
身
に
着
け
る
こと

で
、転

倒
予
防
を
し、
再
骨
折
を
予
防
。

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
1-

1
転

倒
予

防

4 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・運
動
・活
動
の
体
制
を
整
え
る
こと
で
、疾

患
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐ。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐこ
とで
、再

発
を
防
止
。

7
歩

行
機

能
向

上
の

た
め

の
訓

練
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
･Ⅰ
期
で
は
早
期
に
機
能
向
上
の
た
め
の
訓
練
が
必
要
だ
が
、術

式
や
病
院
で

の
経
過
に
よ
って
は
、体

位
や
過
重
の
制
限
が
あ
る
点
に
留
意
。

・転
倒
に
伴
う不

安
感
と、
手
術
した
こと
に
伴
って
歩
き
方
が
変
わ
る
こと
に
よ
る

不
安
感
を
乗
り越

え
て
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
が
継
続
的
に
な
され
る
よ
うに
支
援

して
、歩

行
の
獲
得
を
目
指
す
。

・日
常
生
活
環
境
が
整
え
られ
、転

倒
の
不
安
が
軽
減
され
る
よ
うに
支
援
す

る
こと
で
、歩

行
の
獲
得
目
指
す
。

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予

防
や
歩
行
機
能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を

見
直
す
。

・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じ
た
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す

る
こと
が
出
来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
事
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目

指
す
。

10
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
す
る
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
う

こと
で
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、

活
動
の
範
囲
縮
小
に
よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
で
、尊

厳
を
取
り戻

す
。

・Ⅰ
期
は
Ⅱ
期
で
の
社
会
参
加
の
回
復
に
向
け
て
、ど
の
よ
うな
役
割
の
回
復

が
見
込
め
そ
うか
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

12
外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や

新
た
な
生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の

機
会
の
確
保
を
支
援
。

8
心

理
的

な
不

安
を

小
さ

くす
る

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
と生

活
環

境
を

整
備

す
る

体
制

を
整

え
る

2-
2 

生
活

機
能

の
回

復
2

骨
折

前
の

生
活

機
能

の
回

復

2-
1 

歩
行

の
獲

得

2-
3

社
会

参
加

の
回

復

2-
3-

1
社

会
参

加
の

機
会

の
回

復2-
1-

2
心

理
的

不
安

の
排

除

2-
2-

1
Ａ

Ｄ
Ｌ

/Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
回

復

2-
2-

2
食

事
と栄

養
の

確
保

2-
1-

1
歩

行
機

能
訓

練

11
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

9
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

6
運

動
・活

動
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1
再

骨
折

の
予

防

1-
2

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

104

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
大

腿
骨

頸
部

骨
折

Ⅰ
期

（
病

状
が

安
定

し
、自

宅
で

の
生

活
を

送
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
す

る
時

期
）

・病
状
が
安
定
し、
自
宅
で
の
生
活
を
送
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
転

倒
し

た
状

況
や

要
因

の
継

続
的

な
把

握
・評

価
を

確
認

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
2 

自
ら

の
身

体
機

能
（

反
射

、視
聴

覚
等

）
の

理
解

の
支

援
と指

導
を

受
け

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

3 
転

倒
し

に
くく

す
る

た
め

の
身

体
機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管

理
で
き
る
よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
の
理
解
を
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る

他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

5 
継

続
的

な
受

診
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
の
除
去
に
よ
り、
生
活
の
縮
小
で
は
な
く、

生
活
改
善
を
うな
が
す
。

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

1 
再

骨
折

の
予

防

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・現
状
の
身
体
機
能
を
理
解
し、
身
体
機
能
を
向
上
す
る
こと
で
転
倒
予
防
を

し、
再
骨
折
を
予
防
。

1-
1 

転
倒

予
防

・転
倒
した
状
況
や
要
因
を
把
握
し評

価
す
る
こと
に
よ
り、
転
倒
しや
す
い
状

況
の
改
善
や
、適

切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標
を
設
定
。

・自
らの
身
体
機
能
を
理
解
し、
そ
れ
に
あ
った
生
活
動
作
を
身
に
着
け
る
こと

で
、転

倒
予
防
を
し、
再
骨
折
を
予
防
。

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
1-

1
転

倒
予

防

4 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・運
動
・活
動
の
体
制
を
整
え
る
こと
で
、疾

患
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐ。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐこ
とで
、再

発
を
防
止
。

7 
歩

行
機

能
向

上
の

た
め

の
訓

練
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
･Ⅰ
期
で
は
早
期
に
機
能
向
上
の
た
め
の
訓
練
が
必
要
だ
が
、術

式
や
病
院
で

の
経
過
に
よ
って
は
、体

位
や
過
重
の
制
限
が
あ
る
点
に
留
意
。

・転
倒
に
伴
う不

安
感
と、
手
術
した
こと
に
伴
って
歩
き
方
が
変
わ
る
こと
に
よ
る

不
安
感
を
乗
り越

え
て
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
が
継
続
的
に
な
され
る
よ
うに
支
援

して
、歩

行
の
獲
得
を
目
指
す
。

・日
常
生
活
環
境
が
整
え
られ
、転

倒
の
不
安
が
軽
減
され
る
よ
うに
支
援
す

る
こと
で
、歩

行
の
獲
得
目
指
す
。

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予

防
や
歩
行
機
能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を

見
直
す
。

・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じ
た
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す

る
こと
が
出
来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
事
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目

指
す
。

10
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
す
る
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
う

こと
で
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、

活
動
の
範
囲
縮
小
に
よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
で
、尊

厳
を
取
り戻

す
。

・Ⅰ
期
は
Ⅱ
期
で
の
社
会
参
加
の
回
復
に
向
け
て
、ど
の
よ
うな
役
割
の
回
復

が
見
込
め
そ
うか
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

12
 外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や

新
た
な
生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の

機
会
の
確
保
を
支
援
。

8 
心

理
的

な
不

安
を

小
さ

くす
る

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
と生

活
環

境
を

整
備

す
る

体
制

を
整

え
る

2-
2 

生
活

機
能

の
回

復
2 

骨
折

前
の

生
活

機
能

の
回

復

2-
1 

歩
行

の
獲

得

2-
3 

社
会

参
加

の
回

復

2-
3-

1 
社

会
参

加
の

機
会

の
回

復2-
1-

2
心

理
的

不
安

の
排

除

2-
2-

1
Ａ

Ｄ
Ｌ

/Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
回

復

2-
2-

2
食

事
と栄

養
の

確
保

2-
1-

1
歩

行
機

能
訓

練

11
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

9 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

6 
運

動
・活

動
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
再

骨
折

の
予

防

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援
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大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
大

腿
骨

頸
部

骨
折

Ⅰ
期

（
病

状
が

安
定

し
、自

宅
で

の
生

活
を

送
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
す

る
時

期
）

・病
状
が
安
定
し、
自
宅
で
の
生
活
を
送
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
転

倒
し

た
状

況
や

要
因

の
継

続
的

な
把

握
・評

価
を

確
認

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
2 

自
ら

の
身

体
機

能
（

反
射

、視
聴

覚
等

）
の

理
解

の
支

援
と指

導
を

受
け

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

3 
転

倒
し

に
くく

す
る

た
め

の
身

体
機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管

理
で
き
る
よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
の
理
解
を
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る

他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

5 
継

続
的

な
受

診
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
の
除
去
に
よ
り、
生
活
の
縮
小
で
は
な
く、

生
活
改
善
を
うな
が
す
。

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

1 
再

骨
折

の
予

防

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・現
状
の
身
体
機
能
を
理
解
し、
身
体
機
能
を
向
上
す
る
こと
で
転
倒
予
防
を

し、
再
骨
折
を
予
防
。

1-
1 

転
倒

予
防

・転
倒
した
状
況
や
要
因
を
把
握
し評

価
す
る
こと
に
よ
り、
転
倒
しや
す
い
状

況
の
改
善
や
、適

切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標
を
設
定
。

・自
らの
身
体
機
能
を
理
解
し、
そ
れ
に
あ
った
生
活
動
作
を
身
に
着
け
る
こと

で
、転

倒
予
防
を
し、
再
骨
折
を
予
防
。

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
1-

1
転

倒
予

防

4 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・運
動
・活
動
の
体
制
を
整
え
る
こと
で
、疾

患
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐ。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐこ
とで
、再

発
を
防
止
。

7
歩

行
機

能
向

上
の

た
め

の
訓

練
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
･Ⅰ
期
で
は
早
期
に
機
能
向
上
の
た
め
の
訓
練
が
必
要
だ
が
、術

式
や
病
院
で

の
経
過
に
よ
って
は
、体

位
や
過
重
の
制
限
が
あ
る
点
に
留
意
。

・転
倒
に
伴
う不

安
感
と、
手
術
した
こと
に
伴
って
歩
き
方
が
変
わ
る
こと
に
よ
る

不
安
感
を
乗
り越

え
て
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
が
継
続
的
に
な
され
る
よ
うに
支
援

して
、歩

行
の
獲
得
を
目
指
す
。

・日
常
生
活
環
境
が
整
え
られ
、転

倒
の
不
安
が
軽
減
され
る
よ
うに
支
援
す

る
こと
で
、歩

行
の
獲
得
目
指
す
。

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予

防
や
歩
行
機
能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を

見
直
す
。

・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じ
た
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す

る
こと
が
出
来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
事
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目

指
す
。

10
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
す
る
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
う

こと
で
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、

活
動
の
範
囲
縮
小
に
よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
で
、尊

厳
を
取
り戻

す
。

・Ⅰ
期
は
Ⅱ
期
で
の
社
会
参
加
の
回
復
に
向
け
て
、ど
の
よ
うな
役
割
の
回
復

が
見
込
め
そ
うか
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

12
外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や

新
た
な
生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の

機
会
の
確
保
を
支
援
。

8
心

理
的

な
不

安
を

小
さ

くす
る

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
と生

活
環

境
を

整
備

す
る

体
制

を
整

え
る

2-
2 

生
活

機
能

の
回

復
2

骨
折

前
の

生
活

機
能

の
回

復

2-
1 

歩
行

の
獲

得

2-
3

社
会

参
加

の
回

復

2-
3-

1
社

会
参

加
の

機
会

の
回

復2-
1-

2
心

理
的

不
安

の
排

除

2-
2-

1
Ａ

Ｄ
Ｌ

/Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
回

復

2-
2-

2
食

事
と栄

養
の

確
保

2-
1-

1
歩

行
機

能
訓

練

11
日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

9
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

6
運

動
・活

動
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1
再

骨
折

の
予

防

1-
2

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

104

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
大

腿
骨

頸
部

骨
折

Ⅰ
期

（
病

状
が

安
定

し
、自

宅
で

の
生

活
を

送
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
す

る
時

期
）

・病
状
が
安
定
し、
自
宅
で
の
生
活
を
送
る
こと
が
出
来
る
よ
うに
す
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
転

倒
し

た
状

況
や

要
因

の
継

続
的

な
把

握
・評

価
を

確
認

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
2 

自
ら

の
身

体
機

能
（

反
射

、視
聴

覚
等

）
の

理
解

の
支

援
と指

導
を

受
け

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

3 
転

倒
し

に
くく

す
る

た
め

の
身

体
機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管

理
で
き
る
よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
の
理
解
を
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、必

要
に
応
じて
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る

他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

5 
継

続
的

な
受

診
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効

性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不
安
の
除
去
に
よ
り、
生
活
の
縮
小
で
は
な
く、

生
活
改
善
を
うな
が
す
。

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

1 
再

骨
折

の
予

防

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・現
状
の
身
体
機
能
を
理
解
し、
身
体
機
能
を
向
上
す
る
こと
で
転
倒
予
防
を

し、
再
骨
折
を
予
防
。

1-
1 

転
倒

予
防

・転
倒
した
状
況
や
要
因
を
把
握
し評

価
す
る
こと
に
よ
り、
転
倒
しや
す
い
状

況
の
改
善
や
、適

切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標
を
設
定
。

・自
らの
身
体
機
能
を
理
解
し、
そ
れ
に
あ
った
生
活
動
作
を
身
に
着
け
る
こと

で
、転

倒
予
防
を
し、
再
骨
折
を
予
防
。

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
1-

1
転

倒
予

防

4 
服

薬
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・運
動
・活
動
の
体
制
を
整
え
る
こと
で
、疾

患
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐ。

・活
動
量
の
低
下
を
防
ぐこ
とで
、再

発
を
防
止
。

7 
歩

行
機

能
向

上
の

た
め

の
訓

練
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
･Ⅰ
期
で
は
早
期
に
機
能
向
上
の
た
め
の
訓
練
が
必
要
だ
が
、術

式
や
病
院
で

の
経
過
に
よ
って
は
、体

位
や
過
重
の
制
限
が
あ
る
点
に
留
意
。

・転
倒
に
伴
う不

安
感
と、
手
術
した
こと
に
伴
って
歩
き
方
が
変
わ
る
こと
に
よ
る

不
安
感
を
乗
り越

え
て
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
が
継
続
的
に
な
され
る
よ
うに
支
援

して
、歩

行
の
獲
得
を
目
指
す
。

・日
常
生
活
環
境
が
整
え
られ
、転

倒
の
不
安
が
軽
減
され
る
よ
うに
支
援
す

る
こと
で
、歩

行
の
獲
得
目
指
す
。

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予

防
や
歩
行
機
能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を

見
直
す
。

・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じ
た
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す

る
こと
が
出
来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
事
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目

指
す
。

10
 必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
す
る
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
う

こと
で
、リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
図
る
。一

方
で
、

活
動
の
範
囲
縮
小
に
よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

・役
割
を
確
認
す
る
こと
で
、尊

厳
を
取
り戻

す
。

・Ⅰ
期
は
Ⅱ
期
で
の
社
会
参
加
の
回
復
に
向
け
て
、ど
の
よ
うな
役
割
の
回
復

が
見
込
め
そ
うか
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

12
 外

出
や

交
流

の
機

会
が

確
保

で
き

る
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

・本
人
の
社
会
生
活
を
確
保
し、
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る
意
欲
の
回
復
や

新
た
な
生
活
へ
の
移
行
に
つ
な
げ
て
い
くた
め
、状

態
に
応
じた
外
出
や
交
流
の

機
会
の
確
保
を
支
援
。

8 
心

理
的

な
不

安
を

小
さ

くす
る

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

の
継

続
と生

活
環

境
を

整
備

す
る

体
制

を
整

え
る

2-
2 

生
活

機
能

の
回

復
2 

骨
折

前
の

生
活

機
能

の
回

復

2-
1 

歩
行

の
獲

得

2-
3 

社
会

参
加

の
回

復

2-
3-

1 
社

会
参

加
の

機
会

の
回

復2-
1-

2
心

理
的

不
安

の
排

除

2-
2-

1
Ａ

Ｄ
Ｌ

/Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
回

復

2-
2-

2
食

事
と栄

養
の

確
保

2-
1-

1
歩

行
機

能
訓

練

11
 日

常
生

活
（

自
宅

内
・自

宅
外

）
に

お
け

る
役

割
の

回
復

・獲
得

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

9 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

6 
運

動
・活

動
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
再

骨
折

の
予

防

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援
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大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
大

腿
骨

頸
部

骨
折

Ⅱ
期

（
病

状
が

安
定

し
て

、個
別

性
を

踏
ま

え
た

生
活

の
充

足
に

向
け

た
設

計
と、

セ
ル

フマ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

理
解

の
促

進
を

図
る

時
期

）

・病
状
が
安
定
して
、個

別
性
を
踏
ま
え
た
生
活
の
充
足
に
向
け
た
設
計
と、
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トへ
の
理
解
の
促
進
を
図
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
転

倒
し

た
状

況
や

要
因

の
継

続
的

な
把

握
・評

価
を

確
認

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2 
服

薬
管

理
の

支
援

・専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
が
縮
小
した
後
も
適
切
に
服
薬
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
あ
る
い
は

家
族
等
に
お
け
る
服
薬
の
必
要
性
と指

示
内
容
の
理
解
を
支
援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施
・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
る
状
態
が
続
くよ
うに
、本

人
・家
族
等
を
支
援
す
る
と

とも
に
、必

要
な
時
に
専
門
職
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
とケ
ア
に
携
わ
る
他
職
種
との
体
制
を

整
え
、必

要
な
時
に
専
門
職
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
。

3 
継

続
的

な
受

診
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
4 

運
動

・活
動

の
体

制
を

整
え

る
・運
動
・活
動
の
体
制
を
整
え
る
こと
で
、疾

患
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐ。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐこ
とで
、再

発
を
防
止
。

1-
1-

1
転

倒
し

な
い

た
め

の
身

体
機

能
の

維
持

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効
性
を
高
め

る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が

す
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
再

骨
折

の
予

防

1-
1 

転
倒

予
防

・転
倒
した
状
況
や
要
因
を
把
握
し評

価
す
る
こと
で
、転

倒
しや
す
い
状
況
の
改
善
や
、適

切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標
を
設
定
。

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

支
援

の
概

要
、必

要
性

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

5 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予
防
や
歩
行
機

能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を
見
直
す
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じ
た
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す
る
こと
が
出

来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
事
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目
指
す
。

6 
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
7 

自
ら

活
動

し
や

す
い

環
境

の
整

備
（

室
内

環
境

、
用

具
等

）
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8 
日

常
生

活
に

お
け

る
生

活
機

能
の

回
復

と支
援

の
終

結
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

9 
外

出
や

交
流

の
機

会
の

拡
大

、地
域

交
流

へ
の

参
加

の
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・病
前
の
生
活
を
取
り戻

す
、あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
新
た
な
役
割
を
獲
得
で
き
る
よ
う、
地

域
に
お
け
る
外
出
や
交
流
の
機
会
の
拡
大
を
支
援
。

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
す
る
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
目
指
す
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

・活
動
しや
す
い
室
内
環
境
、用

具
を
そ
ろ
え
る
こと
で
、活

動
の
範
囲
や
幅
が
広
が
り、

AD
Lや
IA
D
Lの
向
上
を
目
指
す
。

2-
1-

1
Ａ

Ｄ
Ｌ

/Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
確

認
とセ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行
2-

1-
2

食
事

と栄
養

の
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

移
行

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
1 

介
護

給
付

サ
ー

ビ
ス

の
終

結
に

向
け

た
理

解
の

促
進

（
自

助
・

互
助

へ
の

移
行

）

2-
1-

3
環

境
整

備

2-
1-

4 
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

・日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
の
役
割
が
維
持
され
る
こと
で
、A
D
Lや
IA
D
Lの
向
上
を
目
指

す
。

106

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
大

腿
骨

頸
部

骨
折

Ⅱ
期

（
病

状
が

安
定

し
て

、個
別

性
を

踏
ま

え
た

生
活

の
充

足
に

向
け

た
設

計
と、

セ
ル

フマ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

理
解

の
促

進
を

図
る

時
期

）

・病
状
が
安
定
して
、個

別
性
を
踏
ま
え
た
生
活
の
充
足
に
向
け
た
設
計
と、
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トへ
の
理
解
の
促
進
を
図
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
転

倒
し

た
状

況
や

要
因

の
継

続
的

な
把

握
・評

価
を

確
認

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2 
服

薬
管

理
の

支
援

・専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
が
縮
小
した
後
も
適
切
に
服
薬
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
あ
る
い
は

家
族
等
に
お
け
る
服
薬
の
必
要
性
と指

示
内
容
の
理
解
を
支
援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施
・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
る
状
態
が
続
くよ
うに
、本

人
・家
族
等
を
支
援
す
る
と

とも
に
、必

要
な
時
に
専
門
職
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
とケ
ア
に
携
わ
る
他
職
種
との
体
制
を

整
え
、必

要
な
時
に
専
門
職
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
。

3 
継

続
的

な
受

診
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
4 

運
動

・活
動

の
体

制
を

整
え

る
・運
動
・活
動
の
体
制
を
整
え
る
こと
で
、疾

患
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐ。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐこ
とで
、再

発
を
防
止
。

1-
1-

1
転

倒
し

な
い

た
め

の
身

体
機

能
の

維
持

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効
性
を
高
め

る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が

す
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
再

骨
折

の
予

防

1-
1 

転
倒

予
防

・転
倒
した
状
況
や
要
因
を
把
握
し評

価
す
る
こと
で
、転

倒
しや
す
い
状
況
の
改
善
や
、適

切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標
を
設
定
。

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

支
援

の
概

要
、必

要
性

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

5 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予
防
や
歩
行
機

能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を
見
直
す
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じ
た
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す
る
こと
が
出

来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
事
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目
指
す
。

6 
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
7 

自
ら

活
動

し
や

す
い

環
境

の
整

備
（

室
内

環
境

、
用

具
等

）
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8 
日

常
生

活
に

お
け

る
生

活
機

能
の

回
復

と支
援

の
終

結
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

9 
外

出
や

交
流

の
機

会
の

拡
大

、地
域

交
流

へ
の

参
加

の
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・病
前
の
生
活
を
取
り戻

す
、あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
新
た
な
役
割
を
獲
得
で
き
る
よ
う、
地

域
に
お
け
る
外
出
や
交
流
の
機
会
の
拡
大
を
支
援
。

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
す
る
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
目
指
す
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

・活
動
しや
す
い
室
内
環
境
、用

具
を
そ
ろ
え
る
こと
で
、活

動
の
範
囲
や
幅
が
広
が
り、

AD
Lや
IA
D
Lの
向
上
を
目
指
す
。

2-
1-

1
Ａ

Ｄ
Ｌ

/Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
確

認
とセ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行
2-

1-
2

食
事

と栄
養

の
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

移
行

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
1 

介
護

給
付

サ
ー

ビ
ス

の
終

結
に

向
け

た
理

解
の

促
進

（
自

助
・

互
助

へ
の

移
行

）

2-
1-

3
環

境
整

備

2-
1-

4 
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

・日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
の
役
割
が
維
持
され
る
こと
で
、A
D
Lや
IA
D
Lの
向
上
を
目
指

す
。
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大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
大

腿
骨

頸
部

骨
折

Ⅱ
期

（
病

状
が

安
定

し
て

、個
別

性
を

踏
ま

え
た

生
活

の
充

足
に

向
け

た
設

計
と、

セ
ル

フマ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

理
解

の
促

進
を

図
る

時
期

）

・病
状
が
安
定
して
、個

別
性
を
踏
ま
え
た
生
活
の
充
足
に
向
け
た
設
計
と、
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トへ
の
理
解
の
促
進
を
図
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
転

倒
し

た
状

況
や

要
因

の
継

続
的

な
把

握
・評

価
を

確
認

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2 
服

薬
管

理
の

支
援

・専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
が
縮
小
した
後
も
適
切
に
服
薬
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
あ
る
い
は

家
族
等
に
お
け
る
服
薬
の
必
要
性
と指

示
内
容
の
理
解
を
支
援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施
・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
る
状
態
が
続
くよ
うに
、本

人
・家
族
等
を
支
援
す
る
と

とも
に
、必

要
な
時
に
専
門
職
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
とケ
ア
に
携
わ
る
他
職
種
との
体
制
を

整
え
、必

要
な
時
に
専
門
職
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
。

3 
継

続
的

な
受

診
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
4 

運
動

・活
動

の
体

制
を

整
え

る
・運
動
・活
動
の
体
制
を
整
え
る
こと
で
、疾

患
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐ。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐこ
とで
、再

発
を
防
止
。

1-
1-

1
転

倒
し

な
い

た
め

の
身

体
機

能
の

維
持

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効
性
を
高
め

る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が

す
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
再

骨
折

の
予

防

1-
1 

転
倒

予
防

・転
倒
した
状
況
や
要
因
を
把
握
し評

価
す
る
こと
で
、転

倒
しや
す
い
状
況
の
改
善
や
、適

切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標
を
設
定
。

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

支
援

の
概

要
、必

要
性

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

5 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予
防
や
歩
行
機

能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を
見
直
す
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じ
た
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す
る
こと
が
出

来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
事
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目
指
す
。

6 
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
7 

自
ら

活
動

し
や

す
い

環
境

の
整

備
（

室
内

環
境

、
用

具
等

）
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8 
日

常
生

活
に

お
け

る
生

活
機

能
の

回
復

と支
援

の
終

結
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

9 
外

出
や

交
流

の
機

会
の

拡
大

、地
域

交
流

へ
の

参
加

の
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・病
前
の
生
活
を
取
り戻

す
、あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
新
た
な
役
割
を
獲
得
で
き
る
よ
う、
地

域
に
お
け
る
外
出
や
交
流
の
機
会
の
拡
大
を
支
援
。

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
す
る
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
目
指
す
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

・活
動
しや
す
い
室
内
環
境
、用

具
を
そ
ろ
え
る
こと
で
、活

動
の
範
囲
や
幅
が
広
が
り、

AD
Lや
IA
D
Lの
向
上
を
目
指
す
。

2-
1-

1
Ａ

Ｄ
Ｌ

/Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
確

認
とセ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行
2-

1-
2

食
事

と栄
養

の
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

移
行

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
1 

介
護

給
付

サ
ー

ビ
ス

の
終

結
に

向
け

た
理

解
の

促
進

（
自

助
・

互
助

へ
の

移
行

）

2-
1-

3
環

境
整

備

2-
1-

4 
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

・日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
の
役
割
が
維
持
され
る
こと
で
、A
D
Lや
IA
D
Lの
向
上
を
目
指

す
。

106

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
大

腿
骨

頸
部

骨
折

Ⅱ
期

（
病

状
が

安
定

し
て

、個
別

性
を

踏
ま

え
た

生
活

の
充

足
に

向
け

た
設

計
と、

セ
ル

フマ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

理
解

の
促

進
を

図
る

時
期

）

・病
状
が
安
定
して
、個

別
性
を
踏
ま
え
た
生
活
の
充
足
に
向
け
た
設
計
と、
セ
ル
フマ
ネ
ジ
メン
トへ
の
理
解
の
促
進
を
図
る
時
期
。

・時
期
は
あ
くま
で
目
安
で
あ
る
。当

人
の
状
態
に
応
じて
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
転

倒
し

た
状

況
や

要
因

の
継

続
的

な
把

握
・評

価
を

確
認

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2 
服

薬
管

理
の

支
援

・専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
が
縮
小
した
後
も
適
切
に
服
薬
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
あ
る
い
は

家
族
等
に
お
け
る
服
薬
の
必
要
性
と指

示
内
容
の
理
解
を
支
援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施
・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
る
状
態
が
続
くよ
うに
、本

人
・家
族
等
を
支
援
す
る
と

とも
に
、必

要
な
時
に
専
門
職
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・服
薬
を
適
切
に
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
・家
族
等
とケ
ア
に
携
わ
る
他
職
種
との
体
制
を

整
え
、必

要
な
時
に
専
門
職
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
。

3 
継

続
的

な
受

診
の

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
4 

運
動

・活
動

の
体

制
を

整
え

る
・運
動
・活
動
の
体
制
を
整
え
る
こと
で
、疾

患
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐ。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
活
動
量
の
低
下
を
防
ぐこ
とで
、再

発
を
防
止
。

1-
1-

1
転

倒
し

な
い

た
め

の
身

体
機

能
の

維
持

1-
2-

1
服

薬
支

援

1-
2-

2
治

療
の

継
続

の
支

援

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、必

要
な
ケ
ア
を
見
定
め
、治

療
の
実
効
性
を
高
め

る
。病

気
に
対
す
る
不
安
を
除
くこ
とで
、生

活
の
縮
小
で
は
な
く、
生
活
の
改
善
を
うな
が

す
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
再

骨
折

の
予

防

1-
1 

転
倒

予
防

・転
倒
した
状
況
や
要
因
を
把
握
し評

価
す
る
こと
で
、転

倒
しや
す
い
状
況
の
改
善
や
、適

切
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標
を
設
定
。

1-
2 

骨
粗

し
ょう

症
の

予
防

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

大
腿
骨
頸
部
骨
折
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

支
援

の
概

要
、必

要
性

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

5 
A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予
防
や
歩
行
機

能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を
見
直
す
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じ
た
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す
る
こと
が
出

来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
事
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目
指
す
。

6 
必

要
な

栄
養

量
の

把
握

と食
事

の
支

援
が

な
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
7 

自
ら

活
動

し
や

す
い

環
境

の
整

備
（

室
内

環
境

、
用

具
等

）
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8 
日

常
生

活
に

お
け

る
生

活
機

能
の

回
復

と支
援

の
終

結
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

9 
外

出
や

交
流

の
機

会
の

拡
大

、地
域

交
流

へ
の

参
加

の
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

・病
前
の
生
活
を
取
り戻

す
、あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
新
た
な
役
割
を
獲
得
で
き
る
よ
う、
地

域
に
お
け
る
外
出
や
交
流
の
機
会
の
拡
大
を
支
援
。

・必
要
な
栄
養
量
を
把
握
して
食
事
を
確
保
す
る
。不

足
す
る
栄
養
量
を
補
うこ
とで
、リ
ハ
ビ

リテ
ー
シ
ョン
の
継
続
、体

力
・体
調
の
回
復
を
目
指
す
。一

方
で
、活

動
の
範
囲
縮
小
に

よ
って
、栄

養
過
多
とな
って
い
な
い
か
留
意
。

・活
動
しや
す
い
室
内
環
境
、用

具
を
そ
ろ
え
る
こと
で
、活

動
の
範
囲
や
幅
が
広
が
り、

AD
Lや
IA
D
Lの
向
上
を
目
指
す
。

2-
1-

1
Ａ

Ｄ
Ｌ

/Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
確

認
とセ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行
2-

1-
2

食
事

と栄
養

の
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

移
行

2 
セ

ル
フマ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
移

行

2-
1 

介
護

給
付

サ
ー

ビ
ス

の
終

結
に

向
け

た
理

解
の

促
進

（
自

助
・

互
助

へ
の

移
行

）

2-
1-

3
環

境
整

備

2-
1-

4 
社

会
参

加
の

機
会

の
維

持
・拡

大

・日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
の
役
割
が
維
持
され
る
こと
で
、A
D
Lや
IA
D
Lの
向
上
を
目
指

す
。
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第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。

14
 
要

介
護

高
齢

者
の

場
合

多
く

は
慢

性
心

不
全

が
該

当
す

る
が

、
入

院
・

治
療

を
経

て
退

院
・

在
宅

復
帰

す
る

心
疾

患
患

者
の

多
く

に
共

通
す

る
支

援
内

容
等

を
整

理
す

る
観

点
に

立
ち

、
本

資
料

に
お

い
て

は
慢

性
心

不
全

に
限

定
せ

ず
「

心
疾

患
」

と
し

て
表

記
し

て
い

る
。

第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。
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要
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齢

者
の
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多
く
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慢

性
心

不
全

が
該
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す

る
が

、
入

院
・

治
療

を
経

て
退

院
・

在
宅

復
帰

す
る

心
疾

患
患

者
の

多
く

に
共

通
す

る
支

援
内

容
等

を
整

理
す

る
観

点
に

立
ち

、
本

資
料

に
お

い
て

は
慢

性
心

不
全

に
限

定
せ

ず
「

心
疾

患
」

と
し

て
表

記
し
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い

る
。
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第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。
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・
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・

在
宅

復
帰

す
る

心
疾
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者
の

多
く

に
共

通
す

る
支

援
内
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を
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る
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に
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、
本

資
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に
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て
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心
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に
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。

第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。

14
 
要

介
護

高
齢

者
の

場
合

多
く

は
慢

性
心

不
全

が
該

当
す

る
が

、
入

院
・

治
療

を
経

て
退

院
・

在
宅

復
帰

す
る

心
疾

患
患

者
の

多
く

に
共

通
す

る
支

援
内

容
等

を
整

理
す

る
観

点
に

立
ち

、
本

資
料

に
お

い
て

は
慢

性
心

不
全

に
限

定
せ

ず
「

心
疾

患
」

と
し

て
表

記
し

て
い

る
。
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第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。

14
 
要

介
護

高
齢

者
の

場
合

多
く

は
慢

性
心

不
全

が
該

当
す

る
が

、
入

院
・

治
療

を
経

て
退

院
・

在
宅

復
帰

す
る

心
疾

患
患

者
の

多
く

に
共

通
す

る
支

援
内

容
等

を
整

理
す

る
観

点
に

立
ち

、
本

資
料

に
お

い
て

は
慢

性
心

不
全

に
限

定
せ

ず
「

心
疾

患
」

と
し

て
表

記
し

て
い

る
。

第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。

14
 
要

介
護

高
齢

者
の

場
合

多
く

は
慢

性
心

不
全

が
該

当
す

る
が

、
入

院
・

治
療

を
経

て
退

院
・

在
宅

復
帰

す
る

心
疾

患
患

者
の

多
く

に
共

通
す

る
支

援
内

容
等

を
整

理
す

る
観

点
に

立
ち

、
本

資
料

に
お

い
て

は
慢

性
心

不
全

に
限

定
せ

ず
「

心
疾

患
」

と
し

て
表

記
し

て
い

る
。
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第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。

14
 
要

介
護

高
齢

者
の

場
合

多
く

は
慢

性
心

不
全

が
該

当
す

る
が

、
入

院
・

治
療

を
経

て
退

院
・

在
宅

復
帰

す
る

心
疾

患
患

者
の

多
く

に
共

通
す

る
支

援
内

容
等

を
整

理
す

る
観

点
に

立
ち

、
本

資
料

に
お

い
て

は
慢

性
心

不
全

に
限

定
せ

ず
「

心
疾

患
」

と
し

て
表

記
し

て
い

る
。

第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ

る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。

14
 
要

介
護

高
齢

者
の

場
合

多
く

は
慢

性
心

不
全

が
該

当
す

る
が

、
入

院
・

治
療

を
経

て
退

院
・

在
宅

復
帰

す
る

心
疾

患
患

者
の

多
く

に
共

通
す

る
支

援
内

容
等

を
整

理
す

る
観

点
に

立
ち

、
本

資
料

に
お

い
て

は
慢

性
心

不
全

に
限

定
せ

ず
「

心
疾

患
」

と
し

て
表

記
し

て
い

る
。
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心
疾
患
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
心

疾
患

Ⅰ
期

 （
退

院
後

の
期

間
が

短
く、

医
療

との
関

わ
りが

強
い

状
況

に
あ

る
時

期
）

・退
院
後
の
期
間
が
短
く、
医
療
との
関
わ
りが
強
い
状
況
に
あ
る
時
期
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
、適

切
な
服
薬
が
継
続
され
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整

備
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、併

存
疾
患
の
把
握
と管

理
が
必
要
。

・併
存
疾
患
に
関
す
る
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
な
どと
の
情
報
交
換
を
行
うと
とも
に
、

併
存
疾
患
の
管
理
に
対
す
る
本
人
・家
族
等
の
理
解
を
深
め
る
支
援
も
重
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・短
期
間
で
の
体
重
増
加
は
症
状
の
急
性
増
悪
を
強
く示
唆
す
る
た
め
、再

入
院
や
悪

化
防
止
の
た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
よ
る
日
常
的
な
体
重
管
理
が
重
要
。そ
の
た
め

に
、本

人
・家
族
等
が
体
重
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
支
援
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・憎
悪
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、活

動
制
限
、食

塩
制
限
を
厳
しく
す
る
とと
も
に
、速

や
か
な
受
診
が
必
要
。

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。

・本
人
・家
族
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
塩
分
・水
分
量
と日

常
的
に
摂
取
して
い
る
塩

分
・水
分
量
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

1
体

重
の

管
理

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
が

理
解

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
再

入
院

の
予

防

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。特

に
、心

疾
患
の
あ
る
方
の
場
合

に
は
、「
日
常
的
な
習
慣
」に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
既
に
多
い
可
能
性
が
大
き
い
た

め
、生

活
改
善
の
た
め
に
は
、ま
ず
日
常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
塩
分
・水
分
の
摂
取
量
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと

が
重
要
。

・心
機
能
が
低
下
して
い
る
人
は
か
らだ
に
水
分
が
た
ま
りや
す
い
た
め
、心

臓
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、水

分
の
摂
取
状
況
の
把
握
、必

要
に
応
じた
摂
取
量
の
制
限
が

必
要
。

・排
泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
普
段
の
排
泄
パ
ター
ン
か
らの

逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、異

常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。そ
の
た
め
、本

人
の

排
尿
や
排
便
の
日
常
の
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・血
圧
の
適
切
な
管
理
は
、急

性
期
と慢

性
期
の
予
後
改
善
に
とっ
て
極
め
て
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
目
標
血
圧
を
理
解
し、
日
々
の
血
圧
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こと
が
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。不

整
脈
の
発
生
状

況
の
確
認
も
重
要
。

・再
入
院
の
予
防
に
向
け
て
は
、疾

患
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
指
導
に
よ
る
適
切

な
活
動
制
限
と安

静
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
疾
患
の
特
性
や
医
師
か
らの
日
常
的
な
活
動
に
お
け
る
制
限
の
指

示
を
理
解
し、
制
限
を
守
り安

静
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
支
援
が
必
要
。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢
者
は
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
り様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま

た
、一

度
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅
か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る

た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
人
・家
族
等
が
感
染
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
の
必
要
性
を
理
解
し、
感
染

症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
。

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理
8 

血
圧

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

継
続

的
に

実
施

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1 
再

入
院

の
予

防

110

心
疾
患
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
心

疾
患

Ⅰ
期

 （
退

院
後

の
期

間
が

短
く、

医
療

との
関

わ
りが

強
い

状
況

に
あ

る
時

期
）

・退
院
後
の
期
間
が
短
く、
医
療
との
関
わ
りが
強
い
状
況
に
あ
る
時
期
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
、適

切
な
服
薬
が
継
続
され
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整

備
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、併

存
疾
患
の
把
握
と管

理
が
必
要
。

・併
存
疾
患
に
関
す
る
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
な
どと
の
情
報
交
換
を
行
うと
とも
に
、

併
存
疾
患
の
管
理
に
対
す
る
本
人
・家
族
等
の
理
解
を
深
め
る
支
援
も
重
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・短
期
間
で
の
体
重
増
加
は
症
状
の
急
性
増
悪
を
強
く示
唆
す
る
た
め
、再

入
院
や
悪

化
防
止
の
た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
よ
る
日
常
的
な
体
重
管
理
が
重
要
。そ
の
た
め

に
、本

人
・家
族
等
が
体
重
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
支
援
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・憎
悪
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、活

動
制
限
、食

塩
制
限
を
厳
しく
す
る
とと
も
に
、速

や
か
な
受
診
が
必
要
。

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。

・本
人
・家
族
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
塩
分
・水
分
量
と日

常
的
に
摂
取
して
い
る
塩

分
・水
分
量
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

1
体

重
の

管
理

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
が

理
解

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
再

入
院

の
予

防

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。特

に
、心

疾
患
の
あ
る
方
の
場
合

に
は
、「
日
常
的
な
習
慣
」に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
既
に
多
い
可
能
性
が
大
き
い
た

め
、生

活
改
善
の
た
め
に
は
、ま
ず
日
常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
塩
分
・水
分
の
摂
取
量
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと

が
重
要
。

・心
機
能
が
低
下
して
い
る
人
は
か
らだ
に
水
分
が
た
ま
りや
す
い
た
め
、心

臓
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、水

分
の
摂
取
状
況
の
把
握
、必

要
に
応
じた
摂
取
量
の
制
限
が

必
要
。

・排
泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
普
段
の
排
泄
パ
ター
ン
か
らの

逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、異

常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。そ
の
た
め
、本

人
の

排
尿
や
排
便
の
日
常
の
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・血
圧
の
適
切
な
管
理
は
、急

性
期
と慢

性
期
の
予
後
改
善
に
とっ
て
極
め
て
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
目
標
血
圧
を
理
解
し、
日
々
の
血
圧
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こと
が
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。不

整
脈
の
発
生
状

況
の
確
認
も
重
要
。

・再
入
院
の
予
防
に
向
け
て
は
、疾

患
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
指
導
に
よ
る
適
切

な
活
動
制
限
と安

静
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
疾
患
の
特
性
や
医
師
か
らの
日
常
的
な
活
動
に
お
け
る
制
限
の
指

示
を
理
解
し、
制
限
を
守
り安

静
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
支
援
が
必
要
。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢
者
は
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
り様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま

た
、一

度
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅
か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る

た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
人
・家
族
等
が
感
染
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
の
必
要
性
を
理
解
し、
感
染

症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
。

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理
8 

血
圧

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

継
続

的
に

実
施

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1 
再

入
院

の
予

防
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心
疾
患
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
心

疾
患

Ⅰ
期

 （
退

院
後

の
期

間
が

短
く、

医
療

との
関

わ
りが

強
い

状
況

に
あ

る
時

期
）

・退
院
後
の
期
間
が
短
く、
医
療
との
関
わ
りが
強
い
状
況
に
あ
る
時
期
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
、適

切
な
服
薬
が
継
続
され
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整

備
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、併

存
疾
患
の
把
握
と管

理
が
必
要
。

・併
存
疾
患
に
関
す
る
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
な
どと
の
情
報
交
換
を
行
うと
とも
に
、

併
存
疾
患
の
管
理
に
対
す
る
本
人
・家
族
等
の
理
解
を
深
め
る
支
援
も
重
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・短
期
間
で
の
体
重
増
加
は
症
状
の
急
性
増
悪
を
強
く示
唆
す
る
た
め
、再

入
院
や
悪

化
防
止
の
た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
よ
る
日
常
的
な
体
重
管
理
が
重
要
。そ
の
た
め

に
、本

人
・家
族
等
が
体
重
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
支
援
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・憎
悪
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、活

動
制
限
、食

塩
制
限
を
厳
しく
す
る
とと
も
に
、速

や
か
な
受
診
が
必
要
。

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。

・本
人
・家
族
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
塩
分
・水
分
量
と日

常
的
に
摂
取
して
い
る
塩

分
・水
分
量
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

1
体

重
の

管
理

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
が

理
解

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
再

入
院

の
予

防

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。特

に
、心

疾
患
の
あ
る
方
の
場
合

に
は
、「
日
常
的
な
習
慣
」に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
既
に
多
い
可
能
性
が
大
き
い
た

め
、生

活
改
善
の
た
め
に
は
、ま
ず
日
常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
塩
分
・水
分
の
摂
取
量
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと

が
重
要
。

・心
機
能
が
低
下
して
い
る
人
は
か
らだ
に
水
分
が
た
ま
りや
す
い
た
め
、心

臓
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、水

分
の
摂
取
状
況
の
把
握
、必

要
に
応
じた
摂
取
量
の
制
限
が

必
要
。

・排
泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
普
段
の
排
泄
パ
ター
ン
か
らの

逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、異

常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。そ
の
た
め
、本

人
の

排
尿
や
排
便
の
日
常
の
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・血
圧
の
適
切
な
管
理
は
、急

性
期
と慢

性
期
の
予
後
改
善
に
とっ
て
極
め
て
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
目
標
血
圧
を
理
解
し、
日
々
の
血
圧
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こと
が
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。不

整
脈
の
発
生
状

況
の
確
認
も
重
要
。

・再
入
院
の
予
防
に
向
け
て
は
、疾

患
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
指
導
に
よ
る
適
切

な
活
動
制
限
と安

静
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
疾
患
の
特
性
や
医
師
か
らの
日
常
的
な
活
動
に
お
け
る
制
限
の
指

示
を
理
解
し、
制
限
を
守
り安

静
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
支
援
が
必
要
。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢
者
は
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
り様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま

た
、一

度
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅
か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る

た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
人
・家
族
等
が
感
染
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
の
必
要
性
を
理
解
し、
感
染

症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
。

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理
8 

血
圧

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

継
続

的
に

実
施

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1 
再

入
院

の
予

防

110

心
疾
患
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
心

疾
患

Ⅰ
期

 （
退

院
後

の
期

間
が

短
く、

医
療

との
関

わ
りが

強
い

状
況

に
あ

る
時

期
）

・退
院
後
の
期
間
が
短
く、
医
療
との
関
わ
りが
強
い
状
況
に
あ
る
時
期
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管

理
の
理
解
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る

よ
う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
、適

切
な
服
薬
が
継
続
され
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整

備
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、併

存
疾
患
の
把
握
と管

理
が
必
要
。

・併
存
疾
患
に
関
す
る
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
な
どと
の
情
報
交
換
を
行
うと
とも
に
、

併
存
疾
患
の
管
理
に
対
す
る
本
人
・家
族
等
の
理
解
を
深
め
る
支
援
も
重
要
。（

※
各
疾
患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・短
期
間
で
の
体
重
増
加
は
症
状
の
急
性
増
悪
を
強
く示
唆
す
る
た
め
、再

入
院
や
悪

化
防
止
の
た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
よ
る
日
常
的
な
体
重
管
理
が
重
要
。そ
の
た
め

に
、本

人
・家
族
等
が
体
重
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
支
援
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・憎
悪
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、活

動
制
限
、食

塩
制
限
を
厳
しく
す
る
とと
も
に
、速

や
か
な
受
診
が
必
要
。

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。

・本
人
・家
族
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
塩
分
・水
分
量
と日

常
的
に
摂
取
して
い
る
塩

分
・水
分
量
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

1
体

重
の

管
理

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
が

理
解

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、必

要
性

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
再

入
院

の
予

防

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。特

に
、心

疾
患
の
あ
る
方
の
場
合

に
は
、「
日
常
的
な
習
慣
」に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
既
に
多
い
可
能
性
が
大
き
い
た

め
、生

活
改
善
の
た
め
に
は
、ま
ず
日
常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
塩
分
・水
分
の
摂
取
量
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと

が
重
要
。

・心
機
能
が
低
下
して
い
る
人
は
か
らだ
に
水
分
が
た
ま
りや
す
い
た
め
、心

臓
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、水

分
の
摂
取
状
況
の
把
握
、必

要
に
応
じた
摂
取
量
の
制
限
が

必
要
。

・排
泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
普
段
の
排
泄
パ
ター
ン
か
らの

逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、異

常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。そ
の
た
め
、本

人
の

排
尿
や
排
便
の
日
常
の
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・血
圧
の
適
切
な
管
理
は
、急

性
期
と慢

性
期
の
予
後
改
善
に
とっ
て
極
め
て
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
目
標
血
圧
を
理
解
し、
日
々
の
血
圧
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こと
が
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。不

整
脈
の
発
生
状

況
の
確
認
も
重
要
。

・再
入
院
の
予
防
に
向
け
て
は
、疾

患
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
指
導
に
よ
る
適
切

な
活
動
制
限
と安

静
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
疾
患
の
特
性
や
医
師
か
らの
日
常
的
な
活
動
に
お
け
る
制
限
の
指

示
を
理
解
し、
制
限
を
守
り安

静
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
支
援
が
必
要
。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢
者
は
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
り様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま

た
、一

度
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅
か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る

た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
人
・家
族
等
が
感
染
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
の
必
要
性
を
理
解
し、
感
染

症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
。

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理
8 

血
圧

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

継
続

的
に

実
施

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1 
再

入
院

の
予

防

111111



心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・心
疾
患
患
者
に
とっ
て
生
活
に
お
け
る
長
時
間
の
活
動
（
例
：
旅
行
、墓

参
り、
運

動
等
）
は
急
性
増
悪
の
リス
クと
な
る
。

・本
人
・家
族
等
が
長
時
間
の
活
動
が
必
要
な
場
合
の
注
意
事
項
へ
の
理
解
を
深
め
、

必
要
に
応
じて
医
師
か
らの
指
示
・指
導
に
基
づ
い
た
対
応
を
行
う体

制
を
整
え
る
。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

・急
激
な
気
温
の
変
化
は
、血

圧
が
急
激
に
上
が
る
き
っか
け
の
一
つ
で
あ
る
。血

圧
の

変
動
は
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
とし
て
、確

認
・管
理
を
行
うこ
とが
必

要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・日
常
生
活
に
お
い
て
、気

温
差
が
縮
小
され
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

・強
い
負
荷
が
か
か
る
よ
うな
動
作
（
段
差
・階
段
の
昇
降
、洗

濯
行
為
に
お
け
る
うつ
む

い
た
り持

ち
上
げ
た
りす
る
動
作
等
）
は
、心

臓
へ
の
強
い
不
可
とな
る
リス
クが
あ
る
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・自
宅
で
の
行
動
の
状
況
、強

い
負
荷
が
か
か
る
よ
うな
動
作
の
要
因
とな
る
環
境
を
把

握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・慢
性
心
不
全
に
よ
る
活
動
能
力
の
低
下
は
、Ｑ

Ｏ
Ｌ
と充

実
度
の
低
下
に
つ
な
が
る

た
め
、運

動
能
力
の
み
な
らず
、心

理
的
状
態
、認

識
能
力
、社

会
的
環
境
等
に
依
存

す
る
活
動
能
力
の
評
価
が
重
要
。

・本
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る
活
動
範
囲
、活

動
と参

加
の
状
況
や
、本

人
が
どの
よ
う

な
暮
らし
を
望
む
の
か
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・危
険
が
大
き
く伴
う行

動
を
予
め
確
認
し、
本
人
の
日
常
生
活
の
活
動
に
伴
い
発
生

す
る
リス
クを
判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・疾
患
の
状
況
に
応
じた
生
活
・暮
らし
方
の
実
現
に
向
け
、医

療
的
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
こと
も
重
要
。そ
の
た
め
、他

の
専
門
職
と情

報
共
有
を
行
い
、支

援
体
制
を

整
備
。

・医
療
的
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
、運

動
療
法
、食

事
療
法
、生

活
習
慣
へ
の
介
入
と

心
理
的
介
入
で
構
成
され
、主

要
な
目
的
は
①
心
機
能
の
改
善
、②

骨
格
筋
機
能

改
善
、③

自
律
神
経
活
性
改
善
で
あ
る
。

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

2-
1-

1 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

15
 医

療
的

な
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
を

受
け

る
こと

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

1-
2-

6
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上

1 
再

入
院

の
予

防
1-

3 
療

養
を

続
け

る
た

め
の

環
境

・体
制

の
整

備

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予
防
や
歩

行
機
能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を
見
直
す
。

・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じた
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す
る
こと
が

出
来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
こと
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目
指
す
。

・入
浴
は
慢
性
心
疾
患
患
者
に
お
い
て
禁
忌
で
は
な
く、
適
切
な
入
浴
法
を
用
い
る
と負

荷
軽
減
効
果
に
よ
り臨

床
症
状
の
改
善
に
も
効
果
が
示
され
る
。

・本
人
の
入
浴
へ
の
意
向
、入

浴
習
慣
・環
境
の
把
握
、専

門
職
か
らの
指
導
を
踏
ま

え
、入

浴
を
維
持
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
は
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
り、
十

分
な
休
養
を
取
らな
い
と再

入
院
の
リス
クが
高
ま
る
た
め
、休

養
・睡
眠
の
確
保
が
な
さ

れ
る
よ
う支

援
。

・睡
眠
障
害
の
予
兆
や
睡
眠
時
の
状
況
変
化
を
把
握
す
る
体
制
の
整
備
。

19
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫
煙
は
あ
らゆ
る
心
疾
患
の
危
険
因
子
で
あ
り、
心
疾
患
患
者
の
禁
煙
は
死
亡
率
や

再
入
院
率
の
低
減
に
つ
な
が
る
た
め
、医

師
か
らの
指
導
内
容
や
本
人
・家
族
等
の
意

向
を
確
認
の
うえ
、必

要
に
応
じて
禁
煙
が
実
現
で
き
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・退
院
後
の
生
活
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
己
管
理
能
力
が
重
要
で
あ
り、
自
己
管
理

能
力
を
向
上
させ
生
活
習
慣
を
変
え
る
こと
で
、予

後
の
改
善
を
目
指
す
。

・特
に
考
慮
しな
け
れ
ば
い
け
な
い
生
活
習
慣
（
例
：
飲
酒
、運

動
等
）
は
医
師
か
ら

の
指
示
内
容
や
本
人
・家
族
の
意
向
を
確
認
の
うえ
、生

活
習
慣
を
変
え
る
こと
を
本

人
・家
族
等
が
受
け
入
れ
る
よ
う支

援
。

・抑
うつ
や
不
安
等
の
精
神
症
状
や
不
十
分
な
ソ
ー
シ
ャル
サ
ポ
ー
トは
、心

疾
患
患
者

の
予
後
に
影
響
す
る
た
め
、精

神
的
な
支
援
の
検
討
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
抱
え
る
不
安
の
状
況
や
程
度
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて
専
門
家

に
つ
な
ぐ体

制
の
整
備
。

2-
1-

5 
禁

煙
の

実
現

の
支

援

17
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

18
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

3 
入

浴
習

慣
の

支
援

2-
1-

4 
休

養
・睡

眠
の

支
援

16
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

6 
本

人
・家

族
等

へ
の

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
の

支
援

20
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2 

心
理

的
な

支
援

21
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
2-

2 
心

理
的

な
支

援

2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上

112

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・心
疾
患
患
者
に
とっ
て
生
活
に
お
け
る
長
時
間
の
活
動
（
例
：
旅
行
、墓

参
り、
運

動
等
）
は
急
性
増
悪
の
リス
クと
な
る
。

・本
人
・家
族
等
が
長
時
間
の
活
動
が
必
要
な
場
合
の
注
意
事
項
へ
の
理
解
を
深
め
、

必
要
に
応
じて
医
師
か
らの
指
示
・指
導
に
基
づ
い
た
対
応
を
行
う体

制
を
整
え
る
。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

・急
激
な
気
温
の
変
化
は
、血

圧
が
急
激
に
上
が
る
き
っか
け
の
一
つ
で
あ
る
。血

圧
の

変
動
は
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
とし
て
、確

認
・管
理
を
行
うこ
とが
必

要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・日
常
生
活
に
お
い
て
、気

温
差
が
縮
小
され
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

・強
い
負
荷
が
か
か
る
よ
うな
動
作
（
段
差
・階
段
の
昇
降
、洗

濯
行
為
に
お
け
る
うつ
む

い
た
り持

ち
上
げ
た
りす
る
動
作
等
）
は
、心

臓
へ
の
強
い
不
可
とな
る
リス
クが
あ
る
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・自
宅
で
の
行
動
の
状
況
、強

い
負
荷
が
か
か
る
よ
うな
動
作
の
要
因
とな
る
環
境
を
把

握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・慢
性
心
不
全
に
よ
る
活
動
能
力
の
低
下
は
、Ｑ

Ｏ
Ｌ
と充

実
度
の
低
下
に
つ
な
が
る

た
め
、運

動
能
力
の
み
な
らず
、心

理
的
状
態
、認

識
能
力
、社

会
的
環
境
等
に
依
存

す
る
活
動
能
力
の
評
価
が
重
要
。

・本
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る
活
動
範
囲
、活

動
と参

加
の
状
況
や
、本

人
が
どの
よ
う

な
暮
らし
を
望
む
の
か
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・危
険
が
大
き
く伴
う行

動
を
予
め
確
認
し、
本
人
の
日
常
生
活
の
活
動
に
伴
い
発
生

す
る
リス
クを
判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・疾
患
の
状
況
に
応
じた
生
活
・暮
らし
方
の
実
現
に
向
け
、医

療
的
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
こと
も
重
要
。そ
の
た
め
、他

の
専
門
職
と情

報
共
有
を
行
い
、支

援
体
制
を

整
備
。

・医
療
的
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
、運

動
療
法
、食

事
療
法
、生

活
習
慣
へ
の
介
入
と

心
理
的
介
入
で
構
成
され
、主

要
な
目
的
は
①
心
機
能
の
改
善
、②

骨
格
筋
機
能

改
善
、③

自
律
神
経
活
性
改
善
で
あ
る
。

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

2-
1-

1 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

15
 医

療
的

な
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
を

受
け

る
こと

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

1-
2-

6
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上

1 
再

入
院

の
予

防
1-

3 
療

養
を

続
け

る
た

め
の

環
境

・体
制

の
整

備

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予
防
や
歩

行
機
能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を
見
直
す
。

・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じた
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す
る
こと
が

出
来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
こと
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目
指
す
。

・入
浴
は
慢
性
心
疾
患
患
者
に
お
い
て
禁
忌
で
は
な
く、
適
切
な
入
浴
法
を
用
い
る
と負

荷
軽
減
効
果
に
よ
り臨

床
症
状
の
改
善
に
も
効
果
が
示
され
る
。

・本
人
の
入
浴
へ
の
意
向
、入

浴
習
慣
・環
境
の
把
握
、専

門
職
か
らの
指
導
を
踏
ま

え
、入

浴
を
維
持
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
は
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
り、
十

分
な
休
養
を
取
らな
い
と再

入
院
の
リス
クが
高
ま
る
た
め
、休

養
・睡
眠
の
確
保
が
な
さ

れ
る
よ
う支

援
。

・睡
眠
障
害
の
予
兆
や
睡
眠
時
の
状
況
変
化
を
把
握
す
る
体
制
の
整
備
。

19
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫
煙
は
あ
らゆ
る
心
疾
患
の
危
険
因
子
で
あ
り、
心
疾
患
患
者
の
禁
煙
は
死
亡
率
や

再
入
院
率
の
低
減
に
つ
な
が
る
た
め
、医

師
か
らの
指
導
内
容
や
本
人
・家
族
等
の
意

向
を
確
認
の
うえ
、必

要
に
応
じて
禁
煙
が
実
現
で
き
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・退
院
後
の
生
活
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
己
管
理
能
力
が
重
要
で
あ
り、
自
己
管
理

能
力
を
向
上
させ
生
活
習
慣
を
変
え
る
こと
で
、予

後
の
改
善
を
目
指
す
。

・特
に
考
慮
しな
け
れ
ば
い
け
な
い
生
活
習
慣
（
例
：
飲
酒
、運

動
等
）
は
医
師
か
ら

の
指
示
内
容
や
本
人
・家
族
の
意
向
を
確
認
の
うえ
、生

活
習
慣
を
変
え
る
こと
を
本

人
・家
族
等
が
受
け
入
れ
る
よ
う支

援
。

・抑
うつ
や
不
安
等
の
精
神
症
状
や
不
十
分
な
ソ
ー
シ
ャル
サ
ポ
ー
トは
、心

疾
患
患
者

の
予
後
に
影
響
す
る
た
め
、精

神
的
な
支
援
の
検
討
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
抱
え
る
不
安
の
状
況
や
程
度
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて
専
門
家

に
つ
な
ぐ体

制
の
整
備
。

2-
1-

5 
禁

煙
の

実
現

の
支

援

17
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

18
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

3 
入

浴
習

慣
の

支
援

2-
1-

4 
休

養
・睡

眠
の

支
援

16
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

6 
本

人
・家

族
等

へ
の

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
の

支
援

20
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2 

心
理

的
な

支
援

21
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
2-

2 
心

理
的

な
支

援

2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上
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心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・心
疾
患
患
者
に
とっ
て
生
活
に
お
け
る
長
時
間
の
活
動
（
例
：
旅
行
、墓

参
り、
運

動
等
）
は
急
性
増
悪
の
リス
クと
な
る
。

・本
人
・家
族
等
が
長
時
間
の
活
動
が
必
要
な
場
合
の
注
意
事
項
へ
の
理
解
を
深
め
、

必
要
に
応
じて
医
師
か
らの
指
示
・指
導
に
基
づ
い
た
対
応
を
行
う体

制
を
整
え
る
。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

・急
激
な
気
温
の
変
化
は
、血

圧
が
急
激
に
上
が
る
き
っか
け
の
一
つ
で
あ
る
。血

圧
の

変
動
は
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
とし
て
、確

認
・管
理
を
行
うこ
とが
必

要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・日
常
生
活
に
お
い
て
、気

温
差
が
縮
小
され
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

・強
い
負
荷
が
か
か
る
よ
うな
動
作
（
段
差
・階
段
の
昇
降
、洗

濯
行
為
に
お
け
る
うつ
む

い
た
り持

ち
上
げ
た
りす
る
動
作
等
）
は
、心

臓
へ
の
強
い
不
可
とな
る
リス
クが
あ
る
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・自
宅
で
の
行
動
の
状
況
、強

い
負
荷
が
か
か
る
よ
うな
動
作
の
要
因
とな
る
環
境
を
把

握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・慢
性
心
不
全
に
よ
る
活
動
能
力
の
低
下
は
、Ｑ

Ｏ
Ｌ
と充

実
度
の
低
下
に
つ
な
が
る

た
め
、運

動
能
力
の
み
な
らず
、心

理
的
状
態
、認

識
能
力
、社

会
的
環
境
等
に
依
存

す
る
活
動
能
力
の
評
価
が
重
要
。

・本
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る
活
動
範
囲
、活

動
と参

加
の
状
況
や
、本

人
が
どの
よ
う

な
暮
らし
を
望
む
の
か
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・危
険
が
大
き
く伴
う行

動
を
予
め
確
認
し、
本
人
の
日
常
生
活
の
活
動
に
伴
い
発
生

す
る
リス
クを
判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・疾
患
の
状
況
に
応
じた
生
活
・暮
らし
方
の
実
現
に
向
け
、医

療
的
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
こと
も
重
要
。そ
の
た
め
、他

の
専
門
職
と情

報
共
有
を
行
い
、支

援
体
制
を

整
備
。

・医
療
的
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
、運

動
療
法
、食

事
療
法
、生

活
習
慣
へ
の
介
入
と

心
理
的
介
入
で
構
成
され
、主

要
な
目
的
は
①
心
機
能
の
改
善
、②

骨
格
筋
機
能

改
善
、③

自
律
神
経
活
性
改
善
で
あ
る
。

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

2-
1-

1 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

15
 医

療
的

な
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
を

受
け

る
こと

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

1-
2-

6
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上

1 
再

入
院

の
予

防
1-

3 
療

養
を

続
け

る
た

め
の

環
境

・体
制

の
整

備

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予
防
や
歩

行
機
能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を
見
直
す
。

・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じた
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す
る
こと
が

出
来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
こと
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目
指
す
。

・入
浴
は
慢
性
心
疾
患
患
者
に
お
い
て
禁
忌
で
は
な
く、
適
切
な
入
浴
法
を
用
い
る
と負

荷
軽
減
効
果
に
よ
り臨

床
症
状
の
改
善
に
も
効
果
が
示
され
る
。

・本
人
の
入
浴
へ
の
意
向
、入

浴
習
慣
・環
境
の
把
握
、専

門
職
か
らの
指
導
を
踏
ま

え
、入

浴
を
維
持
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
は
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
り、
十

分
な
休
養
を
取
らな
い
と再

入
院
の
リス
クが
高
ま
る
た
め
、休

養
・睡
眠
の
確
保
が
な
さ

れ
る
よ
う支

援
。

・睡
眠
障
害
の
予
兆
や
睡
眠
時
の
状
況
変
化
を
把
握
す
る
体
制
の
整
備
。

19
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫
煙
は
あ
らゆ
る
心
疾
患
の
危
険
因
子
で
あ
り、
心
疾
患
患
者
の
禁
煙
は
死
亡
率
や

再
入
院
率
の
低
減
に
つ
な
が
る
た
め
、医

師
か
らの
指
導
内
容
や
本
人
・家
族
等
の
意

向
を
確
認
の
うえ
、必

要
に
応
じて
禁
煙
が
実
現
で
き
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・退
院
後
の
生
活
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
己
管
理
能
力
が
重
要
で
あ
り、
自
己
管
理

能
力
を
向
上
させ
生
活
習
慣
を
変
え
る
こと
で
、予

後
の
改
善
を
目
指
す
。

・特
に
考
慮
しな
け
れ
ば
い
け
な
い
生
活
習
慣
（
例
：
飲
酒
、運

動
等
）
は
医
師
か
ら

の
指
示
内
容
や
本
人
・家
族
の
意
向
を
確
認
の
うえ
、生

活
習
慣
を
変
え
る
こと
を
本

人
・家
族
等
が
受
け
入
れ
る
よ
う支

援
。

・抑
うつ
や
不
安
等
の
精
神
症
状
や
不
十
分
な
ソ
ー
シ
ャル
サ
ポ
ー
トは
、心

疾
患
患
者

の
予
後
に
影
響
す
る
た
め
、精

神
的
な
支
援
の
検
討
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
抱
え
る
不
安
の
状
況
や
程
度
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて
専
門
家

に
つ
な
ぐ体

制
の
整
備
。

2-
1-

5 
禁

煙
の

実
現

の
支

援

17
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

18
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

3 
入

浴
習

慣
の

支
援

2-
1-

4 
休

養
・睡

眠
の

支
援

16
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

6 
本

人
・家

族
等

へ
の

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
の

支
援

20
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2 

心
理

的
な

支
援

21
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
2-

2 
心

理
的

な
支

援

2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上

112

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・心
疾
患
患
者
に
とっ
て
生
活
に
お
け
る
長
時
間
の
活
動
（
例
：
旅
行
、墓

参
り、
運

動
等
）
は
急
性
増
悪
の
リス
クと
な
る
。

・本
人
・家
族
等
が
長
時
間
の
活
動
が
必
要
な
場
合
の
注
意
事
項
へ
の
理
解
を
深
め
、

必
要
に
応
じて
医
師
か
らの
指
示
・指
導
に
基
づ
い
た
対
応
を
行
う体

制
を
整
え
る
。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

・急
激
な
気
温
の
変
化
は
、血

圧
が
急
激
に
上
が
る
き
っか
け
の
一
つ
で
あ
る
。血

圧
の

変
動
は
再
発
に
つ
な
が
る
重
要
な
リス
クフ
ァク
ター
とし
て
、確

認
・管
理
を
行
うこ
とが
必

要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・日
常
生
活
に
お
い
て
、気

温
差
が
縮
小
され
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

・強
い
負
荷
が
か
か
る
よ
うな
動
作
（
段
差
・階
段
の
昇
降
、洗

濯
行
為
に
お
け
る
うつ
む

い
た
り持

ち
上
げ
た
りす
る
動
作
等
）
は
、心

臓
へ
の
強
い
不
可
とな
る
リス
クが
あ
る
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・自
宅
で
の
行
動
の
状
況
、強

い
負
荷
が
か
か
る
よ
うな
動
作
の
要
因
とな
る
環
境
を
把

握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・慢
性
心
不
全
に
よ
る
活
動
能
力
の
低
下
は
、Ｑ

Ｏ
Ｌ
と充

実
度
の
低
下
に
つ
な
が
る

た
め
、運

動
能
力
の
み
な
らず
、心

理
的
状
態
、認

識
能
力
、社

会
的
環
境
等
に
依
存

す
る
活
動
能
力
の
評
価
が
重
要
。

・本
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る
活
動
範
囲
、活

動
と参

加
の
状
況
や
、本

人
が
どの
よ
う

な
暮
らし
を
望
む
の
か
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・危
険
が
大
き
く伴
う行

動
を
予
め
確
認
し、
本
人
の
日
常
生
活
の
活
動
に
伴
い
発
生

す
る
リス
クを
判
断
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・疾
患
の
状
況
に
応
じた
生
活
・暮
らし
方
の
実
現
に
向
け
、医

療
的
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
こと
も
重
要
。そ
の
た
め
、他

の
専
門
職
と情

報
共
有
を
行
い
、支

援
体
制
を

整
備
。

・医
療
的
な
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
は
、運

動
療
法
、食

事
療
法
、生

活
習
慣
へ
の
介
入
と

心
理
的
介
入
で
構
成
され
、主

要
な
目
的
は
①
心
機
能
の
改
善
、②

骨
格
筋
機
能

改
善
、③

自
律
神
経
活
性
改
善
で
あ
る
。

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

2-
1-

1 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

15
 医

療
的

な
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
を

受
け

る
こと

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

1-
2-

6
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上

1 
再

入
院

の
予

防
1-

3 
療

養
を

続
け

る
た

め
の

環
境

・体
制

の
整

備

心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・A
D
L/
IA
D
Lの
状
態
を
定
期
的
に
把
握
して
、サ
ー
ビス
が
な
くて
も
転
倒
予
防
や
歩

行
機
能
の
回
復
が
図
られ
る
状
態
に
つ
な
が
る
よ
うに
、適

宜
支
援
を
見
直
す
。

・本
来
有
す
る
機
能
、あ
る
い
は
残
存
機
能
に
応
じた
AD
L/
IA
D
Lを
発
揮
す
る
こと
が

出
来
る
よ
うに
体
制
を
整
え
る
。そ
の
こと
が
、本

人
の
機
能
向
上
を
目
指
す
。

・入
浴
は
慢
性
心
疾
患
患
者
に
お
い
て
禁
忌
で
は
な
く、
適
切
な
入
浴
法
を
用
い
る
と負

荷
軽
減
効
果
に
よ
り臨

床
症
状
の
改
善
に
も
効
果
が
示
され
る
。

・本
人
の
入
浴
へ
の
意
向
、入

浴
習
慣
・環
境
の
把
握
、専

門
職
か
らの
指
導
を
踏
ま

え
、入

浴
を
維
持
で
き
る
体
制
を
整
備
。

・不
眠
症
を
は
じめ
とす
る
多
くの
睡
眠
障
害
は
循
環
器
疾
患
の
リス
ク要

因
で
あ
り、
十

分
な
休
養
を
取
らな
い
と再

入
院
の
リス
クが
高
ま
る
た
め
、休

養
・睡
眠
の
確
保
が
な
さ

れ
る
よ
う支

援
。

・睡
眠
障
害
の
予
兆
や
睡
眠
時
の
状
況
変
化
を
把
握
す
る
体
制
の
整
備
。

19
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫
煙
は
あ
らゆ
る
心
疾
患
の
危
険
因
子
で
あ
り、
心
疾
患
患
者
の
禁
煙
は
死
亡
率
や

再
入
院
率
の
低
減
に
つ
な
が
る
た
め
、医

師
か
らの
指
導
内
容
や
本
人
・家
族
等
の
意

向
を
確
認
の
うえ
、必

要
に
応
じて
禁
煙
が
実
現
で
き
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・退
院
後
の
生
活
に
お
い
て
は
、本

人
の
自
己
管
理
能
力
が
重
要
で
あ
り、
自
己
管
理

能
力
を
向
上
させ
生
活
習
慣
を
変
え
る
こと
で
、予

後
の
改
善
を
目
指
す
。

・特
に
考
慮
しな
け
れ
ば
い
け
な
い
生
活
習
慣
（
例
：
飲
酒
、運

動
等
）
は
医
師
か
ら

の
指
示
内
容
や
本
人
・家
族
の
意
向
を
確
認
の
うえ
、生

活
習
慣
を
変
え
る
こと
を
本

人
・家
族
等
が
受
け
入
れ
る
よ
う支

援
。

・抑
うつ
や
不
安
等
の
精
神
症
状
や
不
十
分
な
ソ
ー
シ
ャル
サ
ポ
ー
トは
、心

疾
患
患
者

の
予
後
に
影
響
す
る
た
め
、精

神
的
な
支
援
の
検
討
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
抱
え
る
不
安
の
状
況
や
程
度
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて
専
門
家

に
つ
な
ぐ体

制
の
整
備
。

2-
1-

5 
禁

煙
の

実
現

の
支

援

17
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

18
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

3 
入

浴
習

慣
の

支
援

2-
1-

4 
休

養
・睡

眠
の

支
援

16
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

6 
本

人
・家

族
等

へ
の

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
の

支
援

20
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2 

心
理

的
な

支
援

21
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
2-

2 
心

理
的

な
支

援

2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上
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心
疾
患
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
心

疾
患

Ⅱ
期

 （
状

態
が

安
定

か
ら

不
安

定
な

状
況

に
あ

る
時

期
）

・状
態
が
安
定
か
ら不

安
定
な
状
況
に
あ
る
時
期
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理

の
理
解
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
、適

切
な
服
薬
が
継
続
され
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、併

存
疾
患
の
把
握
と管

理
が
必
要
。

・併
存
疾
患
に
関
す
る
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
な
どと
の
情
報
交
換
を
行
うと
とも
に
、併

存
疾
患
の
管
理
に
対
す
る
本
人
・家
族
等
の
理
解
を
深
め
る
支
援
も
重
要
。（

※
各
疾

患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

・短
期
間
で
の
体
重
増
加
は
症
状
の
急
性
増
悪
を
強
く示
唆
す
る
た
め
、再

入
院
や
悪

化
防
止
の
た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
よ
る
日
常
的
な
体
重
管
理
が
重
要
。そ
の
た
め

に
、本

人
・家
族
等
が
体
重
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
支
援
が
必
要
。

・憎
悪
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、活

動
制
限
、食

塩
制
限
を
厳
しく
す
る
とと
も
に
、速

や
か

な
受
診
が
必
要
。

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。

・本
人
・家
族
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
塩
分
・水
分
量
と日

常
的
に
摂
取
して
い
る
塩
分
・

水
分
量
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
体

重
の

管
理

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1 
再

入
院

の
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬 1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。特

に
、心

疾
患
の
あ
る
方
の
場
合

に
は
、「
日
常
的
な
習
慣
」に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
既
に
多
い
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、

生
活
改
善
の
た
め
に
は
、ま
ず
日
常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
塩
分
・水
分
の
摂
取
量
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が

重
要
。

・心
機
能
が
低
下
して
い
る
人
は
か
らだ
に
水
分
が
た
ま
りや
す
い
た
め
、心

臓
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、水

分
の
摂
取
状
況
の
把
握
、必

要
に
応
じた
摂
取
量
の
制
限
が
必

要
。

・排
泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの

逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、異

常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。そ
の
た
め
、本

人
の

排
尿
や
排
便
の
日
常
の
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・血
圧
の
適
切
な
管
理
は
、急

性
期
と慢

性
期
の
予
後
改
善
に
とっ
て
極
め
て
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
目
標
血
圧
を
理
解
し、
日
々
の
血
圧
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こと
が
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。不

整
脈
の
発
生
状
況

の
確
認
も
重
要
。

・再
入
院
の
予
防
に
向
け
て
は
、疾

患
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
指
導
に
よ
る
適
切
な

活
動
制
限
と安

静
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
疾
患
の
特
性
や
医
師
か
らの
日
常
的
な
活
動
に
お
け
る
制
限
の
指

示
を
理
解
し、
制
限
を
守
り安

静
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
支
援
が
必
要
。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢
者
は
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
り様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま

た
、一

度
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅
か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る

た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
人
・家
族
等
が
感
染
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
の
必
要
性
を
理
解
し、
感
染
症

の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
。

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

8 
血

圧
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
継

続
的

に
実

施
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

1 
再

入
院

の
予

防

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防
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心
疾
患
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
心

疾
患

Ⅱ
期

 （
状

態
が

安
定

か
ら

不
安

定
な

状
況

に
あ

る
時

期
）

・状
態
が
安
定
か
ら不

安
定
な
状
況
に
あ
る
時
期
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理

の
理
解
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
、適

切
な
服
薬
が
継
続
され
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、併

存
疾
患
の
把
握
と管

理
が
必
要
。

・併
存
疾
患
に
関
す
る
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
な
どと
の
情
報
交
換
を
行
うと
とも
に
、併

存
疾
患
の
管
理
に
対
す
る
本
人
・家
族
等
の
理
解
を
深
め
る
支
援
も
重
要
。（

※
各
疾

患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

・短
期
間
で
の
体
重
増
加
は
症
状
の
急
性
増
悪
を
強
く示
唆
す
る
た
め
、再

入
院
や
悪

化
防
止
の
た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
よ
る
日
常
的
な
体
重
管
理
が
重
要
。そ
の
た
め

に
、本

人
・家
族
等
が
体
重
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
支
援
が
必
要
。

・憎
悪
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、活

動
制
限
、食

塩
制
限
を
厳
しく
す
る
とと
も
に
、速

や
か

な
受
診
が
必
要
。

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。

・本
人
・家
族
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
塩
分
・水
分
量
と日

常
的
に
摂
取
して
い
る
塩
分
・

水
分
量
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
体

重
の

管
理

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1 
再

入
院

の
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬 1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。特

に
、心

疾
患
の
あ
る
方
の
場
合

に
は
、「
日
常
的
な
習
慣
」に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
既
に
多
い
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、

生
活
改
善
の
た
め
に
は
、ま
ず
日
常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
塩
分
・水
分
の
摂
取
量
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が

重
要
。

・心
機
能
が
低
下
して
い
る
人
は
か
らだ
に
水
分
が
た
ま
りや
す
い
た
め
、心

臓
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、水

分
の
摂
取
状
況
の
把
握
、必

要
に
応
じた
摂
取
量
の
制
限
が
必

要
。

・排
泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの

逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、異

常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。そ
の
た
め
、本

人
の

排
尿
や
排
便
の
日
常
の
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・血
圧
の
適
切
な
管
理
は
、急

性
期
と慢

性
期
の
予
後
改
善
に
とっ
て
極
め
て
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
目
標
血
圧
を
理
解
し、
日
々
の
血
圧
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こと
が
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。不

整
脈
の
発
生
状
況

の
確
認
も
重
要
。

・再
入
院
の
予
防
に
向
け
て
は
、疾

患
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
指
導
に
よ
る
適
切
な

活
動
制
限
と安

静
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
疾
患
の
特
性
や
医
師
か
らの
日
常
的
な
活
動
に
お
け
る
制
限
の
指

示
を
理
解
し、
制
限
を
守
り安

静
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
支
援
が
必
要
。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢
者
は
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
り様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま

た
、一

度
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅
か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る

た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
人
・家
族
等
が
感
染
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
の
必
要
性
を
理
解
し、
感
染
症

の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
。

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

8 
血

圧
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
継

続
的

に
実

施
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

1 
再

入
院

の
予

防

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防
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心
疾
患
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
心

疾
患

Ⅱ
期

 （
状

態
が

安
定

か
ら

不
安

定
な

状
況

に
あ

る
時

期
）

・状
態
が
安
定
か
ら不

安
定
な
状
況
に
あ
る
時
期
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理

の
理
解
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
、適

切
な
服
薬
が
継
続
され
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、併

存
疾
患
の
把
握
と管

理
が
必
要
。

・併
存
疾
患
に
関
す
る
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
な
どと
の
情
報
交
換
を
行
うと
とも
に
、併

存
疾
患
の
管
理
に
対
す
る
本
人
・家
族
等
の
理
解
を
深
め
る
支
援
も
重
要
。（

※
各
疾

患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

・短
期
間
で
の
体
重
増
加
は
症
状
の
急
性
増
悪
を
強
く示
唆
す
る
た
め
、再

入
院
や
悪

化
防
止
の
た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
よ
る
日
常
的
な
体
重
管
理
が
重
要
。そ
の
た
め

に
、本

人
・家
族
等
が
体
重
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
支
援
が
必
要
。

・憎
悪
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、活

動
制
限
、食

塩
制
限
を
厳
しく
す
る
とと
も
に
、速

や
か

な
受
診
が
必
要
。

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。

・本
人
・家
族
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
塩
分
・水
分
量
と日

常
的
に
摂
取
して
い
る
塩
分
・

水
分
量
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
体

重
の

管
理

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1 
再

入
院

の
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬 1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。特

に
、心

疾
患
の
あ
る
方
の
場
合

に
は
、「
日
常
的
な
習
慣
」に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
既
に
多
い
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、

生
活
改
善
の
た
め
に
は
、ま
ず
日
常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
塩
分
・水
分
の
摂
取
量
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が

重
要
。

・心
機
能
が
低
下
して
い
る
人
は
か
らだ
に
水
分
が
た
ま
りや
す
い
た
め
、心

臓
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、水

分
の
摂
取
状
況
の
把
握
、必

要
に
応
じた
摂
取
量
の
制
限
が
必

要
。

・排
泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの

逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、異

常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。そ
の
た
め
、本

人
の

排
尿
や
排
便
の
日
常
の
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・血
圧
の
適
切
な
管
理
は
、急

性
期
と慢

性
期
の
予
後
改
善
に
とっ
て
極
め
て
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
目
標
血
圧
を
理
解
し、
日
々
の
血
圧
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こと
が
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。不

整
脈
の
発
生
状
況

の
確
認
も
重
要
。

・再
入
院
の
予
防
に
向
け
て
は
、疾

患
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
指
導
に
よ
る
適
切
な

活
動
制
限
と安

静
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
疾
患
の
特
性
や
医
師
か
らの
日
常
的
な
活
動
に
お
け
る
制
限
の
指

示
を
理
解
し、
制
限
を
守
り安

静
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
支
援
が
必
要
。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢
者
は
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
り様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま

た
、一

度
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅
か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る

た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
人
・家
族
等
が
感
染
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
の
必
要
性
を
理
解
し、
感
染
症

の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
。

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

8 
血

圧
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
継

続
的

に
実

施
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

1 
再

入
院

の
予

防

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防
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心
疾
患
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
心

疾
患

Ⅱ
期

 （
状

態
が

安
定

か
ら

不
安

定
な

状
況

に
あ

る
時

期
）

・状
態
が
安
定
か
ら不

安
定
な
状
況
に
あ
る
時
期
。

・前
倒
しの
場
合
に
は
、目

標
の
再
設
定
が
必
要
で
、後

ろ
倒
しの
場
合
に
は
何
故
状
態
の
改
善
が
遅
くな
って
い
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・モ
ニ
タリ
ン
グ
の
時
期
は
、本

人
の
状
態
の
変
化
を
み
て
、柔

軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
、起

因
とな
って
い
る
生
活
習
慣
病
の
管
理

の
理
解
が
必
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定
期
的
な
受
診
を
維
持
す
る
こと
で
、治

療
の
実
効
性
を
高
め
る
。病

気
に
対
す
る
不

安
を
除
去
して
、生

活
が
縮
小
す
る
こと
な
く、
生
活
改
善
を
目
指
す
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
状
態
と異

常
の
状
態
の
両
方
を
理
解
す
る
こと
で
、異

常
の

発
見
、病

状
の
悪
化
を
把
握
。

・自
宅
で
の
療
養
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、本

人
・家
族
等
が
自
ら服

薬
を
管
理
で
き
る
よ

う、
服
薬
の
必
要
性
と医

師
か
らの
指
示
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
うに
支
援
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
、適

切
な
服
薬
が
継
続
され
る
よ
うに
、本

人
・家

族
等
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
を
整
備
。

・再
発
予
防
や
生
活
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、併

存
疾
患
の
把
握
と管

理
が
必
要
。

・併
存
疾
患
に
関
す
る
か
か
りつ
け
医
や
看
護
師
な
どと
の
情
報
交
換
を
行
うと
とも
に
、併

存
疾
患
の
管
理
に
対
す
る
本
人
・家
族
等
の
理
解
を
深
め
る
支
援
も
重
要
。（

※
各
疾

患
の
個
別
的
な
理
解
は
本
シ
ー
トの
対
象
外
）

・短
期
間
で
の
体
重
増
加
は
症
状
の
急
性
増
悪
を
強
く示
唆
す
る
た
め
、再

入
院
や
悪

化
防
止
の
た
め
に
は
、本

人
・家
族
等
に
よ
る
日
常
的
な
体
重
管
理
が
重
要
。そ
の
た
め

に
、本

人
・家
族
等
が
体
重
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
支
援
が
必
要
。

・憎
悪
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、活

動
制
限
、食

塩
制
限
を
厳
しく
す
る
とと
も
に
、速

や
か

な
受
診
が
必
要
。

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。

・本
人
・家
族
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
塩
分
・水
分
量
と日

常
的
に
摂
取
して
い
る
塩
分
・

水
分
量
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
体

重
の

管
理

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1 
再

入
院

の
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬 1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・過
度
な
塩
分
・水
分
摂
取
は
心
臓
の
負
担
とな
る
。特

に
、心

疾
患
の
あ
る
方
の
場
合

に
は
、「
日
常
的
な
習
慣
」に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
既
に
多
い
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、

生
活
改
善
の
た
め
に
は
、ま
ず
日
常
の
摂
取
量
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
日
常
の
塩
分
・水
分
の
摂
取
量
を
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が

重
要
。

・心
機
能
が
低
下
して
い
る
人
は
か
らだ
に
水
分
が
た
ま
りや
す
い
た
め
、心

臓
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、水

分
の
摂
取
状
況
の
把
握
、必

要
に
応
じた
摂
取
量
の
制
限
が
必

要
。

・排
泄
は
病
気
の
バ
ロメ
ー
ター
に
も
な
る
た
め
、本

人
の
日
常
的
な
排
泄
パ
ター
ン
か
らの

逸
脱
の
程
度
を
観
察
す
る
こと
で
、異

常
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
。そ
の
た
め
、本

人
の

排
尿
や
排
便
の
日
常
の
状
態
を
把
握
す
る
体
制
を
整
え
る
。

・血
圧
の
適
切
な
管
理
は
、急

性
期
と慢

性
期
の
予
後
改
善
に
とっ
て
極
め
て
重
要
。

・本
人
・家
族
等
が
目
標
血
圧
を
理
解
し、
日
々
の
血
圧
を
確
認
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こと
が
重
要
。

・血
圧
の
変
動
は
日
常
生
活
の
範
囲
の
制
限
を
生
じる
。家

庭
血
圧
は
治
療
方
針
・内

容
に
大
き
く影
響
を
与
え
る
た
め
、適

切
に
計
測
され
る
よ
う支

援
。不

整
脈
の
発
生
状
況

の
確
認
も
重
要
。

・再
入
院
の
予
防
に
向
け
て
は
、疾

患
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
指
導
に
よ
る
適
切
な

活
動
制
限
と安

静
が
必
要
。

・本
人
・家
族
等
が
疾
患
の
特
性
や
医
師
か
らの
日
常
的
な
活
動
に
お
け
る
制
限
の
指

示
を
理
解
し、
制
限
を
守
り安

静
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
支
援
が
必
要
。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢
者
は
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
り様

々
な
感
染
症
に
か
か
りや
す
い
状
態
に
あ
る
。ま

た
、一

度
疾
病
に
罹
患
す
る
と、
回
復
が
遅
か
った
り急

激
に
悪
化
した
りす
る
こと
が
あ
る

た
め
、感

染
症
を
予
防
す
る
こと
が
重
要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本
人
・家
族
等
が
感
染
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
の
必
要
性
を
理
解
し、
感
染
症

の
予
防
に
向
け
た
取
り組

み
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
。

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

8 
血

圧
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
継

続
的

に
実

施
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

1 
再

入
院

の
予

防

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防

115115



心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・心
疾

患
患

者
に

とっ
て

生
活

に
お

け
る

長
時

間
の

活
動

（
例

：
旅

行
、墓

参
り、

運
動

等
）

は
急

性
増

悪
の

リス
クと

な
る

。

・本
人

・家
族

等
が

長
時

間
の

活
動

が
必

要
な

場
合

の
注

意
事

項
へ

の
理

解
を

深
め

、
必

要
に

応
じて

医
師

か
らの

指
示

・指
導

に
基

づ
い

た
対

応
を

行
う体

制
を

整
え

る
。

・急
激

な
気

温
の

変
化

は
、血

圧
が

急
激

に
上

が
る

き
っか

け
の

一
つ

で
あ

る
。血

圧
の

変
動

は
再

発
に

つ
な

が
る

重
要

な
リス

クフ
ァク

ター
とし

て
、確

認
・管

理
を

行
うこ

とが
必

要
。

・日
常

生
活

に
お

い
て

、気
温

差
が

縮
小

され
る

よ
うな

体
制

を
整

え
る

。

・強
い

負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

（
段

差
・階

段
の

昇
降

、洗
濯

行
為

に
お

け
る

うつ
む

い
た

り持
ち

上
げ

た
りす

る
動

作
等

）
は

、心
臓

へ
の

強
い

不
可

とな
る

リス
クが

あ
る

。

・自
宅

で
の

行
動

の
状

況
、強

い
負

荷
が

か
か

る
よ

うな
動

作
の

要
因

とな
る

環
境

を
把

握
す

る
体

制
を

整
え

る
。

・慢
性

心
不

全
に

よ
る

活
動

量
の

低
下

は
、患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
と充

実
度

を
直

接
に

低
下

させ
る

た
め

、そ
の

改
善

は
治

療
の

主
要

な
目

標
で

あ
る

。活
動

能
力

に
応

じた
社

会
的

活
動

は
勧

め
る

べ
き

で
あ

り、
ス

テ
ー

ジ
に

応
じた

本
人

の
活

動
・参

加
の

範
囲

を
維

持
・

拡
大

で
き

る
よ

う支
援

す
る

こと
が

重
要

。
・本

人
の

日
常

生
活

に
お

け
る

活
動

範
囲

、活
動

と参
加

の
状

況
や

、本
人

が
どの

よ
うな

暮
らし

を
望

む
の

か
を

把
握

で
き

る
体

制
の

整
備

。
・疾

患
の

状
況

に
応

じた
生

活
・暮

らし
方

の
実

現
に

向
け

、医
療

的
な

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
や

セ
ル

フケ
ア

の
継

続
が

重
要

。本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
し、

関
連

す
る

他
の

専
門

職
とリ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

や
セ

ル
フケ

ア
が

継
続

で
き

る
体

制
を

整
備

。
・医

療
的

な
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
は

、運
動

療
法

、食
事

療
法

、生
活

習
慣

へ
の

介
入

と
心

理
的

介
入

で
構

成
され

、主
要

な
目

的
は

①
心

機
能

の
改

善
、②

 骨
格

筋
機

能
改

善
、③

自
律

神
経

活
性

改
善

で
あ

る
。

・入
浴

は
慢

性
心

疾
患

患
者

に
お

い
て

禁
忌

で
は

な
く、

適
切

な
入

浴
法

を
用

い
る

と負
荷

軽
減

効
果

に
よ

り臨
床

症
状

の
改

善
に

も
効

果
が

示
され

る
。

・本
人

の
入

浴
へ

の
意

向
、入

浴
習

慣
・環

境
の

把
握

、専
門

職
か

らの
指

導
を

踏
ま

え
、入

浴
を

維
持

で
き

る
体

制
を

整
備

。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
2-

6 
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

15
 必

要
な

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

とセ
ル

フケ
ア

を
継

続
で

き
る

体
制

を
整

え
る

2-
1-

1
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
1-

2
継

続
的

な
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

3
入

浴
習

慣
の

支
援

1 
再

入
院

の
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

16
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

1-
3 

療
養

を
続

け
る

た
め

の
環

境
・体

制
の

整
備

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

17
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・不
眠

症
を

は
じめ

とす
る

多
くの

睡
眠

障
害

は
循

環
器

疾
患

の
リス

ク要
因

で
あ

り、
十

分
な

休
養

を
取

らな
い

と再
入

院
の

リス
クが

高
ま

る
た

め
、休

養
・睡

眠
の

確
保

が
な

され
る

よ
う支

援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・睡

眠
障

害
の

予
兆

や
睡

眠
時

の
状

況
変

化
を

把
握

す
る

体
制

の
整

備
。

18
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫

煙
は

あ
らゆ

る
心

疾
患

の
危

険
因

子
で

あ
り、

心
疾

患
患

者
の

禁
煙

は
死

亡
率

や
再

入
院

率
の

低
減

に
つ

な
が

る
た

め
、医

師
か

らの
指

導
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、必

要
に

応
じて

禁
煙

が
実

現
で

き
る

よ
うな

体
制

の
整

備
。

・退
院

後
の

生
活

に
お

い
て

は
、本

人
の

自
己

管
理

能
力

が
重

要
で

あ
り、

自
己

管
理

能
力

を
向

上
させ

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
で

、予
後

の
改

善
を

目
指

す
。

・特
に

考
慮

しな
け

れ
ば

い
け

な
い

生
活

習
慣

（
例

：
飲

酒
、運

動
等

）
は

、医
師

か
ら

の
指

示
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
本

人
・家

族
等

が
受

け
入

れ
る

よ
う支

援
。

・抑
うつ

や
不

安
等

の
精

神
症

状
や

不
十

分
な

ソ
ー

シ
ャル

サ
ポ

ー
トは

、心
疾

患
患

者
の

予
後

に
影

響
す

る
た

め
、精

神
的

な
支

援
の

検
討

が
必

要
。

・本
人

・家
族

等
が

抱
え

る
不

安
の

状
況

や
程

度
を

把
握

し、
必

要
に

応
じて

専
門

家
に

つ
な

ぐ体
制

の
整

備
。

・入
退

院
を

繰
りか

え
す

終
末

期
に

は
、今

後
の

治
療

意
向

や
最

期
の

迎
え

方
な

どに
関

す
る

本
人

・家
族

等
との

十
分

な
意

思
確

認
が

必
要

。
・そ

の
た

め
、本

人
・家

族
等

が
抱

え
て

い
る

不
安

・恐
怖

や
ス

トレ
ス

の
状

況
の

把
握

の
支

援
を

検
討

。
・ま

た
、末

期
心

疾
患

の
支

援
は

、多
職

種
が

連
携

して
チ

ー
ム

で
取

り組
む

こと
が

重
要

で
あ

り、
専

門
職

と連
携

した
適

切
な

ア
ドバ

ン
ス

・ケ
ア

・プ
ラン

ニ
ン

グ
（

AC
P）

が
行

わ
れ

る
体

制
を

整
備

。

2-
1-

5
禁

煙
の

実
現

の
支

援 3-
1-

1 
末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

の
対

応
・準

備
の

支
援

3 
EO

L準
備

3-
1

EO
L(

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ)

に
向

け
た

準
備

2-
2 

心
理

的
な

支
援

19
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2-

1
本

人
・家

族
等

の
不

安
の

軽
減

21
 末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

を
どの

よ
うに

す
る

か
の

心
構

え
を

す
る

支
援

を
行

う

2-
1-

4
休

養
・睡

眠
の

支
援

2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援
2 

生
活

機
能

の
維

持
2-

1-
6

本
人

・家
族

等
へ

の
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

の
支

援

20
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る

116

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・心
疾

患
患

者
に

とっ
て

生
活

に
お

け
る

長
時

間
の

活
動

（
例

：
旅

行
、墓

参
り、

運
動

等
）

は
急

性
増

悪
の

リス
クと

な
る

。

・本
人

・家
族

等
が

長
時

間
の

活
動

が
必

要
な

場
合

の
注

意
事

項
へ

の
理

解
を

深
め

、
必

要
に

応
じて

医
師

か
らの

指
示

・指
導

に
基

づ
い

た
対

応
を

行
う体

制
を

整
え

る
。

・急
激

な
気

温
の

変
化

は
、血

圧
が

急
激

に
上

が
る

き
っか

け
の

一
つ

で
あ

る
。血

圧
の

変
動

は
再

発
に

つ
な

が
る

重
要

な
リス

クフ
ァク

ター
とし

て
、確

認
・管

理
を

行
うこ

とが
必

要
。

・日
常

生
活

に
お

い
て

、気
温

差
が

縮
小

され
る

よ
うな

体
制

を
整

え
る

。

・強
い

負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

（
段

差
・階

段
の

昇
降

、洗
濯

行
為

に
お

け
る

うつ
む

い
た

り持
ち

上
げ

た
りす

る
動

作
等

）
は

、心
臓

へ
の

強
い

不
可

とな
る

リス
クが

あ
る

。

・自
宅

で
の

行
動

の
状

況
、強

い
負

荷
が

か
か

る
よ

うな
動

作
の

要
因

とな
る

環
境

を
把

握
す

る
体

制
を

整
え

る
。

・慢
性

心
不

全
に

よ
る

活
動

量
の

低
下

は
、患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
と充

実
度

を
直

接
に

低
下

させ
る

た
め

、そ
の

改
善

は
治

療
の

主
要

な
目

標
で

あ
る

。活
動

能
力

に
応

じた
社

会
的

活
動

は
勧

め
る

べ
き

で
あ

り、
ス

テ
ー

ジ
に

応
じた

本
人

の
活

動
・参

加
の

範
囲

を
維

持
・

拡
大

で
き

る
よ

う支
援

す
る

こと
が

重
要

。
・本

人
の

日
常

生
活

に
お

け
る

活
動

範
囲

、活
動

と参
加

の
状

況
や

、本
人

が
どの

よ
うな

暮
らし

を
望

む
の

か
を

把
握

で
き

る
体

制
の

整
備

。
・疾

患
の

状
況

に
応

じた
生

活
・暮

らし
方

の
実

現
に

向
け

、医
療

的
な

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
や

セ
ル

フケ
ア

の
継

続
が

重
要

。本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
し、

関
連

す
る

他
の

専
門

職
とリ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

や
セ

ル
フケ

ア
が

継
続

で
き

る
体

制
を

整
備

。
・医

療
的

な
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
は

、運
動

療
法

、食
事

療
法

、生
活

習
慣

へ
の

介
入

と
心

理
的

介
入

で
構

成
され

、主
要

な
目

的
は

①
心

機
能

の
改

善
、②

 骨
格

筋
機

能
改

善
、③

自
律

神
経

活
性

改
善

で
あ

る
。

・入
浴

は
慢

性
心

疾
患

患
者

に
お

い
て

禁
忌

で
は

な
く、

適
切

な
入

浴
法

を
用

い
る

と負
荷

軽
減

効
果

に
よ

り臨
床

症
状

の
改

善
に

も
効

果
が

示
され

る
。

・本
人

の
入

浴
へ

の
意

向
、入

浴
習

慣
・環

境
の

把
握

、専
門

職
か

らの
指

導
を

踏
ま

え
、入

浴
を

維
持

で
き

る
体

制
を

整
備

。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
2-

6 
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

15
 必

要
な

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

とセ
ル

フケ
ア

を
継

続
で

き
る

体
制

を
整

え
る

2-
1-

1
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
1-

2
継

続
的

な
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

3
入

浴
習

慣
の

支
援

1 
再

入
院

の
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

16
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

1-
3 

療
養

を
続

け
る

た
め

の
環

境
・体

制
の

整
備

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

17
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・不
眠

症
を

は
じめ

とす
る

多
くの

睡
眠

障
害

は
循

環
器

疾
患

の
リス

ク要
因

で
あ

り、
十

分
な

休
養

を
取

らな
い

と再
入

院
の

リス
クが

高
ま

る
た

め
、休

養
・睡

眠
の

確
保

が
な

され
る

よ
う支

援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・睡

眠
障

害
の

予
兆

や
睡

眠
時

の
状

況
変

化
を

把
握

す
る

体
制

の
整

備
。

18
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫

煙
は

あ
らゆ

る
心

疾
患

の
危

険
因

子
で

あ
り、

心
疾

患
患

者
の

禁
煙

は
死

亡
率

や
再

入
院

率
の

低
減

に
つ

な
が

る
た

め
、医

師
か

らの
指

導
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、必

要
に

応
じて

禁
煙

が
実

現
で

き
る

よ
うな

体
制

の
整

備
。

・退
院

後
の

生
活

に
お

い
て

は
、本

人
の

自
己

管
理

能
力

が
重

要
で

あ
り、

自
己

管
理

能
力

を
向

上
させ

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
で

、予
後

の
改

善
を

目
指

す
。

・特
に

考
慮

しな
け

れ
ば

い
け

な
い

生
活

習
慣

（
例

：
飲

酒
、運

動
等

）
は

、医
師

か
ら

の
指

示
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
本

人
・家

族
等

が
受

け
入

れ
る

よ
う支

援
。

・抑
うつ

や
不

安
等

の
精

神
症

状
や

不
十

分
な

ソ
ー

シ
ャル

サ
ポ

ー
トは

、心
疾

患
患

者
の

予
後

に
影

響
す

る
た

め
、精

神
的

な
支

援
の

検
討

が
必

要
。

・本
人

・家
族

等
が

抱
え

る
不

安
の

状
況

や
程

度
を

把
握

し、
必

要
に

応
じて

専
門

家
に

つ
な

ぐ体
制

の
整

備
。

・入
退

院
を

繰
りか

え
す

終
末

期
に

は
、今

後
の

治
療

意
向

や
最

期
の

迎
え

方
な

どに
関

す
る

本
人

・家
族

等
との

十
分

な
意

思
確

認
が

必
要

。
・そ

の
た

め
、本

人
・家

族
等

が
抱

え
て

い
る

不
安

・恐
怖

や
ス

トレ
ス

の
状

況
の

把
握

の
支

援
を

検
討

。
・ま

た
、末

期
心

疾
患

の
支

援
は

、多
職

種
が

連
携

して
チ

ー
ム

で
取

り組
む

こと
が

重
要

で
あ

り、
専

門
職

と連
携

した
適

切
な

ア
ドバ

ン
ス

・ケ
ア

・プ
ラン

ニ
ン

グ
（

AC
P）

が
行

わ
れ

る
体

制
を

整
備

。

2-
1-

5
禁

煙
の

実
現

の
支

援 3-
1-

1 
末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

の
対

応
・準

備
の

支
援

3 
EO

L準
備

3-
1

EO
L(

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ)

に
向

け
た

準
備

2-
2 

心
理

的
な

支
援

19
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2-

1
本

人
・家

族
等

の
不

安
の

軽
減

21
 末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

を
どの

よ
うに

す
る

か
の

心
構

え
を

す
る

支
援

を
行

う

2-
1-

4
休

養
・睡

眠
の

支
援

2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援
2 

生
活

機
能

の
維

持
2-

1-
6

本
人

・家
族

等
へ

の
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

の
支

援

20
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る

117116



心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・心
疾

患
患

者
に

とっ
て

生
活

に
お

け
る

長
時

間
の

活
動

（
例

：
旅

行
、墓

参
り、

運
動

等
）

は
急

性
増

悪
の

リス
クと

な
る

。

・本
人

・家
族

等
が

長
時

間
の

活
動

が
必

要
な

場
合

の
注

意
事

項
へ

の
理

解
を

深
め

、
必

要
に

応
じて

医
師

か
らの

指
示

・指
導

に
基

づ
い

た
対

応
を

行
う体

制
を

整
え

る
。

・急
激

な
気

温
の

変
化

は
、血

圧
が

急
激

に
上

が
る

き
っか

け
の

一
つ

で
あ

る
。血

圧
の

変
動

は
再

発
に

つ
な

が
る

重
要

な
リス

クフ
ァク

ター
とし

て
、確

認
・管

理
を

行
うこ

とが
必

要
。

・日
常

生
活

に
お

い
て

、気
温

差
が

縮
小

され
る

よ
うな

体
制

を
整

え
る

。

・強
い

負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

（
段

差
・階

段
の

昇
降

、洗
濯

行
為

に
お

け
る

うつ
む

い
た

り持
ち

上
げ

た
りす

る
動

作
等

）
は

、心
臓

へ
の

強
い

不
可

とな
る

リス
クが

あ
る

。

・自
宅

で
の

行
動

の
状

況
、強

い
負

荷
が

か
か

る
よ

うな
動

作
の

要
因

とな
る

環
境

を
把

握
す

る
体

制
を

整
え

る
。

・慢
性

心
不

全
に

よ
る

活
動

量
の

低
下

は
、患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
と充

実
度

を
直

接
に

低
下

させ
る

た
め

、そ
の

改
善

は
治

療
の

主
要

な
目

標
で

あ
る

。活
動

能
力

に
応

じた
社

会
的

活
動

は
勧

め
る

べ
き

で
あ

り、
ス

テ
ー

ジ
に

応
じた

本
人

の
活

動
・参

加
の

範
囲

を
維

持
・

拡
大

で
き

る
よ

う支
援

す
る

こと
が

重
要

。
・本

人
の

日
常

生
活

に
お

け
る

活
動

範
囲

、活
動

と参
加

の
状

況
や

、本
人

が
どの

よ
うな

暮
らし

を
望

む
の

か
を

把
握

で
き

る
体

制
の

整
備

。
・疾

患
の

状
況

に
応

じた
生

活
・暮

らし
方

の
実

現
に

向
け

、医
療

的
な

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
や

セ
ル

フケ
ア

の
継

続
が

重
要

。本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
し、

関
連

す
る

他
の

専
門

職
とリ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

や
セ

ル
フケ

ア
が

継
続

で
き

る
体

制
を

整
備

。
・医

療
的

な
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
は

、運
動

療
法

、食
事

療
法

、生
活

習
慣

へ
の

介
入

と
心

理
的

介
入

で
構

成
され

、主
要

な
目

的
は

①
心

機
能

の
改

善
、②

 骨
格

筋
機

能
改

善
、③

自
律

神
経

活
性

改
善

で
あ

る
。

・入
浴

は
慢

性
心

疾
患

患
者

に
お

い
て

禁
忌

で
は

な
く、

適
切

な
入

浴
法

を
用

い
る

と負
荷

軽
減

効
果

に
よ

り臨
床

症
状

の
改

善
に

も
効

果
が

示
され

る
。

・本
人

の
入

浴
へ

の
意

向
、入

浴
習

慣
・環

境
の

把
握

、専
門

職
か

らの
指

導
を

踏
ま

え
、入

浴
を

維
持

で
き

る
体

制
を

整
備

。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
2-

6 
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

15
 必

要
な

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

とセ
ル

フケ
ア

を
継

続
で

き
る

体
制

を
整

え
る

2-
1-

1
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
1-

2
継

続
的

な
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

3
入

浴
習

慣
の

支
援

1 
再

入
院

の
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

16
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

1-
3 

療
養

を
続

け
る

た
め

の
環

境
・体

制
の

整
備

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

17
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・不
眠

症
を

は
じめ

とす
る

多
くの

睡
眠

障
害

は
循

環
器

疾
患

の
リス

ク要
因

で
あ

り、
十

分
な

休
養

を
取

らな
い

と再
入

院
の

リス
クが

高
ま

る
た

め
、休

養
・睡

眠
の

確
保

が
な

され
る

よ
う支

援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・睡

眠
障

害
の

予
兆

や
睡

眠
時

の
状

況
変

化
を

把
握

す
る

体
制

の
整

備
。

18
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫

煙
は

あ
らゆ

る
心

疾
患

の
危

険
因

子
で

あ
り、

心
疾

患
患

者
の

禁
煙

は
死

亡
率

や
再

入
院

率
の

低
減

に
つ

な
が

る
た

め
、医

師
か

らの
指

導
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、必

要
に

応
じて

禁
煙

が
実

現
で

き
る

よ
うな

体
制

の
整

備
。

・退
院

後
の

生
活

に
お

い
て

は
、本

人
の

自
己

管
理

能
力

が
重

要
で

あ
り、

自
己

管
理

能
力

を
向

上
させ

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
で

、予
後

の
改

善
を

目
指

す
。

・特
に

考
慮

しな
け

れ
ば

い
け

な
い

生
活

習
慣

（
例

：
飲

酒
、運

動
等

）
は

、医
師

か
ら

の
指

示
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
本

人
・家

族
等

が
受

け
入

れ
る

よ
う支

援
。

・抑
うつ

や
不

安
等

の
精

神
症

状
や

不
十

分
な

ソ
ー

シ
ャル

サ
ポ

ー
トは

、心
疾

患
患

者
の

予
後

に
影

響
す

る
た

め
、精

神
的

な
支

援
の

検
討

が
必

要
。

・本
人

・家
族

等
が

抱
え

る
不

安
の

状
況

や
程

度
を

把
握

し、
必

要
に

応
じて

専
門

家
に

つ
な

ぐ体
制

の
整

備
。

・入
退

院
を

繰
りか

え
す

終
末

期
に

は
、今

後
の

治
療

意
向

や
最

期
の

迎
え

方
な

どに
関

す
る

本
人

・家
族

等
との

十
分

な
意

思
確

認
が

必
要

。
・そ

の
た

め
、本

人
・家

族
等

が
抱

え
て

い
る

不
安

・恐
怖

や
ス

トレ
ス

の
状

況
の

把
握

の
支

援
を

検
討

。
・ま

た
、末

期
心

疾
患

の
支

援
は

、多
職

種
が

連
携

して
チ

ー
ム

で
取

り組
む

こと
が

重
要

で
あ

り、
専

門
職

と連
携

した
適

切
な

ア
ドバ

ン
ス

・ケ
ア

・プ
ラン

ニ
ン

グ
（

AC
P）

が
行

わ
れ

る
体

制
を

整
備

。

2-
1-

5
禁

煙
の

実
現

の
支

援 3-
1-

1 
末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

の
対

応
・準

備
の

支
援

3 
EO

L準
備

3-
1

EO
L(

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ)

に
向

け
た

準
備

2-
2 

心
理

的
な

支
援

19
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2-

1
本

人
・家

族
等

の
不

安
の

軽
減

21
 末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

を
どの

よ
うに

す
る

か
の

心
構

え
を

す
る

支
援

を
行

う

2-
1-

4
休

養
・睡

眠
の

支
援

2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援
2 

生
活

機
能

の
維

持
2-

1-
6

本
人

・家
族

等
へ

の
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

の
支

援

20
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る

116

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・心
疾

患
患

者
に

とっ
て

生
活

に
お

け
る

長
時

間
の

活
動

（
例

：
旅

行
、墓

参
り、

運
動

等
）

は
急

性
増

悪
の

リス
クと

な
る

。

・本
人

・家
族

等
が

長
時

間
の

活
動

が
必

要
な

場
合

の
注

意
事

項
へ

の
理

解
を

深
め

、
必

要
に

応
じて

医
師

か
らの

指
示

・指
導

に
基

づ
い

た
対

応
を

行
う体

制
を

整
え

る
。

・急
激

な
気

温
の

変
化

は
、血

圧
が

急
激

に
上

が
る

き
っか

け
の

一
つ

で
あ

る
。血

圧
の

変
動

は
再

発
に

つ
な

が
る

重
要

な
リス

クフ
ァク

ター
とし

て
、確

認
・管

理
を

行
うこ

とが
必

要
。

・日
常

生
活

に
お

い
て

、気
温

差
が

縮
小

され
る

よ
うな

体
制

を
整

え
る

。

・強
い

負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

（
段

差
・階

段
の

昇
降

、洗
濯

行
為

に
お

け
る

うつ
む

い
た

り持
ち

上
げ

た
りす

る
動

作
等

）
は

、心
臓

へ
の

強
い

不
可

とな
る

リス
クが

あ
る

。

・自
宅

で
の

行
動

の
状

況
、強

い
負

荷
が

か
か

る
よ

うな
動

作
の

要
因

とな
る

環
境

を
把

握
す

る
体

制
を

整
え

る
。

・慢
性

心
不

全
に

よ
る

活
動

量
の

低
下

は
、患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
と充

実
度

を
直

接
に

低
下

させ
る

た
め

、そ
の

改
善

は
治

療
の

主
要

な
目

標
で

あ
る

。活
動

能
力

に
応

じた
社

会
的

活
動

は
勧

め
る

べ
き

で
あ

り、
ス

テ
ー

ジ
に

応
じた

本
人

の
活

動
・参

加
の

範
囲

を
維

持
・

拡
大

で
き

る
よ

う支
援

す
る

こと
が

重
要

。
・本

人
の

日
常

生
活

に
お

け
る

活
動

範
囲

、活
動

と参
加

の
状

況
や

、本
人

が
どの

よ
うな

暮
らし

を
望

む
の

か
を

把
握

で
き

る
体

制
の

整
備

。
・疾

患
の

状
況

に
応

じた
生

活
・暮

らし
方

の
実

現
に

向
け

、医
療

的
な

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
や

セ
ル

フケ
ア

の
継

続
が

重
要

。本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
し、

関
連

す
る

他
の

専
門

職
とリ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

や
セ

ル
フケ

ア
が

継
続

で
き

る
体

制
を

整
備

。
・医

療
的

な
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
は

、運
動

療
法

、食
事

療
法

、生
活

習
慣

へ
の

介
入

と
心

理
的

介
入

で
構

成
され

、主
要

な
目

的
は

①
心

機
能

の
改

善
、②

 骨
格

筋
機

能
改

善
、③

自
律

神
経

活
性

改
善

で
あ

る
。

・入
浴

は
慢

性
心

疾
患

患
者

に
お

い
て

禁
忌

で
は

な
く、

適
切

な
入

浴
法

を
用

い
る

と負
荷

軽
減

効
果

に
よ

り臨
床

症
状

の
改

善
に

も
効

果
が

示
され

る
。

・本
人

の
入

浴
へ

の
意

向
、入

浴
習

慣
・環

境
の

把
握

、専
門

職
か

らの
指

導
を

踏
ま

え
、入

浴
を

維
持

で
き

る
体

制
を

整
備

。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
2-

6 
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

15
 必

要
な

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

とセ
ル

フケ
ア

を
継

続
で

き
る

体
制

を
整

え
る

2-
1-

1
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
1-

2
継

続
的

な
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

3
入

浴
習

慣
の

支
援

1 
再

入
院

の
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

16
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

1-
3 

療
養

を
続

け
る

た
め

の
環

境
・体

制
の

整
備

心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

17
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・不
眠

症
を

は
じめ

とす
る

多
くの

睡
眠

障
害

は
循

環
器

疾
患

の
リス

ク要
因

で
あ

り、
十

分
な

休
養

を
取

らな
い

と再
入

院
の

リス
クが

高
ま

る
た

め
、休

養
・睡

眠
の

確
保

が
な

され
る

よ
う支

援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・睡

眠
障

害
の

予
兆

や
睡

眠
時

の
状

況
変

化
を

把
握

す
る

体
制

の
整

備
。

18
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫

煙
は

あ
らゆ

る
心

疾
患

の
危

険
因

子
で

あ
り、

心
疾

患
患

者
の

禁
煙

は
死

亡
率

や
再

入
院

率
の

低
減

に
つ

な
が

る
た

め
、医

師
か

らの
指

導
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、必

要
に

応
じて

禁
煙

が
実

現
で

き
る

よ
うな

体
制

の
整

備
。

・退
院

後
の

生
活

に
お

い
て

は
、本

人
の

自
己

管
理

能
力

が
重

要
で

あ
り、

自
己

管
理

能
力

を
向

上
させ

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
で

、予
後

の
改

善
を

目
指

す
。

・特
に

考
慮

しな
け

れ
ば

い
け

な
い

生
活

習
慣

（
例

：
飲

酒
、運

動
等

）
は

、医
師

か
ら

の
指

示
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
本

人
・家

族
等

が
受

け
入

れ
る

よ
う支

援
。

・抑
うつ

や
不

安
等

の
精

神
症

状
や

不
十

分
な

ソ
ー

シ
ャル

サ
ポ

ー
トは

、心
疾

患
患

者
の

予
後

に
影

響
す

る
た

め
、精

神
的

な
支

援
の

検
討

が
必

要
。

・本
人

・家
族

等
が

抱
え

る
不

安
の

状
況

や
程

度
を

把
握

し、
必

要
に

応
じて

専
門

家
に

つ
な

ぐ体
制

の
整

備
。

・入
退

院
を

繰
りか

え
す

終
末

期
に

は
、今

後
の

治
療

意
向

や
最

期
の

迎
え

方
な

どに
関

す
る

本
人

・家
族

等
との

十
分

な
意

思
確

認
が

必
要

。
・そ

の
た

め
、本

人
・家

族
等

が
抱

え
て

い
る

不
安

・恐
怖

や
ス

トレ
ス

の
状

況
の

把
握

の
支

援
を

検
討

。
・ま

た
、末

期
心

疾
患

の
支

援
は

、多
職

種
が

連
携

して
チ

ー
ム

で
取

り組
む

こと
が

重
要

で
あ

り、
専

門
職

と連
携

した
適

切
な

ア
ドバ

ン
ス

・ケ
ア

・プ
ラン

ニ
ン

グ
（

AC
P）

が
行

わ
れ

る
体

制
を

整
備

。

2-
1-

5
禁

煙
の

実
現

の
支

援 3-
1-

1 
末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

の
対

応
・準

備
の

支
援

3 
EO

L準
備

3-
1

EO
L(

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ)

に
向

け
た

準
備

2-
2 

心
理

的
な

支
援

19
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2-

1
本

人
・家

族
等

の
不

安
の

軽
減

21
 末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

を
どの

よ
うに

す
る

か
の

心
構

え
を

す
る

支
援

を
行

う

2-
1-

4
休

養
・睡

眠
の

支
援

2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援
2 

生
活

機
能

の
維

持
2-

1-
6

本
人

・家
族

等
へ

の
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

の
支

援

20
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
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第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。

第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
 「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。

118

第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。

第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
 「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。

119118



第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。

第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
 「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。

118

第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。

第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
 「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。
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認
知
症

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
認

知
症

　

・本
検
討
案
は
以
下
の
よ
うな
状
態
の
方
を
想
定
した
上
で
支
援
内
容
等
を
検
討
・整
理
した
も
の
で
あ
る

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
の

診
断

が
あ

って
、比

較
的

初
期

～
中

期
 （

目
安

：
A

D
Lが

自
立

あ
る

い
は

一
部

介
助

程
度

ま
で

で
あ

って
、認

知
症

高
齢

者
生

活
自

立
度

で
Ⅱ

b程
度

ま
で

の
時

期
）

支
援

の
概

要
、必

要
性

・認
知
症
と診

断
され
る
に
至
った
経
緯
、診

断
の
状
況
とそ
の
過
程
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ドの
把
握
。

・認
知
症
の
症
状
が
どの
よ
うな
部
分
に
現
れ
た
か
を
把
握
し、
本
人
の
不
安
を
捉
え
る
た
め
に
、

診
断
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ドを
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・現
在
に
至
る
ま
で
に
どの
よ
うな
医
療
及
び
他
の
専
門
職
が
関
わ
って
き
た
か
の
把
握
。

・今
後
の
医
療
領
域
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
の
医
療
の
関
わ
りの
経
緯
を

把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
と診

断
され
、生

活
に
認
知
機
能
低
下
の
影
響
が
現
れ
始
め
た
こと
に
対
し、
本
人
が

抱
く不
安
及
び
家
族
・支
援
者
が
抱
く感
情
、そ
の
変
化
を
捉
え
る
体
制
を
整
備
。

・こ
れ
か
らの
生
活
を
支
え
る
うえ
で
最
も
重
要
な
本
人
の
不
安
とそ
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め

に
、本

人
自
身
の
不
安
や
恐
怖
に
加
え
て
家
族
・支
援
者
が
抱
く感
情
や
想
い
とそ
の
変
化
を

捉
え
続
け
られ
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
に
対
し本

人
が
どの
よ
うに
受
け
とめ
て
い
る
か
の
把
握
。

・本
人
が
感
じて
い
る
不
安
や
恐
怖
を
捉
え
る
た
め
に
、認

知
症
とい
う疾

患
に
対
す
る
受
け
とめ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
の
生
活
を
取
り巻

く家
族
・支
援
者
の
、認

知
症
に
対
す
る
考
え
方
、理

解
の
程
度
の
把

握
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
不
安
や
不
快
は
、本

人
と家

族
・支
援
者
との
関
係
性
に
起
因
す

る
も
の
も
多
い
た
め
、家

族
・支
援
者
が
どの
よ
うに
認
知
症
を
理
解
して
い
る
か
を
把
握
す
る
こと

が
重
要
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

0-
1-

1
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

3 
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
や

想
い

を
継

続
的

に
捉

え
る

こと
の

支
援

4 
本

人
に

対
す

る
受

け
とめ

や
理

解
を

深
め

る
支

援

1-
1-

1
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
と想

い
の

理
解

5 
疾

患
に

対
す

る
家

族
・支

援
者

の
受

け
止

め
や

理
解

を
深

め
る

こと
の

支
援

1-
1-

2
本

人
や

家
族

・支
援

者
の

疾
患

に
対

す
る

受
け

とめ
と認

識

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
ここ

ま
で

の
経

緯
の

確
認

0-
1

ここ
ま

で
の

経
緯

の
確

認

1 
支

援
の

前
提

とし
て

の
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

大
項

目
中

項
目

小
項

目

0-
1-

2
これ

ま
で

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

2 
支

援
の

前
提

とし
て

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解

1-
1

本
人

と家
族

・
支

援
者

の
認

識
の

理
解

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
変
化
を
捉
え
られ
る
体
制
の
把
握
。

・短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
に
、状

況
の
変
化
が
あ
る
か
どう
か
、あ
る
とす
れ
ば
どの
よ
うな

変
化
が
あ
る
の
か
の
把
握
。

・認
知
症
に
伴
う本

人
の
状
況
は
変
化
して
い
くも
の
で
あ
り、
か
つ
家
族
や
支
援
者
が
負
荷
を

抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
に
も
、本

人
の
変
化
を
捉
え
、必

要
に
応
じて
さら
に
支
援

を
求
め
られ
る
よ
うに
す
る
体
制
の
構
築
が
重
要
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
が
、日

常
の
生
活
に
お
い
て
自
ら行

動
しや
す
い
よ
うに
す
る
た
め
、住

環
境
、地

域
環
境
な
どの
生
活
環
境
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

・本
人
を
取
り巻

く状
況
で
も
とく
に
、本

人
を
取
り巻

く人
との
関
係
性
の
把
握
。・
ま
た
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
に
、状

況
の
変
化
が
あ
る
か
どう
か
、あ
る
とす
れ
ば
どの
よ
うな
変
化

が
あ
る
の
か
の
把
握
。

・認
知
症
に
伴
う本

人
の
不
安
や
安
心
は
周
囲
の
人
との
関
係
性
に
起
因
す
る
場
合
も
多
い
た

め
、本

人
を
取
り巻

く人
との
関
係
性
、及

び
そ
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

・意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
や
重
要
性
を
本
人
や
家
族
等
が
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。な
お
、

ここ
で
の
意
思
決
定
は
、日

常
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、

必
ず
しも
AC
P（
ア
ドバ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場

合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。な
お
、状

況
に
応
じて
必
要
な
意
思
決
定
支
援
が
変

化
す
る
た
め
、支

援
の
体
制
も
変
え
て
い
く必
要
が
あ
る
こと
に
留
意
。

・意
思
決
定
支
援
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
提
供
され
る
よ
うに
支
援
。な
お
、こ
こで

の
意
思
決
定
は
、日

常
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、
必
ず

しも
AC
P（
ア
ドバ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場

合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
だ
が
、そ
の
前
提
とし
て
本
人
及
び
家
族
に
対
し、
意
思

決
定
に
必
要
な
情
報
が
提
供
され
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
こと
が
必
要
。

8 
意

思
決

定
支

援
の

重
要

性
へ

の
本

人
及

び
家

族
等

の
理

解
を

うな
が

す
支

援
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
意

思
決

定
支

援
に

向
け

て
、本

人
及

び
家

族
等

に
適

切
な

情
報

が
提

供
さ

れ
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

1-
2

本
人

と家
族

・
支

援
者

を
取

り巻
く環

境
の

理
解

6 
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

7 
本

人
を

取
り巻

く人
との

関
係

性
とそ

の
変

化
の

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解 2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

2-
1-

1
意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解

120

認
知
症

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
認

知
症

　

・本
検
討
案
は
以
下
の
よ
うな
状
態
の
方
を
想
定
した
上
で
支
援
内
容
等
を
検
討
・整
理
した
も
の
で
あ
る

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
の

診
断

が
あ

って
、比

較
的

初
期

～
中

期
 （

目
安

：
A

D
Lが

自
立

あ
る

い
は

一
部

介
助

程
度

ま
で

で
あ

って
、認

知
症

高
齢

者
生

活
自

立
度

で
Ⅱ

b程
度

ま
で

の
時

期
）

支
援

の
概

要
、必

要
性

・認
知
症
と診

断
され
る
に
至
った
経
緯
、診

断
の
状
況
とそ
の
過
程
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ドの
把
握
。

・認
知
症
の
症
状
が
どの
よ
うな
部
分
に
現
れ
た
か
を
把
握
し、
本
人
の
不
安
を
捉
え
る
た
め
に
、

診
断
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ドを
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・現
在
に
至
る
ま
で
に
どの
よ
うな
医
療
及
び
他
の
専
門
職
が
関
わ
って
き
た
か
の
把
握
。

・今
後
の
医
療
領
域
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
の
医
療
の
関
わ
りの
経
緯
を

把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
と診

断
され
、生

活
に
認
知
機
能
低
下
の
影
響
が
現
れ
始
め
た
こと
に
対
し、
本
人
が

抱
く不
安
及
び
家
族
・支
援
者
が
抱
く感
情
、そ
の
変
化
を
捉
え
る
体
制
を
整
備
。

・こ
れ
か
らの
生
活
を
支
え
る
うえ
で
最
も
重
要
な
本
人
の
不
安
とそ
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め

に
、本

人
自
身
の
不
安
や
恐
怖
に
加
え
て
家
族
・支
援
者
が
抱
く感
情
や
想
い
とそ
の
変
化
を

捉
え
続
け
られ
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
に
対
し本

人
が
どの
よ
うに
受
け
とめ
て
い
る
か
の
把
握
。

・本
人
が
感
じて
い
る
不
安
や
恐
怖
を
捉
え
る
た
め
に
、認

知
症
とい
う疾

患
に
対
す
る
受
け
とめ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
の
生
活
を
取
り巻

く家
族
・支
援
者
の
、認

知
症
に
対
す
る
考
え
方
、理

解
の
程
度
の
把

握
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
不
安
や
不
快
は
、本

人
と家

族
・支
援
者
との
関
係
性
に
起
因
す

る
も
の
も
多
い
た
め
、家

族
・支
援
者
が
どの
よ
うに
認
知
症
を
理
解
して
い
る
か
を
把
握
す
る
こと

が
重
要
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

0-
1-

1
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

3 
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
や

想
い

を
継

続
的

に
捉

え
る

こと
の

支
援

4 
本

人
に

対
す

る
受

け
とめ

や
理

解
を

深
め

る
支

援

1-
1-

1
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
と想

い
の

理
解

5 
疾

患
に

対
す

る
家

族
・支

援
者

の
受

け
止

め
や

理
解

を
深

め
る

こと
の

支
援

1-
1-

2
本

人
や

家
族

・支
援

者
の

疾
患

に
対

す
る

受
け

とめ
と認

識

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
ここ

ま
で

の
経

緯
の

確
認

0-
1

ここ
ま

で
の

経
緯

の
確

認

1 
支

援
の

前
提

とし
て

の
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

大
項

目
中

項
目

小
項

目

0-
1-

2
これ

ま
で

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

2 
支

援
の

前
提

とし
て

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解

1-
1

本
人

と家
族

・
支

援
者

の
認

識
の

理
解

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
変
化
を
捉
え
られ
る
体
制
の
把
握
。

・短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
に
、状

況
の
変
化
が
あ
る
か
どう
か
、あ
る
とす
れ
ば
どの
よ
うな

変
化
が
あ
る
の
か
の
把
握
。

・認
知
症
に
伴
う本

人
の
状
況
は
変
化
して
い
くも
の
で
あ
り、
か
つ
家
族
や
支
援
者
が
負
荷
を

抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
に
も
、本

人
の
変
化
を
捉
え
、必

要
に
応
じて
さら
に
支
援

を
求
め
られ
る
よ
うに
す
る
体
制
の
構
築
が
重
要
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
が
、日

常
の
生
活
に
お
い
て
自
ら行

動
しや
す
い
よ
うに
す
る
た
め
、住

環
境
、地

域
環
境
な
どの
生
活
環
境
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

・本
人
を
取
り巻

く状
況
で
も
とく
に
、本

人
を
取
り巻

く人
との
関
係
性
の
把
握
。・
ま
た
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
に
、状

況
の
変
化
が
あ
る
か
どう
か
、あ
る
とす
れ
ば
どの
よ
うな
変
化

が
あ
る
の
か
の
把
握
。

・認
知
症
に
伴
う本

人
の
不
安
や
安
心
は
周
囲
の
人
との
関
係
性
に
起
因
す
る
場
合
も
多
い
た

め
、本

人
を
取
り巻

く人
との
関
係
性
、及

び
そ
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

・意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
や
重
要
性
を
本
人
や
家
族
等
が
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。な
お
、

ここ
で
の
意
思
決
定
は
、日

常
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、

必
ず
しも
AC
P（
ア
ドバ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場

合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。な
お
、状

況
に
応
じて
必
要
な
意
思
決
定
支
援
が
変

化
す
る
た
め
、支

援
の
体
制
も
変
え
て
い
く必
要
が
あ
る
こと
に
留
意
。

・意
思
決
定
支
援
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
提
供
され
る
よ
うに
支
援
。な
お
、こ
こで

の
意
思
決
定
は
、日

常
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、
必
ず

しも
AC
P（
ア
ドバ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場

合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
だ
が
、そ
の
前
提
とし
て
本
人
及
び
家
族
に
対
し、
意
思

決
定
に
必
要
な
情
報
が
提
供
され
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
こと
が
必
要
。

8 
意

思
決

定
支

援
の

重
要

性
へ

の
本

人
及

び
家

族
等

の
理

解
を

うな
が

す
支

援
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
意

思
決

定
支

援
に

向
け

て
、本

人
及

び
家

族
等

に
適

切
な

情
報

が
提

供
さ

れ
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

1-
2

本
人

と家
族

・
支

援
者

を
取

り巻
く環

境
の

理
解

6 
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

7 
本

人
を

取
り巻

く人
との

関
係

性
とそ

の
変

化
の

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解 2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

2-
1-

1
意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解
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認
知
症

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
認

知
症

　

・本
検
討
案
は
以
下
の
よ
うな
状
態
の
方
を
想
定
した
上
で
支
援
内
容
等
を
検
討
・整
理
した
も
の
で
あ
る

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
の

診
断

が
あ

って
、比

較
的

初
期

～
中

期
 （

目
安

：
A

D
Lが

自
立

あ
る

い
は

一
部

介
助

程
度

ま
で

で
あ

って
、認

知
症

高
齢

者
生

活
自

立
度

で
Ⅱ

b程
度

ま
で

の
時

期
）

支
援

の
概

要
、必

要
性

・認
知
症
と診

断
され
る
に
至
った
経
緯
、診

断
の
状
況
とそ
の
過
程
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ドの
把
握
。

・認
知
症
の
症
状
が
どの
よ
うな
部
分
に
現
れ
た
か
を
把
握
し、
本
人
の
不
安
を
捉
え
る
た
め
に
、

診
断
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ドを
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・現
在
に
至
る
ま
で
に
どの
よ
うな
医
療
及
び
他
の
専
門
職
が
関
わ
って
き
た
か
の
把
握
。

・今
後
の
医
療
領
域
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
の
医
療
の
関
わ
りの
経
緯
を

把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
と診

断
され
、生

活
に
認
知
機
能
低
下
の
影
響
が
現
れ
始
め
た
こと
に
対
し、
本
人
が

抱
く不
安
及
び
家
族
・支
援
者
が
抱
く感
情
、そ
の
変
化
を
捉
え
る
体
制
を
整
備
。

・こ
れ
か
らの
生
活
を
支
え
る
うえ
で
最
も
重
要
な
本
人
の
不
安
とそ
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め

に
、本

人
自
身
の
不
安
や
恐
怖
に
加
え
て
家
族
・支
援
者
が
抱
く感
情
や
想
い
とそ
の
変
化
を

捉
え
続
け
られ
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
に
対
し本

人
が
どの
よ
うに
受
け
とめ
て
い
る
か
の
把
握
。

・本
人
が
感
じて
い
る
不
安
や
恐
怖
を
捉
え
る
た
め
に
、認

知
症
とい
う疾

患
に
対
す
る
受
け
とめ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
の
生
活
を
取
り巻

く家
族
・支
援
者
の
、認

知
症
に
対
す
る
考
え
方
、理

解
の
程
度
の
把

握
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
不
安
や
不
快
は
、本

人
と家

族
・支
援
者
との
関
係
性
に
起
因
す

る
も
の
も
多
い
た
め
、家

族
・支
援
者
が
どの
よ
うに
認
知
症
を
理
解
して
い
る
か
を
把
握
す
る
こと

が
重
要
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

0-
1-

1
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

3 
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
や

想
い

を
継

続
的

に
捉

え
る

こと
の

支
援

4 
本

人
に

対
す

る
受

け
とめ

や
理

解
を

深
め

る
支

援

1-
1-

1
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
と想

い
の

理
解

5 
疾

患
に

対
す

る
家

族
・支

援
者

の
受

け
止

め
や

理
解

を
深

め
る

こと
の

支
援

1-
1-

2
本

人
や

家
族

・支
援

者
の

疾
患

に
対

す
る

受
け

とめ
と認

識

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
ここ

ま
で

の
経

緯
の

確
認

0-
1

ここ
ま

で
の

経
緯

の
確

認

1 
支

援
の

前
提

とし
て

の
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

大
項

目
中

項
目

小
項

目

0-
1-

2
これ

ま
で

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

2 
支

援
の

前
提

とし
て

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解

1-
1

本
人

と家
族

・
支

援
者

の
認

識
の

理
解

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
変
化
を
捉
え
られ
る
体
制
の
把
握
。

・短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
に
、状

況
の
変
化
が
あ
る
か
どう
か
、あ
る
とす
れ
ば
どの
よ
うな

変
化
が
あ
る
の
か
の
把
握
。

・認
知
症
に
伴
う本

人
の
状
況
は
変
化
して
い
くも
の
で
あ
り、
か
つ
家
族
や
支
援
者
が
負
荷
を

抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
に
も
、本

人
の
変
化
を
捉
え
、必

要
に
応
じて
さら
に
支
援

を
求
め
られ
る
よ
うに
す
る
体
制
の
構
築
が
重
要
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
が
、日

常
の
生
活
に
お
い
て
自
ら行

動
しや
す
い
よ
うに
す
る
た
め
、住

環
境
、地

域
環
境
な
どの
生
活
環
境
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

・本
人
を
取
り巻

く状
況
で
も
とく
に
、本

人
を
取
り巻

く人
との
関
係
性
の
把
握
。・
ま
た
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
に
、状

況
の
変
化
が
あ
る
か
どう
か
、あ
る
とす
れ
ば
どの
よ
うな
変
化

が
あ
る
の
か
の
把
握
。

・認
知
症
に
伴
う本

人
の
不
安
や
安
心
は
周
囲
の
人
との
関
係
性
に
起
因
す
る
場
合
も
多
い
た

め
、本

人
を
取
り巻

く人
との
関
係
性
、及

び
そ
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

・意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
や
重
要
性
を
本
人
や
家
族
等
が
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。な
お
、

ここ
で
の
意
思
決
定
は
、日

常
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、

必
ず
しも
AC
P（
ア
ドバ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場

合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。な
お
、状

況
に
応
じて
必
要
な
意
思
決
定
支
援
が
変

化
す
る
た
め
、支

援
の
体
制
も
変
え
て
い
く必
要
が
あ
る
こと
に
留
意
。

・意
思
決
定
支
援
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
提
供
され
る
よ
うに
支
援
。な
お
、こ
こで

の
意
思
決
定
は
、日

常
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、
必
ず

しも
AC
P（
ア
ドバ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場

合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
だ
が
、そ
の
前
提
とし
て
本
人
及
び
家
族
に
対
し、
意
思

決
定
に
必
要
な
情
報
が
提
供
され
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
こと
が
必
要
。

8 
意

思
決

定
支

援
の

重
要

性
へ

の
本

人
及

び
家

族
等

の
理

解
を

うな
が

す
支

援
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
意

思
決

定
支

援
に

向
け

て
、本

人
及

び
家

族
等

に
適

切
な

情
報

が
提

供
さ

れ
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

1-
2

本
人

と家
族

・
支

援
者

を
取

り巻
く環

境
の

理
解

6 
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

7 
本

人
を

取
り巻

く人
との

関
係

性
とそ

の
変

化
の

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解 2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

2-
1-

1
意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解

120

認
知
症

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
認

知
症

　

・本
検
討
案
は
以
下
の
よ
うな
状
態
の
方
を
想
定
した
上
で
支
援
内
容
等
を
検
討
・整
理
した
も
の
で
あ
る

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
の

診
断

が
あ

って
、比

較
的

初
期

～
中

期
 （

目
安

：
A

D
Lが

自
立

あ
る

い
は

一
部

介
助

程
度

ま
で

で
あ

って
、認

知
症

高
齢

者
生

活
自

立
度

で
Ⅱ

b程
度

ま
で

の
時

期
）

支
援

の
概

要
、必

要
性

・認
知
症
と診

断
され
る
に
至
った
経
緯
、診

断
の
状
況
とそ
の
過
程
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ドの
把
握
。

・認
知
症
の
症
状
が
どの
よ
うな
部
分
に
現
れ
た
か
を
把
握
し、
本
人
の
不
安
を
捉
え
る
た
め
に
、

診
断
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ドを
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・現
在
に
至
る
ま
で
に
どの
よ
うな
医
療
及
び
他
の
専
門
職
が
関
わ
って
き
た
か
の
把
握
。

・今
後
の
医
療
領
域
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
の
医
療
の
関
わ
りの
経
緯
を

把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
と診

断
され
、生

活
に
認
知
機
能
低
下
の
影
響
が
現
れ
始
め
た
こと
に
対
し、
本
人
が

抱
く不
安
及
び
家
族
・支
援
者
が
抱
く感
情
、そ
の
変
化
を
捉
え
る
体
制
を
整
備
。

・こ
れ
か
らの
生
活
を
支
え
る
うえ
で
最
も
重
要
な
本
人
の
不
安
とそ
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め

に
、本

人
自
身
の
不
安
や
恐
怖
に
加
え
て
家
族
・支
援
者
が
抱
く感
情
や
想
い
とそ
の
変
化
を

捉
え
続
け
られ
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
に
対
し本

人
が
どの
よ
うに
受
け
とめ
て
い
る
か
の
把
握
。

・本
人
が
感
じて
い
る
不
安
や
恐
怖
を
捉
え
る
た
め
に
、認

知
症
とい
う疾

患
に
対
す
る
受
け
とめ

の
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・本
人
の
生
活
を
取
り巻

く家
族
・支
援
者
の
、認

知
症
に
対
す
る
考
え
方
、理

解
の
程
度
の
把

握
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
不
安
や
不
快
は
、本

人
と家

族
・支
援
者
との
関
係
性
に
起
因
す

る
も
の
も
多
い
た
め
、家

族
・支
援
者
が
どの
よ
うに
認
知
症
を
理
解
して
い
る
か
を
把
握
す
る
こと

が
重
要
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

0-
1-

1
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

3 
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
や

想
い

を
継

続
的

に
捉

え
る

こと
の

支
援

4 
本

人
に

対
す

る
受

け
とめ

や
理

解
を

深
め

る
支

援

1-
1-

1
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
と想

い
の

理
解

5 
疾

患
に

対
す

る
家

族
・支

援
者

の
受

け
止

め
や

理
解

を
深

め
る

こと
の

支
援

1-
1-

2
本

人
や

家
族

・支
援

者
の

疾
患

に
対

す
る

受
け

とめ
と認

識

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
ここ

ま
で

の
経

緯
の

確
認

0-
1

ここ
ま

で
の

経
緯

の
確

認

1 
支

援
の

前
提

とし
て

の
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

大
項

目
中

項
目

小
項

目

0-
1-

2
これ

ま
で

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

2 
支

援
の

前
提

とし
て

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解

1-
1

本
人

と家
族

・
支

援
者

の
認

識
の

理
解

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
変
化
を
捉
え
られ
る
体
制
の
把
握
。

・短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
に
、状

況
の
変
化
が
あ
る
か
どう
か
、あ
る
とす
れ
ば
どの
よ
うな

変
化
が
あ
る
の
か
の
把
握
。

・認
知
症
に
伴
う本

人
の
状
況
は
変
化
して
い
くも
の
で
あ
り、
か
つ
家
族
や
支
援
者
が
負
荷
を

抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
に
も
、本

人
の
変
化
を
捉
え
、必

要
に
応
じて
さら
に
支
援

を
求
め
られ
る
よ
うに
す
る
体
制
の
構
築
が
重
要
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
が
、日

常
の
生
活
に
お
い
て
自
ら行

動
しや
す
い
よ
うに
す
る
た
め
、住

環
境
、地

域
環
境
な
どの
生
活
環
境
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

・本
人
を
取
り巻

く状
況
で
も
とく
に
、本

人
を
取
り巻

く人
との
関
係
性
の
把
握
。・
ま
た
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
に
、状

況
の
変
化
が
あ
る
か
どう
か
、あ
る
とす
れ
ば
どの
よ
うな
変
化

が
あ
る
の
か
の
把
握
。

・認
知
症
に
伴
う本

人
の
不
安
や
安
心
は
周
囲
の
人
との
関
係
性
に
起
因
す
る
場
合
も
多
い
た

め
、本

人
を
取
り巻

く人
との
関
係
性
、及

び
そ
の
変
化
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

・意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
や
重
要
性
を
本
人
や
家
族
等
が
理
解
で
き
る
よ
う支

援
。な
お
、

ここ
で
の
意
思
決
定
は
、日

常
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、

必
ず
しも
AC
P（
ア
ドバ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場

合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。な
お
、状

況
に
応
じて
必
要
な
意
思
決
定
支
援
が
変

化
す
る
た
め
、支

援
の
体
制
も
変
え
て
い
く必
要
が
あ
る
こと
に
留
意
。

・意
思
決
定
支
援
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
提
供
され
る
よ
うに
支
援
。な
お
、こ
こで

の
意
思
決
定
は
、日

常
生
活
を
継
続
す
る
うえ
で
の
様
々
な
意
思
決
定
の
支
援
を
指
し、
必
ず

しも
AC
P（
ア
ドバ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラン
ニ
ン
グ
）
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

・将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
とし
て
、意

思
決
定
支
援
の
必
要
性
及
び
そ
の
必
要
に
な
った
場

合
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
だ
が
、そ
の
前
提
とし
て
本
人
及
び
家
族
に
対
し、
意
思

決
定
に
必
要
な
情
報
が
提
供
され
る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
こと
が
必
要
。

8 
意

思
決

定
支

援
の

重
要

性
へ

の
本

人
及

び
家

族
等

の
理

解
を

うな
が

す
支

援
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
意

思
決

定
支

援
に

向
け

て
、本

人
及

び
家

族
等

に
適

切
な

情
報

が
提

供
さ

れ
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

1-
2

本
人

と家
族

・
支

援
者

を
取

り巻
く環

境
の

理
解

6 
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

7 
本

人
を

取
り巻

く人
との

関
係

性
とそ

の
変

化
の

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解 2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

2-
1-

1
意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解

121121



認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
言
葉
を
日
々
捉
え
られ
る
よ
うな
体
制
の
整
備

・本
人
の
、認

知
症
に
な
る
ま
で
の
生
活
に
お
け
る
経
緯
や
考
え
の
把
握
。

・言
葉
に
よ
る
意
思
の
表
明
が
難
しく
な
った
場
合
で
も
、態

度
や
しぐ
さな
ど、
他
の
方
法
で
意
思

を
表
明
す
る
場
合
が
あ
る
。し
た
が
って
、意

思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや
す
い

よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ
ソ
ー
ドな
どを
通
じ

て
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。加

え
て
、こ
れ
らを
捉
え
や
す
くす
る
た
め
に
は
、本

人
の
これ
ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こと
も
重
要
。

・意
思
決
定
支
援
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
の
必
要
性
が
大
き
くな
った
場
合
に
、そ
の
支
援
を

行
う体

制
の
整
備
。な
お
、状

況
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
に
参
加
す
べ

き
人
も
変
化
す
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
誰
が
意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
の

体
制
に
入
る
の
か
を
把
握
す
る
こと
が
必
要
。

・意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く、
チ
ー
ム
体

制
を
整
備
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。な
お
、こ
こで
い
う意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
とは
専
門
職
の

み
で
構
成
され
る
固
定
的
な
チ
ー
ム
で
は
な
く、
状
況
に
応
じて
そ
の
人
の
重
要
な
意
思
決
定
あ

る
い
は
意
思
推
定
を
支
え
る
た
め
に
関
与
す
る
関
係
者
が
含
ま
れ
る
こと
に
留
意
。

・受
診
に
際
して
介
護
者
が
医
師
の
指
示
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
、ま
た
日
常
生
活
の
変

化
を
医
師
に
伝
え
られ
て
い
る
か
の
状
況
とそ
の
変
化
の
把
握
。

・日
常
の
生
活
の
様
子
を
見
て
い
て
変
化
が
み
られ
れ
ば
、概

ね
短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目

安
とし
て
、医

師
に
情
報
提
供
し、
そ
の
後
の
支
援
の
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
を
も
らう
。

・認
知
機
能
の
状
況
に
よ
って
は
、必

要
に
応
じて
、医

師
（
か
か
りつ
け
医
だ
け
で
は
な
く、
地
域

の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

、認
知
症
の
専
門
医
も
含
む
）
と連

携
して
医
療
に
関
す
る
意
思
決
定

支
援
の
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
り、
医
師
の
指
示
の
理
解
だ
け
で
な
く日
常
の
生
活

の
状
況
を
的
確
に
医
師
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を

目
安
とし
て
、医

師
に
対
し、
本
人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
共
有
を
して
お
くこ
とが
重

要
。

10
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 意

思
決

定
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

12
 か

か
りつ

け
医

との
連

携
（

※
必

要
に

応
じ

て
専

門
医

や
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
等

とも
連

携
）

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

2-
2

意
思

決
定

支
援

体
制

の
整

備

2-
2-

1 
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

2-
1-

2
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常
の
生
活
の
変
化
を
把
握
し、
概
ね
短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、か
か
りつ
け

医
・か
か
りつ
け
歯
科
医
以
外
の
専
門
職
等
（
薬
剤
師
、看

護
師
、P
T/
O
T/
ST
、介

護
福

祉
士
や
社
会
福
祉
士
、管

理
栄
養
士
等
）
と共

有
す
る
。そ
の
うえ
で
、新

た
に
連
携
す
べ
き
専

門
職
等
が
い
れ
ば
連
携
体
制
の
構
築
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、

関
連
す
る
専
門
職
等
との
間
で
、本

人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
を
共
有
す
る
こと
が
重

要
。

・日
常
の
生
活
の
状
況
や
そ
の
変
化
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて
新
た
に
連
携
す
べ
き
相
手
が
い

れ
ば
連
携
体
制
の
構
築
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、

関
連
す
る
サ
ー
ビス
事
業
者
や
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
ト（

民
生
委
員
、ボ
ラン
テ
ィア
等
を
含

む
）
に
お
い
て
関
係
す
る
人
との
間
で
、本

人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
を
共
有
す
る
こと

が
重
要
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
（
食
事
や
服
を
選
ぶ
こと
、外

出
先
を
選
ぶ
こと
、そ
の
日
に
す
る
こ

とを
決
め
る
こと
等
）
に
お
い
て
、本

人
の
意
向
が
表
明
され
反
映
され
る
よ
うに
、意

向
の
表
明

を
支
え
る
体
制
の
整
備
。

・日
々
の
小
さな
選
択
に
お
い
て
本
人
の
意
向
が
表
明
され
反
映
され
る
こと
は
、日

常
生
活
に

お
け
る
本
人
の
ス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
こと
に
も
つ
な
が
り重

要
。

・本
人
の
日
常
的
な
一
週
間
の
生
活
の
リズ
ム
、日

課
等
の
把
握
。

・本
人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
よ
い
場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中

心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

4-
1-

1
日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

4-
2-

1
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
と変

化
を

把
握

す
る

こと
の

支
援

4-
1 

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
意

向
の

尊
重

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

13
 か

か
りつ

け
医

以
外

の
専

門
職

等
との

連
携 14

 サ
ー

ビ
ス

事
業

者
や

地
域

の
関

係
す

る
人

と
の

連
携

体
制

を
整

え
る

3-
1-

2
そ

の
他

の
関

係
す

る
人

との
連

携

16
 本

人
の

生
活

の
リズ

ム
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

表
明

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

122

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
言
葉
を
日
々
捉
え
られ
る
よ
うな
体
制
の
整
備

・本
人
の
、認

知
症
に
な
る
ま
で
の
生
活
に
お
け
る
経
緯
や
考
え
の
把
握
。

・言
葉
に
よ
る
意
思
の
表
明
が
難
しく
な
った
場
合
で
も
、態

度
や
しぐ
さな
ど、
他
の
方
法
で
意
思

を
表
明
す
る
場
合
が
あ
る
。し
た
が
って
、意

思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや
す
い

よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ
ソ
ー
ドな
どを
通
じ

て
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。加

え
て
、こ
れ
らを
捉
え
や
す
くす
る
た
め
に
は
、本

人
の
これ
ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こと
も
重
要
。

・意
思
決
定
支
援
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
の
必
要
性
が
大
き
くな
った
場
合
に
、そ
の
支
援
を

行
う体

制
の
整
備
。な
お
、状

況
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
に
参
加
す
べ

き
人
も
変
化
す
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
誰
が
意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
の

体
制
に
入
る
の
か
を
把
握
す
る
こと
が
必
要
。

・意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く、
チ
ー
ム
体

制
を
整
備
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。な
お
、こ
こで
い
う意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
とは
専
門
職
の

み
で
構
成
され
る
固
定
的
な
チ
ー
ム
で
は
な
く、
状
況
に
応
じて
そ
の
人
の
重
要
な
意
思
決
定
あ

る
い
は
意
思
推
定
を
支
え
る
た
め
に
関
与
す
る
関
係
者
が
含
ま
れ
る
こと
に
留
意
。

・受
診
に
際
して
介
護
者
が
医
師
の
指
示
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
、ま
た
日
常
生
活
の
変

化
を
医
師
に
伝
え
られ
て
い
る
か
の
状
況
とそ
の
変
化
の
把
握
。

・日
常
の
生
活
の
様
子
を
見
て
い
て
変
化
が
み
られ
れ
ば
、概

ね
短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目

安
とし
て
、医

師
に
情
報
提
供
し、
そ
の
後
の
支
援
の
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
を
も
らう
。

・認
知
機
能
の
状
況
に
よ
って
は
、必

要
に
応
じて
、医

師
（
か
か
りつ
け
医
だ
け
で
は
な
く、
地
域

の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

、認
知
症
の
専
門
医
も
含
む
）
と連

携
して
医
療
に
関
す
る
意
思
決
定

支
援
の
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
り、
医
師
の
指
示
の
理
解
だ
け
で
な
く日
常
の
生
活

の
状
況
を
的
確
に
医
師
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を

目
安
とし
て
、医

師
に
対
し、
本
人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
共
有
を
して
お
くこ
とが
重

要
。

10
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 意

思
決

定
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

12
 か

か
りつ

け
医

との
連

携
（

※
必

要
に

応
じ

て
専

門
医

や
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
等

とも
連

携
）

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

2-
2

意
思

決
定

支
援

体
制

の
整

備

2-
2-

1 
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

2-
1-

2
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常
の
生
活
の
変
化
を
把
握
し、
概
ね
短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、か
か
りつ
け

医
・か
か
りつ
け
歯
科
医
以
外
の
専
門
職
等
（
薬
剤
師
、看

護
師
、P
T/
O
T/
ST
、介

護
福

祉
士
や
社
会
福
祉
士
、管

理
栄
養
士
等
）
と共

有
す
る
。そ
の
うえ
で
、新

た
に
連
携
す
べ
き
専

門
職
等
が
い
れ
ば
連
携
体
制
の
構
築
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、

関
連
す
る
専
門
職
等
との
間
で
、本

人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
を
共
有
す
る
こと
が
重

要
。

・日
常
の
生
活
の
状
況
や
そ
の
変
化
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて
新
た
に
連
携
す
べ
き
相
手
が
い

れ
ば
連
携
体
制
の
構
築
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、

関
連
す
る
サ
ー
ビス
事
業
者
や
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
ト（

民
生
委
員
、ボ
ラン
テ
ィア
等
を
含

む
）
に
お
い
て
関
係
す
る
人
との
間
で
、本

人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
を
共
有
す
る
こと

が
重
要
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
（
食
事
や
服
を
選
ぶ
こと
、外

出
先
を
選
ぶ
こと
、そ
の
日
に
す
る
こ

とを
決
め
る
こと
等
）
に
お
い
て
、本

人
の
意
向
が
表
明
され
反
映
され
る
よ
うに
、意

向
の
表
明

を
支
え
る
体
制
の
整
備
。

・日
々
の
小
さな
選
択
に
お
い
て
本
人
の
意
向
が
表
明
され
反
映
され
る
こと
は
、日

常
生
活
に

お
け
る
本
人
の
ス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
こと
に
も
つ
な
が
り重

要
。

・本
人
の
日
常
的
な
一
週
間
の
生
活
の
リズ
ム
、日

課
等
の
把
握
。

・本
人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
よ
い
場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中

心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

4-
1-

1
日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

4-
2-

1
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
と変

化
を

把
握

す
る

こと
の

支
援

4-
1 

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
意

向
の

尊
重

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

13
 か

か
りつ

け
医

以
外

の
専

門
職

等
との

連
携 14

 サ
ー

ビ
ス

事
業

者
や

地
域

の
関

係
す

る
人

と
の

連
携

体
制

を
整

え
る

3-
1-

2
そ

の
他

の
関

係
す

る
人

との
連

携

16
 本

人
の

生
活

の
リズ

ム
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

表
明

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

123122



認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
言
葉
を
日
々
捉
え
られ
る
よ
うな
体
制
の
整
備

・本
人
の
、認

知
症
に
な
る
ま
で
の
生
活
に
お
け
る
経
緯
や
考
え
の
把
握
。

・言
葉
に
よ
る
意
思
の
表
明
が
難
しく
な
った
場
合
で
も
、態

度
や
しぐ
さな
ど、
他
の
方
法
で
意
思

を
表
明
す
る
場
合
が
あ
る
。し
た
が
って
、意

思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや
す
い

よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ
ソ
ー
ドな
どを
通
じ

て
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。加

え
て
、こ
れ
らを
捉
え
や
す
くす
る
た
め
に
は
、本

人
の
これ
ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こと
も
重
要
。

・意
思
決
定
支
援
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
の
必
要
性
が
大
き
くな
った
場
合
に
、そ
の
支
援
を

行
う体

制
の
整
備
。な
お
、状

況
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
に
参
加
す
べ

き
人
も
変
化
す
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
誰
が
意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
の

体
制
に
入
る
の
か
を
把
握
す
る
こと
が
必
要
。

・意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く、
チ
ー
ム
体

制
を
整
備
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。な
お
、こ
こで
い
う意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
とは
専
門
職
の

み
で
構
成
され
る
固
定
的
な
チ
ー
ム
で
は
な
く、
状
況
に
応
じて
そ
の
人
の
重
要
な
意
思
決
定
あ

る
い
は
意
思
推
定
を
支
え
る
た
め
に
関
与
す
る
関
係
者
が
含
ま
れ
る
こと
に
留
意
。

・受
診
に
際
して
介
護
者
が
医
師
の
指
示
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
、ま
た
日
常
生
活
の
変

化
を
医
師
に
伝
え
られ
て
い
る
か
の
状
況
とそ
の
変
化
の
把
握
。

・日
常
の
生
活
の
様
子
を
見
て
い
て
変
化
が
み
られ
れ
ば
、概

ね
短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目

安
とし
て
、医

師
に
情
報
提
供
し、
そ
の
後
の
支
援
の
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
を
も
らう
。

・認
知
機
能
の
状
況
に
よ
って
は
、必

要
に
応
じて
、医

師
（
か
か
りつ
け
医
だ
け
で
は
な
く、
地
域

の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

、認
知
症
の
専
門
医
も
含
む
）
と連

携
して
医
療
に
関
す
る
意
思
決
定

支
援
の
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
り、
医
師
の
指
示
の
理
解
だ
け
で
な
く日
常
の
生
活

の
状
況
を
的
確
に
医
師
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を

目
安
とし
て
、医

師
に
対
し、
本
人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
共
有
を
して
お
くこ
とが
重

要
。

10
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 意

思
決

定
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

12
 か

か
りつ

け
医

との
連

携
（

※
必

要
に

応
じ

て
専

門
医

や
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
等

とも
連

携
）

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

2-
2

意
思

決
定

支
援

体
制

の
整

備

2-
2-

1 
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

2-
1-

2
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常
の
生
活
の
変
化
を
把
握
し、
概
ね
短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、か
か
りつ
け

医
・か
か
りつ
け
歯
科
医
以
外
の
専
門
職
等
（
薬
剤
師
、看

護
師
、P
T/
O
T/
ST
、介

護
福

祉
士
や
社
会
福
祉
士
、管

理
栄
養
士
等
）
と共

有
す
る
。そ
の
うえ
で
、新

た
に
連
携
す
べ
き
専

門
職
等
が
い
れ
ば
連
携
体
制
の
構
築
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、

関
連
す
る
専
門
職
等
との
間
で
、本

人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
を
共
有
す
る
こと
が
重

要
。

・日
常
の
生
活
の
状
況
や
そ
の
変
化
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて
新
た
に
連
携
す
べ
き
相
手
が
い

れ
ば
連
携
体
制
の
構
築
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、

関
連
す
る
サ
ー
ビス
事
業
者
や
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
ト（

民
生
委
員
、ボ
ラン
テ
ィア
等
を
含

む
）
に
お
い
て
関
係
す
る
人
との
間
で
、本

人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
を
共
有
す
る
こと

が
重
要
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
（
食
事
や
服
を
選
ぶ
こと
、外

出
先
を
選
ぶ
こと
、そ
の
日
に
す
る
こ

とを
決
め
る
こと
等
）
に
お
い
て
、本

人
の
意
向
が
表
明
され
反
映
され
る
よ
うに
、意

向
の
表
明

を
支
え
る
体
制
の
整
備
。

・日
々
の
小
さな
選
択
に
お
い
て
本
人
の
意
向
が
表
明
され
反
映
され
る
こと
は
、日

常
生
活
に

お
け
る
本
人
の
ス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
こと
に
も
つ
な
が
り重

要
。

・本
人
の
日
常
的
な
一
週
間
の
生
活
の
リズ
ム
、日

課
等
の
把
握
。

・本
人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
よ
い
場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中

心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

4-
1-

1
日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

4-
2-

1
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
と変

化
を

把
握

す
る

こと
の

支
援

4-
1 

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
意

向
の

尊
重

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

13
 か

か
りつ

け
医

以
外

の
専

門
職

等
との

連
携 14

 サ
ー

ビ
ス

事
業

者
や

地
域

の
関

係
す

る
人

と
の

連
携

体
制

を
整

え
る

3-
1-

2
そ

の
他

の
関

係
す

る
人

との
連

携

16
 本

人
の

生
活

の
リズ

ム
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

表
明

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

122

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
言
葉
を
日
々
捉
え
られ
る
よ
うな
体
制
の
整
備

・本
人
の
、認

知
症
に
な
る
ま
で
の
生
活
に
お
け
る
経
緯
や
考
え
の
把
握
。

・言
葉
に
よ
る
意
思
の
表
明
が
難
しく
な
った
場
合
で
も
、態

度
や
しぐ
さな
ど、
他
の
方
法
で
意
思

を
表
明
す
る
場
合
が
あ
る
。し
た
が
って
、意

思
決
定
支
援
に
お
い
て
は
、本

人
が
理
解
しや
す
い

よ
うに
伝
え
、本

人
の
意
思
の
表
明
を
何
気
な
い
言
葉
、態

度
や
しぐ
さ、
エ
ピ
ソ
ー
ドな
どを
通
じ

て
把
握
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
捉
え
て
蓄
積
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。加

え
て
、こ
れ
らを
捉
え
や
す
くす
る
た
め
に
は
、本

人
の
これ
ま
で
の
経
緯
や
考
え
を
捉
え
て
蓄
積
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こと
も
重
要
。

・意
思
決
定
支
援
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
の
必
要
性
が
大
き
くな
った
場
合
に
、そ
の
支
援
を

行
う体

制
の
整
備
。な
お
、状

況
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
に
参
加
す
べ

き
人
も
変
化
す
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
誰
が
意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
の

体
制
に
入
る
の
か
を
把
握
す
る
こと
が
必
要
。

・意
思
決
定
支
援
（
あ
る
い
は
意
思
推
定
支
援
）
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く、
チ
ー
ム
体

制
を
整
備
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。な
お
、こ
こで
い
う意

思
決
定
支
援
チ
ー
ム
とは
専
門
職
の

み
で
構
成
され
る
固
定
的
な
チ
ー
ム
で
は
な
く、
状
況
に
応
じて
そ
の
人
の
重
要
な
意
思
決
定
あ

る
い
は
意
思
推
定
を
支
え
る
た
め
に
関
与
す
る
関
係
者
が
含
ま
れ
る
こと
に
留
意
。

・受
診
に
際
して
介
護
者
が
医
師
の
指
示
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
、ま
た
日
常
生
活
の
変

化
を
医
師
に
伝
え
られ
て
い
る
か
の
状
況
とそ
の
変
化
の
把
握
。

・日
常
の
生
活
の
様
子
を
見
て
い
て
変
化
が
み
られ
れ
ば
、概

ね
短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目

安
とし
て
、医

師
に
情
報
提
供
し、
そ
の
後
の
支
援
の
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
を
も
らう
。

・認
知
機
能
の
状
況
に
よ
って
は
、必

要
に
応
じて
、医

師
（
か
か
りつ
け
医
だ
け
で
は
な
く、
地
域

の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト医

、認
知
症
の
専
門
医
も
含
む
）
と連

携
して
医
療
に
関
す
る
意
思
決
定

支
援
の
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
り、
医
師
の
指
示
の
理
解
だ
け
で
な
く日
常
の
生
活

の
状
況
を
的
確
に
医
師
に
伝
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を

目
安
とし
て
、医

師
に
対
し、
本
人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
共
有
を
して
お
くこ
とが
重

要
。

10
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 意

思
決

定
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

12
 か

か
りつ

け
医

との
連

携
（

※
必

要
に

応
じ

て
専

門
医

や
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
等

とも
連

携
）

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

2-
2

意
思

決
定

支
援

体
制

の
整

備

2-
2-

1 
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

2-
1-

2
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常
の
生
活
の
変
化
を
把
握
し、
概
ね
短
期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、か
か
りつ
け

医
・か
か
りつ
け
歯
科
医
以
外
の
専
門
職
等
（
薬
剤
師
、看

護
師
、P
T/
O
T/
ST
、介

護
福

祉
士
や
社
会
福
祉
士
、管

理
栄
養
士
等
）
と共

有
す
る
。そ
の
うえ
で
、新

た
に
連
携
す
べ
き
専

門
職
等
が
い
れ
ば
連
携
体
制
の
構
築
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、

関
連
す
る
専
門
職
等
との
間
で
、本

人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
を
共
有
す
る
こと
が
重

要
。

・日
常
の
生
活
の
状
況
や
そ
の
変
化
を
把
握
し、
必
要
に
応
じて
新
た
に
連
携
す
べ
き
相
手
が
い

れ
ば
連
携
体
制
の
構
築
。

・認
知
症
は
状
況
が
変
化
して
い
くも
の
で
あ
る
た
め
、短

期
目
標
の
期
間
程
度
を
目
安
とし
て
、

関
連
す
る
サ
ー
ビス
事
業
者
や
イン
フォ
ー
マ
ル
サ
ポ
ー
ト（

民
生
委
員
、ボ
ラン
テ
ィア
等
を
含

む
）
に
お
い
て
関
係
す
る
人
との
間
で
、本

人
の
生
活
の
状
況
の
変
化
の
情
報
を
共
有
す
る
こと

が
重
要
。

・日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
（
食
事
や
服
を
選
ぶ
こと
、外

出
先
を
選
ぶ
こと
、そ
の
日
に
す
る
こ

とを
決
め
る
こと
等
）
に
お
い
て
、本

人
の
意
向
が
表
明
され
反
映
され
る
よ
うに
、意

向
の
表
明

を
支
え
る
体
制
の
整
備
。

・日
々
の
小
さな
選
択
に
お
い
て
本
人
の
意
向
が
表
明
され
反
映
され
る
こと
は
、日

常
生
活
に

お
け
る
本
人
の
ス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
こと
に
も
つ
な
が
り重

要
。

・本
人
の
日
常
的
な
一
週
間
の
生
活
の
リズ
ム
、日

課
等
の
把
握
。

・本
人
に
とっ
て
の
日
課
や
リズ
ム
、本

人
に
とっ
て
心
地
よ
い
場
所
や
相
手
を
捉
え
、本

人
を
中

心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
る
こと
が
重
要
。

4-
1-

1
日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

4-
2-

1
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
と変

化
を

把
握

す
る

こと
の

支
援

4-
1 

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
意

向
の

尊
重

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

13
 か

か
りつ

け
医

以
外

の
専

門
職

等
との

連
携 14

 サ
ー

ビ
ス

事
業

者
や

地
域

の
関

係
す

る
人

と
の

連
携

体
制

を
整

え
る

3-
1-

2
そ

の
他

の
関

係
す

る
人

との
連

携

16
 本

人
の

生
活

の
リズ

ム
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

表
明

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

123123



認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
日
常
の
生
活
の
中
で
も
、特

に
食
事
・起
就
寝
等
の
生
活
リズ
ム
、及

び
日
常
の
生
活

に
お
け
る
支
援
者
の
関
わ
りの
状
況
を
把
握
し、
そ
の
本
人
の
リズ
ム
に
そ
った
生
活
や
活
動
が
送

れ
る
よ
うな
支
援
。

・認
知
症
の
進
行
や
健
康
状
態
の
変
化
に
よ
り、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
場
合
に
、そ
の
状
況
を

把
握
し、
改
め
て
本
人
に
とっ
て
心
地
よ
い
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

せ
る
よ
うに
す
る
た
め
の
支
援
。

・本
人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
た
うえ

で
、あ
くま
で
も
本
人
の
心
地
よ
い
リズ
ム
に
そ
った
生
活
を
支
え
られ
る
よ
う、
支
援
を
提
供
す
る
こ

とが
重
要
。

・心
地
よ
い
生
活
リズ
ム
を
捉
え
た
とし
て
も
、時

間
の
経
過
とと
も
に
どこ
か
で
そ
れ
が
崩
れ
る
こと

が
あ
る
た
め
、そ
の
変
化
を
把
握
して
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

す
支
援
が
重
要
で
あ
る
。な
お
、そ
の

際
の
リズ
ム
は
、必

ず
しも
元
の
生
活
リズ
ム
が
正
しい
の
で
は
な
く、
そ
の
状
況
に
合
った
本
人
に

とっ
て
心
地
よ
い
リズ
ム
を
改
め
て
把
握
し、
そ
れ
に
そ
った
生
活
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
と診

断
され
る
以
前
の
生
活
に
お
け
る
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
本
人
の
役
割
と、
現
在

の
生
活
に
お
け
る
実
行
状
況
、現

在
の
生
活
で
担
って
い
る
役
割
を
把
握
す
る
。さ
らに
そ
うし
た

役
割
を
で
き
る
だ
け
担
い
続
け
る
うえ
で
捉
え
る
べ
き
認
知
症
の
影
響
の
現
れ
方
の
把
握
。

・認
知
症
の
影
響
が
現
れ
て
も
、で
き
る
か
ぎ
り地

域
及
び
家
庭
の
一
員
とし
て
役
割
を
担
い
続

け
られ
る
よ
う、
本
人
の
IA
D
Lや
社
会
参
加
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
具
体
的
な
支
援

を
考
え
る
た
め
に
も
ま
ず
、本

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
って
き
た
地
域
や
家
庭
で
の
役
割
と、
現
在
の

実
行
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
必
要
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
が
あ
って
も
本
人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大

切
で
あ
り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

4-
2-

2
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

え
る

こと
の

支
援

4-
3-

1
家

庭
や

地
域

で
の

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
 A

D
L/

IA
D

L
の

支
援

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

17
 一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

19
 本

人
が

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
や

支
援

の
提

供
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

18
 本

人
が

これ
ま

で
に

担
って

き
た

家
庭

や
地

域
で

の
役

割
と現

在
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常
生
活
に
お
け
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
聞
く、
話
す
、見

る
）
の
状
況
の
把
握
。

・本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、家

族
及
び
家
族
以
外
の
周
囲
の
人
との
間
で
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
取
りや
す
い
よ
うな
環
境
の
整
備
。

・本
人
が
感
じて
い
る
こと
を
周
囲
に
伝
え
、周

囲
も
ま
た
本
人
の
心
情
を
把
握
しや
す
い
状
態
で

あ
る
た
め
に
は
、本

人
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
況
を
把
握
しコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
りや
す
い

よ
うな
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・地
域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持
す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと

の
認
識
や
状
況
の
把
握
。

・本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
を
支
え
る
環
境
の
整
備
。

・本
人
が
地
域
で
の
活
動
と参

加
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、周

囲
との
関
係
性
を
円
滑
に
す
る
観

点
か
らも
清
潔
を
保
つ
こと
が
重
要
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
長
期
的
に
み
た
フレ
イル
の
進
行
や
状
態
の
変
化

が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の
うえ
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
の

整
備
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
長
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル
が
進
行

す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も

あ
る
た
め
、長

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
とが
重
要
。

・日
常
の
状
態
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ
た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変

化
を
伝
え
られ
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、日

常
の
状
態
と異

な
る
状
態
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難

しい
場
合
も
あ
る
た
め
、日

常
の
状
態
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
とが
重
要
。

4-
4-

1
体

調
の

変
化

を
把

握
し

伝
え

る
こと

の
支

援

20
 日

常
生

活
に

お
い

て
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援

4-
3-

3
清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

21
 清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

22
 体

調
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

23
 日

常
と異

な
る

状
態

の
把

握
とそ

れ
を

表
明

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

124

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
日
常
の
生
活
の
中
で
も
、特

に
食
事
・起
就
寝
等
の
生
活
リズ
ム
、及

び
日
常
の
生
活

に
お
け
る
支
援
者
の
関
わ
りの
状
況
を
把
握
し、
そ
の
本
人
の
リズ
ム
に
そ
った
生
活
や
活
動
が
送

れ
る
よ
うな
支
援
。

・認
知
症
の
進
行
や
健
康
状
態
の
変
化
に
よ
り、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
場
合
に
、そ
の
状
況
を

把
握
し、
改
め
て
本
人
に
とっ
て
心
地
よ
い
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

せ
る
よ
うに
す
る
た
め
の
支
援
。

・本
人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
た
うえ

で
、あ
くま
で
も
本
人
の
心
地
よ
い
リズ
ム
に
そ
った
生
活
を
支
え
られ
る
よ
う、
支
援
を
提
供
す
る
こ

とが
重
要
。

・心
地
よ
い
生
活
リズ
ム
を
捉
え
た
とし
て
も
、時

間
の
経
過
とと
も
に
どこ
か
で
そ
れ
が
崩
れ
る
こと

が
あ
る
た
め
、そ
の
変
化
を
把
握
して
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

す
支
援
が
重
要
で
あ
る
。な
お
、そ
の

際
の
リズ
ム
は
、必

ず
しも
元
の
生
活
リズ
ム
が
正
しい
の
で
は
な
く、
そ
の
状
況
に
合
った
本
人
に

とっ
て
心
地
よ
い
リズ
ム
を
改
め
て
把
握
し、
そ
れ
に
そ
った
生
活
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
と診

断
され
る
以
前
の
生
活
に
お
け
る
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
本
人
の
役
割
と、
現
在

の
生
活
に
お
け
る
実
行
状
況
、現

在
の
生
活
で
担
って
い
る
役
割
を
把
握
す
る
。さ
らに
そ
うし
た

役
割
を
で
き
る
だ
け
担
い
続
け
る
うえ
で
捉
え
る
べ
き
認
知
症
の
影
響
の
現
れ
方
の
把
握
。

・認
知
症
の
影
響
が
現
れ
て
も
、で
き
る
か
ぎ
り地

域
及
び
家
庭
の
一
員
とし
て
役
割
を
担
い
続

け
られ
る
よ
う、
本
人
の
IA
D
Lや
社
会
参
加
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
具
体
的
な
支
援

を
考
え
る
た
め
に
も
ま
ず
、本

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
って
き
た
地
域
や
家
庭
で
の
役
割
と、
現
在
の

実
行
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
必
要
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
が
あ
って
も
本
人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大

切
で
あ
り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

4-
2-

2
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

え
る

こと
の

支
援

4-
3-

1
家

庭
や

地
域

で
の

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
 A

D
L/

IA
D

L
の

支
援

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

17
 一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

19
 本

人
が

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
や

支
援

の
提

供
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

18
 本

人
が

これ
ま

で
に

担
って

き
た

家
庭

や
地

域
で

の
役

割
と現

在
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常
生
活
に
お
け
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
聞
く、
話
す
、見

る
）
の
状
況
の
把
握
。

・本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、家

族
及
び
家
族
以
外
の
周
囲
の
人
との
間
で
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
取
りや
す
い
よ
うな
環
境
の
整
備
。

・本
人
が
感
じて
い
る
こと
を
周
囲
に
伝
え
、周

囲
も
ま
た
本
人
の
心
情
を
把
握
しや
す
い
状
態
で

あ
る
た
め
に
は
、本

人
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
況
を
把
握
しコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
りや
す
い

よ
うな
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・地
域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持
す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと

の
認
識
や
状
況
の
把
握
。

・本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
を
支
え
る
環
境
の
整
備
。

・本
人
が
地
域
で
の
活
動
と参

加
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、周

囲
との
関
係
性
を
円
滑
に
す
る
観

点
か
らも
清
潔
を
保
つ
こと
が
重
要
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
長
期
的
に
み
た
フレ
イル
の
進
行
や
状
態
の
変
化

が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の
うえ
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
の

整
備
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
長
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル
が
進
行

す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も

あ
る
た
め
、長

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
とが
重
要
。

・日
常
の
状
態
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ
た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変

化
を
伝
え
られ
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、日

常
の
状
態
と異

な
る
状
態
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難

しい
場
合
も
あ
る
た
め
、日

常
の
状
態
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
とが
重
要
。

4-
4-

1
体

調
の

変
化

を
把

握
し

伝
え

る
こと

の
支

援

20
 日

常
生

活
に

お
い

て
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援

4-
3-

3
清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

21
 清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

22
 体

調
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

23
 日

常
と異

な
る

状
態

の
把

握
とそ

れ
を

表
明

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
日
常
の
生
活
の
中
で
も
、特

に
食
事
・起
就
寝
等
の
生
活
リズ
ム
、及

び
日
常
の
生
活

に
お
け
る
支
援
者
の
関
わ
りの
状
況
を
把
握
し、
そ
の
本
人
の
リズ
ム
に
そ
った
生
活
や
活
動
が
送

れ
る
よ
うな
支
援
。

・認
知
症
の
進
行
や
健
康
状
態
の
変
化
に
よ
り、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
場
合
に
、そ
の
状
況
を

把
握
し、
改
め
て
本
人
に
とっ
て
心
地
よ
い
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

せ
る
よ
うに
す
る
た
め
の
支
援
。

・本
人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
た
うえ

で
、あ
くま
で
も
本
人
の
心
地
よ
い
リズ
ム
に
そ
った
生
活
を
支
え
られ
る
よ
う、
支
援
を
提
供
す
る
こ

とが
重
要
。

・心
地
よ
い
生
活
リズ
ム
を
捉
え
た
とし
て
も
、時

間
の
経
過
とと
も
に
どこ
か
で
そ
れ
が
崩
れ
る
こと

が
あ
る
た
め
、そ
の
変
化
を
把
握
して
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

す
支
援
が
重
要
で
あ
る
。な
お
、そ
の

際
の
リズ
ム
は
、必

ず
しも
元
の
生
活
リズ
ム
が
正
しい
の
で
は
な
く、
そ
の
状
況
に
合
った
本
人
に

とっ
て
心
地
よ
い
リズ
ム
を
改
め
て
把
握
し、
そ
れ
に
そ
った
生
活
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
と診

断
され
る
以
前
の
生
活
に
お
け
る
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
本
人
の
役
割
と、
現
在

の
生
活
に
お
け
る
実
行
状
況
、現

在
の
生
活
で
担
って
い
る
役
割
を
把
握
す
る
。さ
らに
そ
うし
た

役
割
を
で
き
る
だ
け
担
い
続
け
る
うえ
で
捉
え
る
べ
き
認
知
症
の
影
響
の
現
れ
方
の
把
握
。

・認
知
症
の
影
響
が
現
れ
て
も
、で
き
る
か
ぎ
り地

域
及
び
家
庭
の
一
員
とし
て
役
割
を
担
い
続

け
られ
る
よ
う、
本
人
の
IA
D
Lや
社
会
参
加
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
具
体
的
な
支
援

を
考
え
る
た
め
に
も
ま
ず
、本

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
って
き
た
地
域
や
家
庭
で
の
役
割
と、
現
在
の

実
行
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
必
要
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
が
あ
って
も
本
人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大

切
で
あ
り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

4-
2-

2
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

え
る

こと
の

支
援

4-
3-

1
家

庭
や

地
域

で
の

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
 A

D
L/

IA
D

L
の

支
援

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

17
 一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

19
 本

人
が

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
や

支
援

の
提

供
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

18
 本

人
が

これ
ま

で
に

担
って

き
た

家
庭

や
地

域
で

の
役

割
と現

在
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常
生
活
に
お
け
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
聞
く、
話
す
、見

る
）
の
状
況
の
把
握
。

・本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、家

族
及
び
家
族
以
外
の
周
囲
の
人
との
間
で
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
取
りや
す
い
よ
うな
環
境
の
整
備
。

・本
人
が
感
じて
い
る
こと
を
周
囲
に
伝
え
、周

囲
も
ま
た
本
人
の
心
情
を
把
握
しや
す
い
状
態
で

あ
る
た
め
に
は
、本

人
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
況
を
把
握
しコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
りや
す
い

よ
うな
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・地
域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持
す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと

の
認
識
や
状
況
の
把
握
。

・本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
を
支
え
る
環
境
の
整
備
。

・本
人
が
地
域
で
の
活
動
と参

加
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、周

囲
との
関
係
性
を
円
滑
に
す
る
観

点
か
らも
清
潔
を
保
つ
こと
が
重
要
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
長
期
的
に
み
た
フレ
イル
の
進
行
や
状
態
の
変
化

が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の
うえ
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
の

整
備
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
長
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル
が
進
行

す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も

あ
る
た
め
、長

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
とが
重
要
。

・日
常
の
状
態
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ
た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変

化
を
伝
え
られ
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、日

常
の
状
態
と異

な
る
状
態
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難

しい
場
合
も
あ
る
た
め
、日

常
の
状
態
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
とが
重
要
。

4-
4-

1
体

調
の

変
化

を
把

握
し

伝
え

る
こと

の
支

援

20
 日

常
生

活
に

お
い

て
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援

4-
3-

3
清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

21
 清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

22
 体

調
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

23
 日

常
と異

な
る

状
態

の
把

握
とそ

れ
を

表
明

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

124

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
日
常
の
生
活
の
中
で
も
、特

に
食
事
・起
就
寝
等
の
生
活
リズ
ム
、及

び
日
常
の
生
活

に
お
け
る
支
援
者
の
関
わ
りの
状
況
を
把
握
し、
そ
の
本
人
の
リズ
ム
に
そ
った
生
活
や
活
動
が
送

れ
る
よ
うな
支
援
。

・認
知
症
の
進
行
や
健
康
状
態
の
変
化
に
よ
り、
生
活
リズ
ム
が
崩
れ
た
場
合
に
、そ
の
状
況
を

把
握
し、
改
め
て
本
人
に
とっ
て
心
地
よ
い
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

せ
る
よ
うに
す
る
た
め
の
支
援
。

・本
人
を
中
心
とし
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
一
週
間
の
生
活
を
捉
え
た
うえ

で
、あ
くま
で
も
本
人
の
心
地
よ
い
リズ
ム
に
そ
った
生
活
を
支
え
られ
る
よ
う、
支
援
を
提
供
す
る
こ

とが
重
要
。

・心
地
よ
い
生
活
リズ
ム
を
捉
え
た
とし
て
も
、時

間
の
経
過
とと
も
に
どこ
か
で
そ
れ
が
崩
れ
る
こと

が
あ
る
た
め
、そ
の
変
化
を
把
握
して
生
活
リズ
ム
を
取
り戻

す
支
援
が
重
要
で
あ
る
。な
お
、そ
の

際
の
リズ
ム
は
、必

ず
しも
元
の
生
活
リズ
ム
が
正
しい
の
で
は
な
く、
そ
の
状
況
に
合
った
本
人
に

とっ
て
心
地
よ
い
リズ
ム
を
改
め
て
把
握
し、
そ
れ
に
そ
った
生
活
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
と診

断
され
る
以
前
の
生
活
に
お
け
る
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
本
人
の
役
割
と、
現
在

の
生
活
に
お
け
る
実
行
状
況
、現

在
の
生
活
で
担
って
い
る
役
割
を
把
握
す
る
。さ
らに
そ
うし
た

役
割
を
で
き
る
だ
け
担
い
続
け
る
うえ
で
捉
え
る
べ
き
認
知
症
の
影
響
の
現
れ
方
の
把
握
。

・認
知
症
の
影
響
が
現
れ
て
も
、で
き
る
か
ぎ
り地

域
及
び
家
庭
の
一
員
とし
て
役
割
を
担
い
続

け
られ
る
よ
う、
本
人
の
IA
D
Lや
社
会
参
加
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
具
体
的
な
支
援

を
考
え
る
た
め
に
も
ま
ず
、本

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
って
き
た
地
域
や
家
庭
で
の
役
割
と、
現
在
の

実
行
状
況
を
把
握
す
る
こと
が
必
要
。

・本
人
が
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う、
役
割
を
担
い
続
け
られ
る
よ
うに
支
援
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
が
あ
って
も
本
人
が
自
分
の
慣
れ
親
しん
だ
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
大

切
で
あ
り、
そ
の
た
め
に
は
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

4-
2-

2
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

え
る

こと
の

支
援

4-
3-

1
家

庭
や

地
域

で
の

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
 A

D
L/

IA
D

L
の

支
援

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

17
 一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

19
 本

人
が

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
や

支
援

の
提

供
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

18
 本

人
が

これ
ま

で
に

担
って

き
た

家
庭

や
地

域
で

の
役

割
と現

在
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常
生
活
に
お
け
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
聞
く、
話
す
、見

る
）
の
状
況
の
把
握
。

・本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、家

族
及
び
家
族
以
外
の
周
囲
の
人
との
間
で
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
取
りや
す
い
よ
うな
環
境
の
整
備
。

・本
人
が
感
じて
い
る
こと
を
周
囲
に
伝
え
、周

囲
も
ま
た
本
人
の
心
情
を
把
握
しや
す
い
状
態
で

あ
る
た
め
に
は
、本

人
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
状
況
を
把
握
しコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
りや
す
い

よ
うな
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・地
域
等
で
の
活
動
と参

加
を
維
持
す
る
際
の
支
障
とな
らな
い
よ
う、
本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと

の
認
識
や
状
況
の
把
握
。

・本
人
が
清
潔
を
保
つ
こと
を
支
え
る
環
境
の
整
備
。

・本
人
が
地
域
で
の
活
動
と参

加
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、周

囲
との
関
係
性
を
円
滑
に
す
る
観

点
か
らも
清
潔
を
保
つ
こと
が
重
要
。

・日
常
的
な
体
調
が
どの
よ
うな
も
の
か
、特

に
長
期
的
に
み
た
フレ
イル
の
進
行
や
状
態
の
変
化

が
どの
よ
うな
も
の
か
を
把
握
し、
そ
の
うえ
で
日
々
の
体
調
を
管
理
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
の

整
備
。

・高
齢
者
全
般
の
基
本
的
な
機
能
と生

理
とし
て
長
期
的
に
状
態
が
変
化
しフ
レ
イル
が
進
行

す
る
が
、認

知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、そ
の
変
化
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難
しい
場
合
も

あ
る
た
め
、長

期
的
な
変
化
と日

常
の
状
況
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
とが
重
要
。

・日
常
の
状
態
とは
異
な
る
体
調
が
み
られ
た
場
合
に
、そ
れ
を
把
握
し必

要
な
相
手
に
そ
の
変

化
を
伝
え
られ
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、日

常
の
状
態
と異

な
る
状
態
を
自
ら捉

え
訴
え
る
こと
が
難

しい
場
合
も
あ
る
た
め
、日

常
の
状
態
を
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
お
くこ
とが
重
要
。

4-
4-

1
体

調
の

変
化

を
把

握
し

伝
え

る
こと

の
支

援

20
 日

常
生

活
に

お
い

て
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援

4-
3-

3
清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

21
 清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

22
 体

調
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

23
 日

常
と異

な
る

状
態

の
把

握
とそ

れ
を

表
明

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・認
知
症
あ
る
い
は
併
発
疾
患
の
療
養
の
た
め
に
は
、医

師
の
指
示
に
した
が
った
適
切
な
服
薬

が
必
要
で
あ
る
こと
を
本
人
が
理
解
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
に
加
え
、必

要
に
応
じ

て
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
の
整
備
。

・適
切
な
服
薬
を
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や

専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く、
併
発
して
い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の

た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き
る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も

重
要
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
の
整
備
。

・日
常
の
生
活
に
お
い
て
、必

要
な
水
分
量
を
摂
取
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
の
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患

が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も
懸
念
され
る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を

把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・日
常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に
取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体

制
の
整
備
。

・日
常
的
な
食
事
に
お
い
て
バ
ラン
ス
よ
く栄
養
を
取
れ
る
よ
う、
メニ
ュー
や
調
理
、食

事
の
摂
取

を
支
え
る
体
制
の
整
備
。

・栄
養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の

食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
。

・日
常
的
な
排
泄
リズ
ム
、排

泄
内
容
（
便
秘
や
下
痢
とい
った
状
況
の
有
無
）
、排

泄
方
法

を
把
握
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・自
分
で
排
泄
を
続
け
られ
る
よ
う排

泄
リズ
ム
に
対
す
る
本
人
の
認
識
を
高
め
た
り、
排
泄
動
作

を
維
持
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
に
も
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把

握
す
る
こと
が
重
要
。

4-
5 

基
本

的
な

セ
ル

フケ
ア

を
継

続
す

る
こ

との
支

援

4-
4-

2
服

薬
支

援

4-
5-

3
排

泄
を

続
け

る
こと

の
支

援

25
 必

要
な

水
分

量
の

把
握

と必
要

な
水

分
量

を
摂

取
で

き
る

よ
うに

す
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

24
 薬

の
管

理
と服

薬
を

一
定

の
水

準
で

継
続

で
き

る
よ

うに
す

る
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

26
 必

要
な

栄
養

及
び

日
常

的
な

摂
取

状
況

（
摂

取
方

法
を

含
む

）
の

把
握

と必
要

な
栄

養
を

摂
取

す
る

こと
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
5-

2
栄

養
の

摂
取

の
支

援4-
5-

1
水

分
の

摂
取

の
支

援

27
 で

き
る

だ
け

自
立

し
た

排
泄

を
続

け
ら

れ
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支
援
を
検
討

す
る
た
め
に
、日

常
の
生
活
を
通
じて

交
流
して

い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の

状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心
理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
捉
え
る
。こ
れ
を
踏

ま
え
、交

流
関
係
に
対
す
る
支
援
及
び
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る
支
援
を
検

討
。

・認
知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ

つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す

る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、そ
の
人
に
とっ
て
の
快
・不

快
の
変
化
を
捉

え
る
こと
が
重
要
。

・日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて

い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の
状
況
の
把
握
。

・認
知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ

つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す

る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、そ
の
人
に
とっ
て
の
快
・不

快
の
変
化
を
捉

え
る
こと
が
重
要
。

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活

動
環
境
の
整
備
。

・認
知
機
能
が
低
下
して

も
、本

人
が
自
ら活

動
・参

加
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
に
、人

的
な
支

援
だ
け
で
な
く、
本
人
が
これ

ま
で
築
い
て
き
た
生
活
歴
を
基
盤
に
、そ
うし
た
生
活
を
継
続
し、
拡

充
で
き
る
よ
うに
生
活
環
境
・活

動
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
に
な
る
前
の
生
活
と比

較
して

役
割
を
縮
小
させ

る
だ
け
で
な
く、
さら
に
新
た
な
役
割

機
能
を
獲
得
で
き
る
よ
う支

援
。

・認
知
症
と診

断
され

る
こと
が
そ
の
ま
ま
従
前
の
生
活
や
役
割
を
縮
小
す
る
こと
で
は
な
く、
状
況

に
あ
った
新
た
な
役
割
・機

能
の
獲
得
の
可
能
性
が
あ
る
と捉

え
、本

人
が
参
加
で
き
る
よ
うに
支

援
す
る
こと
が
重
要
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して

い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して

専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制
の
整
備
。

・状
況
の
重
度
化
の
要
因
とな
る
転
倒
を
予
防
す
る
よ
う、
日
常
生
活
動
線
を
把
握
す
る
とと
も

に
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・口
腔
機
能
の
状
況
だ
け
で
な
く、
そ
の
変
化
を
本
人
が
どの
よ
うに
捉
え
て
い
る
か
も
含
め
、誤

嚥
の
リス
クを
低
下
で
き
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・状
況
の
重
度
化
の
要
因
とな
る
誤
嚥
を
予
防
す
る
よ
う、
日
常
生
活
に
お
け
る
動
線
を
把
握
す

る
とと
も
に
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

5-
2

合
併

症
や

併
発

し
や

す
い

事
故

の
予

防

5-
1 

本
人

の
役

割
の

維
持

・拡
充

に
向

け
た

持
って

い
る

機
能

を
発

揮
し

や
す

い
環

境
の

整
備

5-
1-

1
そ

の
人

に
とっ

て
の

活
動

と参
加

を
取

り巻
く

交
流

環
境

の
整

備

5-
2-

1
転

倒
の

予
防

の
支

援 5-
2-

2
誤

嚥
の

予
防

の
支

援5-
1-

2
持

って
い

る
機

能
を

発
揮

し
や

す
い

環
境

の
整

備

28
 活

動
と参

加
を

通
じ

た
周

囲
の

人
び

とと
の

日
常

的
な

交
流

環
境

を
実

現
す

る
た

め
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

29
 そ

の
人

に
とっ

て
の

快
・不

快
とそ

の
変

化
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

30
 状

態
に

合
った

活
動

と参
加

を
実

現
す

る
環

境
整

備
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

31
 新

た
な

役
割

・機
能

を
獲

得
す

る
こと

の
支

援 ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

32
 転

倒
の

予
防

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

33
 誤

嚥
の

予
防

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

5 
これ

ま
で

の
生

活
の

尊
重

と重
度

化
の

予
防

126

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・認
知
症
あ
る
い
は
併
発
疾
患
の
療
養
の
た
め
に
は
、医

師
の
指
示
に
した
が
った
適
切
な
服
薬

が
必
要
で
あ
る
こと
を
本
人
が
理
解
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
に
加
え
、必

要
に
応
じ

て
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
の
整
備
。

・適
切
な
服
薬
を
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や

専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く、
併
発
して
い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の

た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き
る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も

重
要
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
の
整
備
。

・日
常
の
生
活
に
お
い
て
、必

要
な
水
分
量
を
摂
取
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
の
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患

が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も
懸
念
され
る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を

把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・日
常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に
取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体

制
の
整
備
。

・日
常
的
な
食
事
に
お
い
て
バ
ラン
ス
よ
く栄
養
を
取
れ
る
よ
う、
メニ
ュー
や
調
理
、食

事
の
摂
取

を
支
え
る
体
制
の
整
備
。

・栄
養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の

食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
。

・日
常
的
な
排
泄
リズ
ム
、排

泄
内
容
（
便
秘
や
下
痢
とい
った
状
況
の
有
無
）
、排

泄
方
法

を
把
握
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・自
分
で
排
泄
を
続
け
られ
る
よ
う排

泄
リズ
ム
に
対
す
る
本
人
の
認
識
を
高
め
た
り、
排
泄
動
作

を
維
持
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
に
も
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把

握
す
る
こと
が
重
要
。

4-
5 

基
本

的
な

セ
ル

フケ
ア

を
継

続
す

る
こ

との
支

援

4-
4-

2
服

薬
支

援

4-
5-

3
排

泄
を

続
け

る
こと

の
支

援

25
 必

要
な

水
分

量
の

把
握

と必
要

な
水

分
量

を
摂

取
で

き
る

よ
うに

す
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

24
 薬

の
管

理
と服

薬
を

一
定

の
水

準
で

継
続

で
き

る
よ

うに
す

る
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

26
 必

要
な

栄
養

及
び

日
常

的
な

摂
取

状
況

（
摂

取
方

法
を

含
む

）
の

把
握

と必
要

な
栄

養
を

摂
取

す
る

こと
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
5-

2
栄

養
の

摂
取

の
支

援4-
5-

1
水

分
の

摂
取

の
支

援

27
 で

き
る

だ
け

自
立

し
た

排
泄

を
続

け
ら

れ
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支
援
を
検
討

す
る
た
め
に
、日

常
の
生
活
を
通
じて

交
流
して

い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の

状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心
理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
捉
え
る
。こ
れ
を
踏

ま
え
、交

流
関
係
に
対
す
る
支
援
及
び
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る
支
援
を
検

討
。

・認
知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ

つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す

る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、そ
の
人
に
とっ
て
の
快
・不

快
の
変
化
を
捉

え
る
こと
が
重
要
。

・日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて

い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の
状
況
の
把
握
。

・認
知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ

つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す

る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、そ
の
人
に
とっ
て
の
快
・不

快
の
変
化
を
捉

え
る
こと
が
重
要
。

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活

動
環
境
の
整
備
。

・認
知
機
能
が
低
下
して

も
、本

人
が
自
ら活

動
・参

加
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
に
、人

的
な
支

援
だ
け
で
な
く、
本
人
が
これ

ま
で
築
い
て
き
た
生
活
歴
を
基
盤
に
、そ
うし
た
生
活
を
継
続
し、
拡

充
で
き
る
よ
うに
生
活
環
境
・活

動
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
に
な
る
前
の
生
活
と比

較
して

役
割
を
縮
小
させ

る
だ
け
で
な
く、
さら
に
新
た
な
役
割

機
能
を
獲
得
で
き
る
よ
う支

援
。

・認
知
症
と診

断
され

る
こと
が
そ
の
ま
ま
従
前
の
生
活
や
役
割
を
縮
小
す
る
こと
で
は
な
く、
状
況

に
あ
った
新
た
な
役
割
・機

能
の
獲
得
の
可
能
性
が
あ
る
と捉

え
、本

人
が
参
加
で
き
る
よ
うに
支

援
す
る
こと
が
重
要
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して

い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して

専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制
の
整
備
。

・状
況
の
重
度
化
の
要
因
とな
る
転
倒
を
予
防
す
る
よ
う、
日
常
生
活
動
線
を
把
握
す
る
とと
も

に
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・口
腔
機
能
の
状
況
だ
け
で
な
く、
そ
の
変
化
を
本
人
が
どの
よ
うに
捉
え
て
い
る
か
も
含
め
、誤

嚥
の
リス
クを
低
下
で
き
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・状
況
の
重
度
化
の
要
因
とな
る
誤
嚥
を
予
防
す
る
よ
う、
日
常
生
活
に
お
け
る
動
線
を
把
握
す

る
とと
も
に
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

5-
2

合
併

症
や

併
発

し
や

す
い

事
故

の
予

防

5-
1 

本
人

の
役

割
の

維
持

・拡
充

に
向

け
た

持
って

い
る

機
能

を
発

揮
し

や
す

い
環

境
の

整
備

5-
1-

1
そ

の
人

に
とっ

て
の

活
動

と参
加

を
取

り巻
く

交
流

環
境

の
整

備

5-
2-

1
転

倒
の

予
防

の
支

援 5-
2-

2
誤

嚥
の

予
防

の
支

援5-
1-

2
持

って
い

る
機

能
を

発
揮

し
や

す
い

環
境

の
整

備

28
 活

動
と参

加
を

通
じ

た
周

囲
の

人
び

とと
の

日
常

的
な

交
流

環
境

を
実

現
す

る
た

め
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

29
 そ

の
人

に
とっ

て
の

快
・不

快
とそ

の
変

化
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

30
 状

態
に

合
った

活
動

と参
加

を
実

現
す

る
環

境
整

備
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

31
 新

た
な

役
割

・機
能

を
獲

得
す

る
こと

の
支

援 ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

32
 転

倒
の

予
防

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

33
 誤

嚥
の

予
防

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

5 
これ

ま
で

の
生

活
の

尊
重

と重
度

化
の

予
防
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・認
知
症
あ
る
い
は
併
発
疾
患
の
療
養
の
た
め
に
は
、医

師
の
指
示
に
した
が
った
適
切
な
服
薬

が
必
要
で
あ
る
こと
を
本
人
が
理
解
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
に
加
え
、必

要
に
応
じ

て
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
の
整
備
。

・適
切
な
服
薬
を
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や

専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く、
併
発
して
い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の

た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き
る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も

重
要
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
の
整
備
。

・日
常
の
生
活
に
お
い
て
、必

要
な
水
分
量
を
摂
取
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
の
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患

が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も
懸
念
され
る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を

把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・日
常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に
取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体

制
の
整
備
。

・日
常
的
な
食
事
に
お
い
て
バ
ラン
ス
よ
く栄
養
を
取
れ
る
よ
う、
メニ
ュー
や
調
理
、食

事
の
摂
取

を
支
え
る
体
制
の
整
備
。

・栄
養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の

食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
。

・日
常
的
な
排
泄
リズ
ム
、排

泄
内
容
（
便
秘
や
下
痢
とい
った
状
況
の
有
無
）
、排

泄
方
法

を
把
握
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・自
分
で
排
泄
を
続
け
られ
る
よ
う排

泄
リズ
ム
に
対
す
る
本
人
の
認
識
を
高
め
た
り、
排
泄
動
作

を
維
持
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
に
も
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把

握
す
る
こと
が
重
要
。

4-
5 

基
本

的
な

セ
ル

フケ
ア

を
継

続
す

る
こ

との
支

援

4-
4-

2
服

薬
支

援

4-
5-

3
排

泄
を

続
け

る
こと

の
支

援

25
 必

要
な

水
分

量
の

把
握

と必
要

な
水

分
量

を
摂

取
で

き
る

よ
うに

す
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

24
 薬

の
管

理
と服

薬
を

一
定

の
水

準
で

継
続

で
き

る
よ

うに
す

る
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

26
 必

要
な

栄
養

及
び

日
常

的
な

摂
取

状
況

（
摂

取
方

法
を

含
む

）
の

把
握

と必
要

な
栄

養
を

摂
取

す
る

こと
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
5-

2
栄

養
の

摂
取

の
支

援4-
5-

1
水

分
の

摂
取

の
支

援

27
 で

き
る

だ
け

自
立

し
た

排
泄

を
続

け
ら

れ
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支
援
を
検
討

す
る
た
め
に
、日

常
の
生
活
を
通
じて

交
流
して

い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の

状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心
理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
捉
え
る
。こ
れ
を
踏

ま
え
、交

流
関
係
に
対
す
る
支
援
及
び
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る
支
援
を
検

討
。

・認
知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ

つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す

る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、そ
の
人
に
とっ
て
の
快
・不

快
の
変
化
を
捉

え
る
こと
が
重
要
。

・日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて

い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の
状
況
の
把
握
。

・認
知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ

つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す

る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、そ
の
人
に
とっ
て
の
快
・不

快
の
変
化
を
捉

え
る
こと
が
重
要
。

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活

動
環
境
の
整
備
。

・認
知
機
能
が
低
下
して

も
、本

人
が
自
ら活

動
・参

加
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
に
、人

的
な
支

援
だ
け
で
な
く、
本
人
が
これ

ま
で
築
い
て
き
た
生
活
歴
を
基
盤
に
、そ
うし
た
生
活
を
継
続
し、
拡

充
で
き
る
よ
うに
生
活
環
境
・活

動
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
に
な
る
前
の
生
活
と比

較
して

役
割
を
縮
小
させ

る
だ
け
で
な
く、
さら
に
新
た
な
役
割

機
能
を
獲
得
で
き
る
よ
う支

援
。

・認
知
症
と診

断
され

る
こと
が
そ
の
ま
ま
従
前
の
生
活
や
役
割
を
縮
小
す
る
こと
で
は
な
く、
状
況

に
あ
った
新
た
な
役
割
・機

能
の
獲
得
の
可
能
性
が
あ
る
と捉

え
、本

人
が
参
加
で
き
る
よ
うに
支

援
す
る
こと
が
重
要
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して

い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して

専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制
の
整
備
。

・状
況
の
重
度
化
の
要
因
とな
る
転
倒
を
予
防
す
る
よ
う、
日
常
生
活
動
線
を
把
握
す
る
とと
も

に
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・口
腔
機
能
の
状
況
だ
け
で
な
く、
そ
の
変
化
を
本
人
が
どの
よ
うに
捉
え
て
い
る
か
も
含
め
、誤

嚥
の
リス
クを
低
下
で
き
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・状
況
の
重
度
化
の
要
因
とな
る
誤
嚥
を
予
防
す
る
よ
う、
日
常
生
活
に
お
け
る
動
線
を
把
握
す

る
とと
も
に
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

5-
2

合
併

症
や

併
発

し
や

す
い

事
故

の
予

防

5-
1 

本
人

の
役

割
の

維
持

・拡
充

に
向

け
た

持
って

い
る

機
能

を
発

揮
し

や
す

い
環

境
の

整
備

5-
1-

1
そ

の
人

に
とっ

て
の

活
動

と参
加

を
取

り巻
く

交
流

環
境

の
整

備

5-
2-

1
転

倒
の

予
防

の
支

援 5-
2-

2
誤

嚥
の

予
防

の
支

援5-
1-

2
持

って
い

る
機

能
を

発
揮

し
や

す
い

環
境

の
整

備

28
 活

動
と参

加
を

通
じ

た
周

囲
の

人
び

とと
の

日
常

的
な

交
流

環
境

を
実

現
す

る
た

め
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

29
 そ

の
人

に
とっ

て
の

快
・不

快
とそ

の
変

化
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

30
 状

態
に

合
った

活
動

と参
加

を
実

現
す

る
環

境
整

備
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

31
 新

た
な

役
割

・機
能

を
獲

得
す

る
こと

の
支

援 ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

32
 転

倒
の

予
防

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

33
 誤

嚥
の

予
防

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

5 
これ

ま
で

の
生

活
の

尊
重

と重
度

化
の

予
防

126

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・認
知
症
あ
る
い
は
併
発
疾
患
の
療
養
の
た
め
に
は
、医

師
の
指
示
に
した
が
った
適
切
な
服
薬

が
必
要
で
あ
る
こと
を
本
人
が
理
解
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・処
方
され
た
薬
が
適
切
に
管
理
され
服
薬
され
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
に
加
え
、必

要
に
応
じ

て
専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
の
整
備
。

・適
切
な
服
薬
を
継
続
で
き
る
よ
うに
、本

人
や
家
族
に
加
え
、ケ
ア
に
携
わ
る
他
の
メン
バ
ー
や

専
門
職
と連

携
して
支
援
体
制
の
整
備
。

・認
知
症
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く、
併
発
して
い
る
疾
患
の
再
発
防
止
あ
る
い
は
重
度
化
防
止
の

た
め
に
は
服
薬
が
重
要
で
あ
り、
そ
れ
を
本
人
が
可
能
な
限
り理

解
で
き
る
よ
うに
支
援
す
る
こと
も

重
要
。

・日
常
の
生
活
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
、そ
の
状
況
の
変
化
を
把
握
で
き
る
体
制
の
整
備
。

・日
常
の
生
活
に
お
い
て
、必

要
な
水
分
量
を
摂
取
で
き
る
よ
う支

援
す
る
体
制
の
整
備
。

・必
要
十
分
な
水
分
量
を
摂
取
しな
い
と、
認
知
機
能
の
低
下
へ
の
影
響
とと
も
に
、併

発
疾
患

が
あ
る
場
合
そ
の
療
養
へ
の
影
響
も
懸
念
され
る
た
め
、必

要
な
水
分
量
と日

常
の
摂
取
量
を

把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・日
常
の
生
活
で
必
要
な
栄
養
を
量
及
び
バ
ラン
ス
とも
に
十
分
に
取
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
体

制
の
整
備
。

・日
常
的
な
食
事
に
お
い
て
バ
ラン
ス
よ
く栄
養
を
取
れ
る
よ
う、
メニ
ュー
や
調
理
、食

事
の
摂
取

を
支
え
る
体
制
の
整
備
。

・栄
養
が
不
足
した
り大

き
く偏
る
こと
は
、療

養
中
の
疾
患
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、日

常
の

食
生
活
で
栄
養
を
取
れ
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
。

・日
常
的
な
排
泄
リズ
ム
、排

泄
内
容
（
便
秘
や
下
痢
とい
った
状
況
の
有
無
）
、排

泄
方
法

を
把
握
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・自
分
で
排
泄
を
続
け
られ
る
よ
う排

泄
リズ
ム
に
対
す
る
本
人
の
認
識
を
高
め
た
り、
排
泄
動
作

を
維
持
で
き
る
よ
うな
支
援
体
制
の
整
備
。

・排
泄
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
続
け
られ
る
よ
うに
す
る
た
め
に
も
、排

泄
リズ
ム
や
排
泄
方
法
を
把

握
す
る
こと
が
重
要
。

4-
5 

基
本

的
な

セ
ル

フケ
ア

を
継

続
す

る
こ

との
支

援

4-
4-

2
服

薬
支

援

4-
5-

3
排

泄
を

続
け

る
こと

の
支

援

25
 必

要
な

水
分

量
の

把
握

と必
要

な
水

分
量

を
摂

取
で

き
る

よ
うに

す
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

24
 薬

の
管

理
と服

薬
を

一
定

の
水

準
で

継
続

で
き

る
よ

うに
す

る
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

26
 必

要
な

栄
養

及
び

日
常

的
な

摂
取

状
況

（
摂

取
方

法
を

含
む

）
の

把
握

と必
要

な
栄

養
を

摂
取

す
る

こと
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
5-

2
栄

養
の

摂
取

の
支

援4-
5-

1
水

分
の

摂
取

の
支

援

27
 で

き
る

だ
け

自
立

し
た

排
泄

を
続

け
ら

れ
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人
の
活
動
と参

加
を
可
能
な
か
ぎ
り継

続
で
き
る
よ
うな
人
間
関
係
に
対
す
る
支
援
を
検
討

す
る
た
め
に
、日

常
の
生
活
を
通
じて

交
流
して

い
る
人
間
関
係
や
周
囲
の
人
び
とと
の
交
流
の

状
況
と、
そ
うし
た
交
流
機
会
に
お
け
る
本
人
の
心
理
的
な
困
惑
や
葛
藤
を
捉
え
る
。こ
れ
を
踏

ま
え
、交

流
関
係
に
対
す
る
支
援
及
び
交
流
を
円
滑
に
で
き
る
よ
うな
本
人
に
対
す
る
支
援
を
検

討
。

・認
知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ

つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す

る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、そ
の
人
に
とっ
て
の
快
・不

快
の
変
化
を
捉

え
る
こと
が
重
要
。

・日
常
生
活
に
お
い
て
本
人
が
感
じて

い
る
で
あ
ろ
う快

・不
快
の
状
況
の
把
握
。

・認
知
症
の
あ
る
人
に
とっ
て
も
活
動
と参

加
を
継
続
で
き
る
よ
うに
しつ

つ
、か
つ
状
況
が
変
化
す

る
こと
を
前
提
とし
て
活
動
と参

加
の
状
況
の
変
化
、そ
の
人
に
とっ
て
の
快
・不

快
の
変
化
を
捉

え
る
こと
が
重
要
。

・本
人
の
心
身
の
状
況
に
あ
った
生
活
環
境
・活

動
環
境
の
整
備
。

・認
知
機
能
が
低
下
して

も
、本

人
が
自
ら活

動
・参

加
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
に
、人

的
な
支

援
だ
け
で
な
く、
本
人
が
これ

ま
で
築
い
て
き
た
生
活
歴
を
基
盤
に
、そ
うし
た
生
活
を
継
続
し、
拡

充
で
き
る
よ
うに
生
活
環
境
・活

動
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・認
知
症
に
な
る
前
の
生
活
と比

較
して

役
割
を
縮
小
させ

る
だ
け
で
な
く、
さら
に
新
た
な
役
割

機
能
を
獲
得
で
き
る
よ
う支

援
。

・認
知
症
と診

断
され

る
こと
が
そ
の
ま
ま
従
前
の
生
活
や
役
割
を
縮
小
す
る
こと
で
は
な
く、
状
況

に
あ
った
新
た
な
役
割
・機

能
の
獲
得
の
可
能
性
が
あ
る
と捉

え
、本

人
が
参
加
で
き
る
よ
うに
支

援
す
る
こと
が
重
要
。

・生
活
環
境
と本

人
の
状
況
が
変
化
して

い
くた
め
、本

人
の
日
常
生
活
の
状
況
を
把
握
して

専
門
職
が
状
態
の
変
化
を
判
断
で
き
る
体
制
の
整
備
。

・状
況
の
重
度
化
の
要
因
とな
る
転
倒
を
予
防
す
る
よ
う、
日
常
生
活
動
線
を
把
握
す
る
とと
も

に
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

・口
腔
機
能
の
状
況
だ
け
で
な
く、
そ
の
変
化
を
本
人
が
どの
よ
うに
捉
え
て
い
る
か
も
含
め
、誤

嚥
の
リス
クを
低
下
で
き
る
よ
うな
体
制
の
整
備
。

・状
況
の
重
度
化
の
要
因
とな
る
誤
嚥
を
予
防
す
る
よ
う、
日
常
生
活
に
お
け
る
動
線
を
把
握
す

る
とと
も
に
環
境
を
整
え
る
こと
が
重
要
。

5-
2

合
併

症
や

併
発

し
や

す
い

事
故

の
予

防

5-
1 

本
人

の
役

割
の

維
持

・拡
充

に
向

け
た

持
って

い
る

機
能

を
発

揮
し

や
す

い
環

境
の

整
備

5-
1-

1
そ

の
人

に
とっ

て
の

活
動

と参
加

を
取

り巻
く

交
流

環
境

の
整

備

5-
2-

1
転

倒
の

予
防

の
支

援 5-
2-

2
誤

嚥
の

予
防

の
支

援5-
1-

2
持

って
い

る
機

能
を

発
揮

し
や

す
い

環
境

の
整

備

28
 活

動
と参

加
を

通
じ

た
周

囲
の

人
び

とと
の

日
常

的
な

交
流

環
境

を
実

現
す

る
た

め
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

29
 そ

の
人

に
とっ

て
の

快
・不

快
とそ

の
変

化
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

30
 状

態
に

合
った

活
動

と参
加

を
実

現
す

る
環

境
整

備
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

31
 新

た
な

役
割

・機
能

を
獲

得
す

る
こと

の
支

援 ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

32
 転

倒
の

予
防

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

33
 誤

嚥
の

予
防

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

5 
これ

ま
で

の
生

活
の

尊
重

と重
度

化
の

予
防
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動
・心
理
症
状
が
どの
よ
うな
状
況
や
タイ
ミン
グ
で
起
き
て
い
る
か
（
どの
よ
うな
状
況
で
起

き
や
す
い
の
か
、定

期
的
に
起
き
て
い
る
の
か
等
）
を
把
握
す
る
体
制
の
整
備
。

・行
動
・心
理
症
状
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、ど
の
よ
うな
状
況
が
本
人
に
とっ
て
の
要
因
に
な
って

い
る
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、ま
ず
は
どの
よ
うな
状
況
・タ
イミ
ン
グ
で
行
動
・心
理
症

状
が
起
き
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・な
お
、行

動
・心
理
症
状
に
対
して
は
背
景
要
因
を
把
握
して
対
応
す
る
こと
が
基
本
だ
が
、実

際
に
は
本
人
の
意
思
の
尊
重
との
バ
ラン
ス
を
取
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、一

定
の
期

間
に
わ
た
って
行
動
・心
理
症
状
の
現
れ
方
を
把
握
す
る
とと
も
に
、日

常
の
そ
の
人
の
状
況
や

意
向
を
併
せ
て
把
握
して
お
くこ
とが
大
切
。

・本
人
が
感
じて
い
る
不
安
や
不
快
の
程
度
を
把
握
し、
可
能
な
限
りこ
れ
を
解
消
す
る
よ
うな
支

援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
り、
こう
した
状
況

を
把
握
して
分
析
し、
解
消
策
を
実
施
す
る
こと
は
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

・行
動
・心
理
症
状
の
背
景
要
因
を
捉
え
、特

に
本
人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
を

解
消
す
る
た
め
の
取
り組

み
と支

援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
る
た
め
、そ
の
対

応
も
非
薬
物
療
法
が
原
則
とさ
れ
る
。

・し
た
が
って
、本

人
か
らみ
た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
の
状
況
を
把
握
した
うえ
で
分
析
し、

そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り組

み
や
支
援
を
実
施
す
る
こと
が
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

36
 背

景
要

因
に

対
す

る
対

応
策

の
実

施
の

支
援

6-
1

行
動

・心
理

症
状

の
状

況
と背

景
要

因
の

把
握

34
 行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

35
 本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6-
1-

1
行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

の
構

築

6-
1-

2
本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動
・心
理
症
状
に
は
背
景
要
因
が
あ
る
こと
、そ
の
多
くが
本
人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス

トレ
ス
が
要
因
とな
って
い
る
こと
、そ
うし
た
背
景
要
因
の
解
決
こそ
が
重
要
で
あ
る
こと
に
つ
い

て
、家

族
の
理
解
を
深
め
る
支
援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
る
た
め
、そ
の
対

応
も
非
薬
物
療
法
が
原
則
とさ
れ
る
。

・し
た
が
って
、本

人
か
らみ
た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
の
状
況
を
把
握
した
うえ
で
分
析
し、

そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り組

み
や
支
援
を
実
施
す
る
こと
が
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

・さ
らに
、本

人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
の
解
消
の
た
め
に
は
、家

族
等
の
関
わ
り方

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
る
こと
に
つ
い
て
、家

族
等
の
理
解
を
うな
が
す
こと
も
大
切
。

・家
族
等
が
感
じる
不
安
を
緩
和
した
り、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）

が
提
供
され
る
よ
う、
相
談
支
援
を
提
供
す
る
とと
も
に
地
域
の
社
会
資
源
を
つ
な
ぐよ
うな
支

援
。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、家

族
等
に
対
す

る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま

な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
。

・家
族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生

活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さく
で
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
等
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、家

族
等
に
対

す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込

ま
な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関

わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す
とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理

解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
。

・認
知
症
の
あ
る
方
の
ケ
ア
で
は
、本

人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が

重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交

友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
。

39
 家

族
等

の
仕

事
と生

活
の

リズ
ム

が
保

た
れ

る
よ

うに
す

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

7-
1

家
族

支
援

に
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
支

援

7-
1-

1
家

族
等

に
対

す
る

支
援

の
体

制
の

整
備

7-
1-

2
本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

38
 家

族
等

に
対

し
相

談
支

援
が

提
供

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

40
 本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

37
 背

景
要

因
に

対
す

る
家

族
等

の
理

解
を

深
め

る
こと

の
支

援

7 
家

族
等

へ
の

対
応

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援

128

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動
・心
理
症
状
が
どの
よ
うな
状
況
や
タイ
ミン
グ
で
起
き
て
い
る
か
（
どの
よ
うな
状
況
で
起

き
や
す
い
の
か
、定

期
的
に
起
き
て
い
る
の
か
等
）
を
把
握
す
る
体
制
の
整
備
。

・行
動
・心
理
症
状
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、ど
の
よ
うな
状
況
が
本
人
に
とっ
て
の
要
因
に
な
って

い
る
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、ま
ず
は
どの
よ
うな
状
況
・タ
イミ
ン
グ
で
行
動
・心
理
症

状
が
起
き
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・な
お
、行

動
・心
理
症
状
に
対
して
は
背
景
要
因
を
把
握
して
対
応
す
る
こと
が
基
本
だ
が
、実

際
に
は
本
人
の
意
思
の
尊
重
との
バ
ラン
ス
を
取
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、一

定
の
期

間
に
わ
た
って
行
動
・心
理
症
状
の
現
れ
方
を
把
握
す
る
とと
も
に
、日

常
の
そ
の
人
の
状
況
や

意
向
を
併
せ
て
把
握
して
お
くこ
とが
大
切
。

・本
人
が
感
じて
い
る
不
安
や
不
快
の
程
度
を
把
握
し、
可
能
な
限
りこ
れ
を
解
消
す
る
よ
うな
支

援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
り、
こう
した
状
況

を
把
握
して
分
析
し、
解
消
策
を
実
施
す
る
こと
は
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

・行
動
・心
理
症
状
の
背
景
要
因
を
捉
え
、特

に
本
人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
を

解
消
す
る
た
め
の
取
り組

み
と支

援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
る
た
め
、そ
の
対

応
も
非
薬
物
療
法
が
原
則
とさ
れ
る
。

・し
た
が
って
、本

人
か
らみ
た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
の
状
況
を
把
握
した
うえ
で
分
析
し、

そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り組

み
や
支
援
を
実
施
す
る
こと
が
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。
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因
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す

る
対

応
策

の
実
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の

支
援
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1

行
動

・心
理

症
状

の
状

況
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景
要

因
の

把
握
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 行

動
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理
症
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の

具
体
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内
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を

把
握

す
る

体
制

を
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え
る

35
 本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6-
1-

1
行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

の
構

築

6-
1-

2
本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の
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握

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動
・心
理
症
状
に
は
背
景
要
因
が
あ
る
こと
、そ
の
多
くが
本
人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス

トレ
ス
が
要
因
とな
って
い
る
こと
、そ
うし
た
背
景
要
因
の
解
決
こそ
が
重
要
で
あ
る
こと
に
つ
い

て
、家

族
の
理
解
を
深
め
る
支
援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
る
た
め
、そ
の
対

応
も
非
薬
物
療
法
が
原
則
とさ
れ
る
。

・し
た
が
って
、本

人
か
らみ
た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
の
状
況
を
把
握
した
うえ
で
分
析
し、

そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り組

み
や
支
援
を
実
施
す
る
こと
が
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

・さ
らに
、本

人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
の
解
消
の
た
め
に
は
、家

族
等
の
関
わ
り方

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
る
こと
に
つ
い
て
、家

族
等
の
理
解
を
うな
が
す
こと
も
大
切
。

・家
族
等
が
感
じる
不
安
を
緩
和
した
り、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）

が
提
供
され
る
よ
う、
相
談
支
援
を
提
供
す
る
とと
も
に
地
域
の
社
会
資
源
を
つ
な
ぐよ
うな
支

援
。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、家

族
等
に
対
す

る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま

な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
。

・家
族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生

活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さく
で
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
等
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、家

族
等
に
対

す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込

ま
な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関

わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す
とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理

解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
。

・認
知
症
の
あ
る
方
の
ケ
ア
で
は
、本

人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が

重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交

友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
。
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と生

活
の
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ム

が
保

た
れ

る
よ

うに
す

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て
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施
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に
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サ
ー

ビ
ス

の
調
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援
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1-

1
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等

に
対

す
る
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援

の
体

制
の

整
備

7-
1-

2
本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

38
 家

族
等

に
対

し
相

談
支

援
が

提
供

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施
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人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施
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 背
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要

因
に

対
す

る
家

族
等

の
理

解
を
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め

る
こと

の
支

援

7 
家
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背
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対
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る
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す

る
取
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の
支

援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動
・心
理
症
状
が
どの
よ
うな
状
況
や
タイ
ミン
グ
で
起
き
て
い
る
か
（
どの
よ
うな
状
況
で
起

き
や
す
い
の
か
、定

期
的
に
起
き
て
い
る
の
か
等
）
を
把
握
す
る
体
制
の
整
備
。

・行
動
・心
理
症
状
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、ど
の
よ
うな
状
況
が
本
人
に
とっ
て
の
要
因
に
な
って

い
る
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、ま
ず
は
どの
よ
うな
状
況
・タ
イミ
ン
グ
で
行
動
・心
理
症

状
が
起
き
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・な
お
、行

動
・心
理
症
状
に
対
して
は
背
景
要
因
を
把
握
して
対
応
す
る
こと
が
基
本
だ
が
、実

際
に
は
本
人
の
意
思
の
尊
重
との
バ
ラン
ス
を
取
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、一

定
の
期

間
に
わ
た
って
行
動
・心
理
症
状
の
現
れ
方
を
把
握
す
る
とと
も
に
、日

常
の
そ
の
人
の
状
況
や

意
向
を
併
せ
て
把
握
して
お
くこ
とが
大
切
。

・本
人
が
感
じて
い
る
不
安
や
不
快
の
程
度
を
把
握
し、
可
能
な
限
りこ
れ
を
解
消
す
る
よ
うな
支

援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
り、
こう
した
状
況

を
把
握
して
分
析
し、
解
消
策
を
実
施
す
る
こと
は
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

・行
動
・心
理
症
状
の
背
景
要
因
を
捉
え
、特

に
本
人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
を

解
消
す
る
た
め
の
取
り組

み
と支

援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
る
た
め
、そ
の
対

応
も
非
薬
物
療
法
が
原
則
とさ
れ
る
。

・し
た
が
って
、本

人
か
らみ
た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
の
状
況
を
把
握
した
うえ
で
分
析
し、

そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り組

み
や
支
援
を
実
施
す
る
こと
が
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

36
 背

景
要

因
に

対
す

る
対

応
策

の
実

施
の

支
援

6-
1

行
動

・心
理

症
状

の
状

況
と背

景
要

因
の

把
握

34
 行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

35
 本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6-
1-

1
行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

の
構

築

6-
1-

2
本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動
・心
理
症
状
に
は
背
景
要
因
が
あ
る
こと
、そ
の
多
くが
本
人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス

トレ
ス
が
要
因
とな
って
い
る
こと
、そ
うし
た
背
景
要
因
の
解
決
こそ
が
重
要
で
あ
る
こと
に
つ
い

て
、家

族
の
理
解
を
深
め
る
支
援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
る
た
め
、そ
の
対

応
も
非
薬
物
療
法
が
原
則
とさ
れ
る
。

・し
た
が
って
、本

人
か
らみ
た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
の
状
況
を
把
握
した
うえ
で
分
析
し、

そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り組

み
や
支
援
を
実
施
す
る
こと
が
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

・さ
らに
、本

人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
の
解
消
の
た
め
に
は
、家

族
等
の
関
わ
り方

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
る
こと
に
つ
い
て
、家

族
等
の
理
解
を
うな
が
す
こと
も
大
切
。

・家
族
等
が
感
じる
不
安
を
緩
和
した
り、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）

が
提
供
され
る
よ
う、
相
談
支
援
を
提
供
す
る
とと
も
に
地
域
の
社
会
資
源
を
つ
な
ぐよ
うな
支

援
。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、家

族
等
に
対
す

る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま

な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
。

・家
族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生

活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さく
で
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
等
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、家

族
等
に
対

す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込

ま
な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関

わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す
とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理

解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
。

・認
知
症
の
あ
る
方
の
ケ
ア
で
は
、本

人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が

重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交

友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
。

39
 家

族
等

の
仕

事
と生

活
の

リズ
ム

が
保

た
れ

る
よ

うに
す

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

7-
1

家
族

支
援

に
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
支

援

7-
1-

1
家

族
等

に
対

す
る

支
援

の
体

制
の

整
備

7-
1-

2
本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

38
 家

族
等

に
対

し
相

談
支

援
が

提
供

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

40
 本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

37
 背

景
要

因
に

対
す

る
家

族
等

の
理

解
を

深
め

る
こと

の
支

援

7 
家

族
等

へ
の

対
応

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援

128

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動
・心
理
症
状
が
どの
よ
うな
状
況
や
タイ
ミン
グ
で
起
き
て
い
る
か
（
どの
よ
うな
状
況
で
起

き
や
す
い
の
か
、定

期
的
に
起
き
て
い
る
の
か
等
）
を
把
握
す
る
体
制
の
整
備
。

・行
動
・心
理
症
状
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、ど
の
よ
うな
状
況
が
本
人
に
とっ
て
の
要
因
に
な
って

い
る
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、ま
ず
は
どの
よ
うな
状
況
・タ
イミ
ン
グ
で
行
動
・心
理
症

状
が
起
き
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こと
が
重
要
。

・な
お
、行

動
・心
理
症
状
に
対
して
は
背
景
要
因
を
把
握
して
対
応
す
る
こと
が
基
本
だ
が
、実

際
に
は
本
人
の
意
思
の
尊
重
との
バ
ラン
ス
を
取
る
こと
が
難
しい
場
合
も
あ
る
た
め
、一

定
の
期

間
に
わ
た
って
行
動
・心
理
症
状
の
現
れ
方
を
把
握
す
る
とと
も
に
、日

常
の
そ
の
人
の
状
況
や

意
向
を
併
せ
て
把
握
して
お
くこ
とが
大
切
。

・本
人
が
感
じて
い
る
不
安
や
不
快
の
程
度
を
把
握
し、
可
能
な
限
りこ
れ
を
解
消
す
る
よ
うな
支

援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
り、
こう
した
状
況

を
把
握
して
分
析
し、
解
消
策
を
実
施
す
る
こと
は
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

・行
動
・心
理
症
状
の
背
景
要
因
を
捉
え
、特

に
本
人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
を

解
消
す
る
た
め
の
取
り組

み
と支

援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
る
た
め
、そ
の
対

応
も
非
薬
物
療
法
が
原
則
とさ
れ
る
。

・し
た
が
って
、本

人
か
らみ
た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
の
状
況
を
把
握
した
うえ
で
分
析
し、

そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り組

み
や
支
援
を
実
施
す
る
こと
が
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

36
 背

景
要

因
に

対
す

る
対

応
策

の
実

施
の

支
援

6-
1

行
動

・心
理

症
状

の
状

況
と背

景
要

因
の

把
握

34
 行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

35
 本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6-
1-

1
行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

の
構

築

6-
1-

2
本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動
・心
理
症
状
に
は
背
景
要
因
が
あ
る
こと
、そ
の
多
くが
本
人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス

トレ
ス
が
要
因
とな
って
い
る
こと
、そ
うし
た
背
景
要
因
の
解
決
こそ
が
重
要
で
あ
る
こと
に
つ
い

て
、家

族
の
理
解
を
深
め
る
支
援
。

・行
動
・心
理
症
状
の
多
くは
、本

人
の
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
が
要
因
で
あ
る
た
め
、そ
の
対

応
も
非
薬
物
療
法
が
原
則
とさ
れ
る
。

・し
た
が
って
、本

人
か
らみ
た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
等
の
状
況
を
把
握
した
うえ
で
分
析
し、

そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り組

み
や
支
援
を
実
施
す
る
こと
が
行
動
・心
理
症
状
の
予
防
に
重
要
。

・さ
らに
、本

人
か
ら見

た
不
安
や
不
快
、ス
トレ
ス
の
解
消
の
た
め
に
は
、家

族
等
の
関
わ
り方

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
る
こと
に
つ
い
て
、家

族
等
の
理
解
を
うな
が
す
こと
も
大
切
。

・家
族
等
が
感
じる
不
安
を
緩
和
した
り、
日
々
の
介
護
に
対
す
る
情
緒
的
支
援
（
ね
ぎ
らい
）

が
提
供
され
る
よ
う、
相
談
支
援
を
提
供
す
る
とと
も
に
地
域
の
社
会
資
源
を
つ
な
ぐよ
うな
支

援
。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、家

族
等
に
対
す

る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込
ま

な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
。

・家
族
等
自
身
の
生
活
の
リズ
ム
が
保
た
れ
る
よ
う、
家
族
等
の
生
活
を
捉
え
た
うえ
で
、そ
の
生

活
リズ
ム
に
対
す
る
影
響
を
小
さく
で
き
る
よ
うな
社
会
資
源
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
。

・日
々
介
護
に
携
わ
って
い
る
家
族
等
の
不
安
とス
トレ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、家

族
等
に
対

す
る
受
容
の
支
援
とと
も
に
、日

々
実
施
して
い
る
介
護
に
対
す
る
ね
ぎ
らい
や
、一

人
で
抱
え
込

ま
な
くて
良
い
よ
うに
す
る
た
め
の
社
会
資
源
の
紹
介
とい
った
支
援
が
重
要
。

・家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
う、
家
族
等
だ
け
で
な
く、
本
人
を
理
解
しと
も
に
関

わ
る
こと
が
で
き
る
理
解
者
を
増
や
す
とと
も
に
、そ
れ
ま
で
に
交
友
が
あ
った
近
隣
住
民
等
に
も
理

解
す
る
関
係
性
を
作
って
も
らえ
る
よ
う支

援
。

・認
知
症
の
あ
る
方
の
ケ
ア
で
は
、本

人
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
うに
支
え
る
こと
が

重
要
で
あ
り、
か
つ
家
族
等
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
くて
良
い
よ
うに
、地

域
の
近
隣
住
民
や
交

友
関
係
者
の
理
解
を
高
め
て
お
くこ
とが
重
要
。
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 家

族
等

の
仕

事
と生

活
の

リズ
ム

が
保

た
れ

る
よ

うに
す

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

7-
1

家
族

支
援

に
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
支

援

7-
1-

1
家

族
等

に
対

す
る

支
援

の
体

制
の

整
備

7-
1-

2
本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

38
 家

族
等

に
対

し
相

談
支

援
が

提
供

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

40
 本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

37
 背

景
要

因
に

対
す

る
家

族
等

の
理

解
を

深
め

る
こと

の
支

援

7 
家

族
等

へ
の

対
応

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・将
来
に
わ
た
り、
本
人
の
尊
厳
を
守
り、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
や
家

族
の
生
活
の
意
向
を
捉
え
る
とと
も
に
、将

来
の
生
活
に
備
え
て
利
用
可
能
な
地
域
資
源
が
あ
る

こと
を
伝
え
る
支
援
。

・認
知
症
の
方
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に

対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、意

向
を
把
握
しつ
つ
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を
伝
え
る
こと

が
重
要
。

7-
2

将
来

に
わ

た
り

生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

7-
2-

1
将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

41
 将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

7 
家

族
等

へ
の

対
応

認
知

症

支
援
の
概
要
、必

要
性

支
援
の
概
要
、必

要
性

大
項
目

中
項
目

小
項
目

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

・将
来
に
わ
た
り、
本
人
の
尊
厳
を
守
り、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
や
家

族
の
生
活
の
意
向
を
捉
え
る
とと
も
に
、将

来
の
生
活
に
備
え
て
利
用
可
能
な
地
域
資
源
が
あ

る
こと
を
伝
え
る
支
援
。

・認
知
症
の
方
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に

対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、意

向
を
把
握
しつ
つ
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を
伝
え
る
こと

が
重
要
。

41
将
来
に
わ
た
り生

活
を
継
続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支
援

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結

果
を
踏
ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

7
家
族
等

へ
の
対
応

7-
2

将
来
に
わ
た
り

生
活
を
継
続

で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援

7-
2-

1
将
来
に
わ
た
り生

活
を
継
続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支
援

第
５
節

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
の
ケ
ア

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
対
策
に
関
す
る
基
本
的
理
解

(1
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
特
徴

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
し

た
高

齢
者

、
脳

梗
塞

後
遺

症
や

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
な

ど
の

神
経

疾
患

や
寝

た
き

り
の

患
者

に
多

く
発

生
す

る
。

30

・
口

腔
内

の
清

潔
が

十
分

に
保

た
れ

て
い

な
か

っ
た

り
、

摂
食

嚥
下

機
能

が
低

下
し

て
い

る
場

合
、

誤
嚥

に
よ

っ
て

口
腔

内
の

細
菌

が
肺

へ
と

至
り

、
肺

炎
が

発
症

し

や
す

く
な

る
。

こ
の

よ
う

に
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
の

背
景

に
は

、
基

礎
と

な
る

病
態

が
あ

る
た

め
、

ひ
と

た
び

肺
炎

を
治

癒
で

き
て

も
ま

た
繰

り
返

し
て

し
ま

う
可

能

性
が

大
き

い
。

・
ま

た
、

誤
っ

た
口

腔
ケ

ア
の

方
法

に
よ

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
が

生
じ

る
こ

と
も

あ
る

。
例

え
ば

、
横

に
な

っ
た

姿
勢

の
ま

ま
口

腔
ケ

ア
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
歯

垢

で
汚

染
さ

れ
た

唾
液

を
誤

嚥
し

て
し

ま
い

、
肺

炎
に

な
る

こ
と

も
あ

る
。

・
さ

ら
に

、
寝

室
や

日
常

的
に

居
場

所
に

し
て

い
る

部
屋

の
陽

射
し

や
、

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
時

間
、

同
居

す
る

家
族

等
の

生
活

時
間

や
生

活
ス

タ
イ

ル
な

ど
の

影
響

を

受
け

て
、

特
定

の
日

に
、

日
常

と
違

う
生

活
リ

ズ
ム

が
生

じ
、

そ
れ

が
原

因
と

な
っ

て
誤

嚥
性

肺
炎

に
つ

な
が

る
場

合
も

あ
る

。

・
高

齢
者

の
場

合
、

回
復

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
で

、
結

果
的

に
入

院
期

間
が

長
く

な
り

、
長

い
入

院
生

活
に

と
も

な
う

生
活

不
活

発
も

懸
念

さ
れ

る
。

例
え

ば
治

療

の
た

め
に

口
か

ら
食

事
を

摂
る

こ
と

を
し

ば
ら

く
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

影
響

や
、

病
床

に
寝

て
い

る
時

間
が

長
く

な
る

こ
と

に
伴

う
重

力
の

影
響

や
全

身
の

筋
力

低

下
の

影
響

も
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
に

関
係

す
る

こ
と

が
あ

る
。

結
果

と
し

て
、

自
宅

へ
の

復
帰

が
難

し
く

な
る

な
ど

、
発

症
前

に
比

べ
て

状
態

が
悪

く
な

っ
て

し

ま
う

場
合

も
多

い
と

さ
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
ひ

と
た

び
発

症
す

る
と

そ
の

影
響

が
非

常
に

大
き

い
た

め
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

発
症

に
至

る
リ

ス
ク

を
小

さ
く

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
、

日
常

的
な

予

防
の

取
り

組
み

が
重

要
に

な
る

。

・
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
原

因
は

、
本

人
の

心
身

の
状

態
、

生
活

環
境

や
生

活
リ

ズ
ム

、
口

腔
ケ

ア
の

方
法

な
ど

、
多

種
多

様
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

介
護

支
援

専
門

員

に
は

、
複

数
の

専
門

職
の

視
点

か
ら

情
報

を
多

面
的

に
収

集
し

、
分

析
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

130

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・将
来
に
わ
た
り、
本
人
の
尊
厳
を
守
り、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
や
家

族
の
生
活
の
意
向
を
捉
え
る
とと
も
に
、将

来
の
生
活
に
備
え
て
利
用
可
能
な
地
域
資
源
が
あ
る

こと
を
伝
え
る
支
援
。

・認
知
症
の
方
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に

対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、意

向
を
把
握
しつ
つ
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を
伝
え
る
こと

が
重
要
。

7-
2

将
来

に
わ

た
り

生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

7-
2-

1
将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

41
 将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

7 
家

族
等

へ
の

対
応

認
知

症

支
援
の
概
要
、必

要
性

支
援
の
概
要
、必

要
性

大
項
目

中
項
目

小
項
目

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

・将
来
に
わ
た
り、
本
人
の
尊
厳
を
守
り、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
や
家

族
の
生
活
の
意
向
を
捉
え
る
とと
も
に
、将

来
の
生
活
に
備
え
て
利
用
可
能
な
地
域
資
源
が
あ

る
こと
を
伝
え
る
支
援
。

・認
知
症
の
方
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に

対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、意

向
を
把
握
しつ
つ
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を
伝
え
る
こと

が
重
要
。

41
将
来
に
わ
た
り生

活
を
継
続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支
援

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結

果
を
踏
ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

7
家
族
等

へ
の
対
応

7-
2

将
来
に
わ
た
り

生
活
を
継
続

で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援

7-
2-

1
将
来
に
わ
た
り生

活
を
継
続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支
援

第
５
節

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
の
ケ
ア

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
対
策
に
関
す
る
基
本
的
理
解

(1
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
特
徴

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
し

た
高

齢
者

、
脳

梗
塞

後
遺

症
や

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
な

ど
の

神
経

疾
患

や
寝

た
き

り
の

患
者

に
多

く
発

生
す

る
。

30

・
口

腔
内

の
清

潔
が

十
分

に
保

た
れ

て
い

な
か

っ
た

り
、

摂
食

嚥
下

機
能

が
低

下
し

て
い

る
場

合
、

誤
嚥

に
よ

っ
て

口
腔

内
の

細
菌

が
肺

へ
と

至
り

、
肺

炎
が

発
症

し

や
す

く
な

る
。

こ
の

よ
う

に
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
の

背
景

に
は

、
基

礎
と

な
る

病
態

が
あ

る
た

め
、

ひ
と

た
び

肺
炎

を
治

癒
で

き
て

も
ま

た
繰

り
返

し
て

し
ま

う
可

能

性
が

大
き

い
。

・
ま

た
、

誤
っ

た
口

腔
ケ

ア
の

方
法

に
よ

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
が

生
じ

る
こ

と
も

あ
る

。
例

え
ば

、
横

に
な

っ
た

姿
勢

の
ま

ま
口

腔
ケ

ア
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
歯

垢

で
汚

染
さ

れ
た

唾
液

を
誤

嚥
し

て
し

ま
い

、
肺

炎
に

な
る

こ
と

も
あ

る
。

・
さ

ら
に

、
寝

室
や

日
常

的
に

居
場

所
に

し
て

い
る

部
屋

の
陽

射
し

や
、

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
時

間
、

同
居

す
る

家
族

等
の

生
活

時
間

や
生

活
ス

タ
イ

ル
な

ど
の

影
響

を

受
け

て
、

特
定

の
日

に
、

日
常

と
違

う
生

活
リ

ズ
ム

が
生

じ
、

そ
れ

が
原

因
と

な
っ

て
誤

嚥
性

肺
炎

に
つ

な
が

る
場

合
も

あ
る

。

・
高

齢
者

の
場

合
、

回
復

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
で

、
結

果
的

に
入

院
期

間
が

長
く

な
り

、
長

い
入

院
生

活
に

と
も

な
う

生
活

不
活

発
も

懸
念

さ
れ

る
。

例
え

ば
治

療

の
た

め
に

口
か

ら
食

事
を

摂
る

こ
と

を
し

ば
ら

く
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

影
響

や
、

病
床

に
寝

て
い

る
時

間
が

長
く

な
る

こ
と

に
伴

う
重

力
の

影
響

や
全

身
の

筋
力

低

下
の

影
響

も
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
に

関
係

す
る

こ
と

が
あ

る
。

結
果

と
し

て
、

自
宅

へ
の

復
帰

が
難

し
く

な
る

な
ど

、
発

症
前

に
比

べ
て

状
態

が
悪

く
な

っ
て

し

ま
う

場
合

も
多

い
と

さ
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
ひ

と
た

び
発

症
す

る
と

そ
の

影
響

が
非

常
に

大
き

い
た

め
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

発
症

に
至

る
リ

ス
ク

を
小

さ
く

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
、

日
常

的
な

予

防
の

取
り

組
み

が
重

要
に

な
る

。

・
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
原

因
は

、
本

人
の

心
身

の
状

態
、

生
活

環
境

や
生

活
リ

ズ
ム

、
口

腔
ケ

ア
の

方
法

な
ど

、
多

種
多

様
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

介
護

支
援

専
門

員

に
は

、
複

数
の

専
門

職
の

視
点

か
ら

情
報

を
多

面
的

に
収

集
し

、
分

析
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・将
来
に
わ
た
り、
本
人
の
尊
厳
を
守
り、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
や
家

族
の
生
活
の
意
向
を
捉
え
る
とと
も
に
、将

来
の
生
活
に
備
え
て
利
用
可
能
な
地
域
資
源
が
あ
る

こと
を
伝
え
る
支
援
。

・認
知
症
の
方
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に

対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、意

向
を
把
握
しつ
つ
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を
伝
え
る
こと

が
重
要
。

7-
2

将
来

に
わ

た
り

生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

7-
2-

1
将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

41
 将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

7 
家

族
等

へ
の

対
応

認
知

症

支
援
の
概
要
、必

要
性

支
援
の
概
要
、必

要
性

大
項
目

中
項
目

小
項
目

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

・将
来
に
わ
た
り、
本
人
の
尊
厳
を
守
り、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
や
家

族
の
生
活
の
意
向
を
捉
え
る
とと
も
に
、将

来
の
生
活
に
備
え
て
利
用
可
能
な
地
域
資
源
が
あ

る
こと
を
伝
え
る
支
援
。

・認
知
症
の
方
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に

対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、意

向
を
把
握
しつ
つ
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を
伝
え
る
こと

が
重
要
。

41
将
来
に
わ
た
り生

活
を
継
続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支
援

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結

果
を
踏
ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

7
家
族
等

へ
の
対
応

7-
2

将
来
に
わ
た
り

生
活
を
継
続

で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援

7-
2-

1
将
来
に
わ
た
り生

活
を
継
続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支
援

第
５
節

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
の
ケ
ア

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
対
策
に
関
す
る
基
本
的
理
解

(1
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
特
徴

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
し

た
高

齢
者

、
脳

梗
塞

後
遺

症
や

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
な

ど
の

神
経

疾
患

や
寝

た
き

り
の

患
者

に
多

く
発

生
す

る
。

30

・
口

腔
内

の
清

潔
が

十
分

に
保

た
れ

て
い

な
か

っ
た

り
、

摂
食

嚥
下

機
能

が
低

下
し

て
い

る
場

合
、

誤
嚥

に
よ

っ
て

口
腔

内
の

細
菌

が
肺

へ
と

至
り

、
肺

炎
が

発
症

し

や
す

く
な

る
。

こ
の

よ
う

に
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
の

背
景

に
は

、
基

礎
と

な
る

病
態

が
あ

る
た

め
、

ひ
と

た
び

肺
炎

を
治

癒
で

き
て

も
ま

た
繰

り
返

し
て

し
ま

う
可

能

性
が

大
き

い
。

・
ま

た
、

誤
っ

た
口

腔
ケ

ア
の

方
法

に
よ

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
が

生
じ

る
こ

と
も

あ
る

。
例

え
ば

、
横

に
な

っ
た

姿
勢

の
ま

ま
口

腔
ケ

ア
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
歯

垢

で
汚

染
さ

れ
た

唾
液

を
誤

嚥
し

て
し

ま
い

、
肺

炎
に

な
る

こ
と

も
あ

る
。

・
さ

ら
に

、
寝

室
や

日
常

的
に

居
場

所
に

し
て

い
る

部
屋

の
陽

射
し

や
、

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
時

間
、

同
居

す
る

家
族

等
の

生
活

時
間

や
生

活
ス

タ
イ

ル
な

ど
の

影
響

を

受
け

て
、

特
定

の
日

に
、

日
常

と
違

う
生

活
リ

ズ
ム

が
生

じ
、

そ
れ

が
原

因
と

な
っ

て
誤

嚥
性

肺
炎

に
つ

な
が

る
場

合
も

あ
る

。

・
高

齢
者

の
場

合
、

回
復

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
で

、
結

果
的

に
入

院
期

間
が

長
く

な
り

、
長

い
入

院
生

活
に

と
も

な
う

生
活

不
活

発
も

懸
念

さ
れ

る
。

例
え

ば
治

療

の
た

め
に

口
か

ら
食

事
を

摂
る

こ
と

を
し

ば
ら

く
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

影
響

や
、

病
床

に
寝

て
い

る
時

間
が

長
く

な
る

こ
と

に
伴

う
重

力
の

影
響

や
全

身
の

筋
力

低

下
の

影
響

も
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
に

関
係

す
る

こ
と

が
あ

る
。

結
果

と
し

て
、

自
宅

へ
の

復
帰

が
難

し
く

な
る

な
ど

、
発

症
前

に
比

べ
て

状
態

が
悪

く
な

っ
て

し

ま
う

場
合

も
多

い
と

さ
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
ひ

と
た

び
発

症
す

る
と

そ
の

影
響

が
非

常
に

大
き

い
た

め
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

発
症

に
至

る
リ

ス
ク

を
小

さ
く

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
、

日
常

的
な

予

防
の

取
り

組
み

が
重

要
に

な
る

。

・
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
原

因
は

、
本

人
の

心
身

の
状

態
、

生
活

環
境

や
生

活
リ

ズ
ム

、
口

腔
ケ

ア
の

方
法

な
ど

、
多

種
多

様
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

介
護

支
援

専
門

員

に
は

、
複

数
の

専
門

職
の

視
点

か
ら

情
報

を
多

面
的

に
収

集
し

、
分

析
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

130

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・将
来
に
わ
た
り、
本
人
の
尊
厳
を
守
り、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
や
家

族
の
生
活
の
意
向
を
捉
え
る
とと
も
に
、将

来
の
生
活
に
備
え
て
利
用
可
能
な
地
域
資
源
が
あ
る

こと
を
伝
え
る
支
援
。

・認
知
症
の
方
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に

対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、意

向
を
把
握
しつ
つ
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を
伝
え
る
こと

が
重
要
。

7-
2

将
来

に
わ

た
り

生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

7-
2-

1
将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

41
 将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

7 
家

族
等

へ
の

対
応

認
知

症

支
援
の
概
要
、必

要
性

支
援
の
概
要
、必

要
性

大
項
目

中
項
目

小
項
目

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

想
定
さ
れ
る
支
援
内
容

・将
来
に
わ
た
り、
本
人
の
尊
厳
を
守
り、
で
き
る
限
り今

の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う、
本
人
や
家

族
の
生
活
の
意
向
を
捉
え
る
とと
も
に
、将

来
の
生
活
に
備
え
て
利
用
可
能
な
地
域
資
源
が
あ

る
こと
を
伝
え
る
支
援
。

・認
知
症
の
方
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
くの
は
長
期
間
に
わ
た
り、
か
つ
将
来
の
生
活
に

対
す
る
不
安
を
持
ち
や
す
い
た
め
、意

向
を
把
握
しつ
つ
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を
伝
え
る
こと

が
重
要
。

41
将
来
に
わ
た
り生

活
を
継
続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支
援

※
基
本
ケ
ア
とも
重
複
す
る
が
「リ
ス
ク
評
価
」結

果
を
踏
ま
え
て
特
に
留
意
し
て
実
施

7
家
族
等

へ
の
対
応

7-
2

将
来
に
わ
た
り

生
活
を
継
続

で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支

援

7-
2-

1
将
来
に
わ
た
り生

活
を
継
続
で
き
る
よ
うに

す
る
こと
の
支
援

第
５
節

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
の
ケ
ア

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
対
策
に
関
す
る
基
本
的
理
解

(1
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
特
徴

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
し

た
高

齢
者

、
脳

梗
塞

後
遺

症
や

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
な

ど
の

神
経

疾
患

や
寝

た
き

り
の

患
者

に
多

く
発

生
す

る
。

30

・
口

腔
内

の
清

潔
が

十
分

に
保

た
れ

て
い

な
か

っ
た

り
、

摂
食

嚥
下

機
能

が
低

下
し

て
い

る
場

合
、

誤
嚥

に
よ

っ
て

口
腔

内
の

細
菌

が
肺

へ
と

至
り

、
肺

炎
が

発
症

し

や
す

く
な

る
。

こ
の

よ
う

に
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
の

背
景

に
は

、
基

礎
と

な
る

病
態

が
あ

る
た

め
、

ひ
と

た
び

肺
炎

を
治

癒
で

き
て

も
ま

た
繰

り
返

し
て

し
ま

う
可

能

性
が

大
き

い
。

・
ま

た
、

誤
っ

た
口

腔
ケ

ア
の

方
法

に
よ

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
が

生
じ

る
こ

と
も

あ
る

。
例

え
ば

、
横

に
な

っ
た

姿
勢

の
ま

ま
口

腔
ケ

ア
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
歯

垢

で
汚

染
さ

れ
た

唾
液

を
誤

嚥
し

て
し

ま
い

、
肺

炎
に

な
る

こ
と

も
あ

る
。

・
さ

ら
に

、
寝

室
や

日
常

的
に

居
場

所
に

し
て

い
る

部
屋

の
陽

射
し

や
、

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
時

間
、

同
居

す
る

家
族

等
の

生
活

時
間

や
生

活
ス

タ
イ

ル
な

ど
の

影
響

を

受
け

て
、

特
定

の
日

に
、

日
常

と
違

う
生

活
リ

ズ
ム

が
生

じ
、

そ
れ

が
原

因
と

な
っ

て
誤

嚥
性

肺
炎

に
つ

な
が

る
場

合
も

あ
る

。

・
高

齢
者

の
場

合
、

回
復

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
で

、
結

果
的

に
入

院
期

間
が

長
く

な
り

、
長

い
入

院
生

活
に

と
も

な
う

生
活

不
活

発
も

懸
念

さ
れ

る
。

例
え

ば
治

療

の
た

め
に

口
か

ら
食

事
を

摂
る

こ
と

を
し

ば
ら

く
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

影
響

や
、

病
床

に
寝

て
い

る
時

間
が

長
く

な
る

こ
と

に
伴

う
重

力
の

影
響

や
全

身
の

筋
力

低

下
の

影
響

も
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
に

関
係

す
る

こ
と

が
あ

る
。

結
果

と
し

て
、

自
宅

へ
の

復
帰

が
難

し
く

な
る

な
ど

、
発

症
前

に
比

べ
て

状
態

が
悪

く
な

っ
て

し

ま
う

場
合

も
多

い
と

さ
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
ひ

と
た

び
発

症
す

る
と

そ
の

影
響

が
非

常
に

大
き

い
た

め
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

発
症

に
至

る
リ

ス
ク

を
小

さ
く

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
、

日
常

的
な

予

防
の

取
り

組
み

が
重

要
に

な
る

。

・
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
原

因
は

、
本

人
の

心
身

の
状

態
、

生
活

環
境

や
生

活
リ

ズ
ム

、
口

腔
ケ

ア
の

方
法

な
ど

、
多

種
多

様
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

介
護

支
援

専
門

員

に
は

、
複

数
の

専
門

職
の

視
点

か
ら

情
報

を
多

面
的

に
収

集
し

、
分

析
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

131131



(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。

(3
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
後
の
対
策
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機

(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。

(3
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
後
の
対
策
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機

132

(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。

(3
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
後
の
対
策
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機

(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。

(3
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
後
の
対
策
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機
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(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。

(3
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
後
の
対
策
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機

(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。

(3
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
後
の
対
策
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機

132

(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。

(3
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
後
の
対
策
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機

(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。

(3
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
後
の
対
策
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こと

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機
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会
も

活
用

し
、

病
棟

で
ケ

ア
に

あ
た

っ
た

専
門

職
か

ら
の

情
報

提
供

や
助

言
を

踏
ま

え
て

退
院

後
の

ケ
ア

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

30
 
一

般
社

団
法

人
日

本
呼

吸
器

学
会

W
EB

 
ペ

ー
ジ

「
誤

嚥
性

肺
炎

」
よ

り

31
 不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

誤
嚥

性
肺

炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾
患
別
ケ
ア
は
、誤

嚥
性
肺
炎
の
リス
クが
大
き
い
要
介
護
高
齢
者
が
、日

常
生
活
に
お
い
て
発
症
予
防
／
再
発
予
防
の
た
め
に
必
要
と想

定
され
る
支
援
を

整
理
した
も
の
。日

常
生
活
に
お
け
る
「予
防
」を
対
象
範
囲
とす
る
。

・本
疾
患
別
ケ
ア
で
は
、誤

嚥
性
肺
炎
を
「Ａ
Ｄ
Ｌ
や
全
身
機
能
の
低
下
、特

に
脳
血
管
障
害
を
有
す
る
場
合
に
認
め
られ
や
す
い
嚥
下
機
能
障
害
を
背
景
に

起
き
る
肺
炎
」と
して
捉
え
る
。不

顕
性
の
誤
嚥
に
よ
って
起
こる
肺
炎
も
含
め
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
く起
こり
うる
疾
患
で
あ
り、
罹
患
す
る
と重

篤
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
は
、リ
ス
クの
評
価
と予

防
で
対
応
で
き
る
の
で
、そ
の
た
め
の
取
り組

み
が
重
要
で
あ
る
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
ま
ず
誤
嚥
リス
クの
評
価
が
重
要
で
あ
る
た
め
、本

人
の
日
常
の
健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
把
握
し、
誤
嚥
リス
クを
評
価
す
る
専
門
職
と

共
有
。

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、一

度
で
終
わ
らせ
ず
継
続
的
に
把
握
・共

有
。

・疾
患
や
障
害
に
よ
る
影
響
を
評
価
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
、本

人
の
疾
患
の
履
歴

や
、障

害
の
有
無
、認

知
機
能
の
低
下
とそ
れ
に
伴
う生

活
障
害
等
の
状
況
を
把
握

し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・摂
食
嚥
下
機
能
と誤

嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とす
る
た
め
、か
み
合
わ
せ
や
咀
嚼
及

び
義
歯
の
状
況
、舌

運
動
の
様
相
、サ
ー
ビス
を
受
け
る
前
の
期
間
に
お
け
る
義
歯
の

管
理
の
状
態
な
ど、
摂
食
嚥
下
機
能
に
か
か
わ
る
日
常
の
状
態
を
把
握
し、
評
価
す
る

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、状

況
の
把
握
は
一
度
で
終
わ
らせ
ず
継

続
的
な
把
握
・共
有
。

4
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とな
る
、咀

嚼
や
嚥
下
に
関
わ
る
トラ
ブ
ル
な
どの
出
来
事

を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解

会
も

活
用

し
、

病
棟

で
ケ

ア
に

あ
た

っ
た

専
門

職
か

ら
の

情
報

提
供

や
助

言
を

踏
ま

え
て

退
院

後
の

ケ
ア

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
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不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

誤
嚥

性
肺

炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾
患
別
ケ
ア
は
、誤

嚥
性
肺
炎
の
リス
クが
大
き
い
要
介
護
高
齢
者
が
、日

常
生
活
に
お
い
て
発
症
予
防
／
再
発
予
防
の
た
め
に
必
要
と想

定
され
る
支
援
を

整
理
した
も
の
。日

常
生
活
に
お
け
る
「予
防
」を
対
象
範
囲
とす
る
。

・本
疾
患
別
ケ
ア
で
は
、誤

嚥
性
肺
炎
を
「Ａ
Ｄ
Ｌ
や
全
身
機
能
の
低
下
、特

に
脳
血
管
障
害
を
有
す
る
場
合
に
認
め
られ
や
す
い
嚥
下
機
能
障
害
を
背
景
に

起
き
る
肺
炎
」と
して
捉
え
る
。不

顕
性
の
誤
嚥
に
よ
って
起
こる
肺
炎
も
含
め
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
く起
こり
うる
疾
患
で
あ
り、
罹
患
す
る
と重

篤
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
は
、リ
ス
クの
評
価
と予

防
で
対
応
で
き
る
の
で
、そ
の
た
め
の
取
り組

み
が
重
要
で
あ
る
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
ま
ず
誤
嚥
リス
クの
評
価
が
重
要
で
あ
る
た
め
、本

人
の
日
常
の
健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
把
握
し、
誤
嚥
リス
クを
評
価
す
る
専
門
職
と

共
有
。

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、一

度
で
終
わ
らせ
ず
継
続
的
に
把
握
・共

有
。

・疾
患
や
障
害
に
よ
る
影
響
を
評
価
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
、本

人
の
疾
患
の
履
歴

や
、障

害
の
有
無
、認

知
機
能
の
低
下
とそ
れ
に
伴
う生

活
障
害
等
の
状
況
を
把
握

し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・摂
食
嚥
下
機
能
と誤

嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とす
る
た
め
、か
み
合
わ
せ
や
咀
嚼
及

び
義
歯
の
状
況
、舌

運
動
の
様
相
、サ
ー
ビス
を
受
け
る
前
の
期
間
に
お
け
る
義
歯
の

管
理
の
状
態
な
ど、
摂
食
嚥
下
機
能
に
か
か
わ
る
日
常
の
状
態
を
把
握
し、
評
価
す
る

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、状

況
の
把
握
は
一
度
で
終
わ
らせ
ず
継

続
的
な
把
握
・共
有
。

4 
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とな
る
、咀

嚼
や
嚥
下
に
関
わ
る
トラ
ブ
ル
な
どの
出
来
事

を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2 
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3 
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1 

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解
134

会
も

活
用

し
、

病
棟

で
ケ

ア
に

あ
た

っ
た

専
門

職
か

ら
の

情
報

提
供

や
助

言
を

踏
ま

え
て

退
院

後
の

ケ
ア

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
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 不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

誤
嚥

性
肺

炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾
患
別
ケ
ア
は
、誤

嚥
性
肺
炎
の
リス
クが
大
き
い
要
介
護
高
齢
者
が
、日

常
生
活
に
お
い
て
発
症
予
防
／
再
発
予
防
の
た
め
に
必
要
と想

定
され
る
支
援
を

整
理
した
も
の
。日

常
生
活
に
お
け
る
「予
防
」を
対
象
範
囲
とす
る
。

・本
疾
患
別
ケ
ア
で
は
、誤

嚥
性
肺
炎
を
「Ａ
Ｄ
Ｌ
や
全
身
機
能
の
低
下
、特

に
脳
血
管
障
害
を
有
す
る
場
合
に
認
め
られ
や
す
い
嚥
下
機
能
障
害
を
背
景
に

起
き
る
肺
炎
」と
して
捉
え
る
。不

顕
性
の
誤
嚥
に
よ
って
起
こる
肺
炎
も
含
め
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
く起
こり
うる
疾
患
で
あ
り、
罹
患
す
る
と重

篤
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
は
、リ
ス
クの
評
価
と予

防
で
対
応
で
き
る
の
で
、そ
の
た
め
の
取
り組

み
が
重
要
で
あ
る
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
ま
ず
誤
嚥
リス
クの
評
価
が
重
要
で
あ
る
た
め
、本

人
の
日
常
の
健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
把
握
し、
誤
嚥
リス
クを
評
価
す
る
専
門
職
と

共
有
。

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、一

度
で
終
わ
らせ
ず
継
続
的
に
把
握
・共

有
。

・疾
患
や
障
害
に
よ
る
影
響
を
評
価
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
、本

人
の
疾
患
の
履
歴

や
、障

害
の
有
無
、認

知
機
能
の
低
下
とそ
れ
に
伴
う生

活
障
害
等
の
状
況
を
把
握

し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・摂
食
嚥
下
機
能
と誤

嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とす
る
た
め
、か
み
合
わ
せ
や
咀
嚼
及

び
義
歯
の
状
況
、舌

運
動
の
様
相
、サ
ー
ビス
を
受
け
る
前
の
期
間
に
お
け
る
義
歯
の

管
理
の
状
態
な
ど、
摂
食
嚥
下
機
能
に
か
か
わ
る
日
常
の
状
態
を
把
握
し、
評
価
す
る

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、状

況
の
把
握
は
一
度
で
終
わ
らせ
ず
継

続
的
な
把
握
・共
有
。

4
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とな
る
、咀

嚼
や
嚥
下
に
関
わ
る
トラ
ブ
ル
な
どの
出
来
事

を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解

会
も

活
用

し
、

病
棟

で
ケ

ア
に

あ
た

っ
た

専
門

職
か

ら
の

情
報

提
供

や
助

言
を

踏
ま

え
て

退
院

後
の

ケ
ア

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
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不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

誤
嚥

性
肺

炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾
患
別
ケ
ア
は
、誤

嚥
性
肺
炎
の
リス
クが
大
き
い
要
介
護
高
齢
者
が
、日

常
生
活
に
お
い
て
発
症
予
防
／
再
発
予
防
の
た
め
に
必
要
と想

定
され
る
支
援
を

整
理
した
も
の
。日

常
生
活
に
お
け
る
「予
防
」を
対
象
範
囲
とす
る
。

・本
疾
患
別
ケ
ア
で
は
、誤

嚥
性
肺
炎
を
「Ａ
Ｄ
Ｌ
や
全
身
機
能
の
低
下
、特

に
脳
血
管
障
害
を
有
す
る
場
合
に
認
め
られ
や
す
い
嚥
下
機
能
障
害
を
背
景
に

起
き
る
肺
炎
」と
して
捉
え
る
。不

顕
性
の
誤
嚥
に
よ
って
起
こる
肺
炎
も
含
め
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
く起
こり
うる
疾
患
で
あ
り、
罹
患
す
る
と重

篤
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
は
、リ
ス
クの
評
価
と予

防
で
対
応
で
き
る
の
で
、そ
の
た
め
の
取
り組

み
が
重
要
で
あ
る
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
ま
ず
誤
嚥
リス
クの
評
価
が
重
要
で
あ
る
た
め
、本

人
の
日
常
の
健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
把
握
し、
誤
嚥
リス
クを
評
価
す
る
専
門
職
と

共
有
。

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、一

度
で
終
わ
らせ
ず
継
続
的
に
把
握
・共

有
。

・疾
患
や
障
害
に
よ
る
影
響
を
評
価
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
、本

人
の
疾
患
の
履
歴

や
、障

害
の
有
無
、認

知
機
能
の
低
下
とそ
れ
に
伴
う生

活
障
害
等
の
状
況
を
把
握

し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・摂
食
嚥
下
機
能
と誤

嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とす
る
た
め
、か
み
合
わ
せ
や
咀
嚼
及

び
義
歯
の
状
況
、舌

運
動
の
様
相
、サ
ー
ビス
を
受
け
る
前
の
期
間
に
お
け
る
義
歯
の

管
理
の
状
態
な
ど、
摂
食
嚥
下
機
能
に
か
か
わ
る
日
常
の
状
態
を
把
握
し、
評
価
す
る

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、状

況
の
把
握
は
一
度
で
終
わ
らせ
ず
継

続
的
な
把
握
・共
有
。

4 
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とな
る
、咀

嚼
や
嚥
下
に
関
わ
る
トラ
ブ
ル
な
どの
出
来
事

を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2 
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3 
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1 

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解
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 不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

誤
嚥

性
肺

炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾
患
別
ケ
ア
は
、誤

嚥
性
肺
炎
の
リス
クが
大
き
い
要
介
護
高
齢
者
が
、日

常
生
活
に
お
い
て
発
症
予
防
／
再
発
予
防
の
た
め
に
必
要
と想

定
され
る
支
援
を

整
理
した
も
の
。日

常
生
活
に
お
け
る
「予
防
」を
対
象
範
囲
とす
る
。

・本
疾
患
別
ケ
ア
で
は
、誤

嚥
性
肺
炎
を
「Ａ
Ｄ
Ｌ
や
全
身
機
能
の
低
下
、特

に
脳
血
管
障
害
を
有
す
る
場
合
に
認
め
られ
や
す
い
嚥
下
機
能
障
害
を
背
景
に

起
き
る
肺
炎
」と
して
捉
え
る
。不

顕
性
の
誤
嚥
に
よ
って
起
こる
肺
炎
も
含
め
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
く起
こり
うる
疾
患
で
あ
り、
罹
患
す
る
と重

篤
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
は
、リ
ス
クの
評
価
と予

防
で
対
応
で
き
る
の
で
、そ
の
た
め
の
取
り組

み
が
重
要
で
あ
る
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
ま
ず
誤
嚥
リス
クの
評
価
が
重
要
で
あ
る
た
め
、本

人
の
日
常
の
健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
把
握
し、
誤
嚥
リス
クを
評
価
す
る
専
門
職
と

共
有
。

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、一

度
で
終
わ
らせ
ず
継
続
的
に
把
握
・共

有
。

・疾
患
や
障
害
に
よ
る
影
響
を
評
価
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
、本

人
の
疾
患
の
履
歴

や
、障

害
の
有
無
、認

知
機
能
の
低
下
とそ
れ
に
伴
う生

活
障
害
等
の
状
況
を
把
握

し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・摂
食
嚥
下
機
能
と誤

嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とす
る
た
め
、か
み
合
わ
せ
や
咀
嚼
及

び
義
歯
の
状
況
、舌

運
動
の
様
相
、サ
ー
ビス
を
受
け
る
前
の
期
間
に
お
け
る
義
歯
の

管
理
の
状
態
な
ど、
摂
食
嚥
下
機
能
に
か
か
わ
る
日
常
の
状
態
を
把
握
し、
評
価
す
る

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、状

況
の
把
握
は
一
度
で
終
わ
らせ
ず
継

続
的
な
把
握
・共
有
。

4
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とな
る
、咀

嚼
や
嚥
下
に
関
わ
る
トラ
ブ
ル
な
どの
出
来
事

を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解
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不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

誤
嚥

性
肺

炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾
患
別
ケ
ア
は
、誤

嚥
性
肺
炎
の
リス
クが
大
き
い
要
介
護
高
齢
者
が
、日

常
生
活
に
お
い
て
発
症
予
防
／
再
発
予
防
の
た
め
に
必
要
と想

定
され
る
支
援
を

整
理
した
も
の
。日

常
生
活
に
お
け
る
「予
防
」を
対
象
範
囲
とす
る
。

・本
疾
患
別
ケ
ア
で
は
、誤

嚥
性
肺
炎
を
「Ａ
Ｄ
Ｌ
や
全
身
機
能
の
低
下
、特

に
脳
血
管
障
害
を
有
す
る
場
合
に
認
め
られ
や
す
い
嚥
下
機
能
障
害
を
背
景
に

起
き
る
肺
炎
」と
して
捉
え
る
。不

顕
性
の
誤
嚥
に
よ
って
起
こる
肺
炎
も
含
め
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
く起
こり
うる
疾
患
で
あ
り、
罹
患
す
る
と重

篤
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
は
、リ
ス
クの
評
価
と予

防
で
対
応
で
き
る
の
で
、そ
の
た
め
の
取
り組

み
が
重
要
で
あ
る
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
ま
ず
誤
嚥
リス
クの
評
価
が
重
要
で
あ
る
た
め
、本

人
の
日
常
の
健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
把
握
し、
誤
嚥
リス
クを
評
価
す
る
専
門
職
と

共
有
。

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、一

度
で
終
わ
らせ
ず
継
続
的
に
把
握
・共

有
。

・疾
患
や
障
害
に
よ
る
影
響
を
評
価
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
、本

人
の
疾
患
の
履
歴

や
、障

害
の
有
無
、認

知
機
能
の
低
下
とそ
れ
に
伴
う生

活
障
害
等
の
状
況
を
把
握

し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・摂
食
嚥
下
機
能
と誤

嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とす
る
た
め
、か
み
合
わ
せ
や
咀
嚼
及

び
義
歯
の
状
況
、舌

運
動
の
様
相
、サ
ー
ビス
を
受
け
る
前
の
期
間
に
お
け
る
義
歯
の

管
理
の
状
態
な
ど、
摂
食
嚥
下
機
能
に
か
か
わ
る
日
常
の
状
態
を
把
握
し、
評
価
す
る

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、状

況
の
把
握
は
一
度
で
終
わ
らせ
ず
継

続
的
な
把
握
・共
有
。

4 
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とな
る
、咀

嚼
や
嚥
下
に
関
わ
る
トラ
ブ
ル
な
どの
出
来
事

を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2 
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3 
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1 

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解
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 不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

誤
嚥

性
肺

炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾
患
別
ケ
ア
は
、誤

嚥
性
肺
炎
の
リス
クが
大
き
い
要
介
護
高
齢
者
が
、日

常
生
活
に
お
い
て
発
症
予
防
／
再
発
予
防
の
た
め
に
必
要
と想

定
され
る
支
援
を

整
理
した
も
の
。日

常
生
活
に
お
け
る
「予
防
」を
対
象
範
囲
とす
る
。

・本
疾
患
別
ケ
ア
で
は
、誤

嚥
性
肺
炎
を
「Ａ
Ｄ
Ｌ
や
全
身
機
能
の
低
下
、特

に
脳
血
管
障
害
を
有
す
る
場
合
に
認
め
られ
や
す
い
嚥
下
機
能
障
害
を
背
景
に

起
き
る
肺
炎
」と
して
捉
え
る
。不

顕
性
の
誤
嚥
に
よ
って
起
こる
肺
炎
も
含
め
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
く起
こり
うる
疾
患
で
あ
り、
罹
患
す
る
と重

篤
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
は
、リ
ス
クの
評
価
と予

防
で
対
応
で
き
る
の
で
、そ
の
た
め
の
取
り組

み
が
重
要
で
あ
る
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
ま
ず
誤
嚥
リス
クの
評
価
が
重
要
で
あ
る
た
め
、本

人
の
日
常
の
健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
把
握
し、
誤
嚥
リス
クを
評
価
す
る
専
門
職
と

共
有
。

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、一

度
で
終
わ
らせ
ず
継
続
的
に
把
握
・共

有
。

・疾
患
や
障
害
に
よ
る
影
響
を
評
価
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
、本

人
の
疾
患
の
履
歴

や
、障

害
の
有
無
、認

知
機
能
の
低
下
とそ
れ
に
伴
う生

活
障
害
等
の
状
況
を
把
握

し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・摂
食
嚥
下
機
能
と誤

嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とす
る
た
め
、か
み
合
わ
せ
や
咀
嚼
及

び
義
歯
の
状
況
、舌

運
動
の
様
相
、サ
ー
ビス
を
受
け
る
前
の
期
間
に
お
け
る
義
歯
の

管
理
の
状
態
な
ど、
摂
食
嚥
下
機
能
に
か
か
わ
る
日
常
の
状
態
を
把
握
し、
評
価
す
る

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、状

況
の
把
握
は
一
度
で
終
わ
らせ
ず
継

続
的
な
把
握
・共
有
。

4
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とな
る
、咀

嚼
や
嚥
下
に
関
わ
る
トラ
ブ
ル
な
どの
出
来
事

を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解

会
も

活
用

し
、

病
棟

で
ケ

ア
に

あ
た

っ
た

専
門

職
か

ら
の

情
報

提
供

や
助

言
を

踏
ま

え
て

退
院

後
の

ケ
ア

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

30
 
一

般
社

団
法

人
日

本
呼

吸
器

学
会

W
EB

ペ
ー

ジ
「

誤
嚥

性
肺

炎
」

よ
り

31
不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

誤
嚥

性
肺

炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

：
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾
患
別
ケ
ア
は
、誤

嚥
性
肺
炎
の
リス
クが
大
き
い
要
介
護
高
齢
者
が
、日

常
生
活
に
お
い
て
発
症
予
防
／
再
発
予
防
の
た
め
に
必
要
と想

定
され
る
支
援
を

整
理
した
も
の
。日

常
生
活
に
お
け
る
「予
防
」を
対
象
範
囲
とす
る
。

・本
疾
患
別
ケ
ア
で
は
、誤

嚥
性
肺
炎
を
「Ａ
Ｄ
Ｌ
や
全
身
機
能
の
低
下
、特

に
脳
血
管
障
害
を
有
す
る
場
合
に
認
め
られ
や
す
い
嚥
下
機
能
障
害
を
背
景
に

起
き
る
肺
炎
」と
して
捉
え
る
。不

顕
性
の
誤
嚥
に
よ
って
起
こる
肺
炎
も
含
め
る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
く起
こり
うる
疾
患
で
あ
り、
罹
患
す
る
と重

篤
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
は
、リ
ス
クの
評
価
と予

防
で
対
応
で
き
る
の
で
、そ
の
た
め
の
取
り組

み
が
重
要
で
あ
る
こと
の
理
解
を
うな
が
す
。

・誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
ま
ず
誤
嚥
リス
クの
評
価
が
重
要
で
あ
る
た
め
、本

人
の
日
常
の
健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
把
握
し、
誤
嚥
リス
クを
評
価
す
る
専
門
職
と

共
有
。

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、一

度
で
終
わ
らせ
ず
継
続
的
に
把
握
・共

有
。

・疾
患
や
障
害
に
よ
る
影
響
を
評
価
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
、本

人
の
疾
患
の
履
歴

や
、障

害
の
有
無
、認

知
機
能
の
低
下
とそ
れ
に
伴
う生

活
障
害
等
の
状
況
を
把
握

し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・摂
食
嚥
下
機
能
と誤

嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とす
る
た
め
、か
み
合
わ
せ
や
咀
嚼
及

び
義
歯
の
状
況
、舌

運
動
の
様
相
、サ
ー
ビス
を
受
け
る
前
の
期
間
に
お
け
る
義
歯
の

管
理
の
状
態
な
ど、
摂
食
嚥
下
機
能
に
か
か
わ
る
日
常
の
状
態
を
把
握
し、
評
価
す
る

・な
お
、状

態
は
変
化
す
る
こと
が
あ
る
の
で
、状

況
の
把
握
は
一
度
で
終
わ
らせ
ず
継

続
的
な
把
握
・共
有
。

4 
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥
リス
クの
評
価
の
根
拠
とな
る
、咀

嚼
や
嚥
下
に
関
わ
る
トラ
ブ
ル
な
どの
出
来
事

を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2 
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3 
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1 

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解
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誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
リス
クを
把
握
す
る
た
め
、日

常
的
な
咳
の
状
況
（
咳
を
す
る
頻

度
、ど
の
よ
うな
タイ
プ
の
咳
か
、い
つ
多
くな
る
か
、む
せ
の
有
無
な
ど）

を
把
握
し、
リス

ク評
価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・肺
炎
の
発
症
に
つ
な
が
る
リス
クを
評
価
す
る
根
拠
とす
る
た
め
、日

常
的
な
口
腔
ケ
ア

の
状
況
や
口
腔
内
衛
生
状
態
の
概
要
を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職

と共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た

め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操

な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
取
り組

み
や
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者
に
も
共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、発

声
・発
話
の
維
持
・改
善
の
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、過

去
に
気
管
切
開
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、喉

頭
の
運
動
の
抑
制

か
ら嚥

下
障
害
が
生
じる
た
め
、病

歴
を
注
意
して
把
握
し専

門
職
と共

有
。

・唾
液
分
泌
が
減
り、
口
腔
乾
燥
が
進
む
と、
摂
食
嚥
下
の
トラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
くな
る

た
め
、こ
れ
を
防
ぐた
め
に
口
の
中
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
うに
す
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
に
そ
の
原
因
を
評
価
す
る
た
め
、口

渇
、口

腔
乾
燥
を
も
た
ら

す
要
因
とな
る
服
薬
内
容
等
の
情
報
を
把
握
し、
薬
剤
師
等
の
専
門
職
に
そ
の
情
報

を
共
有
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、メ
ニ
ュー
や
調
理
方
法
、あ
る
い
は
食
形

態
が
適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・同
居
家
族
な
どが
主
に
調
理
して
い
る
介
護
者
で
あ
る
場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
内
容
に
関
す
る
留
意
点
を
共
有
。

2-
1 

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6 
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

7 
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8 
食

内
容

の
見

直
し

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5 
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、必

要
に
応
じて
食
事
を
とる
食
具
の
使

用
や
環
境
を
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、食

事
を
とる
姿
勢
や
食
事
の
とり
方
が

適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・同
居
家
族
な
どが
一
緒
に
食
事
を
とる
こと
が
多
か
った
り、
食
事
介
助
を
行
って
い
る

場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
事
の
摂
取
に
関

す
る
留
意
点
を
共
有
。

・な
お
、食

事
介
助
を
行
って
い
る
場
合
、食

事
に
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
た
め

に
本
人
の
残
存
能
力
を
無
視
した
過
剰
な
食
事
介
助
とな
らな
い
よ
うに
留
意
。

・誤
嚥
の
リス
クを
高
め
な
い
よ
うに
、適

切
な
食
事
姿
勢
が
介
助
者
に
よ
って
提
供
され

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
か
らの
栄
養
摂
取
が
で
き
て
い
る
か
、食

欲
が
あ
る
か
を
把
握
。

・状
況
が
変
化
しう
る
た
め
、一

度
き
りで
は
な
く継
続
的
に
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う、

介
護
者
や
他
の
専
門
職
等
とも
連
携
して
日
常
の
状
態
を
随
時
把
握
で
き
る
よ
うな
体

・十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
に
本
人
が
集
中
し、
食
欲
を
も
ち
食
事
を
楽
しむ
こ

とが
で
き
る
よ
う、
慣
れ
親
しん
だ
食
事
環
境
を
整
え
た
り、
好
き
な
も
の
を
定
期
的
に
と

れ
る
よ
うに
した
りと
い
った
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・感
染
症
を
防
ぐた
め
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
ケ
ア
体
制
を
整

え
る
。

（
例
え
ば
、は
み
が
き
、義

歯
の
洗
浄
な
どに
加
え
、ど
の
程
度
実
践
で
き
て
い
る
か
の

確
認
を
、セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
ら行

うあ
る
い
は
、家

族
介
護
者
や
専
門
職
な
どが
行
う

体
制
を
整
え
る
こと
）

・本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
って
リス
クは
変
化
す
る
の
で
、一

定
期
間
ご
とに
上
記
の
よ
うな
リス
ク評

価
を
再
度
実
施
。

・過
去
に
一
度
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
して
い
る
場
合
（
二
次
予
防
）
は
、前

回
発
症

した
際
の
状
況
の
振
り返

りも
併
せ
て
行
う。

3
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
リス
クを
把
握
す
る
た
め
、日

常
的
な
咳
の
状
況
（
咳
を
す
る
頻

度
、ど
の
よ
うな
タイ
プ
の
咳
か
、い
つ
多
くな
る
か
、む
せ
の
有
無
な
ど）

を
把
握
し、
リス

ク評
価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・肺
炎
の
発
症
に
つ
な
が
る
リス
クを
評
価
す
る
根
拠
とす
る
た
め
、日

常
的
な
口
腔
ケ
ア

の
状
況
や
口
腔
内
衛
生
状
態
の
概
要
を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職

と共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た

め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操

な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
取
り組

み
や
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者
に
も
共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、発

声
・発
話
の
維
持
・改
善
の
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、過

去
に
気
管
切
開
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、喉

頭
の
運
動
の
抑
制

か
ら嚥

下
障
害
が
生
じる
た
め
、病

歴
を
注
意
して
把
握
し専

門
職
と共

有
。

・唾
液
分
泌
が
減
り、
口
腔
乾
燥
が
進
む
と、
摂
食
嚥
下
の
トラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
くな
る

た
め
、こ
れ
を
防
ぐた
め
に
口
の
中
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
うに
す
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
に
そ
の
原
因
を
評
価
す
る
た
め
、口

渇
、口

腔
乾
燥
を
も
た
ら

す
要
因
とな
る
服
薬
内
容
等
の
情
報
を
把
握
し、
薬
剤
師
等
の
専
門
職
に
そ
の
情
報

を
共
有
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、メ
ニ
ュー
や
調
理
方
法
、あ
る
い
は
食
形

態
が
適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・同
居
家
族
な
どが
主
に
調
理
して
い
る
介
護
者
で
あ
る
場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
内
容
に
関
す
る
留
意
点
を
共
有
。

2-
1

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

7
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8
食

内
容

の
見

直
し

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、必

要
に
応
じて
食
事
を
とる
食
具
の
使

用
や
環
境
を
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、食

事
を
とる
姿
勢
や
食
事
の
とり
方
が

適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・同
居
家
族
な
どが
一
緒
に
食
事
を
とる
こと
が
多
か
った
り、
食
事
介
助
を
行
って
い
る

場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
事
の
摂
取
に
関

す
る
留
意
点
を
共
有
。

・な
お
、食

事
介
助
を
行
って
い
る
場
合
、食

事
に
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
た
め

に
本
人
の
残
存
能
力
を
無
視
した
過
剰
な
食
事
介
助
とな
らな
い
よ
うに
留
意
。

・誤
嚥
の
リス
クを
高
め
な
い
よ
うに
、適

切
な
食
事
姿
勢
が
介
助
者
に
よ
って
提
供
され

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
か
らの
栄
養
摂
取
が
で
き
て
い
る
か
、食

欲
が
あ
る
か
を
把
握
。

・状
況
が
変
化
しう
る
た
め
、一

度
き
りで
は
な
く継
続
的
に
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う、

介
護
者
や
他
の
専
門
職
等
とも
連
携
して
日
常
の
状
態
を
随
時
把
握
で
き
る
よ
うな
体

・十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
に
本
人
が
集
中
し、
食
欲
を
も
ち
食
事
を
楽
しむ
こ

とが
で
き
る
よ
う、
慣
れ
親
しん
だ
食
事
環
境
を
整
え
た
り、
好
き
な
も
の
を
定
期
的
に
と

れ
る
よ
うに
した
りと
い
った
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・感
染
症
を
防
ぐた
め
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
ケ
ア
体
制
を
整

え
る
。

（
例
え
ば
、は
み
が
き
、義

歯
の
洗
浄
な
どに
加
え
、ど
の
程
度
実
践
で
き
て
い
る
か
の

確
認
を
、セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
ら行

うあ
る
い
は
、家

族
介
護
者
や
専
門
職
な
どが
行
う

体
制
を
整
え
る
こと
）

・本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
って
リス
クは
変
化
す
る
の
で
、一

定
期
間
ご
とに
上
記
の
よ
うな
リス
ク評

価
を
再
度
実
施
。

・過
去
に
一
度
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
して
い
る
場
合
（
二
次
予
防
）
は
、前

回
発
症

した
際
の
状
況
の
振
り返

りも
併
せ
て
行
う。

3 
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

 一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
 食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

136

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
リス
クを
把
握
す
る
た
め
、日

常
的
な
咳
の
状
況
（
咳
を
す
る
頻

度
、ど
の
よ
うな
タイ
プ
の
咳
か
、い
つ
多
くな
る
か
、む
せ
の
有
無
な
ど）

を
把
握
し、
リス

ク評
価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・肺
炎
の
発
症
に
つ
な
が
る
リス
クを
評
価
す
る
根
拠
とす
る
た
め
、日

常
的
な
口
腔
ケ
ア

の
状
況
や
口
腔
内
衛
生
状
態
の
概
要
を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職

と共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た

め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操

な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
取
り組

み
や
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者
に
も
共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、発

声
・発
話
の
維
持
・改
善
の
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、過

去
に
気
管
切
開
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、喉

頭
の
運
動
の
抑
制

か
ら嚥

下
障
害
が
生
じる
た
め
、病

歴
を
注
意
して
把
握
し専

門
職
と共

有
。

・唾
液
分
泌
が
減
り、
口
腔
乾
燥
が
進
む
と、
摂
食
嚥
下
の
トラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
くな
る

た
め
、こ
れ
を
防
ぐた
め
に
口
の
中
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
うに
す
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
に
そ
の
原
因
を
評
価
す
る
た
め
、口

渇
、口

腔
乾
燥
を
も
た
ら

す
要
因
とな
る
服
薬
内
容
等
の
情
報
を
把
握
し、
薬
剤
師
等
の
専
門
職
に
そ
の
情
報

を
共
有
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、メ
ニ
ュー
や
調
理
方
法
、あ
る
い
は
食
形

態
が
適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・同
居
家
族
な
どが
主
に
調
理
して
い
る
介
護
者
で
あ
る
場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
内
容
に
関
す
る
留
意
点
を
共
有
。

2-
1 

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6 
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

7 
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8 
食

内
容

の
見

直
し

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5 
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、必

要
に
応
じて
食
事
を
とる
食
具
の
使

用
や
環
境
を
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、食

事
を
とる
姿
勢
や
食
事
の
とり
方
が

適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・同
居
家
族
な
どが
一
緒
に
食
事
を
とる
こと
が
多
か
った
り、
食
事
介
助
を
行
って
い
る

場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
事
の
摂
取
に
関

す
る
留
意
点
を
共
有
。

・な
お
、食

事
介
助
を
行
って
い
る
場
合
、食

事
に
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
た
め

に
本
人
の
残
存
能
力
を
無
視
した
過
剰
な
食
事
介
助
とな
らな
い
よ
うに
留
意
。

・誤
嚥
の
リス
クを
高
め
な
い
よ
うに
、適

切
な
食
事
姿
勢
が
介
助
者
に
よ
って
提
供
され

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
か
らの
栄
養
摂
取
が
で
き
て
い
る
か
、食

欲
が
あ
る
か
を
把
握
。

・状
況
が
変
化
しう
る
た
め
、一

度
き
りで
は
な
く継
続
的
に
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う、

介
護
者
や
他
の
専
門
職
等
とも
連
携
して
日
常
の
状
態
を
随
時
把
握
で
き
る
よ
うな
体

・十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
に
本
人
が
集
中
し、
食
欲
を
も
ち
食
事
を
楽
しむ
こ

とが
で
き
る
よ
う、
慣
れ
親
しん
だ
食
事
環
境
を
整
え
た
り、
好
き
な
も
の
を
定
期
的
に
と

れ
る
よ
うに
した
りと
い
った
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・感
染
症
を
防
ぐた
め
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
ケ
ア
体
制
を
整

え
る
。

（
例
え
ば
、は
み
が
き
、義

歯
の
洗
浄
な
どに
加
え
、ど
の
程
度
実
践
で
き
て
い
る
か
の

確
認
を
、セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
ら行

うあ
る
い
は
、家

族
介
護
者
や
専
門
職
な
どが
行
う

体
制
を
整
え
る
こと
）

・本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
って
リス
クは
変
化
す
る
の
で
、一

定
期
間
ご
とに
上
記
の
よ
うな
リス
ク評

価
を
再
度
実
施
。

・過
去
に
一
度
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
して
い
る
場
合
（
二
次
予
防
）
は
、前

回
発
症

した
際
の
状
況
の
振
り返

りも
併
せ
て
行
う。

3
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
リス
クを
把
握
す
る
た
め
、日

常
的
な
咳
の
状
況
（
咳
を
す
る
頻

度
、ど
の
よ
うな
タイ
プ
の
咳
か
、い
つ
多
くな
る
か
、む
せ
の
有
無
な
ど）

を
把
握
し、
リス

ク評
価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・肺
炎
の
発
症
に
つ
な
が
る
リス
クを
評
価
す
る
根
拠
とす
る
た
め
、日

常
的
な
口
腔
ケ
ア

の
状
況
や
口
腔
内
衛
生
状
態
の
概
要
を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職

と共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た

め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操

な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
取
り組

み
や
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者
に
も
共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、発

声
・発
話
の
維
持
・改
善
の
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、過

去
に
気
管
切
開
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、喉

頭
の
運
動
の
抑
制

か
ら嚥

下
障
害
が
生
じる
た
め
、病

歴
を
注
意
して
把
握
し専

門
職
と共

有
。

・唾
液
分
泌
が
減
り、
口
腔
乾
燥
が
進
む
と、
摂
食
嚥
下
の
トラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
くな
る

た
め
、こ
れ
を
防
ぐた
め
に
口
の
中
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
うに
す
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
に
そ
の
原
因
を
評
価
す
る
た
め
、口

渇
、口

腔
乾
燥
を
も
た
ら

す
要
因
とな
る
服
薬
内
容
等
の
情
報
を
把
握
し、
薬
剤
師
等
の
専
門
職
に
そ
の
情
報

を
共
有
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、メ
ニ
ュー
や
調
理
方
法
、あ
る
い
は
食
形

態
が
適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・同
居
家
族
な
どが
主
に
調
理
して
い
る
介
護
者
で
あ
る
場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
内
容
に
関
す
る
留
意
点
を
共
有
。

2-
1

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

7
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8
食

内
容

の
見

直
し

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、必

要
に
応
じて
食
事
を
とる
食
具
の
使

用
や
環
境
を
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、食

事
を
とる
姿
勢
や
食
事
の
とり
方
が

適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・同
居
家
族
な
どが
一
緒
に
食
事
を
とる
こと
が
多
か
った
り、
食
事
介
助
を
行
って
い
る

場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
事
の
摂
取
に
関

す
る
留
意
点
を
共
有
。

・な
お
、食

事
介
助
を
行
って
い
る
場
合
、食

事
に
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
た
め

に
本
人
の
残
存
能
力
を
無
視
した
過
剰
な
食
事
介
助
とな
らな
い
よ
うに
留
意
。

・誤
嚥
の
リス
クを
高
め
な
い
よ
うに
、適

切
な
食
事
姿
勢
が
介
助
者
に
よ
って
提
供
され

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
か
らの
栄
養
摂
取
が
で
き
て
い
る
か
、食

欲
が
あ
る
か
を
把
握
。

・状
況
が
変
化
しう
る
た
め
、一

度
き
りで
は
な
く継
続
的
に
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う、

介
護
者
や
他
の
専
門
職
等
とも
連
携
して
日
常
の
状
態
を
随
時
把
握
で
き
る
よ
うな
体

・十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
に
本
人
が
集
中
し、
食
欲
を
も
ち
食
事
を
楽
しむ
こ

とが
で
き
る
よ
う、
慣
れ
親
しん
だ
食
事
環
境
を
整
え
た
り、
好
き
な
も
の
を
定
期
的
に
と

れ
る
よ
うに
した
りと
い
った
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・感
染
症
を
防
ぐた
め
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
ケ
ア
体
制
を
整

え
る
。

（
例
え
ば
、は
み
が
き
、義

歯
の
洗
浄
な
どに
加
え
、ど
の
程
度
実
践
で
き
て
い
る
か
の

確
認
を
、セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
ら行

うあ
る
い
は
、家

族
介
護
者
や
専
門
職
な
どが
行
う

体
制
を
整
え
る
こと
）

・本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
って
リス
クは
変
化
す
る
の
で
、一

定
期
間
ご
とに
上
記
の
よ
うな
リス
ク評

価
を
再
度
実
施
。

・過
去
に
一
度
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
して
い
る
場
合
（
二
次
予
防
）
は
、前

回
発
症

した
際
の
状
況
の
振
り返

りも
併
せ
て
行
う。

3 
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

 一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
 食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

137136



誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
リス
クを
把
握
す
る
た
め
、日

常
的
な
咳
の
状
況
（
咳
を
す
る
頻

度
、ど
の
よ
うな
タイ
プ
の
咳
か
、い
つ
多
くな
る
か
、む
せ
の
有
無
な
ど）

を
把
握
し、
リス

ク評
価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・肺
炎
の
発
症
に
つ
な
が
る
リス
クを
評
価
す
る
根
拠
とす
る
た
め
、日

常
的
な
口
腔
ケ
ア

の
状
況
や
口
腔
内
衛
生
状
態
の
概
要
を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職

と共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た

め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操

な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
取
り組

み
や
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者
に
も
共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、発

声
・発
話
の
維
持
・改
善
の
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、過

去
に
気
管
切
開
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、喉

頭
の
運
動
の
抑
制

か
ら嚥

下
障
害
が
生
じる
た
め
、病

歴
を
注
意
して
把
握
し専

門
職
と共

有
。

・唾
液
分
泌
が
減
り、
口
腔
乾
燥
が
進
む
と、
摂
食
嚥
下
の
トラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
くな
る

た
め
、こ
れ
を
防
ぐた
め
に
口
の
中
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
うに
す
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
に
そ
の
原
因
を
評
価
す
る
た
め
、口

渇
、口

腔
乾
燥
を
も
た
ら

す
要
因
とな
る
服
薬
内
容
等
の
情
報
を
把
握
し、
薬
剤
師
等
の
専
門
職
に
そ
の
情
報

を
共
有
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、メ
ニ
ュー
や
調
理
方
法
、あ
る
い
は
食
形

態
が
適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・同
居
家
族
な
どが
主
に
調
理
して
い
る
介
護
者
で
あ
る
場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
内
容
に
関
す
る
留
意
点
を
共
有
。

2-
1 

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6 
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

7 
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8 
食

内
容

の
見

直
し

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5 
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、必

要
に
応
じて
食
事
を
とる
食
具
の
使

用
や
環
境
を
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、食

事
を
とる
姿
勢
や
食
事
の
とり
方
が

適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・同
居
家
族
な
どが
一
緒
に
食
事
を
とる
こと
が
多
か
った
り、
食
事
介
助
を
行
って
い
る

場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
事
の
摂
取
に
関

す
る
留
意
点
を
共
有
。

・な
お
、食

事
介
助
を
行
って
い
る
場
合
、食

事
に
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
た
め

に
本
人
の
残
存
能
力
を
無
視
した
過
剰
な
食
事
介
助
とな
らな
い
よ
うに
留
意
。

・誤
嚥
の
リス
クを
高
め
な
い
よ
うに
、適

切
な
食
事
姿
勢
が
介
助
者
に
よ
って
提
供
され

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
か
らの
栄
養
摂
取
が
で
き
て
い
る
か
、食

欲
が
あ
る
か
を
把
握
。

・状
況
が
変
化
しう
る
た
め
、一

度
き
りで
は
な
く継
続
的
に
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う、

介
護
者
や
他
の
専
門
職
等
とも
連
携
して
日
常
の
状
態
を
随
時
把
握
で
き
る
よ
うな
体

・十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
に
本
人
が
集
中
し、
食
欲
を
も
ち
食
事
を
楽
しむ
こ

とが
で
き
る
よ
う、
慣
れ
親
しん
だ
食
事
環
境
を
整
え
た
り、
好
き
な
も
の
を
定
期
的
に
と

れ
る
よ
うに
した
りと
い
った
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・感
染
症
を
防
ぐた
め
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
ケ
ア
体
制
を
整

え
る
。

（
例
え
ば
、は
み
が
き
、義

歯
の
洗
浄
な
どに
加
え
、ど
の
程
度
実
践
で
き
て
い
る
か
の

確
認
を
、セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
ら行

うあ
る
い
は
、家

族
介
護
者
や
専
門
職
な
どが
行
う

体
制
を
整
え
る
こと
）

・本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
って
リス
クは
変
化
す
る
の
で
、一

定
期
間
ご
とに
上
記
の
よ
うな
リス
ク評

価
を
再
度
実
施
。

・過
去
に
一
度
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
して
い
る
場
合
（
二
次
予
防
）
は
、前

回
発
症

した
際
の
状
況
の
振
り返

りも
併
せ
て
行
う。

3
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
リス
クを
把
握
す
る
た
め
、日

常
的
な
咳
の
状
況
（
咳
を
す
る
頻

度
、ど
の
よ
うな
タイ
プ
の
咳
か
、い
つ
多
くな
る
か
、む
せ
の
有
無
な
ど）

を
把
握
し、
リス

ク評
価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・肺
炎
の
発
症
に
つ
な
が
る
リス
クを
評
価
す
る
根
拠
とす
る
た
め
、日

常
的
な
口
腔
ケ
ア

の
状
況
や
口
腔
内
衛
生
状
態
の
概
要
を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職

と共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た

め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操

な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
取
り組

み
や
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者
に
も
共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、発

声
・発
話
の
維
持
・改
善
の
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、過

去
に
気
管
切
開
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、喉

頭
の
運
動
の
抑
制

か
ら嚥

下
障
害
が
生
じる
た
め
、病

歴
を
注
意
して
把
握
し専

門
職
と共

有
。

・唾
液
分
泌
が
減
り、
口
腔
乾
燥
が
進
む
と、
摂
食
嚥
下
の
トラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
くな
る

た
め
、こ
れ
を
防
ぐた
め
に
口
の
中
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
うに
す
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
に
そ
の
原
因
を
評
価
す
る
た
め
、口

渇
、口

腔
乾
燥
を
も
た
ら

す
要
因
とな
る
服
薬
内
容
等
の
情
報
を
把
握
し、
薬
剤
師
等
の
専
門
職
に
そ
の
情
報

を
共
有
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、メ
ニ
ュー
や
調
理
方
法
、あ
る
い
は
食
形

態
が
適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・同
居
家
族
な
どが
主
に
調
理
して
い
る
介
護
者
で
あ
る
場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
内
容
に
関
す
る
留
意
点
を
共
有
。

2-
1

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

7
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8
食

内
容

の
見

直
し

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、必

要
に
応
じて
食
事
を
とる
食
具
の
使

用
や
環
境
を
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、食

事
を
とる
姿
勢
や
食
事
の
とり
方
が

適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・同
居
家
族
な
どが
一
緒
に
食
事
を
とる
こと
が
多
か
った
り、
食
事
介
助
を
行
って
い
る

場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
事
の
摂
取
に
関

す
る
留
意
点
を
共
有
。

・な
お
、食

事
介
助
を
行
って
い
る
場
合
、食

事
に
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
た
め

に
本
人
の
残
存
能
力
を
無
視
した
過
剰
な
食
事
介
助
とな
らな
い
よ
うに
留
意
。

・誤
嚥
の
リス
クを
高
め
な
い
よ
うに
、適

切
な
食
事
姿
勢
が
介
助
者
に
よ
って
提
供
され

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
か
らの
栄
養
摂
取
が
で
き
て
い
る
か
、食

欲
が
あ
る
か
を
把
握
。

・状
況
が
変
化
しう
る
た
め
、一

度
き
りで
は
な
く継
続
的
に
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う、

介
護
者
や
他
の
専
門
職
等
とも
連
携
して
日
常
の
状
態
を
随
時
把
握
で
き
る
よ
うな
体

・十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
に
本
人
が
集
中
し、
食
欲
を
も
ち
食
事
を
楽
しむ
こ

とが
で
き
る
よ
う、
慣
れ
親
しん
だ
食
事
環
境
を
整
え
た
り、
好
き
な
も
の
を
定
期
的
に
と

れ
る
よ
うに
した
りと
い
った
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・感
染
症
を
防
ぐた
め
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
ケ
ア
体
制
を
整

え
る
。

（
例
え
ば
、は
み
が
き
、義

歯
の
洗
浄
な
どに
加
え
、ど
の
程
度
実
践
で
き
て
い
る
か
の

確
認
を
、セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
ら行

うあ
る
い
は
、家

族
介
護
者
や
専
門
職
な
どが
行
う

体
制
を
整
え
る
こと
）

・本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
って
リス
クは
変
化
す
る
の
で
、一

定
期
間
ご
とに
上
記
の
よ
うな
リス
ク評

価
を
再
度
実
施
。

・過
去
に
一
度
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
して
い
る
場
合
（
二
次
予
防
）
は
、前

回
発
症

した
際
の
状
況
の
振
り返

りも
併
せ
て
行
う。

3 
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

 一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
 食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

136

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
リス
クを
把
握
す
る
た
め
、日

常
的
な
咳
の
状
況
（
咳
を
す
る
頻

度
、ど
の
よ
うな
タイ
プ
の
咳
か
、い
つ
多
くな
る
か
、む
せ
の
有
無
な
ど）

を
把
握
し、
リス

ク評
価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・肺
炎
の
発
症
に
つ
な
が
る
リス
クを
評
価
す
る
根
拠
とす
る
た
め
、日

常
的
な
口
腔
ケ
ア

の
状
況
や
口
腔
内
衛
生
状
態
の
概
要
を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職

と共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た

め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操

な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
取
り組

み
や
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者
に
も
共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、発

声
・発
話
の
維
持
・改
善
の
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、過

去
に
気
管
切
開
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、喉

頭
の
運
動
の
抑
制

か
ら嚥

下
障
害
が
生
じる
た
め
、病

歴
を
注
意
して
把
握
し専

門
職
と共

有
。

・唾
液
分
泌
が
減
り、
口
腔
乾
燥
が
進
む
と、
摂
食
嚥
下
の
トラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
くな
る

た
め
、こ
れ
を
防
ぐた
め
に
口
の
中
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
うに
す
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
に
そ
の
原
因
を
評
価
す
る
た
め
、口

渇
、口

腔
乾
燥
を
も
た
ら

す
要
因
とな
る
服
薬
内
容
等
の
情
報
を
把
握
し、
薬
剤
師
等
の
専
門
職
に
そ
の
情
報

を
共
有
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、メ
ニ
ュー
や
調
理
方
法
、あ
る
い
は
食
形

態
が
適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・同
居
家
族
な
どが
主
に
調
理
して
い
る
介
護
者
で
あ
る
場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
内
容
に
関
す
る
留
意
点
を
共
有
。

2-
1 

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6 
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

7 
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8 
食

内
容

の
見

直
し

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5 
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、必

要
に
応
じて
食
事
を
とる
食
具
の
使

用
や
環
境
を
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、食

事
を
とる
姿
勢
や
食
事
の
とり
方
が

適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・同
居
家
族
な
どが
一
緒
に
食
事
を
とる
こと
が
多
か
った
り、
食
事
介
助
を
行
って
い
る

場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
事
の
摂
取
に
関

す
る
留
意
点
を
共
有
。

・な
お
、食

事
介
助
を
行
って
い
る
場
合
、食

事
に
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
た
め

に
本
人
の
残
存
能
力
を
無
視
した
過
剰
な
食
事
介
助
とな
らな
い
よ
うに
留
意
。

・誤
嚥
の
リス
クを
高
め
な
い
よ
うに
、適

切
な
食
事
姿
勢
が
介
助
者
に
よ
って
提
供
され

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
か
らの
栄
養
摂
取
が
で
き
て
い
る
か
、食

欲
が
あ
る
か
を
把
握
。

・状
況
が
変
化
しう
る
た
め
、一

度
き
りで
は
な
く継
続
的
に
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う、

介
護
者
や
他
の
専
門
職
等
とも
連
携
して
日
常
の
状
態
を
随
時
把
握
で
き
る
よ
うな
体

・十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
に
本
人
が
集
中
し、
食
欲
を
も
ち
食
事
を
楽
しむ
こ

とが
で
き
る
よ
う、
慣
れ
親
しん
だ
食
事
環
境
を
整
え
た
り、
好
き
な
も
の
を
定
期
的
に
と

れ
る
よ
うに
した
りと
い
った
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・感
染
症
を
防
ぐた
め
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
ケ
ア
体
制
を
整

え
る
。

（
例
え
ば
、は
み
が
き
、義

歯
の
洗
浄
な
どに
加
え
、ど
の
程
度
実
践
で
き
て
い
る
か
の

確
認
を
、セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
ら行

うあ
る
い
は
、家

族
介
護
者
や
専
門
職
な
どが
行
う

体
制
を
整
え
る
こと
）

・本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
って
リス
クは
変
化
す
る
の
で
、一

定
期
間
ご
とに
上
記
の
よ
うな
リス
ク評

価
を
再
度
実
施
。

・過
去
に
一
度
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
して
い
る
場
合
（
二
次
予
防
）
は
、前

回
発
症

した
際
の
状
況
の
振
り返

りも
併
せ
て
行
う。

3
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
リス
クを
把
握
す
る
た
め
、日

常
的
な
咳
の
状
況
（
咳
を
す
る
頻

度
、ど
の
よ
うな
タイ
プ
の
咳
か
、い
つ
多
くな
る
か
、む
せ
の
有
無
な
ど）

を
把
握
し、
リス

ク評
価
に
関
わ
りう
る
専
門
職
と共

有
。

・肺
炎
の
発
症
に
つ
な
が
る
リス
クを
評
価
す
る
根
拠
とす
る
た
め
、日

常
的
な
口
腔
ケ
ア

の
状
況
や
口
腔
内
衛
生
状
態
の
概
要
を
把
握
し、
リス
ク評

価
に
関
わ
りう
る
専
門
職

と共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、摂

食
嚥
下
機
能
を
維
持
・改
善
す
る
た

め
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
専
門
職
に
よ
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く、
口
腔
体
操

な
どの
取
り組

み
を
含
む
）
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
身
で
実
施
可
能
な
取
り組

み
や
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
法
や
留
意
点
を
把
握
し、
家
族
等
の
介
護
者
に
も
共
有
。

・専
門
職
に
よ
る
リス
ク評

価
結
果
を
踏
ま
え
、発

声
・発
話
の
維
持
・改
善
の
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・な
お
、過

去
に
気
管
切
開
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、喉

頭
の
運
動
の
抑
制

か
ら嚥

下
障
害
が
生
じる
た
め
、病

歴
を
注
意
して
把
握
し専

門
職
と共

有
。

・唾
液
分
泌
が
減
り、
口
腔
乾
燥
が
進
む
と、
摂
食
嚥
下
の
トラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
くな
る

た
め
、こ
れ
を
防
ぐた
め
に
口
の
中
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
うに
す
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
に
そ
の
原
因
を
評
価
す
る
た
め
、口

渇
、口

腔
乾
燥
を
も
た
ら

す
要
因
とな
る
服
薬
内
容
等
の
情
報
を
把
握
し、
薬
剤
師
等
の
専
門
職
に
そ
の
情
報

を
共
有
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、メ
ニ
ュー
や
調
理
方
法
、あ
る
い
は
食
形

態
が
適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え

る
。
・同
居
家
族
な
どが
主
に
調
理
して
い
る
介
護
者
で
あ
る
場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評

価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
内
容
に
関
す
る
留
意
点
を
共
有
。

2-
1

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

7
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

8
食

内
容

の
見

直
し

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、必

要
に
応
じて
食
事
を
とる
食
具
の
使

用
や
環
境
を
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・本
人
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
踏
ま
え
、食

事
を
とる
姿
勢
や
食
事
の
とり
方
が

適
切
な
も
の
とな
る
よ
うに
見
直
し、
そ
れ
が
提
供
され
る
よ
うな
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・同
居
家
族
な
どが
一
緒
に
食
事
を
とる
こと
が
多
か
った
り、
食
事
介
助
を
行
って
い
る

場
合
は
、介

護
者
に
対
し、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
専
門
職
か
らの
食
事
の
摂
取
に
関

す
る
留
意
点
を
共
有
。

・な
お
、食

事
介
助
を
行
って
い
る
場
合
、食

事
に
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
た
め

に
本
人
の
残
存
能
力
を
無
視
した
過
剰
な
食
事
介
助
とな
らな
い
よ
うに
留
意
。

・誤
嚥
の
リス
クを
高
め
な
い
よ
うに
、適

切
な
食
事
姿
勢
が
介
助
者
に
よ
って
提
供
され

る
よ
うな
体
制
を
整
え
る
。

・食
事
か
らの
栄
養
摂
取
が
で
き
て
い
る
か
、食

欲
が
あ
る
か
を
把
握
。

・状
況
が
変
化
しう
る
た
め
、一

度
き
りで
は
な
く継
続
的
に
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う、

介
護
者
や
他
の
専
門
職
等
とも
連
携
して
日
常
の
状
態
を
随
時
把
握
で
き
る
よ
うな
体

・十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
事
に
本
人
が
集
中
し、
食
欲
を
も
ち
食
事
を
楽
しむ
こ

とが
で
き
る
よ
う、
慣
れ
親
しん
だ
食
事
環
境
を
整
え
た
り、
好
き
な
も
の
を
定
期
的
に
と

れ
る
よ
うに
した
りと
い
った
ケ
ア
体
制
を
整
え
る
。

・感
染
症
を
防
ぐた
め
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、
ケ
ア
体
制
を
整

え
る
。

（
例
え
ば
、は
み
が
き
、義

歯
の
洗
浄
な
どに
加
え
、ど
の
程
度
実
践
で
き
て
い
る
か
の

確
認
を
、セ
ル
フケ
ア
とし
て
自
ら行

うあ
る
い
は
、家

族
介
護
者
や
専
門
職
な
どが
行
う

体
制
を
整
え
る
こと
）

・本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
って
リス
クは
変
化
す
る
の
で
、一

定
期
間
ご
とに
上
記
の
よ
うな
リス
ク評

価
を
再
度
実
施
。

・過
去
に
一
度
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
して
い
る
場
合
（
二
次
予
防
）
は
、前

回
発
症

した
際
の
状
況
の
振
り返

りも
併
せ
て
行
う。

3 
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

 一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
 食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
2-

1
嚥

下
ト

ラ
ブ

ル
な

く食
事

を
とる

こと
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

137137



誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎
は
進
行
が
速
い
疾
患
な
の
で
、短

期
間
に
日
常
の
状
態
か
ら変

化
した
とき
に

は
、迅

速
に
か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
す
る
こと
が
重
要
。

・家
族
や
介
護
者
が
、短

期
的
な
変
化
を
把
握
した
とき
に
迅
速
に
医
療
者
等
の
他
の

職
種
に
つ
な
ぐこ
とが
で
き
る
よ
う、
連
絡
・対
応
体
制
を
事
前
に
整
理
し、
共
有
。

・不
顕
性
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、日

常
の
状
態
との
違
い
に

気
づ
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、ケ
ア
に
関
わ
る
関
係
者
の
間
で
気
を
配
って
お
くべ

き
兆
候
を
整
理
し共

有
。

・留
意
す
べ
き
兆
候
が
把
握
され
、か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
した
結
果
、必

要
と

支
持
され
た
ケ
ア
が
提
供
され
る
よ
う調

整
。

・具
体
的
に
は
、む
せ
や
咳
の
状
況
、食

事
の
とき
に
の
どが
ゴ
ロゴ
ロ鳴

る
な
どの
様
子

が
考
え
られ
る
。ま
た
、以

前
よ
りも
元
気
が
な
い
、食

欲
が
低
下
して
い
る
な
どの
長
期

的
な
変
化
の
兆
候
を
把
握
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
留
意
す
べ
き
兆
候
は
、健

康
状
態
や
生
活
状
態
に
よ
って
一

人
ひ
とり
異
な
る
た
め
、ま
ず
は
本
人
の
日
常
の
状
況
を
把
握
し共

有
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こと
が
重
要
。

・肺
炎
に
よ
って
入
院
す
る
場
合
で
も
、入

院
時
点
か
ら退

院
後
及
び
自
宅
で
の
療
養

に
際
して
の
留
意
事
項
を
把
握
し共

有
。

・退
院
後
の
生
活
の
回
復
を
円
滑
に
行
うた
め
、入

院
時
に
実
施
され
た
リス
ク評

価
の

結
果
や
、退

院
後
の
生
活
に
お
け
る
指
示
内
容
の
情
報
を
把
握
。

・な
お
、入

院
時
点
に
お
い
て
、本

人
が
肺
炎
を
繰
り返

す
リス
クを
小
さく
す
る
治
療
に

資
す
る
よ
う、
日
常
的
に
把
握
して
い
る
本
人
の
摂
食
嚥
下
や
食
事
の
状
況
等
の
情
報

を
、病

院
の
主
治
医
等
に
伝
達
。

4 
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1 

変
化

を
把

握
し

た
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

13
 短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2 

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築
14

 留
意

す
べ

き
兆

候
を

把
握

し
共

有
す

る
支

援
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

参
考

資
料

等

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

厚
生

労
働

省
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
策

定
、

普
及

推
進

㈱
日

本
総

合
研

究
所

「
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

」
に

関
連

す

る
事

業
の

成
果

物
一

覧

主
な

資
料

等
は

以
下

の
と

お
り

。

①
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
基

本
ケ

ア
及

び
疾

患
別

ケ
ア

」（
令

和
２

年
度

改
訂

版
）

本
編

基
本

ケ
ア

及
び

疾
患

別
ケ

ア
の

全
体

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
さ

れ
た

資
料

。

ht
tp

s
:/

/w
w
w.

jr
i
.c

o
.j

p/
M
ed

ia
L
ib

ra
r
y/

fi
l
e/

c
ol

um
n
/o

pi
n
io

n/
p
df

/
21

04
1
4_

te
k
is

et
u
na

ca
r
e_

r
2k

ai
.
pd

f

②
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
手

引
き

（
P
D
F
）

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

基
本

的
な

考
え

方
や

活
用

方
法

を
簡

潔
に

ま
と

め
た

入
門

的
資

料
。
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③
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
」

に
関

連
す

る
動

画

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

活
用

方
法

、
手

引
き

の
解

説
等

の
動

画
が

多
数

作
成

さ
れ

て
い

る
。
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4/

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎
は
進
行
が
速
い
疾
患
な
の
で
、短

期
間
に
日
常
の
状
態
か
ら変

化
した
とき
に

は
、迅

速
に
か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
す
る
こと
が
重
要
。

・家
族
や
介
護
者
が
、短

期
的
な
変
化
を
把
握
した
とき
に
迅
速
に
医
療
者
等
の
他
の

職
種
に
つ
な
ぐこ
とが
で
き
る
よ
う、
連
絡
・対
応
体
制
を
事
前
に
整
理
し、
共
有
。

・不
顕
性
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、日

常
の
状
態
との
違
い
に

気
づ
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、ケ
ア
に
関
わ
る
関
係
者
の
間
で
気
を
配
って
お
くべ

き
兆
候
を
整
理
し共

有
。

・留
意
す
べ
き
兆
候
が
把
握
され
、か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
した
結
果
、必

要
と

支
持
され
た
ケ
ア
が
提
供
され
る
よ
う調

整
。

・具
体
的
に
は
、む
せ
や
咳
の
状
況
、食

事
の
とき
に
の
どが
ゴ
ロゴ
ロ鳴

る
な
どの
様
子

が
考
え
られ
る
。ま
た
、以

前
よ
りも
元
気
が
な
い
、食

欲
が
低
下
して
い
る
な
どの
長
期

的
な
変
化
の
兆
候
を
把
握
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
留
意
す
べ
き
兆
候
は
、健

康
状
態
や
生
活
状
態
に
よ
って
一

人
ひ
とり
異
な
る
た
め
、ま
ず
は
本
人
の
日
常
の
状
況
を
把
握
し共

有
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こと
が
重
要
。

・肺
炎
に
よ
って
入
院
す
る
場
合
で
も
、入

院
時
点
か
ら退

院
後
及
び
自
宅
で
の
療
養

に
際
して
の
留
意
事
項
を
把
握
し共

有
。

・退
院
後
の
生
活
の
回
復
を
円
滑
に
行
うた
め
、入

院
時
に
実
施
され
た
リス
ク評

価
の

結
果
や
、退

院
後
の
生
活
に
お
け
る
指
示
内
容
の
情
報
を
把
握
。

・な
お
、入

院
時
点
に
お
い
て
、本

人
が
肺
炎
を
繰
り返

す
リス
クを
小
さく
す
る
治
療
に

資
す
る
よ
う、
日
常
的
に
把
握
して
い
る
本
人
の
摂
食
嚥
下
や
食
事
の
状
況
等
の
情
報

を
、病

院
の
主
治
医
等
に
伝
達
。

4
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1

変
化

を
把

握
し

た
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

13
短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築
14

留
意

す
べ

き
兆

候
を

把
握

し
共

有
す

る
支

援
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

参
考

資
料

等

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

厚
生

労
働

省
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
策

定
、

普
及

推
進

㈱
日

本
総

合
研

究
所

「
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

」
に

関
連

す

る
事

業
の

成
果

物
一

覧

主
な

資
料

等
は

以
下

の
と

お
り

。

①
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
基

本
ケ

ア
及

び
疾

患
別

ケ
ア

」（
令

和
２

年
度

改
訂

版
）

本
編

基
本

ケ
ア

及
び

疾
患

別
ケ

ア
の

全
体

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
さ

れ
た

資
料

。
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②
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
手

引
き

（
P
D
F
）

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

基
本

的
な

考
え

方
や

活
用

方
法

を
簡

潔
に

ま
と

め
た

入
門

的
資

料
。
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③
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
」

に
関

連
す

る
動

画

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

活
用

方
法

、
手

引
き

の
解

説
等

の
動

画
が

多
数

作
成

さ
れ

て
い

る
。
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4/
138

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎
は
進
行
が
速
い
疾
患
な
の
で
、短

期
間
に
日
常
の
状
態
か
ら変

化
した
とき
に

は
、迅

速
に
か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
す
る
こと
が
重
要
。

・家
族
や
介
護
者
が
、短

期
的
な
変
化
を
把
握
した
とき
に
迅
速
に
医
療
者
等
の
他
の

職
種
に
つ
な
ぐこ
とが
で
き
る
よ
う、
連
絡
・対
応
体
制
を
事
前
に
整
理
し、
共
有
。

・不
顕
性
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、日

常
の
状
態
との
違
い
に

気
づ
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、ケ
ア
に
関
わ
る
関
係
者
の
間
で
気
を
配
って
お
くべ

き
兆
候
を
整
理
し共

有
。

・留
意
す
べ
き
兆
候
が
把
握
され
、か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
した
結
果
、必

要
と

支
持
され
た
ケ
ア
が
提
供
され
る
よ
う調

整
。

・具
体
的
に
は
、む
せ
や
咳
の
状
況
、食

事
の
とき
に
の
どが
ゴ
ロゴ
ロ鳴

る
な
どの
様
子

が
考
え
られ
る
。ま
た
、以

前
よ
りも
元
気
が
な
い
、食

欲
が
低
下
して
い
る
な
どの
長
期

的
な
変
化
の
兆
候
を
把
握
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
留
意
す
べ
き
兆
候
は
、健

康
状
態
や
生
活
状
態
に
よ
って
一

人
ひ
とり
異
な
る
た
め
、ま
ず
は
本
人
の
日
常
の
状
況
を
把
握
し共

有
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こと
が
重
要
。

・肺
炎
に
よ
って
入
院
す
る
場
合
で
も
、入

院
時
点
か
ら退

院
後
及
び
自
宅
で
の
療
養

に
際
して
の
留
意
事
項
を
把
握
し共

有
。

・退
院
後
の
生
活
の
回
復
を
円
滑
に
行
うた
め
、入

院
時
に
実
施
され
た
リス
ク評

価
の

結
果
や
、退

院
後
の
生
活
に
お
け
る
指
示
内
容
の
情
報
を
把
握
。

・な
お
、入

院
時
点
に
お
い
て
、本

人
が
肺
炎
を
繰
り返

す
リス
クを
小
さく
す
る
治
療
に

資
す
る
よ
う、
日
常
的
に
把
握
して
い
る
本
人
の
摂
食
嚥
下
や
食
事
の
状
況
等
の
情
報

を
、病

院
の
主
治
医
等
に
伝
達
。

4 
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1 

変
化

を
把

握
し

た
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

13
 短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2 

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築
14

 留
意

す
べ

き
兆

候
を

把
握

し
共

有
す

る
支

援
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

参
考

資
料

等

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

厚
生

労
働

省
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
策

定
、

普
及

推
進

㈱
日

本
総

合
研

究
所

「
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

」
に

関
連

す

る
事

業
の

成
果

物
一

覧

主
な

資
料

等
は

以
下

の
と

お
り

。

①
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
基

本
ケ

ア
及

び
疾

患
別

ケ
ア

」（
令

和
２

年
度

改
訂

版
）

本
編

基
本

ケ
ア

及
び

疾
患

別
ケ

ア
の

全
体

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
さ

れ
た

資
料

。

ht
tp

s
:/

/w
w
w.

jr
i
.c

o
.j

p/
M
ed

ia
L
ib

ra
r
y/

fi
l
e/

c
ol

um
n
/o

pi
n
io

n/
p
df

/
21

04
1
4_

te
k
is

et
u
na

ca
r
e_

r
2k

ai
.
pd

f

②
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
手

引
き

（
P
D
F
）

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

基
本

的
な

考
え

方
や

活
用

方
法

を
簡

潔
に

ま
と

め
た

入
門

的
資

料
。
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③
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
」

に
関

連
す

る
動

画

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

活
用

方
法

、
手

引
き

の
解

説
等

の
動

画
が

多
数

作
成

さ
れ

て
い

る
。
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4/

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎
は
進
行
が
速
い
疾
患
な
の
で
、短

期
間
に
日
常
の
状
態
か
ら変

化
した
とき
に

は
、迅

速
に
か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
す
る
こと
が
重
要
。

・家
族
や
介
護
者
が
、短

期
的
な
変
化
を
把
握
した
とき
に
迅
速
に
医
療
者
等
の
他
の

職
種
に
つ
な
ぐこ
とが
で
き
る
よ
う、
連
絡
・対
応
体
制
を
事
前
に
整
理
し、
共
有
。

・不
顕
性
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、日

常
の
状
態
との
違
い
に

気
づ
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、ケ
ア
に
関
わ
る
関
係
者
の
間
で
気
を
配
って
お
くべ

き
兆
候
を
整
理
し共

有
。

・留
意
す
べ
き
兆
候
が
把
握
され
、か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
した
結
果
、必

要
と

支
持
され
た
ケ
ア
が
提
供
され
る
よ
う調

整
。

・具
体
的
に
は
、む
せ
や
咳
の
状
況
、食

事
の
とき
に
の
どが
ゴ
ロゴ
ロ鳴

る
な
どの
様
子

が
考
え
られ
る
。ま
た
、以

前
よ
りも
元
気
が
な
い
、食

欲
が
低
下
して
い
る
な
どの
長
期

的
な
変
化
の
兆
候
を
把
握
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
留
意
す
べ
き
兆
候
は
、健

康
状
態
や
生
活
状
態
に
よ
って
一

人
ひ
とり
異
な
る
た
め
、ま
ず
は
本
人
の
日
常
の
状
況
を
把
握
し共

有
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こと
が
重
要
。

・肺
炎
に
よ
って
入
院
す
る
場
合
で
も
、入

院
時
点
か
ら退

院
後
及
び
自
宅
で
の
療
養

に
際
して
の
留
意
事
項
を
把
握
し共

有
。

・退
院
後
の
生
活
の
回
復
を
円
滑
に
行
うた
め
、入

院
時
に
実
施
され
た
リス
ク評

価
の

結
果
や
、退

院
後
の
生
活
に
お
け
る
指
示
内
容
の
情
報
を
把
握
。

・な
お
、入

院
時
点
に
お
い
て
、本

人
が
肺
炎
を
繰
り返

す
リス
クを
小
さく
す
る
治
療
に

資
す
る
よ
う、
日
常
的
に
把
握
して
い
る
本
人
の
摂
食
嚥
下
や
食
事
の
状
況
等
の
情
報

を
、病

院
の
主
治
医
等
に
伝
達
。

4
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1

変
化

を
把

握
し

た
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

13
短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築
14

留
意

す
べ

き
兆

候
を

把
握

し
共

有
す

る
支

援
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

参
考

資
料

等

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

厚
生

労
働

省
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
策

定
、

普
及

推
進

㈱
日

本
総

合
研

究
所

「
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

」
に

関
連

す

る
事

業
の

成
果

物
一

覧

主
な

資
料

等
は

以
下

の
と

お
り

。

①
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
基

本
ケ

ア
及

び
疾

患
別

ケ
ア

」（
令

和
２

年
度

改
訂

版
）

本
編

基
本

ケ
ア

及
び

疾
患

別
ケ

ア
の

全
体

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
さ

れ
た

資
料

。
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適

切
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ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
手

引
き

（
P
D
F
）

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

基
本

的
な

考
え

方
や

活
用

方
法

を
簡

潔
に

ま
と

め
た

入
門

的
資

料
。
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③
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
」

に
関

連
す

る
動

画

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

活
用

方
法

、
手

引
き

の
解

説
等

の
動

画
が

多
数

作
成

さ
れ

て
い

る
。
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誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎
は
進
行
が
速
い
疾
患
な
の
で
、短

期
間
に
日
常
の
状
態
か
ら変

化
した
とき
に

は
、迅

速
に
か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
す
る
こと
が
重
要
。

・家
族
や
介
護
者
が
、短

期
的
な
変
化
を
把
握
した
とき
に
迅
速
に
医
療
者
等
の
他
の

職
種
に
つ
な
ぐこ
とが
で
き
る
よ
う、
連
絡
・対
応
体
制
を
事
前
に
整
理
し、
共
有
。

・不
顕
性
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、日

常
の
状
態
との
違
い
に

気
づ
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、ケ
ア
に
関
わ
る
関
係
者
の
間
で
気
を
配
って
お
くべ

き
兆
候
を
整
理
し共

有
。

・留
意
す
べ
き
兆
候
が
把
握
され
、か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
した
結
果
、必

要
と

支
持
され
た
ケ
ア
が
提
供
され
る
よ
う調

整
。

・具
体
的
に
は
、む
せ
や
咳
の
状
況
、食

事
の
とき
に
の
どが
ゴ
ロゴ
ロ鳴

る
な
どの
様
子

が
考
え
られ
る
。ま
た
、以

前
よ
りも
元
気
が
な
い
、食

欲
が
低
下
して
い
る
な
どの
長
期

的
な
変
化
の
兆
候
を
把
握
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
留
意
す
べ
き
兆
候
は
、健

康
状
態
や
生
活
状
態
に
よ
って
一

人
ひ
とり
異
な
る
た
め
、ま
ず
は
本
人
の
日
常
の
状
況
を
把
握
し共

有
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こと
が
重
要
。

・肺
炎
に
よ
って
入
院
す
る
場
合
で
も
、入

院
時
点
か
ら退

院
後
及
び
自
宅
で
の
療
養

に
際
して
の
留
意
事
項
を
把
握
し共

有
。

・退
院
後
の
生
活
の
回
復
を
円
滑
に
行
うた
め
、入

院
時
に
実
施
され
た
リス
ク評

価
の

結
果
や
、退

院
後
の
生
活
に
お
け
る
指
示
内
容
の
情
報
を
把
握
。

・な
お
、入

院
時
点
に
お
い
て
、本

人
が
肺
炎
を
繰
り返

す
リス
クを
小
さく
す
る
治
療
に

資
す
る
よ
う、
日
常
的
に
把
握
して
い
る
本
人
の
摂
食
嚥
下
や
食
事
の
状
況
等
の
情
報

を
、病

院
の
主
治
医
等
に
伝
達
。

4 
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1 

変
化

を
把

握
し

た
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

13
 短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2 

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築
14

 留
意

す
べ

き
兆

候
を

把
握

し
共

有
す

る
支

援
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

参
考

資
料

等

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

厚
生

労
働

省
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
策

定
、

普
及

推
進

㈱
日

本
総

合
研

究
所

「
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

」
に

関
連

す

る
事

業
の

成
果

物
一

覧

主
な

資
料

等
は

以
下

の
と

お
り

。

①
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
基

本
ケ

ア
及

び
疾

患
別

ケ
ア

」（
令

和
２

年
度

改
訂

版
）

本
編

基
本

ケ
ア

及
び

疾
患

別
ケ

ア
の

全
体

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
さ

れ
た

資
料

。
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②
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
手

引
き

（
P
D
F
）

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

基
本

的
な

考
え

方
や

活
用

方
法

を
簡

潔
に

ま
と

め
た

入
門

的
資

料
。
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③
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
」

に
関

連
す

る
動

画

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

活
用

方
法

、
手

引
き

の
解

説
等

の
動

画
が

多
数

作
成

さ
れ

て
い

る
。
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誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎
は
進
行
が
速
い
疾
患
な
の
で
、短

期
間
に
日
常
の
状
態
か
ら変

化
した
とき
に

は
、迅

速
に
か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
す
る
こと
が
重
要
。

・家
族
や
介
護
者
が
、短

期
的
な
変
化
を
把
握
した
とき
に
迅
速
に
医
療
者
等
の
他
の

職
種
に
つ
な
ぐこ
とが
で
き
る
よ
う、
連
絡
・対
応
体
制
を
事
前
に
整
理
し、
共
有
。

・不
顕
性
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、日

常
の
状
態
との
違
い
に

気
づ
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、ケ
ア
に
関
わ
る
関
係
者
の
間
で
気
を
配
って
お
くべ

き
兆
候
を
整
理
し共

有
。

・留
意
す
べ
き
兆
候
が
把
握
され
、か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
した
結
果
、必

要
と

支
持
され
た
ケ
ア
が
提
供
され
る
よ
う調

整
。

・具
体
的
に
は
、む
せ
や
咳
の
状
況
、食

事
の
とき
に
の
どが
ゴ
ロゴ
ロ鳴

る
な
どの
様
子

が
考
え
られ
る
。ま
た
、以

前
よ
りも
元
気
が
な
い
、食

欲
が
低
下
して
い
る
な
どの
長
期

的
な
変
化
の
兆
候
を
把
握
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
留
意
す
べ
き
兆
候
は
、健

康
状
態
や
生
活
状
態
に
よ
って
一

人
ひ
とり
異
な
る
た
め
、ま
ず
は
本
人
の
日
常
の
状
況
を
把
握
し共

有
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こと
が
重
要
。

・肺
炎
に
よ
って
入
院
す
る
場
合
で
も
、入

院
時
点
か
ら退

院
後
及
び
自
宅
で
の
療
養

に
際
して
の
留
意
事
項
を
把
握
し共

有
。

・退
院
後
の
生
活
の
回
復
を
円
滑
に
行
うた
め
、入

院
時
に
実
施
され
た
リス
ク評

価
の

結
果
や
、退

院
後
の
生
活
に
お
け
る
指
示
内
容
の
情
報
を
把
握
。

・な
お
、入

院
時
点
に
お
い
て
、本

人
が
肺
炎
を
繰
り返

す
リス
クを
小
さく
す
る
治
療
に

資
す
る
よ
う、
日
常
的
に
把
握
して
い
る
本
人
の
摂
食
嚥
下
や
食
事
の
状
況
等
の
情
報

を
、病

院
の
主
治
医
等
に
伝
達
。

4
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1

変
化

を
把

握
し

た
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

13
短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築
14

留
意

す
べ

き
兆

候
を

把
握

し
共

有
す

る
支

援
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

参
考

資
料

等

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

厚
生

労
働

省
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
策

定
、

普
及

推
進

㈱
日

本
総

合
研

究
所

「
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

」
に

関
連

す

る
事

業
の

成
果

物
一

覧

主
な

資
料

等
は

以
下

の
と

お
り

。

①
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
基

本
ケ

ア
及

び
疾

患
別

ケ
ア

」（
令

和
２

年
度

改
訂

版
）

本
編

基
本

ケ
ア

及
び

疾
患

別
ケ

ア
の

全
体

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
さ

れ
た

資
料

。
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②
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
手

引
き

（
P
D
F
）

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

基
本

的
な

考
え

方
や

活
用

方
法

を
簡

潔
に

ま
と

め
た

入
門

的
資

料
。
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③
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
」

に
関

連
す

る
動

画

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

活
用

方
法

、
手

引
き

の
解

説
等

の
動

画
が

多
数

作
成

さ
れ

て
い

る
。
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138

誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎
は
進
行
が
速
い
疾
患
な
の
で
、短

期
間
に
日
常
の
状
態
か
ら変

化
した
とき
に

は
、迅

速
に
か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
す
る
こと
が
重
要
。

・家
族
や
介
護
者
が
、短

期
的
な
変
化
を
把
握
した
とき
に
迅
速
に
医
療
者
等
の
他
の

職
種
に
つ
な
ぐこ
とが
で
き
る
よ
う、
連
絡
・対
応
体
制
を
事
前
に
整
理
し、
共
有
。

・不
顕
性
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、日

常
の
状
態
との
違
い
に

気
づ
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、ケ
ア
に
関
わ
る
関
係
者
の
間
で
気
を
配
って
お
くべ

き
兆
候
を
整
理
し共

有
。

・留
意
す
べ
き
兆
候
が
把
握
され
、か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
した
結
果
、必

要
と

支
持
され
た
ケ
ア
が
提
供
され
る
よ
う調

整
。

・具
体
的
に
は
、む
せ
や
咳
の
状
況
、食

事
の
とき
に
の
どが
ゴ
ロゴ
ロ鳴

る
な
どの
様
子

が
考
え
られ
る
。ま
た
、以

前
よ
りも
元
気
が
な
い
、食

欲
が
低
下
して
い
る
な
どの
長
期

的
な
変
化
の
兆
候
を
把
握
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
留
意
す
べ
き
兆
候
は
、健

康
状
態
や
生
活
状
態
に
よ
って
一

人
ひ
とり
異
な
る
た
め
、ま
ず
は
本
人
の
日
常
の
状
況
を
把
握
し共

有
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こと
が
重
要
。

・肺
炎
に
よ
って
入
院
す
る
場
合
で
も
、入

院
時
点
か
ら退

院
後
及
び
自
宅
で
の
療
養

に
際
して
の
留
意
事
項
を
把
握
し共

有
。

・退
院
後
の
生
活
の
回
復
を
円
滑
に
行
うた
め
、入

院
時
に
実
施
され
た
リス
ク評

価
の

結
果
や
、退

院
後
の
生
活
に
お
け
る
指
示
内
容
の
情
報
を
把
握
。

・な
お
、入

院
時
点
に
お
い
て
、本

人
が
肺
炎
を
繰
り返

す
リス
クを
小
さく
す
る
治
療
に

資
す
る
よ
う、
日
常
的
に
把
握
して
い
る
本
人
の
摂
食
嚥
下
や
食
事
の
状
況
等
の
情
報

を
、病

院
の
主
治
医
等
に
伝
達
。

4 
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1 

変
化

を
把

握
し

た
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

13
 短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2 

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築
14

 留
意

す
べ

き
兆

候
を

把
握

し
共

有
す

る
支

援
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

参
考

資
料

等

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

厚
生

労
働

省
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
策

定
、

普
及

推
進

㈱
日

本
総

合
研

究
所

「
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

」
に

関
連

す

る
事

業
の

成
果

物
一

覧

主
な

資
料

等
は

以
下

の
と

お
り

。

①
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
基

本
ケ

ア
及

び
疾

患
別

ケ
ア

」（
令

和
２

年
度

改
訂

版
）

本
編

基
本

ケ
ア

及
び

疾
患

別
ケ

ア
の

全
体

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
さ

れ
た

資
料

。
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②
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
手

引
き

（
P
D
F
）

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

基
本

的
な

考
え

方
や

活
用

方
法

を
簡

潔
に

ま
と

め
た

入
門

的
資

料
。
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③
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
」

に
関

連
す

る
動

画

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

活
用

方
法

、
手

引
き

の
解

説
等

の
動

画
が

多
数

作
成

さ
れ

て
い

る
。
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誤
嚥

性
肺

炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎
は
進
行
が
速
い
疾
患
な
の
で
、短

期
間
に
日
常
の
状
態
か
ら変

化
した
とき
に

は
、迅

速
に
か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
す
る
こと
が
重
要
。

・家
族
や
介
護
者
が
、短

期
的
な
変
化
を
把
握
した
とき
に
迅
速
に
医
療
者
等
の
他
の

職
種
に
つ
な
ぐこ
とが
で
き
る
よ
う、
連
絡
・対
応
体
制
を
事
前
に
整
理
し、
共
有
。

・不
顕
性
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、日

常
の
状
態
との
違
い
に

気
づ
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、ケ
ア
に
関
わ
る
関
係
者
の
間
で
気
を
配
って
お
くべ

き
兆
候
を
整
理
し共

有
。

・留
意
す
べ
き
兆
候
が
把
握
され
、か
か
りつ
け
医
等
に
情
報
共
有
した
結
果
、必

要
と

支
持
され
た
ケ
ア
が
提
供
され
る
よ
う調

整
。

・具
体
的
に
は
、む
せ
や
咳
の
状
況
、食

事
の
とき
に
の
どが
ゴ
ロゴ
ロ鳴

る
な
どの
様
子

が
考
え
られ
る
。ま
た
、以

前
よ
りも
元
気
が
な
い
、食

欲
が
低
下
して
い
る
な
どの
長
期

的
な
変
化
の
兆
候
を
把
握
。

・な
お
、本

人
に
とっ
て
の
留
意
す
べ
き
兆
候
は
、健

康
状
態
や
生
活
状
態
に
よ
って
一

人
ひ
とり
異
な
る
た
め
、ま
ず
は
本
人
の
日
常
の
状
況
を
把
握
し共

有
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こと
が
重
要
。

・肺
炎
に
よ
って
入
院
す
る
場
合
で
も
、入

院
時
点
か
ら退

院
後
及
び
自
宅
で
の
療
養

に
際
して
の
留
意
事
項
を
把
握
し共

有
。

・退
院
後
の
生
活
の
回
復
を
円
滑
に
行
うた
め
、入

院
時
に
実
施
され
た
リス
ク評

価
の

結
果
や
、退

院
後
の
生
活
に
お
け
る
指
示
内
容
の
情
報
を
把
握
。

・な
お
、入

院
時
点
に
お
い
て
、本

人
が
肺
炎
を
繰
り返

す
リス
クを
小
さく
す
る
治
療
に

資
す
る
よ
う、
日
常
的
に
把
握
して
い
る
本
人
の
摂
食
嚥
下
や
食
事
の
状
況
等
の
情
報

を
、病

院
の
主
治
医
等
に
伝
達
。

4
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1

変
化

を
把

握
し

た
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

13
短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築
14

留
意

す
べ

き
兆

候
を

把
握

し
共

有
す

る
支

援
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

し
の

共
有

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

参
考

資
料

等

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

資
料

に
つ

い
て

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

厚
生

労
働

省
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
策

定
、

普
及

推
進

㈱
日

本
総

合
研

究
所

「
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

」
に

関
連

す

る
事

業
の

成
果

物
一

覧

主
な

資
料

等
は

以
下

の
と

お
り

。

①
「

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
基

本
ケ

ア
及

び
疾

患
別

ケ
ア

」（
令

和
２

年
度

改
訂

版
）

本
編

基
本

ケ
ア

及
び

疾
患

別
ケ

ア
の

全
体

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
さ

れ
た

資
料

。
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②
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
手

引
き

（
P
D
F
）

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

基
本

的
な

考
え

方
や

活
用

方
法

を
簡

潔
に

ま
と

め
た

入
門

的
資

料
。
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